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    序章　人殺しと猟犬と


    



    



    　　　　歴史は二度繰り返す。一度目は悲劇として、二度目は喜劇として。


    　　　　三度繰り返すなら、死として。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「喜劇史」皇こう暦れき四八三年

    


    



    



    　ガナス州ガナス市の閑かん静せいな住宅街。残暑が残る秋では、歩道の並木の葉も青々としている。


    　白いシャツにジーンズの男が歩道を歩む。体の前に紙袋を抱えている。紙袋の上からは、焼きたてのパンやセロリの先が突きだしている。


    　歩道の先で、ホースからの水を庭に撒まいていた主婦が男に気づく。女が笑顔で頭を下げる。


    「どうも」


    　現代では珍しく、ジョナスも頭を下げる。近所の人にも挨あい拶さつするジョナスは、一週間前にガナス市にやってきたばかりだった。主婦も笑顔のまま挨拶を返す。


    　周囲に住む人が彼の引っ越しの挨拶から知っていることは、名前はジョナス・サンド・エメクロス。二八歳で、各地を転々とする技師だということ。腰に下げた魔ま杖じよう短たん剣けんも、技師としての仕事への態度を示し、実直そうな人柄をそのままに使いこまれていた。


    　水を撒まく主婦は義務的に問いかける。


    「今からご帰宅ですか？」


    「ええ」ジョナスは微ほほ笑えみを見せる。「自営業の気楽さで、これから趣味の時間ですよ」


    　主婦が心もこめずにうなずいてみせる。顔には懸念の色。


    「最近はガナス市で連続殺人が起こって物騒ですから、ジョナスさんも気をつけてください」


    「そうなんですか？」


    　ジョナスの顔に恐怖が掠かすめる。主婦は篤とく実じつそうな顔で続ける。


    「無差別に人を襲い、針や釘くぎを刺して殺すそうです。どれだけ苦しんで死ぬかと想像しただけで恐ろしい」


    「それは怖い」ジョナスは紙袋を抱いたまま肩を竦すくめる。「では早めに帰ります」


    　主婦も自分の言葉で怖くなったらしく家に向かう。ジョナスは紙袋を抱えて進む。


    　ジョナスの迷いのない歩みは、二階建ての平凡な住居の前で止まる。新居の郵便受けから、夕刊といくつかの請求書を確認する。


    　ジョナスは玄関に向かう。扉を開けて、閉める。防音性に優れた扉と壁は、外からの音を完全に遮しや断だんする。室内履きに替えて、男は板張りの廊下を進む。ジョナスは鼻歌を唄いながら、奥の部屋に足を踏み入れる。


    　台所を横切っていき、夕刊や封筒の束を食卓に置く。前にある冷蔵庫の扉を開ける。右手に抱えた紙袋から左手で牛乳やパン、セロリやトマトを出し、冷蔵庫の棚へと詰めていく。野菜は一番下の段へ。冷凍食品は中段の冷凍室へ。バターや今日使う肉は一番上の段へと入れていく。瓶びん詰め牛乳の蓋ふたをジョナスの指先が開ける。口をつけて牛乳を飲みながら、残る他のものを冷蔵庫に詰めていった。


    　ジョナスは封筒を開いて、請求書を見ていく。次に冷蔵庫を眺める。


    「そういえば、もう貼る場所がなかったな」


    　冷蔵庫の扉には覚え書きが貼られている。仕事の時間と場所、病気の祖母の連絡先、電気やガスや水道代金の請求書。夥おびただしい数の覚え書きで貼る場所がない。


    「エミレオの書があれば楽なんだけどな。今回勝てば、一冊もらえるかもしれないな」


    　ジョナスの左手が冷蔵庫の上に伸ばされた。戻ってきた手の人差し指と親指は針を握っていた。請求書に針を通して、冷蔵庫の隣に手を伸ばす。針で紙を縫ぬい止める。


    　絶叫。


    　ジョナスが笑う。男の手が手紙を針で止めたのは、コルクの板ではなかった。


    　冷蔵庫の横に座る青年の右の眼球だった。


    　青年の両手は背中で重ねられ、鎖くさりで何重にも縛られている。足も畳まれて太ふと腿ももと脛すねを鎖が幾いく重えにも縛っている。裸の上半身にも鎖が往復していた。鎖の先は背後の壁に太い杭くいで止められている。


    　首輪と鎖くさりで動けなくされた頭部の顔面には、いくつもの紙片が針や釘くぎで縫ぬい止められていた。新しく縫い止められた手紙は、青年の右の眼球を貫通していた。眼球から頰ほおへと水すい晶しよう体たいや硝しよう子し体たいの粘液が染みだしていく。


    　針に貫かれた紙片は、青年の額ひたいや頰、鼻や顎あごや喉のど、胸板や肩で縫い止められていた。青年は上半身を苛さいなむ痛みに身を[image: ]よじり、絶叫しつづける。絶叫は、しかし部屋から出ることはない。


    　口腔の内部には、舌がなかった。切断された断面は丁てい寧ねいに止血されていた。失血死や窒息死をしないために、わざわざ処置されたのだ。紙片の貼りつけ台となり、舌を失った青年の叫びは、空気を弱々しく震ふるえさせるだけだった。


    　拘束された青年の苦痛と絶望を無視し、ジョナスは最後の封筒から中身を取りだした。


    「時間が来たということか」


    　一読してジョナスが言った。青年の苦痛に気づいたように、ジョナスの目が向けられる。


    「こちらも時間だな」


    　ジョナスは腰の魔ま杖じよう短たん剣けんを引きぬく。短い刀身は鋭利な白い輝きを宿していた。


    「この三日間、ちみの苦しみを見てわりと楽ちかったよ。ではさようなら」


    　ジョナスの短剣が閃ひらめく。青年の喉を右から左へと刃やいばが走りぬける。刃の先端の示す方向、白い壁に血の斑はん点てんが散る。鮮血が噴出し、天井や壁を朱に染める。上昇から反転した血液は、絶命した青年と床、ジョナスの胸や喉を濡ぬらす。


    　鉄と潮が混じったような血臭が部屋に充満する。縛られたままで死んだ青年の顔と上半身、さらに針で縫い止められた紙片も血に浸される。縛ばく鎖さに囚とらわれた死体は、倒れることすら許されない。


    　部屋でジョナスは笑っている。自らを濡らす血に恍こう惚こつとした表情での哄こう笑しようだった。笑いを堪こらえきれず、ジョナスの手が伸びて牛乳瓶びんを机に置く。転がることもできない壁際の死者の痙けい攣れんを眺めて、また笑いが強くなる。


    「ああ、人が死ぬのはおもちろーい。最高の優越感だ」


    　ジョナスの笑声に被かぶさるように、電子音。家の固定電話が鳴っていた。ジョナスは笑いを堪えながらも、受話器を取る。


    「はいはい、今お楽しみの真っ最中なんで、販売や勧誘はいらないよ」


    　電話に出たジョナスの目は、冷蔵庫の横の男の死体を眺めている。すでに動きがない。ジョナスは足を伸ばして、傾いた青年の顎を突く。死者の痙攣はもはや完全に停止していた。


    「お楽しみはあまり長く続かないな」


    　ジョナスが笑うと、受話器の向こうから声が響く。


    「殺人を楽しむ快楽殺人者は、最低だな」


    　途端にジョナスの目鼻から笑みが消失し、硬直する。


    「誰だおまえ！　なぜそんなことを……」


    　問い返すジョナスは、焦りを隠せずに周囲を見回す。


    「見ているから分かる。おまえが殺人を行おこなった瞬間から見ていた。止めることができれば良かったのだが、間にあわなかった」


    「どこだ、どこで見ている!?」


    　ジョナスの目は新しい室内を慌あわただしく確認していく。冷蔵庫、青年の死体と鮮血。食卓を囲むように椅い子すが四脚。壁。扉の向こうの廊下と居間。どこにも監視装置は見つからない。


    「どこだ！」


    「おまえの後ろだ」


    　ジョナスが振り返ると、刃やいばの切っ先。白刃の向こう側には、老人が立っていた。


    　小柄な老人。猟師の鹿しか撃うち帽ぼうに、土色の長外套コート。四角い顔は煮詰めたような肌の色。紙を丸めて延ばしたような皺しわ深い顔。


    　現在は技師となっているとはいえ、ジョナスは過去に咒じゆ式しきと格闘の訓練を受け、実戦を潜くぐりぬけてきた攻こう性せい咒式士だ。ジョナスの背後を取るなど、通常の攻性咒式士には不可能だった。しかし眼前の老人は不可能を実現させていた。


    　住宅の室内に、老人は無言で立っていた。右手に握られた旧型の猟用の魔ま杖じよう剣けんの先端は、ジョナスの鼻先で静止している。


    　刃を挟んでジョナスを見つめるのは、左右の眼光。激情を理性で抑えつけた針の眼まな差ざしだった。殺人者の全身を極大の悪お寒かんが貫く。


    「なんっ」


    　ジョナスは背後、部屋の中央に跳躍して逃げる。空中で魔杖短剣を逆手に握り替える。瞬間的に雷撃咒式を練りあげ、老人に放つ。空中から放たれた電撃は壁を砕くだけ。


    「この俺を殺そうとは、ふざけたじじーだ」


    　壁際の青年の死体を背景に、ジョナスが老人との間合いを測る。


    「言っておくが、俺は強い。なんといっても〈ザッハドの使徒〉でも有力者であるアンヘリオさんに認められ、殺人遊びの相手をしているくらいだからな」


    　ジョナスが魔杖短剣を掲げる。


    「そこらの隠れて逃げまわる殺人者とは格が違う。今もっとも〈ザッハドの使徒〉に近いとされる指先だ」ジョナスが笑う。「それで今から俺に殺される爺じいさんの名前は？」


    　老人の剣が一いつ閃せん。ジョナスの首が飛ぶ。断面からは鮮血が噴出し、天井から床を染める。


    　頭部が本人の足下の床に落ち、転がる。断面から血が溢あふれて、血の海を広げていく。


    　老人が剣を振って血ち糊のりを払い、鞘さやに収める。


    　笑声。


    　床に転がるジョナスの首が掠かすれた声で笑っていた。老人が硬直していると、床に倒れたジョナスの胴体が動く。左手を伸ばし、傍かたわらに転がる頭部を摑つかむ。引きもどして自分の首の断面に合わせる。途端に傷口が埋められ、皮ひ膚ふがつながる。数秒で首がつながり、ジョナスの口から呼吸が漏もれる。


    「ははは、あーあーあー、肺がないとやはり声が出ないものだね」


    　声とともに切断で逆流してきた血が唇くちびるから零こぼれる。ジョナスは左の手の甲で血を拭ぬぐう。


    「俺は大おお雑ざつ把ぱには不死身でね」


    　ジョナスの額ひたいの右、左眼球、鼻の下、喉のど、胸板の中央、左胸、鳩みぞ尾おちと七か所に槍やりが刺さる。串くし刺ざし殺人者の膝ひざが崩れ、背後に倒れていく。老人の化学鋼成系第一階位〈矛ベ槍リ射ン〉による咒じゆ式しき攻撃は、それぞれが人体の急所を貫通していた。さらに老人の〈矛ベ槍リ射ン〉が発射。体を捻ひねって倒れていくジョナスの右側頭部、右頰ほお、首の右側、右胸板、肝臓がある右下腹部、大だい腿たい動脈ごと左太ふと腿もも、左脛すねと、またも致命傷の槍やりを打ちこんでいく。


    　倒れていくジョナスの足が止まる。腕が振られ、血ち飛沫しぶき。投げ返された短剣で、老人の左肩が抉えぐられていた。傷口を気にせず、老人が間合いをとって後退する。


    　眼前では、槍に全身十四か所を貫通されたジョナスが立っている。


    「いってえ。普通なら十四回は死んでいるぞ」


    　左手で左目に突き刺さった槍を抜く。血の尾を曳ひいて抜かれた槍が、床に落下してさらに血を跳ねさせる。


    　血の穴となった左の眼がん窩かの奥で、蒸気とともに蠢うごめく物体。視神経と網もう膜まく血管が伸びていき、網膜に脈絡膜、強膜や角膜が眼球を形成。硝しよう子し体たいが充じゆう塡てんされ、水すい晶しよう体たいが再生し、瞳どう孔こうが上下左右へと動いて正面で止まる。


    　ジョナスの左目が完全に修復されていた。再生者の全身から湯気があがる。他の十三か所の傷口に刺さった槍が抜け落ちていき、金属の音を連ねる。傷口からは濛もう々もうと蒸気があがる。


    　老人の細い目には分析の光。


    「生体生成系第七階位〈原生粘体転活性法シユライム〉の咒式か」


    　人間の死因のほとんどの原理は、脳の損傷か、脳に酸素と栄養が供給されないことによる意識の消滅である。失血死も心臓の停止による死も、究極的には脳の死である。


    　不死身を支える〈原生粘体転活性法シユライム〉の咒式は単純な原理だった。治ち癒ゆ咒式が部分的に行う未分化細胞や多能性幹細胞による負傷した細胞の再生を、負傷と同時に全身に施ほどこすだけである。再生不可能な脳は、細分化して全身に散らす。いわば全身を巨大な多能性幹細胞に変換する咒式だった。


    「我が師の弟子の一人、バモーゾという男が作った咒式を変化させたものらしいね」


    　ジョナスが笑う。


    「向こうは本当に不死身の二歩手前までいった怪物だが、俺はそこまで人間を辞める気もない。だいたいの不死身でいいんだ」


    　全身の傷口はほぼ埋まって、蒸気を排出していた。


    「さあどうする？　俺は普通の手段では殺せないぞ？」


    　傷口からの蒸気は、急速な再生のために発生した排熱ゆえのものだった。


    　不死身のジョナスを前にして、老人の態度は変わらない。


    　刃やいばを構えて前に出る。同時にジョナスの胸板を切り裂く一いつ閃せん。


    　下がるジョナスの魔ま杖じよう短たん剣けんから咒弾が排出。切り裂かれた服の下で、切断された肋ろつ骨こつが癒ゆ合ごうし、筋肉が接着し、皮ひ膚ふが覆おおっていく。時間が逆流したかのような再生。


    「あのさあ、少しは考えろよ。完全の三歩手前の不死身が刃やいばで殺せるかよ」


    　血臭漂ただよう部屋でジョナスは苦笑する。老人の細い目には厳しさがあった。


    「体自体は咒じゆ式しきを紡つむぐ脳と咒弾があるかぎり、いくらでも再生できる。殺人者の自宅には百発を超える高位咒弾が蓄えられており、全部を使いきらせるほどの攻撃をしようにも、こちらの体力が持たない」


    　老人の分析の声に、ジョナスの笑みが凍りつく。老人の刃は揺るがない。


    「また、全身に分散した脳細胞を一気に破壊する炎や熱線咒式を狭い屋内で放てば、儂わし自身も巻きこまれて死ぬ」


    「そこまで分かっていて、老いぼれはどうする？」


    　ジョナスの手によって刃が旋回。直線に突きだされる。刃は受け損なった老人の右の手の甲を切る。老人は苦く鳴めいを嚙かみ殺して後方に下がっていく。不死身の殺人者は刃を無造作に振りつつ、前進していくだけ。刀の嵐の下で老人はさらに言葉を紡ぐ。


    「おまえは不死身に咒力のほとんどを使うため、強大な攻撃用の咒式を使えない。それでも不死身のまま刃を振りつづければいつか必ず相手を殺せる、というわけか」


    　火花の背後で老人が苦々しげにつぶやく。


    「そうやって人々を殺してきたんだな」


    「多少は反撃されても、死なない。あとは向こうが死ぬ可能性が残るだけだ」


    　ジョナスは血ち塗まみれの顔で笑う。刃はさらなる嵐となって振られる。老人の魔ま杖じよう剣けんが対応する。殺人者の手首の内側へ斬きりつけ、返す刃が首の頸けい動どう脈みやくを切断。さらに肩口から心臓を突くも、ジョナスは平然と反撃する。


    　不死者の刃の猛攻に追われ、老人は戸口まで下がる。


    　戸口から二つの影が放たれる。老人の左右には、黒い犬と白い犬が着地する。体色が違うだけで同じ大型の猟犬だった。逞たくましく伸びた四肢に、尖とがった耳。筋肉によって覆おおわれた全身の終点には太い尻尾しつぽ。老人の左肩には赤い小型犬がいた。こちらは愛あい玩がん犬の愛くるしい目でジョナスと室内を見ていた。


    「わんわんと遊ぼうってか？」


    　ジョナスが右手を掲げる。


    　違和感。ジョナスは自らの右手首の断面を眺めた。血とともに魔杖短剣を握った右手が、食卓の上を飛んでいく。激痛とともに跳ね、部屋の中央に着地。


    　右手が落下する前に、ジョナスが長年の殺人で身につけた肉食獣の直感は、今この場において捕食者は自分ではなく、眼前の老人こそが捕食者であると告げていた。


    　反撃よりも逃走に移るために、膝ひざを撓たわめる。伸ばそうとしたジョナスの姿勢が崩れた。体重がかけられるとともに、右膝と左脛すねに朱線が描かれ、鋭利な切断面を見せて倒れていく。


    　残った左手を床について、ジョナスは転倒を避ける。先に切断された右手がようやく食卓に跳ねて床に落下。牛乳瓶びんも倒れ、零こぼれていく。左手一本で上半身を起こすと、老人が見下ろしていた。


    　老人の横手には黒い犬が侍はべっていた。口には鮮血を吐くジョナスの右手を咥くわえていた。


    「よくやったドミナス」


    　老人の皺しわが刻まれた左手が、黒い魔犬の頭を撫なでる。犬は嬉うれしそうに目を細くし、喉のどを鳴らす。老人の手は、次に肩口に宿る赤い子犬の喉を撫でる。子犬の口にはジョナスの右足が咥くわえられていた。足下にいる白い丸い犬は、ジョナスの左足を足先で突いている。


    「よしよし、ナファエルもいい子だから拗すねないでおくれ」


    　老人の目は床に倒れるジョナスを見下ろす。


    「彼らはエミュレルバルクの森に生きていた魔犬どもでな」


    　老いた左手は、白黒赤の犬たちをかわいがる。


    「殺人者どもを食い殺す、かわいい猟犬たちだ」


    　反撃に動くジョナスの左手と同時に、赤い犬の姿が消えた。鮮血に気づいたときには、ジョナスの左肘ひじが両断されていた。殺人者の背後で、小さな赤い犬が左腕を咥えていた。


    「イリエルも、よくやった」


    　両手両足を無くしたジョナスは、血を撒まき散らす肉塊となって床に転がる。通常の人間なら、右腕を失った衝撃で即死するか、続く手足の切断面からの失血で死亡する。不死身を自称するジョナスは、全身の多能性幹細胞によって組織を閉鎖。同時に血液が大量に作られて、失血死を防ぐ。手足の断面には白い突起。すでに手や足の指が復活しはじめていた。


    「こんな傷は、即座に再生でき……」


    　自らの血の海に転がるジョナスの前に、老人が立つ。右手は無造作に魔ま杖じよう剣けんを下ろす。刃やいばはジョナスの右肩に突き刺さり、咒じゆ式しきの発動のための精神集中を乱す。全身の激痛に足される新たな痛みに、ジョナスは言葉にならない悲鳴を漏もらす。


    「再生も痛みを消失させる咒式も、その発動を許さぬ」


    　老人の言葉と魔杖剣の切っ先が、床のジョナスの鼻先に突きつけられる。


    「なんだ、おまえは、なぜ俺を、見つけ、こんな……」


    　激痛でジョナスの表情から余裕が消えていた。


    「おまえこそ、なぜこのようなことをする」


    　ジョナスを見下ろし、老人が問い返す。顔には苦く渋じゆうの色が満ちていた。


    「人を傷つけ、苦痛で苛さいなみ、殺す。なぜこのようなことをするのだ」


    「そん、なことは決ま、っている」


    　床で転がるジョナスは、全身を激痛に苛まれながらも笑っていた。蒼そう白はくな顔の唇くちびるの両端が吊つり上がる。


    「殺人、が楽しいか、らだ」


    　目には喜び。


    「この世、で人を殺す、より楽しいことが他、にある、か？」


    　殺人者の言葉に、老人の魔杖剣が振り下ろされる。ジョナスの額ひたいを鋭利な切っ先が貫く。刃を支点に四肢を動かし、鮮血を撒きながらジョナスが床でのたうつ。


    「あきゃきゃきゃかかっ」


    　老人の刃やいばは額ひたいを貫通し、頭ず蓋がいに達し、奇声をあげるジョナスが逃げることを許さない。苦く鳴めいと絶叫をあげながら、ジョナスは肘ひじと膝ひざから先がない四肢を振るいつづける。老人は魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握る右手に左手を添えて、力を込める。刃は額の皮ひ膚ふと肉から頭蓋骨を抜け、さらに脳に達し、また頭蓋骨を貫き、最後に後頭部を抜けて床板を貫通する。


    　完全に床に縫ぬい止められたジョナスは、背筋を弓のように反らす。脳の大部分は全身に散っているため、頭蓋を貫通しても致命傷にはならない。四肢がさらに激しく振るわれ、床に血を撒まき散らす。四肢の断面からは、貧弱な指を持つ手足が生えかけていた。


    「死なないぜ、俺は」攻撃を受けつつも、すでにジョナスの全身が修復されはじめていた。「不死身さだけなら、あの使徒メレニボスにも近いんだ。さら、にエミレ、オの書さえあれ、ば」


    「死なないなら」


    　老人が魔杖剣を引きぬく。ジョナスの額の傷が修復されていく。老人は左手で抜いた魔杖剣でジョナスの新しい四肢を再び切断。右手が握る刃に再び全体重をかけていく。激痛にまたジョナスが全身を震ふるわせる。刃を引きぬき、空中に掲げる。老人の峻しゆん厳げんな目がジョナスを射すくめる。


    「咒じゆ力りよくが切れるまで、死ぬまで殺すだけだ。なるべく早く死ねるように祈れ」


    　死より辛つらい宣告に、ジョナスの顔に極限の恐怖が広がっていく。老人はジョナスの肉へ、刃を振り下ろしていく。肉を貫き、裂いて、切断する音に、悲鳴が混じる。


    「なんなんだ、なんなんだ、おまえ！」


    「儂わしがロレンゾだからだ」


    「ちょっ、ロレンゾって、まじ本物!?」苦痛のなかで、殺人者の目が見開かれる。「あのロレンゾが、なんで俺みたいな小者を！」


    「使徒とその指先は全員殺す」


    　咆ほう吼こうのような絶叫は、喉のどを切り裂かれて途絶えた。老人の魔杖剣が振るわれる。刃が刺して、斬きって、刻んでいく。動きを止めずに刃を振るう。まだまだ刃はジョナスに突き刺さる。


    　十五分ほど刺しつづけて、老人は額の汗を拭ぬぐう。


    　床の上の肉、貫かれた肝臓の表面で肉色の泡が立ち、修復していく。砕かれた骨が再生し、再統合される。裂かれた筋肉たちが繊せん維いを伸ばして結合していく。桃色の真皮が修復され、続いて表皮が張られていく。表情に正気がなくとも、ジョナスは生存していた。


    　激痛でジョナスの精神が砕けても、老人はまた魔杖剣を振り下ろす作業に戻った。黒白赤の犬たちは周囲に侍はべり、それぞれの目で死刑を眺めていた。赤い子犬のイリエルは老人の肩で欠伸あくびをする。白いナファエルは黒のドミナスと、床の上にあるジョナスの左手を巡って戯たわむれる。


    　老人の刃が止まる。


    「いつの間にか死んでいたか」


    　老人の死刑開始から二十三分十五秒。ジョナスはジョナスでなくなっていた。床に広がる骨格の断片。筋肉と内臓の区別はつかない。床を浸す赤は、部屋から廊下まで流れていた。挽ひき肉となってジョナスはようやく絶命した。


    　死体を見つめる老人の目には、凍いてついた憤怒があった。


    「たかが不老不死程度が、到達者以上の咒じゆ式しき士しに対する殺しあいでどうにかなると思うな」老人が吐きすてる。「第一、この世に不老不死の命などあるか。物理世界に生まれたなら、必ず物理的に死ぬ。だからこそ尊い命を弄もてあそぶな」


    　疲れたように、老人は魔ま杖じよう剣けんを杖つえにして体を支える。傍かたわらにあった椅い子すに腰を下ろす。手が伸ばされる。皺しわが宿る指先は、固定電話の登録番号を探る。


    「ここからたどれるなら楽でいいのだが」老人の操作が続く。「仕事先の知りあいばかりで、さすがに他の指先や上の使徒どもの番号はないか」


    　老人のつぶやきに被かぶさるように音楽。老人が周囲を見まわす。音は傍らの机の下からだった。爪先で探ると、軽快な着信音を響かせる携帯電話が出てくる。死闘の最初で落下して、隠れていたようだった。平凡な恋唄を奏でる携帯を、魔杖剣の先で跳ね上げる。


    　左手で受けて、開く。老人は耳に当てる。


    「おまえがこのジョナスの師匠だな」


    　息を吸い、吐いて問いかける。


    「おまえが〈金剛石の殺人者〉で〈動く断頭台〉か？」


    「報道は、悪趣味なその名前で私を呼んでいるらしいな」


    　携帯からは声が発せられる。


    



    



    「他には〈脳のう蒐しゆう集しゆう家か〉に〈首切り法廷〉に、または〈エルンスモの悪魔〉に〈ルボンヌの悪夢〉とも呼ばれているな。そうそう〈ザッハドの再来〉という呼び名もあるな」


    　暗い部屋で、旧式の携帯を握った男が笑う。左手の携帯の横、男の口元には優雅な笑みがあった。襟えり元もとにはネクタイが結ばれ、身にまとうのはエネメジルド製の最高級の紺色の背広。胸元には銀糸による花の刺し繡しゆう。袖そで口ぐちに並ぶ釦ボタンは黒くろ[image: ]さん瑚ごの細工物。指には金剛石の指輪。


    　男が座るのは、引き延ばされた六角形、棺ひつぎだった。黒い棺の上に座すという、不謹慎な姿で通信をしていた。


    　暗い部屋の闇やみが顔を横断し、薄ら笑いを続ける口元しか見えない。


    「ジョナスと私の名と事件の意味は、犠牲者と一部しか知らないはずだが」


    「ようやくだな、アンヘリオ」


    　苦々しい老人の声が通話口から響く。


    「ジョナスの電話に他人が出るということは、彼は殺されたか」


    　アンヘリオと呼ばれた男が確認の言葉を吐く。


    　男の周囲に溢あふれる音は、荘厳な交響音楽。パディード作曲による組曲の第六番ニ長調「夜の帳とばり」だった。


    　音楽に耳を澄ませて男が問う。


    「それで、君はどこの誰だね？　指先であるジョナスを殺して、私のことを知っているようだが？」


    「この声を忘れたとは言わせない。この傷を忘れたとは言わせない」受話器の向こうからの老人の声に、悲痛な色が宿る。「おまえの手にかかった何百人という犠牲者たちと、そして我が息子と孫のことを一時といえども、私は忘れなかった」


    「ロレンゾ・ホルヘイゾか」


    　アンヘリオは嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。ロレンゾという名前を確認するように舌先で転がす。


    「ここ何年も私を追跡し、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟を彷徨さまよう哀れな狩人だ」


    　憐れん憫びんの情を示すような口調だった。受話器の向こうでは圧力が高まる。


    「おまえは、おまえだけは許さないっ」


    　老人の声は肺はい腑ふから絞しぼりだされる。


    「そう熱くなるな」


    　アンヘリオは宥なだめるように告げた。


    「そういう遊ゆう戯ぎだ。ジョナスは最近出会った青年だったが、才能があったため、私が教育を施ほどこした。殺人と快楽の教育をね」


    　男の声は穏やかで理知的だった。背景に流れる音楽のような響きがあった。


    「そこで教育の結果を見ようと、私とジョナスで殺人遊戯を競いあっていた。期間を一週間と決めて、殺人者数と殺人方法を競っていた。腕に大きな差があるから、不完全だが不死咒じゆ式しきのようなものを与えた」


    　アンヘリオが続ける。


    「今回のジョナスが提案した遊戯では、未来がある子供や、子供を産む女性は得点が高い。妊婦だと心理点が、殺しにくい警察士や攻こう性せい咒式士は技術点が加算される。ジョナスは先ほどの男を殺した時点では三十八点。私は子供と妊婦を狙わなくても、四十四点だ」


    　声は淡々と連ねる。


    「あと六人ほどでジョナスは私に並べたのだが、残念。彼の遊戯は君によって終了させられた」本当に残念がるような声でアンヘリオは告げた。「よくあることだが、一人前になるまで成長できない雛ひな鳥どりに、悲しみすら覚える」


    　アンヘリオは顔を左側に向ける。


    「それでも、ジョナスはまだまだだ。芸術点で私に大きく負けている」


    　白い壁には大輪の花が咲いていた。壁に縛ばく鎖さで捕らえられていたのは、全裸の女性。


    　頭頂部から腹部までに朱線が描かれていた。開いた下腹部から小腸が床に垂れている。


    　上の顔は赤い塊になっていた。表面の皮ひ膚ふが除去されたため、眼球を囲む赤い顔がん輪りん筋きんが露出している。皮膚に鼻筋がついていったため、鼻筋は消失している。頰ほおの咬こう筋きんに唇の周囲の口こう輪りん筋きん、さらに下唇制御筋や口角下制筋までもが露出して残酷な湯気をたてている。女の口が動く。


    「殺ひ、て」


    　唇がない口こう腔こうでは、上う手まく発音できずに詰まる。


    「私も普段は女性を殺さないが、君は仕方がない。君のような女には可能性を再び生むことができない。なにもない、無だ」


    　アンヘリオが微ほほ笑えむ。


    「殺人作法の十二、つまり、私と出会った君は絶対的に殺される」


    　壁に張りつけられ、顔を剝はがされた女は、唇くちびるのない口でつぶやく。


    「死に、たい」


    「おもしろい痛みを与えよう」


    　アンヘリオの右手が伸ばされる。傍かたわらにあった机の上に指が踊る。摑つかんだのは電子端末の印刷に使う純白の用紙。


    「ただの紙だが、私にかかれば芸術的な道具となる」


    　アンヘリオは女の顔前に白い紙を翳かざす。さらに紙片を近づける。意図を察した女が首を振るも、首輪と鎖くさりで固定された顔は動かせない。


    　アンヘリオの右手から化学錬成系第一階位〈縛鎖バイン〉が発動。女の首と額ひたいを絞める首輪と鎖の金属組成が変化し、締まる。女の首と額の拘束で、頭部がまったく動かせなくなる。


    　女の左右の眼球に紙の横手、断面が当てられる。アンヘリオは優しい口元を見せつつ、紙を左から右へと轢ひいた。眼球の表面を白い紙が走りぬける。


    　絶叫。


    　アンヘリオは右手に摘つまんだ紙を眺める。鋭利な断面には、鮮血と、瞳どう孔こうや虹こう彩さいの一部、眼球内部の硝しよう子し体たいの液体が付着していた。


    「おまえは、おまえたち使徒は人ではない！」


    　携帯から漏もれるロレンゾの声は怨えん嗟さの感情を帯びていた。映像で見なくても、携帯から漏れる説明と音声だけで事態を理解できたのだ。眼球を切られた女の叫びが続く。


    　アンヘリオは足を動かして、開かれた女の腹部へ突き入れる。靴底が肝臓や小腸に触れ、一気に踏みつぶす。内臓破裂で女は苦しみ、死の痙けい攣れんを開始する。体液と血が溢あふれる。


    　女の断末魔は携帯を通じてロレンゾの耳に届く。女の体内からアンヘリオが足を引いていく。体液と鮮血が靴を濡ぬらしていた。


    「これが再配分だ」


    　壁に広げられた女は、絶命していた。紙で切られた眼球の周りからは涙が零こぼれ、剝むき出しの肉に流れていった。


    「殺したな。また殺したな、おまえ！」


    　携帯からはロレンゾの憎悪の声が流れる。


    「おまえの遊び相手のジョナスは殺した。次はおまえを殺してやる。必ずおまえを見つけだして殺してやる！」


    　男は毒を含んだ笑みを浮かべる。囁ささやくように電話に告げる。


    「君が、ロレンゾがあくまで私を狙うというのなら、すぐに会える」


    「待て、まだ切るな！　おまえはどこにいる！」


    「おまえのいるジョナスの家からは遙はるかに遠い。報道でも見て追いかけろ」


    　優雅な微ほほ笑えみとともに、アンヘリオは携帯を切る。旧式の携帯からたどられないように、即座に握りつぶす。枯れ葉の破片のように、樹脂と金属の破片が左手から落ちていく。


    　破片の先に、女の腹部から内臓を砕くだいた血に濡ぬれた靴先が目に入る。長い脚を伸ばし、足先を窓の紗しや幕まくで拭ぬぐう。靴は艶つややかな飴あめ色の表面に戻る。


    　血が拭われた紗幕の先、窓の外には、ビルや家屋の群れ。遠くオリエラル大河の水面。


    「ここエリダナで壮大な祝祭が始まる」


    　惨劇の部屋でアンヘリオが小さく笑声を発する。見えている口元には不敵な笑みがあった。


    　アンヘリオは左手を懐ふところに入れる。戻ってきた手には本。革表紙を鎖くさりが囲み、錠前が下がる奇妙な装丁だった。


    　男の右手が振られると、錠前が解けて鎖を散らして表紙が開く。頁ページの間から現れる燐りん光こう。咒じゆ式しきの数列が線となり、文字が描かれていく。文面を最後まで読むことなく、再び右手が振られる。本が紡つむいでいた光の文字が搔かき消され、本が閉じられる。鎖が戻り、錠前が戻る。


    「折角なら、楽しい祝祭としようではないか」


    　黒い棺ひつぎの上で、唇くちびるが笑みを刻む。

  


  
    



    



    一章　埋うずみ火、そして業火


    



    



    　　　観測していないときのことを、観測して確認することは不可能である。


    　　　それゆえ、もはや中世の時点で、絶対的な真実というものは消失した。


    　　　その使用の結果、現れる作業能力という道具としての理論と認識されている。


    　　　我々には、より不幸を消す道具としての理論を選択するくらいしかできない。


    
      メヒオレプス・アルサリス「道具としての我々」皇こう暦れき四八九年

    


    



    



    　目覚まし時計の音は騒音だ。


    　朝だから目覚めた。目覚めたからには起きるしかない。瞼まぶたを上に引きあげ、眼球を外気に晒さらす。光が物体に当たり反射したものを網もう膜まくで受けとり、視神経から脳に送って画像処理し、見るという行為になる。


    　天井。横を見ると部屋。机、椅い子す。床に転がる雑誌に本。


    　視覚情報の確認をしても、なにも感じない。炭素と水素、その他の物質のつながりにしか思えない。


    　なにもする気がない。時計の針の音が舌打ちとなって響く。ひたすら響く。


    　寝台ベツドから起きあがることも苦痛だった。それでも起きたからには立ちあがる。床に足を下ろす。室内履きを足の爪つま先さきに引っかけて、室内を横切っていく。冷蔵庫を開けて、朝食を取りだす。牛乳の瓶びんを脇に抱えて、左右の手に林りん檎ごとパンを手に取る。


    　牛乳と林檎とパン。これらがなんのためのもので、そこからどうしたらいいのか分からなくなった。冷蔵庫に戻す。


    　ようやく分かってきた。冷蔵庫を閉じることと同じで、内心を封じる。いつまでも冷蔵庫に屈かがんだままではいられない。立ちあがる。


    　立ったとしても、部屋にもどこにも行く場所がない。行き場を探す。


    　歩こう。歩くには足を交互に出す。右足左足と出すのだ。確認しつつ室内を横断していく。進むというより、倒れないために歩みを重ねていた足は応接室に向かっていた。体を支えるように応接椅い子すに腰を下ろす。


    　立体光学映像を起動し、番組を流してみる。報道官がなにかを話していることは分かるが、音や画像の意味は分からない。辺境のゾッス村が火竜の群れに壊滅させられ、二日後にオラクルズとグレネイズとの東西地区交流戦があると言われても、興味が湧わかない。


    　思考は、ジヴがいない、という事実を確認するばかりだった。


    　一夜かぎりやどうでもいい女と別れてもなにも思わないが、今回はそう上う手まくいってくれない。愛するジヴとの別れ、アナピヤを死なせたことが痛い。


    　胃の底に沸ふつ騰とうしたタールが満たされたように感じる。嘔おう吐と感かんが断続的に生じる。呼吸が浅く速くなり、日々がずっと息苦しい。


    　喪失感と憤怒、そして心の半身を千切られた痛みが、肉体に表われているのだ。ジヴのことを思い出すだけで、心臓を握られているかのような痛みが生まれる。


    　瞼まぶたが重く、下がってきている。同時に視界が狭まっている。よくある失恋の症状と言ってしまえばそれまでだが、今回は人の死まで含まれている。


    　現実に耐えきれず、目を閉じる。暗い世界が広がる。


    　冷静に自己の状態を分析した演技をしても、現実を遮しや断だんしても、痛みは変わらない。


    　本当は今すぐジヴのところへ行って無様に「俺のなにが悪かったのか、悪かったところは直す。だから戻ってくれ」と言いたいが、できない。やったところでなにも戻らないことが分かりきっている。


    　聖人のような無限の赦ゆるしの心を普通の人間であるジヴは持たないし、過去は変えられないし、アナピヤは生き返らない。不可能なことを望み、愛を失い見殺しにした男の思考は、どこまでも無様だ。


    　もう愛称のジヴではなく、他人としてジヴーニャと呼ぶべきだろう。


    　心身の苦痛に耐えられない。手を伸ばし、机に立てかけてある魔ま杖じよう剣けんに触れる。俺と苦難をともにした魔杖剣、〈断罪者ヨルガ〉の柄つかを握る。


    　また咒じゆ式しきや精神制御による脳内物質の調整で乗りきろうと思ったが、止やめた。魔ま杖じよう剣けんの引き金から指を離す。


    　自らの罪と悔いから逃げることはできない。それでも事件から飲酒量が増えたから分かるが、脳内麻薬の調整では、幸福な気分になりつつ、落ちこむだけだ。そして脳内麻薬が切れたときに、より激しい哀しみが再訪してくる。再び幸福な気分を求めて、あとは簡単に中毒になる。


    　愛する人間との別れと死は、重い。自責の念をくだらないと打ち捨てることもできない。精神が肉体的な痛みを引き起こしているうちは、まだ人間だ。愛を失い、殺すことが平気になれば、人ではなくなってしまう。喪失を強さに変えられる架空世界の登場人物に、一般人がなれるはずもない。


    　受け入れる覚悟をしても、愛の喪失は辛つらく、アナピヤの不在は心に重く、激痛と鈍痛が襲いつづけてくる。前向きになれば、失われた愛を嘆くより、次の愛を見つけたほうが建設的だ。


    　分かっていても、ジヴより愛したい女はいないし、他の誰でもなくアナピヤを救いたかった。椅い子すに座った俺の頭の内部では、思考が堂々巡りを繰り返す。繰り返すことそのものを失笑したいが、不可能だ。まだジヴと愛称で呼んでしまうくらいには。


    　小さな唸うなり。重い瞼まぶたを上げて机の上を見ると、携帯咒信機に文書通信が来ていた。関節の軋きしみを感じつつ、左腕を伸ばす。


    　画面を見ると、いつもどおりの無味乾燥な仕事の依頼だ。俺の現実など構うことなく、世界は動いていく。画面端に映る日付を見ると、すでに事件と別れから数週間が経過している。


    　現実感が戻ってきた。そろそろ攻性咒式士として今日の経済活動を行おこなわないと、生活もできなくなる。胃袋のために働く必要があった。


    　俺に生きる必要があるかどうかは分からない。すでに目的も生き甲が斐いもない。


    　俺の脳裏には、故郷での、メトレーヤでの、そしてエリダナでの数々の鮮血の光景が蘇よみがえる。それでもアナピヤは俺の命を救った。ジヴーニャは俺を救うために、愛したウォルロットを手にかけた。俺たちの愛は血ち塗まみれだった。それゆえに別かたれた。


    　理由より、なにかをしていないと耐えられない。


    　椅子から立ちあがる。再び魔杖剣を握り、腰に差す。机の上の弾倉と帯を摑つかみ、腰に巻きつけ金具で留める。歩きつつ、椅子の背に載っている上着を摑む。上着を引きずって進む。一歩。そして二歩三歩。袖そでや裾すそが床に擦こすれるが気にしていられない。


    　泥よりも重い上着を引き上げて、袖に腕を通す。


    　心が瀕ひん死しであっても、前に進まねばならない。


    　それでも前へ。立ち止まれば倒れてしまう。


    



    



    　車は秋風を切るようにエリダナの街を進む。俺の手が操縦環ハンドルを回して、海辺の緩ゆるい曲がり角を下っていく。


    　窓の外の街並みは、秋の装いとなっていた。人々の服装は半袖から長袖になり、並ぶ建物の窓や道を行く車も、窓を開けはなつことが少なくなった。温帯と冷帯の狭はざ間まに属するエリダナの晩夏から秋は、過ごしやすい季節だった。俺の内心とは関係ない季節だ。


    　俺たちを乗せたヴァンの窓は開けはなたれている。ルルガナ内海から吹きこむ潮風が、沿岸部の大気に混じり、鼻先をくすぐっていく。


    　助手席には相棒のギギナが座っている。大理石のような白い頰ほお。美しくはあるのだろうが、眉まゆや顎あご、刃やいばのように獰どう猛もうな光を宿した瞳が、柔弱さを拒否する。月光のような銀の髪が、車窓から吹きこむ秋風になびく。


    　相棒はいつもどおりだ。ならば俺もいつもどおりだ。


    　横にいるギギナの銀の瞳が動く。視線は俺を捉とらえる。なにかを言おうとして美び姫きの唇くちびるを開き、閉じた。目はまた前に戻る。


    　それでもギギナは口を開く。


    「次はどの賞金首に向かう？」


    　欠伸あくびをしつつ、ギギナが問うた。アナピヤのことを思い出さない、という演技だろう。


    「ゾッス村での火竜討伐にお呼びがかからぬかと待っているのだが」


    　ギギナが続ける。


    「強大な〈長命竜アルター〉と眷けん属ぞくが出たらしく、凄すさまじい激戦が予想される」


    「あれは大手事務所のどこかが受けるだろう。呼ばれたら、おまえだけ参加しておけ」


    　演技に俺も乗ることにした。乗るしかない。


    　俺は指先で携帯を起動させる。電子合成された猟犬の映像が浮かび、次に電子上に公開された賞金首の情報を眺める。殺人犯に銀行強盗、親殺しの学生に、最近出没する〈異い貌ぼうのものども〉たちの情報が並んでいく。


    「二大国の狭間であるエリダナは、事件に不足することだけはないな」


    「小者はいい。他にないのか？　エリダナ市内に凶悪犯罪者や新たな〈異貌のものども〉はいないのか？」


    　俺の感慨もギギナには無縁だった。ありとあらゆる人間と、諸国の流通が集中するエリダナこそ、ギギナにとっては戦場なのだろう。俺は、賞金首を高額順に並べなおしていく。


    「賞金首情報で珍事がある」途中で俺はおもしろい情報を見つける。「遠いガナス州でジョナスという男が殺されていた」


    「船と列車で何日もかかるような遠隔地の殺人のなにがおもしろい？　おもしろくないことがおもしろいという滑り笑いは、ガユスで飽きているのだが？」


    　ギギナの軽口は無視して、携帯を操作して情報を広げる。


    「まぁ聞け。被害者はジョナス・サンド・エメクロス。自宅から、ツェベルン龍りゆう皇おう国こく西部で続いていた〈串くし刺ざし殺人〉の死体と、凶器などの証拠からも、ジョナス本人が犯人だと断定された」


    「猟奇殺人犯が自宅で殺人をしている最中に殺される。どういう皮肉だ？」


    　ギギナの目に少しだけ興味の色。


    「こういう連続殺人犯が殺される事件が西部で続いている。どこかで正義の味方が沸わいてきたのだろう。もちろん賞金首指定を受ける前の殺人は、単なる殺人になるがな」


    「遠くのおもしろ賞金首はいい。エリダナから行ける範囲の話をしろ」


    　携帯をさらに操作すると、大物が出た。


    「こいつが一番だろう。現場も近いから見ていくか」


    　ギギナも無言で同意したところで、坂道が終わる。車を交差点で右に曲げる。ギギナの銀の瞳が窓の外を見ていた。先にはルルガナ内海の青い色が見えた。戦士の唇くちびるが動く。


    「ガユスが殺される事件が起こったが、殺人事件は解決した」


    　ギギナが問題を紡つむぐ。再び目が俺を捉とらえた。


    「ドラッケン族に伝わるなぞなぞの改変だが、なぜだか分かるか？」


    　無理な左折をしてくる車を避けるために、ヴァンを急減速させ、右へと逃がす。相手に呪のろいをかけつつ、俺は指先で知覚眼鏡クルークブリレの位置を直す。


    「知るか。知りたくもない」


    「ガユスという人間未満の存在を殺しても殺〈人〉事件にはならない。解決」


    「ドラッ犬けんの吠ほえ声から人語に翻ほん訳やくすると、ギギナを殺しても罪にならないという話だな。やった、毒殺しよう」


    「ガユスは死ぬがいい。早く完全に死ぬがいい」


    「おまえが死ねよ。猿から人類へ進化する絵の途中で、ふと振り返って戻った存在のくせに」


    　俺とギギナは、いつもどおりだ。今日も賞金首の隠れ家を張っていて空振りに終わり、二人とも機嫌が悪い。俺はとくに機嫌が悪い。痛みを押し殺すことで精一杯だ。


    　ふと考えてみると、俺たちに機嫌がいいときが一時でもあったのかどうか。


    　ギギナの横顔には微ほほ笑えみ。銀の目は前を見ている。


    「そういえば、貴様はまた女と別れたのだったな。風俗にでも行くか？」


    「うるせえ。俺は純愛路線だっての」という返しも強がりだろう。


    「今回の女は一年と少しか」ギギナが過去を振り返るような目になっていた。「貴様にしては長いつきあいだったな」


    　ギギナは遠慮なく人の心の傷に触れてきた。ジヴーニャのことは今の俺にとって最大の傷だ。


    「一夜しか続かないギギナよりはまともだよ」


    　薄皮一枚で閉じていた傷が、即座に出血したため、返す言葉もたいしたものが出ない。いつも通りの下へ手たな演技が限界だった。


    　ギギナにとって俺は単なる相棒で、中・遠距離咒じゆ式しきを放つ装置にすぎない。たまにギギナが言う精神の整備をされるときもあるが、その他人への関心のなさ、酷薄さが今の俺にはありがたい。優しい言葉などかけられたら、その場で崩れ落ちてしまうだろう。


    　車は沿岸の道を進むが、ギギナは無言。そこから先は触れられないのだ。俺も続けられない。アナピヤの死はギギナにとっても重い。あの少女の愛と死を、少なくとも俺とギギナは冗談にはできない。してはならない。


    　車内には沈黙。エリダナの街をヴァンが進んでいく。車や人が背後に過ぎさっていく。


    　大通りから住宅地に入り、右折する。一軒の家を見下ろす坂道の上に停車する。街路には何人かの見物人が立っていた。家の玄関には黄色い封鎖線が横断している。厳しい顔の警察士が立って、野次馬の侵入を拒絶している。


    「これが今一番の賞金首だ」俺は先ほど見た情報を投げる。「今朝、クソおもしろくない連続殺人の波が、エリダナにまで到達したらしい」


    「皇国を横断している連続殺人か」


    　携帯で情報を引きだす。映像に出たのは、生前のウェルメという娼しよう婦ふの笑顔。


    「一週間前のハルモデア州では医師のカッサン、三日前の隣州のチェゼル市ではボーデンという旅行者とウォンスという咒じゆ式しき士し、カルニアス市ではボーデスの街で技師のエベック。同じ手口の五人目の犠牲者が、今朝エリダナで発見された」


    　当あたり障さわりのない全体公開情報を閉じて、賞金稼ぎにだけ公開される映像に移る。


    「今回は現場映像があるのか？」


    「第一発見者が金目当てに流したらしい」


    「エリダナ市民もたいしたものだ。良い意味でも悪い意味でも」


    　まずは、眼前にあるエリダナ北西部の閑かん静せいな住宅地が映る。次に室内写真。胸が悪くなるが、視線を逸そらさない。


    　被害者は、応接間に横たわっていた。


    　解体された衣服が死者の傍かたわらに置かれている。被害者の娼婦は、体の前面を切り開けられ、腑ふ分わけされていた。筋肉が綺き麗れいに開かれ、骨や神経が取りだされている。開かれた腹部の赤い空洞に、赤黒い肺や心臓や肝臓や腎臓などの臓器が白い皿の上に載って収まっている。粘液に濡ぬれる桃色の小腸や大腸は飾りとなって、皿の周囲を囲んでいる。


    　頭部は切りとられて、目は横に裂かれている。


    「解体殺人とでも言うべき殺人だな」


    　横で見ていたギギナが苦い声を放った。映像に付属する文章を開く。


    「残酷な殺人方法は、かつての殺人王ザッハドが行おこなった殺人と酷似しているらしい」


    　様々な惨殺死体を見てきたが、人間の悪意による殺人がもっとも惨むごい。この映像から分かるのは、恐ろしいほどの悪意というより、機械のように冷たい意思。


    「ザッハド本人は十八年前に逮捕されて、永えい劫ごう監獄に収監されている。ザッハドを崇あがめて殺人を行おこなう狂信徒、使徒の仕し業わざだろうな」


    　俺は情報をまとめる。


    「今回の事件は首を切断して解かい剖ぼうする行為から、〈動く断頭台〉という連続犯の犯行だ。ついでに感情がないと思われるほどの死体損壊から〈金剛石の殺人者〉とも呼ばれているそうだ」


    「使徒か」


    　ギギナの言葉で記憶をたどる。


    「名前がついているやつだけで四十人か五十人ほどいるらしいが、有名なのは、右目の〈見えずのメレニボス〉と左目の〈無限のクフネル〉、右薬指の〈死天使エウニピエデ〉に胃袋の〈人食いモーフィース〉。さらに左手の〈人ひと斬きりサンザ〉に右肩の〈慈愛のジン・グエン〉」


    　不吉な名前がいくらでも出てくる。


    「腸の〈豚のグルッキン〉に〈射手ベルタザル〉、額の〈愚者のウブシュシュ〉に心臓の〈魔術師マルドゥール〉。右足指の〈ペネロテ姉妹〉、こいつらは複数だ。忘れてはならない右拳こぶしの〈拳豪カジフチ〉。それぞれ数百人を殺している最悪の大量連続殺人者どもだ」


    「一部は聖人からだが大層な名前だ。新聞や報道は大衆受けする名前をつけたがる」


    　ギギナが吐きすてる。


    「まとめて頭のおかしなクソ野郎でいいだろうが」


    「頭のおかしなクソ野郎は多すぎて、個別に名札をつけてやらないと誰が誰かも分からない」


    「通常業務が、そろって頭のおかしなクソ野郎を相手にすることであるのが、我ら攻こう性せい咒じゆ式しき士しだろう」


    「頭のおかしなクソ野郎という社会のドブ掃除をしている、頭のおかしなクソ野郎ども。なんとも愉快だね」


    　誇りもなにもない仕事だ。使徒といえば、俺が出会った使徒のことも思い出される。


    「左足薬指のヤコウスもエリダナにいるらしいな」


    　詳しい事情をギギナに言えないが、警戒が必要だ。子供に魔ま杖じよう剣けんを与えて殺人者という指先に仕立てあげる使徒には、吐き気がする。


    「左手中指のマレンコという使徒も足しておけ」


    　ギギナが言葉を投げた。


    「誰だ？」


    「テンゼンが残した遺書にあった」


    　ギギナの言葉は車中に伸びていく。ギギナがエリダナで訓練を受けた師匠の一人、テンゼンの死は、やはり使徒が関わっていたらしい。突然の若返りと殺意の原因も理解できる。


    　俺とギギナの件だけでも、〈ザッハドの使徒〉が関わると、悲惨な死と殺人が巻き起こることが分かる。


    「ご大層な使徒の基準は自称か？」


    「模も倣ほう犯はだいたい詐さ称しようした〈ザッハドの使徒〉本人に殺される」陰気な話題だけでもつまらない。「本物と偽の使徒を見分けるため、証明書、使徒免許証でも発行しているんじゃないか？」


    「馬鹿馬鹿しい」


    　ギギナの意見が正しいだろう。眼前の事件に戻ろう。


    　現場の喧けん噪そうを見ながら、俺は記憶を引きだす。


    「話を戻すと〈金剛石の殺人者〉は〈ザッハドの使徒〉でも大物らしく、様々な手口で殺人を行おこなっているらしい。ここ十九年で、分かっているだけで一六四件、七三二人を殺している」統計はさすがに思い出せず、携帯で情報を起動。「老齢の女咒式士を二回殺しただけで、基本的には女と子供を殺さない殺人者として有名らしいが、今回は娼しよう婦ふを殺している」


    「殺人者に一貫性があるのも妙な話だがな」


    「一貫している人殺しは俺の隣にいるけどな」


    　ギギナが不敵に笑う。誉ほめてないが。情報はさらに続く。


    「ついでに二〇一体を殺している」


    「二〇一体？」


    「人間だけでなく〈異い貌ぼうのものども〉も殺しているらしい」携帯で詳細な情報を引きだす。「恐ろしいことに、〈長命竜アルター〉、皇国西部にあるウラカン山脈のギニディールまで殺している。ご丁てい寧ねいに裂かれて食われて焼かれた巨竜の死し骸がいの側に、署名があった」


    「ギニディールか」ギギナが物騒な悔しさを声にこめる。「あの強大で凶暴な竜はいつか私が倒したかったが」


    　地上最強生物である〈長命竜アルター〉を殺すことは、一流の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの証で、ドラッケン族にとっては勇者の条件だ。俺とギギナにしても二度ほど〈長命竜アルター〉と対決したことがあるが、死闘だった。ニドヴォルクに対しての勝利と苦い結果の証は俺の右手の指輪だ。指輪と操縦環ハンドルごと、右手を握りこむ。


    　俺としては、〈長命竜アルター〉であるギニディールすら殺害対象とする〈動く断頭台〉の精神の異様さを感じるばかりだった。結論。


    「〈動く断頭台〉は単なる殺人者ではなく、ありとあらゆる生命体を殺したいとしか思えない」


    「本気で頭がおかしい相手だ」


    　車を発進させる。野次馬の背後を抜けて、エリダナの街へと進む。俺は助手席に視線を向ける。背後に流れていくエリダナを背景に、ギギナの横顔にはいつもの表情があった。


    「エリダナにいるなら、いつか出会える幸運を祈ろう」


    　強敵を求める戦士の横顔だ。


    「ここはガユスの不運に期待している。貴様の運なら必ずこの怪物と遭遇できる」


    「俺の不運さを当てにするな。そんな負の希望などいらない」


    　すでに俺の不運は冗談にならない。両手はヴァンの操縦環ハンドルを左へ切る。ギギナが気づいたように口を開く。


    「エリダナでは殺人は楽しい行事にでもなっているのか？」


    「今さらだな」


    　東西の大国の境目であるエリダナは、各国の貿易と外交と諜ちよう報ほうの中心地だ。今は不況であっても、流れこむ富や新興産業を求めて、人々が集まる。人々が集まれば、事件も多くなる。事件が多くなれば、俺たちのような攻性咒式士が寄ってくる。そしてさらに事件が多くなる。内部にいる俺が言うのもなんだが、負の循環構造だ。


    　今日の予定を考える。ギギナに一応呼びかけておくか。


    「最近定例の、護衛というか輸送の仕事に来るか？」


    「あの仕事は私に向かない」


    　ギギナの顔には不愉快さ。気力はないが俺も言葉を続けるしかない。


    「貴重品の護衛と輸送だ」


    「ものは言いようだな」


    　ギギナは切り捨てた。


    「私としては、エリダナに現れた使徒の追跡を選びたい」


    「今は本気で事務所の経営が危険だ。当てにならない賞金首の捕獲は、定収入の仕事をまず片付けてからだろうが」


    「適材適所だ。私は強敵を追い、馬鹿は馬鹿らしい仕事をする」


    　ギギナが扉に手をかけたので、車を停とめる。相棒は扉を開けて、ヴァンから降りる。俺も制止する気はない。街角にドラッケンの戦士の背中が消えていく。


    　分散策もいいだろう。ギギナと顔を合わせている時間が少ないなら、素晴らしいことである。


    　俺はヴァンに視線を戻す。携帯が鳴る。妙な仕事の依頼が入っていた。五分で終わる仕事。報ほう酬しゆうは一千万イェン。簡単な一文だ。


    「うさんくさいにもほどがあるな」


    　それでも俺は事務所の収支を気にする。俺は相手に文書を返す。軽快な吹奏楽。銀行口座に前金として一〇〇万イェンが振りこまれていた。同時に文書で住所が届けられる。


    　恐ろしく気前がいい客だ。それだけに怪しい。


    　金と危険を天てん秤びんにかけるべきだが、難しい問題を考えるだけの気力が今の俺にはない。どこにもない。


    　もう一度時計を確かめる。護衛と輸送の時間までは間がある。


    　俺は車を発進させる。なにも考えたくなかった。


    



    



    　昼下がりのエリダナの街角。ネレス通りに面したレストランの横手には、道路に向けて屋外席が広がっていた。


    　日ひ傘がさの下に設しつらえられた食卓が八つほど並ぶ。通りに一番近い席には、女たちが座っていた。三人の女性は仕事の休み時間に仲良く背広や制服姿で料理を突つついていた。


    「うー、今度こそはいい男だったのに。信じられる？　あいつ、鶏が四本足だと思っていたのよ？　外見だけは白馬の王子様だと思ったのに」


    「ユピカは夢を見すぎ。白馬の王子様なんているわけがない」


    　横にいるシエリエは、ユピカの終わった恋を鼻先で笑う。ユピカは頰ほおを膨ふくらませる。


    「シエリエこそ、いい加減に不倫は止やめたら？　あんな小太り禿はげ頭あたまのどこがいいの？」


    「子供には分からないだけ。男の本当の良さはそんなところにはない」


    「内面や年収とでも？　それこそ子供っぽいと思うけど？」


    　ユピカが口を尖とがらせる。長い髪のシエリエは余裕の表情で魚を口に運ぶ。


    「博士号を持つ私ですら子供扱いするほどの知性と教養。人を愛する深さ。これらに勝る男の魅力などない」


    「うおう、シエリエの趣味が渋すぎる。ちょっとその上司が気になるじゃない。不倫だけど」


    「うるさい」


    　食卓を囲んだユピカとシエリエが笑い、そこで沈黙。二人の目が横に動く。ユピカとシエリエの向かい側の席に、白金の髪に緑の瞳。ジヴーニャが座っていた。


    　女はただ肉叉フオークを動かしてレタスとトマトを攪かく拌はんしていた。先ほどから食が進まない。ジヴーニャの胸中では嵐が吹き荒れている。


    　数々の事件でも、春先の枢すう機き卿けい長ちよう護衛事件から、禍まがつ式しきとレメディウス事件は裏にあったことまで知っている。〈古エきノ巨ル人ム〉と通貨危機事件は彼女自らも関わり、さらにアナピヤと竜の事件では、恋人のガユスとも別れることになった。


    　ジヴーニャに降りかかった未み曾ぞ有うの事件の連発に、新聞程度の情報しか持たないユピカやシエリエといった普通の女性は、かけるべき言葉を失ってしまっていた。ただただ普段のように振る舞い、元気づけようとするしかなかったのだ。


    「それでね」


    「だからね」


    　はしゃいでいたユピカとシエリエの演技も、勢いを失っていき、やがて止まる。自分たちのわざとらしさが、ジヴーニャの負担になるかもしれないと考えたのだ。


    「あ、ごめんなさい。私のせいで食事が暗くなって」


    　気づいたジヴーニャが謝罪をする。手を振って雰囲気を良くしようとする。その気遣いがまた痛々しい。


    　ユピカとシエリエはなにもできなかった。それでもなお、二人は前進した。


    「大丈夫。ジヴーニャならまたいい人が見つかるって」


    「ユピカ」


    　鋭い短音でシエリエが窘たしなめる。ユピカも息を飲むようにし、無神経な続きを止やめた。


    　ジヴーニャは薄く微ほほ笑えむ。友人の不器用な励ましに、微笑むしかなかったのだ。ユピカの大きな目がさらに大きくなる。シエリエが息を飲む。二人の目が自分の右に向けられていたことを知り、ジヴーニャが顔を右へ動かす。


    　屋外席の間に、女が立っていた。飴あめ色いろの髪に青い瞳。苦痛を堪こらえるような表情だった。


    「ロザニー、久しぶり、だね」


    　ユピカがなんとか声を出す。シエリエは口を開き、閉じた。ジヴーニャも硬直していた。ロザニーとジヴーニャの視線が真正面から激突する。先に逸そらしたのはロザニーだった。


    「ごめん、みんなはちょっと席を外してくれる？」


    　ロザニーの横顔は青ざめていた。ユピカとシエリエが顔を見合わせる。ジヴーニャと恋人の別れ話の一因がロザニーの話だとは知っていた。ならば重要な話らしいと察して、ユピカとシエリエの二人が席を立つ。それぞれの伝票を精算して、外に出ていく。ユピカが興味を持って振りかえるが、シエリエが肩で押して許さなかった。


    　屋外席にはロザニーとジヴーニャだけが残った。沈黙していたロザニーが息を吸い、吐く。決心したように足を進める。ジヴーニャの向かい側に回り、食卓の前で止まる。


    「ジヴーニャ、ごめん」


    　ロザニーが机の上に手をつき、頭を下げる。深く深く、食卓に額ひたいをつける謝罪。周囲の人間が驚いて注視しているほどの謝罪だった。


    「あたしのせいで、その、彼と……」


    　暗い声には深い悔恨があった。自分のお節介が、本当に最悪の結果を呼んでしまったと知った後悔だった。


    「悔やんでも悔やみきれない。殺されても仕方がないほどのことをした。許されないと思う。だけど謝罪はしておきたい」


    　ロザニーは顔を上げられない。ジヴーニャは唇くちびるを嚙かみしめる。


    「たしかにあなたの、ロザニーの言葉がガユスと別れる一因になった」


    　耐えるように目を閉じていた。


    「アナピヤという哀しい少女の力もあった」


    　胸の痛みにジヴーニャは耐える。胸から鮮血を吹くほどの痛みだった。


    「あなたの謝罪も自分の罪悪感を消したいだけのもの。私が許さざるを得ないように、衆目があるところでの謝罪をしたとも言える」


    　残酷なまでに冷静なジヴーニャの裁きに、ロザニーの肩が羞しゆう恥ち心しんに震ふるえる。


    「ごめんなさい、ごめんなさい」


    　周囲の客たちもジヴーニャの言葉の端々から、朧おぼろ気げながらも事態を摑つかみ、冷酷な目をロザニーに向ける。


    　ジヴーニャの目が開かれる。緑の目には深い湖のような哀しみがあった。


    「あなたの行動は、どこまでも一因にしかすぎない。あの子が死んだ原因は私にこそある。別れた原因は私たちの間に元々あったものだった」


    　少女を救えず、愛するものと別れる痛みが、ジヴーニャは自身から生まれたことを知っていた。ロザニーは、自らの行動が遠いとはいえ、人の死まで引きよせたことに打ちすえられていた。ジヴーニャの顔には暗い翳かげりが落ちていた。


    「そして私はかつてガユスを救うために、私を愛してくれた男を、勇者ウォルロットを殺した」


    　かつて噂うわさになった事件の真相に、ロザニーが息を飲む。


    「ウォルロットは私の銃弾で死ぬ前に自死して、私の罪を消そうとまでしてくれた。あの人は本当に勇者だった。そしてガユスは自分のせいだと言って、私の心を救おうとしてくれた」


    　事実を告げるジヴーニャの声は、老婆のように嗄しわがれていた。


    「だけど私は、私の罪を知っている。ウォルロットへの、アナピヤへの、ガユスへの罪を。他の誰でもない私の救いがたい罪を。他者に思われるという罪を」


    　瞳は、逃げ場のない自分の罪を直視する深い緑の眼まな差ざしとなっていた。


    「切っかけにすぎないあなただけを責めるのは、自らの罪を見逃して他者を裁く傲ごう慢まんさになることも分かっている」ジヴーニャは唇を嚙む。「それでも……」


    「ごめんなさい、本当にごめんなさい」


    　ロザニーの謝罪の声と体は震ふるえていた。女の両の目からは涙が溢あふれていた。罪はどこまでも女を苛さいなむ。涙と鼻水が食卓に染みを作る。美しい光景ではない。


    　ジヴーニャの手が伸びる。泣き伏すロザニーの肩に触れる。女の肩が驚きに震えた。


    「あなたを許すわけではない。だけど私も許されない」


    　ジヴーニャの声は優しい響きを帯びていた。


    「誰も私自身ですら許せない。今はまだ」


    　女の顔には諦あきらめのような微ほほ笑えみがあった。ロザニーは上体を起こす。泣きはらした目と苦痛を嚙かみしめる唇くちびる。


    　待ってみても、ジヴーニャからの許しが施ほどこされないことを知って、うなだれる。足を引きずるように、ロザニーは去っていく。ジヴーニャは激痛を堪こらえる表情で、同僚を見送る。周囲の客たちの物見高い視線も、ジヴーニャは罰だと思って耐えた。意味のない罰だが、彼女には誰かに与えられる痛みが必要だった。


    　他者を許せぬ自分を許せない緑の瞳は、エリダナの青い空を眺めていた。


    　痛みはまだ続く。いつか許しあえる日が来るとは、彼女には信じられなかった。


    



    



    　文書での依頼にあった地図を目印に、車を走らせる。


    　街には警官の姿が目立つ。〈古エきノ巨ル人ム〉事件のときは、憂国騎士団と扇せん動どうされた民衆の暴動に備えて、警官隊の姿があった。今回は頻ひん発ぱつする殺人に対しての警けい邏ら活動というわけだ。今日だけで何度も警察の姿を見た。いつでもエリダナは事件に溢れている。


    　二十分ほど車を走らせて、ウエンザー通りで停車。エリダナ北東部の住宅街は静まりかえっていた。目の前には古い家がそびえている。昼だというのに暗く見える。


    　玄関の前に立ち、電子式の呼び鈴を鳴らす。返事はなく、扉の電子鍵が解除される。自動で扉が少し開かれる。


    「そのまま内部へ入ってくれ」


    　電子合成された声が響く。老いた男の声だった。俺は警戒しつつ、扉を抜けて邸内に足を踏み入れる。同時に玄関から続く廊下へと、照明が灯ともっていく。


    　通路の両脇には黄土色の紙箱が積みあげられている。七段の箱は壁になり、廊下を狭くしている。ほとんど一人しか通れない幅にさせていた。見ると、箱の上には埃ほこりが積もっている。引っ越ししたときのまま長い間放置したといった風景だ。照明があっても、屋内を薄暗く感じる。足下に蜘く蛛もの巣があって、大きく避けて廊下を進む。


    　虫に恐怖感などないつもりだが、おそらく春先の蜘蛛の化身の〈大禍つ式アイオーン〉のことで体が弱い拒否反応を起こしているのだろう。


    「こちらだ」


    　廊下の奥からまたも電子合成された声が響く。薄暗い照明の下、紙箱の谷間を通って、俺の足は廊下を抜けていく。


    　紙箱が途切れた地点の左右には、閉められた扉と開けはなたれた扉があった。開けはなたれたほうの奥には本棚が見えた。今時珍しい革の背表紙の本だ。床には絨じゆう毯たんがなく、脇には扉が設しつらえられている。地下室だろう。


    　無視して廊下を抜けていくと、鼻先をかすかな消毒液と尿、汗の饐すえた臭いが掠かすめる。


    　戸口を抜けると、部屋が広がる。天井まで届く本棚が壁を埋めつくす。膨ぼう大だいな本の山。ヒンメリウスの詩集やケイネケンの美術書といった芸術書から、スダラトナの戦史やジグサリスの歴史書が並ぶ。レメディウスによる最先端の魔ま杖じよう剣けんの研究書まであった。埃ほこりを被かぶった執務机の上には、いくつもの魔杖剣や工作器具。


    　視線を動かしていくと、本棚の間に、高い天井まで届く窓が位置する。エリダナの景色が見える窓の前には、寝台ベツドが設置され、男が横たわっている。


    　秀でた額ひたいには地割れのような皺しわが刻まれている。黄ばんだ白髪が枕元に広がっている。同色の眉まゆの下にある目は、閉じられていた。かなりの老人だった。


    　口は透明な樹脂製の呼吸器に覆おおわれている。喉のどに穴が開けられ、また別の呼吸器が接続されている。呼吸器から伸びた管が、寝台ベツドの横にある機械に連結されており、呼吸を補助していた。布団から出た細い腕には、いくつもの輸液のための管がつながれ、傍かたわらの装置に続く。


    　最先端の管理装置だった。病人の体調変化を感知したらしく、機械が軽い警告音を発する。


    「気にすることはない。いつものことだ」


    　喉についている発音装置が、老人の声を電子合成した。老人の目が開いていた。瞳どう孔こうの焦点が合わない、白濁した目だった。同時に機械に付属する回転筒が旋回。薬液を選択し、輸液管に流す。しばらくして病状が安定したらしく、警告音が止まる。


    　年老いて瀕ひん死しの病人、というのが正直な印象だ。静かに唸うなる空気清浄機がほとんどを消してはいても、部屋に漂ただよう汗と尿とアルコール消毒液の臭気は、病室特有のものだった。


    「立ったままで老人の長話は辛つらいだろう」目や顔はどこも示さずに、老人の嗄しわがれた電子音声が響く。「そこに座ってくれ」


    　俺は寝台ベツドの横手にあった椅い子すの背を摑つかみ、引きよせる。老人の隣に椅子を置いて座る。


    　視覚を失い、自律呼吸も不可能となった老人は静かに横たわっていた。薄暗い室内には呼吸音だけが響く。


    「私が依頼者だ。経歴や名前は知らないほうがいいだろう。言うほどのものではないし、君にとってはただの老人、私にとって君はただの装置にしたいだけの存在だ」


    　老人は奇妙な会話をした。もちろん前金をもらったので、これが寂しい老人の悪いた戯ずらでないことは分かっている。それに老人の状況に冗談が混じるような余地がない。


    「私は、半年前に所用があってエリダナに引っ越してきた。そのときは元気だった。私はまだ六十代だからな」


    　俺はそこで老人を直視した。細い体、耳は少し長く尖とがっている。元々の色は金髪であった白髪。白濁した目で気づかなかったが、神聖イージェス教国系のアルリアン人だろう。


    「所用をしているうちに遺伝的にいつか発症すると言われていた病気が、ついに発症してしまった」


    「病気、というと？」


    　俺は訪ねる。呼吸器の内部で、老人の唇くちびるが動く。喉のどにつけられた音声装置が作動。


    「アリアード性急速進行型多系統萎い縮しゆく症だ」


    　俺は硬直する。以前、ジヴが冗談で罹り患かんしたと言った病気なので、その恐ろしさを知っていた。複雑な思い出を抱えつつ続ける。


    「アルリアンの、あの難病か」


    「よく知っているな」白濁した瞳で老人が笑う。「おそらく知りあいにアルリアン人がいるのだろうな。解説しておくと、神経系と内臓が同時多発的に死滅していく難病で、四万分の一の確率でアルリアン人に発症するとされる遺伝病だ。私の場合はⅡ型でね。Ⅰ型に比べれば一気に初期病状が出るが、その後の重症化は緩ゆるやかとされている」


    　老人の解説は穏やかだった。


    「この病は、いくら患部を除去しようと、次から次へと全身に転移して発症する。神経の壊え死しは脳にまで到達する。普通はそこに至る前に、呼吸器不全や内臓機能不全で死ぬ」


    　老人は説明を端は折しよった。


    「治ち療りよう法としては、全身の遺伝子の異常を改変しないと助からない」


    　俺はうなずく。相手に見えないと分かっていても、やってしまう。老人が再び口を開く。


    「治療には莫ばく大だいな金、小国家の年間予算くらいがかかる。それでも患者の脳まで丸ごと改変することとなる。治療をすれば助かるかもしれないが、それはもはや私ではない」


    　呼吸器の内部で、老人の唇が歪ゆがむ。哀しい自じ嘲ちようの笑みだった。


    「しかし進行が緩やかなⅡ型ということと、私のある程度ある資産を使えば、最新医療で病状を遅らせることが可能だった。死し期きを十年ほど先延ばしもできる。ただし完治はできない」


    　俺としては本題に入るしかない。


    「俺が呼ばれた理由は？　死にゆく寂しい老人の話し相手でもすればいいのか？」


    「医療とは奇妙なものでね」


    　アルリアンの病人が毒を含んだ薄笑いを浮かべる。自らとこの世を笑いのめす表情だった。


    「この難病を放置して死ねば、自然死で話は簡単だった。だが、息子は私が意識不明の間に医師に確認させ、呼吸器と生命維持装置を装着させてしまった。そして、一度装着したものを外すと、これは家族や医師、本人であっても殺人行為とみなされ、刑法で裁かれる」


    　老人の声は、電子合成の冷たい響きを帯びていた。


    「見てのように、私はもはや自力では指一本動かせない。介護士が来て、食事と着替えをさせられ、排尿や排便を他人にしてもらう」


    　病人の顔には苦痛があった。


    「若いときから魔ま杖じよう剣けんの研究者として生き、ヒンメリウスやフルラ・ティオの詩を暗唱し、オゼットやオム・ロトの大叙事詩を愛し、ペリクレイの宗教学に注釈を施ほどこし、他人の運命を支配してきた私が」老人の白濁した目が見開かれる。「介護士に尿し瓶びんをあてがわれ、大便を漏もらしたおしめを替えてもらうのだよ！　その介護士に簞たん笥すのなかの小銭や思い出の宝飾品を奪われても、老人の被害妄想だとされてな！」


    　老人の怒りを発音装置が再現しきれず、電子音声が掠かすれる。


    「私はこうなった自分を終わらせたいが、すでに動けない。だから」


    　老人の見えない瞳どう孔こうが、傍かたわらの生命維持装置を見つめた。続く言葉はない。俺は息を吸って吐く。


    「だから、俺にこの呼吸器と生命維持装置を外せ、と？」


    　俺の先取りの確認に、老人が白濁した瞳孔を上下させて肯定した。もはや首を動かすこともできないほど病状は進行していた。これがあと十年も続く。


    「それは俺に」確認する。「殺人者になれと言っていることになるが？」


    　会話をしつつ、俺は奇妙な感じを受けていた。老人は平然とした顔となっていた。


    「分かっている。だが他の誰に頼める。私にはすでに自死する力がない。私の自死を防いだ息子も死に、もはや親族もいない。患者の苦しみを終わらせようと違法行為をするような熱血医師が担当でもない。だとしたら、他人しか頼れない」


    　窺うかがうように老人が俺へ目を向ける。白い瞳孔が捉とらえる。


    「私でなくても、君はすでに多くの人を殺した経験があるだろう？」


    　電子音声が響く。


    「現代における攻こう性せい咒じゆ式しき士し、しかも都市部で事務所を開いている程度には腕利きが、人を殺したことがない、などありえない」


    　賞金首となった凶悪犯罪者や〈異い貌ぼうのものども〉との戦いは、逮捕や追いはらうだけですむことが少ない。殺すか殺されるかのクソと鮮血塗まみれの最前線なのだ。


    　攻性咒式士は殺人者であるが、あくまで法的な範囲での殺人者だ。殺し屋ではない。俺個人は何回か枠を外れたことがあるが、まだ法の側に寄っている、つもりだ。


    　今回の老人の依頼ははっきりとした殺人依頼だ。本人が望んでいても、これは殺人だ。俺の結論は決まっている。


    「できない。それは愛ゆえに家族、正義感ゆえに医師が行おこなうかもしれないが、それでも法に反する。また、俺は単なる他人だ。あなたに対してなんの思い入れもない」


    　席を立つ。話は終わり。料金を返して、この場を去る。それで終わりだ。


    「君が私を見捨てれば」


    　老人の声が俺の歩みを止めさせた。


    「私はこの指一本動かせない惨みじめな状態で、あと十年を生きることになる。目も耳も鼻も舌も死んだ闇やみの世界で数年を生きて、最期は苦痛のなかで死ぬ」


    「それは俺に関係ない」


    　俺は相手の懇こん願がんを切り捨てた。


    「殺しの依頼は殺し屋に頼め。もしくは人を殺したくて堪たまらない、頭の悪い子供を呼べ」


    　老人は声だけを痙けい攣れんさせて、笑っていた。


    「そうだろうな。それでも君に用意される報ほう酬しゆうは前金の十倍、一千万イェンだ」


    　俺の息が途絶する。一千万イェンは大金だ。前金と合わせれば一千百万イェン。


    「これが私の偽装口座から動かし、君が怪しまれない限界の金額だ。ついでに賞金稼ぎをやっていても〈異い貌ぼうのものども〉でもかなり大物を倒さないと入らない額のはずだ」


    　俺の目は呼吸器と生命維持装置、そして老人の顔、さらに自分の手を何回も往復する。三つだ。その三つだけが世界のすべてだった。


    「手を動かして、そこの物体を一センチほど動かすだけだ」


    　老人の声で、俺は生命維持装置の電源を見る。釦ボタンを下に一センチ下げる。それで老人が死ぬことに、悪お寒かんと恐怖が背筋を一ひと刷は毛けしていく。子供でも可能な殺人だ。


    「そう、それを下に下げるだけで一千万イェン。私を直接殺すわけじゃない。ただ物体を一センチ動かす。それだけのことだ。私の死はあくまでおまけだ」


    　囁ささやきだった。悪魔の誘惑のように、老人の電子音声の誘いは甘い。簡単なことなのだ。


    　考えに考えて、俺は顔を前に戻す。息を吸い、吐く。ようやく結論を出す。


    「できない。それは俺の役目ではない」


    「頼む。私を楽にしてくれ。救ってくれ」


    　アルリアンの老人の電子音声は哀願になっていた。白濁した目には哀しみ。俺の手が伸びる。機械の電源を落とすか、呼吸器を外すだけで、事故を装って老人は安楽死できる。安らかな死だ。そして俺の手には一動作でさらに一千万イェンが入る。全員が満足する殺人だ。再び俺の手が伸びる。そこで手が止まり、慌あわてて戻す。


    　それでも俺は断るべきだった。少なくとも、法に則のつとった範囲ならともかく、金をもらって殺すなら、そこで殺し屋だ。いくら金に困っていようと、その一線は越えられない。越えた瞬間、攻こう性せい咒じゆ式しき士しから殺し屋になる。違いはないとギギナなら言うだろう。俺が殺してきた死者どもが嘲あざ笑わらうだろう。


    　それでも。


    「残念ながら」


    　決然と答えた俺の左手は、なぜか伸びていた。生命維持装置の手前の空間で、指先が揺れていた。


    　視線を振って、機械を見る。警告の赤い点滅。知らない間に、生命維持装置の電源が落ちていた。止まったということは、事実として俺の指が動いたことになる。


    「噓うそ、ちょっと待て！」


    　慌てて俺は電源を入れなおす。しかし一度途切れた場合、すぐには再起動しない仕組みだった。画面は暗く、生命を維持していた薬液が止まったまま。俺は機械を叩たたく。ようやく薬液の注入が再開され、画面表示が戻る。表示される情報は、心拍二二、血圧一二、そして見ている間にも数値が急降下していく。


    「依頼料、はすでに、振りこんである。そして、楽しいおまけ、もある」


    　老人の息が浅くなっていく。血圧の急降下で意識が薄れている。臓器の代わりをしていた生命維持装置の一時的な遮しや断だんでも、全身が死んでいくのだ。


    「ああ、これが死か」


    　老人の声が響く。


    「痛い苦しい。怖い、本当に怖い」電子合成された声は混乱の極みで、動かないはずの老人の四肢が跳ねる。「私、はこれほどの苦し、みを与えていたのかか」謎なぞの言葉とともに老人の顔に笑み。「ならばよし」


    　老人の息が大きく吐かれ、そして止まった。四肢の痙けい攣れんが断続的に続く。すぐに止まった。


    「ちょっと待て、今のはなし、なしだろう！」


    　俺の制止も無意味で、寝台ベツトに横たわる老人の顔は苦く悶もんの表情のまま、硬直していた。難病と老いが重なった顔。俺が何回も見てきた、死者の顔となっていた。


    　生命維持装置の画面に表示されるのは、心拍血圧の完全停止。老人の顔の前に手を掲げても、呼吸をしていない。


    　数値的にも現実的にも疑いようがない完全な死だ。


    　蘇生処置をしようにも、全身が機能不全の老人に施ほどこす術すべはない。


    　過去より現在だ。俺の状況は良くない。事実として自殺志願者の手助けをしてしまったのだ。


    　この家に来るまでと入ってからの行動を思い出す。通りに人はいなかったし、車の番号札は自動で隠れている。


    　用心して戦闘用手袋を装着して室内に入ったため、指紋はどこにもつけていない。引き金を引く右手人差し指と中指だけは出ているが、生命維持装置を停止させたのはすべての指が覆おおわれた左の手袋越しなので証拠は見つからない。髪や遺伝子片が落ちているため、証拠隠滅のために放火しておきたいところだが、止やめておこう。事故死から殺人に代わってしまう。あれはあくまで事故だ。部屋を見回して、本棚に違和感。触ったはずがないので、焦りすぎている。


    　深呼吸をして焦りを振りはらい、廊下に出る。廊下にあった掃除機を探して、起動。簡単に床を掃除しておく。掃除機のゴミは袋に入れて持ち帰ることにした。


    　生命維持装置の停止は、連動して病院に連絡が行っているはずだ。俺は老人の家を去る。足跡から追跡されても困るので、車に積まれている予備の靴に替えることにした。帰りに、川かわ縁べりに寄って靴を爆ばく裂れつ咒じゆ式しきで粉砕。破片はさらにいくつかの川に分散して流しておいた。戦闘用の靴は高価だが、仕方がない。


    　俺の手は川に設置された欄干を摑つかむ。初めての殺人ではなかったが、後味は悪かった。


    　老人の言うおまけは意味不明だった。爆裂の余波で乱れる川かわ面もを背後にして、その場を去る。仕事に向かって忘れてしまおう。


    



    



    　夜の下で、エリダナの街が広がる。


    　歓楽街のラタン通りには有機照明で模した赤や桃色、紫のネオンが灯ともる。通りでは人々が行き交う。欲望に輝く顔の男たちを呼びこむ声が被かぶさる。店先では半裸の女たちが客を誘う。


    　俺は二階の窓から体を起こす。夕方の仕事の不可解さが、いまだに俺の脳裏を占めていた。自殺に手を貸して一千万と百万イェンを手に入れた。


    　おそろしいほど単純に考えれば割りの良い仕事だが、罪悪感がある。賞金首や〈異い貌ぼうのものども〉を殺すことにも、心理的には棘とげが刺さる。今回は本人が望んだことであったが、いつも以上に心を刺す。さらに違和感まであった。なぜ俺なのか。


    「知ったことか」


    　窓から立ち上がる。室内を横切って廊下に出る。口に出すということは、内心で気にしているのだろうが、無視しておきたい。揺れる魔ま杖じよう剣けんを手で押さえて、一階への階段を下りていく。


    　雑居ビルの一階の廊下を通る。扉が開かれたままの待合室は、住居用の部屋に机と椅い子すの群れと三面鏡を置いただけだ。


    　内部には金髪に青目、黒髪に褐色の肌、白金の髪に尖とがった耳と様々な女たちがいた。全員が見目麗うるわしい美女だ。娼しよう婦ふにありがちな倦けん怠たい感かんに満ちた横顔にも、どこか気品があるように見えるのは俺の気のせいだろうか。


    　客からの呼びだしがないため、美女たちは待合室で退屈そうにしていた。黒髪の女は爪に色を塗り、乾かしている。背が高い黒髪の女は古典小説を興味なさそうに読んでいた。携帯で文書を送っているものもいる。


    　この娼館は〈百ひやつ花か館かん〉と大層な名前がついているが、雑居ビルの一階を事務所に使っているだけの派遣娼婦会社だ。一応高級店なので、娼婦たちも選りすぐりの美女が二十数人だけ所属している。


    　今夜出勤している八人ほどの高級娼婦たちは、退屈の間に会話を交わしている。


    　同じような髪や目や肌の色をした女同士で交わされる言葉は、ツェベルン共通語ではない。


    　最近の娼婦は、学生の遊びか、昼の仕事の延長か、生活苦の主婦がやっていることも多いが、ここ〈百花館〉は外国人の娼婦が多い。北は神聖イージェス教国にピエゾ連邦共和国から、西は新大陸アメリアス、東は央おう華か帝国からヒナギ、最南端は遠く黒大陸の南エヒオス共和国などからエリダナに来た美女たちだ。


    　目線を外して、廊下の奥へ向かう。欠伸あくびが出た。娼婦たちが暇ひまなら、俺の送り迎えと護衛も必要ない。裏手の送迎用の車で寝ていよう。用があれば向こうが呼ぶ。


    　控え室から、四人の娼婦が出てきた。眠そうな顔に興味の色が広がる。


    「あ、ガユスだ。久しぶり」


    　異国の娼婦たちが寄ってくる。近くで見るとやはり美人たちだ。俺は手を掲げて挨あい拶さつするに留とどめる。女たちが笑う。


    「今日はアリカンテ姐ねえさんの娼館の護衛ではないの？」


    「〈白びやく夜や楼ろう〉ではなくて、こっち来るのめずらしー」


    「イディスはツェベルン語が上う手まくなったな。さすが苦学の留学生」と、北方の女の腰に手を回しておく。「新顔のユーレフスは綺麗になったな」


    　北方系の白い頰ほおを少し染めて、留学生のイディスが笑う。ユーレフスは少し吊つり上がった目を伏せて複雑な表情。誉ほめられることに慣れていないようだ。ついでに向かい側の黒髪の女に笑っておく。


    「チェレシアも輝くばかりの美人さんだ」


    「なによそれ」


    　黒い瞳でチェレシアが笑う。


    「ガラテーの子供さんは、上は五歳のリデーテ君、下は三歳のマッデルダちゃんだったかな。二人は元気？」


    　バッハルバ出身のガラテーは金色の髪を揺らして、嬉うれしそうにうなずく。即座に表情は疑問に移り変わる。


    「数回会っただけの娼しよう婦ふの、しかも子供の名前までよく覚えているものね」


    「商売人の基本だよ。俺は向こうが覚えてくれるほど大物ではなくてね」


    　携帯で写真を撮って、あとで復習しておくだけのことだが、これはユシス兄貴の教育だ。


    「ロワール系列の、黒社会の店は嫌いだったはずでは？」


    　チェレシアが声を落とした。


    「なにごとにも都合というものがある。主に金という都合だけどね」


    　苦笑する俺に、女たちも笑う。


    「この世でもっとも重要な都合だね」


    　腰に手を回していたイディスとチェレシアが、俺に抱きついてくるが、今度は離しておく。あまり距離が近くなるとめんどうだ。


    　黒社会は、たまに映画などで美化されるが、やはり黒社会にすぎない。脅迫の専門家の集団で、あまり積極的に関わりたいものではない。向こうとしても、俺やギギナに関わりたくないだろう。


    　俺に触ってくるイディスやチェレシアの行為は純粋な好意からのものかもしれないが、俺が好意を返せば、ロワール上層部は利用しにくるに決まっている。とくに今の時期の俺は対女性耐久力が落ちていてあまりにも危険だ。


    「そういえばなぜロワールが嫌いなの？」


    　イディスが聞いてくる。隣のチェレシアは古株で事情を知っているらしく、硬く口を噤つぐんだ。俺はそれでも素直な好奇心に答えておく。


    「ロワールの武闘派幹部であるレジーナとは、過去の事件からは仲良しとはいかない」苦い思い出だ。「それでも、風俗部門を統括する幹部であるポレポネじーさんとは、良好な関係を保っている」


    　俺は笑っておく。世の中は敵と味方だけで単純に割り切れない。敵のなかに味方がいて、味方のなかに敵がいることもよくあることにすぎない。


    「たまたま俺たちに安定した収入がなく、手が足りないとロワールのポレポネのじーさんに頼まれては断れない。たまには起こる偶然、運命の導きだ」暗い話にする必要がないので、少し笑っておこう。「お陰で美女たちの送り迎えという夢の仕事をしている」


    　俺の言葉で美女たちが笑う。ポレポネじーさんからの伝言を思い出す。


    「ついでに言えば、最近はエリダナで連続殺人が起こっているから、というのも理由だな」


    「ああ、あれね」


    　娼しよう婦ふたちの笑顔が曇る。目は窓の外の通りを眺める。凄せい惨さんな殺人を行おこなう殺人者は、銀幕や画面の向こうの敵ではなくなっていた。自分たちの隣にいる誰かが犯人かもしれない。そして自分たちが出会うかもしれない恐怖がある。連続解かい剖ぼう殺人の被害者のなかに、娼婦が一人混じっていたことも、より身近な恐怖を煽あおる。


    「昔から娼婦や風俗嬢は、殺人者の標的になってきたらしいからね」


    　学があるガラテーの顔にも陰いん鬱うつさがあった。


    　女が言うように、街路に立って客を取る街がい娼しようが消えても、しばらく、もしくは永遠に周囲の人間は気づかない。性に関わる職業だけに「誰にでも股またを開く娼婦は汚よごれている」という歪ゆがんだ殺人者の憎悪と殺意の標的になりやすい。


    　とくに〈百ひやつ花か館かん〉は客の注文を受けて、高級娼婦を向かわせる派遣型の店だ。店舗型ならまだ店側の目が届くが、派遣型はホテルや一般住宅で娼婦が客と一対一になる時間が長いため、危険がある。高級娼婦は紹介からの客しか相手をしないため、客が殺人者になる可能性は少ない。それでも行き帰りは無防備になる。高級娼婦であるからこそ「たかが娼婦のくせに気取るな」とばかりに狙う殺人者も、過去にはいたのだ。


    　この状況では、高級娼婦たちが仕事の最中は、近くにいて呼びだしに備え、行き帰りを護衛する必要がある。となると、ある程度の腕を持つものが必要だ。


    「怖いね。たしか同じ黒社会の娼婦だったはず。カンダハ・ナハ社の所の娘だったかな」


    　チェレシアがつぶやく。今気づいたが、細い腰に薄い肩だった。どんなに強気であろうと女性なのだ。


    「大丈夫だ」


    　俺が請けあっておくと、チェレシアが笑う。


    「ではそのたまに起こることついでに、ガユス、遊んでいく？　店長も店の取り分なしでいいって」


    「翻ほん訳やくすると、おまえらは俺から金を取るということじゃねーか」


    「そりゃそーよ」


    　俺とチェレシアのやりとりで女たちが笑う。


    　高級娼婦たちの表情は明るい。明るくしていないとやっていられないのだろう。


    「大丈夫。ロワールもきちんと管理しているし、ガユスを護衛として派遣してくれるしね」


    「最近の黒社会は合法化を進めているからな」


    　風俗は、昔ながらの過酷な拘束で女を締めつける搾さく取しゆの場というより、単なる経営と労働の場に代わりつつある。


    「ロワールは合法化に乗り気だ」安心させるように笑っておく。「武闘派のファルモア剣友会はあまり商売熱心ではなく、献金頼みという例外はあるにしても、そういう合法化の流れに乗れない組織が苦戦しているけどな」


    　問題は今から大きくなろうとしている中堅組織は政財界に力がないために合法化に乗れず、頭が押さえられることになる。


    　青せい楼ろう社しやにリンドブルム同盟、ハイダーテ一家にカンダハ・ナハ社に鵬ほう翼よく会かいあたりは、三大組織に取って代わりたいと思っている。しかし三大組織は緩ゆるい連帯を保つことで、中堅組織の台頭を抑えている。結果として、余裕がないカンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふは、そこまで守られなかった。


    「こら、なに考えているの？」


    　チェレシアが俺の右耳を引っ張る。


    「いやらしいこと」


    　答えるとチェレシアが笑う。ガラテーやイディスも笑う。娼婦たちのご機嫌取りをするのは業務ではなく、単にお調子者の性さがだ。


    「チェレシアかユーレフスか、いますか？」


    　廊下の窓から、丸い顔に白髪。人の良い好色そうな老人の顔。ポレポネじーさんが顔を出していた。太い左手の太い指が旧式の電話を握っていた。俺が見ると、ユーレフスはいつの間にか消えていた。ポレポネじーさんの目がチェレシアに向けられる。


    「客がつきました。いつものアーデレンの社長さん。ユーレフスがいないなら、一番人気のチェレシアで行きましょう。ビゴレス通りのホテルで、二十分後」見回した老人の顔が、チェレシアと俺を見つける。「ガユスさんは、チェレシアを運んでやってください」


    　ポレポネじーさんに言われては仕方ない。チェレシアが俺の手を取って歩きだす。


    「頼りにしていますよ、攻こう性せい咒じゆ式しき士しのお兄さん」


    「では大事な姫様をお送りいたしますよ」


    　相手の口調に沿って、俺は返しておく。チェレシアと連れだって歩きつつ、出口に向かう。


    　なにも感じていない演技を続けているうちに、平気であるような気がしてきた。ジヴーニャとの別れも、アナピヤの死も、俺の過去も、踏み越えられるなにかだと勘違いできた。


    　それが回復なのか内心の圧あつ搾さくなのかは分からない。


    　俺の横では、チェレシアがご機嫌だった。


    「なにかおかしいか？」


    「到達者級の攻性咒式士を送迎役にできるなんて、なんか貴婦人になった気分で」


    「そうか？」


    「だって、攻性咒式の到達者階級って一流でしょう？　護衛に使えるのは一部の要人か富豪だけと聞いたけど？」


    「組織の幹部でも窓際組であるポレポネじーさんに、そんな金があると思うか？」


    「ないよね～」チェレシアが笑う。「ということは、かなり足下を見られて値切られている？」


    「そういうこと」


    　俺と同じ階かい梯ていのラルゴンキンやパンハイマがこのような仕事をしているとは、まったく思えない。一方で今の俺には小銭すら大事で、受けるしかなかった。ポレポネじーさんも俺の現状を見越して値切ってきた。


    　実際、連続殺人者が動くエリダナで出会う危険の可能性があるための保険で、送り迎えに危険性はない。第一、俺にとって不愉快な仕事でもない。どうしてもこの仕事を受けたかった。


    　俺とチェレシアは外に向かって歩く。


    



    



    　夜が迫るエリダナの街を男が歩く。北東部のセラディ通り。紺色に細い白の格子が入ったエネメジルド製の最高級の背広。胸元にはあつらえの小さな花の刺し繡しゆう。足先は最高級のカランドラ社の靴。光沢を宿した表面が、街の光を反射していた。


    　服飾雑誌から抜けでた若手起業経営者のような姿で、男が歩いていた。左手にだけ違和感があった。指輪が嵌はまった指は古めかしい革表紙の本を握っていた。本には鎖くさりがかけられ錠前がかけられている。古書か奇書の蒐しゆう集しゆう家かにも見える姿は、エリダナでは誰の目も引かない。


    　男の青い氷のような目がエリダナを眺める。


    　夜の街角でタイヤが軋きしる音。続いて怒鳴り声。交通事故になりかけた乗用車と輸送車の運転手が、窓から顔を出して怒鳴りあっている。


    「エリダナはいい街だ」


    　男が爽さわやかな微ほほ笑えみを浮かべる。心底からエリダナの街を楽しんでいるようだった。
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    「もっといい街にする必要がある」


    　男は人波のなかを歩いていく。颯さつ爽そうと歩く姿は自信に満ちていた。男が進むと、道を行く人々が減っていく。


    　路地を曲がると、人通りは完全に絶えていた。両側にビルが並ぶが、商店は存在しない。街灯が明滅する薄暗い通り。


    　街路に通りかかった歩行者も、慌あわてて来た道に引き返す。車すら男が進む通りを迂う回かいしていく。この通りだけ他の喧けん噪そうから隔絶され、人々が忌き避ひしていた。


    　男は無人の通りの中央を進む。革靴がアスファルトの上で止まり、左に向く。前方には灰色のビルが立つ。五階建ての建造物の足下は周囲を拒絶するかのように壁に囲まれ、正面にご大層な門まで設置されていた。


    　威圧するかのような鋼鉄の門扉。右手には「ハイダーテ興業セラディ支社」という控えめな看板があった。


    　門の左右に置かれた簡易椅い子すに、それぞれ男が座っている。左には禿とく頭とうの男が座し、鞘さやに入った魔ま杖じよう剣けんを刺いれ青ずみが描かれた右手で抱いている。右には遮しや光こう眼め鏡がねの男が座り、魔杖斧ふを脇に置いている。札遊びをしていた二人の手が止まる。


    　二人の目線は、門の前方、道路に立つ男を眺める。高級背広に光沢を浮かべた靴を履いた男は、荒涼とした街並みに反した優雅さと優美さを持っていた。


    　優雅な男は門扉へと足を進める。門番の二人の視線が険しさを増していく。即座に禿頭の男が立ちあがり、魔杖剣を構える。遮光眼鏡の男は魔杖斧を肩に担いでいた。


    「なんか用か？」


    　禿頭の男は敵意寸前の声で問いかけた。男の足は止まらない。


    「観光客なら知らないだろうが、このビルは観光地じゃねえ。ハイダーテ一家の支社で、怖いお兄さんたちがいる」


    　遮光眼鏡の男が腰を浮かして続ける。


    「悪いことは言わない。回れ右して帰りな」


    　優雅な男の足は歩みのまま止まらない。


    「他の組織の刺客か！」


    　禿頭に刺青の男は、敵意に切り替えて突進。遮光眼鏡の男も魔杖斧に咒じゆ式しきを紡つむいで走りだす。


    「刺客？」背広の男は端正な顔に苦笑。「そんな無粋な職業に就くほど貧民ではないのだが」


    　背広の男は無手。端正な顔に収まる唇くちびるが歪ゆがむ。人工の光の下にあっても、なお半月の笑みとなっていた。


    「さあ、始めよう」


    　通りを爆音と悲鳴が吹き荒れた。


    



    



    　夜に沈む車の内部で、俺は操縦環ハンドルに顎あごを載せていた。車の前方には、ホテルの壁が夜空にそびえる。客のいるホテルへチェレシアを運んだあとは、しばらく待たないとならない。予定は一時間だが、他人の情事の終わりを待つほど虚むなしい時間もない。


    　チェレシアを送ったあとに店と他のホテルを往復して、別の娼しよう婦ふの送迎をしておいた。そしてまたチェレシアの迎えとしてホテルの前で待つ。


    　携帯で本業を確認する。相棒のギギナはエリダナの殺人事件に動いているが、とくに進展はない。娼婦の送り迎えなど、攻こう性せい咒じゆ式しき士しらしくないと、相棒が呆あきれている仕事だ。しかし、護衛は護衛で俺は少し力を入れていた。


    　人を守る仕事は、守れなかった俺にとって強迫観念さえある至上命題だ。


    　視界の端に動きを見つけ、顔を上げる。ホテルの正面玄関から、女が出てくるところだった。踵かかとを鳴らして女が車に近寄ってきたので、扉を開ける。


    「うへえ、今日の客は最悪だった」


    　夜の都市の大気とともに車に乗りこみつつ、チェレシアが吐きすてる。助手席に収まり、自分の手で体を抱く。


    「あの社長、赤ちゃんになって体中を舐なめまわしてきた。ううキモい」


    「それは客の前と外で言わないように」


    「分かっていますよ。身内の前でしか言いません」


    　チェレシアが拗すねるように言った。娼婦なんてだいたいこのようなものだ。裏では客の悪口大会だ。もちろん客にとっては娼婦など性欲解消のための道具だ。あくまで商売であることを忘れて恋愛幻想を持ちこむ客のほうが、むしろ事件を起こして困る。だいたいにおいて高級娼婦は、普通の娼婦には向けられない欲望を解消するための仕事だ。口外しない信用と、最低の欲望を向けられることへの我慢が必要不可欠なのだろう。


    「いつの時代にもある欲望に、世界最古の職業があっただけだ。きちんと仕事をこなして対価を得る。単なる経済活動だ」笑っておく。「その次に傭よう兵へいが古い職業だという俗説もある」


    「最古とその次の職業である二人の、次の行き先は？」


    　チェレシアの問いに、俺は携帯を確認する。店からの予定は、とくに変化なし。


    「連続での指名はないようだ」


    「なんか残念」


    　平日の夜としても、今日は指名が少ない。一時間で女たちを四人ほど移送しただけだ。車を出す。チェレシアは助手席で背伸びをする。


    「店に帰るか」


    「そういえばガユスはこのあとどうするの？」


    「他の娼婦が別の仕事に出ているから、それを回収して終わり」


    「そうじゃなくて、そのあとは？」


    「とくになにも」


    　俺は欠伸あくびをする。高級娼婦たちを送る間に、咒式の研究論文が一冊ほど読めてしまった。新進学者のコブナスとシンガリィの良い論文で、新しい咒式を試したくなった。


    　またも欠伸あくび。チェレシアに戻ろう。


    「本業の相棒は賞金首を追跡することに集中して、狂犬の野放し状態。俺は帰って寝るだけだ」


    「そうなんだ」


    　チェレシアが納得したように考えこむ。


    　胸に振動。携帯に着信。つなげると相手が出る。


    「どうだ、平常変わりなしか？」


    「ああ」


    　助手席のチェレシアが俺を見ている。唇くちびるは「誰？」と無音で問いかける。


    「ポレポネじーさん」と小声で返し、また携帯に戻る。


    「じーさんはないでしょうが」


    　携帯の向こうで、ポレポネは笑っている。


    「じーさんだろうが」


    「一応はロワールの幹部だから敬意を払ってもらわないと部下に示しがつかない」


    「一番下で、部下が三人しかいない幹部を幹部というのか？」俺は携帯を握って薄く苦笑する。


    「話しやすい黒社会の幹部なんて心が腐っているに決まっているが、ポレポネは本当に気の良いじーさんで終わっているな」


    「言ってくれますね。事実ですが」


    　ポレポネじーさんも笑っていた。ポレポネが話が通じる幹部である理由は簡単。本部からエリダナに派遣されたロワールでも、左さ遷せん組だからだ。武闘派のレジーナは賭と場ばと咒じゆ式しき士し部隊を、経済担当であるレンネンスは高級娼しよう館かんとホテル業を扱っている。古株で調整だけが上う手まいポレポネじーさんに任せられたのは、組織の端はしっこのほうの、箱すらない派遣娼しよう婦ふ業というわけだ。


    　ロワール内部の七人の幹部のせめぎ合いという風評も、八人目のポレポネじーさんを無視しての言いぐさだ。殺される可能性もないが、グセノンの次の頭領になる可能性も皆無。次の頭領に照れ笑いをしながら従うだけだろう。


    「それはそうと、こちらの手が余ったので運転手を派遣します」ポレポネじーさんが続ける。「他の四人はその運転手が回収します。今日はもう上がってくださいな」


    「分かった」


    　ポレポネじーさんが笑って電話を切る。助手席を見るとチェレシアが微ほほ笑えんでいた。


    「私は？」


    「俺が店まで運ぶか、家まで送るか」


    「そうね」少しチェレシアが迷う。「では家で」


    　チェレシアは笑う。自分との距離感に迷う俺に気づき、さらに女が笑う。


    「なにもないって。母と弟と祖母がいるんだから」


    　車は夜のエリダナの街を駆けていく。渋じゆう滞たいを避けつつ、三十分ほどで到着する。


    「そこで停とめて」


    　チェレシアの自宅近くに到着する。通りの先に、煉れん瓦がの壁の素朴な家が見えた。家からは暖かい光が漏もれて、家庭的な内側が見えるようだった。前に停とめさせないのは、チェレシアが家族には高級娼しよう婦ふであることを隠しているからだろう。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの俺の護衛から、夜の仕事を類推するお喋しやべりがどこにいるかもしれない。


    　車の扉を開けて、チェレシアがアスファルトに足を下ろす。


    　その場で女は振り返ってきた。


    「では、またね」


    「ああ」


    　夜の路上で、チェレシアは動かない。なにかを言いたい様子だった。二人の間を切り裂くように、携帯に着信。


    　画面を見るとギギナからだった。賞金首が近いらしく、お呼びがかかった。


    「仕事だから、俺はこのまま行くよ。相棒が頼りなくてね。俺が行かないと、真っ直すぐに歩けない」


    「酷ひどい言いぐさ」と女が笑う。


    「いや、冗談だよ？　さすがにアホとは組めない。いやアホだけど。底なしのアホだけど」


    「そうじゃなくて、いやいい。おやすみ」


    　チェレシアが素っ気なく言葉を発し、踵きびすを返す。家に向かっていくチェレシアを見ることなく、操縦環ハンドルを握る。車を戻して、走りだす。


    　頭を切り換え、本業の咒式士の思考に戻す。


    



    



    　夜を進むヴァンのなかでは、音楽が流れている。


    　今日は繊せん細さいでときに力強いルル・リューより、哀しい歌声を聞きたい気分なので、車内ではカレン・エル・サファの音楽を流している。助手席のギギナは歌と楽器の達人だと以前に知ったが、音楽に関して口を出してくることはない。


    　先ほど逮捕した賞金首は小物の強盗だったが、警察署に投げこんで、帰りは少し心が晴れている。


    　ギギナが追っていた〈金剛石の殺人者〉と呼ばれる使徒は見つかってもいない。情報もない。ほとんどの事件は未解決のまま、死んだものが生き返ることもない。徒労感を抱く時期は過ぎた。車を進ませていく。


    　追い越し車線から先頭に出て、赤信号で止まる。夜のエリダナで車たちが不満そうに唸うなって、信号が変わる瞬間を待っている。


    　車内で流れる中年女性の陽気な声の間に、立体光学映像の報道の声が混じっている。いつものようにエリダナや世界の事件、事故や災害や犯罪の報道だ。さらには芸能のことが続く。どこかの芸能人に恋人が発覚したり、離婚したりと、忙せわしない。


    「そういえば、歌手のロレーシャに恋人が発覚して、支持者たちが狂乱しているな」


    　立体光学映像を、芸能局に合わせる。


    「彼女の音楽素子を割って、燃やすものまでいるそうだ。訴訟を起こそうとするものまでいるそうだな」


    　俺は苦笑する。どの時代にも熱狂的な支持者というものはいる。ギギナが首を傾げる。


    「ロレーシャという歌手は、外見から言って十五から十七歳だろう。その年頃で恋人がいないほうが変ではないか」


    「それはそうだが」


    「ガユスがたまに車内で流しているルル・リューやカレン・エル・サファなどに恋人がいたとして、怒るか？」


    「いや、ルル・リューに恋心は抱いだいていないし、カレンは離婚して再婚して三人の子持ち歌手だから、なにも思わないが」


    　ギギナが思考を述べていく。


    「歌手に恋人がいて怒る思考を式で考えると、女Ａ＋処女膜＝正の値で、女Ａ‐処女膜＝負の値となっているようだな。不等式を解いていくと、その思考によれば処女膜の方が女より価値が高くなる」


    　ギギナの冷酷な計算が続く。


    「人体の一部、内臓を崇あがめるなど、どのような邪教だ？」


    「いや、それだけではないんだが」


    　ギギナの思考は独特だ。しかしその立場になってみても反論しづらい。俺自身も狂信的な女の乳と尻教徒であるだけに、難しいところだ。


    「男女の関係というより、客と商品の関係だと考えれば」


    「彼らが言う〈好き〉や〈愛している〉は、一般人が使う〈好き〉や〈愛している〉とは違うのか」ギギナが苦笑する。「しかし、好きで愛している女に傷があったから憎悪を向ける、というのは、私はあまり見ないが映画でよくある悪役の行為ではないか？」


    「悪役というか、単にどこにでもある男の欲望だからなぁ」


    　俺の信条ではないのだが、その立場からでは反論のしようもない。俺としては純情な彼らのために反論しておく必要がある。


    「ほらあれだ、〈異い貌ぼうのものども〉でも穏和な種族、純潔の乙女にしか心を許さない、気高く繊せん細さいな一角馬の群れが動揺するようなものなんだよ」


    「なるほど、一角馬の生殖活動が上う手まくいかず、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆである原因がよく分かった」


    　助手席でギギナが嫌な納得をする。女で困ったことがない男とは、理解しあえない。


    　夜に浮かぶ、路上の信号はまだ変わらない。エリダナの一部の交通事情の悪さはどうにかならないのか。


    　悲鳴。振り返ると、人波のなかで、女性が顔を手で押さえている姿が見えた。女の指の間から赤い滝が零こぼれる。事件だ。


    　信号待ちで停とめていた車から降りて俺は走りだす。ギギナも傍かたわらを走る。二人で人波を強引に搔かき分けて進む。屈かがんで苦しむ女の側に駆けよって傷を確認。


    　額ひたいから頰ほおに鋭利な傷跡。泣き顔。胸の奥に沸ふつ騰とうする憤怒。


    　視線を上げて、雑踏を捜す。周囲には驚きと怯おびえの顔が並ぶ。雑踏の先に、逃げる帽子の男たちの背中があった。赤に青の帽子を被った、二人の男だった。


    「ギギナ！」


    「分かっている。今日だけで二件の賞金首に会える幸運で、ガユスの犯罪者誘因装置っぷりに頭が下がる」


    「認めるようで言いたくないが、普通はそれを不運と言うんだよ」


    　負傷した女性の手当と救急車への連絡は、その場にいた親切そうな中年男に任せる。俺は夜の街へ走りだす。ギギナも続く。


    「それより賞金がかかっているかどうかまだ不明だ。逮捕しても殺すなよ」


    　俺の言葉を聞いているのかどうか、ギギナは走る。


    　前を逃げるのは、容疑者たち。青い帽子の右手には女の顔を切った短刀。赤い帽子のほうは左手に短剣。二人の逃げる横顔が背後を伺う。怯えと愉悦が混じった顔がまた前に戻された。通り魔たちは人々を押し退のけて逃げる。俺とギギナも人波の間を縫ぬって走る。


    「てめえら、絶対許さねえ」


    　女の顔を傷つける通り魔など最悪だ。ジヴ、いやジヴーニャとアナピヤ、クエロにアレシエルと女を傷つけてきた自責の念が、さらに怒りを爆発させているのかもしれない、などという自己分析も次の瞬間には怒りで吹き飛ぶ。


    　逃走者たちは、ビルの角で右折。夜の歩道の人々に悪あく罵ばを投げられながら、俺とギギナは人波を抜けて犯人たちを追跡していく。角を曲がると、ビルとビルの谷底に逃げる、男二人の後ろ姿があった。左の赤帽子の男が背後の俺たちを確認する。


    　唇くちびるには追われる怯えと冷笑があった。赤と青の帽子が路地に逃げる。俺とギギナも、細い路地に飛びこむ。犯人たちは曲がりくねった路地を逃げる。こちらは男二人が押しあいながら角を何度も曲がって追う。厄介なことに、隘あい路ろではギギナの長身は不利だった。路地を横切る配管や粗大ゴミが丁度頭や足の位置に来ており、速度が上がらない。


    　通り魔二人の背を追って暗い路地を曲がった瞬間、青帽子の男が足で引っかけたゴミ箱が路地に転がり、空き瓶びんと残飯が撒まき散らされる。転がるゴミ箱をギギナが飛び越え、俺は瓶の上を抜ける。待っていたかのように相手が放ったのは、路地の闇やみを切り裂く閃せん光こう。電磁雷撃系第二階位〈雷霆鞭フユル・フー〉の雷。


    　すでに抜いていた魔ま杖じよう剣けんで、俺は雷を受けている。散っていく火花とともに着地。


    「はいはい、相手が不安定な跳躍状態への光速攻撃で勝ち、と思ったのだろうね」


    　青帽子の顔に驚きよう愕がく。犯人二人は反転して逃げる。俺は追跡を再開。ギギナも続く。


    　雷速の攻撃だろうが、時期と場所を予測できれば前もって準備して受け止められる。かつて咒じゆ式しきを覚えたての少年犯罪者とやりあったことが脳裏を掠かすめた。犯罪者の思考はだいたい単純なのだろう。


    　犯人はさらに必死に走り、通路を曲がった。俺が紡つむいでいたお返しの〈矛ベ槍リ射ン〉は射線を確保できない。咒じゆ式しきを強制解除し、角を曲がって細い路地を追う。


    　突き当たりには左右に抜ける路地。延々と続く追跡は終わった。青帽子が遅れている。逃げる男の背中へ、俺は間合いを詰めていく。互いの息が聞こえる距離。


    　左手を伸ばし、青帽子の男の左肩に届く寸前。


    　突き当たりの道の右から左へと、一面の赤の壁が現れる。青帽子の男が赤の暴風のなかで黒い影になる。熱風で俺は路地の後方へ弾はじき飛ばされる。斜め横にいた赤帽子の男も、熱波と火の粉で転がっていた。屠と竜りゆう刀とうを掲げて熱風を防ぎつつ、ギギナも路地を後退していた。


    　突き当たりを右から左へと吹きぬけたのは、赤の炎。吹き荒れたと思ったときには消失し、熱波が過ぎさった夜の道路が現れる。


    「そんな、アンス！」


    　赤帽子の男の頰ほおは火傷やけどで爛ただれていた。前方では、右手を前に伸ばして足を掲げた逃走姿勢のままで、青帽子の男が黒と灰色の塊となっていた。


    　眼球は高熱で炙られて白濁している。末端部である指や鼻や耳がまず炭化し、剝はく落らく。ついでに炭化した頰や額ひたいの皮ひ膚ふが割れ、内部から赤黒い肉が見える。高熱に炙あぶられて、瞬時に全身が炭化していたのだ。


    　俺は路地に放射される熱気に耐える。放射の瞬間に口を開けていれば、熱気で気管から肺まで焼かれていたところだ。


    「化学錬成系第三階位〈緋竜七咆ハボリユム〉のナパームの炎、のはずだが」


    　事実を確認しつつ、俺の舌は疑う言葉を紡つむぐ。隣ではギギナが屠竜刀を構えていた。


    「ただし、量が尋常なものではない」


    　〈緋竜七咆ハボリユム〉は、通常一から七条の、一三〇〇度ほどの炎の帯で周囲を焼きつくす対小集団用の咒式だ。


    　しかし、眼前で発動したのは線や帯ではなく、道路の空間をすべて埋めつくすほどの猛火。火竜が放つ死の息吹に等しい膨ぼう大だいな熱量だった。


    　道路を囲む壁やアスファルトの大地では、まだ燃えさかる炎が赤の子鬼となって踊っている。高熱のために、アスファルトの一部は原材料の高分子炭素の黒いタール状の海となっていた。人体が焦げる甘い臭いに炭化した臭い、そしてナパームやアスファルテンの油臭が噎むせかえるように溢あふれていた。


    　立ちつくしたまま炭化した男の向こうに残り火が燃える。高熱の余波で、月光と残り火が照らす路上には、夜にはありえない陽かげ炎ろうが揺らめいていた。


    　揺らめく景色に響くのは、硬い木がアスファルトを叩たたく規則音。発生源は朱塗りの下げ駄た。


    　夜の陽炎のなかから現れたのは、艶あでやかな朱塗りの傘かさ。白い両肩を見せるほど着崩した東方の着物姿。純白の布地を圧するように、緋ひ牡ぼ丹たんに彼岸花が毒々しい赤の花を咲かせている。


    　傘の陰から覗のぞくのは、奇跡のような美しさを誇る鼻び梁りよう。下に座すのは鮮血色の唇くちびる。真珠色の犬歯が、淫いん猥わいな笑みを象かたどっていた。


    「素敵な炎の夜に、ご機嫌いかがかのう？」


    　口こう腔こうで踊る赤い蛭ひるのような舌が、粘液質の声を紡つむぐ。


    「てめえ……」


    　相手の姿と声に対する憎悪のあまり、俺は唇くちびるを嚙かみしめる。


    「パンハイマ、てめえ！」


    　現れたのは、よりにもよってパンハイマだった。パンハイマ・ルヴァ・アミラガ。敬称にあるように、アミラガ伯はく爵しやく家けの現当主でもあるが、誰も第一義にしていない。〈緋ひのパンハイマ〉や〈荊棘いばらの女王〉や〈炎の魔女〉など、物騒な異名をこの現代社会でつけられている攻こう性せい咒じゆ式しき士しという認識のほうが先に立つ。


    　俺の右手は、魔ま杖じよう剣けんヨルガの柄つかを握りしめる。指が白くなり、握力で骨が軋きしむ。隣ではギギナが屠と竜りゆう刀とうの柄を同じように全力で握りしめていた。さらには赤帽子の男も同じだった。通り魔の相棒を殺され、激げつ昂こうしきっていた。


    「おお、凄すごい目で妾わらわを見ておる。欲情でもしたかえ？」


    　傘かさの下に見えるパンハイマの赤い唇から、血のような舌が見えた。蛭の舌は唇を舐なめて、また戻る。開いた襟えり元もとから見える乳房の上半分を左手で抱いて、身を[image: ]よじってみせる。


    　パンハイマは、全員の憎悪と殺意を微風以下にしか感じていない。俺とギギナが前に出ようとすると、赤帽子の男が先に進む。


    「てめえ、よくも」男の声が震ふるえる。「よくもアンスを殺しやがって！」


    　魔杖短剣を握って、男は特攻。赤帽子は泣いていた。炭にされたアンスは男にとってかけがえのない男だったのだろう。前方のパンハイマは笑っていた。


    「殺人者でも仲間か肉親が死ねば哀しいのか。虫のくせに感情などという高等なものがあるのか。これは笑える」


    「死ね」


    　間合いを詰めた赤帽子の刃やいばが振りかざされる。パンハイマの満面の笑みは変わらない。


    　次の瞬間、パンハイマの右横を抜けた男の右足が、溶解し熱を帯びた大地を踏みしめる。左足が続いて奇妙な歩行となる。歩みの背後に、桃色の内臓がアスファルトに引きずられていく。


    　赤帽子と男の上半身は消失していた。胴体の断面からは桃色の小腸が垂れていた。右足と左足が絡からまり、倒れる。断面から大量の血液と、桃色や赤の内臓が遅れて零こぼれる。桃色の内臓、小腸がさらに一拍遅れて血の海に落ちて、跳ねた。


    　上半身は街路の反対側に落ちた。血の飛沫しぶきが緋ひ色いろの傘にさらに赤を足した。パンハイマの白い左手が水平に掲げられていた。


    「刃か咒式の一いつ閃せんが赤帽子を切断したのだろうが」俺の背筋には冷や汗。「抜刀や咒式発動の瞬間が見えなかった」


    「刃だ。居合いというより、傘の陰から最小限の動作で斬きって、戻す。視覚の詐さ術じゆつだ」


    　俺より動体視力において圧倒的に上のギギナが断言した。ギギナがようやく分かるくらいなら、俺には分からない。大地に転がる赤帽子の男の顔が、自らの死を信じられないままに硬直していても仕方がない。


    「あな弱し」


    　パンハイマが純白の頰ほおと赤い唇くちびるで微ほほ笑えむ。


    「そちらのジオルグの後継者どもはどうするのかえ？　妾わらわにどう殺されたい？」傘かさの下から、顔がこちらに向けられた。「それともジオルグのように死にたいか？」


    　俺とギギナが奥歯を嚙かみしめる音が響く。俺たちの事務所の先代所長であるジオルグは死んだ。いまだにジオルグの死の理由は不明だが、俺はパンハイマが関わっていると見ている。前後の事情からすると、パンハイマが真犯人としか思えない。


    　俺たちの心情を理解したうえで、パンハイマは嘲ちよう弄ろうの言葉を投げてきた。


    　魔ま杖じよう剣けんを向けつつ超高速で〈爆ア炸イ吼ニ〉を紡つむぎ、発動の好機を待つ。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを掲げる。足先でアスファルトを擦こすり、間合いを詰める準備をする。


    　俺とギギナの仲が悪いことなど、この場では無視される。俺たちの仇きゆう敵てきの一人が、眼前に現れたのだ。二人の意思はひとつ。


    　パンハイマは、この女だけは殺す。絶対に殺す。


    　しかし俺は再び奥歯を嚙みしめる。全身を貫く激情を押しとどめる。感情を急速冷却して、爆発寸前のギギナの胸の前に、刀身を突きだす。ギギナの怒りの目が横に動き、俺の刃やいばへの疑問を示す。


    「なぜ止める」


    　ここで俺たちが止まる理由はない。おそらくジオルグの仇かたきであるパンハイマを討つことは、俺とギギナ、そして居場所が分からないクエロや廃人となったストラトスにしても至上命題だ。それでも俺の結論は変わらない。


    「力では勝てないからだ」


    　後衛職の冷静さを俺は発揮した。


    「俺とギギナは到達者階かい梯ていに達している、エリダナでも指折りの攻こう性せい咒じゆ式しき士しだ。二人で挑めば、エリダナ四大咒式士に数えられるパンハイマであっても、相打ちには持ちこめるはずだ」


    「ならば」


    　ギギナの目は前方の女を見つめつづけていた。


    「しかし、相打ちでは負けだ」


    　俺は苦く渋じゆうの言葉を続ける。


    「ジオルグは俺たちに生きろと言った。勝って生きなければ敗北でしかない」


    　ギギナは犬歯を嚙かみしめる。師であるジオルグの言葉だけに、狂きよう剣けん士しも引くか進むかを迷っている。


    「師の仇かたきを前にしてなにもやらないのかえ？　そのような腰抜けだからこそ、女に逃げられるのぢゃよ」


    　思わず息が止まる。ジヴーニャと別れたことを、他者に興味を持たないパンハイマがなぜか知っている。魔女の毒の舌は止まらない。


    「ジヴーニャといったか。あれほどの女なら、男は放置しておかない。今ごろあの女は別の男の下で甘い声で腰を振っているだろうよ。『ああん、ガユスより太くて硬い～』とのう」


    　パンハイマの女の甘い喘あえぎ声の真ま似ねに、頭が真っ白になるほどの怒りを覚える。あまりの怒りに視界が朱に染まる。嚙かみしめた顎あごが震ふるえる。パンハイマは続ける。


    「他の男の魔羅をしゃぶるアルリアン女が想像できるのう。頰ほおを赤らめながら血管が浮く男根を舐なめる。男は興奮して口に突き入れる。射精はもったいないので、一度引く。濡ぬれた男根で、ジヴーニャの尻から女陰を貫きまくるだろう。夢中で腰を振り、ジヴーニャも喜ぶ。そして存分に射精する。ジヴーニャは他の男の子を孕はらむ。もちろん男は愛称のジヴと呼ぶ。もはやおまえが呼べない愛称をな」


    　詳しく描写することで、俺の脳裏に映像が浮かぶ。ジヴーニャの名前を多用することがパンハイマの手だと分かっていても、怒りは湧わき起こる。人間がこれほど他者を怒らせることができるのか。俺は他人を苛いら々いらさせる名人だろうが、怒りと不快感ではパンハイマに一歩譲る。


    「殺すか？」


    　ギギナが俺を窺うかがう。俺が進めば、ギギナも進むだろう。だが、絶対に進んではならない。制止役の俺が進めば、俺たちは相打ちという負け戦に臨むことになる。


    　荒々しく息を吸って吐く。二言三言の会話だけで、パンハイマは俺とギギナを激げつ昂こうさせ、操った。


    　俺には勝算があるからこそ、吹き荒れる心を抑えた。


    「戦う必要はない。すでに勝っている」


    　俺はギギナからパンハイマへと視線を戻す。


    「パンハイマ、おまえが今行おこなったことは、賞金がかけられる前の犯罪者二人への殺人だ」


    　夜の底には、焼け焦げた死体と、両断された二人の通り魔の死体が転がる。これが証拠だ。


    「ここは夢法則が支配する妄想世界ではなく、法が支配する法治国家だ。いくら政財界に広く強く顔が利くおまえであろうと、これは大失態で無期限の監獄宿泊にご招待となる」


    「道理は道理だが」納得しつつ、ギギナは険しい横顔となって巨大な屠と竜りゆう刀とうをさらに前へ突きだす。「私はこの屠竜刀でパンハイマの細首を刎はねる以外の結末を認めたくない」


    「なにも自分たちで勝つ必要はない。社会という大きな力を使って、パンハイマを葬ほうむり去ることも仇あだ討うちだ」


    　俺とギギナは前方のパンハイマを見つめる。咒じゆ式しきの炎のあとに揺らめく陽かげ炎ろうのなかで、魔女は立っていた。俺は魔ま杖じよう剣けんの切っ先を、パンハイマの鼻先に向ける。


    「自分の勝手な判断で、おまえは殺人を行おこなった。いずれ逮捕されるし、今この場でおまえを、パンハイマを現行犯の殺人者として倒しても、俺たちは社会的に法的に容認される」


    　魔女は傘かさの下で紅の唇くちびるを歪ゆがめる。


    「おお、かわいいのぅ。ジオルグのことで、さぞや妾わらわを憎んで恨んでいるのぢゃろう」


    　内臓が蠕ぜん動どうするような女の笑みだった。


    「なんといじらしく、かわいいことぢゃ」


    　パンハイマが左足を上げる。真紅の着物の裾すそから蛞なめ蝓くじのような白い足、艶なまめかしい太ふと腿ももまでが見えた。憎悪すべき相手だというのに、濃厚な色気の重力を発していた。


    　白い足が膝ひざから下を揺らし、左に振られた。炭化して直立したままの通り魔の腹部を、二枚歯の下げ駄たが蹴けりつける。青帽子を被かぶっていた男が焦げたアスファルトに倒れる。


    　乾いた音とともに、炭化した腕や足が折れ、粉砕。内部の赤黒い断面を見せる。まだ赤みを残した断面から、黄色い体液が落下し、熱いアスファルトの上で蒸発。悪臭を漂ただよわせる。隣には赤帽子の下半身が血の海を作っていた。


    「こんな屑くずどもの命など、どうでもいいではないか。ジオルグもどうでもいいではないか」


    　朱塗りの傘かさの下、パンハイマの笑みが深まる。狙撃手が狙いを絞しぼるかのような笑みだった。


    「さて、ここで考えてみよう」深紅の傘が角度を変えた。「妾わらわの殺人の目撃者は、世界でおまえたち、ガユスとギギナの二人だけぢゃ」


    　傘からパンハイマの顔のすべてが現れた。すでに五〇歳を軽く超えているというのに、輝くような美び貌ぼうだった。汚けがれを知らない純白の肌。完かん璧ぺきな鼻筋に、艶あでやかな赤い唇くちびる。そして紅蓮の炎となって渦巻き、血河のように流れる赤い髪。


    　そして目。常人ではありえない紅玉のような双そう眸ぼうが、俺たちを見据えていた。


    　双つの瞳に宿るのは、禍まが々まがしい殺意の色。


    「ならば、簡単なことぢゃ。目撃者をすべて消せば、そんな事実は世界という観測者から消えてなくなる」


    　血色の爪を宿す白はく蠟ろうのような指に握られているのは、緩ゆるく湾曲した片刃の刃やいば。浮かぶ刃紋は波のように流れる。鍔つばは、炎と蛇へびを模した銀細工。パンハイマの悪名高き魔ま杖じよう刀とう〈緋ひ斑まだら〉だった。


    「さあ、おいで。妾が存分にかわいがってやろう。死んだおまえらの男根を、妾の肉に埋めてやろう。死んだばかりの男をかわいがってやると、よく射精しやる」


    　魔杖刀の切っ先に浮かぶ炎の咒じゆ式しき。こめられた咒力量と殺意は悪竜と対たい峙じすることに等しい。


    　俺とギギナ、パンハイマの間の大気が圧縮され、圧力を増していく。俺は紡つむいでいた爆裂咒式をさらに精せい緻ちに紡ぐ。ギギナは爪先の伸縮で間合いをセンチ単位からミリ単位に変えて詰めていく。


    　夜のエリダナの路地は、惨劇の火ひ蓋ぶたが切って落とされる瞬間を待つ戦場となっていた。互いの憎悪と殺意で、空気が軋きしんでいく。


    「パンハイマ様」


    　凝縮した大気に、弱々しい声が割りこんでいく。


    「パンハイマ様、お待ちを」


    　横手のビルの間から男が進みでる。灰色の背広を着た、目立たない男だった。エリダナの攻こう性せい咒式士なら、パンハイマと対ついで知っている男だ。


    「マラキアか」


    　パンハイマの副官兼奴ど隷れい頭兼アミラガ家の家宰としても知られているマラキアだった。男は怯おびえるように主人に付き従う。


    　パンハイマが掲げたままの左足を振る。マラキアの膝ひざに真正面から下げ駄たの蹴りが入る。膝関かん節せつが砕け、骨が膝の内側に出る。競技武道における禁じ手を受けた激痛で、男がアスファルトに膝をつく。まだ熱気を帯びているアスファルトで、膝の肉が焦げる。悲鳴を発するマラキアの前にパンハイマが傲ごう然ぜんと立つ。


    「妾わらわの言動に口を挟むなど、おまえごとき屑くずの屑には許されない罪ぢゃぞ？」


    　後頭部にパンハイマの下駄が下ろされ、男の顔面は焼けたアスファルトに押しつけられる。アスファルトに沈んだ男の顔面から、大量の鼻血が溢あふれていく。血はアスファルトの熱で即座に凝固していく。傍かたわらでは炭化して砕けた通り魔の腕や足、胴体や頭部が転がっていた。


    　踏みつけられたマラキアが右手を挙げる。震ふるえる男の指先は、通り魔だった破片を示す。


    「この男ひゃ、すでに賞金首れす」


    　鼻声のマラキアに、パンハイマはさらに踏みつけた足に力を入れる。地面に押しつけられたマラキアの悲鳴と、尾び骨こつが折れる音が響く。


    「だから？」


    「はひ、この男たちは、ハブス・レグレイ・ボローチカとアンス・ムゴス・キャリコフ。二人で組んだ通り魔で他に十八件を起こし、被害者のすべてが女性。四人は出血死や内臓を刺されて死亡していひゃす」


    　衝撃で歯も折れたらしく、言葉は不明瞭になっていた。


    「れすから、すでに殺ひての身柄確保が許されるひょど重罪の賞金首ひゃちとして、手配されていひゃす」大地からの声が続く。「つまりパンハイマ様の殺害ひゃ法に問われひゃせん」


    「そんなことは分かっている」


    　パンハイマの血の唇くちびるが舌打ちした。白い足を上げる。街路に這はうマラキアが自由となった血ち塗まみれの顔を上げる。鼻が左に曲がり、前歯が折れている。魔女の下駄がまた落ちて、顔が叩きつけられる。マラキアの後頭部を踏みにじって、魔女が俺とギギナに向きなおる。


    「さて妾は正義の味方であると判明したわけぢゃが、どうする？」


    　魔ま杖じよう刀とうの切っ先が、俺たちを嘲ちよう弄ろうするように小さく振られた。


    　法的にはなんの落ち度もないパンハイマを殺すわけにはいかない。たとえ暗殺や快楽殺人を行おこなっているとされるパンハイマであろうと、証拠がない。すべては噂うわさとされている。


    　俺は路上に転がる通り魔たちの死し骸がいを眺める。一人は炭化して湯気をあげ、一人は血の海に沈んでいる。


    　脳に閃せん光こうが閃ひらめく。俺たちは動かされていた。


    「そうか、これはすべて罠わなか」


    　俺はパンハイマの邪悪さを知った。ギギナが俺を見る。


    「どういうことだ？」


    「大物のパンハイマが出てくるということは、先ほどマラキアが言ったように、その時点で前提として通り魔二人は、殺害許可が出ている重罪犯たちということだ」


    　急いで思考をまとめる。


    「いや違う。パンハイマは元々重罪を犯していた通り魔の二人を追っていて、先ほど発見した。事件を起こした男たちを俺たちが先に追う場面を見て、傍はた目めには赤青帽子の二人は、たかが傷害事件の通り魔にすぎない、ということが魔女の頭に閃ひらめいた」相手の思考を追いかける。


    「自分が傷害事件程度の通り魔を殺したように見せた。そして挑発で正義漢気取りでありつつ復ふく讐しゆう心しんにかられた俺たちが襲いかかるようにし、正当防衛を主張できて殺せる罠わなを設置した」


    「小こ賢ざかしい」


    　ギギナが鼻を鳴らす。たしかに小賢しい。それでも俺は背中に冷や汗を感じていた。


    　二人の復讐心を利用して作られた心理的罠は、嵌はめようとした俺たちのほうが社会の敵とさせられる。極めて分かりにくい心理的な罠を、場と人という条件から瞬間的に作られたことが恐ろしい。奥歯を嚙かみしめる。法的制裁という妥協がなければ、復讐の短慮が、俺たちを殺すところだったのだ。


    　パンハイマが、ただ強く残忍なだけの攻こう性せい咒じゆ式しき士しならば怖くはない。力で倒せばいいし、足りなければ加勢を求めればいい。


    　パンハイマの真の怖さの一端は、こういった心理的駆け引きを瞬時に作りあげる邪悪な思考だ。ある程度は予測できたが、マラキアの余計な言葉がなければ引きずりこまれていた。


    　まさにエリダナの魔女こと、パンハイマだ。


    「罠ということは、パンハイマが一人で移動するわけがない」


    　ギギナのつぶやきで、俺は可能性に気づく。まだ熱気を放つ道路から、周囲を探る。パンハイマの背後にある左右のビルの壁面や陰に、いくつかの影があった。


    　背中から竿さおを伸ばし、仮面を掲げた禿とく頭とうの男が窓枠を摑つかんで屈かがんでいた。赤い舌を閃かせて、俺たちを挑発している。全身を咒式甲かつ冑ちゆうで覆おおった男が先の曲がり角に立っていた。巨大な魔ま杖じよう斧ふを肩に担ぎ、面めん頰ぼおの下からは、無感情な眼光が俺たちを観察していた。


    　両目と唇くちびるを糸で縫ぬった女が自らを両腕で抱きしめて、ビルの屋上に立ちつくしていた。背後には純白のレースを縁ふち取どりにした赤と青のドレスを着た双子の小柄な影が立っていた。幼女の姿だが、そろって深い皺しわに埋もれた一〇〇歳の老婆のような顔だった。


    「こいつらが」


    「パンハイマ事務所の各分隊の隊長、奴ど隷れい頭たちだろうな」


    　俺とギギナは周囲を見回す。それぞれの姿に見覚えがある。


    　仮面を背負った禿頭の男が、事務所の序列第十席のカン・ドゥン。背中から伸びた棒の先に、仮面が下がっている。犯罪者相手の殺しを楽しみすぎて、警察士から追放された冷酷な殺人者。


    　咒式甲冑の男が、第十一席のガスコフ・デミ・ボールゴ。第二次エリヤ戦役の従軍咒式兵だったが、過酷な戦場で体の部分を失っていき、機械に換装していった。変成の最後には、どこまでが自分か分からなくなって、すでにパンハイマの号令で殺さつ戮りくを繰り返すだけの戦闘兵器となっている。


    　両目と唇、耳を縫って外界といっさいの接触を断っている女が、十三席のヒビギヒ・ヒギヒヒ。自分と同じ無感覚の世界に他人を誘えば救われると信じている、異常な信条の持ち主。


    　双子の少女、いや老婆が、第十四席と十五席のジョゼフィーガとジョゼフィーグのグデレリド姉妹。老齢ではあるが、自分たちを童女と思いこんでいるそうだ。二人で意地悪く笑っているが、彼女らを笑ったものは無惨に殺される。


    　そろいもそろって、エリダナでも最凶最悪の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちだ。


    　俺たちがパンハイマに手を出せば、正当防衛として奴ど隷れい頭どもが動いていただろう。


    　それぞれが悪名高き攻性咒式士だが、登場から指一本動かないし、言葉を発することもない。各自の顔には俺とギギナへの敵意などなく、ただただ畏い怖ふ。


    　理由は簡単だ。もし命令もなしに動けば、絶対暴君であるパンハイマにこの世の苦痛の極限を教えられ、殺される。


    　どれほど悪名が高かろうと強かろうと、彼らと彼女らはパンハイマという圧制者の奴隷にすぎないのだ。悪には悪の格があって、パンハイマは他を圧するほどに巨大だった。


    　俺には疑問が湧わき起こり、さらなる悪意に気づけた。


    「そうか、マラキアが入ってきてわざわざ制止したのは、おまえが指示した演技だな」


    「マラキアが下へ手たすぎたか」


    　パンハイマが笑う。アスファルトから血ち塗まみれのマラキアが立ち上がる。鼻血も負傷も本物だった。それでも本当に演技だったらしく、退屈そうな顔をしていた。


    「本当に痛かったのですが、ダメでしたっ」


    　三度マラキアの顔が大地に沈む。男の後頭部をパンハイマの朱塗りの下げ駄たが踏みしめていた。アスファルトにまた鮮血の海が広がっていく。


    「命を狙った相手に命を取られず放置される。阿あ呆ほうにふさわしい屈辱だろう？」


    　パンハイマの声は、俺とギギナを苛いら立だたせるためにだけ発せられた。手は出せないがゆえに、再び緊張感が高まっていく。


    「このような無意味な牽けん制せいは、ここまでにいたしましょう」


    　涼やかな声。緋ひ色いろの魔女の横に寄りそう人影があった。見慣れぬ女性咒式士だった。赤い髪に赤い瞳。修道女のように清せい楚そな横顔。パンハイマ事務所にこの女がいた記憶も情報もない。


    「ペトレリカには無粋なものを見せてしまったか」


    　パンハイマがマラキアの後頭部から足を退どけ、日ひ傘がさを傾ける。ペトレリカと呼ばれた女が目を伏せる。マラキアの血、そして炭化し切断された通り魔二人の死体から、パンハイマが傘で視線を隠し、女自身も目を逸そらしたようだった。


    　パンハイマが他者を気遣う光景を、生まれて初めて見た。


    　俺は苦い退却の決断をしようと、横目でギギナを確認する。ペトレリカが言うように、意味がない。ギギナは俺を見てはいなかった。


    「貴様が、パンハイマが邪悪だろうと正義だろうと、またこちらが数で不利だろうと知るか」


    　ギギナは屠と竜りゆう刀とうを下げたまま進む。すでに筋力強化咒式に反射向上咒式、高速移動のための噴射咒式が広い背中の各所で発生している。


    「パンハイマ、貴様はこの世に存在してはならない」


    　屠と竜りゆう刀とうの切っ先がアスファルトを擦こすり、夜の大気に赤い火花を散らせる。


    　呼応するようにパンハイマが朱塗りの傘かさを傾ける。左手で魔ま杖じよう刀とうを前に突きだし、歩む。鈍い光を宿した切っ先が進んでいく。周囲のパンハイマの部下どもも、魔杖剣や魔杖斧ふを抜いて動きはじめる。


    「止やめてください。この戦いに意味はない」


    　制止するペトレリカを押し退のけて、パンハイマが進む。


    「止めるなやペトレリカ」パンハイマの魔杖刀には業火の咒じゆ式しきが灯ともる。「ギギナの不条理を条理とするその覚悟やよし。存分に殺してしんぜよう」


    　パンハイマ一党とギギナは、止まることなく進んでいき間合いを詰めていく。危険すぎる。


    　両者が激突する寸前、再び邪魔が入る。


    　路地に、俺の携帯が鳴る音が響く。同時にパンハイマの眼前にも、携帯が掲げられていた。


    　ペトレリカの白い手が鳴り響く携帯を捧げていた。パンハイマは自らに向けられた携帯を見据えていた。ギギナも体内通信に耳を澄ませていた。


    　俺は携帯を見る。文書通信だった。


    「ギギナ、事件だ」


    　投げかけた言葉で、ギギナの銀の目が迷う。パンハイマも止まっていた。どうやら同時に情報が入ったらしい。相手も違うようなので、違う情報だろうが、嫌な偶然もあるものだ。


    「興が削そがれた」


    　巨大な屠竜刀が引かれる。ギギナの足が下がり、俺の隣にまで引いた。


    　前方では倒れたままのマラキアがいた。そして赤い瞳のパンハイマが立っていた。傍かたわらでは携帯を掲げた姿勢のまま、女がパンハイマを見つめていた。


    「引きましょう。これは私からのお願いです。進むのなら私を殺して進んでください」


    　パンハイマが沈黙。思考し、刃やいばが引かれた。


    「ペトレリカが命を張るなら、仕方あるまい。汝なんじの命はなによりも重い」


    　パンハイマの艶あでやかな笑みは、朱塗りの傘の裏に隠れていた。鞘さやに魔杖刀を戻し、パンハイマが引いた。驚くべきことだが、あの魔女が他人に対して遠慮をしたのだ。眼前で見ていても信じられない。ペトレリカとはいったい何者なのだろうか。


    　パンハイマの毒花のような赤い唇くちびるだけが、俺たちを嘲ちよう笑しようする。


    「いずれ、また楽しもう」


    　パンハイマの言葉とともに、屋上や壁や路地から、部下たちが下がっていく。マラキアも地を這はうように去っていく。


    　赤い着物が翻ひるがえされ、パンハイマは後ろ姿を見せる。赤い姿は緋ひ色いろの傘で隠れる。咳せきが聞こえたような気もするが、緋色の魔女はすでに去っていった。


    　俺とギギナも道を後退していく。月下の路上には、炭化し、切断された通り魔たちの死体が転がっていた。二人の死体は、単なるパンハイマの駆け引きの道具となっただけだった。単なる余興の材料のために、人が死んだ。


    　エリダナは、人の世は事件が多すぎる。


    



    



    　五階建てのハイダーテ興業のビルは、月夜のなかに静かに立っていた。鋼鉄の正門は中央に大穴が穿うがたれ、強引に押し開かれている。


    　門の先、敷地には魔ま杖じよう剣けんを握った腕が敷地の木の梢こずえに引っかかっている。砕けた魔杖斧ふが芝しば生ふに落ちていた。散乱した金属片が月下に鈍く輝く。


    　ビルまでのコンクリで舗装された道には、赤い斑はん点てんが続き、やがて支流となり、最後に赤い血の川となる。


    　鮮血の流れの先に、伏せた禿とく頭とうの男の上半身が転がる。剝むき出しの肩や腕には、虎の刺いれ青ずみがあったが、さらに赤や青や紫の斑点が散り、絵の猛獣ごと腫しゆ瘍ようのように膨ふくれあがっていた。


    　俯うつぶせの死に顔の頰ほおや鼻も膨れあがっていた。禿頭の男は、黒社会の門番を任せられるほどの凶悪な性格を持ち、前科二十八犯の凶悪犯だった。しかし、膨れた死に顔は闇やみを恐れる子供のような恐怖で凍りついていた。


    　小道の反対側には、胴体。右肩や左腕や右脛すねから下が消失していた。傷口は楕円形。腹部にも大穴。小腸が引きだされ、肝臓と腎臓が無惨な断面を見せていた。まるで巨大な複数の獣たちに同時に襲われたかのような死体だった。


    　無惨な胴体に続くのは遮しや光こう眼め鏡がねをかけた男の頭部。眼鏡の右が砕け、大きく見開いた眼球の表面に、蠅はえが止まっていた。眼球から頰へと涙の跡があった。鼻からは鼻水が零こぼれて、顎あごまで伝っていた。


    　冷酷な殺しをする攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして組織の特攻役を務めていた男は、泣きわめいた表情で死んでいた。大きく開いた口から見える舌にも、蠅が這はっていた。


    　正面玄関の鋼鉄製の扉も無惨に砕かれていた。周囲には数十もの咒弾の空から薬やつ莢きようが散らばる。


    　玄関付近は血の海。人間の手や足が何本か転がり、小腸や肝臓、脂肪や肋ろつ骨こつごと挽ひき肉になった人体が撒まき散らされている。恐怖の表情を浮かべた頭部は視神経を引いた眼球を零し、髪の間の割れ目から桃色の脳が零れていた。原形を留とどめずに破砕された頭部もあり、何人が死んだのか正確に把握できない。


    　死体の集積所となった玄関の奥、廊下の天井にある有機発光照明は、すべて破砕されていて照明の役目を放棄していた。破砕された玄関や窓からそそぐ月光だけが照明装置となっていた。


    　廊下の壁や床に破壊の痕こん跡せきが穿うがたれている。壁は爆砕されて大穴が開いている。曲がり角の壁に突き立つ槍やりの群れ。天井には雷撃で焦げた跡。咒式剣士の剛力で切断されたコンクリ柱。階段の手て摺すりは砕け、使役獣である大狼の死し骸がいが引っかかって、舌を垂らしていた。


    　破壊の痕こん跡せきの付近には、手や足、内臓に脳のう漿しようといった肉の破片。咒式士の凶相が恐怖と絶叫の死に顔となっていた。敷地と玄関にあったような死体たちが転がる。無力だった抵抗を示すように、折れた魔杖剣や魔杖槍、そして無数の空薬莢が死体の周囲に散乱していた。


    　闇やみに沈む死山血河は二階へと続く。二階の廊下の奥の扉も砕かれていた。


    　破砕された扉の奥に続く部屋。照明は破壊され、外からの街の灯あかりと月光だけが物体の輪りん郭かくをかろうじて浮きあがらせていた。


    　室内は惨状。床から壁、天井にまで刀とう痕こんが縦横無尽に刻まれていた。室内の机は砕け、本棚は内部の本ごと両断されて、床に散らばっていた。紙片がまだ空中を舞っている。すべてに黒い斑はん点てんや飛沫しぶき。照明がないために鮮血が黒く見える。


    　部屋には死体の山。魔ま杖じよう剣けんを握ったまま、首から食いちぎられた咒じゆ式しき剣けん士しの死体。腕を熊に変えた獣じゆう化か士しは、全身を斑まだらに染めあげ膨ふくれあがって死んでいた。


    　部屋は血臭に満ちていた。


    　死者たちの骸むくろの間に、両断された革張りの応接椅い子すが残っていた。一人だけ座れる個人用となった椅子に、男が座っていた。紺色に細い白の格子が入ったエネメジルド製の最上級の背広。胸元にはあつらえの小さな銀糸の花の刺し繡しゆう。足先は最高級のカランドラ社の靴。薄青のシャツの襟えり元もとは糊のりが利いて、鋭利な形となっていた。自らの膝ひざの上で重ねた両手の下には、革表紙の本。奇妙なことに、本には鎖くさりが巻きつけられ錠前が下がっていた。


    　男の青い目は自らの足下を眺めていた。靴の先に血の滴しずくがついていた。男は右手を伸ばす。袖そでには黒くろ[image: ]さん瑚ごの釦ボタンが並び、さらに白い指に続く。指先で机に転がっている人間の左手を摑つかみ、人体で靴先の血を拭ぬぐう。


    　体を戻しつつ、男は拭った腕を振ってみせる。振られた手の甲には、虎の顔の刺いれ青ずみがあった。


    「さすがハイダーテ一家」


    　男は独白する。


    「黒社会でも弱小組織である理由が分かる。まず門番二人の警戒がまるでなっていない。三大組織なら、相手に無意味な脅おどしをせずに、殺してから考えていただろう」


    　腕は闇のなかで踊らされる。軟体動物のようにも見えた。


    「支社にしても、攻こう性せい咒式士が二十二人しかいない。しかも高位が少なく中位がほとんどだ。三大組織に遠く及ばない人数に装備。弱小組織そのものだ」


    　月光と街灯あかりが届かない闇で、男の青い目が燐りん光こうを発していた。夜に輝く夜行性の猛獣の目のようだった。


    「なんなんだ」


    　ハイダーテ一家、セラディ支社を任せられていた若頭のオドホーンの声は高く上うわ擦ずっていた。大柄の体が、執務机の向こうの椅子で硬直していた。


    　武闘派のハイダーテ一家でも、若いときは人ひと斬きりオドホーンとして鳴らした俠きよう客かくだった。東方の尾瀬一刀流を免許皆伝寸前まで学び、魔杖刀〈一いち文もん字じ春はる虎とら〉を振るって暗闘の死線を何十回と生きのびてきた。


    　全身に九匹の虎の刺青を彫った博徒で、ハイダーテ一家組長であるハイダーテの杯を直接受けた直じき参さん。咒式力だけでなく経営手腕にも優れ、組織の順列で第二位である若頭の一人にまで上りつめた。四人の若頭のなかでも、ハイダーテ一家の次期組長最有力候補とされる大物が、オドホーンだった。


    「なんなんだおまえは。ハイダーテ一家の支社に乗りこんで、全員殺して、なにが目的だ」


    　自他ともに全身が肝であると認めるほど剛ごう毅きなオドホーンが怯おびえる。愛刀の〈一いち文もん字じ春はる虎とら〉は部屋の片隅に握った右手ごと刺さったまま。切断された手から手首には虎の尾の刺いれ青ずみ。


    　椅い子すに座ったオドホーンの右腕は、肘ひじから先が消失していた。左腕も同様に肩から先がない。応接椅子に座る男が振る左腕が、オドホーンのものだった。


    　オドホーンの右脚は膝ひざから先が、左脚は太ふと腿ももから下が消えていた。四肢を失った状態で、オドホーンは執務椅子に座らされていたのだ。


    　四肢の断面は、それぞれ食い千切られ、切断され、爆砕され、溶解していた。四種類の断面からは大量の鮮血が椅子に零こぼれ、さらに床に滴したたり黒い血の海となっていた。攻こう性せい咒じゆ式しき士しでなければ痛覚だけで死に、出血多量でまた死んでいる。攻性咒式士の並外れた生命力と、体内で恒常的に発動する咒式が、オドホーンに安らかな死を許してくれなかった。


    「なんなんだおまえは！」


    　眼前の男は身動きできないようにオドホーンを解体し、話し相手としていた。


    「私は〈動く断頭台〉だの、〈金剛石の殺人者〉など、いろいろ呼ばれているようだ」


    　暗くら闇やみに座す男が楽しそうに答える。男の青い光点となった瞳。背後の闇に、緑色の朧おぼろな光点が点灯する。さらに青や赤。数十もの瞳が現れる。


    「自分では単にアンヘリオと名乗る」


    　アンヘリオと名乗った男が、手で弄もてあそんでいた左手を背後に投げる。アンヘリオの背後の闇に灯ともる光点が尾を曳ひいて動き、オドホーンの左手に殺到。暗闇から肉を引き千切り、骨が砕ける音、無惨な咀そ嚼しやく音おんが続く。


    　オドホーンは自らの腕が闇の生物に食われる光景から目を逸そらす。死に瀕ひんしながらも、アンヘリオを見据える。


    「分かっているのか。セラディ支社にこんなことをしたら、ハイダーテ一家を相手にすることになる」精一杯の虚勢を震ふるえる声で紡つむぐ。「さらにハイダーテ一家の本家であるヤンマール会と、エリダナで協調関係にある黒社会の組織たちを相手にすることになる。おまえは死ぬ。死ぬんだ！」


    　白はく蠟ろうの顔色で俠きよう客かくが叫ぶ。


    「飽きたな」


    　アンヘリオは右手を掲げる。背後の動きが止まる。左手は本の錠前を解除していた。鎖くさりが跳ね上がり、本が開かれる。風もない室内で頁ページが激しく捲めくられていく。紙の嵐のなかで、本の文字が闇に青白く発光しては、捲られていく。本のすべてに膨ぼう大だいな咒印組成式が描かれていた。文字の一つ一つがまた小さな文字で描かれた咒印組成式で、さらにそのひとつひとつが多重多層の組成式を形成していた。


    　闇に残る燐りん光こうが〇と一の数列を作り、実体化していく。本から現れた存在が、天井へと伸びていく。椅子に座すオドホーンの視線が、平行から角度を上げていき、ほぼ垂直となっていた。


    「なんだ、なんなんだこれは!?」


    　歴戦の俠きよう客かくの顔には驚きよう愕がくと恐怖が等分されずに、まったく同じ強度で表出していた。応接椅い子すのアンヘリオは小さく息を吐く。


    「殺人作法の五十三、退屈なものには速やかな死を」


    　右手が下ろされる。室内の天井にまで届く影が、重力に従って降下。鮮血が噴きあがり、オドホーンの絶叫が室内に響く。


    　男の絶叫と咀そ嚼しやく音おんを背景音楽のように、アンヘリオは楽しむ。音の高低に合わせて、右手を軽く振ってみせる。


    「久しぶりに労働というものをしてみたが」


    　死体が散らばり、絶叫が奏でられる室内でアンヘリオの顔から表情が消えた。顔が左側を向き、窓の外を眺める。商業ビルの暗い連なりの向こうに、エリダナの中心地、百万の人工照明が見えた。


    「退屈だな。ロレンゾかハーライル、カジフチくらいが来てくれないと、エリダナでは笑えもしない」


    　アンヘリオのつぶやきは悲鳴の間に交じる。


    「高名なラルゴンキンは、性格が真ま面じ目めすぎて遊び相手に向かないだろう。部下を含めて殺せば楽しいかもしれないが。凶暴さで見るべきものがあったガオ・ン咒じゆ式しき士し会かい、ゴラエフ一家は壊滅したと聞くし」アンヘリオが記憶をたどっていく。「最近目立ってきた若手のなんとかいう二人も、やはりなんとか程度だろう」


    　アンヘリオは椅子に背を預ける。目は天井を眺める。


    「私の遊び相手が務まりそうな存在は、噂うわさに聞くパンハイマくらいか」


    　室内に響くオドホーンの悲鳴は絶えていた。オドホーンがいた場所には、闇やみ色いろの塊が蠢うごめく。黒い物体が振りかえる。緑や赤や青の目の光点がアンヘリオを見つめていた。


    　明らかに敵意。そして食欲と殺意。


    　アンヘリオは左手を伸ばし、机の上の本に触れる。苦く鳴めい。光点の群れは、哀しい叫びとともに即座に咒印組成式に分解されていく。黒い物体から伸びた青白い燐りん光こうの数式が、本の頁ページにつなげられ、吸引されていく。


    　絶叫に嗚お咽えつもまた方程式に分解され、本の頁の文字へと吸われていく。猛風のように吸引され、あとにはなにも残らない。


    　本が自動的に閉じられ、革表紙を見せる。周囲に散った鎖くさりが戻って、本を縛る。錠前が復活して、鍵が閉じられる。本の間から獰どう猛もうな獣の唸うなり声が漏もれる。革表紙の本をアンヘリオの白い指が押さえると、唸り声も消える。


    　静せい謐ひつ。


    　アンヘリオの横顔をエリダナの遠い灯あかりが染めていた。


    「祝祭の開催の宣告はいまだ響かず。ならば今少し準備をしよう」


    　青い目が闇のなかで燐りん火かとなって光る。

  


  
    



    



    二章　太陽に背き、月が寄りそう


    



    



    　　　現実の不条理に苛いらついた人々は、常に分かりやすい解決を求める。


    　　　そして、分かりやすい解決と、虐殺を行おこなう圧制者の言葉は非常によく似ている。


    　　　民衆を無意味な熱狂に巻きこみ、破滅させるという点ではどちらも同じだ。


    
      アンデルケ・マベイド　ヒイラム総統への反対議会演説にて。神楽かぐら暦れき一五五六年

    


    



    



    　朝のエリダナ。早朝から俺とギギナを乗せて、車は街を進む。


    　俺の頭を支配するのは、昨日のアルリアンの老人のことだ。そして銀行口座にある一千と百万イェン。経理手続き上は迂う回かい口座から入った警備料となっているが、気が重い大金だ。


    　助手席のギギナは屠と竜りゆう刀とうを抱えた姿勢で、車窓の外を見ている。


    「〈金剛石の殺人者〉で〈動く断頭台〉という連続殺人者を逮捕したい、というか戦いたいが」


    　ギギナの瞳は街を見ていた。通勤する背広姿や、鞄かばんを提げた学生が目立つ。


    「ヴィネルやナテッロ、警察や同業者からの情報は？」


    「全方面まったく情報がないね」


    　俺は内心の迷いを捨てて、不満顔のギギナに携帯咒じゆ信しん機きを示す。


    「事件に出くわす偶然か、通報がないかぎり、出会うこともないだろう。警察が見つけるか、殺人者がまたエリダナを通りすぎて、別の街で事件を起こすかだろう」


    　連続大量殺人犯は、最後には逮捕されるか、精神が崩壊して自殺することが多い。多いといっても結果が分かっている場合だけで、ほとんどの事件に倣ならってほとんどは未解決になる。


    「そういえば、ラルゴンキン事務所は出てこないのか？」


    　ギギナの問いが重なる。


    「〈長命竜アルター〉級の火竜と眷けん属ぞくの群れがゾッス村を壊滅させたことで、市から要請が出ていた。ラルゴンキン以下主力と各事務所がエリウス群辺境に向かうらしい」


    「羨うらやましいことだが、我らにはまだお呼びがかかっていないな」


    「ラルゴンキン直々に文書で要請があったが、俺が無視しておいた」


    「またドラッケンなぞなぞを教えてやろう。赤い爆発とはなにか。一秒後の貴様の頭だ」


    　ギギナの裏うら拳けんが飛び、後部座席に落ちたのは、運転席の頭を支える部分だった。断面には金属の支柱が見えた。すでに屈かがめていた頭を戻して、運転を続ける。


    「〈長命竜アルター〉の火竜といえば大物、さらに眷属を率いるなら、巨大な獲物だ。なぜ勝手に断る」


    「修理費はおまえの給料から引く。あとそのなぞなぞを二度とするな」何本か持って行かれた髪の毛が俺の膝ひざに落ちるが、もはや日常茶飯事で気にしない。「俺はロワールの護衛契約期間中。ギギナは使徒を捜索中。それともラルゴンキンと仲良しごっこをしたいのか？」


    「それは」


    　強引に腕を引き、ギギナが座席に再び背を戻す。死闘とラルゴンキンへの競争心の間でギギナが揺れる。


    「いいだろう。今さら参加も不可能だろうし、過ぎたことを言っても仕方がない」納得しきれないが強引に納得したようなギギナの声。刃やいばの目はエリダナの街を見ていた。「あらゆる不吉な存在を呼びよせる貴様の不運で、使徒を私の目の前に出現させてほしい」


    「見つかりさえすれば、殺人犯は楽な相手だがな」


    　俺の言葉にギギナが顎あごを引いて同意する。咒式士の共通見解だ。二人を乗せて、ヴァンは街を進む。頭部を支える部分がないから、微妙に運転しにくい。


    「使徒らしき事件を追うなら、ギギナが勝手に続けてくれ。他の警備や護衛の仕事も忘れるなよ。俺は予備校に行く」


    　街を見ていたギギナの目が俺に向けられる。


    「まだ予備校の講師をしているのか？」


    「出勤のついでに、おまえという不法廃棄物を運んでやっている俺に感謝してほしいものだ。感謝のあまり死んでくれないか？」


    「乗ってやっていることに感謝して貴様が死ね」ギギナの顔には憂い。「予備校の講師に娼しよう婦ふの護衛と送り迎えの運転手。年々、貴様が攻こう性せい咒式士には見えなくなってきた」


    「俺もそう思うよ」


    　老人の死に関与したことによる一千百万イェンがあっても、一生遊べる金でもない。せいぜい新しい店を出す程度の金だ。日々の仕事をしなくてはならない。


    　円筒形のビルを裏から左折すると、エリダナのクベン通りに人の輪ができていた。


    　人々の頭の連なりの先に、白と青に塗りわけられた警察車しや輌りようと、群ぐん青じよう色の制服の警察士たちが立っていた。


    　傍かたわらには、紺色の背広の男。事件と言えば現れる、腰に魔ま杖じよう剣けんを下げた攻こう性せい咒じゆ式しき士し。肩までという長めの髪が揺れる。男の横顔に、見覚えがあった。窓から呼びかける。


    「メッケンクラート、まだ生きていたのかよ」


    「ガユスにギギナか」


    　煙草たばごを銜くわえた中年男が俺たちを見つける。人の輪の外に出てきたメッケンクラートに、車を寄せて停車させる。男が俺たちを見て口を開いた。


    「あいかわらず口が悪い」


    「死ね殺す殺した、がエリダナ流挨あい拶さつだろうが」窓から人の輪を顎あごで示す。「メッケンクラートが出張っているということは、めんどうな事件か？」


    「ガユスとギギナとは違って、俺は人間専門だからな」


    　煙草を携帯灰皿に押しつけて、メッケンクラートは言葉を濁した。


    　メッケンクラートは〈異い貌ぼうのものども〉をあまり相手にしない、ほぼ人間相手の攻性咒式士だ。七人の中、高位咒式士の部下を持つ小さな咒式士事務所の長おさで、俺もギギナも一目置いている。手数が足りないときは、何回か組んで仕事をしたこともある。


    　純粋な力の勝負であることが多い〈異貌のものども〉相手と違い、人間相手の攻性咒式士は情報や機動力、とくに忍耐力の戦いになる。攻性咒式士としての階かい梯ていは強さの指標だが、格とはまた別だ。


    　車の窓から、人だかりを眺める。人々の顔には無責任な興味と同時に、嫌悪感があった。メッケンクラートも鼻の頭に皺しわを寄せている。俺は問いを投げる。


    「見物人が多いが、使徒の新しい事件か？」


    「使徒か、それなら納得もできたのだが」ようやくメッケンクラートが口を開く。「小者がやったのだろうが、使徒事件に次ぐような胸くそ悪い事件だ」


    　男の声と顔は苦く渋じゆうを溢あふれさせていた。


    「三十分ほど前、よくある強盗が通行人から金品を奪った事件だが、生死を問わない賞金首として即座に認定された」


    「強盗ごときを即座に賞金首ということは、検事や賞金首管理局は張りきりすぎじゃないか？」


    「たまたま近くで移動中の我らの事務所が現場に急行したのだが……」


    　メッケンクラートの目が、奥からの悲鳴に遮しや断だんされる。路地に停車した救急車が見えた。救急隊員が担架を運んでいく。上には被害者が横たわって悲鳴をあげ、白いシーツを不吉な赤が染めていた。


    　被害者の老人の顔は、両目がある位置に赤い穴が穿うがたれていた。両手で抉えぐられた傷跡を押さえようとするが、手首から先が存在せずに血を噴出させていた。救急隊員が被害者の腋わきを縛り、咒じゆ式しきで止血しながら移動していく。


    　担架の被害者が激痛に叫ぶも、意味のある言葉にならない。赤い水たまりとなった口のなかには、舌が存在しなかった。無惨な犠牲者を乗せた担架は、救急車の後部に積まれていく。


    　路上で、メッケンクラートが口を開く。


    「老人を襲って逃げた強盗は、再び現場に戻った」男の視線は救急車に向けられていた。「痛みに呻うめいている被害者の眼球を刃やいばで刺し、舌を切りとり、両手を切り落とした」


    　犯罪を専門とし、眺めてきた攻こう性せい咒式士が苦い響きで言葉を吐きだした。俺は唇くちびるを引きむすぶ。隣のギギナは無表情だった。証言をさせないための処置だと思いたいが、いずれは咒式治ち療りょうで回復できる。犯人は被害者に苦痛を与えたいだけだった。


    「エリダナにおける犯罪は年々不条理で理不尽になっているが」


    　俺の言葉は被害者の無音の叫びに混じる。


    「平凡な感想だが、攻性咒式士として凶悪犯罪を見つめてきた俺でさえ、最近の犯罪は理解できない。〈異い貌ぼうのものども〉より人間のほうが恐ろしい、などという陳腐な言葉が意味を持ちはじめたような気がする」


    「もちろん昔から犯罪は残酷で非人間的で、そしてどこまでも人間的だからな」


    　メッケンクラートの横顔にも陰いん鬱うつさがあった。


    「遠くの殺人者殺しに負けずに、〈ザッハドの使徒〉に通り魔と、エリダナには事件が山盛りだな」


    　人の波の間を、救急車が抜けていく。関心を失ったように、人々が去っていく。曲馬団の見せ物が終わったかのように、感想を言いあい、街に散っていく。


    「そうだガユス、また話があるから時間があるときに言ってくれ」


    「またあの話かよ」


    「今度、時間があるときでいいから、一度聞いてくれ。こちらも材料をそろえている」


    　メッケンクラートが手を挙げ、エリダナの雑踏に去っていく。街の猟犬にできることをしにいったのだ。俺とギギナは救急車の後ろ姿を見送る。


    　苦い気持ちが溢あふれる。


    「ユラヴィカやバモーゾのような殺人嗜し好こう症しようがエリダナに溢れだしたと思えば、気分がより暗くなるな」


    「ユラヴィカか」


    　名前を繰り返すギギナの目は変わらない。わずかに哀惜の色が掠かすめたように見えるのは、俺の気のせいだろう。


    「上う手まく言えないが、あれと使徒、殺人者は違う」


    「どう違う？」


    「分からぬ。ユラヴィカは弔とむらってやったが、使徒にそれをする気は湧わかないだろう」


    「弔とむらった？」


    　驚きを込めた返答。


    「弔うといっても、ただ屠と竜りゆう刀とうゾリューデを自宅の敷地に刺してあるだけだ」


    　メトレーヤで俺とアナピヤが溺おぼれたときに、ギギナと別れた。その間に拾っていたのだろう。アナピヤの遺体を俺と運ぶときに、屋根なしのヴァンに乗せていた、というところだ。もちろんわざわざギギナが教えてくれるわけもない。不便な相棒だ。


    　ギギナの目で複雑な感情が入り混じる。意外なことだったが、やはりギギナにとってユラヴィカは特別な相手だったようだ。ギギナと同じドラッケン族で、剣術と体術の達人。珍しい珪成系咒じゆ式しきの使い手。強すぎたがゆえに、同じドラッケン族を獲物とした狂きよう剣けん士しだった。


    　剣技においては、ユラヴィカのほうが上。格闘技については、立ち技と投げ技中心のギギナより、関節技や寝技でユラヴィカのほうが圧倒していた。総合力で見て、ギギナに勝ち目はなかった。


    　しかし自身の体を貫いた刃やいばをさらに根本まで差しこんで接近するという狂気の奇策で、ギギナが打ち破った。おそらく、ギギナにとって最初で最後の好敵手だった。


    「では仕事に向かうか」


    　発車しようとすると、助手席のギギナが車の扉に手をかける。


    「私もメッケンクラートの通り魔事件に乗る」


    　ギギナが助手席を降りる。扉が閉まり、先を行くメッケンクラートにギギナが追いつき、並んで進んでいく。メッケンクラートが熱心に話しかけるが、ギギナは無言で前進していく。


    　俺としては先約の副業に向かうしかない。車はエリダナの街へと再び走りだす。


    



    



    　予備校の講師の時間をこなす昼が過ぎていく。咒式理論を生徒に分かりやすく解説して金がもらえる講師は、まっとうな仕事だ。


    「だから、ここではデレーエの公式を使って咒式の構築を」


    　語尾に重なるように電子合成された鐘の音。終了時間が来たことが告げられる。途端に生徒たちが立ちあがって、帰宅しはじめる。


    「エリダナでまた殺人事件だってよ」「この口紅、乗りが悪い。マイディの口紅にしておけば良かった」「殺人事件なんか珍しくもない。大昔にザッハドが起こした事件のほうがよほど凄すごいよ」「ベンティラの四番を使わないからだっての」「大昔って二十年ほど前だろうが」「使徒の殺人だってよ、すげえ」「生まれる前のことなんか大昔だろうが」「今日なにする？」「駅前のホッド堂に寄る？」「使徒みたいに俺も殺したいよ。あいつウゼー」「眠い。驚くほど眠い」


    　もはや音の洪水だ。ざわめく生徒の流れに従って、講義室の外に向かう。


    「さよならセンセ」


    「まったね、ガユっち」


    　男女の生徒がそれぞれにする挨あい拶さつに手を掲げて、返答しておく。殺人事件や〈異い貌ぼうのものども〉などの非日常にだけ生きていることは、俺にはできない。もしかすると、日常という重しのために講師をしているのかもしれない。


    　生徒の流れから離れると、廊下の端に見知った背中。長い髪に薄い肩。俺は歩調をそろえる。


    「テュラスか」


    「センセから話しかけてくれるなんて珍しいですね」


    　横に歩く女生徒のテュラスは元気な顔をしていた。そして、声も元気すぎた。初春や初夏の事件のことを、俺も忘れていない。テュラスの従兄いとこ、学校の、そして予備校での先輩であるフリューとリゼリアのことを、それぞれの死と悲惨な末路を忘れられるわけがなかった。


    　優しく残酷な忘却の恵みを受けとるには、まだ時間が足りなかった。テュラスも俺も、そして彼女にも。


    「無理はするな」


    　俺は左手を伸ばして、テュラスの肩を叩たたくに留とどめる。思い出したようにテュラスが手を伸ばし、俺の伸びた左手に絡からめてくる。


    「センセ、慰なぐさめてくれる？」


    　慰めてやりたいと思うが、テュラスが欲しがるものは俺だ。与えるべき余地は残っていない。


    　違う。今だけは俺にも余裕がない。ジヴーニャとの別れは俺からすべての余裕を奪っている。


    　俺は不自然にならないように手を解ほどく。テュラスも逆らわなかった。


    「そういえばこの前、センセが車に乗っているところを、下の学年の生徒が見たんですけど」


    　テュラスの目に小さな火花のような怒りが宿る。


    「アルリアンの人や銀髪の美人だけでなく、黒髪の美人を乗せていたそうですね」


    　最初はかつての恋人、次は美び貌ぼうのギギナを勘違いしたのだろう。最後の人物が分からないが、この前から始めている派遣娼しよう婦ふの護衛で乗せた誰か。外見から類推すると、チェレシアのことだろう。どこに知りあいの目があるか分からない。


    「そういうこともある」


    「センセ、節操がない」テュラスがなぜか怒っている。「節操がないなら、ないなりにもうちょっと私にも……」


    　考えこむテュラスに対して、俺は答えようがない。間抜けのように、黙って廊下で立っているだけだ。仄ほのかな好意、に転換しようとする少女の強がりに反応してはやれない。


    「元気にな」


    　定型句で少女を励ますことが、今の俺にできる限界だった。顎あごを引いて、テュラスの表情が変わる。儚はかない微ほほ笑えみとなっていた。


    「そう、ですね。それがセンセ、ですよね」


    　少女の足が動く。テュラスは寂しい横顔で先に進んでいく。長い髪を揺らして、人の流れに消えていった。


    　俺は廊下を左に曲がって、人の流れから離れる。一階の廊下を進んで、講師控え室に入る。横にある棚に日報と出席簿を提出した。同僚に挨あい拶さつだけして外に向かう。


    　一階の廊下を進み、校舎裏の駐車場に出る。日射しが明るい。視界の端、非常階段の二階へ向かう段に、人影があった。


    　逆光の階段に生徒のノエスが座っていた。口の煙草たばこから紫煙をたなびかせながら、携帯で話していた。


    「予備校と副業に行ったら帰るよ。本当だって」


    　ノエスは苛いら立だちを強引に抑えた丁てい寧ねいさで返していた。


    「違うって、単車に乗ったり遊びに行ったりする金じゃない。将来の学費の足しだよ。ああ、ついでにイングレイを外に出してくれ。たまには外で遊びたいだろうから」苛立つノエスの声が続く。「うん、迎えに行くから頼むよ」


    　強引に携帯を閉じる少年と、俺の目が出会う。俺は軽くうなずくだけにして、校舎横の自販機に向かう。携帯を翳かざして支払いをし、缶珈コー琲ヒーを買う。自販機の内部に騒々しい音をして落ちてきた缶を拾う。蓋ふたを開けつつ声を投げる。


    「大変そうだな」


    「単車の件は親に対して秘密か。親に秘密があるならいいことだ」俺は意味もなく問いかける。「イングレイとは犬か？」


    「弟ですよ。俺の生き甲が斐いなんですけどね、どうにも母親が俺たち兄弟に過保護なんですよ。弟はあまり外に出してもらえないのが、ちょっとね」


    　ノエスが立ちあがっていた。自販機の横にある講師用の灰皿に、煙草を投げすてる。内部の水で煙草が消える音。俺は缶の蓋を開けて口をつける。砂糖入りで甘い。


    「大変そうだな」


    「そちらも」


    　ノエスが返す。


    「思春期の生徒の相手をする職業なんて大変だ」そこでノエスは自じ嘲ちようするように笑う。「いや、俺の相手をして、わざわざ家庭の事情を心配するような演技も含めてですよ？」


    　俺は珈琲を飲んでいく。


    「学生の生活もそれはそれで辛つらいだろう」


    「そうですね」


    　自分の過去を振り返ることもしない脊せき髄ずい反射的な俺の問いに、ノエスがうなずく。


    「級友や街の仲間に気持ち悪いやつだと思われないように、明るく楽しい人物を演じて、空気を維持する。将来の心配や恋愛、家庭の事情などといった暗い話は、空気を読まない話だからできない」


    　先ほどのノエスの家庭の話も、俺がたまたま聞いただけだろう。


    「ただ、陰湿な言葉や肉体の暴力を娯楽としているって状態ですよ」


    　ノエスはもう一本の煙草を取りだし、唇くちびるに咥くわえる。


    「そういえば、予備校では諍いさかいもほとんど起こらないですね」


    「全員に大学合格という目標があるからだろう」


    　缶から口を離し、答えてみる。


    「他人を虐待している学生は、相対的に目標が遠ざかる。学校では、なにも目標がなくて日々が退屈なお猿さんたちが強制的に詰められて、生き残るために共食いをしているだけ」退屈な事実を続けていく。「社会人になれば、学生時代など比べものにならないくらい、企業がたっぷりと絞しぼってくれる。人生は我慢大会の側面があるようだ」


    　間を取るように、俺はもう一口飲む。


    「俺がおまえの喫煙になにも言わないことと同じだ。講師としては成績が上がって進学実績を出してもらえれば、あとはどうでもいい」


    「無責任ですね」


    　また一口飲むと、珈コー琲ヒーの缶は空からになった。


    「違うね。内面や精神の形成は家庭と本人の仕事であって、講師である俺の仕事の範囲外だ。健康を害するくらいのことを、俺がおまえに嫌われて、さらには刺されるかもしれない危険性まで侵して注意するほどの義理も善意も、関係性もない」


    　過剰な干渉を避けるため、ノエスではなく自分に言い聞かせるための言葉だ。


    「それとも他人でしかない俺が、おまえの知識ではなく、精神まで作っていいのか？　なにを好きになり誰を愛するのかまで、他人が洗脳して決めていいのか？」


    　俺の問いにノエスは沈黙する。俺の胸にも苦さが去来する。答えは決まっている。アナピヤはそれを許さなかった。命を懸けて拒否した。誰も許しはしないだろう。


    　黙りこむ俺をノエスが見つめていた。若いノエスには、話の接つぎ穂が見あたらないのだろう。ノエスと話すことで思い出した。


    「そういえば、ゴートレックはどうしている？」


    　俺は問いを投げかけてみる。ノエスの顔には軽い驚きがあった。


    「あの引きこもりのことですか」


    「おまえの級友だろうが」


    「同じ教室にいただけの存在ですよ」


    　俺とノエスで家庭訪問をしたが、ノエスにとっては不愉快な思い出らしい。ゴートレックは学校どころか予備校にも馴な染じめず、進学や労働の意欲もない。すでに一年も前から予備校にも来なくなっていたらしい。二回しか出席していない生徒を覚えていることは難しい。


    　学校の熱血教師ではない俺には、ただ予備校の方針、事件を起こす前に退学してもらうことを伝えるだけで、とくに助けることもしなかった。助ける理由と関係がなかった。


    「あれはまだ生きているのか？」


    　俺が問いを口のなかで転がしたあと、ノエスは苦笑している。


    「ガユスさんがまだゴートレックのことを気にかけているとは驚きです。もしかして、先生気取りですか？」


    「べつに。おまえと対ついで思い出しただけだ」


    　即座の返しに、ノエスの顔に苦痛が浮かぶ。子供相手に厳しい返しをしてしまった。俺は、かつてノエスとゴートレックは表われが違うだけの同じ立場のものと指摘したが、ノエスの年齢ではまだ現実を、両者が同類だということを受け止められない。俺にも不可能だろう。


    「あいつは」ノエスが口を開く。「今はあの家に閉じこもっているわけでもないそうです」


    「変わったのか？」


    　興味もなく反射的に返答した、ように俺は見せた。


    「俺がゴートレックと仲良しだと勘違いしている、あいつの母親が教えてくれました」


    　ノエスの声はどこか嬉うれしそうだった。


    「俺とガユスさんの訪問が良かったのか切っかけになったのか、たまに外出しているそうです」


    　ノエスから聞くゴートレックの現状こそ意外だった。二人ともなにもしていないから、他に外出の切っかけがあったのだろう。ゴートレックが読んだ漫画か電網上での誰かの助言か、なにが幸いになるか分からない。良い結果になるなら、切っかけはなんでもいい。


    「そうか」


    　個人的な感想は一言で終わる。他人、とくにゴートレックについて他の感想がない。通行人すべてに興味を持てと言われても、人間には不可能だ。なにより、今の俺はエリダナ連続殺人事件のこと、別れの苦痛のことで思考許容量が限界に達していた。


    　ノエスも話すことがない。俺の足は別れの挨あい拶さつもなく駐車場を移動して、自らの単車に向かう。跨またがって、動力を起動。午後のエリダナへと走りだした。


    



    



    　ビルの群れがそびえるネレス通りの脇にある、ネレス公園。広めの公園には、煉れん瓦がを敷きつめた遊歩道が造られている。鉄棒や滑り台などの遊具で遊ぶ子供たちは、無邪気な笑声をあげていた。屋根が設しつらえられた長椅子ベンチで、母親たちが歓談している。鉄枠から鎖くさりが下がり、座席の板を揺らす鞦韆ぶらんこには、なぜか昼ひる日ひ中なかから背広の中年男が座っていた。


    　学生らしき男女の恋人が、手をつないで遊歩道を歩いていく。青々しい葉が茂った梢こずえの先には、周囲のビルの窓が見えていた。


    　暑気を払う噴水の近くには、長椅子ベンチが設置されていた。長く青い髪、細い顔のシエリエ、短い赤毛に、大きな目のユピカ。


    　そしてジヴーニャが長ベ椅ン子チに座っている。食費を節約するために、三人で並んで手製のお弁当となっていた。シエリエは質素なパンに果物。ユピカはかわいい赤や緑の色彩に溢あふれる弁当だった。


    　会社の仕事の話をしながら三人は食事をしていく。シエリエの目がユピカの弁当箱を眺める。


    「ユピカのお弁当はかわいいね」


    「お母さんが作ってくれた」


    　鶏の唐揚げを口いっぱいに頰ほお張ばりながらユピカが答える。


    「いい年なんだから自分で作りなさいよ。それだから彼氏を捕まえられないんじゃない？」


    「うっさいなぁ。シエリエはお母さんか」


    「ユピカみたいな娘はいりません～」


    「シエリエみたいな母親がいなくて良かったです～」


    　答えたユピカの目が隣の弁当に目を向ける。


    「ジヴーニャのお弁当、かわいい。超美お味いしそう」


    　目はジヴーニャのお弁当にそそがれていた。挽ひき肉の甘団子に卵焼きに赤ピーマンと筍の炒め物やトマトの輪切りは、レタスによって美しく区切られている。端はしには東方のご飯が詰められていた。ユピカの目に食欲が溢あふれ、喉のどを鳴らす。


    「一個ちょーだい」


    「どうぞ」


    　ジヴーニャが慈母のように微ほほ笑えみ、弁当箱を差しだす。ユピカの肉叉フオークが迷うように動き、獲物を選ぶ。迷ったすえに急降下攻撃。反転し、捕らえられた挽き肉の甘団子をかわいい口に含む。嚙かんで舌で味を楽しむ。


    「うまっ」


    　ユピカが目を輝かせて、さらにジヴーニャのお弁当に襲いかかる。


    「もっと、そしてもっと！」


    「はいはい」とジヴーニャは笑顔で分け与える。


    「なにこれ、うまっうまっ」とユピカの肉叉フオークは、ジヴーニャの弁当と口の間を往復していく。シエリエも耐えきれなくなり、肉叉フオークを出してジヴーニャの顔を窺うかがう。目線で許可が出たため、卵焼きを選んで、口に運ぶ。咀そ嚼しやくするシエリエの顔に驚きが広がっていく。


    「なにこれ、本当に美味」


    　目はジヴーニャを別の生物であるかのように見つめていた。


    「一昨年、お泊まり会で食べさせられたジヴーニャの料理は本当に最低だったのに、いったいなにがこの進歩というか転生を成し遂げさせたの？」


    　シエリエの言葉にユピカも顔を上下させて同意する。


    「あれは、火を手に入れていない類人猿と人類の境目だった太古を思わせる、生焼けの肉料理だった。さらにお米の山から顔を出した魚料理は前衛すぎる前衛芸術に思えた。そして地獄の底から生まれた紫色のスープはいまだに正体が分からない。あれを食べて、私は毒殺されるのかと思った」


    「酷ひどすぎない？」


    　相手の指摘にジヴーニャが苦笑する。


    「あのころは単に料理の仕方が分からなくて、勘でやっていたから変になっただけ。今はきちんと手順どおりに量を調べて、味見しながら作っているだけです」


    「あの料理下べ手たがよくぞここまで。お姉さんは嬉うれしいよ」


    　シエリエも笑う。ジヴーニャが意識せずに続ける。


    「それはガユスが教えてくれたか……」


    　言葉が途切れる。ずっと避けていた恋人の名前を口にしてしまい、感情が溢あふれてきたのだ。かつての恋人が教えてくれた料理だと思い出し、さらに激情が吹き荒れる。


    　激情と同時に、両目から涙が溢あふれる。透明な滴しずくは両りよう頰ほほを伝い、顎あごに達する。声もなく、ジヴーニャは泣いていた。涙を押しとどめようとする努力は、まったくの無意味だった。二人の友人も自分たちの話題の結論を予測できなかったことを恥じた。


    「ジヴーニャ、ごめん」


    「泣かないで」


    　左右から友人がジヴーニャを気遣う。ジヴーニャは手の甲で涙を拭ぬぐう。紙で洟はなをかむ。


    　赤い目で微ほほ笑えみ、二人の友人に頭を下げる。


    「女がよく流す意味のない涙だった。私こそごめん」


    　ジヴーニャは再び洟をかむ。赤い目を擦こすってさらに赤くする。それで涙は収まった。


    　三人は無言で食事に戻る。シエリエの肉叉フオークが止まる。口を開き、また閉じる。それでもまた口を開く。


    「お節介だけど、いい？」


    　ジヴーニャは答えない。


    「ロザニーみたいにお節介になるかもしれないけど、やはり言うべきだと思うから言う」シエリエが続ける。「泣くほど哀しいなら、戻るべきでは？」


    　ユピカも賛同する。


    「そうだよ。二人が戻れば、ロザニーも前みたいに戻る」言っている途中で、ユピカは一人で盛りあがる。「そうだよ、そうすれば今までの哀しいことも大団円のための前フリになるよ」


    　ジヴーニャは寂しく笑う。


    「現実の人間の心理はそう簡単には割りきれない。まだ私はあの人を」苦痛のままに言葉を吐きだす。「ガユスを許せていないし、許せない私を許せない。それはまだ無理なの」


    　小さく首を振る。


    「だから、それはできない」


    　ジヴーニャは苦く渋じゆうの決断を下したのだ。その痛みを引き受けることも決めた。ならば簡単に翻ひるがえすことはできなかった。


    　ジヴーニャの内心を思って、ユピカとシエリエもそれ以上は控えた。ジヴーニャは微笑む。


    「だから」


    　優しい微笑みだった。


    「次からはロザニーを誘いましょう」


    　ジヴーニャが笑う。シエリエとユピカが顔を見合わせる。


    「いいの？」


    　二人は同時に問いかける。ロザニーは確実に別離の一因だった。


    「人は必ず間違う。許せない間違いもある。そしてロザニーも私自身も許せないけど」ジヴーニャは続ける。「女の子のその仲間はずれが好きではない。まず自分を許すために、ロザニーを許していきたい」


    　ジヴーニャは力強く告げた。ユピカとシエリエは互いの顔を見て、そしてうなずいた。


    　まずは一歩。途絶えた歩みを再開していくしかない。二人の道が交わらないにしても、日常は続いていく。めでたしめでたしの大団円でも不条理な悲劇のあとでも、まだ人は生きていく。


    「今日の夜は久しぶりにみんなで飲もう」


    　ジヴーニャの言葉に、シエリエとユピカがうなずく。


    「シジフォ亭を予約しておくよ」


    　ユピカが笑う。


    「会社の男どもも呼ぼう。あいつら女がいればどこでも来る」


    　シエリエが優しく微ほほ笑えむ。ジヴーニャも微笑む。


    



    



    　いわゆる〈金剛石の殺人者〉で〈動く断頭台〉というザッハドの使徒はいまだに逮捕されない。被害者の目と舌を抉えぐり、腕を切った、使徒のような強盗も逮捕されていない。


    　ということは、当然の理ことわりとして、俺の、派遣娼しよう婦ふの〈百ひやつ花か館かん〉の護衛に送り迎えの運転手ごっこが続くこととなる。売れっ子のチェレシアを中心に送迎が続く。


    　夜を進む車の助手席のチェレシアは、美しい東方風の衣装を着ていた。袖そでなしの黒いドレスには、金糸銀糸で長い蛇へびのような生物が描かれている。東方の竜は、こちらの竜と違って長い体なのだ。


    　スカートの脇には深い切れこみが入り、艶なまめかしい太ふと腿ももの一部が見える。たまに目線が誘われるが、事故を起こさないために目を離すことを繰り返した。


    　チェレシアの襟えり元もとには羽を重ねた襟巻き。貴婦人のような姿だった。


    「続きは？」


    　チェレシアが途絶えていた会話の続きを催促する。美しさを観賞していた俺は会話を止めていたようだ。


    「そこで、俺のレーリニヒ叔母さんの顔色は蒼そう白はくだった。心配してどうしたのかと確かめると、彼女は真剣な顔をして『ガユスちゃん、私、癌がんかもしれない』と告白してきた。小学生の俺は叔母さんの死の予兆に動揺したよ。そして叔母さんは俺に、手を向けて」


    　俺は空あいている左手をチェレシアに向ける。


    「そして『ほらここが癌なのよ』と言った」


    　操縦環ハンドルから右手を離して、左手首の関節の膨ふくらみを指し示す。空白。チェレシアの顔に広がる疑問の表情。


    「え、と、そこは手の関節、だよね？」


    「ああ、俺はそれを指摘したよ。彼女は驚いたような顔をした。レーリニヒ叔母さんは生まれて四十数年、ずっと手首の関節を見ているのに、ある日いきなり膨らみに気づいて癌と思いこんだらしい」


    「なによそれ」


    　チェレシアが笑う。叔母さんのとんでもない気づきは、チェレシアの予想を超えていた。


    「俺はそれ以降、レーリニヒ叔母さんの頭を信用していない。おそらく癌がんは叔母さんの脳のほうにあったのだろう」


    「ごめん、失礼だけどレーリニヒ叔母さんは凄すごい。よくそんなことを思えたよね」


    　チェレシアは笑っている。他愛もない思い出話だが、女性にはそんな話のほうがいいらしい。渋じゆう滞たいや工事による迂う回かいで不機嫌になった女を宥なだめるには、会話をしてやるしかなかったのだ。助手席ではチェレシアが体を捻ひねって俺の横顔を見つめている。スカートの切れ込みが広がり、艶なまめかしい太ふと腿ももが見える。高尚な美術鑑賞を続けたいが、止やめておこう。


    「他になにかおもしろい話はないの？」


    　女の甘えた問いかけを聞きつつ、俺の目は計器板の時計を捉とらえる。


    「時間に遅れそうだ。少し近道をしよう」


    　話をしている時間がないと分かり、チェレシアは不満そうだった。車は北東部のセラディ通りを下っていく。近道をしようとして、俺は少し厄介な事態に気づく。遠回りだが、道を変える。車を徐行させて角を曲がっていく。チェレシアは疑問の顔。


    「なぜ遠回りを？」


    　勘が良い女だ。


    「セラディ通りの一部には、ハイダーテ一家の支社があるからな」


    　一言でチェレシアが納得し、助手席に体を戻す。


    「三大組織の規模には及ばないにしても、ハイダーテって中堅組織の一角だね」


    「武闘派組織でセラディ支社にも数十人の咒じゆ式しき士しが詰めている」俺は車を徐行させる。「長おさであるオドホーンは魔ま杖じよう刀とう〈一いち文もん字じ春はる虎とら〉の使い手で鳴らしている、獰どう猛もうな咒式剣士だ」


    　チェレシアの顔には不安の色が掠かすめる。


    「ロワールの末端の高級娼しよう婦ふと、雇われ運転手兼護衛が会いたい相手ではないだろうね」


    「どこで難癖をつけられて問題になるか分からないから避けよう、ってことさ」


    　チェレシアに返事をしつつ車を進める。


    　避けようとしたが、前方には白と青の市警の警察車しや輌りようが道に停とまっていた。進入禁止の黄色い帯が道路を横断し、前には人だかりができていた。物見高い人々が、奥を見ようとして背伸びをし、首を伸ばしている。


    　人混みに邪魔されて車が進めない。窓からハイダーテ興業支社ビルの正門が見える。


    　ビルの前に、魔杖剣で武装した警察士の紺色の制服の群れがあった。警察士たちは、殺気だって武装した男たちを制止している。ハイダーテ一家の攻こう性せい咒式士たちが入れろと言えば、警察士は入れられないという問答を繰り返しているらしい。


    　頭の角度を変えてハイダーテ興業ビルの門を見ると、破砕されていた。鋼鉄製の扉が内側に向かって大穴を開けられている。周囲には鮮血。門から敷地へは、爆裂によって大地が抉えぐられ、雷撃によって焦げていた痕こん跡せきが一直線に続く。


    　門の奥から、一般の警官二人が担架を押して出てくる。ハイダーテ一家の押し殺した叫びがあがる。


    　警官が運ぶ赤に染まった担架の上には死体。上半身と下半身に分かたれた死体の間に、内臓が零こぼれている。頭部が消失した死体は、体の各所が円形に削られていた。膨ふくれあがった紫色の腫しゆ瘍ようを全身にまとった死体まである。それらはまだまともで、原形を留とどめない赤色の肉に内臓の塊にしか見えない死体が続く。死体というより、肉片といったほうが正しい。


    　支社に詰めていた構成員たちの死体が続々と担ぎだされていた。


    　警官が配慮したのか歪ゆがんだ皮肉なのか、切断された手足を持ち主の死体の横に載せている。


    　ハイダーテ一家の構成員たちは、凄せい惨さんな同胞の死体に言葉を失っている。ビルから生存者が一人も出ないということは、ハイダーテ一家のセラディ支社が全滅したのだ。


    　最後に担ぎだされたのは、肥満体の死体。担架に添えられている腕には、複数の虎の刺いれ青ずみ。右手のほうは折れた魔ま杖じよう刀とうを握っていた。構成員たちの間に広がる衝撃。その場に崩れて尻しり餅もちをつくもの、死体と腕が載った担架に縋すがりついて泣きだすものまでいた。


    「おいおい、あのオドホーンまで殺されたのか」俺の唇くちびるは驚きのままに言葉を吐きだす。「護衛はそこそこだが、あいつは尾瀬一刀流を使う凄すご腕うでの咒じゆ式しき剣けん士しだぞ。どこの誰が護衛とオドホーンを殺せるんだ？」


    　使用咒式を知っておきたい。胸くその悪さを堪こらえつつ、死体のひとつひとつに携帯を向けて、写真を撮っておく。因果な商売だ。


    　泣き叫ぶ構成員たちの一人が振り向いた。進入禁止の帯の外の人々、そして俺を見た。


    　俺は急いで車を発進させる。急加速で車の列を抜かしていく。チェレシアも助手席で身を竦すくめている。ハイダーテ一家の家風なら、まずそれらしき相手を殺して組織の面目を保ち、それから真犯人を捜すなど平気でしてくる。興味本位で現場にいれば、俺たちが襲撃の犯人にされかねない。


    　セラディ通りから、オーボイエンヌ通りに抜ける。車の流れの先頭へと抜ける。


    「怖いね」


    　チェレシアの感慨。恐怖以上に、俺の胸中には疑問。


    　ハイダーテの支社の全員、二十数人の攻こう性せい咒式士とオドホーンを殺した存在は、おそらく一人だ。複数の襲撃なら玄関や壁に大量の咒式攻撃があるはずだが、それがない。ハイダーテ側の襲撃は一点に向かっていた。


    　携帯で撮影した写真を横目で確認。死体は破砕され、切断され、食いちぎられ、毒殺といくつもの傷口があった。


    　咒式士がただの一人で複数系統の咒式で、ハイダーテの支社を壊滅させたと見るべきだ。


    　直接俺に関係ある事件ではないが、出会いたくもない相手だ。ラルゴンキンは不在にしても、パンハイマが相手をすればいい。携帯の画像を切る。


    「それより仕事だ。犯罪見物で時間を食った」


    　まだ後方を見ているチェレシアの興味を断ち切るように、俺は車を加速する。


    　疑問も後方に投げすてる。


    



    



    　高速で走る車は、乗用車や輸送車の群れを追いぬく。車列の先頭に出ると、前方には高い建物と広めの敷地が見えた。右に逸それて、減速。徐行して右折していく。


    　二人を乗せた車は、エリダナ東北部のロペズホテルの敷地に入る。ロペズは伝統と百年の格式を誇る、エリダナでも名のある高級ホテルのひとつだ。二十階建ての大きめの建物で、奥の別館も合わせて五二一もの客室数を誇る。


    　問題があるとしたら、エリダナ三大組織のひとつであるロワールが経営に関与していることだろう。かなり前にホテルは乗っ取られ、幹部のレンネンスが経営権を握っている。三大組織の合法化路線の象徴のひとつだ。


    　ポレポネじーさんの話によれば、ホテルの一室は今回のように高級娼しよう婦ふを相手にする客のために確保されてある。また、政財界や芸能界の大物の痴態を隠し撮りするための部屋もあり、あとで脅迫されることになっている。


    　タクシーが次々と乗りつけ、制服の門衛が客を迎える正面玄関を通り過ぎ、横手にある駐車場へと向かう。徐行しつつ、計器板の時計を確認。


    「野次馬はあったが、時間に間に合いそうだ」


    　車の列の間を、俺たちの車が進んでいく。


    「今日の客は気乗りしない」


    　助手席のチェレシアのつぶやきが、車内に落ちて、後部座席に転がっていった。


    「ゴワイエンっていう最低の豚よ。指名された他の女の子たちも嫌っている。縛って殴なぐって嚙かみつくのが趣味の異常者。ただ親の遺産で生きているだけの無能。だから気が乗らない」


    「気乗りするときでもあるのか？」


    　車を右折させながら俺は問いかける。


    「そういえば」チェレシアは考えこみ、続けた。「新人のときはたまにあったけど、今はない」


    　女の寂しい笑み。高級娼婦と運転手の間にあるのは、熱意のない会話だ。高級車の鼻先が並ぶ列を横切り、奥の一角に空いている指定席を見つける。運転席から背後を見つつ、操縦環ハンドルを回して車を収めていく。停車して動力も切る。助手席のチェレシアは動かない。


    「でもやっぱり行きたくないな」


    　子供のようにチェレシアが拗すねてみせる。女を扱う仕事の難しさだ。高級であろうが娼婦の仕事自体を愛する女は少ない。金のために男に身を任せるが、それでも機嫌の上下が起こりやすい。


    「行きたくないなら帰るか？　ゴワイエンの相手は他の女に回してもいいし」


    　再び車を起動しようとすると、チェレシアが微ほほ笑えむ。


    「いいよ、指名仕事だからがんばる。変態だけど、金は持っている。それで問題なし」


    　黒い瞳がホテルを見上げる。


    「三〇一号室か」


    　チェレシアは小さな鞄かばんを抱えて扉を開けて、車から降りる。駐車場のアスファルトの上で背伸びをして戻る。両腕を胸元に持ってきて、女が気合いを入れる。俺を振り返る。


    「じゃ、待っていてね」


    「もちろん」即座に付け加える。「変な事態が起これば即座に短縮番号を押せ。二分で駆けつける。二分だけ保たせれば殺されることを防げる」


    「分かっていますよ。あまり怖がらせないでよ意地悪」


    「そう言えとポレポネじーさんに指示されたんだよ」


    　チェレシアが前を向いて、ホテルに向かっていく。東方の衣装に包まれた尻が揺れていく。素晴らしい尻だ。高級娼しよう婦ふは尻まで最高級だと思えた。


    　チェレシアがホテルに入る後ろ姿を確認し、俺は運転席の背に身を沈める。


    　ポレポネじーさんが俺を使う理由は女商売の難しさだ。安くて腕が立つ護衛で、運転手もでき、さらに女を宥なだめて仕事に向かわせる女ぜ衒げんの役割まで可能な、便利な駒こまだ。感情に寄りそって、嫌な仕事をさせないようにする演技までしてみせれば、あとは女のほうから仕事に向かってくれる。


    　最近は女衒の役割が一番上う手まいような気もする。仕事が終わるまで、予定では二時間ほど待つことになる。延長があるかもしれないので、下へ手たしたらさらに長く待つ。座席を後ろに倒して楽な姿勢にする。右手を伸ばして、座席の横に差してある本を取りだしていく。


    　失恋男が、他人の性交を待つ間に猥わい褻せつ小説を読むと精神が死ぬ。後部座席に投げる。最新の咒じゆ式しきの論文もめんどくさい。後部座席に投げる。さらに引きだす。ロレンゾの『都市における追跡』が出てきた。


    　伝説に近い咒式士、ロレンゾの著書だ。元々は〈異い貌ぼうのものども〉専門の猟師であったロレンゾは、特別捜査官のハーライルとともに数々の殺人犯を逮捕したことでも知られる、対人捜査では最高の咒式士の一人だ。なにしろ、あの殺人王ザッハドを逮捕したことが大きい。


    　著書である『都市における追跡』はジオルグに読まされたものだ。追跡や逮捕、都市戦闘の実地経験から導きだされた技術書であるだけでなく、職人の現場からの思想書としても読める。今でも知らない事件に遭遇すると、頼りにする本の一冊だ。


    　連続大量殺人犯の項目を開き、座席を後ろに傾けて読んでみる。木ぼく訥とつな猟師が経験談を語っているので、専門用語がなく読みやすい。秩序型や非秩序型、混合型とお馴な染じみの犯人分類はハーライルが注釈を入れている。


    　毒殺事件の犯人を追った場合を読んでいると、ロレンゾ自身が毒殺されそうになったのを、八頭の犬が騒いで阻止したとか、おっそろしい事例が並ぶ。


    　最後にあるザッハド事件の顚てん末まつの章を開くと携帯が振動し、座席から跳ね起きる。呼びだし音は、カーディネン作曲の「狼少年の噓うそ」の曲。ヴィネルからの呼びだしだ。


    　片手で音声と映像を解放。夜会用の白い仮面が計器板に浮かびあがる。


    「ようガユス。おまえが調べろと言っていたことを調べておいた」


    「パンハイマについてなにか分かったか？」


    「ガユスがパンハイマに遭遇したとは聞いた」


    「だから聞いたのだろうが。通り一いつ遍ぺんの情報を聞きたいわけではない」


    「情報はいくらでも渡すが、まさかパンハイマと戦うつもりではないだろうな？」


    　ヴィネルが珍しく気遣いを見せた。


    「情報屋は情報だけ言っておけ」


    　正論を返しておく。


    「倒す気ならすでにやっている」唇くちびるからは苦い言葉が漏もれる。「パンハイマにしても、アシュレイ・ブフ＆ソレル事務所などという事務所以前のものを無視している。戦争にはならない」


    　負ける戦いができない自分の弱さも分かっている。


    「それならいいのだが」ヴィネルが続ける。「せめてジオルグの最高の弟子、ミルメオンさえ残っていればな」


    「俺が入る前の咒じゆ式しき士しなどいいから、パンハイマの話を続けろ」


    　催さい促そくに情報屋が逆らうわけもなかった。


    「パンハイマの本名はパンハイマ・ルヴァ・アミラガ。龍りゆう皇おう国こくの魔女の血脈、アミラガ伯はく爵しやくの二十二代目。パンハイマ綜合警備保障の他にも、アミラガ伯爵家は金融会社や保険会社、歓楽街の大規模な賭と博ばく施設まで経営している。同時にパンハイマ綜合警備保障がこれらの護衛にあたるため、安全度が高く、企業信頼度が高い」


    「そんな情報はジオルグ事務所があった時代、エリダナに来たときから知っている」


    　俺は顎あごで先をうながし、ヴィネルが続ける。


    「パンハイマは皇国中枢とも関係が深い。大きなところでは、皇都の実力者である大企業ダモス興産のダモス家、上院議員のウガース侯こう爵しやく家、武門のネーレリア将軍家。国外だと後アブソリエルのサンサース家、バッハルバ大光国のイデリチ光こう爵しやく家、カヒミ煌こう爵しやく家、神聖イージェスにすらヤルベ枢すう機き卿けい家から婿むこを迎えた姻いん戚せきや協力関係がある」


    「名門に実力者に上流階級の仲良しの輪だな」


    　そこまでは知っているが、再確認しても目め眩まいがする。パンハイマは権力と財貨に守られまくっている。


    「大物中の大物としては、大陸八大企業のひとつ、ツァマト財ざい閥ばつのツァマト家にも縁ゆかりがある」


    「有名な話だからな」


    　大陸八大企業のツァマトと、遠いとはいえ姻戚関係にあることは恐ろしい。下へ手たな国家より、ツァマトの持つ金と影響力のほうが強い。それでも俺はパンハイマを憎む。


    「情報では五代前のパンハイマが婿を迎えて以来の関係らしい」


    「五代前のパンハイマ？」


    　立体光学映像のヴィネルが続けていく。


    「アミラガ家の当主は代々パンハイマと名乗る。十三代目からの習慣らしい」


    「古い家ではよくやるやつだな」


    「そういうわけで、今のパンハイマは二十二代パンハイマってわけだ。名門にはよくあることで、初代当主や中興の祖の意向を受け継ぐとかなんかだろう」


    「人殺しの犯罪者が名門、って世界各地の権力者の最初はそんなものか」


    　平和で優しい人間が権力者になれるはずもない。駐車場から外を眺める。エリダナの交差点を歩行者たちが進んでいく。老若男女。平和な人々だ。束ねた本を片手に歩く男までいる。高そうな服と靴だと思っていると、ヴィネルの仮面が動く。


    「一番怖いのは、最初の三家。そして中央議会との関係だ」


    　ヴィネルがつぶやく。


    「婿むこを迎えただけの外国の姻いん戚せきやツァマト財ざい閥ばつは滅多なことでは動かないし、直接的な影響力を持たない」


    　情報屋の言葉が連ねられる。


    「あれだけ悪逆非道を行おこなっていても、パンハイマは一度も司法の網に引っかかったことがない。交通違反ですら、だ」


    「おいおい、分かっているのはそこまでか」


    「パンハイマは中央議会や三家との折衝役のために、わざわざ皇都に事務所をひとつ置いているくらいだ。中央議会の議員の圧力がかかれば、いくら建前上エリダナが独立しているといっても、考慮せざるをえない。敵に法的手段を下すことは、現代社会では最強の攻撃だ」


    「だから、俺はパンハイマと戦争はしない」笑い声で誤ご魔ま化かしておく。「ただ、事件で遭遇して向こうに突っかかられたときに、防衛策を知っておきたいだけだ」


    「本気でそうしておけ」


    　ヴィネルの声は冷静だった。


    「分かっている」


    　俺にはヴィネルの再確認の理由も分かる。人間としての気遣いではなく、情報戦を重視し、苦しい事務所運転資金からでも金払いのいい俺に死なれたくないのだろう。


    「パンハイマ自身の使用咒じゆ式しきは化学、電磁系、とにかく火炎と、これも知っているな」


    「ああ」


    　通り魔を炭化させた、ナパームの炎の威力が脳裏を掠かすめる。そして過去に激突したときの炎の咒式の数々を思い出す。


    「しかしそんなことは調べれば分かる。誰もが知らない情報を教えてこその情報屋だろうが」


    「では、取っておきをいくつか。まず、パンハイマを制止したペトレリカという女の正体だ」


    　これが俺の調査依頼の大目的だ。パンハイマを制止し、意志を覆くつがえせる人間の存在が謎なぞだった。弱点であるならつけこめる。


    「ペトレリカはパンハイマの娘だ」


    「娘？」


    　驚きのまま、思わず体ごと立体映像に近づく。


    「近い、離れろ」


    　立体光学映像の夜会用仮面が乱れ、俺は下がる。


    「パンハイマが移動中にペトレリカが生まれ、そのまま外部と隔絶された清貧派の修道院に入れられた。エリダナに連れてくることはなかった娘のため、一般には知られていない。そして修道院から出たあと、皇都における外部との折衝役はそのパンハイマの娘だ」


    　さすがの俺も知らない。エリダナのすべての人間がそうだろう。


    「あの魔女に娘がいたとはな」


    　顔切り通り魔二人の死と、パンハイマを制止した清せい楚そな美女が思い出された。


    「二十年以上前、このエリダナにパンハイマが登場する以前の情報だからな。アミラガ家の情報統制も加われば、一般に認知されないことも可能だろう」


    「父親は誰だ？」


    　俺の問いに、ヴィネルの仮面が歪ゆがむ。


    「それは不明だ。パンハイマがエリダナに登場以前、一年ほど引っ込んでいた時期の出産だろうとしか推測できない」


    「パンハイマを抱き、子供を作る男が想像できない」


    「噂うわさでは、初代パンハイマから歴代のパンハイマは火竜や禍まがつ式しきと交わったとも言うからな。アミラガ家は十三代パンハイマで完成して、その気風を続けている」


    「伝説は情報ではないと思うがね」


    　そこでヴィネルの仮面が冷静な映像になる。


    「と言われても、パンハイマを深く探ると死ぬ。情報屋でも何人か死んでいる。危険区域だ」


    「だからこそヴィネルという情報屋の意味がある。情報を伝えて死ね」


    「本気で死ぬから、あまり踏みこめないぞ」ヴィネルの白仮面が笑う。「たとえば、代々のパンハイマの婿むことなったものは、高い確率で早死にする。子供が生まれると用済みとばかりに、数年以内に病死や事故死する。残りは廃人になるか田舎で隠居する」


    「アミラガ家に関わればそうだろうよ」


    　代々のパンハイマがあの気質ならば、姻いん戚せき関係のためだけに名家から来たいらない婿は精神的に死ぬだろう。


    「ついでに言うと、パンハイマの咒じゆ式しきの奥おう義ぎのひとつは、炎の翼らしい」


    「炎の翼？」


    「パンハイマと戦い、病院で死ぬ寸前の攻こう性せい咒式士が放った一言だ。フランネルと言えば有名かな」


    「フランネル、八年前に死んだ攻性咒式士だったか」記憶の底から引っぱりだす。「たしか十二階かい梯ていのとんでもない剣の使い手だったとジオルグに聞いた」


    「フランネルはパンハイマに妻を殺された。もちろん〈荊棘いばらの女王〉が法に問われることはなかった。憎悪に燃えたフランネルという強敵の奇襲だったため、パンハイマも奥の手を出すしかなかった。それが炎の翼だそうだ」


    「詩情的な表現にすぎるな」


    「死にゆく男の幻覚か、見たままを看護士に伝えることが精一杯だったのだろう」


    「八年前の看護士だけが知る情報をよく引きだしたと感心するが、役に立たないな」


    　つぶやきつつ思い出す。


    「ああそうだ。来る途中で、ハイダーテのセラディ支社が壊滅させられた現場を通りかかった。なにか知らないか？」


    「虎のオドホーンを含む二十三人が殺された事件だったな」ヴィネルの夜会用の仮面の映像が動く。「断片的な情報では、一人に殺された説がある。あの道に多人数が入れば目立つが、付近の住民からの目撃情報がない」


    　ヴィネルの情報と、襲撃者が少人数、一人ではないかという俺の予想が一致する。


    「なにが目的でハイダーテ一家を殺しにかかるのか」


    「分からない。だがカンダハ・ナハの娼しよう婦ふも殺されている。中堅組織のリンドブルム同盟や青せい楼ろう社しや、カンダハ・ナハ社あたりは、長い間ハイダーテと利権争いをしている。組織同士の抗争とは思えないが、発展する可能性はある」


    「物騒なことだ」


    「ロワールの使い走りをしているおまえにも、火の粉こが降りかかるかもしれないな」


    「誰がロワールの使い走りだ。臨時でやっているだけだ」


    「だといいが」


    「予想を口にするなど、役に立たない情報屋だ」


    　携帯を切る。ヴィネルの情報は断片的だったが、とても重要だった。パンハイマに娘がいるなら、そこから攻めることもできる。また、咒じゆ式しき士しにとって、相手の奥の手の咒式を知っておけば、優位を取ることにつながる。あらかじめパンハイマの奥の手を知っておけば、対策手段を講じられる。


    　ハイダーテ襲撃犯の情報にいたっては断片だった。しかし断片であっても、無よりはいい。極微の情報でも、俺の命が消えるか残るかの場で、生存の助けになるかもしれないのだ。


    　息を吐く。生き死にの話ばかりで疲れた。名著であろうと、今は本を再び開く気にはなれない。パンハイマのことを考える。ハイダーテのことも混ざってきて、思考がまとまらない。


    　思考の間を抜けて心に浮かぶのは、またもジヴーニャのことだった。


    



    



    　運転席に座っていると、携帯が振動。番号を確認するより前に、悲鳴のような呼びだし音ですべてが理解できていた。チェレシアからの緊急信号だ。即座に俺は車を飛びだして、駐車場を横切り、ホテルの玄関へ走っていく。


    　タクシーの列の横を抜け、紳士淑女の間を強引に進む。回転扉を避けて、玄関の自動扉を抜ける。


    　魔ま杖じよう剣けんで武装した俺の突入に、危険を感じた左右の門衛が制止にかかる。白手袋の群れを強引に振りきり、抜ける。赤絨じゆう毯たんを蹴け立たてて、自動昇降機エレベーターの前で急停止。通路の両側、六基の自動昇降機エレベーターの表示は十一階、十二階、十五階、九階、十八階、二十階とすべて上階。さらに六基すべてが上昇中。確率的にはありえないことでもないが、運が悪すぎる。


    　横手に、追いついてきた門衛とホテル付きの攻こう性せい咒じゆ式しき士しが見えた。即座にその場を離れ、走りつつホテルの建築図面を脳内で展開。角を曲がって、直線の廊下を走る。男女の客や太った中年男が驚いて見ているが、無視して疾走。


    　突き当たりの鋼鉄製の扉の直前で、絨じゆう毯たんを削るように減速。把とつ手てを回して、非常扉を開けると同時に抜ける。


    　階段の金属製の手て摺すりを摑つかんで体を反転。非常階段を駆け上がっていく。階段の踊り場で反転、さらに上昇。二階でさらに反転。手摺りを摑んで反転を繰り返して三階に到達。


    　魔ま杖じよう剣けんを引きぬきつつ、廊下を全力疾走。三〇五、三〇四と部屋の前を過ぎていく。三〇三、三〇二、目標の三〇一号室に到着。扉の把手に手をかける。当然鍵がかかっているので、魔杖剣を鍵穴に当てる。修理代のことが脳裏をよぎったが〈矛ベ槍リ射ン〉を発動。鋼はがねの槍やりの群れが扉ごと鍵を撃ちぬく。修理代は相手から請求しよう。


    　扉を開いて、室内に踏みこむ。床には乱雑に脱ぎすてられた男の服や下着。右手の椅い子すの上には、女ものの服が丁てい寧ねいに畳まれていた。


    　奥へ進むと、部屋の全景が見える。


    「なんだ君は、失礼じゃないか！」


    　室内中央で動揺しているのは、全裸の小太りの男。ゴワイエンだろう。股こ間かんからは小さな肉の芽のような男性器。左手には遊ゆう戯ぎ用の革の鞭むち。右手には長い針。銀の切っ先からは血が滴したたる。


    　寝台ベツドの前には、下着姿のチェレシアが這はっていた。右手は携帯の短縮番号を押していた。顔の左を左手で覆おおっている。指の間からは血。


    　鮮烈な赤に、俺の顔から血の気が引く。膝ひざをついてチェレシアの傷を確認。髪の内部、頭が切れて派手な出血になっているが、命に関わる傷ではまったくない。手の下に見えたのは、左耳。針で突かれたらしく、穴が開いて出血している。


    　沸ふつ騰とうして凍える怒り。立ち上がって、ゴワイエンを見据える。


    　魔杖剣を旋回させつつ、部屋を前進していく。切っ先は相手の胴体に向けて固定。


    「なんだよ、なんだよおまえ、娼しよう婦ふの護衛か!?」


    　小太りの男は下がっていく。俺は答えない。ゴワイエンの脚の間には萎しなびた陰茎が揺れる。


    「娼婦になにしたっていいだろうが！」


    　俺は答えない。


    「金なら追加料金で払う！　高級娼婦であっても、俺なら払える！」


    　ゴワイエンが左手を伸ばして、鞄かばんに差し入れる。戻ってきた手には高額の通貨素子。


    　俺は黙って進む。ゴワイエンは怯おびえた顔で後退していく。芋いも虫むしのような指の間から、通貨素子が零こぼれていく。毛足の長い絨毯に、銀や金の輝きを見せる通貨素子が埋もれていった。


    　魔杖剣を男の顔に突きつけ、俺の足は距離を詰めていく。


    　男の後退が止まる。壁に背がついて、逃げ場がないのだ。男の丸い鼻先に刃やいばを突きつける。


    「俺の事情だが、女を傷つける男があまり好きではなくてね」刃は鼻の皮ひ膚ふを押す。「なに、鼻や耳を削そがれ、腕や脚が切断されても、最近の治ち癒ゆ咒じゆ式しきはすぐにつなげてくれる」


    　男の鼻先、魔ま杖じよう剣けんの切っ先には威力を抑えた爆裂咒式の組成式が輝いている。俺は仕事に必要とされる以上に怒っていた。


    「爆裂咒式でちょっと肉を破裂させてやってもいい。肉が刻まれ千切られる痛みは、大の大人が泣きわめくほどだ」


    　青白い光が男の顔を染めていく。たまにこの手の男に出会う。女を痛めつけ侮ぶ辱じよくしないと感じられない性的嗜し好こうだ。下劣な欲望であっても、妄想だけで終わるなら無害だ。しかし、小銭や小さな権力を持つと妄想を実行に移すものもいる。


    　俺の黒い怒りは、かつて妄想を最悪の形で実行した集団と指導者たちを見たためだ。そのくだらない妄想のために、死んだ少女のことを思い出したからだ。


    　魔杖剣の前に立つ男は、俺に怯おびえていた。黒社会の手先に暴力を振るわれる以上に、俺が激怒していたからだ。生まれて初めて他者の殺意に触れたのだろう。


    　男の脚の間の陰茎はさらに縮み、垂れた腹部の脂肪の下に隠れていた。恐怖に怯える小動物のようだった。殺さずにいられるか自信がない。


    「止やめて」


    　背後からチェレシアのくぐもった声。頭部の痛みを堪こらえての言葉だった。着替えの音が続く。男から目を離さず、俺は問いを投げてみる。


    「止やめることはできない。じーさんの決めた規則では、娼しよう婦ふへの申告のない暴力は絶対に許してはならない。ここで、こいつを叩たたきのめすしかない。このホテルもロワールの支配下だから、いくらでも揉もみ消せる」


    「それでも止やめて」


    　チェレシアの声は高い地点から発せられていた。傷と出血から立ち上がったらしい。


    「規則以上に、こいつは派遣娼婦のお得意さんなの。親の莫大な遺産を食いつぶしているだけの男であってもね」


    　足音が近づいてくる。俺の肩に女の手が触れる。横目でチェレシアの横顔を確認。気丈そうな目で前を見ていた。


    「私は商品。慰謝料と治ち療りよう費ひの追加料金で高い支払いをさせればいいだけ。車一台ぶんくらいは毟むしり取れるでしょう」


    「それは乗用車か高級車か？」


    「冗談はいいの。あとは上役が算そろ盤ばんを弾はじいてくれるから」


    　チェレシアの言葉には、重要なものが欠けている。


    「おまえはどうしたい？」


    「え？」


    　上着に袖そでを通すチェレシアが疑問の声を発した。俺は問いを重ねる。


    「俺がこいつを叩きのめしたあとでも、請求はいくらでもできる。俺が聞きたいのは、チェレシアはどうしたいのかだ。俺なら君の注文のままにこの豚を刻める。本人が復ふく讐しゆうしたいなら、限度を超えないかぎり黙認する」


    　背後のチェレシアは沈黙。着替えを終えた女が俺の背に身を寄せる。


    「うん、自分でやる」


    　俺は刃やいばを引いてチェレシアに道を空ける。全裸の男が壁に沿って崩れ落ちる。床に尻がつく。チェレシアが俺の傍かたわらを抜けていく。出血はすでに止まり、顔や手の血は綺麗に拭ぬぐわれていた。颯さつ爽そうとした横顔。対する男の目には恐怖。


    「ま、待って。痛いのは嫌」


    「私も嫌だったけど？」


    　長い右脚が振られて、男の顎あご先さきを掠かすめる。豚男の首が揺れ、横に倒れていく。膝ひざがつき、次に脂肪の塊が床に横たわる。白目を剝むいて気絶していた。


    　チェレシアが向きなおる。俺に向けて微ほほ笑えむ。強がりの笑みだった。


    「これで、いい」


    「この程度でいいのか？」


    　俺は倒れた肉の塊を見下ろす。次に背後の床に散らばる、血を拭ったシーツを見る。最後にチェレシアの顔。強がっているが、顔色は良くない。


    「頭を切られて耳に穴が開いただけ。すぐに治る」


    　語尾が震ふるえだしていた。対価として釣りあわない。それでも俺は魔ま杖じよう剣けんを回転させて鞘さやに収める。本人が納得しているなら、これ以上は護衛が口を出すべきではない。


    　即座に撤収に移る。チェレシアの小さな鞄かばんを摑つかんで、周囲に散らばる避妊具や化粧品を詰めこむ。鞄を抱えて振りかえる。チェレシアは青ざめた顔でうなずく。服にまで血が飛んでいた。


    　曲げた左肘ひじを差しだすと、手を絡からめる。体は小さく震えていた。気丈に見えても、暴力からの出血が怖かったに決まっている。俺は唇くちびるを嚙かむ。


    　携帯で、ポレポネじーさんに事態の始末を任せると文書通信を送る。チェレシアの体重を腕で支えつつ、廊下に出る。見物人の客がいたが、攻こう性せい咒じゆ式しき士しと頭部と耳から出血している女を見て、慌あわてて去っていく。携帯に着信。ポレポネからチェレシアを自宅に届けてください、という指示が返ってくる。


    　左を見ると、廊下の端はしからは黒服二人が現れて、廊下を封鎖していた。事情が分からず俺を追っていたホテルの門衛や攻性咒式士たちに、説明をして止めているのだろう。ロワールほど組織が大きいと、部署がわかれすぎて連係が取れないこともある。


    　どうでもいい。今はチェレシアだ。廊下を戻り、非常階段からチェレシアと連れだって下りていく。三階から一階まで下りる。正面玄関を使うのはどうかと思ったが、時間が惜しい。血染めの女に目を向ける客たちもいたが、気にせず突っ切る。さすがにホテルの支配人や運搬人などにはロワールからの通達が届いていたらしく、無視してくれる。


    　ホテルの外に出て、周囲の視線から女を庇かばいつつ車に向かう。チェレシアのために車の扉を開いて、助手席に乗せる。反対側に回って車に乗る。


    　座席の下にある咒式士用の救急箱を取りだす。体を捻ひねって助手席のチェレシアに向く。


    「傷を見せろ」


    「ええ？　大丈夫だよ？」


    「そうもいかない」


    　チェレシアの肩を左手で引きよせて、頭を下げさせる。黒髪を指先で搔かき分けて、傷を確認する。最初の見立てと同じで、耳と頭が切れただけだ。


    「痛いだろうが我慢してくれ」


    「分かった」


    　右手で握った瓶びんを傾けて、消毒液を傷口にかける。チェレシアの呻うめき声が響くが、満まん遍べんなくかける。垂れそうになる消毒液は脱脂綿で拭ぬぐう。次に顎あごに手をかけて顔を上げさせ、左耳の傷の確認。針が貫通していたが、穴は肉で埋もれていた。


    　チェレシアの耳みみ朶たぶに左手を添えて、穴に消毒液をそそいでいく。チェレシアの唇くちびるが嚙かみしめられる。肩が跳ねるが動かないように我慢していた。次に頭部の裂傷。チェレシアは耐える。次に救急箱から液体が詰まった小瓶を取りだし、チェレシアに与える。密閉された瓶の口を破り、女が液体を飲みこむ。たいした傷ではないが、破傷風や発熱を防ぐ抗生物質を与えておく。


    「力を抜いてくれ」


    　次に腰の魔ま杖じよう剣けんを少しだけ引きぬく。静音発動。痛み止めの咒じゆ式しきを発動させると、チェレシアが目を閉じて長い息を吐く。助手席に背を預けていく。


    「咒式って凄すごいね」
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    　チェレシアの唇くちびるがつぶやく。


    「注射でも良かったが、こちらのほうが早い」


    　他人に作用する咒じゆ式しきは作用が拒否されることもある。抗生物質は通常の投与のほうがいい。一般人には咒式抵抗力があまりないが、それでも力を抜いて抵抗力をさらに下げてもらって、鎮痛咒式を投与したのだ。


    「応急治ち療りようでも問題はないが、明日は医者に診てもらえ」


    「こんな軽傷で？」


    「高級娼しよう婦ふは体が資本だろ？」


    「そうね」


    　チェレシアが微ほほ笑えむ。俺は魔ま杖じよう剣けんを鞘さやに戻す。


    「そういえば、ガユスは今日も帰って寝るの？」


    「そ」


    　車を起動させ、再び発車する。路地から大通りに向かう。


    「また家まででいいか？」


    　丁度信号が青になったので、直進。大通りに出て、南に下っていく。車の列に並び、走らせていく。助手席のチェレシアが俺を見つめる。


    「その前に、お腹空かない？」


    「出血して空腹か。分からないでもないが」


    　女は強いというか、チェレシアを安全地帯に届けるまでが俺の仕事だ。ついでに言えば、男の暴力に晒さらされたあとに一人では不安なのだろう。しばらく落ちつく時間が必要だ。


    「分かった。どこかで食事してから家に送ろう」


    「ありがと」


    　車を夜のエリダナに走らせながら問いかける。


    「なにか料理の好みはあるか？」


    「うーん、ウルク料理かな。あっつあつの[image: ]たらの塩焼きとか食べたい気分」


    「ウルク料理、か」


    「嫌い？」


    「いや」


    　ウルク料理といえば、初春の枢すう機き卿けい長ちようを思い出す。それでも俺の個人的な感情を優先するわけにもいかない。今はチェレシアの精神の安定が先だ。


    　車を加速させる。このままエリダナ中央部を南下して、右折して西に出ると大通りに出る。繁華街に向かって、なにかを食べさせてから送ればいいだろう。


    　回遊魚のように疾走していく車の列に、二人を乗せた車も混じっていく。


    



    



    　ネレス通りの外れに車が到着する。混雑にまぎれ、徐行して進んでいく。周囲は夜にも拘かかわらず、店々からの光が洪水となっていた。


    　エリダナの特徴である大陸各地の文化が、食事に表われていた。山と海と平野を持つツェベルン龍りゆう皇おう国こくの料理。東西をつなぐ超大国であり、また大陸の大穀倉地帯であるラペトデス七都市同盟の料理店。主に両国の文化が混ざってできたエリダナ料理。


    　アブソリエル帝国の歴史を受け継ぎ洗練された、西方の後アブソリエル公国の料理。東南のバッハルバ大光国の香辛料と魚介類を中心にした料理。東方の央おう華か帝国の古き帝国の宮廷によって研ぎ澄まされた料理。極東のヒナギの独特の料理。南方大陸諸国家の素朴な味。


    　高級店から庶民的な店まで、何百件という料理店の前を、徐行した車が抜けていく。チェレシアのご注文は、アブソリエルとツェベルンをつなぐウルク料理だ。大通りを左折。いつかの枢すう機き卿けい長ちようを連れていった名店は避けるとして、先にある通りに入る。


    　車を路上駐車。機械に携帯を振って料金を振りこみ完了。崩れた化粧を整えおえたチェレシアが降りて、俺が続く。チェレシアの顔色を確認すると、再びの化粧もあるだろうが、基本的には元気そうだった。見事に、夜の貴婦人のような美しい顔に戻っている。


    「あの店だ」


    「いい店？」


    「携帯で調べたかぎり味と評判はいいらしい。値段は少し高いが」


    　俺とチェレシアは歩道に行き交う人々を横切り、店に向かう。ウルク料理の〈シジフォ亭〉とある看板を見つつ、屋外席の間の通路を抜けていく。屋外席は満席。店の扉を開けると、人の列。金髪に赤毛に黒髪が並んでいる。


    「評判がいいだけに混んでいるな」


    　俺はチェレシアに問いかける。


    「別の店にするか？」


    「少しくらいなら待つって」


    　チェレシアが微ほほ笑えむ。店内で前に並ぶのは団体客らしい。会社帰りの男女が六人ほど。二人連れの俺たちの順番もすぐに来るだろう。横に歩いて待合椅い子すで待つことにした。


    「待ち時間長っ」


    「ユピカはもう少し我慢するべきね」


    　二人の女の声。美少女に見えるが、背広を着た大人の女性。隣には長い髪の冷たい美しさの女。同僚だろう。


    「シエリエもユピカも喧けん嘩かしない」


    　見知った声に、俺の息が止まる。二人の女の前方に立つ人影は、白金の髪。頭の側面には少し尖とがった耳。緑の目が横の男を向いていた。


    　ジヴーニャ・ロレッツォだった。


    　普段はジヴーニャに会わないように生活圏であるネレス通りを避けていたが、いつの間にか入ってしまっていたのだ。ネレス通りの店でジヴーニャと出会うことは、低い確率ではないにしろ、高い確率でもない。ならば不運を確実に呼びよせる存在こそが俺だ。


    　ジヴーニャも立ちつくしていた。横にいるユピカとシエリエも、二人の様子を見て、言葉を失っていた。俺とジヴーニャ、二人の関係を知っているとしたら、即座に男女の修羅場だと理解するだろう。


    　俺は動けない。ジヴーニャも言葉を発しない。


    「どうしたの？」


    　急に立ち止まった俺にチェレシアが問いかける。俺には答えている余裕などない。チェレシアが二人の空気を察して、続く言葉を止める。


    　俺の胸に湧わき起こる愛情。同時にもうジヴーニャからは愛情を一切与えられることがない現実も理解している。喪失した愛に対する憎悪と憤怒。激情の嵐が吹き荒れる。そして殺意。愛を捨てて、俺を苦しめたジヴーニャを殺したい。


    　慌あわてて打ち消す。これは抱いだいてはならない感情だ。


    　ジヴーニャと元に戻るならなんでもする。だがそれはやってはならない。物理的に不可能だ。


    　ならば今の俺に求められる態度は、事情があって別れたがそれでもいい人、の演技であろう。


    「久しぶり」


    　軽い声が出せた。理性というより、社交性が可能にさせた挨あい拶さつだった。


    「ええ」


    　ジヴーニャは微ほほ笑えみで答えた。女性のほうが失恋から立ち直る時間が短い、ということだろうか。


    　おそらく違う。互いに社会性の仮面を作りあげただけだ。泣きわめいて許しを請こうてもなにもならない。ならば社会人として周囲に迷惑をかけないように振る舞うしかない。哀しいがそれが近代人だった。誰も感情的であることを、正直であることを許してくれないのだ。


    　お互いに次の社交的な言葉を探している。俺の隣では先ほどからチェレシアが不安そうにしている。


    「ここへは？」


    「ええ、会社の同僚で飲み会を」


    　言葉を先に見つけたのは俺で、ジヴーニャも上手く答えてくれた。


    「そういえば、ガユスは元気？」


    　俺の返答は、間を空けてはならない。


    「見てのとおり死んでいない」


    　薬にも毒にもならない、退屈な返答ができた。気になっているのはジヴーニャの横にいる男だ。身長一八四センチ。アンチール社の背広にキャウディの靴。白金色の髪に緑の目に尖とがった耳。ジヴーニャと同じアルリアン人の勤め人。アルリアンは青年期の姿が長いため判断しにくいが、俺やジヴーニャと同年代。会社の同僚だろう。


    　腹が立つのは、盾たてとなるように自然にジヴーニャの前に男が立っていることだ。ジヴーニャも男の行動を拒否しない。


    　俺は別れた女に言いよるしつこいクソ男で、男は女を守る騎士役といったところらしい。


    　男としては、かなり惨みじめで辛つらい状況となっていた。しかし客観的にそう見える状況になると、脱出方法がない。


    「そこの騎士気取りの男は？」


    　聞いてはならないことを聞いてしまった。言葉に棘とげがある時点で、敵意を向けていること、ジヴーニャに未練があることが露見する。


    「騎士気取りとはどういう意味だ？」


    　アルリアンの男の顔にも険が宿る。男を庇うように、ジヴーニャが前に出る。


    「会社の同僚で、親しくさせていただいている人です」


    　単なる知りあいとも新しい恋人とも取らせない。アルリアン男を立てつつ、俺を傷つけない言葉だった。だからこそ傷つく。


    「そちらの女性は？」


    　ジヴーニャが問いを投げる。動揺が出てきて、当あたり障さわりなく返答できなくなっていた。


    　俺はどう対応すればいいのか。強がって同じように紹介すれば、ジヴーニャとの復縁の可能性を減らす。かといって、なんでもない女性、もしくは娼しよう婦ふと紹介するのはチェレシアに失礼だ。俺のつまらない計算がまた恨めしい。


    　迷っているとチェレシアが動いた。俺の左腕に両腕を絡からめてくる。甘い香水が鼻先を擽くすぐる。


    「ガユスさんと親しくさせていただいている、チェレシアと申します」


    　高雅なまでの発音で、チェレシアはジヴーニャに微ほほ笑えむ。高級娼婦の衣装は、見方を変えれば夜会にでも出るような衣装だ。


    「さ、ガユスさん。ここは混んでいるようだから、別の店に行きましょう」


    　チェレシアの意図は、俺に恋人に振られた惨めな男ではなく、貴婦人のようないい女を捕まえたいい男という役割を演じさせてくれていた。


    　俺は迷ったが、チェレシアの意図に乗ることにした。


    「そうだな」


    　ジヴーニャの目に宿る感情の揺らぎ。


    「では、俺はこれで」チェレシアを横に「元気でな」と告げておく。


    「ええ」


    　ジヴーニャも横の男の腕に自らの手を絡め、優しく微笑む。俺とチェレシアの牽けん制せいに対する強がりからの牽制か、事実なのかは分からない。向こうもこちらの関係が事実かどうかは分からない。互いの強がりで賭かけ金が積み上げられる。


    　ジヴーニャに問いかけたくなった。足が一歩前に出るが、チェレシアが回りこみ、腕を取って方向転換させた。


    「行きましょう。夜は長いように見えて短いのですから」


    　優雅な言葉で、俺は自然に横手へと導かれる。背中にはジヴーニャの緑の瞳が向けられていることを感じていた。振り返ってかつての恋人の表情を見たいが、それだけはできない。


    　チェレシアとともに、俺は店を出る。ジヴーニャや同僚たちの目があるうちは、女連れの姿勢を崩さずに夜のエリダナを進む。


    



    



    　角を曲がって、夜のエリダナを歩く。俺もチェレシアも無言だった。


    　しばらく歩いて、女が足を止める。緊張を解きほぐすように、長い息を吐く。


    「あれがあなたの前の恋人、ジヴーニャさん？」


    「ああ」


    　前の、という言葉だけで傷つく自分の弱さを再確認してしまった。


    「感じのいい美人さんね。たしか勇者ウォルロットに誘ゆう拐かいされながらも、誘導して生還したとも報道で聞いた。気が強いけど、優しく賢くいい人なのでしょうね」


    　緊張感から解放されて、チェレシアがつぶやく。黒い目が俺を見上げてくる。


    「先ほどの演技はお節介だった？」


    「いや」どちらとも言いがたい。俺がどんな態度でジヴーニャと接したかったのかも分からない。「助かった」


    　たぶんそうなのだろう。チェレシアの演技が俺を助けてくれた。過去の恋人と復縁するために動こうとする弱い心を、結果として彼女が止めてくれたのだ。


    　チェレシアは腕を絡からめたままだった。


    「もう演技はいいよ」


    「演技でなかったことにする気はない？」


    　俺の全行動が止まる。


    　基本的に女から口く説どかれた経験が少ない。ほとんどの場合は俺から言いよって、なんとか男女の関係にしてきたからだ。俺は好きな女を追いかける、平均的な男だった。


    　ジヴーニャと別れたばかりで、俺の心に穴が開いている。下世話な意味で言えば、女の肉に対する欲望がある。目の前の見目麗うるわしい女のほうから肉を捧げてくれるなら、飛びつきたい。


    　チェレシアは高級娼しよう婦ふを務めるくらいに美しく、先ほどのように気遣いもしてくれる。意識してはいなかったが、意識していることを知らされると途端に気になってくるのが、男の哀しい性さがだ。


    「ああ」


    　チェレシアは俺の言葉をどちらか捉とらえきれない。俺はまだ考える。自身の身勝手な迷いがある。この場に及んでも、まだジヴーニャと戻る可能性がゼロだと思いたくないのだ。


    　それでも、俺は女性に恥をかかせたくない、という言い訳を選んだ。


    「お願いできれば、光栄至極」


    　軽口のように返答した。路上でチェレシアは微ほほ笑えむ。


    　二人で車に乗りこむ。焦あせるように車が走りだす。


    



    



    　夜のエリダナの街角。ネレス通り。


    　街角の大画面では報道が流れている。人々のうち何人かが目を留めて眺めていた。報道官は、昨日のハイダーテ興業の支社壊滅をエリダナ第一の事件として報道していた。二十三人が殺された事件にエリダナの街が不安がっている。春に起きた禍まがつ式しき事件、初夏に起きた〈古エきノ巨ル人ム〉事件にはまだ遠いが、それでも多い死者数だった。


    　街を行く人々は「最近は物騒になった」と言っては娯楽として消費するか、そもそも無関係だという顔で歩いていく。


    　街を街宣車が走っていく。緑色の装甲が施ほどこされた、無骨な車しや輌りようだった。道を行く人々のうち何人かは息を飲む。車体にはハイダーテ興業やら愛国やらの文字が並ぶ。ハイダーテ一家が復ふく讐しゆうに動きだしていたのだ。


    　強化ガラスの窓の向こうの運転手は、血走った目で街を見渡している。助手席の男は魔ま杖じよう剣けんを抱えている。


    　それでもエリダナの街はいつもの雑踏のままだった。


    　装甲街宣車が街を進んでいき、歩道の男とすれ違う。エリダナの街を行く男の唇くちびるには皮肉な笑み。


    　左手には、鎖くさりを巻かれ錠前が下がった本を握っている。革表紙の歴史を感じさせる本だった。紺色の背広に飴あめ色いろの靴。背広の胸には手の込んだ花の刺し繡しゆう。傍はた目めには古書業者にも見えた。


    「エリダナは楽しい街だな」


    　人々の流れに混じり、男は歩いていく。男の指が摑つかむ本が震ふるえる。背表紙が開こうとし、鎖と錠前の拘束が押さえつける。


    「おまえたちも楽しんでいるようだな」男の唇は嘲ちよう弄ろうを示すように歪ゆがむ。「これからいくらでも楽しめばいい」


    　本が震え、鎖が鳴る。男の歩みのためだと、周囲の誰も奇妙な本を気にしない。


    　微ほほ笑えみながら歩く男の胸元で振動。右手が背広の裏側に潜り、戻される。手に握られていたのは旧式の外部式携帯電話だった。


    　ひとつしか連絡先が登録されていない専用電話だった。耳に当てて通話をつなげる。


    「昨日の仕事はよくやってくれた」


    　相手の声が、本を持って歩く男の耳に届く。


    「そういう依頼だった」


    「私も満足している」相手の声に不愉快さが一滴足される。「ただし余計なことが多い気もするがな」


    「こちらの趣味の範囲だよ、ゴルカス」


    　男の晴れやかな声に、相手が一瞬黙る。


    「こちらの名前はどこでも出すな」


    　自らの名前を拒否し、ゴルカスが続ける。


    「偽装をして疑心暗鬼を煽あおってもらわねば意味がない。単なる虐ぎやく殺さつでは、時代遅れのハイダーテの犬どもが街を徘はい徊かいするだけだ。次は気をつけてやってくれ」


    「次の仕事ということか」


    「そういうことだ」


    　ゴルカスの声が途切れる。男が携帯を耳から離すと、文書通信。開くと、エリダナの地図が展開していく。光点が目的地を示していた。


    　歩きつつ確認した男が鼻先で笑う。


    「お忙しいことだ」


    　飴あめ色いろの革靴が歩道のコンクリを踏む。たまたま向かい側からの通行人が男の顔を見てしまった。慌あわててその場から、横の歩道へと逃げる。


    　金髪の下の青い目に、凶悪な感情が溢あふれる。


    　腰には鎖くさりで一ひと纏まとめにされた七冊の本。古い革表紙の本は、縦横に鎖が回され、交点を錠前が閉じている。縦横の鎖や錠前に、青白い燐りん光こうの拘束咒じゆ式しきが絡からみついていた。


    　抗議するように七冊の本が震ふるえる。鎖と錠前に閉じられた頁ページの間から、咒式の光が漏もれる。まるで神話にあるすべての災厄を閉じこめた箱のように、あまりに強大な拘束咒式が強引に本を押さえつけていた。


    「〈大喰らいボラー〉に〈寂せき寥りようのクインジー〉は、すぐに出番がある」青い目は右に並ぶ二冊の本に呼びかけ、次に左の本に呼びかける。「〈胎天使ニョルニョウム〉は楽しいお遊びのために必要だ。そして〈天てん秤びんのキヒーア〉の出番がないようにしたいものだ」


    　男の目は、エリダナの街を睥へい睨げいする。


    「この街は、いずれおもしろくなる」


    　青い目には喜びの色。


    「いずれロレンゾも来るし、ハーライルも来る。さらに噂うわさの魔女とも激突するだろう。ついでにエリダナの災厄に必ず巻きこまれる小僧どももいるらしい」


    　両手が高く掲げられる。腰で騒ぐ七冊の本たちも、期待しているかのようにより強く咒式の光を撒まき散らす。


    「しばらくは雇い主の言うことを聞こう。エリダナに死体を並べるには準備がいる」


    　男の先には、エリダナの百万の光が、百万の人間の生活を明示していた。


    「私が来たならば、棺ひつぎの帰還にふさわしい祝祭となるだろう」


    　男の唇くちびるは、半月のような形となる。エリダナを嘲あざ笑わらう、半月の笑みだった。


    「忘れていた」男の笑みが止まる。「入金を忘れていた」


    　携帯を別につなぎ、銀行の口座をつなぐ。手慣れた手順で指示を出しておく。


    「これでいい。殺したなら、きちんと再配分しなくてはならない」


    　男の独り言はエリダナの人々の間にまぎれる。本と男は雑踏のなかを歩いていく。


    



    



    　チェレシアの唇は甘い。貪むさぼるように口づけを交わしながら、二人の足は寝室へと進んでいく。


    「いきなり、ね」


    「三回逢おう瀬せを、重ねてから、という女か？」


    　口づけの間の切れ切れの応答。俺の自宅が甘い官能の誘いの世界になっていた。


    「もう、三度以上、会っている」


    「そう、だな」


    　唇くちびるを合わせ、舌を絡からめつつ、互いに服を脱いでいく。廊下から寝室には、男女一組ぶんの靴や靴下、上着やシャツが絡まりあって落ちていく。


    　絨じゆう毯たんを裸足はだしで踏みつつ、窓際の寝台ベツドへ向かう。


    　街のネオンの灯あかりが差しこむ寝台ベツドの上に、チェレシアを押したおしていく。寝台ベツドに手をついて腰を下ろしたチェレシアは、誘うようにシーツの海の上を後退していく。


    　下がっていく動作で、黒いブラが覆おおいかくす乳房が揺れ、脚の間からは下着の黒が見える。男の情欲を誘う動作、高級娼しよう婦ふの手管だ。分かっていても男が反応する。


    　ジーンズを脱ぎつつ、膝ひざで女に躙にじりよっていく。寝台ベツドの上で再びチェレシアを捕まえる。唇を重ねる。チェレシアの背中に手を回して、ブラを取る。背後に逃げていく女の下着に手をかける。女が逃げていき、俺が追いかけて自然に脱げる。追いかける動作で、俺も自らの下着を脱いでいく。


    　腹筋に反そるほどの自分に驚く。若さというより、飢えだった。


    　チェレシアが手を上げて、肘ひじの後ろを見せた。まとめていた髪を両手で解いていく。解かれた長い黒髪が広がる。


    　扇せん情じよう的な光景に、欲情が高まる。チェレシアを寝台ベツドに横たえていく。黒い瞳、黒い髪。東方の女は美しい。


    「故郷はどこだ？」


    「母が東方の出というだけで、ほぼエリダナ育ちだよ」


    　女の腕が伸ばされ、俺の後頭部に回される。


    　激烈な性欲が湧わき起こる。脳の隅々まで、女を犯し、射精することしか考えられない。


    　手を伸ばし、寝台ベツドに手を突く。右手の中指に嵌はまった指輪の感触。赤い不吉な光。


    　指輪でまたジヴーニャのことが連想された。俺は彼女に求婚するつもりだったのだ。横たわるチェレシアの裸身の先、本棚の奥にあるものが脳裏を掠める。婚約指輪を入れた小箱が収められ、埃ほこりを被かぶっているはずだ。行き場を無くした俺の愛情も埃を被っているだろう。


    　だとしたら、優しい女に誘われただけで、流されている俺はなんだ。


    　女に覆い被さっていた体を、大きく引く。女の手の拘束が抵抗するが、俺の背筋力に解かれ、縋すがるように落ちていく。


    　俺は寝台ベツドの上で座っていた。チェレシアの大きな目が俺を見上げていた。なにが起こったのかと問う、少女のような瞳。


    「すまない」


    　唇は不実な謝罪をする。急速に激情が冷めていく。氷点下に下がっていく。


    「俺は君に心配され、好かれるような資格がない」


    　苦い声が漏もれる。唇くちびるを嚙かむ。


    「クエロもジヴーニャも幸せにできなかった。妹のアレシエルを見殺しにし、いや、俺が殺した。アナピヤも俺が殺したようなものだ」


    　チェレシアが知るわけもない、独白が漏れて胸が痛む。激しい痛みだった。右手で自らの胸を摑つかむ。心臓を抉えぐりだし、激痛を刻む命を止めたい。


    「君みたいな良い人間に気にかけてもらう資格が、俺にはない」


    　今はっきりと分かった。俺はジヴーニャを、ジヴを愛している。今でも愛している。ジヴとやりなおせるなら、なんでもする。死んでもいい。二人は戻らない。戻らないのに求めている。失われたすべてが俺の苦しみとなる。


    　立ちあがり、この場を逃げ去りたくなった。


    「違う」


    　チェレシアの手がしなやかに伸び、俺の後頭部に回される。優しさをこめて俺の髪を撫なでる。女の黒い目が俺を見た。


    「ガユスの過去は分からない。だけど苦しいのは分かる。そしてあの人のことを好きで好きで堪たまらないことも、分かっている」


    　チェレシアの顔には哀しさがあった。


    「それでもね」


    　チェレシアは俺を引きよせる。顔が近づく。


    「私のことを、傷ついた男の弱みにつけこむ悪い女だと思っていいよ」チェレシアが頭を上げてくる。「だからあなたは悪くない。私だけが悪い。ね？」


    　チェレシアは優しく告げた。俺の唇に女の唇が重なり、離れた。


    「それは」俺ですら事実を分かっている。「あまりにもおまえが俺にとって都合のいい女すぎる」


    「いいよ」


    　チェレシアの濡ぬれた瞳が俺をまた見上げていた。


    「だって、好きになったもの」


    「都合のいい女になるだけだろうが」


    「都合のいい女から、都合の悪い女になっていけばいい」


    　チェレシアが手を伸ばして、俺の背中に触れる。体を浮かせて密着してくる。弾力のある熱。柔肌の両乳房が熱さを持って、俺に触れていた。女の体温で体は欲情していく。


    「あの人の代わりでいいよ。代わりだと思って」


    　チェレシアの言葉はあまりに哀しい。哀しくても、分かっていても、今の俺には助けが必要だった。誰かが必要としてくれるという助けが。浅ましい欲望を満たす熱い女の肌が。


    　弱い男と弱い女が、互いの傷を舐なめあうように重なっていく。


    　嚙みつくように唇を奪う。傷つけるように乳房をなぶる。受け入れる潤みを確認もせずに、痛いほど勃たった男をチェレシアにあてがう。熱く濡れはじめていたが、強引に門を抜ける。拒絶するように狭い肉の襞ひだを押し開いていく。


    　強引な侵入に、チェレシアの唇くちびるから苦痛の声が漏もれ、背が反り返る。快楽を与えるのではなく、憎悪に近い交わり。俺は女の唇を塞ふさぎつつ、動きを繰り返す。強引な動きにチェレシアの目からは涙。


    　気にせず動きを繰り返すと、苦痛の声は甘い呻うめきへと色を変えていく。チェレシアの目に唇を寄せて、涙を舐なめとる。欲情がさらに起爆した。女の両手を左右の手でそれぞれ摑つかみ、シーツに押しつける。抵抗できないチェレシアの内臓を肉の凶器で抉えぐっていく。犯すような性交。室内には熱い呼吸の音と粘液が搔かきまわされる音、女の叫びが響く。


    　快楽が駆けのぼってくる。チェレシアの内部に激情を放つ。さらに奥へと突き入れ、余韻を放っていく。受け止める女の体が痙けい攣れんする。


    　拘束していた手を離し、チェレシアの上に倒れる。二人の荒い息が混じる。自由になった女の手が、俺の背中に回される。愛いつくしむように抱きしめられる。俺も女に全体重がかからないように調整する。


    　久しぶりの女の肉で、性急な交わりになってしまった。荒い呼吸が忙せわしない呼吸になり、静まっていく。体をずらして、チェレシアの右側で横向きになる。


    　俺の右手が動き、女の黒髪に差し入れられる。滑らかな髪を撫なでていく。チェレシアは嬉うれしそうに俺の首に鼻先を埋める。


    「嬉しい」


    　声が湧わき起こる。


    「久しぶりに男の人に抱かれた」


    　女の口からは娼しよう婦ふらしくない感慨。仕事は仕事で、性行為は私生活にしかないのだろう。


    　俺は女の黒い髪を撫でつづけていた。自らの行為から逆算すると、抱いた女に対する脊せき髄ずい反射的な愛情を感じているようだ。


    　これは愛でもなんでもない。脊髄反射の感情ごときを、愛と勘違いする気はない。ただ女の献身を都合よく貪むさぼっただけだ。


    　口にはできないが、先ほどの性行為は娼婦に対するような抱き方だった。


    　撫でていた右手を戻す。チェレシアの首を撫で、乳房の弾力を楽しみ、頂点を弄いじる。チェレシアの唇が開き、小さな官能の声。腹をなぞりつつ、指は女の脚の間へ滑りこんでいく。


    　女の花心を愛あい撫ぶすると、チェレシアの体が反応。女の裂け目と花心を交互にかわいがる。チェレシアの官能が急激に高まっていく。俺に縋すがりつき、女の唇が喘あえぐ。唇を塞ぎ、舌を絡からめる。粘液を混じりあわせ、俺も興奮し、角度が回復していく。


    　チェレシアを押し倒し、脚の間に体を入れていく。


    「え、もう二回目？」


    　悪いた戯ずらめいた微ほほ笑えみ。


    「若いからね」


    　答えつつ、回復した俺をあてがう。触れただけでチェレシアの体が反応する。今度は充分以上に欲望に濡ぬれていた。女へと優しく挿入していく。女の声が漏もれていく。


    　熱い粘液に濡れた肉の襞ひだは、拒むのではなく、男を受け入れていく。奥まで到達し、チェレシアが短く高い叫びをあげる。


    　あとは女を喜ばせるために律動を繰り返す。浅く浅く深く。角度を変えて、快楽を掘り起こしつづけていく。上の快楽へ、さらに上の快楽へ。二人の触れあう肌が汗を流す。


    　チェレシアの叫びは間断的に続き、喉のどを見せている。頰ほおから喉が桃色に染まっている。


    　力強い突きに変えて、終局に向かう。震ふるえるチェレシアが悲鳴をあげ、涙すら零こぼす。腰は痙けい攣れんし、絶頂に達していく。追いかけるように俺も二度目の射精をしていく。快楽にわななく女の体に、男を刻みつけていく。


    　果てた俺はチェレシアの上に覆おおい被かぶさる。さらに荒い呼吸。心地よい疲労感が全身を弛し緩かんさせていた。嵐のように荒々しく、火のように熱い女の息が、俺の胸元に吹きよせる。


    　左にずれて、チェレシアの左に体を落とす。女は頭を右肩から胸板に載せてくる。黒髪が汗ばんだ額ひたいから頰に張りついている。左手で髪を退どけて、顔が見えるようにする。


    　チェレシアが恥ずかしそうに身を[image: ]よじる。


    「なにを今さら恥ずかしがる」


    「だって」


    　チェレシアが桃色の頰のまま口ごもる。満足そうな顔をして、また顔を埋うずめる。


    　訳が分からない。これでも女慣れしているつもりだが、それでも女の真実は分からない。


    　一瞬だが、本気でチェレシアを好きになった。自尊心を救われ、体まで捧げられてなにも感じないなら、俺は心が存在しない怪物だ。


    　俺は口を開く。言おうとして言えない。


    「どうしたの？」


    　まだ荒い息の間からチェレシアが問う。俺の口はなんとか動く。


    「かわいいなと思って」


    「なによ、それ」


    　女が笑う。


    　ここで単純に愛していると言えていたら、と思う。


    　だが言えない。言えたとしても、アナピヤは救えなかった。彼女に噓うそは通じず、無意味だった。言えた相手であるジヴーニャとは別れることになった。


    　息も絶え絶えのチェレシアはシーツを胸元に引きよせて俺を見ていた。顔には慈愛の微ほほ笑えみ。


    　この場を逃げだしたい。


    　チェレシアには絶対に言えないが、彼女を抱いたことで胸中に罪悪感が生まれていた。ジヴーニャに対する愛が残っているため、チェレシアを抱いても単なる性処理にしかなっていなかった。都合のいい女のまま、変わらなかったとは言えない。


    　チェレシアを抱きよせて、俺は目を閉じる。意識がない眠りこそが救いだ。

  


  
    



    



    三章　暴虐の競演


    



    



    　　我らが我ら自身から奇跡を摑つかむことを忘れないように。


    　　その目と手を忘れぬように。


    
      パジトー・エレンゴ「今は亡きハラエルとともに」神楽かぐら暦れき一一二八年

    


    



    



    　窓から差しこむ光が、洗面所に満ちていた。午前三時に寝たため、まだ眠い。


    　手て摺すりにかけられているタオルで洗った顔を拭ふき、戻す。棚に置いておいた知覚眼鏡クルークブリレを鼻先にかける。


    　正面、洗面所の鏡に自らの顔が映る。赤い髪に青い目。特徴のない顔だった。いつも浮かべている皮肉な笑みも、今は遠かった。


    「ガユス、いい？」


    　チェレシアの声が扉の向こうから響く。


    「いいよ」


    　洗面所の扉が開けられた。


    　チェレシアが立っていた。長い黒髪の下にある黒い目が、驚きに見開かれる。俺は安心させるため、朝の陽光のように爽さわやかな笑顔で答える。


    「やあ」


    「服を着てから、いいって言え！」


    　チェレシアが手近にあったタオルを手に取り、投げつけてくる。風呂上がりの俺は、もちろん全裸だった。チェレシアは扉を閉めて、洗面所から出ていった。俺は大昔の喜劇役者のように一人で肩を竦すくめた。下着を穿はいて、ジーンズに脚を通す。湯上がりで暑いので、シャツを摑つかんで上半身は裸のままで扉を開ける。


    　廊下に出ると、扉の横の壁にチェレシアが背を預けていた。少し拗すねているようだった。壁に肘ひじをつき、右手で頰ほおを支えて問いかける。


    「今さら俺の裸を恥ずかしがるわけ？　あれだけしておいて？」


    「昨夜は二回、一回起きて二回。やりすぎだっての」


    　チェレシアが苦笑して肘を突いてくる。俺も笑っておく。


    「若いからね」


    「昼まで寝ちゃった。今日は自宅の近所にある店で、卵の特売日だったのに」


    　チェレシアの右手が握られ、俺の胸に押し当てられる。


    「五〇イェン安かったのに」


    「それでも、昨夜のチェレシアは綺麗だったよ」


    「あそ」


    「年のわりには」


    「うっせ。どーせガユスより一歳ババーだっての」


    　チェレシアの右手は俺の胸の上で掘くつ削さくするように動く。痛い。口調が気安くなっているのも、少し打ち解けたからだろう。そこで俺は攻める方向を変えてみる。


    「かわいかったよ。乙女のように」


    　そこでチェレシアの手が止まる。即座に顔を反らして、背中を見せる。廊下を戻っていく。


    　シャツの袖そでに腕を通していきながら、チェレシアのあとを追う。横から見ると、女の白い頰に朱が差されていき、わずかに桃色の頰となっていた。百戦錬れん磨まの女は綺麗でもババーでもなく、かわいいと言われることに反応するらしい。


    　歩く俺が笑うと、チェレシアの左肘が俺の脇腹に刺さって、台所と居間の分岐点で立ち止まることになる。俺も笑っておく。


    「照れてかわいい」


    「アホか」


    　チェレシアはまた顔を逸そらす。俺は少し真ま面じ目めに話してみたくなった。


    「昨夜は前の恋人の前で、俺が落ちこまないように助けてくれて、感謝している」


    　チェレシアの顔が戻る。女への飢えで流してしまったが、肝心の問題が残っている。


    「なぜ俺と？」


    　考えてみる。


    「前の恋人と別れたばかりの傷心の俺への同情か？　それとも大事にされにくい職業で、護衛をした俺への感謝を恋と勘違いしてくれたのか？」


    　俺は意図的に娼しよう婦ふという言葉を避けていた。事実は変わらないが、男女関係になったからこそ、触れられたくないだろうと考えたのだ。


    「冷静というか被害妄想というか」


    　チェレシアが笑う。


    「その二点もあるけど、単純に手と」チェレシアの右手が伸びて、俺の頰ほおを撫なでて、離れていく。「ほら、昔いた映画俳優のラグマノフに少し似ていて、好み。それでいいじゃない」


    「たまにラグマノフに似ているとは言われるけど、そんなに似ているか？」


    　俺は洗面所に戻りたくなった。


    「美形のラグマノフには遠いけど、少し顔の部品が似ているのよ。とくに目と鼻。雰囲気も近い」チェレシアの手が俺の裸の肩に触る。「あとは体。もう少し太ったほうがいいとは思う」


    「酷ひどい！　この体が目当てだったのね！」


    　俺はチェレシアの手を払い、自らの両手で体を抱く。


    「この男は本当にうざったい」


    　チェレシアは微ほほ笑えむ。そして顔に真ま面じ目めさが宿る。


    「それでも、あなたには、それなりにいいところはあるけどね」


    「どこ？」


    「教えてあげない」


    「なんだそりゃ」


    　そこでチェレシアが「あ」と口を開く。


    「そういえば、あなたがお風呂に入っている間に、荷物が届いていたから受けとっておいたけど、良かった？」


    「ありがとう。あとで見ておくよ」


    　チェレシアの額ひたいに口づけをして、機嫌を取る。ようやく美女の微笑みとなる。


    「朝というか昼なんだけど、なにか食べる？」


    「ああ、俺が作るよ」


    「配達物の確認をしておいたほうがいいよ。大事なものだったら私が困る。私は冷蔵庫にあるもので簡単に作るけど」


    「それでは頼むか」台所に向かうチェレシアの背中に言葉を足しておく。「肉も卵もパンも冷蔵庫。調味料は台所の棚にある。調理器具は台所の下で皿は上」


    「はいはーい」


    　チェレシアが台所の冷蔵庫の前で返事した。俺は横を向いて居間に向かう。シャツの袖そでに手を通しながら、応接用の椅い子すに腰を下ろす。


    　いくつか隠れ家を持っているが、やはり自宅が一番落ちつく。


    　立体光学映像を起動させて、報道を眺める。今日もエリダナにおける殺人を報道していた。


    　カンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふ殺しから続く、チェレシアの不安を煽あおる情報だ。あとで確認してチェレシアに護身の形で教えればいいだろう。


    　局を切り替える。エリダナ地方報道では、目を抉えぐり舌を切りとる通り魔強盗の続報。被害者は咒じゆ式しき治ち療りようを受けたが、背後からの攻撃のため手がかりなし。さらにアパートで火事が起こり、そこで初めてカスペルという青年が行方不明となっていたと分かった報道もあった。後者はどこかで聞いた名前だが思い出せない。よくある名前でよくいる人物なのだろう。


    　最後に、エリウス郡の交通事故遺児基金に、合計一億八千五百万イェンもの寄付があったという報道が続く。


    　寄付をしたのは企業でも団体でもなく個人で、現金で届けられていた。有名な話らしく寄付金が詰まった箱にはいつも手紙が添えられており「未来の可能性のために再配分を行おこなう」という硬い一文があって名前は記されていない。


    　寄付に添えられた素っ気ない手紙にはいつも百ゆ合りの封ふう蠟ろうがされているから、便宜的に「百合の紳士」と呼ばれているらしい。百合の紳士はウコウト大陸各国で一月に一回、定期的に寄付しているそうだ。


    　名誉もなにも求めない高潔な人間がいるものだ。できるなら恵まれない俺に届けてくれと思うが、ダメすぎる思考なので排除。それでも世界にはまだ希望があると思える出来事だ。


    　気を取りなおして目下の用事に戻る。


    　チェレシアが言ったように、机の上には、俺に届けられた荷物が置かれていた。宛名を見て、俺の表情は一気になんとも言いがたいものとなっているだろう。


    　文字が掠かすれてよく分からないが、チーンキイだかキーンチイだかと記された名前。商売人というか詐さ欺ぎ師しからの荷物だった。おそらくわざと名前を掠かすれさせている。どちらが本名であるか、本人も分からないのだろう。


    　チーンキイだかキーンチイだかには、以前にとんでもない目に遭わされたため、苦い表情となる。詐欺師から荷物が送られる理由が分からない。


    　包装を開いて箱を開くと、中身は紙の箱が二つ。ひとつを開けてみると機械だった。複雑な内部を想像させる、重厚な機械だった。


    　一方で、開けるときに持ち上げた箱全体の重さからすると、機械が入っていたとは思えない。両手で機械だけを持ちあげると、やはり軽い。機械を下から覗のぞく。


    　空洞があった。


    　チーンキイだかキーンチイの手製の説明書を眺める。


    「おいおい『第二種永久機関。ただし外がい殻かくだけ』とは、あいかわらず全力の詐欺商品だな」


    　外見だけは整えているが、中身がまったくともなわない。どこかの相棒の顔が浮かんだ。自分のことは棚の上、成層圏まで上げておく。機械の外殻を箱に戻して、次の箱を開ける。


    　現れたのは、桃色のシリコンの塊だった。手にとって指先で触ると、柔らかい。弾力性が俺の指を押し返してくる。裏返すと穴が開いている。内部には襞ひだができている。


    　俺の顔はさぞ苦いものになっているだろう。形状からは分からないが、穴から正体が推測できてきた。箱に視線を戻すと、隅には潤滑油の瓶びんがあって、正体が確定する。


    　つまり寂しい男性用の疑似女性器である。


    　呆あきれきったまま、荷物に付属していた手紙を眺める。


    「なるほど、この商品の使用感を俺に聞きたいわけね、って使うかよ」


    　俺の足は二つの商品を蹴け飛とばす。永久機関と疑似女性器が机から落ちて床に転がる。


    「ガユス、なにをしているの？」


    　音を聞いたチェレシアが台所から声を投げてくる。手元では目玉焼きを作っているらしい。


    「なんでもない。くだらない荷物が送られて……」


    「あー、変な通販に手を出したとか？」


    　チェレシアが勝手に自己解決してくれたので、真実を告げることもめんどくさくなった。偽の永久機関を左手で拾い、ぷるんと揺れる疑似女性器を右手で拾う。ゴミ箱の位置を確認。ベイルス競技の投手のように投とう擲てき体勢に入る。脳裏に閃せん光こう。


    「待て。待つのだ俺」


    　一＋一は二だけではない。俺の左手は神となり、右手は悪魔となる。左手に握った機械の外殻へ、右手に握った自慰器具を収める。二つはひとつとなり、無限の可能性を生んだ。


    　そこへお盆を持ったチェレシアが現れた。


    「はいお待たせ。簡単なものだけど」


    　チェレシアがお盆から料理を低い机に置いていく。目玉焼きと横に添えたトマトとレタス、バターを塗ったパンに珈コー琲ヒー。被害者は現れた。俺の隣に腰を下ろしていくチェレシアは、応接机の上に置かれた装置を眺める。


    「なにそれ？」


    　黒曜石の目は興味津々といった内心を示していた。獲物が餌えさに引っかかりました。


    「べつに、たいした機械ではないよ」


    　俺は気にしていないそぶりで、肉叉フオークで目玉焼きを巻いて口に運ぶ。


    「お、絶妙な焼き加減」


    「目玉焼きごときでなにを」


    　次にパンを齧かじる。チェレシアの目は装置に釘くぎ付づけとなっていた。俺の罠わなにかかった。


    「それはどうやら指を綺麗にする装置らしいけど、俺には必要なくてね」


    　美容を気にするチェレシアの目には、さらに興味の色が強くなっていた。装置を手にとって、眺めている。下に開いた穴を見て、自分の指を向かわせる。


    「ここに入れるの？」


    「そうらしいね」


    　興味を持ち出したチェレシアの手を、興味がないような演技で穴に導いてやる。「ひゃっ」とシリコンの冷たさに女が声をあげて驚く。俺は解説を続ける。


    「入れた指を前後させると、肌が綺麗になるらしいよ」


    「そうなんだ」とチェレシアは素直に前後させる。俺は横で優しく笑っておく。まだチェレシアは気づかずに指を前後させている。


    「チェレシアって変態だね」


    「なにが？」


    「いや、そろそろ動きで分かるかなと思ったけど」


    「だからなにが」と言ったチェレシアが段々と気づく。感触。動き。そして装置。女の白い頰ほおから血の気が引いていく。「ちょっと待て、待って。まさかこれって……」


    「ご想像のとおり」


    　俺は哲学者のようにうなずいて肯定すると、チェレシアの顔が青ざめていく。浅い呼吸になっている。緊張した頰でチェレシアは俺を見つめる。


    「まさか、これ」唾つばを飲みこむ。「使用済み、じゃないでしょうね」


    「使用したとしたら？」


    「ぎょわわわわわわわわわわあっ」


    　チェレシアの絶叫だった。腕を振って器具を投げる。外殻が本棚に当たって、内部の疑似女性器が床に落ちた。床の上でシリコンの塊が奇跡のように直立し、ぷるんと揺れる。


    　チェレシアは悲鳴をあげたまま、部屋を走っていく。乱暴に扉が開き、閉まる。俺は悠然と立ちあがって、廊下を抜けて、洗面所に入る。


    　蛇口から盛大に水を出して、チェレシアは泣きそうな顔で手を洗っていた。俺が笑っていると、チェレシアが睨にらんでくる。


    「殺す、おまえは絶対殺す」チェレシアの黒い目には地獄の業火。「女の子の指をあんなものに突っこませるなんて、失礼にもほどがある！」


    「噓うそだって。届いた品だから、使用済みじゃないよ」


    　チェレシアが投げる石せつ鹼けんや歯ブラシを避けて、俺は笑う。俺の言葉の意味を確認し、チェレシアも少し安あん堵どする。洗いすぎて赤くなった手を止める。


    「良かった。使ってないんだね」


    「……俺は、ね」


    　チェレシアは再度の絶叫。女の叫びは洗面所から浴室、廊下から全室へと響いた。


    　うむ、心地よい声だ。


    



    



    　俺は応接間の長椅子ソフアに座る。左頰ほおが痛む。チェレシアに顔をはたかれたのだ。結果は分かっていたが、やらずにはいられない。男にはやらねばならないときがあるっぽい。


    　復ふく讐しゆう者のチェレシアは、俺の横で頰を膨ふくらませている。俺を叩たたいても、まだ怒りが収まらないようだった。怒りつつ朝食を食べていく。怒りながら食べても美お味いしくないと思うのだが。


    「チェレシア、あまり怒るなよ。ほら、純真な少年のようなかわい～いいたずらですよ。いわば天使の悪意なき恋のいたずらですよ」


    「邪悪すぎる！」


    「もちろん俺がいらないことをしなければいいだけだ」俺はチェレシアに向きなおり、真実を告げる。「しかし、俺は俺であることを止やめられない」


    「俺であることって、嫌がらせに自分の存在意義を持つな！」


    　またしてもチェレシアに怒られた。しかし、女の横顔にあった怒りはようやく消えていった。チェレシアは乱暴にサラダを飲みこみ、珈コー琲ヒーを流しこんで食事は終了。


    　温ぬるくなった珈琲の杯はいを握りつつ、俺は部屋を眺める。自分の方法論は理解しきっている。前の恋人と同じような関係になるように、会話と状況を誘導していっているのだ。


    　もちろんチェレシアも理解していて、俺の作る欺ぎ瞞まんに満ちた関係に逆らわなかった。前の女を忘れられない俺に、譲歩してくれたのだ。本来は俺が合わせるべきなのだが、女の心の広さに甘えている形になって自己嫌悪に陥る。


    　かといって新しい関係を築くには、まだまだ時間がかかる。傷心から回復するまでは甘えさせてもらおう。回復できて新しい関係を見据えられたら、受けた恩以上にチェレシアを愛する。


    　報道の不愉快な音に意識が戻される。昼になっても、目玉と舌と腕を切りとる通り魔と、解体殺人とハイダーテ興業支社の殺人事件の続報が続いていた。おまけに皇国での新しい軍事兵器開発の噂うわさに、大陸国家会議が懸念を表明している。


    　いつもの芸能人がくっついた離れた、動物園でなにかの赤ちゃんが生まれました、などの無害で無意味な報道にしてほしくなった。チェレシアの視線に気づいて、局を変える。


    「大丈夫だって」


    　隣に座るチェレシアが微ほほ笑えむ。


    「私には強い咒じゆ式しき士しさんがいるからね」


    　右手が伸びて、俺の左腕に絡からまる。どこまでも俺を立ててくれる。お偉いさんの心情を察することが業務の高級娼しよう婦ふ、と皮肉に取りたくはない。愛情と素直に頼られている事実だけを受けとろう。珈琲を机に下ろし、右手を伸ばして女の左手に重ねる。俺は前に進まねばならない。


    　女の黒い瞳に、問いが潜んでいることに気づく。


    「ガユス、なにか不機嫌？」


    「いや、なにが？」


    　俺はなにも不機嫌ではないので、チェレシアに疑問を返す。だが、チェレシアはより真剣な双そう眸ぼうで俺を見つめていた。


    「私はあなたの世界を少しは分かっている、つもりだけど？」


    　問いは直線の刃やいばとなって俺を貫く。俺自身が気づかない内心を、チェレシアは捉とらえていたのだった。


    「前の恋人さんには及ばないにしても、こういう商売なだけに少し分かるの」


    　チェレシアは痛みを感じる表情ながらも、自らの手札を広げた。俺がなにも言わないわけにもいかないし、また隠し通せるとも思えない。俺の返事は決まっている。


    「ただ、いつものように攻こう性せい咒じゆ式しき士しであっても、俺はなにもできなかったと思ってね」


    　事実を言ったが、詳細は避けた。


    「そう、そういうことね」


    　チェレシアの表情は翳かげった。


    　先に起こった残酷な強盗事件の犯人は、ついに誰も見つけられなかった。警察や、メッケンクラートや他の攻性咒式士も同様に取り逃がした。


    　よくあることだ。犯罪者の一定の割合は、捕まらないまま罰せられることもない。


    　もちろん、俺たちは正義の味方でもないし、万能ではない。そして物語のように因果応報が必ず行おこなわれるわけではない。分かってはいるが、現実に直面すると無力感に苛さいなまれる。


    　気づくと、チェレシアは俺の顔を覗のぞきこんでいた。心配を秘めた深い夜色の目だった。


    「怖い話は止やめよう」


    　俺は女の肩を抱きよせる。チェレシアは俺の腕のなかで、眉を顰ひそめていた。


    「疑問なんだけど、なぜ人は暴力を振るい盗み犯し殺すの？」


    　チェレシアの深く透き通った夜色の瞳が、問いかけていた。彼女自身がその被害者になったからこその疑問だった。


    　どうやら話題を逸そらすことはできなかったようだ。俺は黙ったまま温くなった珈コー琲ヒーを飲む。


    「もちろん私だって悪いことをしたことがないかと言えば、そんなわけがない。高級娼しよう婦ふなんて人に誉ほめられる仕事ではないからね」


    　チェレシアが続ける。


    「人を」言葉に詰まるも、続ける。「酷ひどい客を殺したいと思ったこともある。だから欲しいものを手に入れるため、憎悪の犯罪、ならまだ分かる」女の唇くちびるがさらに紡つむぐ。「だけど、普通に生きていて、関係がない他人に苦痛を与えたり、殺したりする意味が分からない」


    「それは……」


    　俺に上う手まく説明できるだろうか。犯罪者に近い立場であるため、代弁できるかもしれない。


    「攻性咒式士として数年ほど現場で生きているだけでも分かったことだが、人はどんな残酷なことでもできる」


    　知識だけに留とどめ、実地で分かりたくないことではあるが、事実としてそうなのだ。


    「暴力や殺人を想像するだけではなく、現実で再現して楽しむ人間は存在する」


    「あー、たまに見かけるね。お客さんにもそういう変な人がいる。昨日のあいつもそんな感じ。女を傷つけ痛めつけないと勃たたないと言っていた。妄想で留とどめてくれたらいいんだけど」


    　チェレシアが素直に問い返してくる。俺は応接椅い子すに座りなおす。どこまで話していいのか分からない。


    「異常な犯罪者は、異常者である、という定義は同語反復だろうな」


    　苦い思考を言語化してみる。


    「異常な犯罪を正常な思考のままに、悪を悪と認識しつつ行おこなえるものがいる」


    　それはチェレシアの、俺の内心にもいくらか巣くう心だ。しかし、常軌を逸した暴力と殺人を正常な思考で行おこなう存在がいる。俺が知るだけでも、バモーゾにヨシキヨ、〈ベギンレイムの尻しり尾お〉にゲヒンナム・ム。さらにはパンハイマ。そして俺の相棒でもあるギギナも入るのかもしれない。俺自身にも不条理な凶暴さと殺意がある。


    「チェレシアは」俺は首を小さく振る。「知らなくていい」


    「私を仲間はずれにするわけ？」


    　俺の膝ひざに手を載せて、チェレシアが気け色しきばむ。俺は上う手まく言えなかった。


    　問い返すチェレシアの花びらのような唇くちびるを奪う。熱い舌を絡からめる。


    　少し分かってきた。陰惨な事件は、解決しようとする人間、聞いて感じ、知った人間、俺をも蝕むしばむ。だとしたら、チェレシアを、そして普通の人たちを近づけたくない。


    　普通の人が信じる平和で、秩序によって整せい頓とんされた世界を、そのまま信じてほしい。チェレシアがいる黒社会もまた別の意味での秩序であるなら、それを信じていてほしい。


    　真実を言う意味はない。言えばチェレシアは俺を心配してしまう。


    　内心を誤ご魔ま化かすように、俺はチェレシアを椅い子すに押したおしていく。熱く柔らかい女の体を抱きしめる。


    「ちょっ、ガユ、またする……」


    　問いつづけようとするチェレシアの唇を、俺は塞ふさぐ。


    　誤ご魔ま化かすように。そして傷跡を塞ぐように。


    



    



    　午後も遅くなり、事務所のヴァンがエリダナ中央部を走る。


    　昨夜の傷が心配でチェレシアを病院に送り、代わりに助手席には助手席を重くするためのゴミ、ギギナが座っていた。俺はチェレシアとの余韻を楽しみつつ、ギギナに問うてみる。


    「で、解かい剖ぼう殺人犯も、ハイダーテ一家殺しも、ついでに目と舌を抉えぐる通り魔も見つからずか？」


    　左折させながら俺はギギナに嫌味を投げてやる。ギギナの目は忌いま々いましげに街を眺めていた。


    「元々人通りのない家での解剖殺人や路地での通り魔は、被害者の人間関係からの調査ができない。目撃者もいない。ハイダーテ一家の全滅も同じだ」


    　ギギナの大理石の手が屠と竜りゆう刀とうの柄つかを撫なでる。


    「相手が見つからなければ、屠竜刀も振れない」


    　またギギナが言うように、相手を見つけることが難しい。通り魔にしろハイダーテ一家殺しの相手にしろ、見つけさえすれば、エリダナの警察や攻こう性せい咒じゆ式しき士しが集まってきて終わる。


    　常に問題なのは、賞金首が都市の匿とく名めい性にまぎれていることだ。だからこそ、街の攻性咒式士において大事なことが情報収集能力と捜査能力だ。警察の組織力には遠く及ばないが、攻性咒式士の優位性は、後ろ暗い人脈や金で釣る情報が集まりやすいということだ。


    　警察に情報提供をしても一イェンも儲もうからないが、攻性咒式士は金を払う。その程度の情報の優位性にすぎないが。


    「三つの事件のすべてが、情報待ちだな」


    　俺の結論にギギナがうなずく。


    「ハイダーテのほうは通り魔ではないだろう。黒社会の武闘派組織の事務所に遊園地気分で入って虐ぎやく殺さつをするような人間が存在するはずもない。明確に殺す意志を持って突入した怪物だ」


    「そうか？」


    　俺はギギナを見ておく。相棒は皮肉な視線に気づいたようだ。


    「異常者でも、そして私もあれほどまでに無意味な戦いはしない」


    「そういうことにしておこう」


    　ギギナという異常者なら、必要とあればハイダーテ一家と戦うことも恐れないだろう。


    　ただ利害関係も、自らに匹敵する好敵手もいないから、ギギナは動かない。黒社会と戦っても無意味だと判断するだけの理性がある。


    　カンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふを含む五件の解かい剖ぼう殺人と、ハイダーテ一家への襲撃と二つの行為は、同一人物の犯行だが動機がつながらない。支社壊滅の犯行の意図はとくに不可解だ。別の組織が送った刺客、という推測もいまいち嵌はまらない。なにかが奇妙だ。


    　車はオレイ通りの標識の下を右折していく。オレイ通りという単語が脳裏で危険信号を発する。


    「雑事を増やしたくないなら、道を変えたほうがいいだろう」


    　ギギナが言うとおりだ。オレイ通りの近くにある危険な場所のことを、俺も思い出した。


    　操縦環ハンドルを切り、遠回りしていく。


    　オレイ通りから離れようとすると、携帯咒じゆ信しん機きが鳴る。携帯を開くと、文書通信が一〇〇通ほど溜たまっていたが無視。解放通信にして車窓に設置。ベイリックからの通話をつなげる。


    「あー、元気か」


    　ベイリックが緊張感のない声を投げてくる。


    「オレイ通りでご機嫌だ。ギギナがいなければ最高に元気でご機嫌だね」


    「オレイ通りか。遅いが、まだなら昼飯でも食うか？」


    「おまえと食うほど元気でもないし、心が病気でもない。二重の意味で不可能だ」


    「あと三十分で崇高なるグレネイズと、糞くそに等しいオラクルズの東西地区交流戦が開始だ」


    「忘れていた」いろいろありすぎると記憶力も落ちる。「糞以下のグレネイズと神々に等しいオラクルズの対戦だが、どちらに賭かける？」


    「グレネイズに昼食代」


    「オラクルズに昼食代、あと酒もつける」


    　ベイリックと俺は、警察と攻こう性せい咒式士という近いようで不仲な職業だ。ただヴォックル競技の賭かけでだけつながっている。


    「おまえが賭け金を上げるなら、こちらもそれでいい」


    　お互いに自分が応援するほうに賭けておく。


    「あとイアンゴが来ればタルフォルズに賭けてくれて、全員の昼食代が浮くのだが」


    「どうせタルフォルズは明日の夜に負ける。そのときに賭けよう」


    　ベイリックは笑う。


    「それで通り魔に解かい剖ぼう殺人、ハイダーテ一家の殺人犯は見つかったか？」


    　ベイリックは、俺の仕事の進展を真ま面じ目めに聞いているわけではない。ただ情報の窓口のひとつとして聞いただけだろう。


    「こちらは捜査が進展せずに……」とベイリックの声の向こうで物音。


    　近くの警官が緊迫した声で話しかけ、ベイリックが「本当なのか」と問い返していた。


    「どうした？」


    　ベイリックは電話の先で別の会話をしていて返事がない。顔を離して手で受話器を押さえているために、ほとんど聞きとれない。


    「楽しい事態になってきたな」


    　隣ではギギナが笑う。耳が良すぎる相棒は分かっているだろうが、俺には分からない。


    「そういえば、ガユスたちの現在位置は先に言ったオレイ通りのままか？」


    　ベイリックの声が戻る。視線で通りの標識を確認し「オレイ通りの横、ロークド通りに入っているが、それがなにか？」と問い返す。


    「現在進行中の事件らしき通報があった」


    　ベイリックの声には焦あせりがあった。


    「事件なら警察に任せるべきだろうが」


    「オレイ通りの横にある、カラゼ通り三丁目の古物商の店から悲鳴と咒じゆ式しき音おんが聞こえたらしく、警察に通報があった。警けい邏ら中ちゆうの警察車しや輌りようが向かっているらしいが、そちらのほうが近い」


    「狭い店内で戦争ごっこをしていないなら、確実になにかの事件だな」


    「警察の捜査より先に咒式士が到着すると嫌われるのだがな」


    　ギギナと俺は別々の内心を言葉にした。


    「それでも動いておくべきだろう」助手席でギギナが静かに続ける。「下世話な話だが、攻こう性せい咒式士の収益は他人の不幸から生まれる」


    「厄介ごとから発生する戦いが、ギギナの大好物なだけだろうが」


    「四流漫才の最中で悪いが」二人の間にベイリックの声が差し挟まれる。「カラゼ通りの古物商はベイテーノといって、黒社会の中堅組織、リンドブルム同盟の金庫番の老人だ」


    「おいおい、大物じゃないか」


    　話が違ってきた。リンドブルム同盟といえば、北のインジー共和国系の組織で、麻薬と武器の取引で勢力を伸ばしていた。金庫番といえば組織の生命線である金を預かる。古物商で偽装をしていた金庫番が襲われたとなれば一大事だ。


    　車を加速し、通りを走る。大きな危険の臭い。それは大金の臭いでもある。


    「先にあったハイダーテ一家といい、黒社会の組織の不運が続いているようだな」


    「そんなわけがない。黒社会の金庫番を襲うなど正気なら誰もしない」


    　ギギナの声に俺が補足しておく。


    「おそらくは先の襲撃がリンドブルム同盟だった、と見たハイダーテ一家の襲撃が起こったと思われるが、見てみるまでは分からない」


    「今時黒社会の抗争か？」


    　ここ数年、黒社会は安定している。しかし四年前の大抗争で、三大組織が市街戦を演じて、エリダナが炎の海となったらしい。咒じゆ式しきに刃やいばが交わされ、数百人の構成員が死に、市民にも数百人の被害が出た。


    　ロワールの頭首であるグセノンの主導で、三大組織と五つの中堅組織が十一人委員会という平和協定を結んで、危うく保たれている均衡だった。カンダハ・ナハにハイダーテ、さらにリンドブルム襲撃による均衡の破壊は、誰の得にもならないはずだ。


    「頼めるか？」


    　真剣なベイリックの声が再び重ねられる。


    「行くだけ行ってみる」


    　ベイリックとの通話を終わらせ、車体を急加速させる。


    



    



    　車がカラゼ通りに入る。徐行して番地を確認。角にある目的地である古物商の看板を見つける。通りの向こう側には、近所の人間が数人立っていて、店の様子を窺うかがっている。携帯を握って立っているのは、おそらく通報者だろう。


    　警察より先に攻こう性せい咒式士である俺たちが到着したことに、人々は、落胆の表情を見せていた。エリダナや龍皇国では、年々通報から警察車しや輌りようの到着時刻が長くなっている事実を嘆いている様子だった。だからこそ攻性咒式士の出番で商売が成り立つ。


    　車を降りて、古物商の店先に進む。


    　表の扉の右に俺、左にギギナが位置する。扉は室内から施せ錠じようされている。ガラス戸の裏面に赤い飛沫しぶき。血が見えた。


    　殺人現場だった。今回のように事件直後の現場は滅多にない好機だけに、俺の緊張感がさらに高まる。


    　俺の耳には、室内からの物音は皆無。ギギナの顔を見ると、首を振って俺と同じだと示してきた。野生動物と精密機械のような感覚を持つギギナにも感じられないとなると、室内には生存者が存在しない確率が高いと見たほうがいい。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを金属の扉に突き入れる。鋭利な刃は、物音をたてずに金属の板に潜り込んでいく。竜の高硬度の鱗うろこと、柔軟さと強きよう靱じんさを併せもつ筋肉組織を穿うがち切断する、屠竜刀ならではの芸当だ。


    　ギギナの手首が回転。屠竜刀は鍵がある金属部分を切り裂く。破片が向こうに落ちる前に手を入れて金属を摑つかむ。手を戻して、扉を開ける。


    　店先には商品棚と精算所の鉄格子。鉄格子の向こうには、質流れ品の宝飾品や高級時計、鞄かばんなどが並んでいる。横手にある出入り口の厚い扉が破られていたが、店の品物や金庫には手がつけられていない。強盗ではありえない。


    　室内に溢あふれる血臭。床の転々とした血けつ痕こんが奥に続く。


    　ギギナを先頭に店舗部分を抜け、住居部分へと続く廊下を進んでいく。廊下に撒まかれた血を追っていく。家族の部屋の扉の前を通り、廊下を進む。突き当たりの部屋が現場だった。


    　鋼鉄の扉が破砕されていた。俺は感情を遮しや断だんしつつ室内へ入る。


    　強引に破られて歪ゆがんだ扉が剝むき出しのコンクリ床に落ちている。壁と天井までコンクリで囲まれた部屋は、血と肉の山。


    　護衛らしき攻こう性せい咒じゆ式しき士しの死体が横たわっていた。魔ま杖じよう剣けんを握って死んだ背広姿の死体が部屋に転がっている。襲撃者の気配はなく、現場の分析に入る。


    「空から薬やつ莢きようが床に転がってもいない。一人目が咒式を発動したかしないかの初撃で全員が倒されたということか。いや、襲撃者の空薬莢もないな。回転式弾倉の魔杖剣だ」


    「リンドブルムの金庫番の護衛ともなれば、全員が高位攻性咒式士だ」ギギナが四人の死体を検分していく。「部屋の四隅にいた腕利き四人を同時に倒すことは難しい」


    　中央に倒れている咒式士は、頭ず蓋がいを破砕され、脳のう髄ずいを床にブチ撒いていた。横に転がる男は上半身と下半身が両断されている。間には血に染まった桃色の小腸が落ちている。壁に背を預けた男には、腕や脚がない。四肢の断面は半円。肉が齧かじりとられている。俯うつぶせに倒れている肥満体は、青紫や赤の腫しゆ瘍ようで覆おおわれてさらに膨ふくれていた。


    「刃やいばに怪力に、獣の牙きばに毒。咒式剣士に拳けん士し、使し獣じゆう士しに使し蟲ちゆう士しが一気に突入したのか？」


    「いや」


    　俺は瞬時に記憶を引きだす。携帯で撮影した死者の画像が出てきた。


    「ハイダーテ一家も同じような手口で殺されていた」


    　理解できない。それでも事実だけを情報として得ていく。


    　部屋にはさらに奥への扉があり、血痕が続く。扉はまたも破壊されていた。


    　足を踏み入れると、奥は居間となっていた。横には妻らしき老女、息子であろう中年男の死体。青年は孫だろう。三つの死体は、そろって首を切り落とされている。三人の首なし死体は腹部を開かれて、内臓が引きだされていた。三人の脚の間は濡ぬれて、布地が盛り上がっていた。悪臭。絶命からの失禁と脱だつ糞ぷん。


    　首の行方を捜して周囲を見回す。暖炉の火搔かき棒が老女の右耳に突き入れられており、反対側の耳に抜けている。火搔き棒はさらに中年男の頭を貫通し、青年の頭まで貫き、先端を左耳から出していた。先端からは血の滴しずくが零こぼれる。串くし刺ざしにされた三つの首は、そろって極限の苦痛の表情。


    　考えたくないことだが、生きている間に耳から耳へと火搔き棒を通したのだ。最初は妻、次に長男、最後に孫。自分の親族が脳を貫通され殺害され、首を刎はねられる。そして自らが殺される順番を待つしかなかったのだ。


    　楽しんで殺したことが分かる光景だった。


    　一目で分かった。


    「これは解かい剖ぼう殺人の現場と同じ意思によって作られた。〈動く断頭台〉こと〈金剛石の殺人者〉の殺人現場だ」


    「先の護衛を一瞬で殺し、無力な金庫番と家族を無惨に殺して楽しんだのか」


    　ギギナの声にも疑問。俺は首を小さく振る。


    「連続猟奇殺人者が、黒社会の金庫番を襲撃する理由がない。カンダハ・ナハ社にハイダーテ一家と続き、リンドブルム同盟まで敵に回すなど、正気ではない」


    「詮せん索さくはあとだ」


    　壁を見る。絵画が床に置かれていた。絵画があった壁には隠し金庫があった。扉は開かれて、銀色の通貨素子が零こぼれていた。金庫にはいくらかの通貨素子が残っている。


    　また意味不明な光景だった。


    「金も強奪されているか。殺しを楽しみ、さらに金庫を襲撃したという感じを受ける」言葉で確認していく。「快楽殺人に金、少しつながりにくい。大量連続殺人者は人格的に破は綻たんしているだろうが、思考まで破綻しているのか？」


    「見ろガユス」


    　相棒の声で振りかえる。死者の内臓からは薄く湯気があがる。血はまだ温度を保って、赤いままだった。ギギナが腰を屈かがめ、伸ばした手の白い指先で血に触れる。


    「まだ温度がある。殺人者は遠くに行っていない」


    　奥の通路を見る。壁に背を預けて足を投げだした老人がいた。ベイテーノらしき老人は、胸郭を開かれており、切除された肋ろつ骨こつと肺が見えた。左右の肺は弱々しく収縮している。赤黒い穴となった両目。眼球が抉えぐられている。喉のども切り開かれて、笛のような音を漏もらしている。


    　俺とギギナに驚きが共有される。この状態で老人はまだ生きていた。解かい剖ぼうが中断され、横おう隔かく膜まくなどが切りとられていなかった。


    　室内を警戒しつつ老人に駆けよる。出血が大量だ。さらに内臓が切り裂かれている。咒じゆ式しき士しでもない普通の金庫番、会計士でもある老人の生命は、この有様では続いても数秒から十秒。背後から俺の右肩の上を通って屠と竜りゆう刀とうが突きだされる。ギギナの治ち癒ゆ咒式が発動。


    「聞け。貴様は助からない」ギギナの非情な声とともに、老人の肉体が再生されていく。見ていても、再生より速く命が流出していく。「しかし黒社会のものなら、貴様と家族を殺した存在へ復ふく讐しゆうをするために数秒だけ生きろ。犯人はどこへ逃げた？」


    　剣士の涼やかな声に、盲目のベイテーノが唸うなり声をあげる。切りとられた舌から溢あふれた血が、口こう腔こう内で血ち泡あわとなる。眼球が抉られた血の眼がん窩かと細い顎あごが右を示す。


    「右か」


    　視線を戻して問いかけると、老人の呼吸が止まっていた。首が横に倒れて絶ぜつ息そくしていた。俺は金庫番のベイテーノの死体を丁てい寧ねいに壁へ戻して、右へと走りだす。ギギナも右へと動く。裏口で俺たちの目が留まる。


    　隙間が開いた扉。枠にわずかについた血液。殺人者は靴で鮮血を踏まなかったが、袖そで口ぐちには被害者の執念の血が滲にじんでいた。


    　ギギナが扉を抜ける。質屋の裏、狭い敷地には芝しば生ふや庭木が並んでいる。隣には同じように芝しば生ふや庭木があった。血けつ痕こんも足跡もない。おそらく跳躍して庭石に乗り、壁を越えていったのだろう。


    　目に見える手がかりがなくても、俺たちには関係ない。ギギナは冷静に生体強化系第一階位〈狗鼻アガーネ〉の咒じゆ式しきを発動。犬並みに強化されたギギナの嗅きゆう覚かくは、殺人犯の血臭を追跡することが可能だ。動きだした広い背に、俺も続く。


    　ギギナが血臭を追い、住宅地を抜けて街路に出る。


    　昼下がりのエリダナのゲティル通りには、人々が行き交っていた。アルリアンにノルグム、ランドックに東方の着物姿。直立歩行する猫のようなヤニャ人まで見えた。車道には車が流れている。雑踏には音と臭いが溢あふれていた。


    　抜剣した俺とギギナに気づいた背広の男が「なんだ？」と驚いて、歩道を一歩下がる。周囲に騒ぎが広がって、中年女が携帯で警察に通報している。若い女がなぜか携帯で「かわいい」や「こわーい」と写真を撮っているが、気にしていられない。


    　刃やいばを掲げたまま、俺とギギナは街路と群衆を見回す。確実にこの場にこの人々のなかに皇国からエリダナへと殺さつ戮りくの嵐を吹かせた殺人犯〈金剛石の殺人者〉がいる。


    　同時にこれだけの雑踏にあっては、ギギナであっても血臭だけをたどれない。


    　ただの一人を間違いなく特定せねばならないが、擦かすり傷きずを絆ばん[image: ]そう膏こうで覆おおう作業員に、包丁で指を切った傷に包帯を巻く主婦や、生理中の女が行き交っているのだ。


    　被害者が死にきっていなかったことから分かるが、相手も俺たちに追われていることを理解している。周囲に気づかれたことを察して逃走に移ったために、あの老人は解体されきっていなかったのだ。


    「右か左か、前か後ろか。これは千載一遇の好機だ。逃のがせば、犯人と接近できる機会はもはやないと考えるべきだ」


    　群衆より頭ひとつ高いギギナが、周囲を睨にらみつけている。銀の目は敵てき愾がい心しんの刃となっていた。


    「絶対にここで捕らえねばならない」


    　分かっている。犯人には、カンダハ・ナハとハイダーテさらにリンドブルムの三組織からとんでもない賞金がかかっているはずだ。だからこそ考える。考えろ、考えた。


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを垂直に掲げる。


    「おまえが殺人犯だな。死ね」


    　周囲の人々が、抜剣している俺に怯おびえて離れる。背広の勤め人が逃げ、母親が子供の手を引いて俺たちから離れる。まだ足りない。


    　日輪の輝きを宿す切っ先には、トリニトロトルエンの構造が青白い燐りん光こうで描かれる。


    　頭上へ爆裂咒式が炸さく裂れつ。鉄片を混ぜない爆風が人々の服の襟えりや袖そで、髪を搔かき乱す。烈風で店頭の商品が棚から雪崩となって落ちていく。街路の人々が悲鳴をあげ、逃げまどう。


    　俺とギギナの目は、散っていく群衆や事態が分からず見物している人々を見据えていた。


    「おまえだ」


    　俺とギギナが右前方へ進む。人々が二人の凶漢に道を空あけ、逃げまどう。俺とギギナは歩む。二人の進路の先に、一人の男の背広の背中があった。右袖そでにはわずかに血の染み。右手には奇妙な本を持っていた。鎖くさりに拘束され錠前で閉じられた数冊の本だった。


    「爆発を見ずに、悠然と歩いていく人間はおまえだけだ。不自然すぎる」


    　男は気にせずに進む。俺は魔ま杖じよう剣けんを掲げ、相手の背中に砲弾咒じゆ式しきを向ける。


    「聞こえない演技を続けるなら、逮捕ではなく殺害する」


    　俺の脅おどしで、標的の足が止まる。


    　前に立つ背広の男が、横を向く。乳白色の背広の胸元に刻まれた、一輪の鈴すず蘭らんの刺し繡しゆうが華麗だった。金色の髪に蒼そう穹きゆうの瞳。彫像のように冷たい横顔だった。


    「単純な手だが引っかかってしまうものだ」


    「おまえがエリダナで連続殺人を起こしている殺人者、〈動く断頭台〉、もしくは〈金剛石の殺人者〉だな」


    　男が振り向こうとする。相手が咒式を放てないように、俺は魔杖剣ヨルガの砲弾咒式で警戒。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを肩口に掲げていた。膝ひざを曲げていつでも突撃できる体勢だった。


    「動くなよ。投降しろ」


    　相手は、ザッハドと比較されるような連続大量殺人を起こす、怪物的な殺人犯だった。


    　しかし、俺やギギナ、街の攻こう性せい咒式士や警察士は恐れていない。


    　殺人の残酷性と狂気は恐ろしいが、暗殺者のような殺人の、そして攻性咒式士ほど都市や極地における戦闘の専門家ではないだろう。さらにいえば、攻性咒式士たちが戦う相手である〈異い貌ぼうのものども〉の〈長命竜アルター〉や〈大禍つ式アイオーン〉や〈古エきノ巨ル人ム〉といった、歩く天災のような強大無比の力を持つわけではない。


    　問題はただ殺人者が影のように霧のように潜ひそみ、正体と居場所が摑つかめないところだけだ。正面から遭遇した今は捕獲するか倒せばいいはずだが、殺人犯を見ていると、違和感が生まれる。


    「いたぞ」


    　右の路地から三、左奥からは四体の人影。魔杖剣や魔杖短剣を掲げた男たちが現れる。目線と刃やいばは、俺とギギナと同じく前方に立つ背広の男に向けられている。


    　リンジー族の民族帽子、幅広の魔杖剣。黒社会でも気が荒いリンドブルムの攻性咒式士部隊だ。標的を囲むように動いていく。動きと装備からして中位咒式士が七人。俺とギギナもいる。


    「組織の咒式士どもと賞金を分けあうかどうかはあとだ」違和感を押さえつつ、視線を前に据えたまま呼びかける。「しかしおまえは詰んだ。もう逃げられない」


    　路上に立つ標的は、横顔で優雅な笑みを見せる。


    「おまえではなくアンヘリオと呼べ。わりと気に入っている通り名だ。遠い国の言葉で天……」


    「黙れ」


    　怯おびえもなく男、アンヘリオとやらが告げたが、俺は魔杖剣を突きつけるだけ。違和感が膨ふくれあがる。


    「追っ手に囲まれて、これは絶対的な危機というものだ」


    　言葉とは裏腹に、アンヘリオの声に恐怖も焦あせりも存在しない。


    「しかしそれは普通の人間、普通の攻こう性せい咒じゆ式しき士しならばの話だ。我が殺人作法では遊ゆう戯ぎの時間にすぎない」


    　俺とギギナは前へ詰める。リンドブルムの攻性咒式士たちも前へ進む。もはやアンヘリオを拘束などしている場合ではない。この場で滅殺するしかない。


    　違和感の正体が分かった。アンヘリオは強奪した大金と魔ま杖じよう剣けんを持っていない。


    「殺人作法、その十五。追っ手は丁てい寧ねいに殺すべし」


    　アンヘリオは左手を背後に引き、回転しつつ前に左拳こぶしを突きだす。左手の五指の根元が裂け、掌てのひらが五つに分かれ、腕や肩まで割れていく。分かれた肉のそれぞれが急速膨ぼう張ちよう。鱗うろこをまとった五条の濁流となって前方に迸ほとばしる。応戦の機を逃のがした三人の攻性咒式士に襲いかかるのは、毒液を滴したたらせた牙きばを持つ五匹の大蛇。男たちに嚙かみつく五匹の大蛇の牙。


    　牙を受けた咒式士たちが痙けい攣れんし、倒れていく。蛇へびたちが長い体を捻ひねり、さらに雷となって空中を疾走。


    　前へ出ていたギギナが刃やいばを旋回。迫る大蛇の首を切断し、急停止。後退。ギギナの銀髪の先で、蛇が口を閉じて牙を鳴らす。切断された箇所から、二匹の蛇が生まれていた。


    　驚きつつも冷徹なギギナの刃が迎撃すると、さらに二匹が四匹になり、合計十の蛇の猛攻。切断すればするほど蛇は増え、空中を走る。


    　上下左右と三次元的に迫る蛇の牙。ギギナは体を捻って後退し、超人的な回避を見せるも、わずかに牙が左手を掠かすめていた。下で間合いを詰めていた俺の回避が間にあわない。


    　黒い大蛇の牙を左肩に、橙だいだい色いろと黒縞の大蛇の牙を右脛すねに受ける。緑の大蛇と青い大蛇が左脇腹、黄色と黒の縞がある大蛇が右肩を嚙む。最悪。


    　刃を胸の前に掲げ、電磁雷撃系第五階位〈電乖鬩葬雷珠マーコキアズ〉を発動。高熱のプラズマ弾ですべての蛇を焼き滅ぼす。


    　切断された箇所から数を増やして生える大蛇も、プラズマで断面を炭化されてはどうしようもない。魔杖剣を振って、全身五か所に嚙みついている蛇の頭を払う。他の咒式士たちは、まだ蛇に襲われていた。男たちが痙攣し、倒れる。


    　赤や紫の斑はん紋もんが咒式士たちの肌を覆おおっていた。口からは血ち泡あわ。毒による絶命。


    「蛇や蜘く蛛もにはろくな思い出がないが」俺の全身を襲う悪お寒かんに吐き気。「さらに、嫌いになれた」


    　激痛から俺の体が痙攣。五種の蛇による五種の毒が本格的に発動したらしい。


    「生体変化系第五階位〈乱散它蛇髑牙アズタ・ロス〉の咒式か」


    　ギギナが俺の傍かたわらに立ち、検査咒式を発動。


    「黒い大蛇は末まつ梢しよう神しん経けいの運動・知覚麻ま痺ひさせるコプロトキシンやエラブトキシンやラティコトキシン、橙色と黒に塗りわけられた大蛇は溶血作用があるホスホリパーゼＡ２やストレプトキナーゼ、緑の大蛇は壊え死し作用があるエンドペプチダーゼを注入」俺の傷口を眺めつつ、ギギナの分析が続く。「青い大蛇は、枢神経系呼吸麻痺毒であるクロタクチン、黄色と黒の縞がある大蛇は、血液凝固作用があるトロンビン様物質、レプチラーゼ、ボツルパーゼを注入している」


    　ギギナの目が離される。


    「腕からそれぞれ異なった毒を持つ五匹の大蛇を生み、さらに分かれ、それぞれの毒の耐性を持つ敵であっても殺害する。接近戦で使われたくはない強力な咒じゆ式しきだ」


    　聞いている間にも俺の全身に、悪お寒かんや吐き気、激痛と痙けい攣れんが襲う。五種類の苦痛が俺を苛さいなむ。前方では生き残りのリンドブルムの攻こう性せい咒式士たちが咒式を連発している。アンヘリオは爆裂や雷撃を蛇へびを掲げて防ぎ、轟ごう音おんが響く。


    　見ている場合ではない。


    「俺は」舌が満足に動かない。視界が深紅から暗くら闇やみに染まる。「死ぬのか？」


    「隣に高位生体系咒式士がいない場合はな」


    　ギギナが咒式を連続起動。薄暗い視界で、五種の毒に対する五種の解毒咒式を発動。トリアムシノロン、プロテアーゼインヒビター、ヒドロコルチゾン、プレドニゾロン、メチルプレドニゾロンなどの組成式が見えた。視界が急速に明るくなり、輪りん郭かくを取りもどす。


    　ギギナは前方を見据えたまま立っていた。


    「多種類の毒が作用するとき、互いに拮きつ抗こうしあって効果が弱く、遅くなる場合もある。今回はそういう事情で即死せずにすんだのだろう。一度にすべて嚙かまれる遅さが貴様を救った」


    　ギギナの声とともに咒式治ち療りようが終了。ギギナ自身も毒の治療を終えていた。いきなり二人で死にかけた。


    　前方ではアンヘリオが走っていた。追いすがる攻性咒式士たちや逃げ遅れた通行人が蛇に嚙みつかれ、巻きつかれ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景になっていた。


    「完全に遊ばれているな」


    　頭を振った俺は、ギギナに続いて走りだす。


    「強敵だ」


    「問題は魔ま杖じよう剣けんなしで咒式発動したことだ！」


    　アンヘリオは蛇の左手を閃ひらめかせ、人波を抜けていく。正面はビルの壁となる。


    　相手が左右のどちらかへ逃げようと一瞬迷う間に、俺は右膝ひざをつき左膝を立てて、魔杖剣ヨルガを前に向ける。咒式によるタングステンカーバイド砲弾が飛ひ翔しよう。戦車の主砲、一二〇ミリ滑かつ腔こう砲並みの威力を持つ一撃は、アンヘリオが首を回して回避。背後にあったビルの壁を貫き、破砕。


    　破片を煙幕に、アンヘリオの上空からは人影。リンドブルムの剛ごう槍そう士しがビルから飛翔降下攻撃をかける。アンヘリオは伸びた左腕を戻せない。


    　眼前に迫る錆さびた銛もり。殺人者は動揺もせずに、今度は右腕を背後に引く。突きだされた右腕からは、金色の波は濤とうが迸ほとばしる。


    「殺人作法の二十三。左手を出して殺されそうになったら、右の手でさらに殺せ」


    　銛が牙きばで砕かれる。別の牙が銛を握る右手、さらに続く牙が胴体、左足、首に喰らいつく。


    　金色の波は毛皮。アンヘリオの右腕や肩から五匹の猛獣、獅子の頭が伸びる。獣たちは、剛槍士の全身に嚙みついて空中で固定させていたのだ。アンヘリオが右腕を捻ひねると、続く五頭の獅子がそれぞれの方向に顎あごを動かす。


    　獅し子しの牙きばによって巨漢が血と体液を撒まき散らし、手や足や胴体の破片となる。


    　生体変化系第五階位〈五咆獅子猛牙プール・ソーン〉の咒じゆ式しきは、腕から五頭の獅子を生み、咒式強化により高硬度となった牙をとんでもない咀そ嚼しやく力りよくを持つ顎あごで喰らいつかせる。


    　アンヘリオの腕が振られて、獅子の群れが方向を変える。咒式士の群れを破砕し、俺たちに向かってくる黄金の波は濤とう。血と肉と悲鳴。


    　眼前に広がる赤は口こう腔こうの色。すでに猛獣に接近されていた。


    　後退しつつ俺は〈爆炸吼アイニ〉を放つ。トリニトロトルエンの爆裂によって鉄片が撒かれる。


    　黄金の獅子の一頭を破砕。血と骨と脳のう漿しようが飛散。同族の血ち飛沫しぶきを抜けて、四頭の獅子が前に出る。ギギナの刃やいばが一いつ閃せん。獅子の一頭の上顎と下顎の間を両断。別の一頭も目の高さで水平に切断。刃の下を抜ける残りの獅子に対し、ギギナの左の貫ぬき手てが走る。そろえられた五指が獅子の左の眼球から脳へと貫通。


    　最後の一頭が仲間の死体の間を抜けて、飛ひ翔しよう攻撃。振りきったギギナの右手と獅子の頭ず蓋がいに収まったままの左手が反応できず、左肩口に牙が立てられる。ギギナの胸板にさらに四肢の前足による打撃。生体系咒式士の強化筋肉と〈異い貌ぼうのものども〉の牙が拮きつ抗こう。血が噴出。


    「自在に動く獅子をすべて回避することは、私にも不可能だな！」


    　獅子の頭が鬣たてがみごと振られると、ギギナの肩から大量の血が散る。左肩が装甲と衣装ごと食いちぎられ、血と肉が弾はじける。鎖骨と肋ろつ骨こつの一部が見えた。


    　自由になったギギナの右手が旋回し、屠と竜りゆう刀とうが獅子の首と左右の前肢を刎はねる。濁流のような鮮血を受けて、ギギナは深紅の悪鬼のような姿となる。足下で両断された獅子たちの死し骸がいが転がる。即座に青い光の粒子となり、量子散乱していく。ギギナが後退。


    　俺とギギナが魔ま杖じよう剣けんと屠竜刀を掲げ、戦列を並べる。ギギナは生体生成系第四階位〈胚モ胎ラ律ツ動ク癒ス〉を発動。左肩からの重傷を治ち療りようしていた。


    「アンヘリオは生体変化系の上級職、獣じゆう憑ひよう士しか。いやそれだけではあるまい」


    　頰ほおに血の気が戻ってきて、ギギナがつぶやく。俺とギギナは、アンヘリオの攻撃が放たれるたびに死にかけている。


    「強力な相手だ。咒力の桁けたが違う」


    　二人ともに息が荒い。アンヘリオが立っている。


    「さて、エリダナに来てからは再生産できない例外的な娼しよう婦ふ一人で〇・五五点。男と老女の四人で二点。咒式士三十人で二二五一・三二点。点数としては少し低いな」


    　男が謎なぞの数字を口にする。俺たちに初めて気づいたかのように、青い目を向ける。


    　前方ではアンヘリオが左手を戻し、両手で構える。


    「殺人作法の九十九。殺し終われば、感謝の気持ちを忘れずに第二幕へと去ろう」


    　男の背中の左右から、黒い奔流が迸ほとばしる。前に突きだされる両腕の導きに従って、前に抜けていく。波は濤とうは窄せばまっていき、空中で停止。羽ばたきの音とともに左右に広がる。背中から生えた、長すぎる五指の間に天鵞絨ビロードの幕のような膜が広がる。


    　生体変化系第二階位〈[image: ]蝠翔ゴ・プ〉によって生みだされた[image: ]こう蝠もりの翼だった。羽ばたき。同じく生体変化系第二階位の〈空輪[image: ]ゲメイラ〉による噴射口を背中に作成し、圧縮空気を地面に叩たたきつけて浮遊。さらに翼がはためいて大気を摑つかみ、急上昇。


    　俺の〈矛ベ槍リ射ン〉の反応が遅すぎて、アンヘリオの下の壁面を穿うがっていくだけ。


    　ビルの屋上へと殺人者が浮遊する。エリダナの空でアンヘリオが笑っていた。もはや哄こう笑しようだった。自分より力の弱いものを笑う、絶対強者の哄笑だった。


    　たしかにアンヘリオは強い。魔ま杖じよう剣けんなしで咒じゆ式しきを発動するなど、常識外れの咒式士だ。だが、俺は魔杖剣を構える。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを掲げる。


    「逃がすかよ。エリダナの咒式士を舐なめすぎだろう」


    　上空で[image: ]こう蝠もりの翼がはためく。


    　アンヘリオの背後に黒い影が浮遊する。浮遊する翼のように右に三つ、左に三つ。背中にひとつ。七冊の本が浮遊していた。一冊一冊が不吉さを主張していた。


    　七つの書はアンヘリオの背後で震ふるえる。圧縮空気が爆発的に水平噴射。アンヘリオが弾頭のようにエリダナの上空を飛ひ翔しようしていく。俺とギギナは疾走してアンヘリオを追う。俺は巨大咒式を紡つむぎ、ギギナは飛翔のために黒翼を形成しつつ走る。


    　上空で黒い翼を広げてアンヘリオは笑う。


    「おまえたちが相手をすると？　エミレオの書を一冊も開かせることができなかったおまえたちが？」


    　七冊の閉じられた奇妙な本の間から、青白い光が漏もれる。


    「妾わらわが相手をしよう」


    　絶対零度の炎のような声が、路上を吹きぬける。


    



    



    　エリダナの街はビルと建造物が並ぶ。人々が歩道を歩み、大通りでは車が疾駆する。


    　凶悪な使徒や目玉を抉えぐり舌を切る通り魔が出ていても、エリダナはいつもの平穏な姿を見せていた。


    　遠くで爆音。通りを行く市民が、音の方向を眺める。顔には不安の色。一部の車も停車して、音の方向を見ている。


    　音の方向の反対側のビルの六階の窓に、双眼鏡が突きだされていた。


    「ゴルカスさん、開始されたようです」


    　窓から双眼鏡で外を見ている男がつぶやく。


    「カラゼ通りからゲティル通りへと、アンヘリオが移動している様子です」


    　双眼鏡を外し、男は室内へと振り返る。


    　薄暗い室内では、ゴルカスと呼ばれた男が椅い子すに座っている。小太りの体を高級背広が包んでいる。椅子の左右には、男が立つ。腰には魔杖剣。並ぶ顔には凶暴さがあった。


    「これで祝祭の第二幕が始まったというわけだ」


    　ゴルカスの口元には残酷な笑み。窓の前に立つ部下の男が見ても、薄気味悪い笑みだった。


    　窓辺に立つ男は、上司であるゴルカスの思考が読めない。男の胸に不安が湧わき起こる。室内の部下たちも同じだった。一抹の不安を抱いた横顔を並べている。


    「この計画、あまりにも無謀ではないですかね？」


    「無謀がなければ、エリダナはこのままだ。我々もこのままだ。それは死だ」


    　ゴルカスの目には憎悪が浮かぶ。エリダナの平穏を憎むかのように、窓の外を睨にらみつけていた。窓の男、ゴルカスの左右に並ぶ部下たちも、不安から憎悪となる。


    「あの怪物が踊れば、釣られて阿あ呆ほうどもも踊って、エリダナの夜は我らのものとなる。トリロッツィの阿呆には、こういった計画を作れる脳味噌がない」


    　男がうなずく。不敬な発言であっても、咎とがめることはない。自らもゴルカスの野心に賭かけたのだ。室内にいる他の部下たちも同じだった。危険な賭かけを行おこなう賭と博ばく師しに、全員が賭けたのだ。今さら卓を変えることはできなかった。


    　ゴルカスが椅い子すに深く身を沈める。


    「エリダナは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄となる。そこに我々の活路がある」


    　口くち髭ひげの下で、ゴルカスの唇くちびるが皮肉な笑みを刻む。


    「ゴルカスさんっ！」


    　窓から遠い通りを監視していた男が叫ぶ。


    「どうした？」


    　ゴルカスが悠然と問う。窓にいた男が振り返る。


    「炎の咒じゆ式しきです」


    「どういうことだ？」


    　ゴルカスが椅子から立ちあがり、窓に向かう。男から双眼鏡を受けとり、覗のぞきこむ。


    「あいつの話では、今は炎の咒式を使わないはずだ。第一、炎だと被害が広がって警察が関わってくるから使用を禁止していたはず！」


    　ゴルカスの双眼鏡が動き、ゲティル通りを探す。エリダナのビルの間から登る黒煙を発見。黒煙の位置から、視線は根本の炎へ向かう。ゲティル通りに炎の海が広がっていた。


    　さらに双眼鏡の倍率を拡大。アンヘリオが空中に浮遊し、路上には何人かの咒式士。これは想定内だった。


    「相手が炎を使ったのなら、それはまだ許容範囲だが」


    　ゴルカスが安あん堵どしようとして、路上の不吉な緋ひ色いろの姿を捉とらえる。


    「どういう、ことだ？」


    　口髭の下のゴルカスの口が、大きく開かれる。


    「なぜあの怪物が来ている!?」


    



    



    　緋色の艶あで姿すがたが、俺たちの傍かたわらを歩いていく。


    「パンハイマ！」


    　出現した人影は、エリダナの魔女、殺し屋にして破壊者、〈荊棘いばらの女王〉ことパンハイマだった。東方の朱塗りの傘かさを日傘として掲げて、二枚歯の下げ駄たで進んでいく。赤い着物に白い百ゆ合りが咲き乱れていた。


    　なびく赤く長い髪の後方には、執事のように背広姿のマラキアが続く。いつもながら申し訳なさそうな表情だった。後方には巨漢に長身の前衛咒じゆ式しき士したちを引きつれている。パンハイマの横には攻こう性せい咒式士。パンハイマ一党の新顔、たしかペトレリカという女だった。


    　カラゼ通りと、さらにゲティル通りは、パンハイマ綜合警備保障のビルから近い。パンハイマが出現する可能性を忘れていたことを悔やむ。


    「なかなか楽しそうな遊びをしているではないか。妾わらわも混ぜろ」


    　部下や側近を置き捨てて、パンハイマが歩を進める。パンハイマが乱入したことで、事態はもはや誰にも予測できない方向に向かう。


    「その姿、そして無礼な物言いは、おまえがあのパンハイマか」


    　路上のパンハイマと空中のアンヘリオが対たい峙じする。


    　俺は事態の急激な展開についていけない。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを掲げたまま、切っ先もどちらが敵かと向ける相手を決めかねていた。


    　パンハイマの部下たちも、背後に控えている傍観者となっている。俺たちとアンヘリオの戦いは、パンハイマに持っていかれた。


    　魔女が左手に握った魔ま杖じよう刀とうの刀身が輝く。陽光の光から咒式の光へと変換。


    「まずは燃えろ」


    　パンハイマが左手を振るい、魔杖刀〈緋ひ斑まだら〉が閃ひらめく。紡つむがれたのは化学錬成系第三階位〈緋竜七咆ハボリユム〉の咒式。ナパームの七匹の蛇へびが放たれ、絡からまり一匹の火竜のようになる。膨ぼう大だいな熱量が反転、猛烈な業火が空中のアンヘリオに襲いかかる。


    　翼と圧縮空気の噴射でアンヘリオが横へ急速移動。炎の帯がビルの壁に着弾。炎が弾はじけて、巨大な紅ぐ蓮れんの花を咲かせる。


    　大気が高熱で膨ぼう張ちようし、街路に吹き荒れる烈風となる。パンハイマが魔杖刀を地面に向け、激しい推進力の炎を噴射させた。アスファルトの上の埃ほこりや紙かみ屑くずが吹き散らされ、店先の商品が吹き飛ぶ。烈風に煽あおられた人々の悲鳴がさらなる風でかき消される。パンハイマの垂直上昇に合わせ、アンヘリオも翼を振ってさらに上昇していく。


    「横から来て獲物を取られるわけにはいかぬな」


    　つぶやいたギギナが俺の襟えりを摑つかみ、跳躍。視界が急速上昇し、重力に内臓が引っ張られる。ギギナがビルの三階を蹴けって、次の瞬間には六階の壁に着地。さらにギギナは跳躍。飛ひ翔しようしていく二体の魔人を追跡する。


    　飛翔軌道を曲げて、九階のビルの屋上に着地。


    　俺の前方には、ビルや建造物の屋上が並ぶ、エリダナの上空。貯水槽や電飾看板のさらに上空で、アンヘリオとパンハイマという二体の魔人が交戦状態に入っていた。


    　火の粉をまとって、パンハイマがビルの屋上にある給水槽へ下駄で着地。傘の下で口紅を塗られた唇くちびるが邪悪な笑みを刻む。朱塗りの傘かさを掲げた姿は炎の化身のようだった。女の手で魔ま杖じよう刀とうが振られる。


    　またも膨ぼう大だいなナパームの炎が生みだされ、エリダナの青い空を赤が覆おおっていく。幅五メルトルを超える一三〇〇度の炎の帯は、空中に生まれた瀑ばく布ふだった。


    　さすがに直撃して生き残れるわけもないとみて、アンヘリオが翼を畳んで緊急回避。炎は背後にあったビルの屋上、看板の美女の肩に命中。爆炎によって瞬時に看板が溶解し、鉄骨が露出していく。看板の美女は炎のなかで赤黒くなり、燃え落ちていった。


    　熱波が俺やギギナの立つ屋上まで押しよせる。膨大な炎から生まれる熱量が凄すさまじすぎるのだ。腕を掲げて熱波を防ぎつつも、俺は劣勢から優勢に転じたことを理解していた。


    　パンハイマは邪悪で残忍だが、アンヘリオを倒すために利用できるなら、これほど心強いものもいない。邪悪には邪悪を、だ。


    　さらに空中のパンハイマが魔杖刀を振るう。咒じゆ弾だんが排出されたが、今度は第三階位の〈緋竜ハボ七咆リユム〉ではない。咒式によって通常のナパームを超える炎が生みだされていた。緑の猛火をアンヘリオが避けきれない。炎に撒まかれつつ、空中を逃げていく。


    　炭化水素を精密に合成し、窒ちつ素そ不純物や水分をまったく含まない完全に調整された合成ガソリンを生成し、トリエチルアルミニウムを添加し、爆発的に熱量を上昇させる。さらに、トリエチルボランを混合して反応着火すると二千度を超え、炎色反応で緑色となった業火が生みだされる。


    　超ナパームの燃焼熱量は、一キログラムルあたり四三・五メガジュールルにもなるが、通常の攻こう性せい咒式士はまず使用しない。法律で市街地の使用が禁止されていることもあるが、なにより発動に膨大な咒力が必要とされる。


    「上位咒式、化学錬成系第五階位〈緑焰真厭猛怒ハボリユエイム〉を発動するか！」


    　俺の驚きも無理はないだろう。それこそ〈古き巨人エノルム〉ほどの咒力が、通常の攻性咒式士に存在しない。パンハイマはやはり強力にすぎる咒式士だ。


    「これは凄すごい」


    　ビルの上に広がる緑の炎の海を、アンヘリオが飛ひ翔しようしていく。緑の炎で体を焼かれながら、アンヘリオは笑っている。さらにエリダナの空にパンハイマが炎を踊らせる。


    　緑の業火は咲きこぼれ、ビルの足下にある街角も火炎地獄に変えていた。人々は叫び、緑の火の粉の下を逃げていく。火炎による猛烈な酸素消費により、酸欠で倒れている人間もいる。上空での戦闘であっても、戦場が移動すれば死者と被害者が量産される。


    「パンハイマが味方などと、一瞬でも思った自分が愚かだった！」


    「敵はアンヘリオとパンハイマだ。殺人犯を倒し、仇かたきも取る！」


    　両者を止めるために、俺とギギナは疾走する。屋上に溢あふれる緑の炎を避けて、横手から回っていく。


    　緑の炎の濁流をアンヘリオが抜ける。飛翔しつつビルから生えた鉄塔の頂点に着地。[image: ]こう蝠もりの翼を振って緑の炎に浸食された服を剝はぎとり、強引に鎮ちん火か。


    「さすがに噂うわさのパンハイマの炎といったところか」


    　服を焼け焦げさせながらも、アンヘリオは人ではない笑みを浮かべる。治ち癒ゆ咒じゆ式しきを使うこともなく、炎を受けた姿のままで鉄塔に立つ。


    「で、その程度で終わりか？」


    　翼を背負ったアンヘリオが左腕を引く。左手がまた蛇へびの群れとなって渦を巻く。立つだけで異界の光景だった。


    「まさかまさか」ビルから見上げるパンハイマも人外の笑み。「高貴なるもののお遊びには順番と作法がある。最初から全力で勝敗を決したいなど、余裕なき下民の方法論だ」


    　二体の魔人は、エリダナのビルの上で再び静かに対たい峙じする。


    　パンハイマが右手を垂直に伸ばす。魔ま杖じよう刀とうの先に咒式。一気に膨ぼう張ちようして光を放つ。掲げられたのは直径五メルトルほどもの大火球だった。球体の表面では、何匹もの炎の小蛇が跳ねてまた戻っていく。


    「これからが本番」


    　呼応して、アンヘリオが再び蛇を放つ。絡からみあう螺ら旋せんが砲弾となって伸びていく。


    　青黒い波は濤とうは、パンハイマに殺到。着弾したのは魔女が斜めに掲げた大火球。蛇の群れと炎が破裂した。大火球から跳ねた炎が左右に広がる。火の粉という羽毛を散らしつつ左右に伸びた炎は、はためく翼となる。前に掲げられたのは炎の嘴くちばし。夏の太陽のような橙だいだい色いろの瞳。


    　俺とギギナは荘厳な光景に見み惚とれてしまっていた。


    　大火球を卵とし、炎の鳥が孵う化かしたのだ。炎の鳥が嘴を開いて、叫び声をあげる。不死鳥の全身にまとわりつく五匹の大蛇が炎上。超高熱に体液が蒸発し、炭化。赤い業火のなかで燃えつきていく。翼から翼の横幅が三メルトルという、巨大な火の鳥だった。


    「すべてを焼きつくせ、火か炎えん鳥ちよう」


    　パンハイマの号令とともに、炎の翼が羽ばたく。業火の鳥がエリダナの空を渡る。翼が掠かすめたビルの看板や給水塔が一瞬にして炎上、爆発する。


    　高速で飛ひ翔しようする炎の翼。アンヘリオが背中の[image: ]こう蝠もりの翼を振って緊急回避。アンヘリオの金色の前髪が焦こげる。端正な顔にもすでに余裕はない。


    　空を駆けぬけた炎の鳥は、高温の熱波を放ちつつ下降。街路にあった看板や幌ほろ屋や根ねを炎の翼が掠かすめて炎上する。人々が熱波に打たれて悲鳴をあげる。翼がはためく。熱波が大地を叩たたき、急上昇。


    　逃げたアンヘリオに、火炎鳥が再度の襲撃。


    「一度放たれた咒式が、再び攻撃するだと!?」


    　アンヘリオの回避が間にあわない。左腕を掲げて新しい五匹の蛇を盾たてにするのと、火炎鳥の激突は同時。爆炎と轟ごう音おん。左腕の五匹の大蛇はすべてプラズマによって消去され、原子の塵ちりとなる。


    　アンヘリオの[image: ]こう蝠もりの翼が大きく破れ、炎上する。揚力を失ったアンヘリオがビルの看板に着地。秀麗な顔の左半分には火ひ膨ぶくれ。


    　アンヘリオは咒じゆ式しきで肉体を増量して変化させることができても、治ち癒ゆ咒式が使えないらしい。


    　咆ほう吼こう。炎の鳥が再び襲来。炎の翼をはためかせてアンヘリオを追跡していく。殺人者が後退。炎の鳥の追跡からさらに逃げる。


    　俺とギギナは隣のビルから炎の乱舞を見ることになる。


    「炎というプラズマ現象に生命を与えて、さらに自動追尾型の咒式としたのか」ギギナが理解不能といったつぶやきを漏もらす。「そんなことが可能なのか」


    　不可能に思えるが、俺には原理が予想できる。


    「原理的には、微粒子がプラズマとの相互作用によって電荷を帯びて、荷電粒子間に働く力が電荷の積に比例し距離の二乗に反比例するなら」俺は唾つばを飲みこむ。「微粒子たちが結晶のような立体構造を作るため、生物になることもありえるかもしれない」


    　理論上、咒式という[image: ]ねじれた力で瞬時に生みだされた仮かり初そめの生命は、数十秒から数分で死ぬだろう。相手を破壊するためだけに、生まれてすぐ死にゆく咒式なのだ。


    　そして意思を持つ火炎の恐ろしさは、相手を焼きつくすまで自動追尾することだ。


    「化学錬成系第六階位〈業炎永帝鳳翼翔フエニキアツクス〉の咒式は、なかなかおもしろいぢゃろう」


    　エリダナの空でパンハイマが笑う。


    　ナパームの赤や橙だいだい色いろに、超ナパームの緑に、火か炎えん鳥ちようの緋ひ色いろの炎。エリダナのビルの屋上から街角は、色とりどりの炎に包まれていた。焼け落ちた看板が街路に落下。火の粉が弾はじけ、人々がさらに逃げる。火炎地獄のような光景となっていた。

  


  [image: ]


  
    　ビルから両者が飛翔。炎の海を眼下に、ビルの間に立つ高架線路にパンハイマが着地。前方ではアンヘリオも高架線路に降りていた。アンヘリオを狙うリンドブルムの咒じゆ式しき士したちも、高架線路に上っていく。俺とギギナも、炎を逃のがれて高架線路の端はしに着地する。


    　エリダナを火の海にした炎の鳥が、緋ひ色いろをなびかせて滑空していく。飛ひ翔しようしていた炎の鳥が旋回し、一点に向かって降下していく。


    　パンハイマが右手を伸ばす。白はく蠟ろうの手の先、赤く塗られた爪が宿る指先に炎の鳥が戻っていく。火の粉を散らす鉤かぎ爪づめがパンハイマの手首を摑つかむ。当然の物理法則として、灼熱の爪は女の白い肌を焼き、白煙をあげる。肉が爛ただれる甘い臭気が、俺の鼻先を掠かすめる。


    　魔女は苦痛すら楽しむように女王の笑みのまま、プラズマの鳥を腕に宿らせた。炎の鳥は火の粉を散らしつつ翼を大きく広げる。恐るべき熱風で、パンハイマの赤い髪が吹き上げられ、先端が焦げる。魔女は空いた左手を掲げる。


    　五指が炎の鳥の頭に向けられる。鳥は燃えさかる嘴くちばしを自らの[image: ]造主に向ける。火か炎えん鳥ちようの親愛の情に対し、パンハイマの五指は頭部を摑つかむ。凄すさまじい握力に頭ず蓋がいを軋きしませられた鳥が暴れ、炎の翼がはためく。炎と鉤爪がパンハイマの髪や服を燃やす。それでも魔女は炎の鳥を摑むことを止やめない。


    「妾わらわはすべてを燃やせと言った。命令を果たせぬまま、なにを呑のん気きに帰ってきていやる？」


    　プラズマ生物が哀れな鳴き声をあげる。凶悪な咒式生物に対しても、パンハイマは絶対の君主なのだ。命令を果たせぬものを許しはしなかった。


    　炎の鳥を摑んだまま、燃えあがる袖そでとともにパンハイマが右手を後ろに引く。前方のアンヘリオが翼を振って移動する。


    　眼下を見ると、さらに街角から車の群れが現れた。扉が開かれて、魔ま杖じよう刀とうや甲かつ冑ちゆう、魔杖槍そうに咒符、二十数人もの咒式士たちが現れる。顔や腕に刺いれ青ずみの虎や狼が並ぶ。


    「どいつがオドホーン叔父貴の仇かたきだ？」


    　ハイダーテ一家だった。率いるのは細い顔の男。オドホーンの右腕、ハイダーテ一家直参のマドウだ。黒い目には怒りと殺意が充満していた。少し気をつければ、周囲に入れ違いで殺されているリンドブルムの構成員の死体が転がっているのだが、怒りが視界を狭めていた。事情を複雑にするのは、単純な人間だ。


    　男たちの目は高架線路の上にいるパンハイマ、離れた場所にいる俺とギギナ、さらに空中に浮遊するアンヘリオと、三者を見上げていた。


    　線路の上に立つパンハイマの唇くちびるが皮肉に歪ゆがむ。街路の咒式士たちに向けて、尖とがった顎あごで指し示す。


    「仇かたきはそこの男だ」


    　魔女が示したのはアンヘリオだった。魔人は微笑。


    「間違いではないな」


    　パンハイマがハイダーテを利用しようとしていることを知りつつ、なお事実を告げた。


    「ハイダーテの支社ごと殺したからな」


    「リンドブルムの糞くそが、助っ人を呼びやがったな」


    　マドウとハイダーテ一家の目は、前方に浮遊するアンヘリオを捉とらえていた。目にはさらなる憤怒。もはや視界には仇きゆう敵てきたるアンヘリオ以外に存在しない。事態はさらに混乱する。


    「オドホーン叔父貴の仇かたきだ、殺したものには報奨金を出す！」


    　咒じゆ式しき士したちは飛ひ翔しよう咒式やビルの壁を蹴ける跳躍によって、高架線路を目指す。


    　組の威信と高額の賞金首のためなら、咒式士の命は実に軽い。欲望に目を輝かせて、咒式士たちは高架線路を進む。列車が来るまでに決着をつけると考えているらしい。


    　魔女と殺人者は、他の咒式士など見ていなかった。俺とギギナも眼中にない。ただお互いだけがあった。負傷してもパンハイマは引かない。ハイダーテの俠きよう客かくの突進の上空に炎。


    「焼きつくして死ね！」


    　パンハイマが再び炎の鳥を放つ。決死の覚悟を示し、直線で火か炎えん鳥ちようは飛翔していく。


    「殺人作法の三十六、殺しつくしてこそ、おもしろい！」


    　アンヘリオがつぶやくと同時に、ハイダーテ一家の咒式士たちが一斉射撃。魔ま杖じよう剣けんや魔杖短剣、魔杖短たん槍そうに魔杖長ちよう槍そうの機関部から、凄すさまじい数の空から薬やつ莢きようが吐きだされる。爆裂や雷や鋼はがねの槍やり、合金の荊いばらが殺到していく。咒式士たちが放った攻こう性せい咒式が炸さく裂れつした。


    　鋼の槍が砕け、合金の荊が萎しおれ、雷が軌道を逸そらされてビルの壁面に激突。強力な咒式無効化を受けて、爆裂が不自然に断ち割られる。すべての咒式が無効化されていく。


    　線路上には、咒式士たちの無力さを示すように、空薬莢が落下し転がる虚うつろな音。


    　濛もう々もうとした破壊の煙のなかで、生存者たちの顔が上げられていく。


    　線路を跨またぐように突き立つのは建造物。太さは樹齢百年の樹木ほど、高さはビルの三階に届くほど巨大な朱色の柱が二本。


    　双子の柱の上部には、水平に渡された笠かさ木ぎや島しま木ぎ、貫ぬきと呼ばれる木材が横たわっている。下の水平材、貫の上には額がく束つかと呼ばれる額縁のようなものが掲げられている。


    　それは東方の宗教施設の門前に立てられる〈鳥とり居い〉というものに酷似していた。樹齢千年はあろう木材で作られたかのような、太い朱色の柱。


    　丹に塗ぬりの表面に、白い斑はん点てんがあった。斑点は長方形の紙片。夥おびただしい数の咒符が貼りつけられていたのだ。


    　エリダナ上空の線路に、異形の門の巨体がそびえていた。


    　咒式によって生みだされた異常な建造物を、全員が見上げていた。門扉を建造するための超強大な咒力が、それだけで襲撃者たちの咒式を無効化してしまったのだ。嵐の前では微風が搔かき消されるようなものだった。


    　パンハイマの火の鳥は、直前で停止し、上空へと高速垂直上昇。


    　柱の表面に貼られた咒符が、青白い燐りん光こうを放つ。すべての咒符に描かれた凄すさまじい数の咒印方程式が、同時並行展開。違う、内部からの負荷に焼き切れたのだ。


    　朱色の門扉の間、四角形の空間が七色に歪ゆがむ。虹にじ色いろが砕ける。俺の背には凄まじい悪お寒かん。


    　戦場において何度も俺を救ってきた、本能的な危機感。咒式の体系や正体は分からないが、これは最大級の危険だ。


    　俺の両足は流れるように全速後退に移行。足が浮く。ギギナが俺の襟えり首くびを摑つかんで浮かせていた、と思った瞬間、重力が消失。ギギナが俺を抱えて左へと飛ひ翔しようしていた。ビルの壁面に着地し、屠と竜りゆう刀とうが突き立てられて固定。


    　前方眼下、線路上の虹にじ色いろの空間から現れたのは、青黒い塊だった。巨大すぎる顔面。粘液質に濡ぬれた青黒の肌が、街路の炎を映しこむ。全体としては目も鼻もない流線型。尾に向かって窄すぼまる。


    　生物だが、異質すぎた。


    　巨大顔面に亀き裂れつ。唇くちびるが開かれていった。長ちよう槍そうの穂先のごとき牙きばが並び、白煙を上げる唾だ液えきが糸を曳ひいていた。顔面が見えなくなるほどに開かれたのは、まるで洞どう窟くつのように大きく、深き淵ふちのように暗い口こう腔こうだった。吐息は高温の蒸気となり、咒じゆ式しき士したちに吹きつけていった。


    「なんだぁ！」


    「さっきの不発は偶然だ！」


    　咒式士たちが再び悲鳴混じりの咒式を放つ。再度の爆裂が雷が、熱線が光線が、鋼はがねの槍やりが砲弾が巨大な顔面へと集束。そしてパンハイマの手元に戻っていた大鳥が、三度目の飛翔。


    　轟ごう音おん。巨大な唇が閉じられ、咒式と火か炎えん鳥ちようが食われた。唇の端はしから爆裂や雷や火炎が漏もれ、爆裂音や猛火の音が響く。


    　青黒い巨大な唇が咀そ嚼しやくするように動いた。唇の端から、量子干渉の燐りん光こうが零こぼれる。


    　ビルの壁面で俺は呆ぼう然ぜんとしていた。ギギナの呼吸も止まっていた。


    　無効化などという次元ではない。咒式で実体化した各種物理現象を、口腔内で咒力に還元したのだ。


    　さらには、還元した咒力を自らの食料としているのだ。咒式と咒力そのものを栄養素としてしまう異質さは禍まがつ式しきにも存在したが、あの異界の生物もそれに近いのだろう。


    　巨大な顔面にある大おお顎あごの咀嚼が終了。黒い口腔の傍かたわらに影があった。アンヘリオの右手が書物を持ち、書物が開かれていた。見開きの頁ページから溢あふれる光の列。


    「私が持つエミレオの七つの書のひとつ。〈大喰らいボラー〉だ」


    　邪悪な笑み。


    「存分に喰らえ」


    　続いて突進。鳥とり居いの空間から迸ほとばしる津波のように異形の首が伸びていく。


    　咒式士たちの魔ま杖じよう剣けんから咒式が乱射されるが、開かれた口腔は、すべての物質を飲みこむ重力の穴のように咒式を散乱させ、還元していく。


    　加速した大顎。口角からは強酸性の唾液が糸を曳き、高架線路に落ちて蒸気をあげる。開かれた大顎の前には、ハイダーテの咒式剣士たち。熟達の剣士であるマドウが気合いとともに、魔杖刀〈一いち文もん字じ清きよ虎とら〉を掲げて踏みこむ。


    　迫る下顎は高架線路を削っていく。あまりの速度と視界を埋めつくす口という光景に、思考と行動が停止していた。それでも反射的に咒式が紡つむがれる。


    　断頭台の速度で上うわ顎あごと下顎が閉じられ、発動した咒じゆ式しきと咒式士たちが消失した。血ち飛沫しぶきと切断された手足が宙に舞い、線路に落ちた。十人が一口で呑のまれたのだ。


    　異形の巨大な唇くちびると牙きばの間からは、絶望の表情を浮かべた髭ひげ面づらや兜かぶとの下の細面や、捻ねじれて切断された人間の手足が十数本ほど覗のぞいていた。漏もれ聞こえるのは悲鳴。


    　剣客マドウが下がる。右肘ひじから先が消失し、断面から鮮血が噴出する。


    「なんだ、この怪物は!?」


    　そしてボラーの残酷な咀そ嚼しやくが開始された。


    　胸が悪くなる音とともに、大口の内部で頭ず蓋がいが嚙かみ割られ、手足が小枝のように折られた。魔ま杖じよう剣けんや魔杖刀、鎧よろいごと嚙み砕かれる。絶望しきった男たちの顔が、大口の向こうに消えていった。悲鳴も同時に絶えた。


    　再び、大口が動く。


    「オドホーン叔父貴の仇かたき！」


    　予備の魔杖刀を構えてマドウが立ち向かう。小太刀を得意とするマドウの必殺の踏みこみが線路を砕く。鋼成咒式による刃やいばの伸張で半月の軌跡。


    　マドウの視界いっぱいに、すでに広がる大口。放たれる刃ごと顎が閉じられる。大地である高架線路が口の形に切りとられた。穴の縁ふちには、上半身を食われて、半円状の断面を晒さらしたマドウの下半身が立っていた。均衡を失って大穴へと倒れていく下半身を、受け止める青い絨じゆう毯たん。大口から伸びた巨大な青い舌が死体を捕らえて巻きもどり、大顎へと導く。


    　ハイダーテ一家の攻こう性せい咒式士たちの足が、一歩下がった。一同の顔には恐慌。


    　無力さ以上に、自分たちの人間としての残酷さ非情さなどを遙はるかに超えた異界の生物に対し、怯おびえきっていた。死ぬ覚悟はできても、喰われることは原始的な恐怖を呼ぶ。俺とギギナも、連続する異常な光景に麻ま痺ひしたように行動できない。


    　大口がさらに前進。勇敢な前衛が剣を振るうも、巨体に跳ね飛ばされる。高架線路の壁を突き破り、ビルの壁面に激突して肉と血の花を散らすも、それは幸福な死に様だった。


    　逃げる咒式士たちは、大口の舌に捕まり、口こう腔こうに放りこまれる。大顎で嚙み砕かれ、凄すさまじい食欲の生いけ贄にえとなっていった。


    　血飛沫が跳ね、臓物が散乱する。人間がまるで虫のように喰らわれていく。


    　大口が残忍な飽食の宴うたげを楽しむ。神々の封印の蓋ふたが開き、地獄が地上につながったかのような凄せい惨さんな光景だった。朱塗りの鳥とり居いに貼られた咒符は、起動式などではなく、やはり封印式だったのだ。


    　俺とギギナは、線路を後退して距離を取る。パンハイマも下がる。


    　大口が青黒い喉のどを上げて、最後の一人を呑のみこむ。[image: ]えん下かされていく人体が異形の喉に膨ふくらみを作る。呑みこみおわると、平坦に戻った。


    　大口の顔に苦痛。高架線路が砕かれ、ビルの壁面が削られる。街路を圧する大口の巨体が顎を戻し、鳥居に引かれていく。アンヘリオが満足そうな表情をしていた。


    「二十六人で一五一七・九一点。まぁまぁだな」


    　またも謎なぞの数字だった。


    「なんだそれは、妾わらわと真ま面じ目めに殺しあえ」


    　高架線路に立つパンハイマの声には笑みが滲にじんでいた。魔女の感情で、業火に包まれているはずの周囲の温度が下がる。後方に控えるマラキアやペトレリカでさえ声を失っていた。部下たちでさえ、パンハイマを止めることができない。


    　ボラーという黒い大口の傍かたわらで、アンヘリオが笑う。本を持った右手の反対側、左手はまた別の本を持っていた。錠前が解放。鎖くさりが解けて表紙が開かれる。


    「死者は再利用できる」


    　アンヘリオの強い咒じゆ式しきで大口が無理矢理開き、物体を吐きだす。空中に吐きだされたのは数十、いや百近い数の白い球体。人間の頭部の骨の群れだった。先ほど食われた攻こう性せい咒式士したち、死者たちの群れだった。髑どく髏ろの群れは重力に逆らって空中に停止。遅れて下から背骨、肋ろつ骨こつ、上腕骨に大だい腿たい骨こつが追っていき、巨大な骨格を形成していく。


    　さらに骨が踊る。今しがた大口が食った咒式士だけでなく、以前に食ったであろう生物の骨、巨人や馬や人の骨格までが空中に踊っていた。現れたのは王冠を頂く巨大な髑髏。


    　髑髏たちの眼がん窩かの闇やみに、青白い燐りん光こうが灯る。先頭の巨大髑髏の白い指先には柄えが握られていた。骨で作成された柄の先には、白々とした三日月の刃やいば、大おお鎌かまが続いていた。


    　アンヘリオが呵か々かと哄こう笑しようしていた。


    「二つめの書に収まる〈寂せき寥りようのクインジー〉だ」


    　どちらも俺が聞いたことも見たこともない〈異い貌ぼうのものども〉だった。猛烈な悪お寒かんだけが事実だった。ギギナも同じ危機感を抱いだいたらしく、俺の襟えりを摑つかんで、ビルから跳ねて後退。


    　髑髏の群れは無音の叫びをあげる。先頭の髑髏の王が大鎌を振りかざして急降下。骨の巨大砲弾となって襲いかかる。


    　轟ごう音おんと爆音。天高く巻き上がる白煙。俺とギギナはさらに後方に着地。


    　夜風に白煙が吹き散らされると、線路が完全に両断されている惨状が見えた。断面から、コンクリの破片と鉄骨が下の道路に落下していく。自重を支えきれず、高架線路が倒壊していく。


    　街路に立ちこめる白煙。逃げおくれて爆風に倒された男が立ちあがる。粉ふん塵じんで全身が白く染められている通行人だ。


    　男が手で埃ほこり塗まみれの顔を拭ぬぐうと、胴体に白い鎌が突き立つ。悲鳴と血液を撒まき散らしながら空中へ連れさられていく。


    　通行人を鎌に引っかけたまま、死神の群れが夜空に駆けあがる。街路にいる通行人や観光客に、さらなる髑髏たちの歯や手や刃が群がる。肉が千切られ、内臓が引きだされ、切り刻まれる。エリダナの夜に男女の絶叫が響く。


    　出来上がった赤黒い人骨は、新しい死神にされて死者の群れの後方に加えられた。


    　アンヘリオは空中で笑う。


    「クインジーは寂しがりやで、死者という仲間を必要としている」


    　上空で死者の群れが列を整える。死者の中心には、王冠を被かぶった髑髏が座す。眼球のない眼がん窩かはエリダナの街を、パンハイマを見据えていた。目に踊るのは命を欲する青い炎。


    「どれくらい必要としているかというと、この世のすべてを仲間に、死者にしたいらしい」


    　アンヘリオの笑みに同調するように、クインジーの目の炎がさらに燃えさかる。


    「さあ、もっと仲間を増やせ。パンハイマを、人々を葬列に加えよ」


    　アンヘリオの号令で、空中からクインジーが率いる死者の群れが再び放たれる。


    　パンハイマが飛ひ翔しようして回避。髑どく髏ろが振る骨の大おお鎌かまは、線路横のビルに激突。白や灰色の粉末が散布。


    　コンクリは、珪酸三カルシウムが五六％と珪酸二カルシウムが二四％、その他アルミン酸カルシウム、鉄アルミン酸四カルシウムに分解されていった。白と灰色の瀑ばく布ふが落下し、鉄骨が重い音を立てて大地で折れ砕ける。


    　爆煙を避けて、俺とギギナは横のビルへ。クインジーの攻撃は、ビルを一撃で破壊する、強大な咒じゆ式しきをともなっていた。


    「鎌に宿った咒式で物質組成に干渉し、分解しているのか！」


    「ついでに死者の咒力を食って、半永久的に肥大していく〈異い貌ぼうのものども〉らしい！」


    　大口が門へと戻っていくのと入れ替わるように、王冠の髑髏と死者の群れが空中に舞う。


    　粉ふん塵じんのなかから、白い腕。続いて緋ひ色いろの着物に朱塗りの傘かさ。パンハイマが白煙を搔かきわけて出現する。


    「よろしい。妾わらわも付近の被害を気にしている場合ではなかった」


    　魔ま杖じよう刀とうに凄まじい咒力が凝集していく。周囲に光点。散っていた燐りん火かが空中を疾走し、パンハイマの魔杖刀の切っ先に集う。緋色の翼に嘴くちばしが甲高い鳴き声をあげる。火の粉の下で白い女の柔肌を摑つかむ鉤かぎ爪づめ。


    　プラズマの大鳥が、再び炎の翼を広げていた。火の粉が爆はぜて、パンハイマの肌を燃やす。


    「不死鳥は死なぬ。何度でも蘇よみがえる」


    　パンハイマが壮絶な笑みを浮かべる。火か炎えん鳥ちようの翼がさらに伸びていく。炎はパンハイマの上空を覆おおっていき、高架線路の幅をも越えていった。


    　翼から翼の大きさは、一〇メルトルにも達していた。先ほどの鳥の三倍強。後方にいる俺たちにも、熱風が届く。常識外れにもほどがある。こんなものが放たれれば、周囲は壊滅する。


    「そして今度こそ殺す」


    　自らの肉を焼かれながらも、前方にパンハイマの腕が振られる。振りきられるべき腕は制止した。女の細腕に背広姿や甲かつ冑ちゆう姿、三人の攻こう性せい咒式士が絡からみつく。魔女の部下たちだった。


    「パンハイマ様、お止やめください！」


    　背広のマラキアは必死の形相だった。残る二人の巨漢も、全身の筋肉を強化咒式で膨ぼう張ちようさせ、全力でパンハイマを止めている。三人には炎の鳥の翼から零こぼれる火の粉が降りかかる。火炎鳥が翼をはためかせ、暴君の命を待つ。


    　パンハイマは涼しい顔の右手一本で、咒式士たちの筋力を止めていた。


    「妾わらわの行為を阻害することは万死に値する」


    　右手の刃やいばの下で、マラキアがさらに叫ぶ。


    「アンヘリオが位置する場所は、燃料倉庫です！」


    　緋ひ色いろの目が前方に据えられる。炎上する街角の先、アンヘリオは「ディディド燃料倉庫」と描かれた看板の上空にいた。看板の下には大きな給油所があった。敷地には旧式の車が並んでいた。


    　もしパンハイマが炎の鳥を放てば、大地震にも耐える給油所の堅固な壁を破砕し、アンヘリオを火炎と爆裂地獄に叩たたき落とせる。敵が生き残ったとしても、火炎の先制から咒じゆ式しきを積み重ねて、ほぼ確実に倒せるだろう。


    　しかし、街路を逃げまどう市民に大きな被害が出て、百人以上が焼死し、逃げるときはさらに死傷者が増えるだろう。


    　マラキアと巨漢たちは、必死にパンハイマを抑える。魔女の右手は前に進む。前衛系二人の巨漢が筋力増加咒式を全開にし、なおパンハイマの右腕一本を抑えることができない。


    「人が死ぬ。だからなんぢゃ？」


    　前を見据えたまま、パンハイマの唇くちびるが告げる。


    「だからなんぢゃ？　標的ごと死ねば犠牲者どもも満足ぢゃろう」


    　魔女は三人の力を受けて、なお右腕を振るう。二人の巨漢とマラキアが吹き飛ばされ、ついに再び地獄の業火をまとった火か炎えん鳥ちようが放たれ、飛ひ翔しようする。巨大な炎の翼は、一直線に燃料倉庫ごとアンヘリオを燃やそうと飛んでいく。


    「それでこそパンハイマ、我が相手にふさわしい狂気！」


    　呼応するように、アンヘリオもクインジーと死者の群れを放つ。空中を白骨の群れが疾走。火炎鳥へ直線で向かっていく。


    　もしパンハイマの火炎鳥が勝てば、燃料倉庫に引火して大爆発。アンヘリオの白骨の群れが勝てば、周囲は分解されつくす。脳裏には地獄絵図しか浮かばない。


    　ギギナがビルの屋上へ疾走し、筋力強化咒式を全開。屠と竜りゆう刀とうが大きく振りぬかれる。俺は砲弾咒式を連射。ギギナが切断した鉄塔を、さらに倒壊させていく。


    　軋きしんだ音を立てて、巨大質量が落下していく。倒れていく方向はパンハイマとアンヘリオの間。落下する鉄塔と灰色の壁に火炎鳥が激突。凄すさまじい熱量が放たれ、業火が灰色の壁を炎上させていく。クインジーの死者の列がすべてを破砕させて、粉ふん塵じんに変えていく。


    　巨大すぎる鉄塔は両者の一撃で焼かれ分解されて、高架線路から街路に落下。炎を巻きこんで、轟ごう音おんとともに白煙を撒まき散らす。


    　火炎鳥は膨ぼう大だいな質量に分解され、圧殺された。悲しい鳴き声は、倒れた電波塔と轟音のなかに消えていく。


    　鉄塔の質量とパンハイマの猛火とアンヘリオの死者の超打撃が、高架線路を破砕。下にある街路へと瓦が礫れきが落下していく。白煙が街角を吹きぬけていく。人々の悲鳴と車が激突する音が混じる。


    　高架線路の粉塵のなかから、刃やいばと白い腕が伸びていく。続いて緋色の着物に朱塗りの下げ駄た。パンハイマが白煙を搔かき分けて出現する。刃やいばの一振りで、周囲の白煙が撒まき散らされる。傍かたわらに立つマラキアは、蒼そう白はくな顔をしていた。


    「危なかった。あの咒じゆ式しきが放たれるかと思っ」


    　マラキアの顔が高架線路に沈む。後頭部をパンハイマの下げ駄たの二枚歯が踏みつけていた。男の顔が沈んだ砂利に、赤い血が滲にじんでいく。踏まれたマラキアの手足が痙けい攣れんする。


    　魔女の顔は、空を見上げていた。隣のビルの屋上に立つ、俺とギギナを見上げていたのだ。


    　俺の砲弾咒式とギギナの屠と竜りゆう刀とうによって、電波塔を倒壊させ、火か炎えん鳥ちようの飛ひ翔しようを阻止されたことが、パンハイマはお気に召さなかったらしい。


    　炎上する街とパンハイマを見下ろす俺は、肩を上下させて荒い呼吸をしていた。


    「てめえ、パンハイマ。エリダナの街で虐殺を起こそうとしやがったな」


    　阻止した現在でも信じられない。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、パンハイマは人を、群衆ごとアンヘリオを殺そうとした。


    　視線を戻すと、線路上にパンハイマが立っていた。周囲には、制止しようとして振りきられた二人の部下が這はっていた。前衛二人の剛力を上回る剛力。怪物だ。


    　魔女の右手が掲げられる。前方、白煙に包まれた燃料倉庫の上に、アンヘリオの姿は存在しなかった。横手にあるエリダナのビルの上空でアンヘリオが浮遊している。鉄塔で遮しや断だんしたといえど、火炎の余波で、背広が焦げている。


    「さすがパンハイマ、というべきか」


    「互角に近いか」


    　パンハイマの悪意と殺意が前方に向けられる。


    「冷静に見れば妾わらわの勝率は四割。ここで倒さねば厄介にすぎる」


    　魔女の意志は、物理的な風圧にも感じられた。すでにパンハイマが掲げた魔ま杖じよう刀とうの切っ先には、再びのプラズマの火炎鳥が発生している。地上に現れた太陽のように、高熱を放射して左右の翼を広げていく。悪夢は止まらない。


    「止やめてください！」


    　俺より先に制止の声。


    　炎上する線路上に立つのは、パンハイマの娘、ペトレリカだった。赤い髪に瞳。パンハイマと相似形の姿だと、今気づいた。魔女の目が向けられる。


    「ペトレリカ、おまえはまた妾を止めるのか？」


    「ええ。何度でも止めます」


    　ペトレリカは魔女に逆らう。パンハイマ事務所の咒式士たちが硬直していた。絶対君主の暴虐が開始され、なお逆らうなどありえないのだ。魔女が構わずプラズマ火炎鳥を放とうとすると、ペトレリカが前に立ち、射線を防ぐ。パンハイマが動くと、ペトレリカも動く。


    　ペトレリカが顔を動かす。アンヘリオを赤い瞳が見据える。


    「あなたもあなたです。人を殺してどうなるというのです！」


    　女の正義の声がビルの上を貫く。


    「人を殺してはいけません！」


    　俺とギギナは口を開いたまま動けない。パンハイマも動けない。


    　空中でアンヘリオが身を折る。[image: ]こう蝠もりの翼と全身が痙けい攣れんしていた。笑っていた。殺人者は愉快そうに笑っていた。


    「殺人者に、使徒に、このアンヘリオに、人を殺してはいけません、だと？」


    　最高の冗談を聞いたかのように、アンヘリオが笑っていた。


    「おもしろい女ではないか」


    「笑えぬ」


    　パンハイマは苦い顔でペトレリカの邪魔を受けていた。


    「あなたとあのアンヘリオとやらが異常なのです！」


    　ペトレリカが振り向いた瞬間、パンハイマが横を抜ける。ペトレリカが止める間もなく、魔ま杖じよう刀とうの切っ先からプラズマの巨鳥が放たれる。アンヘリオも大蛇を放っていた。空中で激突。


    　肉片と血の破片が撒まき散らされ、赤いプラズマが散る。空中の大爆発の先、アンヘリオが姿を消していた。全員が探す。


    　違う、俺とギギナの後方に足音。


    「この状況で周囲の被害を気にしたことを忘れない。戦場で常識的であるとは異常だ」


    　後方を振り向きつつ〈爆炸吼アイニ〉を放つ。爆裂咒じゆ式しきがビルの屋上を薙なぎはらう。


    　爆煙を抜ける黒い翼。アンヘリオが低空飛ひ翔しようで突進してきた。射線も計算されており、線路上のパンハイマと咒式士どもからの掩えん護ごが来ない。


    　俺とギギナは前に出る。刃やいばと、アンヘリオの左手が激突。左手の指が重ねられ、一体化して伸びた刃となっていた。生体変化系第三階位〈手鐵剣ネー・ル〉の咒式による、金属とカルシウムからなる、高硬度の刃。


    　俺とギギナ、アンヘリオの三者の刃が翻ひるがえる。ギギナの屠と竜りゆう刀とうの追い打ち。手の刃で受けて、アンヘリオが後方跳躍。〈雷霆鞭フユル・フー〉の雷撃が追うも、空中に虚しい雷光が走っていくだけ。[image: ]こう蝠もりの翼が畳まれ、軌道を変えたアンヘリオの急降下。


    　落下地点に先読みで〈爆炸吼アイニ〉を放つ。アンヘリオの右手から獅し子しの群れが生まれて壁となる。肉と血の破片の向こうにアンヘリオが移動する姿。すでにギギナが詰めていた。


    　屠竜刀の突き、からの薙ぎはらい。アンヘリオが後方へ飛んでいく。背後には貯水筒。


    　刃の一いつ閃せん。アンヘリオは右へ抜けて回避。切断された貯水筒から大量の水が迸ほとばしる。水を切り裂いて刃が翻ひるがえり、アンヘリオの刃が受ける。周囲に散る水みず飛沫しぶき。


    　アンヘリオが飛翔移動しようにも、黒い翼が水を受けて飛行が不可能。


    　紡つむいでいた〈矛ベ槍リ射ン〉を連続で発射。噴出する水を切り裂き、アンヘリオの左肘ひじに槍やりの群れが着弾。肘から先がビルの上を回転しながら飛んでいく。引き千切られた肉の先から血が滴したたる。


    　消失した自らの左手をアンヘリオの青い目が不思議そうに見ていた。俺は弾倉を交換し相手の動きを覗うかがう。水に濡れる前髪の間から、青い目が俺を見つめる。


    「今のはいい組みたてだ。詰みの手だったな」


    　横移動していたギギナが前に詰める。屠と竜りゆう刀とうの一いつ閃せんの上を、アンヘリオが飛ひ翔しようしていた。瞬時に咒じゆ式しきを解除し、新しい[image: ]こう蝠もりの翼を生成しやがった。なんという切り替え。


    　砲弾となったアンヘリオが俺の眼前に着地。俺の魔ま杖じよう剣けんの突きからの〈爆炸吼アイニ〉が炸さく裂れつ。アンヘリオはさらに横へ低空飛翔していた。


    　前に両手を突きだした姿勢の俺の左に、アンヘリオの足がコンクリ屋根を削って急停止。


    　爆風の余韻が、俺とアンヘリオの髪を吹き乱れさせていた。前方でギギナが急停止。離れたビルの上に登ってきた、パンハイマやペトレリカ、咒式士たちも停止していた。


    　額ひたいから頰ほお、顎あごへと冷たい汗が流れていく。


    　今この瞬間、俺は死んだ。完全に致命の間合いに入られた。


    　左目だけで左を確認。アンヘリオの右手は、三冊目の本を開いていた。


    「私の左手を奪った罪は重い。命で支払わせるべきだが、その前に恐怖を与えよう」


    　指示式の青白い光が本に向かう。指示式によって錠前が外れ、本を縛る鎖くさりが弾はじける。頁ページに刻まれた膨ぼう大だいな〇と一の光の数列が毒蛇のように跳躍し、俺に迫る。


    「おおおおおおおおおおおおおっ！」


    　魔杖剣を強引に左へ振る。〈矛ベ槍リ射ン〉と〈雷霆鞭フユル・フー〉の連射。アンヘリオは後方宙返りをしながら退避。乱射では捉とらえきれないが、間合いを離すためならなんでもする。咒式を撃ちつつも、俺の左手に光の咒印組成式が絡からみついていた。


    　対空砲火を回避しつつ、空中でアンヘリオは笑っている。隣のビルへの着地点へギギナが突撃していた。相手になにもさせない、瞬時の移動。


    「殺人作法の六十六、契約が成立した」


    　アンヘリオの笑みの上から下へと大だい瀑ばく布ふ。大口のボラーが上空から使徒を呑のみこむ。放たれたギギナの刃やいばがボラーの体を切り裂き、銀色の体液が散る。ボラーの大口はいつの間にか大地の上に出現した鳥とり居いへと沈んでいく。


    　巨大な大口の黒い尻しつ尾ぽまで鳥居に消えた。ギギナのさらなる追撃の刃は、床のすぐ上の空間を斬きるだけだった。


    　召還した〈異い貌ぼうのものども〉を使って、アンヘリオ自らも消えたのだ。あの凶暴な〈異貌のものども〉の口のなかがどれほど安全かは分からないが、見事な逃亡だ。追跡がまったくできない。強奪した金もボラーが運んでいるということらしい。


    　ギギナは屠竜刀を柄と刃に分離させ、腰と背中に戻す。俺は息を吐く。アンヘリオの本から向けられた咒式はとくに発動していない。失敗、だったのだろうか。


    　周囲を見回す。


    　視界には赤々と燃えるエリダナの街が広がっていた。炎は天を焦がすように燃え盛っていた。


    　離れたビルの屋上に、パンハイマが立つ。歩みとともに下げ駄たの歯がコンクリを打って、甲高い音を鳴らす。白い手が伸びる。


    　魔女の手は追ってきたペトレリカの喉のどを摑つかむ。赤い爪が白い喉に薄く血を滲にじませる。


    「邪魔は二度と許さぬぞ？」


    「私は何度でも止めます」


    　パンハイマの深紅の目は、ビルの谷間を挟んだ俺とギギナを見つめる。不愉快そうにペトレリカから手を離す。その場に手をつくペトレリカに、慌あわててマラキアが寄りそう。


    　パンハイマが俺たちを見つめた。炎の街の色が、緋ひ色いろの瞳に映っている。マラキアが差しだす朱塗りの傘かさを受けとる。赤が広げられ、表情が隠された。


    「つまらぬ」


    　パンハイマの顔は傘に完全に隠れた。ビルの上を二枚歯の下げ駄たで進んでいき、縁へりに足をかける。近くにあった低層ビルの屋上に落下し、さらにビルを進む。


    　そのままビルの縁へりを乗り越えて、赤い女は向こう側へ落下していった。ペトレリカは、母であるパンハイマの後ろ姿を見ていた。そして俺たちへと視線を動かす。女の赤い髪が炎に揺らめき、紅の目には哀しみがあった。


    　軽く黙礼し、ペトレリカは背中を向ける。パンハイマが消えたビルの向こう側へと降りていった。


    　俺は視線をエリダナに戻す。高架線路の下、炎上するエリダナの街では、死した攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの屍しかばねが無惨な姿を晒さらしていた。負傷した人々が苦痛の声をあげていた。


    　業火の音の間に、消防車の悲鳴のような警報音が響いていた。


    　ついでのように、オラクルズとグレネイズの対抗戦を見損ねたことを思い出したが、どうでもよくなっていた。

  


  
    



    



    四章　反目する共闘


    



    



    　　　この緑の星を守れ。


    　　　ダイクン酒が存在する、宇宙で唯一の惑星だ。


    
      ウィッカー社によるダイクン酒の広告　皇こう暦れき四九二年

    


    



    



    「またおまえたちか、と言わざるを得ないな」


    　ベイリックが知人ではなく警部補の顔で告げた。俺や弁護士のイアンゴと賭かけ事をするときの弛し緩かんした顔ではなく、殺人事件に臨のぞむ公僕の顔だった。


    　取調室の椅い子すで、俺は背伸びをする。隣の席ではギギナが欠伸あくびをしていた。カラゼ通りからゲティル通りでの惨殺事件の目撃者とその後の関係者として、俺たちは聴取を受けていた。


    　長時間にわたる聴取で、ベイリックも疲労していた。俺は皮肉を投げる。


    「どう考えても容疑者としての尋問になっていたが、本気で俺を疑っているのか？」


    「どう考えてもおまえたちが都合よく、いや都合悪くあの殺人現場に居合わせたことが不自然だったという上の判断だ」


    「おまえの通報で向かったら、あのおっそろしい殺人者がいたんだろうが」


    　俺とギギナは殺人現場の第一発見者として聴取を受けていたが、保険として用意していた証言で通した。取調室の椅い子すの上で腕組みをしていたギギナが苦笑する。


    「ガユスの運の悪さは極まっていたが、さらに先があるようだ。不運の底が見えない」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして危険な場が多いのは、俺が活躍している証拠だ、と思いたいね」


    　俺は言い訳する。攻性咒式士という仕事で、毎年かなりの事件に遭遇するが、今年の春からの事件は桁けたが違う。枢すう機き卿けい長ちようと竜の事件、〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉と禍まがつ式しき事件、北方の勇者と〈古き巨人エノルム〉の事件。少女を失った惨劇。


    「二度あることは三度あるが、一年に四度を超える大事件は攻性咒式士にしても、度が過ぎている。歴戦の勇士であるラルゴンキンやパンハイマあたりならまだ分かるが、若造である私やガユスに起こる確率ではない」


    「つまり俺の不運具合は、ギギナが指摘するように極まった先を行っている。不運の新たな次元が開かれている開かなくていい」


    　耐えられなくなり、俺は窓へと視線を彷徨さまよわせる。


    「原因は俺にもある。だが、別の見解も成立する」


    　俺は格好をつけてつぶやく。


    「なにより、現代という激変の時代、そしてこのエリダナという街が危機を招いているのかもしれない」


    「おまえが容疑者というのは、警察にとっては悪夢だな。無駄話が九九％を超える」


    　ベイリックが切り捨てる。半分くらい俺は本気なのだが。


    　ついでに言えば、これだけ大事件に関与してきたというのに、事務所の経営はあまり良くならない。危険と苦労に対して対価が低すぎる。元凶である相棒を眺める。ギギナに平然と受けながされた。


    　羞しゆう恥ち心しんが皆無な男になにを言っても意味がないので、俺はベイリックに視線を向ける。


    「あの殺人はなんだ？　カンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふを殺し、単身でハイダーテ一家とリンドブルム同盟の支部を全滅させるなど、正気の行為とは思えない」


    「相手はただの犯罪者ではない。アンヘリオと名乗ったが、手口からして大陸に悪名を轟とどろかせる〈動く断頭台〉や〈金剛石の殺人者〉と呼ばれる〈ザッハドの使徒〉だった」


    　俺の再度の問いを、ギギナが引き取る。


    「あれは模も倣ほう犯ではなかった。使徒本人がエリダナに来ていることは事実だ」


    「それは……」


    　ベイリックが言葉を濁す。俺たちは取調室に入れられたため、事件の情報から遮しや断だんされている。不安が増大する。


    　ベイリックが再び口を開きかけたとき、警部補の動きが止まる。ベイリックが体内無線に耳を澄ませていた。相手の通信にうなずき、苦い顔となる。


    「ああ、そろそろ口出しされるころだとは思っていたが」通信を続けるベイリックの四角い顔に動揺が現れる。「まさか彼が直じかにここへ来るのか？　それも今だと？」


    「失礼する」


    　声とともに取調室の扉が開かれた。警察士が止めるどころか案内するようにして、男が現れる。紺色の背広に白いシャツ。群ぐん青じよう色のネクタイ。ただし、柄は幾何学模様の間を金魚が泳いでいるもので趣味が悪い。


    　髪を公務員のように撫なでつけている。横には遮しや光こう眼め鏡がねに黒背広の二人の男が立っている。


    　案内した警察士は男たちに、正確には先頭の男に畏い怖ふしているようだった。同じく、エリダナで歴戦の警察士であるベイリックですら、男に対して起立していた。自然と立ち上がった自分に気づいて、ベイリックが口惜しげな表情となる。


    「皇国特別捜査官がわざわざ一目撃者の聴取にご来訪される、ということですか？」


    　ベイリックの言葉に、特別捜査官と呼ばれた男が苦笑する。


    「皇国特別捜査官だと？」


    　口のなかで単語を転がす。記憶にある単語に情報を結びつけていく。


    「たしか司法省直下の組織である皇国捜査局に属し、現場の捜査を担当する上級職員だったか」言葉に出して確認していく。「皇国各地の州を越えて複数の州に跨またがる犯罪や、国家反逆行為、誘ゆう拐かいに、他国からの諜ちよう報ほう活動など国家に対する重犯罪や国家公務員の犯罪の捜査を担当する機関だったかな」


    「辞書のままの説明だが、よく知っているな」


    　椅い子すに背を預け、ギギナが鼻先で笑う。


    「この程度の警察情報は仕事の範囲だ」知覚眼鏡クルークブリレで検索しただけだが、警察愛好家と思われても困るので釈明しておこう。「犯罪映画でよく見る組織でもあるな。映画では黒や紺の背広に遮しや光こう眼め鏡がねだったが本物もそうなのか？」


    「若手が映画に多少は影響されているらしくて、本局でも苦慮している」


    　趣味の悪いネクタイを揺らして、捜査官が苦笑する。背後に立つ若手の部下たちが苦い顔となる。逆に言えば、他の姿が思いつかない。


    　特別捜査官は、俺が先に挙げた犯罪に対して、地方警察と合同調査をすることが多い。しかし、皇国捜査局は司法省、地方警察は内務省と組織系列が違う。また、広範囲の犯罪捜査の専門を自認する捜査局は、現地の犯罪捜査の要を自認する地方警察の上から命令を下す。だからこそ、両者は反目しあうことが多い。


    　俺には疑問。エリダナという犯罪激戦地で刑事をしているベイリックが、たとえ特別捜査官であっても、管轄違いの相手への態度を改める理由はない。


    「自己紹介が遅れた」


    　中年男が渋く笑い、立った姿勢から座った俺たちへと手を差しだす。


    「特別捜査官のハーライル・クルスク・パラベヌススだ。よろしく」


    　俺は差しだされた男の手を見る。次にベイリックとギギナを見る。記憶にある名前と、関連する事実を連結していく。


    「ハーライル、ということは」俺は名前が示す事実を確認していく。「もしかして、あのハーライルか？」


    「どのハーライルかは分からないが、ザッハドを逮捕したハーライルというなら、私のことだ」


    　気負いもなくハーライルが返してきた。


    「やはりあのハーライル特別捜査官か」


    　ギギナも男を見る目を変えていた。ハーライルから差しだされた手を、俺は取らない。ハーライルもさすがに握手は諦あきらめたようだ。俺に男の手を握る趣味が生まれるには、人類が水中呼吸できるほどの進化の時間、数万年ほどかかるだろう。


    　ハーライルが部屋に進み、椅い子すの背を摑つかむ。回転させて、手前に引きよせた。公務員らしからぬ華麗な動作で、ハーライルは椅子に腰を下ろす。ネクタイの趣味が悪くなければ、完かん璧ぺきな動作だった。ベイリックも椅子を引いて座る。ハーライルの目が俺たちを見据える。


    「皇国特別捜査官などという公務員の、たかが一人に随分と詳しいことだ」


    「謙けん遜そんだな」


    　俺は挑むように告げる。


    「凶王、殺人者のなかの殺人者、ザッハド・ダノン・イエッガを逮捕したハーライル特別捜査官と老ろう咒じゆ式しき士しのロレンゾを、攻こう性せい咒式士が知らないわけがない」記憶からの言葉に、興奮の色を隠せない。「報道映像で、何度もハーライルの顔や名前と接している。ロレンゾの著書も読んだ。捜査関係では一級の咒式士だ」


    　警察士たちが毛嫌いするはずの特別捜査官でも、ハーライルだけは別格だろう。だからこそベイリックや他の警官の態度が違ってくる。


    「なぜそのハーライルがここにいる」


    　俺の問いが部屋に緊張を生む。ベイリックは唇くちびるを引きむすんで押し黙る。ハーライルが椅子の上で脚を組み替える。背後では黒背広の部下二人が黙って立っている。


    　シャツの上にあるハーライルの顔に、感情が揺らめく。ようやく口を開く。


    「我々特別捜査官は一連のエリダナでの大量連続殺人の犯人を捕ほ捉そくできた」ハーライルが続ける。「そして同時にガユス氏、あなたを疑っている」


    　ハーライルの目が俺を射い貫ぬく。


    「まず、第一発見者は常に疑わしい。犯人がわざわざ通報するわけがない、と思われると思って第一発見者を演じる間抜けな犯人は意外と多い。または殺人現場の近くにいることで性的興奮を覚えるという犯人も多い」


    　特別捜査官の経験からの包囲網。黙っていれば、ギギナはいいが、緩ゆるやかに俺の首が絞められていく事態は困る。反論していくしかない。


    「先ほどの話ではないが、俺は事件に出会いすぎている」前の恋人の誘ゆう拐かい事件は言及できなかった。「そこまで目立っている人間が、この連続殺人を起こす理由がない。また、通報してもわざわざ現場に残る理由もないのでは？」


    「先に言った第一発見者の偽装という動機に、現場にいたいという殺人犯の快楽欲求が合理的思考を上回ったのかもしれない」


    　ハーライルは引かずに、追及の矢を放つ。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しという職業は暴力と死に塗まみれている。そして君はかなりの腕利きだ。その若さで十三階かい梯ていという極みに立つには、かなりの修羅場を潜くぐりぬけねばならない。つまり、暴力と死を見すぎて、君の精神は殺人者に近くなっているという推測も立つ」


    「それは俺などよりよほど犯罪の専門家であるご自分や同僚もそうである、と貶おとしめることになりませんかね」


    「ありえないとは言わない」


    　俺の反撃にハーライルは笑うだけ。


    「だが選抜され訓練された我ら司法関係者と、民間の君では違う。ここで問題になるのはガユスという個人の心性だ」


    　もちろんそうなる。俺が過去に〈ザッハドの使徒〉に誘いを受けた事実を伏せておかなければ、ハーライルに攻めこまれる。相手の欺ぎ瞞まんを打ち砕いておく必要がある。


    「違いますね。あくまで物証で判断すべきだ。殺人犯の動機などどうでもいいし、精密には推測できない。そんなものは物証から犯行と犯人を特定し、逮捕してから解かい剖ぼう台の上に安置して見物すればいい」


    　苦笑した特別捜査官の目が俺を見据える。


    「そのとおり。心理的な原因からの推理など、行動統計学からすれば無意味だ。そして容疑者とされているのに、君は余裕がありすぎではないかね？」


    「俺を疑っているなら、捜査官と警察は物証で追及してくるはずだ」口調を戻していこう。「現場に立ったかぎりだが、すべての証拠と証言は一連の事件の〈動く断頭台〉や〈金剛石の殺人者〉と呼ばれる殺人者、アンヘリオだと指し示していて、俺が犯人である可能性はない。だからこのような意味のない会話をしている」


    　皮肉が俺の口から漏もれる。


    「ついでに〈金剛石の殺人者〉がエリダナに来るまでに起こしている事件の時期に、俺がエリダナにいたことなどすでに調べられている。俺が模も倣ほう犯ではなく、〈金剛石の殺人者〉本人である可能性も最初から排除されている。最初から俺が犯人ではないと知っていて、容疑をかけているかのように会話している現状は遊びだ」


    　俺の言葉をハーライルは静かに聞いている。生徒の答弁を聞く試験官の面おも持もち。もちろん俺は試されている。


    　俺はハーライルを見る。


    「今エリダナで殺人を起こしている〈金剛石の殺人者〉で〈動く断頭台〉は、特別捜査官が出てくるほどの超がつく凶悪犯だ。しかし、事件に遭遇しただけの俺の前に、お偉い特別捜査官が出てくる理由はない。本命の用件はなんだ？」


    　特別捜査官たちが俺を険しい目で見ている。正面のハーライルだけが苦笑している。


    「君たちが初春や春、初夏でエリダナでの大きな事件に関わったことは、こちらの情報網以前に街の話で聞いている。そしてなにより、そこのベイリック警部補に素晴らしい推すい薦せんをいただいた。だから」


    　言葉を切ってきた。


    「君たちの協力を仰ぎたい。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしての君たちの力を」


    　ハーライルが顎あごで奥に座るベイリックを示す。ベイリックは四角い顎で、俺の責めるような視線を受け止めた。


    「ベイリック、特別捜査官に俺のことをどう紹介した？」


    　問いに対し、ベイリックは真ま面じ目めな顔で答えた。


    「なに、ガユス・レヴィナ・ソレルは真面目な攻性咒式士。時間を大事にし、警察に協力的である。猫を好む、とだけ推薦しておいた」


    「逆の推薦状としては満点だな」俺はうなずく。「相手にとって必要な情報をなにも言わず、間接的に俺が攻性咒式士としてかなり無能だと説明している。なぜハーライルが俺を現地での手足にしようと思ったのか分からないが？」


    　ハーライルに問いを返す。捜査官は悠然と笑っている。


    「今回、〈動く断頭台〉の名前をアンヘリオと特定できただけでも収穫だ。君たちの手柄だと思ってもらっていい。殺人者や事件に好かれるガユス君の才能を買っているとでもしておこうか」


    　釈然としない。その程度で捜査官が民間の咒式士の力を借りるとも思えない。


    「もちろん捜査に協力してもらえれば、相場以上の謝礼が出る」


    　有無を言わせぬ圧力を含んだ笑みだった。俺は隣に座るギギナを横目で見た。ギギナは横目で俺を見た。二人の意見は一致していた。俺が代表して笑みを返す。


    「もちろん断る。賞金がいくら高くても、誰が〈ザッハドの使徒〉という最悪でめんどくさい捜査に関わりた……」


    「〈ザッハドの使徒〉は最高の獲物だ。私単独でも……」


    　俺はギギナを見る。ギギナは俺を見る。


    「合わせろよ。ギギナの判断など糞くそ以下だろうが？」


    「貴様が合わせろ。またドラッケンなぞなぞを喰らいたいのか？」


    　態度は違うが意見は一致している。両者ともお偉い特別捜査官の犬になる気はない。


    「攻性咒式士は」


    　二人の間を、ハーライルの単語が断ち切った。凜りんとした語尾が、まだ部屋に残響していた。


    「各種法規に違反していることが多いと聞く。捜査局としても、いつかどうにかしなければと思っている」


    　ハーライルが笑って、目が凍えていた。俺は唇くちびるを嚙かんでギギナとの争いを止やめる。


    　俺たちが捜査に協力しないなら、法律違反を追及してくるという直球の脅おどしだ。お役所人間がよくやる下手な手口だとは思うが、やはり強力な手だ。強い立場の人間は変化球や搦からめ手を使う必要はない。ただ圧倒的な力を直線で振るえば、それだけで強力なのだ。しかし俺は権力に屈したいとは思わない。断固として告げる。


    「なぜか急に気が変わった。捜査に是非協力したい。たぶん正義とか愛とかの心で」


    　気が変わることは仕方がないではないか。俺はそう納得するしかなかった。


    「協力すると言って報ほう酬しゆうだけもらって働かない一手、は私には通用しないので気をつけたまえ」


    　働く演技で乗りきろうとした内心をハーライルに当てられた。広域犯罪に対する捜査官の洞察力が、平均より下であるわけがなかった。


    「私はとくに魔ま杖じよう剣けんと咒じゆ弾だん規制の担当官と仲がいい。たまに仕事を同じくするし、月に一回は釣りや船遊びで会う。そこで気になる攻こう性せい咒式士の名前を出すこともある」


    　ハーライルは前もって調査しており、ギギナの屠と竜りゆう刀とうの魔杖剣法違反に、俺の禁忌咒式使用のことを知ってか予測しているらしい。情報戦において、ハーライルは手札をそろえている。俺たちには屑くず札ふだどころか、手札そのものがない。


    「また咒式士最高諮し問もん法院にも知りあいがいる」


    　ここで俺の喉のどが鳴り、息の根が止まった。咒式士最高諮問法院は国家を超えた組織で、咒式の許認可を行おこなう。目を付けられると、攻性咒式士としてはほぼ死んだことになる。夏には回避できたが、再び動かれたら厄介にすぎる。抵抗は無意味だ。


    　俺の唇くちびるから、長い長い溜ため息が漏もれた。


    「もう一人、紹介したい人物がいる」


    



    



    　廊下には苛いら々いらした足音が鳴り、複数の足音が控えめに響く。


    「あの怪物はどこへ潜った？」


    　中年男の怒声が響く。


    「あの阿あ呆ほうは、エリダナの咒式士に喧けん嘩かを売りやがった。それもよりにもよって、あのパンハイマだ！」


    　怒声には怯おびえが含まれていた。


    「エリダナにおいて、あの〈荊棘いばらの女王〉、魔女にだけは触れてはならないのに！　あの怪物は、災厄の箱を開けやがった！」


    「落ちついてください、ゴルカスさん！」


    　ゴルカスと呼ばれた男は廊下を進む。魔杖剣を腰に下げた攻性咒式士たちが、上司の背中に続く。一団は凶暴で獰どう猛もうな顔を並べる。歩む咒式士たちの目には怯え。互いに表情を窺うかがうも、誰も話しださない。ただ先頭を行くゴルカスの背に続くしかできなかった。


    　先頭を行くゴルカスの目には焦あせりがあった。一人の男がゴルカスの左に出る。


    「あいつならパンハイマにも対抗できる。血の祝祭にパンハイマを巻きこめば、混乱はさらに広がり、隠いん蔽ぺい工作も容易になりますぜ！」


    　ゴルカスの左手が閃ひらめく。男の鼻を潰つぶし、血が散る。痛みに呻うめいて床に這はう男を残し、ゴルカスと一団の歩みは止まらない。


    「結果論でそうなればいいが、あの赤い炎の毒蛇を俺は甘く見ない。対応策が必要だ。なんとかせねばならない」


    　ゴルカスの背後に従う男たちの目にも不安の色。鋭い目をした男が、歩くゴルカスの右に寄りそう。代表して苦言を重ねることであっても、意見を言うことにしたのだ。


    「ゴルカスさん、やはりあいつは危険すぎるのでは？　今からでも切るべきじゃないですか？」


    「分かっている！」


    　部下の気遣いを、強い語気で遮しや断だんする。


    「だが、今さら失敗でしたとエリダナ支社を預かるトリロッツィに言えとでも？」ゴルカスの目には苛いら立だちがあった。「本国に報告されて、翌日には千本の釘くぎを打たれた俺の死体が、オリエラル大河を流れているだろうさ」


    　ゴルカスは自じ嘲ちようぎみに吐きすてた。


    「あんな怪物でも、俺に制御できるうちは利用する。まだ利用価値は大きい。あの怪物はそのうち戻る。そうなれば仕事を再開させる」


    　ゴルカスは踏みつけるように廊下を歩く。


    「次の一手だ。次の一手でパンハイマが介入できなくなるほどの混乱を、エリダナに呼びよせる。そしてエリダナの夜を再編してやる！」


    　ゴルカスが進む。部下たちは上役の自信を信じることにした。信じるしかなかった。


    　しかし先頭を行くゴルカスの胸中は嵐のように乱れていた。


    　アンヘリオという凄すさまじい怪物を、地上の誰が制御できるのか。ゴルカスには分からなかった。口くち髭ひげの下で唇くちびるを嚙かみしめる。奥歯が鳴る。


    「どんな怪物であろうと、操りきってみせる」


    　内心の不安と焦燥感を打ち消すように、言葉を外に出した。


    



    



    　ハーライルの背に従って、俺とギギナ、ベイリックの順で警察署を移動する。


    　通りすがる警官がハーライルに敬礼し、また刑事あたりが苦い顔をして去っていく。捜査官としての名声に対する敬意と、捜査権限の争いで、警察署内部もそれぞれの対応となる。


    　どちらにしても、俺とギギナは公権力にあまり好意的に思われてはいない。市役所のサザーラン課長で馴なれている。無言で先導するハーライルの背中に問いかける。


    「どこへ行く？」


    「上の捜査本部だ」


    〈ザッハドの使徒〉が来たならば、特別捜査官と地元エリダナ警察で捜査本部を設置するに決まっている。武力衝突にならないかぎり、捜査的には補助でしかない俺やギギナの出番もあまりない。


    「捜査本部には顔出しくらいしておけということか？」


    　重ねた問いにも、ハーライルは軽く顎あごを引くだけ。廊下を一団となって進む。


    「使徒であるアンヘリオはいいとして、元凶のザッハド自身はどうなっている？」


    　俺は思いついた質問を投げる。


    「たしか一千人近くの殺人を行おこなっているはずだが、まだザッハドを死刑にしないのか？」


    「それができるなら、そうしている。いや、まだ死刑にしてはならないのだ」


    　奥歯にものが挟まったような不明瞭な言葉をハーライルが吐いた。龍皇国では死刑制度がある。考えてみれば、ザッハドほどの超凶悪犯罪者がいまだに死刑になっていない事実は不思議だ。すぐに結論が出る。


    「死刑にならない理由は、現在でもまだ発見されない被害者がいるからか？」


    　ハーライルが重い口を開く。


    「現在、ザッハドは九九八件の殺人及び数百もの重犯罪で、仮釈放なしの懲役三八〇〇年の刑に服している。なにがどうあろうと、外に出ることはない」


    「冗談みたいな年数の刑期だな」


    　言った俺に、ハーライルは笑いもしない。


    「世間が予測するように、ザッハドの殺人による未発見の死体は多い。おそらくさらに数百人はいると見られている」


    「雑誌や報道だと数十人の誤差だと言われていたが、数百人も増えるのか」


    　俺の嘆きにハーライルが無言でうなずく。もはや絶句するしかない。


    「被害者が一千人を超えるとなると」ギギナの苦い感想が室内に流れる。「一人が行おこなった殺人事件の数字ではない」


    　俺も数字の恐ろしさを感じていた。


    「もはや一人で起こしている内戦に等しい。社会と法に対して、一人で静かに虐ぎやく殺さつを続けていたとしか思えない」


    「咒じゆ式しきという個人の能力が異常に拡大した時代では、核融合や気化燃料爆弾、気象操作などの超破壊咒式で一千人を殺す人間も存在する。ただし、それは戦争における英雄、という名の虐殺者だけにかぎられる」


    　ハーライルが淡々と語る。


    「独裁者でも暴君でもなく、ただの個人で約五十三年間にわたって静かに一千人以上を殺す人間など、有史以来空前絶後、ザッハドだけだろうな」


    　ベイリックが感想と事実を述べると、俺は目め眩まいがしてきた。


    「戦争でもなく、超破壊咒式を使わずに、どうやって殺したのか想像もつかないな」


    「ザッハドは大陸を動きながら、行く先々であるときは通り魔的に、あるときは計画的に。ときには家族ごと殺し、城じよう塞さいごと国境警備隊を殺し、地方の村の住民を、家畜も含めてすべて殺してきた。なにかの習慣のように続けて殺すときもあれば、数年間一人として殺さなかった時期もある」


    「訳が」俺は言葉を継ぐ。「訳がまったく分からない。動機や目的が推測すらできない」


    「あれは、ザッハドは誰にも理解できない」


    　実際に凶王と闘ったハーライルの声は、一いち抹まつの怯おびえを含んでいた。


    　自動昇降機エレベーターの前で、特別捜査官の足が止まる。俺たちも止まる。


    「少し待て。相手が到着しているかどうか確認する」


    　ハーライルが携帯を手にして、少し離れる。自動昇降機エレベーターの前で、俺とギギナ、ベイリックが待つことになる。自動昇降機エレベーターが開き、警察士たちが出てくる。俺とギギナを見つけて、不愉快そうな顔になって去っていく。


    「野良犬が警察署をうろつく時代か」


    　背中から声が届くが、気にしない。賞金稼ぎの攻こう性せい咒じゆ式しき士しを、警察の職務を侵すものとして嫌う警官は多い。


    　中年の警察士が「気にするな」と俺の横で立ち止まっていた。


    「ラズエルの禍まがつ式しき事件では、世話になった。ラズエルには娘夫婦が勤めていてな」


    　他の警察士には聞こえないように、小さな礼だった。


    「前の〈古き巨人エノルム〉事件でのことも聞いている。おまえたちの味方は、ベイリック警部補だけじゃないよ」


    　俺は動かない。中年の警察士はなにごともなかったように去っていく。向こうにしても、攻性咒式士と仲良くしているなど、同僚には見せられない。だけど敵意を向ける警官だけではないと言いたかったのだろう。世界は敵と味方とはっきりと線が引かれているわけではないのだ。


    　自動昇降機エレベーターが閉まっていく。ハーライルの電話はまだ続く。


    「あらかじめ確認するということは、かなりめんどくさい相手らしいな」


    「そうか」ギギナの銀の目に期待。「ロレンゾが来ているのかもしれない」


    　これほど前置きが必要な相手を考えれば、ギギナの予測が正解だろう。伝説の攻性咒式士に会えるなら光栄だ。俺にしてもロレンゾの本は読んでいる。『都市における追跡』は街の咒式士の必読書に近い。


    　影響を受けた本の著者に会えるかもしれないことに、軽くだが、やはり胸が躍る。


    「今日の呪のろい」


    　妙な声。ギギナかと思って見ると、相棒は女性警官に囲まれていた。


    「今日の呪い」


    　声は閉まっていく自動昇降機エレベーターの箱の内部からだった。閉まっていく扉の間に、目が見えた。目線は俺の目の高さ。銀色の物体が浮遊していた。銀色の赤児、いや胎児が右半身だけ扉の陰から出していた。


    「今日が終わるまでに、愛していると言われなければ猿となる」


    　浮遊する胎児は眠そうな目で、謎なぞの言葉を告げる。思わず前に出るも、自動昇降機エレベーターは完全に閉まる。扉に右手で触れている俺を、女性警官に囲まれたギギナが侮ぶ蔑べつの目で見ている。


    「扉に愛を語ってもいいが、相手は無機物だぞ？」


    「家具相手に話すおまえよりは正気だ。扉は意外に美人だぞ？」


    　皮肉とともに、幻覚を振りはらう。


    「先方は到着したそうだ」


    　苦々しい表情でハーライルが携帯から耳を離し、移動が再開される。自動昇降機エレベーターに乗って上に向かう。俺は自動昇降機エレベーターの内部を見まわすが、先ほどの目を持つ存在はどこにもなかった。ギギナは俺の精神の正常を疑う目をしたままだった。


    　六階で出ると、紺色の制服の警察官や警察士、背広の捜査官の姿で溢あふれていた。廊下に並ぶ扉のひとつには〈使徒連続殺人事件捜査本部〉という張り紙がある。開かれている扉を抜ける。背広姿の捜査員が出てくるところで睨にらまれ、俺は横へ退どく。


    　捜査本部は、二つの会議室の間にある壁を排除した広い部屋だった。事務机が並び、端末や電話の前では捜査員たちが殺気立っている。書類を抱えた捜査員が、忙せわしなく行き交っている。


    　壁にはアンヘリオの顔写真が張りつけられていた。粒子が粗い。現場にいた一般人が携帯の望遠機能で撮影した映像を、限界まで引き伸ばしたのだろう。


    　進んでいくと、一応は話が通っているらしく、警官たちは邪魔そうに俺たちを見るだけだった。なによりハーライルの同行者に、誰が文句を言えようか。権力の庇ひ護ごは少し爽そう快かいだ。


    　紺色の背広姿の捜査官たちの報告を受けつつ、ハーライル特別捜査官が奥へ進む。ベイリックが長身の捜査官の背に続く。俺とギギナも列になって捜査本部を抜けていく。


    　ハーライルの足が止まった。


    　捜査本部の中央に、立体光学映像で示されていたのは、エリダナ全域の地図だった。カラゼ通りに記された光点は、雑貨店に扮ふんしたリンドブルムの金庫番たちの殺害事件を示すものだろう。奥には被害者たちの顔と文字情報が立体的に示されていた。


    　一筋違いのゲティル通りに浮かぶ大量の光点は、アンヘリオとパンハイマ、そして俺たちとの交戦箇所を示すものだった。アンヘリオが殺した何十人もの被害者と、パンハイマが起こした火災による数十人もの重軽傷者も示されている。被害者の映像や数の表示は、二体の魔人の激突に対して無力だった俺たちを責めるようだった。


    　本題を思い出す。


    「それで紹介したい相手とは誰だ？」と俺の声は期待の色を帯びていた。ロレンゾが出てくることは分かっているが、早く確認したいのだ。


    「あとのことは奥で話そう」


    　ハーライルが唐突に会話を打ち切り、顎あごで奥の仕切りを示す。日陰者として背広の背に続く。ベイリックも動く。ギギナは鼻で笑って歩く。俺の胸は有名人に会える期待で躍る。


    　全員で壁の仕切りを抜ける。俺の足が止まる。腹の底から黒い感情が湧わき起こる。


    「てめえ、なぜここにいやがる」


    　俺の声は強い不快感と怒りを滲にじませる。


    　捜査本部の奥には、革張りの応接椅い子すがあった。三人が座れる席に一人で座り、背後に三人の部下を立たせている。


    　椅子の背に左右の手をかけて、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度。黒の背広にスカートの女だった。もちろん胸元には緋ひ色いろの刺し繡しゆうの百ゆ合りが咲いている。白いシャツの襟えり元もとを蛇へびの舌のように赤いネクタイが締めている。


    「なぜと問われても、業務だからとしか言えないのう」


    　昨夜の負傷も完治し、実業家の完かん璧ぺきな見本のような姿で、パンハイマが笑みを返してきた。再び溢あふれる激情。今この場でパンハイマを殺したい。ジオルグの仇かたきを取りたい。


    　俺の前に白い腕。前回は俺だったが、今度はギギナが腕を掲げて制止していた。俺と同じくらいジオルグ所長を思う、いや、より長く過ごしたギギナが自制した。


    　俺は息を吸って吐いた。パンハイマが最小限の護衛しか連れていない絶好の機会だが、市警と特別捜査官の前での殺人など愚かにすぎる。


    　ジオルグの死の真相の究明は、今するべきことではない。冷静を装って部屋を進み、用意されていた椅い子すに座る。ギギナも俺の隣に座る。三度目の対面なので、平静を装える。


    　パンハイマは俺の心の争乱と沈静、ギギナの冷静さを楽しげに見ていた。


    「まるで仇を見るような目ぢゃのう。単に仕事でいるだけぢゃというのに。ああ怖い怖い」


    　心を苛いら立だたせる言葉に、思わず椅子の肘ひじ掛かけを握る。俺を激げつ昂こうさせることがパンハイマの狙いであることは、すでに理解している。恩師の仇かたきと対面して話すということが、どれだけの苦痛か。他人の精神的苦痛が魔女にとっては遊びにすぎないなら、無視すべきだ。


    　ハーライルが正面にある執務机に座る。ベイリックは横に控えた。俺は問うしかない。


    「パンハイマが仕事でここにいるとは、どういうことだ？」


    　ハーライルは間仕切りの壁の横で険しい顔をしていた。視線を戻すと、パンハイマは王者のように俺たちを見据えた。


    「妾わらわことパンハイマ・ルヴァ・アミラガ伯はく爵しやくが、エリダナ連続殺人の捜査に加わることになった。以降、よしなに」


    　嘲ちよう笑しようするようなパンハイマの挨あい拶さつ。言葉から動作から、すべてが俺の気に障さわる。


    「なぜてめえが」


    「ほら、あれだ」パンハイマが美しい顎あごを横に向ける。「なんであったかのう？」


    　背後に影のように立っていた特徴のない中年男、マラキアが一歩前に出る。


    「パンハイマ様はこの手の異常犯罪の専門家で、犯罪心理学などの博士号をいくつか持っておられます。今回の事件には適任でございますから」


    「そう、それそれ。妾に歯向かったアンヘリオは、殺さねばならぬ」


    　パンハイマの言い訳を、マラキアが作っているようだった。たしかにエリダナで〈異い貌ぼうのものども〉が出現すればラルゴンキンが頼りにされるように、パンハイマは重大な異常犯罪が起こると最初に呼ばれる存在である。


    「異常者には同じ異常者の心理がよく分かるだけだろうが」


    　俺は苦い道理を吐きすてた。


    「こちらから指摘をするなら、おまえのような犯罪者が捜査に参加できるわけがない」


    　俺の反論に、ベイリックがうなずく。特別捜査官はパンハイマの所行を事前調査しているはずだ。どうあっても、法律の灰色の部分を行くパンハイマを自分から使うわけがない。背広姿のパンハイマは退屈そうに告げる。


    「エリダナにおける使徒連続殺人事件への妾わらわの捜査参加は、チェンバレン上院議員からの特命でもある」


    「チェンバレン上院議員、だと？」


    　俺の驚きの声に、ギギナが冷静に続ける。


    「たしか龍皇国議会の大物議員だったと記憶しているが、なぜそれが」


    　パンハイマは薄笑いを浮かべていた。俺は情報屋ヴィネルの忠告を思い出していた。パンハイマは中央と関係があると言われていたが、まさか上院議員が出てくるとは。


    「妾が当主であるアミラガ伯はく爵しやく家けと、チェンバレン上院議員が当主であるウガース家は、歴史的には遠いがそれでも確実に婿むこ取りをした姻いん戚せき関係である」


    　俺は口を開いていた。正当性を持って、パンハイマが関与してきている。


    　横目で確認すると、ハーライルが厳しい顔。事実であるらしい。だとするとこれは最悪だ。下院は法案を作るために実力があり、上院は提出された法案の可否を決めるだけとされるが、それでも権威は上だ。


    　姻戚の大物議員の圧力を使いこなしてパンハイマは捜査に関与してきた。拒否はできない。


    「パンハイマの動機と、チェンバレンとの関連は分かる。だが、なぜ上院議員がこの事件に関与してくる？　パンハイマの要請だけで関与できるものなのか？」


    　俺の問いは捜査本部に広がる。チェンバレンがパンハイマの要請で動いただけではないはずだ。俺の問いには、外ほかならぬハーライルが答える。


    「議員のご子息、エフェミナ氏が西のケベウス市カズー通りで、半年前に行方不明になった。さらに同時期に〈動く断頭台〉が事件を起こした場所がケベウス市のカズー通りだった」


    　政治的な圧力に不快感を示すように、ハーライルの眉み間けんに深い亀裂が刻まれる。


    「エフェミナ氏は〈動く断頭台〉に誘ゆう拐かいされたか殺された可能性が非常に高い。だから議員を通して司法省から特別捜査官や市警察に、今回のことで強力な圧力がかかっている」


    　ハーライルの言葉に、パンハイマが微ほほ笑えむ。


    「捜査本部の尻を叩たたくだけではチェンバレン議員の不安と怒りは解消されず、可能なかぎりの手を打っておきたい」魔女が続ける。「そこで以前から姻戚で親交があり、強力かつ異常心理に詳しい攻こう性せい咒じゆ式しき士しである妾が招しよう聘へいされたというわけだ。つまり司法は妾に最大限の便宜を図るしかない」


    「それをエリダナ市警が受け入れる理由は？」


    　俺は最後の希望を隣のベイリックに託す。


    「上からの指示だ」


    　苦い顔でベイリックが詳細の言及を避けた。俺は先ほどの自分の言とつなげることができた。


    　パンハイマが警備会社や金融、保険会社、賭と博ばく会社を経営しているということは、警察上層部が退職すれば高給で各企業の部署の名誉職、一般警官や警察士は警備員や護衛に迎え入れるはずだ。議員の圧力以上に、市警察としては自分たちの老後の生活のために、パンハイマの意向を尊重しなければならない。


    　俺はベイリックとハーライル、警察関係者を見てしまう。口に出してベイリックの立場を責めることはしない。警察といえども、生きている人間が集う組織であるから、不正や癒ゆ着ちやくが起こる。しかしそれゆえに呼びこまれたのは、パンハイマの参戦という不吉な事態だ。


    　パンハイマは、特別捜査局の背後にいる議員と市警察それぞれに向けた後うしろ盾だてを持って動いている。


    　強いだけでは咒じゆ式しき士しの激戦地、大陸諸国家の諜ちよう報ほう員いんや凶悪犯罪者に〈異い貌ぼうのものども〉などの陰謀が渦巻くエリダナで、四大咒式士になどなれない。腕自慢は早々に死ぬだけだ。狡こう猾かつなだけではなく、合法的な手段を縦横に使えるからこそ、パンハイマはエリダナの暗部に君臨できるのだ。だからこそ、俺とギギナは四大咒式士にまだ遠い。


    「そういうわけで、妾わらわはこの事件を解決するために参戦するというわけだ」


    　パンハイマが微ほほ笑えみとともに告げた。ベイリックの顔には嫌悪感。ハーライル捜査官の目には冷徹な光。


    「彼らと協力してもらってね」


    　俺とギギナを顎あごで示し、ハーライルが足した言葉に、パンハイマの笑みが割り引かれる。ベイリックが首を回し、戻る。


    「エリダナ市警察は、エリダナが独立委任を受けているように、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの特別捜査官に従属するわけでもありません。協力をしても、緩ゆるい連携といったところでしょう」


    　ベイリックが四角い顎で意見を継ぎ足した。俺はさらに楔くさびを打ちこんでおく。


    「俺は一応警察と特別捜査官に協力するが、パンハイマを許したわけではない」


    「私はガユスと同じようで、少し違う」


    　ギギナが告げた。


    「趣味と実益で、強大な相手と戦えればそれでいい。今回はさらに邪悪な相手で遠慮せずにすむ。敵がアンヘリオとなるか」


    　ドラッケン族の銀の目がパンハイマを見据える。


    「もしくはパンハイマになるか、楽しみなことだ」


    　市警察、俺とギギナ、パンハイマという三者、そしてハーライルたち特別捜査官を含めれば四者が自分以外の他者を敵視していた。室内の大気は帯電したかのように緊張していた。


    　なるほど、頭の回転が遅い俺にもようやく事態が分かってきた。ハーライルがなぜわざわざ俺とギギナという攻こう性せい咒式士を雇ったのか。俺とギギナの捜査力や現地の土地勘など、捜査官は期待していない。


    　ハーライルは、チェンバレン上院議員の子供の失しつ踪そうとエリダナという土地、アンヘリオの登場から、いずれパンハイマという邪悪な存在が捜査に関与してくることを予測していたのだ。ようするに自分の自由な手として使え、パンハイマを牽けん制せいする攻性咒式士を必要としたのだ。


    　魔女に拮きつ抗こうできるラルゴンキンがエリダナに不在であれば、俺たちや、七つの大手事務所である七門しか対抗できる存在がいない。


    　戦闘力だけはある俺たちとパンハイマが敵対すれば充分。部外者たちを食いあわせている間に特別捜査官が自由に動き、市警察を手足とすればいい。


    　俺はハーライルを眺める。高級背広に身を固めてはいるが、勤め人のように穏やかな思考はしてくれない。


    　たとえ犯罪捜査という正義の行為であっても、様々な権力の思惑が交差し、思うようにいかない。ハーライルは可能なかぎりの手を打って、殺人事件を解決に導こうとしていたのだ。疑念に政治的配慮に功名心、復ふく讐しゆう心しんに敵対心に嫉しつ妬と心しんが捜査本部に渦巻いていた。


    　駒こま扱いされている俺とギギナにすれば、不愉快極まりない事態だ。


    「さて、捜査方針だが」


    　ハーライルの声にも不愉快な成分が見え隠れしていた。


    「妾わらわは勝手にする。おまえらも勝手にすればいい。情報だけ寄越してくれりゃ良い」


    　赤い目には殺意の炎。


    「アンヘリオは妾が倒す」


    　パンハイマが会話を断ち切った。捜査本部には険悪な雰囲気。


    　警察に特別捜査官に攻こう性せい咒じゆ式しき士しといった、社会では一応として正義の味方と思われている人間たちが集まっている場とは思えない。


    



    



    　水音。エリダナの地下一〇〇メルトル、大迷宮の地下八階、北東第三四二坑道に、小さな音が響いた。


    　坑道の天井の高さは、ビルの三階ほどもある。坑道というより宗教施設の回廊のような広大さを持つ。


    　天井や壁に沿って作られた水晶の形をした照明が、淡い光を回廊に投げかける。回廊には水滴が落ちるような音だけが響く。


    　〈古き巨人エノルム〉が掘った坑道は、完全な平面である天井と壁と床で構成されている。可視光より広く電磁波まで補足する視力を持つ〈古き巨人エノルム〉が照明を設置する理由はないし、従属する巨人たちに配慮して作られたこともない。


    　これほどの大迷宮を作った理由は、学者たちの間でも意見の一致を見ない。


    　ガラス化して平面となった岩の床には黒い点。さらに染みは続いていく。光の強い場所では黒い染みが、赤い血けつ痕こんだと分かる。


    　赤の果てでは、男が歩いていた。エリダナの地下迷宮でも地下八階ともなれば〈異い貌ぼうのものども〉が跋ばつ[image: ]こする。男が進む一帯は、地獄の近所と呼ばれる最高危険地帯で、まだ咒式士も足を踏み入れていない。最高危険地帯をただ一人で進むなど、異常にすぎた。高位咒式士でも、単独では第五階層以下の危険地帯を進むことなどほぼ不可能。


    　男はエリダナを騒がし、パンハイマと引き分けたアンヘリオだった。左腕は上腕のあたりで断裂していた。左半身には火傷やけど。左腕が吹き飛ばされ、火か炎えん鳥ちようが掠かすめた顔は火傷していた。


    　炭化した断面からは赤黒い肉が覗のぞき、血の滴しずくを垂らしていた。血の落ちる音が迷宮に響いていたのだ。アンヘリオは組織閉鎖を行おこなったとしても瀕ひん死しの重傷だった。


    「パンハイマか、あれは楽しい怪物だ」左半面を火傷やけどで覆おおわれたアンヘリオの唇くちびるには笑みがあった。「なにが楽しいといって、相手を殺すために市民を巻きこむことに躊ちゆう躇ちよしないことが楽しい。精神が我らに近いがゆえに、油断がならない」


    　笑みも火傷で歪ゆがむ。男の歩みの音が回廊に響く。


    「治ち癒ゆ咒じゆ式しきを使わないと、こんなときに困る。闇やみ医い者しやにも手が回っているだろうし、なにより痛い」


    　苦痛を告白しつつも、アンヘリオはまだ笑っている。火傷の左半面が引きつる笑み。相手を殺し、殺されることが愉快で堪たまらないといった態度だ。


    　右手が翻ひるがえる。手には革表紙の書物。錠前と鎖くさりが解除。〇と一の数列が絡からまった二重螺ら旋せんの青白い咒印組成式が空中に湧わきあがる。


    　光の数列は、繭まゆのように紡つむがれた組成式となる。球体に亀裂が入り、割れた。内部からは鱗りん粉ぷん。巨大な蝶ちようの羽が広がっていく。穢けがれなき素肌に、額ひたい。通った鼻筋に、甘い吐息を吐いた蕾つぼみのような唇が続く。


    　繭からは美しい全裸の少女が生まれていった。ただし、細い胴体はすべて鉄格子。巨大な鳥とり籠かごが女性の乳房や細い腰となり、肉を取りもどす腰へとつながる。鳥籠の内部には止まり木が用意されている。止まっているのは、黄色い金糸雀カナリア。


    　鳥籠の上、美しい少女の顔に収まるのは、昆虫の複眼。数百の目がアンヘリオを捉とらえる。


    「アアアア、長イ長イ闇ヨリ、外ニ出ラレタ」


    　電子楽器のような声だった。


    「エミレオの書、〈天てん秤びんのキヒーア〉。いつ見ても美しい」


    　アンヘリオが手を伸ばすと、キヒーアと呼ばれた〈異い貌ぼうのものども〉が体を避ける。


    「普段は私が傷つけられることなどないが、今回は常識外の相手だった。その人外の力を借りたい」


    　キヒーアの複眼の目がアンヘリオを見据える。虹にじ色いろの表面に、数百もの負傷したアンヘリオが映る。生理学者が顕けん微び鏡きようで検体を見るような、ではなく顕微鏡そのものの無機質の眼まな差ざしだった。艶なまめかしいキヒーアの唇が開く。


    「アナタハ死ヌ」


    　唇の内部には鮫さめのような歯。白い腕を伸ばして、アンヘリオに絡みつく。鳥籠の胴体のなかで金糸雀が小さく叫ぶ。キヒーアが鳴き声に合わせて音楽的な声で続ける。


    「供く犠ぎヲ捧ゲヨ」


    「供犠、か。たかが〈異貌のものども〉が偉そうなことだ」


    「ソレガエミレオノ契約。アナタノ腕ニハ多クノ供犠ガ必要」


    　アンヘリオが確認しつつ歩む。手を振ると、書物が量子の光となって空中に散っていく。殺人者である男にとっては〈異貌のものども〉など、虫にしか見えない。キヒーアも外見のままに昆虫のような情愛しか持たず、人間であるアンヘリオも獲物にしか見えない。


    　両者は咒じゆ式しきによって縛られた関係でしかなかった。アンヘリオの口元には笑み。情愛など理解しないし、する必要もないという爬は虫ちゆう類るいの笑み。


    　回廊から出たところでアンヘリオの足が止まる。足音はさらに大きく反響して、消えていった。男は巨大な空間に出ていた。火傷やけどした左半面が歪ゆがんだ笑み。


    　天井は五階のビルに届くばかりの高さになっていた。広さは運動場ほどもある。周囲には白い石柱が立っていて、古代の神殿にも見えた。アンヘリオは歩を進める。


    　風切り音。アンヘリオの前方に二つの巨体が落下。石床を割る大質量。人の二倍以上、身長四メルトルの巨体は、重金属の骨格に強化筋肉で十倍以上の重さとなる。〈異い貌ぼうのものども〉でも巨人と呼ばれる人類の敵対種族。


    　岩石のような筋肉で構成された全身を包むのは、鎖くさりを編んで作られた鎧よろい。体の各所には、白い物体が下がる。人間の頭ず蓋がい骨こつや大だい腿たい骨こつが装飾品となっていた。


    　鈍にび色いろの兜かぶとの下には見開かれた目に、分厚い唇くちびる。右の巨人は右肩に、左の巨人は左肩に巨大な魔ま杖じよう斧ふを掲げている。両者の中央に鏡を置いたように相似形の巨人たちだった。


    「ここは〈古エきノ巨ル人ム〉の方々がおられた神殿」


    　右の巨人が大おお斧おのを掲げる。わざわざ人のツェベルン語で話しかけていた。


    「人族ごときが足を踏み入れて良い場所ではない」


    　左の巨人が唱和し、大斧が掲げられる。二つの分厚い刃やいばには、すでに燐りん光こうで咒印組成式が描かれている。アンヘリオはただ立っていた。目線は眼前の巨人たちではなく、傍かたわらのキヒーアを見ている。


    「丁度良い相手が二人現れた」


    「ここで死ね」


    　巨人二人が足を踏みだす。革靴の下で石床が踏み砕かれる。筋力強化咒式で、常識外れの大斧が落下し、石床を砕く。


    　アンヘリオは轟ごう音おんと斧の間を擦すりぬけていた。巨人たちの間に立っている男の左右の手には書物。


    　石床に刺さった斧が倒れる。二人の巨人は斧を握りしめることができなかった。


    　巨大な黒い影が掠かすめて、右の巨人の腰から上が消失。広間の空間をボラーの大口が横切っていく。巨大な口は巨人の上半身を咀そ嚼しやくし、着地。床の着地点には鳥とり居いが用意され、ボラーを再び封じる。大口は不満そうに光の渦へと消えていく。


    　左の巨人は首の断面から鮮血を噴出していた。空中では髑どく髏ろの軍勢の上に、王冠を被かぶった黒衣の骸がい骨こつ。


    　巨人の青ざめた首を愛いとしげに骨の指で撫なでていた。分解咒式により肉が溶け、眼球が落ち、頭蓋骨が現れていく。


    　上半身と首を失った巨人の死体が、重い音とともに石床に倒れる。膨ぼう大だいな血液が真紅の絨じゆう毯たんとなって床に広がっていく。二体の死骸の背後に、アンヘリオが悠然と立っている。


    「常識的に考えて、斧おのを振りまわすだけの豚が、美形に勝てるわけがないだろうが」


    　冷たくアンヘリオは笑う。背広や革靴に返り血を一滴も浴びることすらない。パンハイマとガユスに受けた傷だけが出血だった。アンヘリオは目だけを横に向ける。


    「これで供く犠ぎに足りるか？」


    　顎あごは後方の巨人二人の死体を示す。キヒーアは昆虫のように感情のない複眼を煌きらめかせる。


    「人ヲ癒いやスニハ、ナルベク人ノ命ガイイ」


    「厄介な契約だ」アンヘリオが足を進める。「ならばまた地上に出てからでも始めよう。依頼者が用意するつまらない部屋へ行こう」


    　キヒーアが蝶ちようの羽を揺らし、後方に付きしたがう。


    「百万人を超えるとされるエリダナで、誰を狙うか。それもまた楽しみだ」


    　殺人者にして虐ぎやく殺さつ者の唇くちびるに笑みが浮かぶ。


    「幕まく間あい劇は仕掛けておいた。小さな劇の小さな爆弾だが、放置すれば厄介なものとなる。見事解除できるかどうかが楽しみだ」


    　肉食獣というより食虫植物が笑うような、無機質で理解しがたい笑みだった。


    「さて、私は私でさらなる幕間劇を行おこなわねばならない。忙しくなる」


    　一人と一体が広場から去っていくと、石床の間から黒い霧。迷宮に巣くう虫の群れが湧わきだしていく。黒い絨じゆう毯たんにも見える膨ぼう大だいな虫たちは、巨人たちの死体に群がる。皮ひ膚ふに牙きばを立て引き千切り、内臓を齧かじり、血を啜すする。地下迷宮の食物連鎖が始まる。


    　虫たちの食事を背景に、アンヘリオとキヒーアが進み、やがて広間の奥の入り口に消えた。


    



    



    　ハーライルにパンハイマ、ベイリックに俺とギギナ、五者の思惑が錯さく綜そうする捜査会議はさっぱり無意味だった。


    　会議の終わりから逃げだすように警察署の裏の駐車場から車を回す。すでに夕暮れ。


    　警察署の前に出ると、報道陣が詰めかけていた。会議から出てくるパンハイマを待っているのだろう。各局報道は撮影機を回し、パンハイマを待つ間に、敷地の外の通行人に情報や感想を聞いている。


    　警察署の周囲のビルの窓からは、不安そうに捜査の様子を眺めている市民の顔があった。場違いな笑顔の若い男女は、野次馬だろう。携帯で報道陣を背景に写真を撮っていた。楽しくない気分のままに車を進める。


    　報道局の間に、撮影機を持って動く人影。大きな乳が揺れている。アーゼルだった。俺も乳で見分けるようになってきた。


    　気づかれないように車を静かに進める。報道陣の集中から、アーゼルが弾はじかれて車道に押しだされる。


    　運転席の俺は急停止し、窓から手を差しだす。倒れるアーゼルの左肩を支える。余計なことだったと後悔するが、遅い。


    「あ」


    　赤毛の女が俺を見た。俺も女を見た。車内と歩道に分かれ、二人の間に流れる沈黙。アーゼルは俺の支えと車から一歩離れて立つ。助手席のギギナは無関心。


    　俺はアーゼルの好意につけこんで強引に抱こうとしたことがある。自らの愚行が原因とはいえ、最近の俺は女に対して善良な存在ではない。向こうにすれば嫌悪の対象に決まっている。


    　アーゼルは迷ったが、足を進めて運転席に近寄ってくる。動くだけで乳が上下する脅威の存在だ。車窓に到達した女に、俺は手を挙げるだけに留とどめる。アーゼルも微妙に口ごもる。


    「どうも」


    「いや」


    　俺は素直に頭を下げる。気まずい沈黙。言うべき言葉はひとつだ。


    「許されるとは思わないが、前はすまなかった」


    「貸しにしておく」


    　アーゼルは笑う。気晴らしに抱こうとした男に対しても、笑顔を見せた。おそらくは強がり。許されたわけではないが、前と同じ関係でいたいという意思表示だろう。女の強さに甘える狡ずるさとなる。


    「借りというより罪だが、いつか返す」


    　自分の勝手さに反へ吐どが出る。


    「返してくれるなら」そこでアーゼルが車窓に飛びつき、左手が窓枠を押さえていた。「アンヘリオとパンハイマが対戦した場にいたんだって？　どうだった？」


    　右手の録音機は、俺へと向けられている。助手席ではギギナが苦い顔。一応、俺とギギナが最初にアンヘリオと対戦したのだが、世間ではパンハイマが久しぶりに動くことに注目している。俺とギギナも捜査に参加しているが、パンハイマへの当て馬にすぎない。


    「どうといっても、アンヘリオは手て強ごわい」


    「どれくらい？」


    　アーゼルが録音しつつ問いかける。


    「実感としては〈長命竜アルター〉や〈大禍つ式アイオーン〉や〈古き巨人エノルム〉級だ」


    　助手席からギギナの声。戦士の目は、窓の外に広がる報道陣の喧けん噪そうを見ていた。


    「それって、本当に洒しや落れにならない」アーゼルの嘆きの声が、明るくなる。「ということはさらに大事件になるね」


    　そこでアーゼルが口に手を当てて、強引に閉じる。


    「不謹慎なことを言ってしまった。被害者もいるのに」


    「それが仕事だ。特別捜査官が分析し、警察が捜し、警察士やエリダナの咒じゆ式しき士しが倒す。同じように報道するのがそちらの仕事だろう」


    　落ちこんでいるアーゼルを慰なぐさめるように言った。そこでアーゼルの表情が晴れる。


    「あ、もし二人がアンヘリオを倒せたら独占報道させてね」


    「もし、の時点で失礼だろうが」


    　少しだけ前のような関係に戻っている。俺は俺自身の愚かさによって壊れた関係を修復していかなければならない。元恋人との関係はどうにもならないが、それでも他者との関係を一歩一歩踏みしめていくしかない。


    　二人の間を抜ける絶叫。報道の撮影機の前で、人だかりができていた。


    「アンヘリオは無罪だ！」や「娼しよう婦ふや黒社会の構成員を殺すことは社会の浄化だ！」と男たちが叫ぶ。男たちは横断幕を掲げて、さらなる怒号をあげていた。


    　男たちの横で「せーの」と一人の若い女が合図をすると「美形のアンヘリオ様と結婚したい！」と十数人の女たちが黄色い声援をあげる。手に持った色とりどりの札や団扇うちわが振られる。全員が布や覆面で顔を隠しつつ、殺人者への愛を叫んでいた。


    　男女合わせて数十人。前方には警察士が無表情に立って、群衆の侵入を阻んでいた。周囲には見物人が溢あふれ、全体の様子をいくつかの報道局が撮影していた。


    「なんだあれは？」


    　顎あご先さきで騒ぐ集団を示す。アーゼルの顔には不快感が広がる。


    「女性たちは、アンヘリオと結婚したい女性たちが結成した『アンヘリオ様を愛する会』ということらしいね。男たちのほうは、アンヘリオの殺人行為は黒社会の犯罪者を倒す正義であるために無罪という『アンヘリオ私設弁護団』だってさ」


    「殺人者を弁護するのは弁護士の仕事だが、被告に正統な刑罰を与えるためのものだ。私的に一般人が応援してどうにかなるのか？」


    　理解不能といったギギナの顔。


    「本職の弁護士も混じっている」


    　怒りをこめた声でアーゼルが続ける。ギギナはさらに理解不能な表情となっていた。


    「殺人者ではないが、近い存在であるとしか思えない剣士であるギギナを愛する女性たちに少し似ている」俺は世の理不尽を責めておく。「俺にはギギナの良さがさっぱり分からないがね」


    「私には分からぬが、このつまらぬ顔がいいという女が多いようだ」不愉快そうにギギナが告げた。「あとは強さ、そんなものだろう」


    　ギギナが告げていく。


    「ついでに家具愛好趣味もかわいい、とでも言ったところか」


    「自分で理解しているところが最高に不愉快だ」


    「客観的に利用できるだけで、本人が気に入っているとでも思っているのか？」


    　ギギナの不機嫌が続く。目の怒りが性悪さに変換され、俺を見る。


    「逆に聞くが、ガユスの美点とはなんだ？」


    「それは」


    　即座に答えられない自分が悲しい。いつもの俺の演技を外面と内面で演じる。演じることで自己を保つしかない。


    　俺たちの会話の傍かたわらで、アーゼルは撮影機で群衆の一部を撮っている。撮影が終わり、また苦みを増した顔になる。


    「さらに『ザッハドの使徒愛好会』がやってきているみたいよ」


    「なんだそれ？」


    「各地の〈ザッハドの使徒〉や指先の犯罪を追っかけている犯罪愛好家たちだよ。同時に電網上では、久しぶりの〈ザッハドの使徒〉、アンヘリオの登場に沸わき立っているみたい」


    「世の中には暇ひま人じんが溢あふれているな」


    　ギギナの声にも苦い感情が滲にじむ。よく見ると、撮影機を構えた一般人も多い。例の愛好会とやらだろう。俺は不快感を堪こらえる。


    「昔からよくあることだけど、殺人という異常状況を起こす存在を娯楽としているのだろうな」俺も欠伸あくびが出てくる。「世の中に不満があるものたちは、通常の社会倫理に逆らうものたちを英雄だと勘違いしているというか、勘違いしたがっているのかもしれない」


    　欠伸の裏で、不愉快さがあった。攻こう性せい咒じゆ式しき士しという職業に負の面があり、自分にもそういう心があることを否定できない。古典の時代から、人類の重要な物語のほとんどは殺人と人間関係の話だからだ。それでも唾だ棄きすべき事態だった。


    「知人を、愛するものを殺されて、そして自分自身が殺害されて、なお応援し弁護できる人間がいるはずもない。芸能人のように遠い存在と思っているからこそ殺人犯を持ちあげ、好奇の目で見られる。実際のアンヘリオは彼らの不満や興味など知ったことではないだろう」


    　俺の言葉にアーゼルの表情が曇る。報道者である彼女の心には罪悪感。いくら仕事だといっても、事件を追う自分の職が、殺人者を持ち上げる人間に近い好奇心だと分かっているのだ。


    「互いに本分を尽くそう。それしかできることはない」


    　再び繰り返された俺の言葉にアーゼルがうなずく。目には意志の光。


    「大丈夫。最近は新聞社だけでなく、報道局の撮影者と組んでいる。犠牲者のためにも決定的瞬間を撮影して、アンヘリオを監獄に送ってやる」


    　俺は笑う。


    「それでいい。元気のないアーゼルはアーゼルではないよ」


    「ガユス」


    　アーゼルが口を開く。青い目には心配の色。


    「今度でいいから、また話をしない？　事件抜きで普通に」


    「いいけど、少し問題もある」


    　俺の軽い返答に、アーゼルの口が開く。大きな青い目には、失敗をしたと悟ったような色。恐る恐るアーゼルが口を開く。


    「あ、前の彼女さんと別れたと聞いたけど、そちらこそ大丈夫？」


    　重い一撃だが、今なら耐えられる。


    「ああ。新しい恋人がいるからね」


    「あ」アーゼルの口から意味のない言葉が飛び出る。暗く翳かげった表情をすぐに笑顔に変える。「ああ、そうなんだ。なら大丈夫だね。うん、忘れて」


    「大丈夫。また話をしよう。ポロック揚げでも齧かじりながらな」


    　背後では殺人者の応援団と弁護団が一ひと際きわ騒ぎだす。パンハイマでも出てきたのだろう。


    　俺は車を発車する。後ろ見の鏡に、取材も忘れて立ちつくすアーゼルの姿があった。


    　またも殺人というお祭りに熱狂する暇ひま人じんたちと、世の中の暇人のために取材する報道陣を横目に、警察署の壁を回っていく。


    　昨日に続き、今日も疲れた。


    



    



    　黒塗りの四台の車は静かに進み、ビルの裏口の前に停車する。無音の停車だった。


    　車と裏口の間には、咒じゆ式しき士したちが並んでいた。盾たての列で防御し、外に向けての警護の列を作る。盾列の間を粛しゆく々しゆくと人影が歩み、車に向かう。


    　魔ま杖じよう剣けんを下げた、赤い髪に赤い目の可か憐れんで清せい楚そな雰囲気の若い女だった。


    「カン・ドゥンよ」女が傍かたわらの男へ声を投げる。「部隊はどうなっています？」


    　ペトレリカの問いに、傍らにいた禿とく頭とうの背広姿の男が頭を下げる。異様なことに、男は背中に大きな仮面を背負っていた。さらに背から垂直に棒が伸びて、先端にまた顔を掲げている。


    「パンハイマ代表が近この衛えを連れて警察署に向かい、特別捜査官と会談中です。第九から第一までの部隊は、海外に展開中です。いわばここ二年ほどのパンハイマ事務所は、主力を海外に移したままで経営されています」


    　カン・ドゥンが答える。東方系の顔立ちだったが、ツェベルン語の発音は完かん璧ぺきだった。


    「そこで、十席の私と十三席のヒビギヒ、十四と十五席のジョゼフィーガとジョゼフィーグ姉妹、他十人の攻こう性せい咒式士がペトレリカ嬢の部隊として同行いたします」


    　報告にペトレリカは息を吐く。傍らには白いドレスの女が立ち、車内には赤と青のドレスの老婆。名前が挙がった攻性咒式士たちがそろっていた。


    「契約企業への警備指導ごときに、これだけの大部隊が必要とも思えません」女の顔には諦あきらめの色があった。「そもそも母は、私を警察署にも呼ばず、エリダナの大事件、アンヘリオの対策本部へ参加させなかった。これは護衛なのでしょう？」


    　カン・ドゥンは迷わずに答える。


    「パンハイマ所長は、それだけあなたを心配しておられるのです」


    「分かっています。母は私を戦力とは思っていない。良くて便利な救急箱」


    　ペトレリカが哀しい微ほほ笑えみを見せる。


    「それでも、あなたたちに母の言いつけに逆らわせることはできない。それは殺すことになる」


    　カン・ドゥンが頭を下げる。刺いれ青ずみが這はいまわる禿頭には残暑の影響ではない汗が浮いていた。ペトレリカは哀れむように男を眺めていた。


    　周囲で盾の列を作る咒式士たちも、怯おびえていた。アドレナリンが臭うような恐怖があった。パンハイマ警備社における絶対君主であるパンハイマへの怯えが充満していた。


    　この場にいるのは、エリダナにおいてもっとも恐れられる凶悪犯罪者や札付きの攻性咒式士の群れであった。しかし、パンハイマの前、いや見ていないところであっても、恐れていた。


    　パンハイマが利益を与えてくれるから付きしたがうのではなく、心の底からの恐怖心ゆえに彼らは従属しているのだ。


    　ペトレリカはその魔女の娘。部下たちにとっては命を懸けて守護すべき相手だった。死んでも守らねば、死ぬより悲惨な目に遭うのだ。


    「十一席のガスコフも同行します」


    　視線の先には、車に座す甲かつ冑ちゆう姿が見えた。兜かぶとに開いた丸い六つの穴からは、表情は窺うかがえない。装甲された腕の間に、両刃の斧おのがあった。歴戦の重じゆう機き斧ふ士しの姿だった。


    「念には念を入れてガスコフまで投入してくるとは、私には自分で自分を守れるという信頼がないようですね。母からも、あなたたちからも咒じゆ式しき士しと思われていない」


    　自じ嘲ちようしたペトレリカに、カン・ドゥンは頭を下げて答えない。ペトレリカは盾たての列に守られつつ、三台目の車に乗りこむ。


    「大事件を外された私の、今日の予定は？」


    　車内からのペトレリカの問いに、外に立つカン・ドゥンが予定表を確認する。


    「クエタナモス社からノヴァーリエ社の警備と指導ですね」


    「分かりました」


    　退屈な確認をして、ペトレリカは車の座席に身を深く沈める。


    「あとは武装強盗のケンベル団の所在がもう少しで摑つかめそうです」


    　カン・ドゥンの言葉で、周囲の攻こう性せい咒式士たちの目に残忍な喜悦が宿る。退屈な警備より、殺しのほうが楽しみなのだ。


    「殺すより逮捕を尊重してください」


    　嫌悪感を滲にじませたペトレリカの言葉で、車の助手席にカン・ドゥンが乗りこむ。先頭の車には巨漢のガスコフが乗る。三台目と四台目に、奴ど隷れい頭と部下の攻性咒式士たちが乗る。四台の車が発進する。


    　黒く長い車体がすぐに左折して、さらに右折して通りに出る。


    　車窓からペトレリカが外を見ると、通行人の人々の目が車にそそがれる。アミラガ家の紋章が刻まれた車に向けられる視線は、街を守る攻性咒式士へのものではない。


    　犯罪者より凶悪で残忍なパンハイマの咒式士たちへの嫌悪と畏い怖ふの視線だった。車を見ただけで街角に唾つばを吐きすてる若い男が見えた。子供の手を引いて足早に逃げる主婦の姿も見えた。


    「母の所行を私が償つぐなうことができるのかどうか」


    　車中からペトレリカの横顔には深い憂いが宿っていた。黒塗りの車は、目的地に向かう。さらに通りを渡って、右折。ビルの谷間の通りを抜けていく。


    



    



    　疲労しきった俺は、自宅に戻る。すでに夜だった。体も足も重い。


    　扉に手を当てて、静かに開ける。廊下を進む。居間に向かうと、白々とした灯あかり。


    「あ、帰ってきた」


    　チェレシアが居間から出てくる。


    　俺は女の笑顔に向かって顔を下げていく。罪悪感と後味の悪い一日を振りきるように、チェレシアの唇くちびるをまた奪う。


    　俺の前に立ち、女は微ほほ笑えむ。


    　夜まで律儀に待っていたらしい。俺を見送る女はいつもそうだった。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの恋人や妻は、死ぬか生きるかで必ず胸を痛める。俺はチェレシアに微笑んでみせる。


    「いきなり事件に巻きこまれて警察署に連れていかれれば心配もする、か」


    「あんまり心配させんなよ」


    　チェレシアが拳こぶしを突きだし、俺の胸に当てる。乱暴な物言いだったが、拳の熱が胸板に伝わってくる。内心の熱も伝わってくる。


    「死なないよ」


    　俺は一歩進んで、腕を広げる。戸惑うチェレシアを抱きしめる。右手を女の後頭部の髪に差し入れる。


    　相手に返事をさせずに、引きよせる。赤い唇を塞ふさぐ。驚いたチェレシアの黒く濡れた目が間近に見える。俺の胸を手が叩たたくが、止まる。女の腕が俺の背中に回され、舌を絡からめてくる。さらに俺は嚙かみつくように口づけをしていった。女の後味の悪さを振りきるように唇を重ねる。


    　長い口づけ。


    　長い長い口づけ。


    　口を離したチェレシアが酸素を貪むさぼる。続いた口づけで呼吸が続かなかったのだ。


    「長いっての」


    　怒る女を抱きしめたまま前進。寝台ベツドの端はしにつまずき、女は腰から落ちる。俺は上着を脱いで、相手を寝台ベツドのシーツの上に押したおす。首に口づけを浴びせながら、服を脱がしていく。


    「都合のいい女扱いだね」


    「そう望んだんだろう？」


    　俺の残酷な言葉で、チェレシアは憎悪の目。俺は構わずにスカートの留め金を外していく。


    「そんなのは嫌だって」


    　抵抗する女の手を無視して、下着に手をかけ、強引に下げる。脚を閉じて抵抗され、下着は太ふと腿ももの半ばで止まる。攻性咒式士の腕力で強引に押し下げる。チェレシアが寝台ベツドの上を逃げる。顔には笑み。男を誘う手管だ。ジーンズと下着を脱ぎつつ、俺は膝ひざで女を追っていく。


    「今はとにかく女が欲しいんだよ」


    「なによそれ」


    　笑う女を押したおす。両手を広がった黒髪の横に突く。


    「明日も昼の仕事で、朝が早いんだけど？」


    　チェレシアの抵抗を俺は強引に押し開く。少しの拒否と抵抗で男を誘う、小こ賢ざかしい女だ。


    　だが、その小賢しさが愛いとおしくなっていた。


    　チェレシアの唇を奪おうとして、俺はそのままシーツの海に沈む。ああ、疲れている。


    　視界はすぐに闇やみに包まれた。


    



    



    　エリダナ西岸、サバイユ地区の雑居ビルが並ぶ通りは、夜だというのに、灯あかりが絶えていた。


    　夜道を男二人が歩く。魔ま杖じよう刀とうを背負った大男と、腰に魔杖短剣を提げた中年の男だった。


    「妙に静かだな」


    　大男がつぶやく。


    「移民街の外れに位置し、犯罪者や黒社会のものも多いのに、なんでこんなに静かなんですか？」


    　中年男は進む。大男の顔には疑問の色。


    「こっちに行かないんですかい？　近道ですぜ？」


    　ガタナス通りに足を向けた大男の疑問に、中年男が立ち止まる。


    「このガタナス通りの先、二十二番地のビルがあるから通れないんだよ」


    　中年男が顎あごでガタナス通りを示し、大男が視線を向ける。ガタナス通り二十二番地には、壁で囲まれた雑居ビルが並び、一ひと際きわ静かなビルがそびえていた。月光が降りる暗い窓の向こうに、簞たん笥すや椅い子すの輪りん郭かくが見えた。大男には意味が分からない。


    「高価そうな家具が見えますが、狙わないんですかい？」


    「行かないよ。俺は死にたくないから」


    　残暑が残る秋に似合わぬ寒気を感じたように、中年男は体を震ふるわせた。


    「エリダナには、空き巣や強盗でも足を踏み入れない場所が何か所かある。黒社会の事務所や支社、パンハイマやラルゴンキンなど高こう位い咒じゆ式しき士しの邸宅や事務所。あれはそのうちのひとつだ」


    「どういうことですかい？」


    「マルプス社の三十人を倒し、ロエップスと装そう甲こう車しや斬ぎりといえば分かるか？」


    「あの怪物の自宅が」ガタナス通りに向ける。「あそこというわけですか」


    　大男がガタナス通りから目を外す。暗い通りに向けていた足の進路を変える。巨大な肩を竦すくめた顔には強い怯おびえが浮かんでいた。


    「そういうことだ」


    　中年男が笑う。寒々しい笑いだった。


    「あのビルには、数億イェンを越える価値の家具があるらしいが、誰も入らない。三年前に強盗団が押し入って全員斬り殺されたからな。武装強盗など、斬り殺してもお咎とがめなしさ。他にも入ったやつがいるかもしれんが、招かれざる客はおそらく全員死んでいるだろう」


    　慄りつ然ぜんとする大男に、中年男が続ける。


    「到達者階級でさらにエリダナ随一の剣士の自宅など、死にたいやつしか押し入らない。近寄りたくもない。だからあの通りはいつも静かだ」


    　中年男の足が速まる。大男も追う。中年男以上に早足となっていた。


    　二人が去ったあとも、沈黙のガタナス通り二十二番地にビルがそびえる。


    　内部は雑居ビルを改装したため、床や壁や天井はコンクリが打ちっぱなしになっている。


    　窓から月光が差しこむだけの廊下には、椅い子すの群れが鎮ちん座ざする。背もたれから翼が生えた美しい椅子。真しん鍮ちゆうの管を曲げた椅子。なかには腰を下ろす座面に穴が開いた椅子や、全面に棘とげが生はえた椅子まで並び、一つ一つが美術品のように扱われていた。


    　廊下から見えるガラス扉の奥の部屋には、簞たん笥すや棚が置かれている。


    　ビル全体に空調設備が整えられ、室温や湿度が厳密に調整されていた。ビルの内部は、丸ごと家具の美術館のようになっている。


    　家具美術館となったビルの四階の部屋で動きがあった。窓から月光が射しこむだけの部屋。室内は窓を除のぞく壁の三面に美しい飾りがついた棚が安置されている。棚にはなにも置かれていない。寝台ベツドが中央に置かれているだけの奇妙な部屋だった。


    　寝台ベツドから男が上半身を起こす。


    　月光に浮かびあがるのは、分厚い白大理石のような胸板。下には割れた腹筋が続く。一糸まとわぬ、戦士の裸の上半身だった。月光に銀の髪が透け、肩から背中に広がっていた。銀の瞳は夜空を見ている。


    「なに？　もう朝？」


    　男が起きた寝台ベツドでは、黒髪の東方系の女が口を手で押さえていた。男の左には赤髪の女が眠そうに起きた男を見上げていた。


    「ギギナ、どうしたの？」


    　無言でシーツからギギナが出る。赤毛の女を跨またいで寝台ベツドから降り、裸足はだしでコンクリ床を踏む。


    「月一回、夜のクドゥーの儀式をやる時間だ」


    　服も着ずに、ギギナが室内を進む。室内を横切り、出入り口で右手で屠と竜りゆう刀とうと連結された柄つかを握り、左手で棚の上にある儀式用の絨じゆう毯たんを摑つかむ。


    「あ、あの」


    　寝台ベツドの上から赤毛の女が声をかける。


    「私みたいな地味な女を夜の相手にしてくれて、ありがとうございます」


    　栗くり色いろの目がギギナを見ていた。当人は絨毯を肩からかけて衣装のようにしていた。


    「私は女性の美の上下に興味はない。生理がある間は女だと思っている」


    　扉の把とつ手てをギギナが左手で握って、無造作に開く。


    「明日の朝、勝手に出ていけ。鍵は自動で閉まる」


    　赤毛の女が、隣にいる黒髪の女を見る。


    「どういうこと？」


    「ギギナは女を美び醜しゆうや年齢で差別しないけど、同じ女を二度抱くことはほとんどない」


    　黒髪の女が疲れた息を吐く。


    「私たちはあの男の生理的欲求の相手なだけ。過剰な期待はしないほうがいい」


    　女の悲嘆の声を背中に受けても、平然としてギギナは廊下に出る。廊下を進み、階段を上り、屋上に出る。秋の夜風が銀の髪を散らせる。鉄栅で囲まれた屋上は殺風景だった。鉄栅の向こうには三階の屋上が見えた。


    　裸身に絨じゆう毯たんをまとっただけの姿は、普通なら異常者に見える。だが、美女の美しさと英雄の雄お々おしさを併せもつ美び貌ぼうは、神話の一場面とさせていた。


    　肩から膝ひざまで下がる絨毯に左手がかかる。同時に肩の先の光景にギギナの目が留まる。


    　屋上の床には、歪ゆがんだ平行四辺形の金属が立っており、細長い柄つかが続く。


    　死したユラヴィカの愛刀、屠と竜りゆう刀とうゾリューデが刺さり、青白い月光を受けていた。


    　ギギナの銀の瞳は青々とした刀身を見つめている。


    「屋上は貴様の、ユラヴィカの墓地だったな」


    　つぶやいたギギナの足が動く。屋上を素足で進む。


    「酒が飲めれば酌くみ交わしてやれるのだが、あいにく高位生体系で毒物抵抗を重視する咒じゆ式しき士しは酔えない体質でな」


    　屠竜刀を床に立てて、ギギナがゾリューデの前に座す。銀の目が刀身を眺めている。


    「顔を集める異常殺人者だったが、優れた剣士であった貴様が消えてから、この世は少し退屈になった」


    　目は刃やいばの柄の先、月光の夜空を見上げる。銀の目には哀惜の色があった。


    　初秋の夜風が屠竜刀ゾリューデとギギナに吹く。


    「我が刃はどこへ向かうのだろうか」
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    　目が覚めた。


    　心臓の動どう悸きが激しくなっていた。久しぶりに悪夢で起きてしまった。思わず上半身を起こして、寝台ベツドの横の空間を眺める。


    　なにも存在しないことに安あん堵どする。ただの悪夢ならいいが、あまりにも現実的だった。


    　悪夢の内容は、寝ている俺の横で「今日の呪のろい」と電子音声のような幼児の声だった。発信源を探す。俺の傍かたわらに奇妙な物体、生物が浮遊していた。胎児だった。銀色の肌に、重い瞼まぶた。蛇へびの瞳。背中には[image: ]こう蝠もりの翼。尻からは蛇の尾。窄すぼめられた唇くちびるが動いて「今日の呪い」と言葉を紡つむいだ。さらに「愛していると言われなければ猿となる」と軋きしむ声が謎なぞの言葉を告げてきた。


    　警察署での幻覚と、アンヘリオの告げた契約という謎の言葉が即座に思い出される。しかし実際の俺の体は、手も足も胴体も正常で、悪夢の内容が実体化している事実はない。


    　最近、現実が悪夢化していて、見分けがつかなくなっている。アンヘリオに怯おびえすぎているのだろう。気にしすぎだと目を閉じて開いて眠気を追いはらう。


    　アンヘリオの虐ぎやく殺さつから、仇きゆう敵てきであるパンハイマとの再会。警察の徹夜の取り調べから、特別捜査官のハーライルの登場にパンハイマとの合同捜査。自宅に帰ってから、眠りに落ちてしまった。悪夢も見るというものだ。


    「なに？」


    　横に寝ていたチェレシアが起きる。眠そうな目が俺を見上げる。女の額ひたいから髪を撫なでておく。


    「ああ、起こしたか。まだ寝ていてくれ」


    「うん」


    　素直に返答してチェレシアの目が閉じられる。俺が警察に拘束されてから待っていて、チェレシアも疲れたのだ。横で俺も寝ている。ついでに二人の夜の仕事も今夜は休業だ。


    　足を振ってシーツの上を移動し、床に下ろす。立ちあがって、裸足はだしで板張りの床を歩いていく。窓の外は月夜だ。照明はつけない。


    　冷蔵庫の扉を開いて、前で屈かがむ。冷たい牛乳瓶びんを取りだし、口をつけて飲む。瓶を戻して扉を閉め、居間へ歩く。床が冷たくて気持ちがいい。壁にある時計は十一時五十一分。


    　応接椅い子すに座りつつ、立体映像で報道を起動。椅子の背に体を預けると、昨日の遭遇戦が報道されていた。記者が消火された火災現場で見ていた人々に当時の状況を聞いている。


    　事実は錯さく綜そうし、報道のまとめはリンドブルムとハイダーテ一家の抗争に、アンヘリオという殺人者が絡からみ、パンハイマが撃退したという美談になっていた。


    　昨日のエリダナにおけるアンヘリオに対する俺とギギナの戦いは、アンヘリオとパンハイマの戦いとなってしまった。見方によってはそうなのだが、パンハイマの情報操作は完全に事実を曲げてくれている。


    　俺は息を吐く。


    　見ると、廊下の薄闇を背景に、居間の柱の横にチェレシアが立っていた。俺が起きてしまったので、寝られなくなったらしい。


    「大丈夫？」


    「悪夢を見て起きただけだ。心配することはないよ」


    　安心させるように答えてチェレシアへと歩く。


    「つっ」


    　激痛に襲われて、唇くちびるから苦く鳴めいが漏もれる。あまりの激痛に立っていることができない。それでもチェレシアに心配をかけないように応接椅い子すに自然体を装って座る。


    「どうしたの？」


    「肩が痛んだだけだ」


    　右肩が妙に痛い。


    「古傷？」


    「女相手の古傷だよ」


    　冗談にしておいたが、負荷限界を超えた高こう位い咒じゆ式しきや咒式の連発は神経系を苛さいなむ。俗に咒式神経症とも言われ、症状は腕や指先の痛みや痙けい攣れん、頭痛などを発する。


    　ニドヴォルクとの戦いから〈大禍つ式アイオーン〉との連戦による神経系の負傷は、〈古エきノ巨ル人ム〉事件のときに完治した。それでも〈古エきノ巨ル人ム〉事件にアナピヤ事件でさらに高位かつ大量の咒式発動をしたことで、再発したのかもしれない。肩に発症することは珍しいのだが、ないこともない。


    「たぶん本当に古傷だな。また医者に診てもらうさ。闇やみ医者だけど」


    「健康には気をつけてね。もしよ、もしあなたが死んだら哀しい」


    「死なないよ」


    　笑っておく。初期症状を放置しすぎて重症になると脳機能の低下、もっとも重い症状だと痴ち呆ほう、半身不随から全身麻ま痺ひもある。ただし重症化するのは長年の戦争経験などの特殊例だけだ。


    　見ると、横のチェレシアは真剣な顔だった。


    「大丈夫、死なない」


    　俺は手を伸ばしてチェレシアの黒髪に差しこむ。乱暴に撫なでると、女が首を振って拒否。


    「愛しているよ」


    　チェレシアは少女のような笑みで笑う。意表を突かれた俺は、苦笑して女を抱きしめる。純真な少女のような演技も女の基本技術のひとつで、それに感心する年でもない。それでもあえて演技をしてまで普通の男女関係を築こうとする、チェレシアの意志が嬉うれしかった。


    「では愛を確認しあおう」


    「そればっかり」


    　笑うチェレシアを連れて、寝室へ戻っていく。


    　歩きつつ、俺は体の変化に気づく。あれほど痛かった右肩がなんともない。寝室にチェレシアの背中を見送ったあと、シャツを脱いで確認。


    　長い毛が何本か落ちていった。茶色の獣毛だが、心当たりがない。


    　疑問はあったが寝台ベツドに腰を下ろすチェレシアのほうが気になる。夜着を通して見える体の曲線に全注意が向く。


    「お姉さんがいっぱい教えてあげるよ」


    「いやいや、これでも俺はわりと女性経験は豊富ですよ。知らないことなどほとんどないですよ」


    　進みつつ返答するとチェレシアが笑う。


    「顔がかわいいだけの男がよく言うこと。夜の世界は広大なんだけどね」


    「それでは勝負」


    　俺はシャツを脱ぎすてつつ、寝台ベツドに上がる。


    「勝負ってなによ」


    　薄闇のなかでチェレシアも笑う。


    　俺の胸にある暖かさが、愛かどうかは分からない。

  


  
    



    



    五章　女と魔女と聖女と


    



    



    　　　短い言葉ではなにも伝わらないが、長い言葉でもどうせ伝わらない。


    　　　かといって無言で伝わることはなにもない。


    　　　無言で誰かに興味を持たれるほど、君も私も価値があるわけがない。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「上機嫌な無の価値」皇こう暦れき四九四年

    


    



    



    　自宅の居間で欠伸あくびをする。時計を見ればもう十一時を越えている。


    　俺とチェレシアの夜の対決は、一回戦は敗北して先にいかされてしまった。二回戦はなんとかチェレシアを先に達せさせた。互いに死力を尽くした三回戦は互角。


    　性の戯たわむれは大きな喜びだが、疲れる。それでも心地よい疲労だ。


    　椅い子すに座っていると、携帯咒じゆ信しん機きに電話。


    「現状はどうなっている？」


    　前置きもなしにギギナの刃やいばのような声。朝から聞きたい声ではない。


    「まだ見つかっていないな」


    　俺の答えにギギナは不機嫌そうだった。


    「昨夜から街中ではヴィネルや各種情報屋に、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの知りあいも動いているが、なにも情報が入ってこない」俺の携帯も、ギギナの定時連絡を除外すれば、まったく鳴らない。「賞金に釣られた市民の目撃情報も地下街からの情報すらない。さらに深い地下迷宮の〈異い貌ぼうのものども〉の世界に潜ったら、誰にも追跡できない」


    　ここまで情報がないと、なにもできない。


    「もしくは誰かの協力があって隠れているかだろうな」


    「その可能性もある」


    　俺とギギナの推測はやはり推測でしかない。


    「先日のことで、賞金がさらに上がるな」


    「額が気になって携帯で賞金首の電子掲示板で確認した」


    　自宅の天井を見つつ、俺は告げる。


    「元々カンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふ殺しに、ハイダーテ一家虐ぎやく殺さつ犯として、双方から非合法の賞金がかかっていたが、さらにリンドブルム同盟が賞金をかけてきた。後者の二つの組織は、ともに相手の刺客だとしているわけだ。黒社会の組織は面子メンツが死活問題になるため、アンヘリオを必ず殺しにかかる。二つの組織の戦争はそれからだな」


    　結論は簡単だ。


    「パンハイマとの激突で市民を虐殺した事件で市当局も賞金を懸け、久しぶりに大物の賞金首となっている。被害者になった市民には悪いが、俺のなかの邪悪な計算機は、この賞金はまだまだ上がると予想している」


    「表の司法と裏の黒社会を敵に回し、四方八方敵ばかり。アンヘリオは時間の問題ということだな。その前に再会したいものだが」


    　ギギナがまとめる。顔と体格や、治ち療りようしているかもしれないが半面の火傷やけどに左腕欠損と鮮明に記憶され、指名手配。さらに周囲一帯に指紋、髪の毛や皮ひ膚ふなどの遺伝子痕こん跡せきを撒まき散らしている。いくらアンヘリオが強大であろうと、すぐに追いつめられて多量の警察士や攻性咒式士に殺されるか、逮捕されて死刑に処せられるか。


    　できるなら俺が逮捕すれば賞金で嬉うれしいくらいだ。またも一千百万イェンのことを思い出す。


    「アンヘリオを追うか？」


    　ギギナの声で現実に戻る。


    「殺人者を追うにしても情報がない。気乗りしないね」


    「なにかの法則を探すしかあるまい。他の黒社会の組織を狙うのか、それともまた猟奇殺人を行おこなうのか」


    「では、こちらがチェレシアを送ってからあとで合流しよう」


    「仕事と私をなんだと思っている」


    「知りあい以上、仇きゆう敵てき未満。消毒された糞くそくらいの認識だな」


    　強引に通話を切って、椅い子すから立つ。防刃・防弾、耐電・耐熱の上着の袖そでを摑つかむ。魔ま杖じよう短たん剣けんマグナスと魔杖剣ヨルガは、家から出るときでいいだろう。


    　廊下を進んで、洗面所に入る。


    　チェレシアが鏡を見ながら首を傾かしげて耳みみ環わを嵌はめていた。改めて見ると、チェレシアの背広姿は新鮮だった。


    「聞いていたけど、本当に昼間は会社員なのか。なるほど、女は分からないね」


    「高級娼しよう婦ふはあくまで副業だもの。本業は宝飾品を作っている」


    「宝飾品？」


    「そ。図面を引いて、金銀や白金の台座に研磨した宝石をくっつける仕事」


    「チェレシアが工房にこもって溶接機で仕事をしているわけ？　信じられないな」


    「信じられなくても、宝飾職人としては指名が来るくらいには腕利きなんだからね」


    　そういえばポレポネじーさんのところの高級娼婦には医学生や法学部生、上場企業の勤め人などが多いらしい。高級娼婦を買う客層は、そこらで買える娼婦に飽きたものだ。大金を払ってでも、玄人くろうとではない極上の素人女が欲しいとは、なるほどめんどくさい客層だ。


    　考えながら、俺は沈黙。チェレシアが耳に耳飾りをつけおわるのを待つ。


    　問いにくい問いが二つある。ひとつを今聞いておいてもいいだろう。


    「それがなぜ高級娼婦を？」


    「この仕事を辞めてほしいわけ？」


    　鏡を見ながら、チェレシアが意地悪そうに笑う。


    「いや、チェレシアの人生に口出しするわけではないが」本音を隠しきることもできるが、不自然だろう。「少しは思う」


    　多少は女慣れしていると思っているが、自分の女が他人に肌を触れられることに抵抗がないわけでもない。俺の内心を見透かすように、チェレシアが口を開く。


    「私が高級娼婦をする理由はね。自営ではなく工房勤務だから、夜は修行で、深夜は時間が空あいているの」


    「暇ひまだからといってするか？」俺は続ける。「そうまでして金が必要な理由があるのか？」


    　寂しいから高級娼婦に身を投じる人間もいる。が、チェレシアは美人で手に職もある。つまりほとんどの人間がそうであるように、金が理由としか思えない。


    「俺でも女一人を食わせるくらい可能だ」


    　装備の質が多少落ちてしまうが、不可能ではない。実際は攻こう性せい咒じゆ式しき士しが装備の質を落とすと命を落とす危険が上がる。それでもチェレシアを止めたい。独占したい。


    「本人も生活は充分できる。風俗業に身を投じるほどの金が必要な理由が分からない」


    「それだけ、とは言えないけどね」耳飾りをつけおえたチェレシアが微ほほ笑えむ。「他に理由があるけど、内緒。秘密があるほうが、男女の仲は長持ちするっていうじゃない？」


    　チェレシアが歩いていく。俺は急いで上着に袖を通し、チェレシアの背中を追う。


    「つまり、私は長く関係を続けたいってことでもあるのだけど？」


    　チェレシアが微ほほ笑えむ。俺の胸には納得できない幼稚な嫉しつ妬とが渦巻く。他人の人生にどこまで干渉していいのか。いけないのか、と考える時点でまだ俺はチェレシアに踏みこめていない。愛するものとの関係に臆病になっていると自覚していた。


    「じゃ、お先に～。昼番で十二時出社だからそちらも急いでね」


    　化粧まで終えたチェレシアが洗面所を出ていく。


    　俺は会話で止まっていた洗面に戻ろうと、鏡に向かう。自分の顔色を確認する。いろいろと山積みになっているが、死んではいない。それでよしとするしかない。


    　違和感。鏡のなかの俺の背後に奇妙な物体が浮遊していて、息が止まる。


    　銀色の肌に、重い瞼まぶた。蛇へびの瞳。背中には[image: ]こう蝠もりの翼。尻からは蛇の尾。警察署と昨夜の悪夢で見たあの胎児だ。


    「明日になるまでに魔女の口づけを受けることのみが、おまえが蟇ひき蛙がえるになることを妨げる」


    　急いで振りかえる。見えない。だが、声は確実に聞こえた。幻覚でも幻聴でもない。


    「明日になるまでに魔女の口づけを受けることのみが、おまえが蟇蛙になることを妨げる」


    　鏡の内部には胎児が浮かび、また謎なぞの言葉を告げる。同時に痛み。左手の先が痺しびれるように痛む。


    　幻覚より幻聴が起きたほうが危険だ、というかこれはもう幻ではない。


    　ということは、あの胎児、おそらくは〈異い貌ぼうのものども〉は確実に存在する。


    　すべてが連結していく。昨夜夢だと思っていたことは夢ではない。初遭遇時の最後、アンヘリオの契約という発言を思い出した。


    「クソ、咒じゆ式しきか」


    　拳こぶしを握りしめるが、殴なぐるべき忌いまわしい胎児は消えていた。


    　外部からの量子観測効果である咒式は、相手の体内に発動しにくい。相手の量子観測効果という抵抗力を越えるためには、レメディウスのように桁けた外はずれの咒力で押し切るか、アンヘリオのように接触して咒式を体内に埋めこむことで、本来は不可能なはずの身体変成咒式を可能とする咒式だろう。


    　ということは冗談抜きで、胎児が言ったことが起こる。知覚眼鏡クルークブリレで検索すれば生体変化系第七階位〈美麗蟇蛙王子変咒ベル・エル〉の咒式と出てきた。仕組みとしては、体中の分子組成を変化させ、哺ほ乳にゆう類るいから両生類まで退化させられる強引な咒式だ。効果から逆算して作られた咒式らしいが、難易度の高さと効果の低さと遅さから、現代で使う咒式士はほぼいない。ただし一度発動すれば止められない。エミレオの書から呼びだされた怪物だけが可能にする最悪の咒式だ。


    　即死はしないが、それだけに恐ろしい。蛙のままで生きつづけるなど、最悪だ。俺の脳の容量が一五〇〇㏄から蛙の十数㏄にまで減少する。人間の思考を保てないため、蛙になったことに悲しみを感じることができないだろう。それでも蛙になりたい人間などいない。


    　知覚眼鏡クルークブリレでさらに詳細を検索する。特殊で高位咒式なだけに、解除条件を告知する必要があるらしく、今回も予告があった。明日になるまで、今夜の十二時までに魔女と口づけをしないと、俺が蟇蛙になるということも現実として起こる。


    　急いで全身を見る。手や足、胴体は現状なにも変化がない。鏡を再び見ても変化なし。いつもどおりの愉快なガユスさんだ。それでも俺は油断しない。するわけがない。先ほどの手の痛みは変成の予兆だったのだ。昨夜の、肩から落ちた獣毛が思い出される。


    「チェレシアっ！」


    　洗面所の外に出る。


    「チェレシア、どこにいるっ！」


    　廊下に立って居間と寝室を交互に見る。


    「いるけど？」


    　チェレシアは出勤用の鞄かばんを抱えて居間から出るところだった。自分が蛙かえるになるかならないかの分ぶん水すい嶺れいだ。距離を詰めて、チェレシアの顎あごに手を添える。強引に口づけ。顔を離す。


    「なに？」


    　女の問いかけに俺は「朝の挨あい拶さつ」と答えておく。呪のろいは収まった、ような気がする。


    　背筋に悪お寒かん。俺は硬直していた。


    「どうしたの？　さっきからいきなり口づけを求めたり、勝手に硬直したり、訳が分からない」


    　チェレシアの疑問など気にしていられない。


    　今考えると、昨夜も呪いは発動していた。愛していると言われなければ猿になるという、ふざけた呪いだ。警察署で、自宅で、俺は呪いの宣告を受けていた。おそらく、日に何度か、相手が聞き流さないように公平に宣告することが、困難な咒じゆ式しきを発動させる条件で遊びなのだ。


    　俺はチェレシアを抱きよせる。力をこめて抱く。


    「ちょっと」


    　昨日の猿になる呪いは確実に俺を殺せた。幻覚に悪夢だと切り捨てて、刻限の十二時まで放置していた。夜に起きてチェレシアが偶然の言葉で解かい咒じゆしてくれなければ、前日の俺は猿に変えられていた。


    「危なかったが助かった。君のお陰だ」


    「なに？　朝に口づけしないと死ぬ病？」


    「そういうこと」


    　チェレシアの背中越し、見えない胎児に向かって、中指を立てておく。


    　条件は消えていないだろうが、女から離れる。


    「今日は送ることができなくなった。先に行く！」


    　俺は居間の椅い子すに向かい、魔ま杖じよう剣けんと魔杖短剣を引っつかむ。反転して部屋から玄関に向かう。チェレシアが不思議そうに見ているが、今だけは構っていられない。いや、挨拶だけはしておく。


    「夜にまた」


    　言いつつ玄関を出て閉める。廊下を走る。刻限が迫る呪いの解除がなによりも最優先だ。携帯を起動させてギギナを呼びだす。


    



    



    　エリダナの街へ車を走らせる。


    　通りを流していて、視線を彷さま徨よわせる。焦あせるが道端に立つギギナを見つけるのは簡単だ。


    　まず、戦闘民族であるドラッケン族は、人種の坩堝るつぼであるエリダナであっても数十人もいない。ついでに銀髪で群衆から頭ひとつ抜けでた長身と、常識外れの大きさの屠と竜りゆう刀とうは、標識より目立つ。思うのだけど、戦闘民族が目立っては不都合になるのではなかろうか。


    　あとは周囲に女が集まっている地点を探せばいい。


    　三つの条件が重なった地点を発見した。左右に美女を従えたギギナが、路ろ傍ぼうに立っていた。


    　車を加速させ、路肩で停止。女の絡からめる手を振りはらって、ギギナが車に向かってくる。俺は運転席から出て、歩道のギギナに向かう。ギギナは怪け訝げんな顔。


    「なぜ降りる？　今からアンヘリオを捜しに……」


    「そんな場合ではない。まず……」


    　俺の言葉が続かない。息が切れたのだ。


    「普通に生活していて息が切れるとは、ガユスの両生類の本性が出てきたか？」


    　ギギナの目には哀れみ。現状は衰弱ではない。俺には見えていた。そして聞こえていた。


    「違う。アンヘリオの呪のろいだ。冗談ではなく両生類になる可能性がある」


    「明日になるまでに魔女の口づけを受けることのみが、おまえが蟇ひき蛙がえるになることを妨げる」


    　俺の傍かたわらに胎児が浮かんでいた。背中には翼。尻からは蛇へびの尾。脚を畳んで、丸々とした親指を唇くちびるに銜くわえている。重い瞼まぶたの下には、無表情な胎児の目。間違った天使の戯ぎ画がのようだった。再び胎天使は、俺が蟇蛙になるという言葉を告げる。


    「なんだこれは？」


    　ギギナにも見えるということは実体だ。どういう条件で見えて消えるのかは分からない。


    　全身に違和感。痛みはまた左手からだ。


    「俺にかかったアンヘリオの呪いだ」長くは話せない。「どうやら俺を蟇蛙に変えたいらしい」


    「本当に発動するのか？」


    　ギギナは胎児を見ている。路上に浮遊した胎児は、消えない。通行人の何人かが足を止めて〈異い貌ぼうのものども〉と気づき、逃げだしていく。俺も逃げたい。


    　左手の痛みが耐えがたい。見ると指の間に水みず搔かきが発生。指先の爪が消えて、丸みを帯びていく。同時に指は緑色の肌となっている。両生類化しはじめていた。


    　ギギナの目には厳しい光が宿る。


    「蛙になるなど御お伽とぎ噺ばなしとしか思えないが、残念なことに咒じゆ式しき学的には成立する」


    　ギギナの予想は当たっている。たとえば、数法量子系第六階位に〈軀酸組式逆変法スイー・トリー〉という咒式がある。ズオ・ルーが使った咒式で、人体を構成するアミノ酸であるロイシンやアラニンはＬ体であるが、量子干渉で鏡のように反対の構成をしたＤ体に変えてしまう。Ｄ体となったアミノ酸たちが機能不全を起こし、即死する。


    　蛙に変えるという全身変換は同じかそれ以上に難しい。しかし、体内に埋めこまれた咒式が、エミレオの書の胎児の契約という条件で対象の咒じゆ式しき抵抗力を無効化して発動する。あまりにも常識を外れすぎている。


    「解決法はこれしかあるまい」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを連結したと見えた瞬間、銀光が五条。翼と尾を持つ胎児の頭頂部から股こ間かんまで、右脇から左肩へ、胴体を横に薙なぎ、右胴から左腰へ、畳まれた両脚を両断。


    　刃やいばの嵐のあとでも、胎児は平然と浮かぶ。重い瞼まぶたの下の目で無表情に俺を見つめていた。


    「明日になるまでに魔女の口づけを受けることのみが、おまえが蟇ひき蛙がえるになることを妨げる」


    　また胎児がつぶやく。ギギナは屠竜刀を水平に構えたまま、静止していた。


    「どうなっている？」


    「こいつは咒式のようなものだが、少し違う。呪のろいを発動させる咒印組成式であって、固形物ではない。立体映像に近い」


    　苦痛のなかから推測を連ねる。


    「向こうから物理力を発することはなく、ただ咒式を発動させるだけだ。ギギナの刃に咒式を破砕する能力があっても、別の場所、おそらくアンヘリオが持つ本が咒式の発信源だろう」


    「斬きったとしても、即座に咒力が補充されるわけか」


    　ギギナが屠竜刀を回転させ、歩道に突き立てる。極微の公共物破損、などといつもの冗談を投げている余裕はない。俺は前方に浮かぶ異形を見つめる。


    　呼吸を整える。やはりチェレシアとの口づけは、呪いの緩和で解除ではなかった。完全に条件を果たさなければならないようだ。俺は推測を続ける。


    「十二時に蛙になるのではなく、十二時に向けて徐々に蛙になっていくわけだ。説明が足りなすぎだろうが」


    　時計を見ると昼の十二時。なるほど、これは中間地点を過ぎたという警告らしい。親切な嫌がらせだ。


    「アンヘリオと呪いの赤児にしてみれば、それで充分なのだろう」


    　ギギナと会話をしているうちに、全身の違和感に左手の痛みも消えた。左手の五指を開いて閉じる。すでに蛙化の肉体変異も消えていた。


    　いつ第二波が来るかは分からない。翼と尾を持つ呪いの天使のような胎児は、霞かすみのように消えていく。警告が終わったので量子分解していったのだ。


    「発動と刻限は確実だ」嫌な事実を言葉に出して再確認する。「魔女との口づけという条件に似たようなことをすれば症状は緩和する。緩和であって解決ではない。どうあっても」


    　悪お寒かんを堪こらえて結論を探す。


    「魔女との口づけとやらが是非とも必要だ」


    「エリダナで魔女といえば、一人しかいない」


    　内心の焦しよう燥そう感を抑えつつ、携帯で呼びだす。情報屋のナテッロにつながる。


    「なんだ？」


    「パンハイマの居場所を大至急教えろ」


    「パンハイマには関わりたくないというのが、エリダナの情報屋の共通認識だが？」


    「ヴィネルは調べたぞ？」


    　俺の挑発に、ナテッロが「十秒待て」と返してくる。ナテッロはヴィネルを敵視しているので、煽あおってやるといい仕事をする。焦じれながら十秒待つと、ナテッロが戻る。


    「パンハイマは動いている。宅配業者の一人が見ているが、アミラガ家の車がリレリ通りで停車している」


    　住所の転送とともに通話を切る。車に戻り、急加速。


    　俺にかけられた呪のろいを解くために急がなくてはならない。次に変化が起こったら、完全に蛙かえる化かする前に皮ひ膚ふ呼吸となり、さらにわずかな肺呼吸で酸素供給ができるか保証がない。


    



    



    「ナテッロの情報では、パンハイマが向かったのはヘムロック・ウイ・ウィンスキーの家だ」


    　ヴァンを走らせつつ、俺は情報を確認していく。助手席のギギナは窓の外を眺めて番地を確認している。


    「リレリ通りなら、もうすぐだな」


    　俺も番地を確認しつつ進む。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしても十階かい梯ていとかなり強力だったが、一週間前に黒社会の手先と借金の返済を巡って争い、相手を殺してしまった。それから行方不明となっている」


    　俺は分析を述べていく。


    「ヘムロックの攻性咒式士時代を調べると、生存逮捕だけを許されたはずの賞金首を、逮捕途中に重罪を犯したとしての殺害が十八件。賞金首の人権など誰も気にしないから、行方不明の現在から遡さかのぼってようやく分かったことだ」


    「本当に殺しが好きな攻性咒式士、ということか」


    　感情をこめずにギギナが分析した。俺の経験から言えることは、咒式という力を振るう攻性咒式士には、たまにこの手の快楽殺人者の類たぐいが混じるという事実だ。


    「また、消えた時期は〈動く断頭台〉や〈金剛石の殺人者〉と呼ばれるアンヘリオの最近の事件の発生の時期と一致する」


    「本人でなくとも、使徒の関係者、さらには案内者としての疑いがあるわけか」


    　ギギナが考える。


    「たしかに外から来たアンヘリオが見事に消えていて、協力者の存在が疑われるが、ヘムロックがそうであるかといえば弱い」


    「たしかにそれだけなら弱すぎる」続けておく。「が、問題はヘムロックが一年と一か月前に使徒と接触して取り逃がしたことがある、ということだ」


    「使徒、だと」


    　ギギナの目に興味の色が初めて湧わく。俺は操縦環ハンドルを回しつつ続ける。


    「左足甲の〈フラテッテの殺人者〉という使徒だそうだ。エリウス郡と隣接するチェゼ州で動く使徒に、一年前に出会い、ヘムロックは必然か故意かとり逃がしたそうだ。単独では弱くても、疑う要素が何個も重なるなら、問う意味があるとパンハイマは思ったのだろう」


    　助手席のギギナの顔には疑問。


    「パンハイマがその程度で動くか？」


    「現実に動いている。ならばなんとしてでもパンハイマに会わねばならない」


    　パンハイマと口づけをするなど、吐き気がするが、仕方がない。第一、あの魔女が素直に口づけをしてくれるとも思えないが、そこにしか活路がない。


    　リレリ通りでヴァンが停とまる。俺はヴァンから降りる。ギギナも助手席から降りて、通りを眺めている。


    　リレリ通りは、エリダナ外縁部にある城壁の下に並ぶ、平凡な住宅地だ。二階建ての住宅が青や黒の地味な屋根を連ねている。俺の視線は標識をたどり、目的の番地を捜す。目的地は右手にあった。


    「あそこがヘムロックの家、か」


    　煉れん瓦がの壁に、小さな庭。門柱の奥には、左右にある住宅と兄弟のように似通った造りの二階建ての家があった。俺は携帯を操作してナテッロからの続報を引きだす。


    「ヘムロックは妹と姉と両親と住んでいて、家族は今も家に残っている」


    　パンハイマの姿を求めていた俺は足を進める。ギギナの足が止まる。


    　ヘムロック邸の玄関の向こう側、路上に車が停まっていた。黒塗りの高級車だった。車体には小さく紋章が描かれていた。


    　紋章は、赤い蛇へびが全身を一回捻ひねり、左右に並ぶ二つの環わを描く赤い蛇が、中央で顔と尾を交差させている。蛇の背景には意匠化された炎。アミラガ伯はく爵しやく家けの紋章だった。


    　俺はギギナを見た。ギギナは俺を見た。すでにパンハイマ一党は踏みこんでいる。


    　二人ともに抜剣して、ヘムロックの家の塀に沿って動き、門柱に向かう。ギギナと目線で合図を交わして、一気に門柱の扉を開ける。門柱から玄関までの間には、踏み石が埋められた小道があった。


    　日射しが降りそそぐ小路の上には、飼い犬が力なく横たわっていた。舌を出して荒い息を吐く犬は、顔を大地につけたまま動かない。犬の濡ぬれたように黒い瞳が俺を見上げている。


    　正確には、犬は見上げてはいなかった。眼球は眼がん窩かから零こぼれて、視神経の糸を引いて踏み石につきそうに垂れていた。見えているとしても、灰色の石の表面だけだろう。


    　犬の頭ず蓋がいが開かれ、桃色の脳のう髄ずいが外気に晒さらされていた。腹部から零れた桃色の小腸が、石の上で湯気をあげている。投げだされた手足の先、肉球が短剣で貫かれ、小路に縫ぬい止められていた。大地に磔はりつけとなった犬は動けない。


    　眼球を垂らした犬が悲しい喘ぜん息そくのような声で鳴いた。舌にまで針が打ちつけられ、下した顎あごを貫き、床に縫い止められていた。


    　出血がまったくないという鮮やかな処置をされていたため、犬は奇怪な状態で生かされていた。それでもあと何十分かすれば雑菌の感染で死ぬだろう。すでに犬の脳は正気を保ててはいない。極限の苦痛を引きだすためだけの、残酷すぎる施せ術じゆつだった。


    　動いて死ぬこともできぬ犬がまた物悲しく鳴いた。銀の帯が疾走。犬の首が玄関前に転がり、遅れて胴体の首の断面から鮮血が噴出した。脳や内蔵が零こぼれ、血の絨じゆう毯たんが広がる。


    　旋回した屠と竜りゆう刀とうがギギナの手元に戻る。剣士は犬の苦痛を長引かせないため、あえて首を刎はねたのだ。ギギナの横顔には、死を告げる天使のような冷徹さがあった。


    　俺とギギナは玄関の奥の存在を理解していた。玄関に手をかける。鍵は開いていた。ギギナが先頭になって蹴けり開ける。一気に突入する。短い廊下の奥にある居間へと進む。


    　惨状だった。


    　ヘムロックの両親らしき老年の男女が、壁に磔はりつけにされていた。耳と手首、掌てのひらと脛すねと足の甲に釘くぎが打たれていた。磔の姿勢では胸郭が圧迫され、呼吸ができない。酸欠状態で老人二人は口を必死に開閉している。体の各所からの出血が壁から床へと赤い筋を作る。


    　ヘムロックの妹と姉は、並んで机に手をつかされていた。四本の手が短剣で机に縫ぬい止められ、逃げることもできない。女二人の白い尻が並び、男二人が背後から犯していた。強ごう姦かんしている男たちの周囲に、さらに四人の男たちが立って順番を待っている。


    　部屋の中央には背広姿のマラキアが、床に手と膝ひざをついていた。苦く渋じゆうの顔をした男の背に座る女は、パンハイマ・ルヴァ・アミラガ。アミラガ女伯はく爵しやくが優雅な姿勢で座していたのだ。


    「おや、遅かったのぅ」


    「おまえ、なにを」


    　俺は呆あつ気けに取られて、切れ切れの問いを放つことが精一杯だった。緋ひ色いろの着物姿のパンハイマが首を傾かしげてみせる。赤い目は自らの腰のあたりを眺め、また戻る。


    「この家の椅い子すはあまり良くなくてな。仕方なくマラキアに椅子をやらせているだけだ」


    　人体の椅子に座り、無邪気な笑顔で魔女が告げた。


    「違う。この家、ウィンスキー家の人たちと飼い犬になにをしている！」


    　姉妹の後ろで腰を振っていたパンハイマの部下たちが離れる。精液の尾を曳ひいて、男根がしまわれる。背後に並んでいた男が自らの男根に手を添えて、姉妹に突き入れる。俺の怒りなど無視された。強姦は長時間続いているようで、性行為の青臭い臭気が部屋に充満している。


    　机に手をつく姉のほうはすでに精神が崩壊しているらしく、目の焦点が合っていない。赤い口が弛し緩かんしたように開かれ、端はしから白い涎よだれを垂らしている。横の妹のほうはこれが初体験だったらしく、太ふと腿ももに垂れた精液に鮮血の赤が混じっている。机の上で横向きになった目に意思の光はなかった。


    　男が背後から突くたびに、女の口から血が零れる。


    　女の口こう腔こうには、上と下の前歯がなかった。


    「ああ、部下にかわいがらせたら、死のうと舌を嚙かみきろうとしたのだ」パンハイマが優雅に微ほほ笑えむ。「舌を嚙みきったくらいで出血多量や窒ちつ息そくを起こして死ねるとはかぎらないが、念のためにすべての歯を折った。これで死の可能性は皆無。おお、妾わらわはなんと優しいのぢゃろう」


    　同じ女性の最後の抵抗すら許さず、パンハイマは平然としていた。


    「てめえ！」


    　全員を倒せるかどうかは、考慮の外。残酷な行為を止やめさせようと俺は前に出る。射精によって男が震ふるえ、背後に下がる。何十回目かの強ごう姦かんが終わったのだ。男たちは下げ卑びた笑いを浮かべてもいなかった。パンハイマの咒じゆ式しき士したちにとっては、単なる暇ひまつぶしなのだ。


    　ギギナが俺の前に出る。パンハイマに助けを求めるべき俺が冷静さを失っていると言いたいらしい。ギギナの目は暴ぼう虐ぎやくの魔女を見据えている。


    「パンハイマ、これはなんのつもりだ？」


    「なにって」


    　パンハイマが不思議そうな表情をしていた。


    「使徒に関係するヘムロックの家族から、情報を聞きだそうとしていただけだ。同時にエリダナに戻っているはずの本人を呼びよせるための行為ぢゃよ」


    　魔女は続ける。


    「なにも知らないということなので、少し手荒く聞いてみたが、本当に行方不明となっているヘムロックのことを知らないらしい。仕方がないので部下どもに遊ばせただけぢゃよ。戦争では兵隊にも褒ほう美びが必要ぢゃからな」


    　パンハイマの言葉は平静だった。


    「アンヘリオとなにも変わらない。同じではないか」


    　怒りと嫌悪感を強引に抑えつけ、冷静さで押す。


    「これは違法行為だ」怒りとともに、俺は冷静に法的側面から攻撃する。「今度は言い逃のがれができない。傷害罪に強姦罪。犬には動物愛護法が適用される。監獄に放りこんでやるよ」


    　助けはもはや考えていられない。俺の宣告にも、魔女は平然と微ほほ笑えむ。


    「残念。ヘムロックの親族、優しいウィンスキー家のみなさんは、勘違いをしただけの、お茶目な妾わらわを告訴しようなどとは思わない。そうであろう？」


    　パンハイマが首を巡らす。壁に磔はりつけとなった老いた両親や妹はなにも抗議しない。床に腰を下ろした姉はもはや正気を保っていない。


    　俺はパンハイマの計算が分かった。ヘムロックという殺人者を抱えた家族は、警察に頼れない。世間は、殺人者と関係がないはずの家族に犯人を逮捕するための違法な拷問が行おこなわれても、考えもせずに拍手喝かつ[image: ]さいを送る。同時に、アミラガ伯はく爵しやく家けという権力と財力、さらに社会の法で厚く守られたパンハイマに刃向かうなど不可能だ。それこそ社会的圧殺を受ける。


    　分かりやすい正義や悪の境界線を人々は好む。素朴な感覚を利用するパンハイマには、心底反へ吐どが出そうになる。それゆえに安易な手出しができない俺を、魔女が嘲ちよう笑しようする。


    「冷静で賢いだけで妾と向かいあうなど、笑い話ぢゃな」


    　魔女の言葉は無視。落ちている服を拾って、女二人に被かぶせる。俺の行為をパンハイマの咒式士たちは失笑している。無力な善人気取りの行為にしか見えないのだろう。知ったことか。


    　続いて老いた男女の手首から楔くさびを引きぬく。二人を壁から解放していく。


    　ヘムロックの家族の全員が呆ぼう然ぜんとしていた。誰一人として悲鳴もあげず、逃げもしない。肉体と心に大きな傷を受けて反応できないのだ。


    　燐りん光こうが消えて、ギギナの治ち癒ゆ咒じゆ式しきが停止した。すでに治ち療りようされたヘムロック一家を眺める。ヘムロックの父母の外傷は、咒式医師が腕を振るえば、さらに傷跡も残さず治療してくれる。同じく姉と妹の傷を治すことも簡単だろう。


    　だが、二人の若い女性の精神は暴ぼう虐ぎやくによって砕かれている。妹はまだ若さゆえの快復力を見せているが、平凡な主婦だった姉のほうは、もはやまともな精神に戻れないかもしれない。


    　ヘムロック一家は、パンハイマという暴風の、ただの気まぐれで破砕された。


    　俺はパンハイマを見据える。激情が声に乗らないように抑える。


    「おまえは、いつか絶対に倒す」


    　俺の問いに、パンハイマが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。毒婦の笑いだった。


    「〈金剛石の殺人者〉で〈動く断頭台〉は、エリダナで今一番高額な賞金首だ。つまり、猟の獲物としてもっともおもしろい相手だ。ただそれだけぢゃ」


    「遊び、だと」


    　怒りで続く言葉が見つからない俺の隣で、ギギナも苦い横顔となっていた。


    　血と精液の臭気がこもる室内で、パンハイマは微笑みつづけている。


    「遊びにすぎない。他人の、そして自みずからの生死も遊びにすぎない。大事で一回だけで取り返しがつかないからこそ、真剣になれる最高の遊び道具だ」


    　魔女の唇くちびるから、毒の言葉が吐かれていく。俺とギギナは、ただ立ちつくすしかなかった。


    「ドラッケン族の闘争の掟おきてに近いが、より不吉で救いがない」


    　ギギナの銀の目にも嫌悪感が錆さびのように浮かんでいた。法や社会の偏見を利用したパンハイマの邪悪だが裁かれない方法論は、力を信しん奉ぽうするギギナの対極に位置するのだろう。


    「パンハイマ様」


    　魔女の尻の下で這はっているマラキアが右手を掲げる。手には携帯電話が握られ、立体光学映像が映っていた。報道官の顔に見覚えがある。つまり、俺もよく見ているエリウス群の犯罪専門の報道番組だった。


    「先ほど、エリウス郡辺境でヘムロックが死体で発見されました」


    「続けろ」


    　パンハイマが興味もなさそうに足を上げていく。着物の間から白い膝ひざが見え、下ろす。マラキアの右足に赤い下げ駄たが刺さる。苦く鳴めいを発したマラキアが、唇を嚙かみしめる。そして続ける。


    「辺境のオリリオ渓谷で、爆裂咒式によって下半身が吹き飛んだ死体が発見されました。おそらく黒社会から逃げていて、仲間か組織に殺されたかと思われます。そして一週間前から起こったアンヘリオ事件と同時期に死んでいたようです」苦しそうに続ける。「ヘムロックが使徒に関連していた可能性はありましたが、これで完全に消失しました。標的は無関係です」


    「落ちとしてはそんなものぢゃろうな。ならばここにいる意味はない」


    　マラキアの椅い子すから、パンハイマが立ちあがる。


    「退屈だった」


    　呆ぼう然ぜんとした一家の前を、魔女が悠然と進む。被害者に目もくれず、緋ひ色いろの瞳は前だけを見据えている。最初から最後まで、パンハイマにとって一家は単なる遊び道具だった。


    　魔女と一団が部屋を横切る。道化服やドレス、鎧よろい姿の一団が並ぶ光景は、仮装行列のようだった。ただし、真夜中に行われる悪鬼の仮装行列が昼に堂々と行おこなわれている。


    「私と遊んでいかないのか？」


    　ギギナが視線で挑発するも、パンハイマの部下たちは粛しゆく々しゆくと進んでいく。鎧が軋きしみ、ドレスのレースが翻ひるがえり、続く。


    　彼ら彼女らは、ギギナを恐れているのではない。もっと切実にパンハイマが怖いのだ。魔女の許しがなくては、一歩たりとも勝手な行動を取らない。


    　この恐るべき魔女と口づけをしなければ呪のろいは解けない。アンヘリオの呪いは最悪だ。


    「パンハイマ、少し用がある」


    「妾わらわにはない」


    　一言で終わった。


    「言いたくはないが、大事な用だ。俺の命が懸かっている」


    「お前の命がどうなろうと知らぬ」


    　パンハイマの下げ駄たが、裏口に到達して止まる。下駄は床に嚙かみつくようだった。パンハイマの左手が口元を押さえる。軽く咳せき。前は聞き違いかと思ったが、事実だ。


    　俺たちの位置からは、戻されたパンハイマの横顔が見えた。


    「気が変わった」パンハイマが艶えん然ぜんとした笑みを見せる。「ひとつ妾と話していかないか？」


    　後ろに隠された魔女の左手。血の赤があったことを、俺とギギナは見み逃のがしていない。


    



    



    　黒塗りの長い車の背後について、俺たちのヴァンはエリダナの街を進む。


    「もしかすると、パンハイマは重病ではないか？」


    「吐血までするということは、内臓がやられている。ここ最近の沈黙も説明できる」


    　俺の問いにギギナが答える。


    「パンハイマもすでにいい年だ。年齢不詳だが、最低でも五〇代。数々の激戦を潜くぐり抜け、莫大な数量の咒じゆ式しきを使い、命を削る禁咒まで使い、体と脳に限界が来ていてもおかしくない」


    「今の時期にそれは困る。俺の呪いを解いてから死んでもらわないとな」


    　内心の不安が俺の口から出る。アンヘリオとパンハイマの衝突で破壊されたカラゼ通りとゲティル通りを遠くに見つつ、エリダナ中央部にあるオレイ通りに入る。


    　昔の名裁判官の名前を冠し、企業ビルが並ぶ一角に、八階建てのビルがそびえる。鉄とガラスで造られたビルの群れに、ひとつだけ窓もないビル、研究所のような直方体が直立している。


    　エリダナでの有数の企業体であるアミラガ社が所有するビルのひとつだが、他のアミラガ系列の企業とは分けられている。ひとつのビルが、丸ごと単一の事業のために使われている。


    　パンハイマの車が停車する。マラキアが慌あわてて飛びだして扉を開ける。扉の開け閉めを人間がする意味はないが、機械ですむところを人にさせるのが大貴族の趣味だそうな。


    　長大な車の扉をマラキアが開き、パンハイマが下げ駄たを大地に下ろす。部下たちも続いて出てくる。魔女が顎あごで示すので、俺とギギナも距離を置いてついていく。


    　パンハイマたちが進む。強化ガラスと鉄と硬化コンクリで構えられた重厚で華麗な正面玄関を抜けていく。


    　出入り口には文字が掲げられている。黒曜石に金字でパンハイマ綜合警備保障と刻まれていた。〈緋ひのパンハイマ〉や〈荊棘いばらの女王〉と呼ばれる、パンハイマが率いる咒じゆ式しき士し事務所に初めて招かれた。


    　パンハイマと一団が進む。頑丈な扉の向こう、一階は黒大理石の床が広がる。吹きぬけの天井からは水晶照明が下がる。右側には、重厚な受付があった。冷たい美び貌ぼうの受付嬢が座っている。しかし正面を向くべき目線は、怯おびえたように奥へ向けられていた。


    　受付嬢はパンハイマに気づき、即座に頭を下げる。〈荊棘の女王〉は先へと進む。部下たちが護衛兵よろしく続く。再び俺たちも続いて歩むしかない。まさに女王の行進だ。


    　廊下の奥からは、笑声や怒声が聞こえる。廊下の奥、建物に四方を囲まれる中庭に造られた訓練場が見えてきた。柱が並ぶ回廊に囲まれて、緑の芝しば生ふが広がっている。


    　奥の柱の陰では、攻こう性せい咒式士たちが円卓を囲んで、札で賭かけ事をしていた。中央では、魔ま杖じよう剣けんを肩に担いだ咒式剣士が、左手で魔杖短剣を弄もてあそんでいる。


    　芝生では戦闘用の狼犬が横たわり、腹部に頭を載せて寝ている使し獣じゆう士しがいる。


    　携帯で借金の催促を怒鳴る数法咒式士は、闇やみ金きんを個人的に経営しているのだろう。


    　全体的には、一昔前の粗暴な攻性咒式士ののどかな集まりに見える。


    　しかし、細部が違う。賞金首の生首を床に転がし、上に座っている男がいる。尻の下の首が浮かべるのは断末魔の表情。秋になったというのに蠅はえが寄ってきていた。


    　反対側の壁には、女の死体が張りつけられている。手首を重ねて刃やいばで縫ぬいつけられていた。首で切除されて、頭部が存在しない。首の断面から溢あふれた赤い血が白い裸身に流れ、足下に続く。緑の芝生で血の海となる。白い全身には点々と短剣が刺さっている。臍へそに刺さった短剣に賛辞の言葉が刻まれていた。どうやら女は殺人者の娯楽の的にされていたようだ。


    　賞金首でも、凶悪犯罪者は生き死にに関係なく捕獲することが許されている。パンハイマの攻性咒式士たちは、無法の法を利用するように自らの凶悪性を発揮していたのだ。


    　延々と札の賭け事が続く賭と場ばで、巨漢の手が止まる。怒りもなく、卓を挟んだ咒式剣士に視線を投げる。


    「次は俺が札を取る順番だろうが」


    「そうだな死ね」


    　細身の咒式剣士が刃を抜いて放つ。最初に咎とがめた巨漢も、腰から斧おのを放つ。卓上で銀光が交錯。返ってきた二条の刃には、雷と毒物がそれぞれ載せられていた。雷撃が紫電となって散り、細身の咒式剣士の首が半分ほど切断される。毒物が作用し、口から血の色の泡を吹く。


    　無念の表情で頭部が横へ折れる。首の断面から血液を噴出させ、胴体は倒れていく。大地に黒い水たまりが生まれる。頭部が千切れかけた死体の手足が痙けい攣れんし、止まる。


    　棘とげの首輪をつけた黒犬が走り、死体に向かう。犬は転がった首を鼻先で突つつく。耳を咥くわえて持ちあげる。犬は嬉うれしそうに頭を振って、死者の首を千切る。黒犬は耳を咥えたまま、敷地の隅へ向かっていく。


    　無惨な光景にも、卓を挟んでいる残り二人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの態度は変わらない。右に座す背広の男が酒杯を傾け、喉のどを湿す。左の小柄な男が札から目を巨漢に動かす。


    「続けろよ」


    　相手の首を刎はねた巨漢は、斧おのを腰に戻す。死者の前で、血に濡ぬれた手札が卓に広がっていた。首を竦すくめて、巨漢は山から新しい札を取る。太い指で札を手札にまとめると、小さな目に喜色が広がる。


    「おっと、一人減ってくれたお陰で俺は最高手だ」


    　微ほほ笑えんで、卓の上に手札を広げる。良い手だったため、残り二人が喉の奥で唸うなる。悪あく罵ばとともに首なし死体にそれぞれ唾つばを吐きかけ、蹴けりつける。訓練中の死亡事故は、攻性咒式士でもっとも多い死因だ。だから死因などいくらでも偽装できる。


    　死者の前で卓上の賭け金が動く。巨漢は死者を足で退どかして「欠員が出た。誰かやらねえか？」と呼びかける。


    　周囲の攻性咒式士たちは、興味を向けることもない。それぞれの行動を続けるだけだった。


    「どこの野蛮人どもだ」


    　俺が吐きすてると、咒式士どもの視線が集まる。即座に魔ま杖じよう剣けんに手が伸びていく。


    　パンハイマが庭に足を踏み入れる。


    　雷撃に打たれたかのように、臨戦態勢だった咒式士たちの背筋が伸びる。続いて背後の咒式士たちも札や死体を放りだし、即座に立ちあがって直立不動の姿勢となる。甲かつ冑ちゆう姿や凶相の男たちが魔杖剣や魔杖槍そうを抱えて、立ちつくす。何度も見たパンハイマの恐怖独裁の光景だ。


    「ジオルグのかわいい残党と話がある。おまえたちは下がれ」


    　パンハイマが手を振ると、甲冑姿や凶相の男たちが、一斉に中庭から後退していく。魔女に背後を見せることなく、頭を下げての粛しゆく々しゆくとした後退だった。


    　揶や揄ゆした俺とギギナに敵意を見せることすらしない。


    　中庭にはパンハイマと、そしてペトレリカという女だけになった。


    　マラキアは先に走り、一人の咒式士とともに中庭の中央に会談の場を作っていた。パンハイマは白い石の食卓を回りこんでいき、緋ひ色いろの着物の袖そでを翻ひるがえし、白い椅い子すに座る。ペトレリカも傍かたわらに着席する。背後には、咒式士からアミラガ家の執事へと戻ったマラキアが控える。


    　白い石の食卓の前には、二つの白く美しい椅子。俺とギギナの席ということらしい。不承不承ながらも、俺は椅子の背を引いて座る。ギギナも続いて腰を下ろす。


    「これは侮あなどれぬ椅子だ」


    　咒式剣士の大型単車並みの体重も支えるいい椅子らしく、ギギナは満足そうだ。そのまま死ねば俺も満足だ。世の中は誰もが満足できるようにはできていないらしい。


    　執事役となったマラキアが食卓に銀食器を並べ、ケーキを切り分けていく。まずは老舗のコーデルシャン洋菓子店の職人が腕を振るったチョコレートや杏あんずのケーキが配られる。優雅に紅茶まで出してくれる。香りからするとラルジョンの葉だ。腹が立つことに、俺の好みだ。


    「さて」ギギナは椅い子すに背を預けて和なごやかな横顔。「殺すか」


    　ギギナの唇くちびるから短刀のような言葉が出る。中庭を囲む四方の建物から、殺意が放射される。パンハイマから退出を命じられた部下たちが、ビルの内側にだけある窓々に立っていた。パンハイマの背後に立つ若い護衛の手も、魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握っていた。


    　ここはパンハイマの庭だ。戦闘でも起こせば、三秒で挽ひき肉になる。ただし俺とギギナもパンハイマに今までで一番接近している。いくらエリダナに名高き魔女であっても、ギギナの剣の間合いに入っている。互いの喉のど元もとに、互いの見えない刃やいばが突きつけられた状態だ。


    　座ったまま両者の殺意が満ちる。最初の話題は決まっている。まずはアンヘリオの呪のろいを解くために、魔女の口づけが必要だ。


    「パンハイマ、まずは……」


    「焦あせる必要はない」


    　パンハイマの右手が紅茶の杯はいを掲げる。こちらの事情を知ってか知らずか、苛いら々いらとするほど時間をかける。急いで頼めば足下を見られる。時間は夜の十二時まである。時間をかけて、焦らず、最善の取引を行おこなうべきだ。


    　パンハイマは赤い口に赤い液体を含む。


    「紅茶の温度が二度高い」


    　パンハイマの足が伸びて、マラキアの腰を蹴けりつける。下げ駄たが刺さって、マラキアが倒れる。苦痛にのたうつ中年男が哀れだった。紅茶の杯を手に持っていたペトレリカの顔に、咎とがめるような表情があった。


    「なぜそこまでする必要があるのです？」


    「そう言うなペトレリカ。妾わらわは妾の決めたようにしか生きない」


    　パンハイマの顔に反省も後悔もない。マラキアも地を這はうだけだった。パンハイマとペトレリカの間で不和が膨ふくらんでいく。


    「前々から一度言いたかったことがあります」


    　激発するようにペトレリカが杯を下ろす。勢いが余って杯から紅茶が零こぼれ、白い食卓を染めていく。俺とギギナは横目で視線を交換する。おもしろい事態になってきた。もちろん静観だ。


    「栄えあるパンハイマ事務所は、いつからこのようになってしまったのですか？」


    　ペトレリカの右手が掲げられ、周囲を示す。ビルの窓には、エリダナでも最悪の咒じゆ式しき士したちが並んでいた。


    「アミラガ伯はく爵しやく家けは代々続く武門の一族。古くはツェベルン龍りゆう皇おう国こく軍の一翼を担い、何代か前に攻こう性せい咒式士による警備保障会社を開き、地域安全に貢献することを続けてまいりました」


    　ペトレリカの声にパンハイマが耳を傾けている。


    「私は修道院にいてもアミラガ家に属し、パンハイマ事務所に属していることを誇りとし、名目上であっても皇都の支社を預かる自分を誇ってまいりました。属している咒じゆ式しき士したちも癖くせがありつつも、腕が確かなものたちでした」


    　ペトレリカの赤い目には怒り。似すぎているとも言えるが、内部に詰まっている精神はまったくの別物。表情が違いすぎて、初対面では気づきにくい。


    「それが現在では、凶悪犯罪者たちが集まっているように見受けられます」ペトレリカの目が周囲を見回す。ビルの窓には依然として凶悪な咒式士たちの顔が見えた。「幼子だった私が皇都に預けられて十八年。パンハイマ綜合警備保障にいったいなにがあったのですか？」


    　ペトレリカの詰問に、母であり、伯爵であり、当主であるパンハイマは涼しい顔をしていた。たしかに疑問だ。アミラガ家としていくつもの企業を抱えながらも、なぜ前線に立つのか。これほどまでに凶悪な咒式士たちをそろえるのか。まったく不合理だ。


    「そしてなぜこの時期にエリダナへ呼びよせたのです？」そこでペトレリカの赤い目は、疑問から理解の色へ変わっていく。「まさか……」


    「それはあとでいい」


    　パンハイマの左手が掲げられ、話を遮しや断だんした。


    「窓におるものも下がれ。ここからは機密の話だ」


    　司令官の言葉で、窓に並んでいた咒式士たちが一気に下がる。気配すら消えた。まさに女王の命令に従う蟻ありの兵隊たちだ。


    　パンハイマが俺とギギナの疑問の目を受ける。魔女の目が自らの傍かたわらに座る女を見る。


    「ああ、紹介が遅れたな。娘のペトレリカだ」


    　パンハイマの言葉で、ペトレリカは俺たちへと軽く会釈をする。


    「知っている」


    　パンハイマは驚かそうとしているだろうが、軽く返しておく。娘がいるという驚きの事実も、前情報で手に入れている。驚かない俺たちに魔女は退屈そうだ。


    　仇きゆう敵てきとも仲良くお茶会をしてみせる、怪物女の思惑など知ったことか。


    「それで、なんの話だ？　俺たちがおまえを殺さない理由を探すか？」


    　パンハイマが俺たちを見据える。杯を揺らして、こちらを焦じらす。ペトレリカも話を放置されて止まっている。床のマラキアが立ちあがり、給仕として主人の傍らに立つ。


    「アンヘリオは強い」


    　抜き身の刀のようなパンハイマの声が放たれた。


    「特別捜査官のハーライルが危ぶむほどの相手であり、妾わらわと引き分けた相手だ。正直に言えば、最大級の難敵。生涯で二番目の強敵だ」


    　俺とギギナの反論が止まる。パンハイマの生涯で一番の敵がジオルグとして、殺人者アンヘリオは実際に強い。


    「妾が勝っても、咒式士としては廃業になるほどの負傷を負うだろう。勝率は良くて四割。以降は一人で対戦する気などない」


    　パンハイマが素直に告げた。椅い子すに背を預ける。俺は懸念材料を話す。


    「なによりあの本によって召喚される〈異い貌ぼうのものども〉が難敵だ」


    「見たこともない〈異貌のものども〉だった。あの二頭はおそらく固有種だろう」


    　ギギナが賛同し、パンハイマの赤い目が輝く。


    「あの特殊な咒じゆ式しきと〈異貌のものども〉の正体がようやく判明してな。それをおまえらにも教えてやろうと思ったのぢゃよ」


    「分かったのか」


    　ギギナが姿勢を改める。戦闘に関しての話なら、嫌悪感を抑えられるらしい。俺としてもアンヘリオが召喚した奇妙な〈異貌のものども〉のことが気になる。呪のろいの解除の別の方法があるかもしれない。内心の焦あせりを表情には出さずに、耳を傾ける。


    「記憶の端はしにあったので、古い書物を当たったところ、ようやく判明した」


    　パンハイマが告げていく。


    「アンヘリオが使う七つの〈エミレオの書〉の正体は、原語のアブソリエル語で言えばエミュレリオの九十九の書のことぢゃろうな」


    「エミレオがエミュレリオ？」


    　素直に問い返して、パンハイマと会話を成立させたことに自己嫌悪に陥おちいる。マラキアが後方に下がっていき、中庭の植木の後ろに控える。主人であるパンハイマと俺たちの会話の邪魔にならないための動きだった。


    「四百年前、後アブソリエル公国でエミレーデ家という大財ざい閥ばつが生まれた」


    　どうやらパンハイマが知っていて、わざわざ解説してくれるようだった。


    「開祖から約二百年あとの第十三代頭首が、アブソリエル発音だとエミュレリオで、大昔のツェベルンにはエミレオとして伝わったらしい。今でもエミュレリオの子孫が世界八大企業のひとつ、エミレーデ社を経営している。これも本来はエミュレーディ社だがな」


    「発音くらい統一してほしいものだ」


    　ウォルロットのときにもあった問題だ。ウコウト大陸の言語は、古ハイリヨン帝国語を元にし、アルダルヌス帝国語からマズカリー王朝語時代を得て共通語が整備された。文法的にはだいたい通じるが、単語の発音や意味は、大きくはアブソリエル語、ツェベルン語、イージェス語やその他へと分裂したために、たまにこの翻ほん訳やくの問題に突き当たる。


    「エミレーデ家といえば八大企業に数えられるほどの大財閥だが」急速記憶検索をかける。「大昔に後継者争いで戦争じみたことになったくらいしか記憶にないが」


    　俺の言葉に、パンハイマが笑みを浮かべる。


    「二百年前の後継者争いの原因が、先ほどの当主エミュレリオと九十九の書に関係してくる」


    　パンハイマは記憶を引きだしていく。


    「エミレーデ家は、金融業や武器商人で財を成していた。国王や国家に戦争のための資金を貸しつけ、また武器を売っていた。その結果、エミレーデ社、エミレーデ銀行にエミレーデ建設、エミレーデ咒式重工業を抱える巨大企業となる。エミレーデ市という城下町すら作った」


    　現在ではツァマトやオルドレイク、新日ひ薙なぎ連合といった企業に抜かれているが、当時の世界一の大富豪はエミレーデ家だったのだ。そして八大企業でも三番目に古い格式を持ち、西方経済を動かす黒幕とも呼ばれていた。実際は単に歴史がある企業だ。


    　パンハイマの話の間に、マラキアが紅茶を淹いれる。


    「エミレーデ家の十三代当主エミュレリオは、歴代当主のなかでも最高の変人だった。様々なものを集めることが趣味だった。趣味というより、欲しいと思ったものを我慢できない病的な人物だったようだ。その性質と世界の二十分の一の富が重なったら、どうなるか。エミレーデ市内の自分の邸宅に私設の動物園に植物園、水族館に図書館、博物館を持つことになった」


    　想像できないほどの大富豪だ。そしてその富を使って、東西南北の世界各地より集められた品々。まさに御お伽とぎ噺ばなしにある、無制限な力を持つ王の王国のような光景だったのだろう。


    「エミュレリオの病的な蒐しゆう集しゆう癖へきは人にも向けられた。彼の邸宅には、当時一流の学者や咒じゆ式しき士し、そして武闘家や咒式剣士、異能の徒や特異体質者までも集められていた。頭脳や武力に優れた食しよつ客かくは、一千人ほど。ひとつの国家に等しい財力だった」


    　パンハイマの声が続く。


    「集められた人材のなかに、一人の咒式士がいた。集められたのではなく、自分からエミュレリオに接近した咒式士だった。恐るべき咒式技術を持っており、ヨナカンムンと名乗っていた。当時から放浪の賢者と呼ばれていたようだ」


    「その程度は俺も聞いたことがある。それでもエミュレリオの書など聞いたことがない」


    「エミレーデ家の恥に近いことだからな」


    　パンハイマが笑う。


    「エミュレリオは〈異い貌ぼうのものども〉を集めて動物園も造っていた。しかし、エミュレリオの病的な蒐集癖はそれでは飽きたらなかった。他人が持っていない、人が所有することができないものを欲しがった。それこそ人を殺し、殺させてでも欲しかったのだ」


    　欲望に制限がかけられないとき、恐ろしいことがなされたようだ。蒐集家は業が深い。隣のギギナを見ておく。


    　家具バカは目を逸そらした。事務所を傾けるほどの家具と咒式具への散財癖を反省する気はないらしい。パンハイマに目を戻す。


    「なぜおまえがそんなことを知っている？　歴史の教科書にも載っていない秘事だろう？」


    「アミラガ家はツァマト財ざい閥ばつと姻いん戚せき関係だ。そのツァマトはエミレーデ家と縁戚関係になっていて、漏もれ聞こえることがあるだけぢゃ」


    「また上流階級の関係というやつか」


    　富と権力は一部に集中し、情報も同じだった。


    「話を戻そう」


    　優雅な動作で新しい紅茶の杯はいを掲げ、パンハイマが続ける。


    「エミュレリオの並外れた虚栄心は誰も持っていないものを欲した。放浪の賢者がエミュレリオに囁ささやき、最悪の〈異貌のものども〉を集めさせた」


    　紅茶の杯が机に戻される。


    「数百人の食しよつ客かくと、雇った数千人という夥おびただしい数の高位攻こう性せい咒じゆ式しき士しの命を消費し、〈長命竜アルター〉や〈大禍つ式アイオーン〉、〈古エきノ巨ル人ム〉の何体かを含む〈異い貌ぼうのものども〉が集められた。十三年をかけて、その数、九十九体」


    　信じられない狂気の歴史だった。


    「檻おりで封じられるようなおとなしいものは一体もおらず、放浪の賢者ヨナカンムンに率いられた高位咒式士たちが用意した超強力な咒式で、閉鎖空間に捕らえることがやっとだった。高度の咒式によって量子分解し、九十九の檻に封じた。そして書が檻への出入り口となる扉を作る起動式というわけだ」


    　パンハイマの声は淡々と事実だけを告げていた。


    「九十九体の最悪の〈異貌のものども〉は、凄すさまじいものだったそうぢゃ。なにしろ、ようやく書に封じられた九十九体を見たエミュレリオは、精神破綻を起こしてしまった」


    　そこでパンハイマが喉のどを仰のけ反らせて笑う。なにが楽しいのか理解不能だ。


    「エミュレリオの息子、エンダーデンは廃人となった父親を発見し、激怒した。元凶であるヨナカンムンを追ったが、すでに邸宅のどこにも姿がなかった。九十九の〈異貌のものども〉を呼ぶ九十九の書を、エンダーデンは破壊しようとした。だが書を壊せば、内部の悪あつ鬼き羅ら刹せつどもが世に放たれる。苦く渋じゆうの決断として九十九の書を領地の各地の地下に封じた」


    　魔女が笑みとともに告げる。なにがおもしろいのかは分からない。誰にも分からない。


    「しかし、そこでめでたしめでたしとならないのが、人類のおもしろいところでな」


    　笑みが強くなる。人の不幸を楽しむ邪悪な笑みだった。


    「賢明なエンダーデンの十一人の子供、エミュレリオの孫たちは賢くなかった。エンダーデンの死とともに、それぞれが各所に封じられた九十九の書を持ち出したのだ」


    　邪悪な笑みは滑こつ稽けいな悲劇を伝えていく。


    「十一人の後継者は九十九の書の〈異貌のものども〉を呼びだして互いの命を狙った。なにしろ当時のエミレーデ家は世界の二十分の一の富を持つ大財ざい閥ばつで、ひとつの国家のように都市を所有していた。王国の後継者になるための争いは、エミレーデ市内で内戦に近いものとなった。十一人の後継者が死んで、さらにその子供が、その近親者がと、泥沼の闘争となった」


    　パンハイマは心から楽しそうだった。何度も思い知らされたように、魔女にとっては、愚おろかな人々の争いなど娯楽にすぎない。


    「邪悪な〈異貌のものども〉の力は地形を変え、数千人を殺す内乱となった。三年後に、ようやく傍ぼう系けいのエンデミリオが他の後継者候補を押さえ、家か督とくを継いだ。内紛のために、エミレーデ財閥は世界最大の富豪から八位にまで転落していた」声に潜むのは悪意。「エンデミリオは元凶である九十九の書も回収して再封印しようとした。しかし、持ち出された九十九の書のほとんどは散逸していた。ヨナカンムンが最大の八つを所有し、残りを散逸させたとも言う」


    　パンハイマの笑みが収まる。


    「あのアンヘリオはエミュレリオの九十九の書のうち、七つを手に入れた。七つどころか二つだけでも充分に恐ろしいのは、前に妾わらわとおまえたちが体験したとおりぢゃな」


    　俺の背を氷塊が滑りおちる。二体の怪物を思い出すだけで、恐怖が蘇よみがえる。破壊力だけでなく、邪悪さと残忍さ。知性を持ちながら、知的生命体を楽しんで殺し、食う。主のアンヘリオと同質の邪悪さだった。


    「現在判明しているエミレオの書は〈大喰らいボラー〉と〈寂せき寥りようのクインジー〉だけか」


    　ギギナが確認するように問いを向ける。同じ経験をしても、パンハイマとギギナの態度は変わらない。


    「黒い大口の〈大喰らいボラー〉は〈古き巨人エノルム〉の一体だ。仲間でも喰らってきたという最悪の〈古エきノ巨ル人ム〉だとされている」


    　パンハイマの炎の目は冷徹な咒じゆ式しき学者の目になっていた。


    「おそらくだが、あれの性質は変換炉だ。アンヘリオの制止がないかぎり、口で吸引した質量や熱、咒力を、すべて熱量に変換している。重力の穴を使った炉だろう」


    「重力の穴は周囲の物体を吸収して巨大化し、一方で質量を熱量に変えて蒸発する」


    　俺も理解した。勇者ウォルロットが使った重力質量系咒式第三階位〈霍金輻爆ホー・キン〉の咒式原理だ。ウォルロットの場合では、蒸発する熱量を爆裂に変換し、防御不可能な攻こう性せい咒式としていた。


    「吸収と蒸発が平へい衡こう状態となって、投入される質量がすべて熱量になるわけか」


    「変換した熱量は、また異常な吸収の維持のために、咒力に変換して使用される。食うために食う自分を維持するために、常に飢えている」


    　肉叉フオークを握ったギギナの手が動き、マラキアに次のケーキを要求する。マラキアが新しいケーキを出して切り分けようとする。ギギナの肉叉フオークは、ケーキに刺さって戻る。


    「存在するかぎり、周囲を吸引しつづける。得た膨ぼう大だいな熱量をまたすべて吸収に使うという、まさに資源消費装置だな」そこで俺は気づく。「またギギナの同類じゃないか。おまえ、この世の害悪すべてに似ているな」


    「では世界平和の、そして私の心の平和のために、今横にいる害悪を消しておこう」


    　相棒の裏うら拳けんは頭を下げて回避し、戻す。人を殺そうとしたギギナは肉叉フオークで刺した丸太のようなケーキを齧かじっていく。相棒が敵に似ている点が多いというのも、嫌な話だ。パンハイマも気にせずに続ける。


    「〈寂寥のクインジー〉のほうは、奇怪なものが多い〈異い貌ぼうのものども〉のなかでも、さらに突然変異体だ」


    　魔女の解説の声が響く。


    「原語での名前は別だが、調べると、クインジーはバッハルバ大光国の東部に一千年ほど前から伝承が伝わる、伝説級の〈異貌のものども〉だ。配偶者も子孫もない、特異体だ。一千年ほど前から二百年前にエミュレリオの大軍団に捕獲されるまで、人類や咒式士の追跡を受けても生き延びた怪物だ」


    　俺は聞いたことがない。横のギギナは「伝承で聞いたことはあるが」とだけ評した。世界中で数十万種が確認されている〈異貌のものども〉をすべて覚えるなど不可能だ。パンハイマはたまたま遠い縁えん戚せきの関係で知っていた。もちろんパンハイマが知らないことを俺が知っていることもある。だからこそ咒じゆ式しき士しはそれぞれの情報を分けあう。


    　できるならパンハイマ以外と分けあいたい。


    「クインジーの話を続けると、あれは死者を取りこみ、消費することで力を行使する。能力は物体の分解だ。食事の際に、分子間力のなかでも帯電したイオン間に働く相互作用に干渉し、同種の電荷を発生させて反発させていた」


    　魔女の口から〈異い貌ぼうのものども〉の情報が告げられていく。


    「同時に、フッ素や水酸素や窒ちつ素そなど電極陰性度の高い原子に水素が共有結合しているときに極性分子を生じさせているが、水素原子を一よりも小さな正電荷に帯電させ、付近の他の分子に含まれる酸素など、負に帯電した原子と相互作用を起こし、安定した水素結合そのものを破砕。二つの作用で対象を分解し、破砕する。二体は性質が違うが、本質はよく似ている」


    　パンハイマの舌の動きが止まった。口からは欠伸あくびが漏もれる。


    「さて、これでありがた～いパンハイマ先生の講義はおしまいぢゃ」


    「話からすると、両者ともに桁けた外はずれの怪物だ」


    　ギギナが戦力を分析する。情報はありがたいが、厄介な状況を再確認してしまった。


    「ボラーは攻撃の無効化と吸収。アンヘリオは移動にも使用していた。クインジーは水を含む物体すべてを分解し、自己増殖する。厄介な盾たてと矛ほこだ。さらに両者を使用するアンヘリオが最悪の頭脳と人格を持つ、超級の攻こう性せい咒式士だった」


    　感謝はしない。それでも有意義だった。相手の咒式の一端が分かることは大きな優位だ。疑問も残る。


    「で、そのエミレオだかエミュレリオの書のうち七つをなぜアンヘリオが持っている？　ボラーとクインジー以外の残り五冊はなんだ？　対抗策はあるのか？」


    「九十九の書のうちの二冊以外、どれをアンヘリオが所有しているかは謎なぞだ。それが分かったら苦労はしない」


    　愚か者を見る目で、パンハイマは俺を一いち瞥べつした。分かっていてもどうしようもないことが世の中には多い。


    　違う。俺は奥歯を嚙かんで、安易に流れる自分を否定する。


    　どうにかしなければならないのだ。ジヴーニャとの別れ、アナピヤの死など、過去は変えられない。だが、これから先のことはなんとかしなければならない。


    　突発的に吹き荒れた自分の心に対する答えを知ってか、パンハイマは不思議な笑みを浮かべていた。事態と関係なく不意に起こった内心の言葉など分かるはずもないが、見透かされているような気もする。人とは思えない赤い目は、他者の心を惑わす。


    「今回のアンヘリオのことっ」


    　息が詰まる。


    　違う、まず呼吸ができない。酸素を吸っても吸っても、肺に溜たまっていかない。


    　肺呼吸ができなくなってきて、呼吸そのものが不可能になっている。激痛。左手を見ると、五指の間に膜が張っている。指先には吸盤。粘液を帯びた緑色の肌が指先から手首へと広がっていく。


    「うおおお、蛙かえるになってきている！」


    　左手を右手で押さえて進行を止めようとするも、止まらない。緑色の蛙化は肘ひじまで到達している。忌いまわしいアンヘリオの呪のろいの肉体変化が発動していた。地に膝ひざをつく。


    「なぜだ、まだ夜の十二時ではない、はず！」


    「笑いたいが笑っている場合ではないな」


    　さすがに真剣な顔となったギギナが、屠と竜りゆう刀とうの刃やいばと柄つかを連結。切っ先を俺の蛙になっていく左手に当てて〈胚モ胎ラ律ツ動ク癒ス〉を発動。生体生成系第四階位の強力な治ち癒ゆ咒じゆ式しきは、俺の手に強力に干渉。未分化細胞が蛙の細胞を駆逐し、水みず搔かきの膜が消え、吸盤が縮み、人の腕に戻る。


    「ああこれで、肺の痛みも引いてきっ」


    　再びの痛み。指先が膨ふくらみ、指の間に水搔きがまた生えていく。手の先から粘液に覆おおわれた両生類の緑色の肌が逆流してくる。


    「どういうことだ？」


    　ギギナがさらに治癒咒式を発動させると、指から手、腕と修復される。治癒咒式の効果が切れると、即座に蛙化が始まる。


    「治癒咒式を連発しているが、いずれ尽きるぞ？」


    　ギギナの白い額ひたいにも汗が浮かぶ。屠竜刀の弾倉を解放。大口径咒弾を捨て、六発の弾丸を装そう塡てんしていく。さらに地に這はう俺へと〈胚モ胎ラ律ツ動ク癒ス〉を発動。治癒と蛙化の拮抗が再開。体を作り替えられ、また治癒で作り替えられる苦痛。


    　芝しば生ふの上で苦痛に喘あえぐ俺を、パンハイマが見下ろしている。俺というより、背後に浮かぶ胎児を見ていた。


    「明日になるまでに魔女の口づけを受けることのみが、おまえが蟇ひき蛙がえるになることを妨げる」


    「なるほど、すでにアンヘリオが使うエミレオの書のひとつに取り憑つかれていたわけだな」


    　顎あごに手を当てて、パンハイマが優雅に微ほほ笑えむ。


    「呪いといえば〈胎天使ニョルニョウム〉だったかな」


    　パンハイマが記憶を引きだしていく。


    「相手に条件つきの咒式をかけて、無惨に変形させて殺す。最高に最悪な〈異い貌ぼうのものども〉だ。治ち療りようをしても、使い手の咒力が尽きないかぎり進行する」俺を見る目には弱者への嘲ちよう笑しようがあった。「相手はエミレオの書に選ばれるほどの〈異貌のものども〉だから、咒力容量は〈長命竜アルター〉に匹敵するほど莫大で、人間が抵抗をして容量勝負を挑める相手ではない。大河の流れを水の一滴で変えようとするようなものだ。条件を果たすしか助かる道はない」


    「分析、はいひ」


    　舌が絡からまる。違う、口の外に舌が出て発音しにくい。長い蛙の舌になりはじめている。変化が全身に転移しはじめていた。ギギナがパンハイマを見る。


    「呪いを解くための魔女の口づけといえば、パンハイマとの口づけだろうが」


    「それはまったく構わぬぞ」当の魔女の顔には満面の笑み。唇くちびるが淫いん猥わいに歪ゆがむ。「ただし」


    　パンハイマの右手が横に伸びる。横に立っていた咒じゆ式しき剣けん士しの首を摑つかみ、引きよせる。「パンハイマ様、なにっ」と驚き顔の男に、魔女が赤い唇を重ねる。男の背が反っていき、パンハイマに襲われた形になる。


    　予想もできない光景に、蛙かえる化かの苦痛も忘れて見入る。全員が動けずに、ただ見ていた。


    　パンハイマが手を離すと、男が後退し、芝しば生ふに腰が落ちる。立ち上がろうとして伸ばされた右手が震ふるえる。四肢が大地の上で別々の方向に跳ねる。唇は紫に腫はれ上がり、両手は喉のどを搔かきむしる。口から血ち泡あわが吐きだされ、跳ねていた手足が落下する。


    　芝生の上で男が絶命した。


    　傍かたわらではパンハイマが笑っている。


    「アミラガ家の伝統で、歴代の当主は、もし虜りよ囚しゆうとなっても辱はずかしめを受けないために、体に猛毒を宿しておる」俺を試すような深紅の瞳。「家の秘事ゆえ、毒の成分と解毒薬は教えてやれぬが、それでもいいならいくらでも接せつ吻ぷんしてやろう」


    「お、まえ、部下を殺し、やがったな」


    　苦痛のなかでもパンハイマを責める。魔女は揺らぐことなく、死体を見下ろす。


    「その男には、妾わらわに刃向かう気概はなくても、横領はできるようでな。過去の重罪も分かったことだし、罰しておいた」


    　経済犯を死刑にする法律はない。ついでにパンハイマが殺した瞬間から死者の過去の罪状が発覚し、後付けで賞金がかかっているはずだ。時間の多少の誤差までは調べられない。


    　魔女の隣で、マラキアが主君の暴言に同意するように頭を下げる。パンハイマの毒は、当然アミラガ家の従僕であるマラキアが調合しているのだろう。


    「ほれ、近う寄れ。妾が甘～い口づけを与えてやろう」


    　パンハイマは血のように赤い舌を閃ひらめかせる。


    　俺の状況は最悪だ。蛙になるわけにはいかない。パンハイマの口づけを受ければ、毒で即死する。


    「ギ、ギナ、解毒でで、きるかか？」


    　すでにギギナは変色しはじめた死体に寄りそい、毒を解析しはじめている。


    「複数の未知の毒で、分析には時間がかかりすぎる。おそらく摂取することで複数の毒が化学変化し、さらに複雑に変化して解毒剤を作る間に殺す仕組みだ」


    　ギギナは毒殺された死体の状況を咒式で分析していく。中庭でパンハイマが喉のどを仰のけ反らせて笑う。救いの唇は猛毒を帯びていた。


    　ギギナが立ちあがり、俺の傍らに戻る。銀の瞳には問いかけ。


    「毒を受けてでも、まずアンヘリオの呪のろいを解く。毒を受けた口粘膜を〈胚モ胎ラ律ツ動ク癒ス〉で即座に取り替える荒技で、生存確率は二割。いくか？」


    「運、じゃねえか、か」


    　俺の口からは苦く鳴めいが漏もれる。


    「二割の確率に命を懸かけるのは難しいひ」蛙かえる化かでもつれる舌を必死に動かす。「しかし一〇〇％の蛙化による、人としての死よりは、二割でも懸け、るべきなのかもしれれ」即座に浅せん慮りよを思いとどまる。「いや、状況を、単純な二択にし、てはならない、なにか別の、手けろ」


    　俺の言葉に治ち癒ゆ咒じゆ式しきを発動していたギギナの顔が強こわばる。


    「って語尾が蛙になって、きているけろ」


    　頰ほおが膨ふくらみ、人語ではなく蛙の鳴き声に近くなっている。いかん、俺の思考が両生類に近くなる前に決断をしないと危険だ。脳まで蛙化したら、記憶や知能は復元できない。決断した俺は、大地を這はってパンハイマに向かう。


    　足下に到達すると、魔女が飛び退のく。


    「残念。妾わらわの唇くちびるは、おまえのような下げ賤せんのものに与えるには高貴すぎてな」


    　分かっていたが、パンハイマの性格は最悪だ。人を助けられる可能性があっても、差し伸べない。他人の必死の願いや希望を打ち砕くことが、この魔女の喜びなのだ。


    　視界が暗くなる。〈緋ひのパンハイマ〉が青く見える。ああ、蛙の目にはたしか赤の波長を捉とらえる力がないんだな、とかどうでもいいことを思い出した。


    「意地悪はお止やめなさいませ」


    　凜りんとしたペトレリカの声が敷地に響く。傍かたわらにいる母のパンハイマに向かう。


    「妾は優しく優しく助けを差し伸べているほうだ。責められるべきは、邪悪な呪のろいを施ほどこしたアンヘリオであろうが」


    　ペトレリカは俺とパンハイマの両方を見る。毒液が滴したたるような笑みのパンハイマの前で、ペトレリカが唇を嚙かみしめる。思考しつつ、答える。


    「突然ですが母上、私も年頃です。アミラガ家の跡継ぎになってよろしいでしょうか」


    　娘の唐突な言葉にパンハイマの目が開かれ、戻る。


    「おお、あれほど拒否しておったアミラガ家の後継者になってくれるのか？」


    「ええ」


    　苦しむ俺を放置して、家か督とく相続の話をしていやがる。ギギナの治癒咒式が切れた。再さい装そう塡てんに入るが、治癒速度より蛙化速度のほうが上回ってきた。


    　パンハイマは踊るように娘に右手を差し伸べる。


    「いいぞ。では今からおまえが第二十三代アミラガ家当主、パンハイマだ。妾はようやく二十二代を脱ぎすてることができる」


    　血ち塗まみれの口元で、パンハイマが微ほほ笑えむ。本心からの安あん堵どが母親の顔に浮かぶ。側にいたマラキアが即座に背を伸ばす。


    「アミラガ家の家宰として、このマラキア、正式に二十三代パンハイマを承認いたします」


    　宣言がなされる前で、俺は大地に這はっている。ペトレリカが宣言を急ぐ。


    「それでは私が二十三代パンハイマ、と名乗れることになります。同時に魔女の異名も受け継ぎます」


    「待て、それは」


    　なにかに気づいたように、パンハイマの目が開かれる。血に濡ぬれた唇くちびるは苦く渋じゆうに嚙かみしめられていた。母の視線を無視して、ペトレリカが前に進む。屈かがんで俺の蛙かえる化かした頰ほおに両手を添える。


    「目を閉じていただけます？　さすがに初めてなものでして」


    　事態を理解した俺は、蛙の声で返事をして目を閉じる。間を置かずに、唇に温かい粘膜の感触。目を開けると、すでにペトレリカの顔は離れていくところだった。


    　女の頰は少し上気していた。


    「あ、どうも」


    　俺は間抜けな挨あい拶さつを返した。これで魔女の後継者となったペトレリカというか、二十三代パンハイマと口づけした事実が生まれた。最速で傍かたわらの空中へ顔を向ける。


    　浮遊する〈胎天使ニョルニョウム〉を見ると、胎児は重々しくうなずきやがった。ようやく理解した。この〈異い貌ぼうのものども〉には感情がない。チェレシアに鎮痛咒じゆ式しきを施ほどこしたときのように、契約と条件で俺の咒式抵抗力の無効化に同意させられたことになり、発動するのだ。


    　手を見ると、粘液塗まみれの緑色の肌が引いていき、手の水みず搔かきや吸盤まで消えていった。人間の肌に指に手。五指を開閉して確認する。


    「治った」


    　しつこく指を開閉する。


    「おお、治った」
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    　安あん堵どの息を吐く。そういえば俺は人間語を話せていた。世界に赤が戻る。俺は眼前のペトレリカの両手を取る。今の俺には聖女に見えた。彼女の背後に聖者の光輪すら幻視できる。


    「助かった。君は恩人だ」


    「人として当然のことをしただけです」


    　ペトレリカは断言した。表情や言葉には、迷いもなにもない。人を救うことは正しいという、純粋な善意だ。


    　俺は胸に溢あふれるものを感じていた。久しぶりに見た、人間としての輝きだ。アレシエルが、アナピヤが、そしてジヴーニャが、かつてのクエロが持っていた気高き魂の王冠だ。深き愛と優しさ、正義と勇気、人としての善を信じる、強く、直線の心だ。


    　その愛と優しさ、正義と気高さと勇気ゆえにニドヴォルクやレメディウス、ウォルロットは命を落とした。


    　ギギナも同じことを思っていたらしく、傍かたわらで立ちつくしていた。俺とギギナは気高き魂の王冠を持たぬがゆえに、生き残った。苦い生存だった。眼前ではペトレリカが微ほほ笑えむ。


    　俺たち普通の人間には眩まぶしい心の輝きがあった。俺は眩まばゆい光から逃げるように目を逸そらす。ペトレリカが苦しそうなので、手を握りすぎたことに気づく。慌あわてて放す。


    　背後ではパンハイマが苦々しい表情をしていた。それほど俺が蛙かえるにならなかったことが残念らしい。人の心を持っていない女だ。


    　息を整えて、俺はようやく立ち上がる。アミラガ家の母娘が向かいあっている。


    　目の前にしても、パンハイマとペトレリカに血のつながりがあることが信じられない。


    　俗っぽい言葉でたとえれば、まさに魔女と聖女の対比だ。


    「いらぬことを」


    　パンハイマの目は娘を責めていた。ペトレリカが首を傾かしげる。


    「受け継いだものの、魔女の血脈たるアミラガ家当主、パンハイマの名跡はあまりに重いです。私のような小娘にはまだ背負える重責ではありません」


    　パンハイマの顔に初めて驚きが広がる。


    「それは妾わらわが許さぬぞ」


    「母上は前当主で、現在の当主は私です。つまり私の意見が優越します」ペトレリカが傍らを見る。「マラキアさん、私の当主とパンハイマの名跡の辞任を承認してください」


    　マラキアはペトレリカとパンハイマを見比べる。苦く渋じゆうの決断でペトレリカに頭を下げる。


    「当代パンハイマ様の意志を受け、辞任を承認いたします。二十二代様に当主の座とパンハイマの名が戻ります」


    「ならば、前当主から現当主、二十二代パンハイマである妾がペトレリカを二十三代パンハイマに再び指名する」


    　パンハイマがマラキアに指示を下す。


    「残念ながら、ツェベルン貴族法典では」マラキアが主人の炎の眼まな差ざしを堪こらえて返答する。「当主が辞任する権限は当主自身にあります。そして当主は次代当主の指名をできても、受理は次代当主の承認が必要なのです。これは継承に対して双方の合意が必要とすることで、無用な簒さん奪だつを防ぐための」


    　マラキアの顔をパンハイマが摑つかむ。腕が一気に振られ、無言で男の頭部を大地に叩たたきつける。赤い血が緑の芝しば生ふに静かに広がっていく。マラキアは四肢を跳ねさせていた。


    「革命でも起こさないかぎり、再継承は無理か」


    　パンハイマがいかに権力と財貨で法を曲解しようと、社会全体まで改かい竄ざんすることはできない。貴族法典といった今ではほぼ意味がない法律ひとつですら、自在にできないのだ。


    　俺とギギナはペトレリカを見る。


    　奇妙な呪のろいを解消するために、彼女はあの魔女を、〈荊棘いばらの女王〉を上う手まく利用した。


    　パンハイマも即座に呪いの解放に気づいたが、後継者ができるという自らの利益で看過した。しかしペトレリカは貴族法典の継承法のなかでも、現当主と次代当主、次代からの現当主と前当主の微妙な権限の差を知っていて、返上を行おこなった。なかなかできることではない。


    「ペトレリカ、おまえ」


    　娘へ向けたパンハイマの声が止まる。


    「おまえ」


    　そこで咳せきこむ。激しい咳せきが止まらず、手で口元を押さえる。俺の目が見開かれる。横にいるギギナも同じだろう。白い左手の指の間から鮮血が零こぼれる。


    「パンハイマ様！」


    　マラキアが寄りそい、周囲からパンハイマの口元が見えないように盾たてとなった。気位の高い女伯爵の手が側近の手を払う。


    「大だい事じない。ただの体調不良だ」


    　パンハイマが口元を隠したまま微ほほ笑えむ。


    「奴ど隷れい頭どもや部下どもには気取られるな」


    　パンハイマの声でマラキアが直立姿勢に戻る。俺の内心で、パンハイマ重病説はすでに事実となっていた。奴隷頭や部下たちは、パンハイマの恐怖で従っている。もし重病が死につながると分かれば、パンハイマ綜合警備保障は即座に空中分解する。


    「命が失われる前に、ペトレリカに次代のパンハイマとなってもらわねばならぬ」


    　敷地でペトレリカが硬直したように立っていた。彼女がエリダナに急きゆう遽きよ呼びもどされた理由が分かってしまったのだ。すべてがつながる。パンハイマの死し期きが近いために、後継者であるペトレリカを呼ぶ。予測すべき事態だった。ペトレリカが両手を胸の前で組みあわせる。


    「母上、事情を知らなかったとはいえ、私は……」


    「分かっておる。無む理り強じいはせぬ」


    　知らなかったとはいえ、ペトレリカはパンハイマの夢を砕いてしまったのだ。


    「これで楽しいパンハイマのお茶会はお開きだ」


    　パンハイマが緋ひ色いろの着物の裾すそを翻ひるがえして、去っていく。


    「おまえら無能な萎しおれ魔羅どもも、アンヘリオを追え。せいぜい妾わらわの役に立て」


    　魔女の背中から、言葉が放たれた。鼻血を手で押さえて、マラキアが付き従っていく。


    　ペトレリカも続いていく。パンハイマ綜合警備保障の敷地には、死体が残っていた。


    　会見は終わったのだ。


    　俺とギギナは顔を見合わせ、そして急いで去ることにした。外に出て、車に乗りこみ、エリダナの街に走り去る。魔女の居城から脱出できた安あん堵どしかなかった。


    　パンハイマ綜合警備保障での会見で得られたのは、それこそパンハイマくらいの立場でしか知りえない貴重なアンヘリオの情報。ついでにパンハイマ重病の可能性。パンハイマの重病説を流る布ふする戦いも考えたが、アンヘリオと戦っている現時点では自分の足を引っ張る。


    　そしてなにより呪のろいの解除。前者も大きいが、後者はそのまま俺の命を救うこととなった。


    　俺はエリダナに跳ちよう梁りようするアンヘリオを追う。ペトレリカが見せた気高さに、俺も感化されはじめたのかもしれない。それでいい。


    　俺はアンヘリオのような殺人者とは違う。


    　そしてチェレシアを幸せにする。かつて救えなかった命があるなら、次こそ救うために俺は日の当たる道を進むべきなのだ。


    



    



    　暗い部屋に朧おぼろな光が灯ともり、消えた。


    　再び薄うす闇やみに戻った部屋に、アンヘリオの緑の目が鬼火のように光る。アンヘリオが座るのは、棺ひつぎの上だった。棺から床に七冊の本が散らばっている。


    　闇に沈むアンヘリオの傍かたわらで一冊の本が開いており、光の残像を吸いこんでいく。


    「キヒーア、いつもながら見事な手際だ」


    「コレハトモカク治ち癒ゆニハ生いけ贄にえガイル。忘レナイデ」


    「分かっている」


    　キヒーアの咒じゆ式しきとともに、本が閉じられる。


    　音。棺の反対側で、別の本が振動。頁ページから青い量子の炎を噴出した。鎖くさりが揺れて、炎が踊る。


    　本からは奇怪な赤児のような老人のような叫びが漏もれる。青い炎と叫び声を撒まき散らす本を、棺に座したアンヘリオが眺める。眼まな差ざしには現実を確かめる冷徹さ。


    「あの眼鏡に宿らせた〈胎天使ニョルニョウム〉の呪のろいが破れたか」


    　炎は徐々に弱まり、本はまた静かになる。


    　殺人者は笑う。椅子に背を深く預け、視線は天井を眺める。木製の四枚羽が回転し、空気を攪かく拌はんしている。


    　棺から立ちあがったアンヘリオは一歩を踏みだす。扉を開けて、外に出る。暗い階段を上っていく。頂上に到達し、また扉を開く。日光がアンヘリオの目を灼やく。すぐに明順応を起こし、視界が戻る。


    　工場の外だった。アンヘリオは敷地を抜けて、街路に出る。


    　エリダナの街を歩く。人々が歩く。街角の大型画面では、立体光学映像が飛びだし、報道番組が流れている。報道官が昨日の事件を伝えていた。


    　一昨日おとといの事件を遠巻きに撮影した映像が流れている。パンハイマや咒じゆ式しき士したちとの戦いの映像。そして映像が止まり、拡大されていくアンヘリオの顔と姿。


    「これがエリダナで連続殺人を起こしている〈動く断頭台〉や〈金剛石の殺人者〉と呼ばれる犯人です。見かけたかたはすぐにエリダナ市警に……」


    　報道官が緊張した面おも持もちで告げる。アンヘリオは眺めていた目を戻す。隣でも中年の女性が見上げている。連れの子供が報道から顔を戻していた。男児はアンヘリオを見上げている。


    「怖いね」


    　アンヘリオが笑顔になると、子供は訳も分からずにうなずく。アンヘリオは歩道を進む。


    　街に立つ新聞売りの前でアンヘリオは足を止める。男が手に持つ一面には、エリダナで頻ひん発ぱつしている連続殺人犯として、アンヘリオの顔写真が写っている。


    「一部もらえないか」


    　アンヘリオが硬貨を投げて、新聞屋が受けとる。新聞屋が怪け訝げんな顔をしつつも、新聞紙を渡してくる。受けとったアンヘリオは歩道を歩きつつ、新聞紙の一面を眺める。


    「酷ひどいな。わざわざ不細工な角度で撮影しなくてもいいのに」


    　アンヘリオは苦笑する。


    「それに私がエリダナで殺害したのは、お遊びとハイダーテとリンドブルムで四十三人だとはね。正確には一昨日のお遊びを入れて五十七人だ。これは抗議したい」


    　左手が新聞の紙面を軽く叩たたく。


    「私が遊ゆう戯ぎの規則をきちんと守っていることを、世間は理解しないな」


    　歩いていくアンヘリオは、興味を無なくして新聞を握る。街路にあるゴミ箱に新聞を投げこむ。歩く唇くちびるには笑み。アンヘリオの左右を人々が歩いていく。


    「さて、趣味の準備も始めるか」


    　またも独白してアンヘリオは進む。高い踵かかとを鳴らして進む先には、エリダナの街が広がる。

  


  
    



    



    六章　掲げられる光明


    



    



    　　　　大多数の認識とは違って、世界は歪ゆがんでなどいない。


    　　　　ただ、人間の意思とはまったく関係なく荒れ狂う熱力学第二法則、混こん沌とん係数増加の法則があるだけである。


    　　　　我らは局所的に係数を減らす。それだけを愛と錯覚できる。


    
      ロール・イザン「博士の愛情と錯覚」同盟暦八六年

    


    



    



    　チェレシアと俺の二人で、エリダナ中央公園を歩く。


    　周囲には、オリエラル大河に面した海浜公園が広がる。大河の流れには輸送船が行き交う。上空では鷗かもめの群れが飛行していた。


    　振り返れば、遠くに春先の事件の時計塔が見える。頂上は青いビニールに覆おおわれたままだった。まだ改修工事の予算が下りないのだろう。また、あの時計塔に良い思い出があるものが一人もいないため、進んで修理したいという議案が市議会で出るとも思えない。


    　アンヘリオとパンハイマが激突している以上、修復はまた先延ばしになるだろう。俺は首を振る。血ち塗まみれの日々を忘れるためにここに来ていることを忘れてはならない。


    　視線を戻すと、チェレシアは大河に面した板張りの通路に立っていた。左手に持った紙袋に右手を入れる。中身を撒まくと、公園の鳩はとどもが寄ってくる。しかし撒かれたのは、チェレシアが千切って作った紙吹雪。騙だまされて寄ってきた鳩の群れへ、チェレシアが走っていく。鳩は慌あわてて逃げ、飛び立っていく。道路で女は笑っていた。


    　俺は木製の階段を下り、チェレシアの横に立つ。


    「それ、楽しいの？」


    「楽しい」チェレシアは走ったばかりで乱れた息を整える。「だって鳩って平和の使者のくせに病原菌を撒き散らすところが、なんとなく好き。そいつらを追い散らすと爽そう快かい」


    「悪役の思考だな」


    「私は、あなたの流されやすさにつけこんだ悪女だからね」


    　俺の隣でチェレシアが笑う。夜ではなく、陽光の下で見るチェレシアも綺麗だった。夜に見せた大人の色香が、昼間では少女のような無邪気さとなっていた。


    　昨日の朝の慌ただしさの埋めあわせとして、強引にチェレシアに昼の仕事を休ませ、連れだした甲か斐いがあるというものだ。社会人としては良くないだろうが、人間にはたまにそういう時間が必要だ。どちらかというと、俺のための時間ではあったが、チェレシアがつきあってくれた。


    　鳩騙し遊びを終えたチェレシアと俺は、仲良く並んで公園を歩く。海に近いため、大河の上を吹く浜風がチェレシアの黒い髪を乱れさせる。


    「というか公園でいいのか？　別のデートがあると思うが」俺は定番の順序を考える。「地下迷宮の見物と地下闘技場。川を移動する央おう華か風ふう料理の屋台。一応はおもしろデートができるくらいには知っているが、普通にディズレリア遊園地に行く案もあるよ？」


    　俺はエリダナの南部へ視線を向ける。遊園地の大観覧車や灰姫城が見えるかと思ったが、さすがに見えない。今だけは高層ビルの群れが邪魔だ。


    「それは次の機会。ディズレリア遊園地なんて平日も混んでいるだろうし」


    　チェレシアが俺に腕を絡からめてくる。普通の男女だ。


    「だから今だけは学生みたいなデートがしたい」


    　普通の男女として、腕をつないで歩く。俺も態度でチェレシアの言葉に同意していた。エリダナの惨劇と咒じゆ式しき士しとしての仕事を忘れるためだけにここに来たわけでもない。


    　弱い男と弱い女が馴なれあった体の関係だけでは続かない。チェレシアを普通の女として好きになり、愛して、大事にしていきたかったのだ。


    　進んでいくと、川辺の遊歩道に屋台があった。昼食代わりに焼いた鶏肉とレタスをパンに挟んだ西方の料理を買う。


    　二人で歩きつつ食べる。ソースが零こぼれて、足下にかからないように避ける。チェレシアに子供みたいと笑われる。俺も笑う。自然に笑えていた。


    　公園の通路を子供と両親が手をつないで歩いていく。学校に行かなかった学生の男女が、川辺に並んで座っている。昼休みの勤め人たちが、白い長椅子ベンチに座って昼食を取っている。


    　子供たちの歓声。兎うさぎの着ぐるみを着た人間が、青や赤や黄色の十数個の風船を引いて歩いていく。子供たちが追いかけて風船をせがむ。兎の着ぐるみは、ひとつずつ分け与える。


    　兎の着ぐるみの顔は、剝むき出しの人の顔となっていた。左右で表情が違うようにも見え、動くたびに鈴が鳴る。どこかの店かそれこそディズレリア遊園地の宣伝だろう。


    　風船をもらった子供たちが走っていく。赤や青、黄色や緑の風船を引いて、俺とチェレシアの前を走っていく。


    　のどかな光景だった。俺とチェレシアは川辺の板の通路を進む。


    「足下に気をつけて。たまに板と板の隙すき間まで転ぶ人がいる」


    「細か～い」


    　チェレシアの右手が俺の左手により絡からむ。常にチェレシアと歩む先の路面を見ているから、いつでも守れる。


    　歩きつつ、別の感慨が胸にあった。


    　前の恋人との時間と、そして別れた経験からか、俺は前より女に優しくできていた。愛いとしい相手にどう接したらいいのか、昔よりは少しだけ上う手まくできるようになっているのだろう。


    　オリエラル大河に面した長椅子ベンチに、二人で座る。穏やかな時間と沈黙。


    　過去は消えない。降りつもり、今の俺を作ってくれている。人は強く賢くはなれないにしても、優しくはなれるはずだと信じたい。また、なろうとしないなら過去も経験もただ流れる時間にすぎない。そうはしない。


    「前の恋人さんのことでも考えていたの？」


    　チェレシアが問うた。鋭い。


    「前に鉢合わせしたけど、凄すごい美人さんで、大恋愛っぽかったし」


    　俺は返事ができない。


    「どういう始まりで、どういう終わりだったのか、気になって」そこでチェレシアの表情が反転する。「ごめん、詮せん索さくしすぎて」


    　チェレシアの顔が曇る。俺は手を伸ばして、チェレシアの頭を撫なでる。


    「いいよ、過去のことだ」


    　柔らかな黒髪から手を戻す。


    「そうだな。始まりは咒じゆ式しき士しの仕事だった」俺は自然に過去形で話せていた。「緑の宝石の盗難から始まる事件で、その途中で彼女に出会った」


    　チェレシアは真ま面じ目めな顔で俺を見ていた。


    「最初は喧けん嘩かばかりしていたが、いつの間にか好きになっていた。好きだと気づいたら、俺から追いかけて告白した。もちろん最初は拒否された」


    「最初は振られたの？」


    「そういうこと」唇くちびるには苦笑。「でも何度か言っているうちになんとかなるのが、男女の不思議なところだな」


    「私もあなたに対してそんな感じだったね」


    　チェレシアが手を絡からめてくる。夜の蝶ちようは、日射しのなかでは別の美しさだった。


    「俺も女性のほうから言いよられるのは珍しい経験だったよ」


    「泣きそうな子供みたいなあなたを見ているとね、お姉さんとしては愛情が湧わくの」


    　チェレシアは謎なぞめいた微ほほ笑えみを見せる。俺は頭の上に片手を置いて猫耳を作る。


    「そりゃどうも。捨てられた子猫が拾われたようなものか」


    「ガユスは子猫ほどかわいくないけどね」


    　チェレシアが微笑み、俺の手の猫耳が倒れた。両者が交わすのは、なんとも平凡な会話だ。人も死ななければ、裏の意味を探りあうこともない。心が安らぐ会話だった。俺は彼女ともそういう会話をしていた。チェレシアの黒い瞳が前を見ていた。


    「どういう人だった？」


    　視線の先にはオリエラル大河の川かわ面も。陽光を受けて、黄金の鱗うろこの竜のようにも見えた。


    「どう、といわれても」俺はチェレシアを見る。手で引きよせる。チェレシアの額ひたいに口づけをする。「いい女性だったよ」


    　俺の胸に痛み以前の疼うずき。チェレシアは俺の腕から離れる。


    「で？」


    　現恋人である余裕が彼女に笑みを浮かべさせた。俺はチェレシアが嫉しつ妬としないように、慎重に話している。


    「そうだな。嫉妬心が強くて、うるさくて、潔けつ癖ぺき症で正義を振りかざし、今思えば凄すごく変な女だった」


    「好きだった、女性でしょう？」


    「ああ」俺は弱く笑う。「そういうところすべてが、愛すべきところだった」


    　自分でも驚くほど穏やかに話せる。チェレシアも目で肯定する。


    　嫌いなところがないものを好むなら、それは商品への審査基準だ。どれほど欠点があろうと、欠点さえも愛すべき点になるのが俺の愛情だった。


    　チェレシアの顔には真ま面じ目めさが戻る。


    「前の彼女さんのことを、凄く好きだったんだね」


    「俺にはもったいないほどの女で、好きで愛していた」


    　静かな心で俺は言えた。今思っても、心から彼女を愛していた。


    　ただ意識して彼女の名前は出さないようにしていた。チェレシアの嫉妬に余計な具体名を与えてしまうことは避けたい。チェレシアも意識的に避けていた。俺は彼女の名前をどう呼べばいいのか。名前か愛称か。分からないから、内心であってもただ彼女と示すだけにした。


    　沈黙。二人で公園を歩く。空は青く、海うみ鷗かもめの群れが飛んでいく。


    「愛していたけど別れた。別れるしかなかった」


    　俺から続けた。


    　踏みこみたい領域ではないが、それでも必死に口の間から言葉を絞しぼりだす。


    「前の前の恋人は、同僚の咒じゆ式しき士しだった。気高さと正義感を持ついい女だったが、それゆえに俺を許せずに去った」


    　胸が痛む。


    「その女が前の恋人に俺のことを話した。ずっと隠していたことを。俺の最初の大きな心の傷を。俺がした酷ひどいことを」


    　もはやこれは告こつ解かいだった。チェレシアを通して、俺は誰かに告げなければならなかった。


    「広がっていく亀裂の上に、一人の男と一人の少女が現れた。彼は誇り高き愛で、彼女は幼い愛で、俺たちの間に入ろうとしてしまった。そしてその二人を死なせることになった」


    　チェレシアは黙っていた。


    「努力はした。隠せるかぎりは隠し、世界中の誰よりも大事にした。だけどもう俺と彼女の気持ちは、二人ではどうしようもない地点まで行っていた」


    　椅い子すに座ったまま、俺の言葉だけが続く。チェレシアは黙っていてくれた。


    「二人は気づいたんだよ」


    　自分で発する言葉が苦しい。


    「彼女は苦しそうだった。心が砕ける寸前だった。俺も苦しかった。でも、いっしょにいればさらに苦しむことも分かっていた。すでに気づいていても二人は強引に押しこめて、亀裂を埋める演技をしていた。それでも限界は来る。双方が双方を砕く前に、別れるしかなかった」


    　自分自身を切り刻む言葉だった。それでもいつかしなくてはならない儀式だ。どちらかが悪いなどということはない。冷静に測るなら、自責の念を割り引いても俺のほうに罪がある。


    「後悔はあるよ」


    　握られた俺の指は、自らの掌てのひらに爪を立てる。


    「もっと早く俺の口から過去を、罪を言うべきだった。もっと優しくしてあげるべきだった。全力で愛するべきだった」


    　俺の目は遠いエリダナを眺める。抑えて言ったつもりが、少し語尾が震ふるえていた。俺の言葉は穏やかに思い出を語る段階を過ぎていた。


    　二人の間には沈黙。なにも言わずに歩いているうちに、俺は再び感情を抑制できてきた。


    「過去の話だ。他人が聞いておもしろい話でもない」


    「大変だった、んだね」


    　横に並ぶチェレシアは優しい顔で言った。


    「たぶん、互いに本当に好きで愛しあっていた。だから自分を砕いてまで相手に与えてしまっていたんだと思う。互いに相手を苦しめることを一番恐れていて、だから引くしかなかった」


    　女の手が自らの胸に押し当てられる。


    「私もそういうことがあったから、今でもそうだから、少しだけ分かるような気もする」


    　チェレシアが俺を見た。


    「ガユスが苦しむくらいなら、自分から去る。相手の幸せこそが、勝手だけど自分の幸せだから。相手が自分のことで苦しんで心が砕けるくらいなら、自分が苦しみ砕けたほうがいいと思ってしまう」


    　そこでチェレシアの表情が反転した。俺をまた見上げる。


    「ごめんね、前の人とガユスの内心を勝手に想像して」


    「いや」俺は小さく首を振る。「俺は上う手まく言葉にできないが、そういうことなんだろう」


    　言葉にすれば平凡だ。平凡な終わりだった。どれだけ凄せい惨さんな死や事件があろうと、過ぎ去ったあと、他人から見ればありふれた男女の別れにしか見えない。


    「また彼女と出会ったら？」


    「もう出会ったよ」


    「だから、もう一度」


    「答えは決まっている」考えるまでもなく返答できる。「会わない」


    「どうして？」


    「今の俺にはなにも言えないし、できることもない」


    「なにも言えないし、できないの？」


    「それだけ前の恋人のことを聞いてくるのは嫉しつ妬と？」


    「もちろん」


    　少し冷たい俺の返答に、チェレシアが意地悪く笑う。俺を見上げる黒い目には真剣さ。戦いに向かう戦士の瞳になっていた。


    「今はまだ前の恋人さんに勝てない」


    　チェレシアの手が伸びて、指先が俺の胸に触れる。


    「ガユスのここには前の恋人さんがいる。私よりも多く、強くいる」


    　チェレシアの言葉に心臓が跳ねる。図星だ。これほどまでに語るということは、まだ前の恋人のことが多く心を占めている。


    　こと恋愛において、俺は女に誤ご魔ま化かしを通用させたことがない。チェレシアの右手が翻ひるがえって、俺の左手を摑つかむ。


    「だけど、いつかは私があなたの胸に住む。私しかいないようにさせる。そうなるように、前の人を知りたかったの」


    「なるほど、傾向と対策か。試験みたいだな」


    「私は受験者。あなたというめんどくさい人に好かれるという、難しい試験をね」


    　チェレシアが笑っていた。不意に俺の顔を覗のぞきこむ。


    「そう、いつかでいいから」


    　チェレシアが口ごもる。目は俺を見上げていた。それでも続けた。


    「また私とどこかへ行こう」


    「あ」


    　俺は気づく。


    「そうだな」


    　たぶん、俺の顔は優しい笑みを浮かべていると思う。チェレシアの人生に踏みこまねばならない。踏みこみすぎて死んだ少女と、失った愛があっても、それでもなお俺は再び踏みこまねばならない。いつまでも怯おびえた子供ではいられないのだ。怯えたせいで失ってきたものが多すぎた。俺は成長できずとも、変わりたい。愛したい。


    「また行こう。必ず行こう」


    「ありがとう」


    　チェレシアは恥ずかしそうに笑った。女の笑顔に重なる、前の女の笑顔を振りはらった。今、俺が愛しているのはチェレシアだ。愛さなくてはならない。


    「では帰りましょう」チェレシアが長椅子ベンチから立ち上がる。「仕事に行かないと」


    「行くのか？」


    「ええ。やっぱり今は仕事をがんばらないとね。病欠とは言っておいたから、治ったとでも言えばいいし」


    「真ま面じ目めだな」


    　俺も長椅子ベンチから立ち上がる。


    「お仕事は大事」


    　チェレシアは頼りになる女だった。俺とチェレシアは連れだって公園を歩く。ジヴーニャのことを話して平気だと思ったが、今になって胸が痛みはじめた。


    　チェレシアに気づかれないように、平気な顔で歩く。


    　いつかこの痛みは治まるのだろうか。


    



    



    　窓から射しこむ陽光が、環境浄化植物や飴あめ色いろの家具を淡く滲にじませていた。


    　ジヴーニャ・ロレッツォは自宅の居間、応接椅い子すに座っていた。


    　女の前にある机の上には樹脂製の部品が並んでいる。手に握った工作用の鋏はさみが部品を切り、本体に接着。継ぎ目を細い金かね鑢やすりで研とぐ。緑の目が満足そうな色となり、模型を机の上に置く。


    　第一次大陸大戦時の、龍りゆう皇おう国こくが使ったゼーデⅡ型咒じゆ化か戦車の模型だった。素組みの段階で塗装はされていないが、良い出来だった。ジヴーニャ自身は戦争や戦車に興味はない。父親の趣味を受け継ぎ、精神集中の作業としてこなしているうちに、密かな趣味となっていた。最近の激動の日々で乱れる精神を落ちつかせるために、有給を取って模型工作をしていたのだ。


    　机にあったガラス杯を手に取る。透明の酒を喉のどに流しこみつつ、素組みの模型の出来を確認していく。満足しつつ、杯はいを下ろす。


    　まだ残る夏の暑さと初秋が混じる季節にも美味な、ダイクン酒の杯だった。蒸留酒二種を混ぜて、檸れ檬もんと氷を加える。上う手まく作れば、少々アルコール度数は高いが喉ごしのいい酒となる。


    　ダイクン酒の杯を置いた目線の先には、背景音楽代わりの立体映像があった。


    　映画の再放送が終わり、報道番組となっていた。


    　報道官が告げるのは、エリダナで頻ひん発ぱつする黒社会の支部への襲撃。そして前後に行おこなわれる連続殺人の続報。


    　かつてその世界に足を踏み入れた人間と関わったため、ジヴーニャ自身も触れてしまった世界だった。


    　思わず目線を逸そらす。手を振って、立体映像を消す。


    「関係ない」


    　誰がいるわけでもないのに、わざわざ言葉に出して女は確認した。断絶の宣言をしなければならなかった。もう一度酒杯に口をつけ、飲み干す。アルコールが喉のどから胃を焼く。ダイクン酒を飲む習慣からの連想を追いはらうため、杯を机の端に置く。


    　報道の時刻ということは、すでに部屋に緩ゆるい夕陽の茜あかね色いろが広がっていた。時刻は夕方だった。立体映像の上を見る。壁時計の電子表示。


    「うわ、あと一時間しかない」


    　知人と観にいく劇の時間が迫っていた。机の上の模型を紙の箱に収め、鋏はさみや鑢やすりといった工作用具を工具箱に戻していく。樹脂の屑くずを払って、立ちあがる。縛っていた髪を解といて、ジヴーニャは部屋を横断していく。


    　寝室に入り、備え付けの衣装扉を両手で開ける。若い女性らしいシャツや上着が並んでいた。足下には靴の箱。頭上の棚には帽子の箱が連なっている。吊り下げられて並んだ上着を女の手が探っていく。今日の夜という背景と、女友達との食事にふさわしい服を探していく。


    「あったあった」


    　目当ての上着をジヴーニャの指先が見つける。上着を引きだすべき手が止まる。目当ての上着の隣には、男物の白いシャツが下がっていた。


    　女の指が迷うように、それでも前へ進む。白いシャツに触れた指が感電したように後退する。迷う指は再び前へと進む。シャツを摑つかみ、緩かん慢まんな動作で外へと引きだしていく。


    　白いシャツは、かつての恋人のシャツだった。荷物はすべて送ったはずなのに、一着だけ返し忘れたのだ。


    　ジヴーニャの手はシャツを握り、胸に押しつけた。同時に湧わきあがる感情。堪こらえるようにシャツを抱きしめる。鼻先を襟えり元もとに埋うずめると、洗濯したはずなのにかつての恋人のかすかな匂いがするような気がする。


    　脳裏に蘇よみがえるのは、恋人との甘い日々。


    　人としての深い愛情と、垣間見える酷薄さ。女性への敬意と慈いつくしみと、侮ぶ蔑べつと憎悪。いつもおちょくってくる意地悪さ、同時に辛つらいときに背後から抱きしめてくれる優しさ。女心の綾あやを理解する繊せん細さいさと同時に、女を理解したようで理解していない鈍感さ。愛情と技巧を凝らした料理。好みの細く長い指と舌が紡つむぐ官能。激しい腰の動き。風邪のときにずっと横で看病する献身。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの世界の暴力性。そして弱さと、弱いながらの小さな勇気と優しさ。


    　愛すべき点と憎むべき点を秤はかりに載せるなどできない。


    　それでも愛が勝った。


    　胸の奥から込みあげる激情。別れは必然であったが、愛は簡単に消えない。


    「ガユス」


    　ジヴーニャの喉のどから出るのは嗚お咽えつ。初めて失った愛の名前を口にしてしまった。口にするだけで、涙るい腺せんが熱くなる。溢あふれそうになるものを、全力で抑えた。上を向いて耐える。


    　堪こらえたつもりが、両の瞳が決壊。表面張力の限界を超えて涙が零こぼれる。熱い滴したたりは頰ほおから顎あご、顎から胸元へと流れていく。堪える歯の間からは、理性に逆らい吠ほえるような嘆きの声が絞しぼりだされる。


    「噓うそつき！　ガユスもウォルロットも噓つき！　私を泣かせないって言ったのに！」


    　失った愛が、ジヴーニャの心を引き裂いていた。


    「それでも」


    　赤い唇くちびるを歯で嚙かみしめる。激発する感情を決壊直前で抑える姿だった。


    「それでも、私はガユスを」


    　声には相反する感情が込められていた。


    「殺人者を、アナピヤを死なせ、実の妹を死なせた人を許せない。許せるわけがない」


    　鼻声の叫びが、部屋に放たれた。ジヴーニャの正義感が、自分を縛り、愛を破壊させた。人としての美徳であるがゆえの鎖くさりが解かれることもない。


    　だからこそ、彼女は苦しみ、のたうっていた。


    　涙は頰まで流れ、止まることがない。


    



    



    　車に向かって公園の脇にある歩道を歩く。緑の梢こずえが歩道に斑まだら模様の影を落としている。


    　斑模様の日陰をガユスと連れだって歩く私は、相手の内心が分かっていた。先ほどの公園では平気な演技をしていたが、今のガユスは少し苦しそうだった。たぶん前の恋人さんの話をしても最初は平気だったけど、あとから痛みを感じはじめているのだ。


    　気づかない演技をしてあげることが大事だと思い、楽しそうに見えるように歩く。


    　前の女性と別れた傷は塞ふさがっていない。心もまだ何割かは前の恋人に残っているはずだ。


    　それでも私の唇くちびるには、微ほほ笑えみが浮かぶ。


    　気づいていた。ガユスは必ず歩道でも車道側を歩く。女性と歩くときは常にそうしていた。自分と歩くときも例外はない。単純に女性を大事にする、というお題目を律儀に守っているのだろう。


    　客でこんなことをする人間はいない。恋愛や普通の人間関係にだけ存在する、当たり前の優しさが嬉うれしい。


    　その優しさを向けてもらえる対象が自分であることが嬉しい。ガユスの目が、公園の緑の側を行く私を見ている。


    　ガユスの足が止まった。私も足を止める。


    「チェレシア、ちょっといいかな」


    「なに？」


    　ガユスの青い目が私を見る。瞳には少しの迷いの色があった。ガユスは咒じゆ式しき士しとしては平均だけど、私からすれば背が高いので、少し見下ろされる形になる。悪い気はしない。青い眼まな差ざしはまだ私を見つめている。


    　先ほど前の恋人のことを考えていたことが分かるので、少し不安になる。なにを言われるのだろう。別れ話だったら嫌だな。怖いな。好きな人に拒絶されたら悲しすぎる。泣くと思う。


    　不自然に無言なガユスの青い目は、正確には私の顔の横を見ている。


    「動かないでくれ」


    　言葉とは逆に、恋人の真剣な視線を追って自分の右肩を見る。緑と黄色の斑まだら。八本の脚。蜘く蛛もが止まっている。小さな複眼は無表情。


    　私の唇くちびるは「うっ」と小さな呻うめき声を出す。公園に張り出した木の枝から、蜘蛛が肩に落ちてきたのだろう。


    「待っていろ」


    　ガユスは手を伸ばして、私の肩にいる蜘蛛を摑つかむ。払わずに摑み、歩道の脇、公園の茂みに優しく投げる。


    「これでいい」


    　ガユスは先に進む。私も横に続く。蜘蛛に触った右手を振っていることから、嫌悪感が少しあるのだろう。


    「もしかして蜘蛛は苦手？」


    「平気だが、前にこの公園の近くで蜘蛛の〈大禍つ式アイオーン〉に酷ひどい目に遭ったことが、どうしても思い出されてしまう」


    　ガユスは笑う。


    「同時期に蛇へびの化身に、さらに蛇の咒式にと何度も酷ひどい目に遭っている。が、害のない普通の虫や蛇には関係のないことだから、殺すまでもない」


    　同時に本人の信条と心の自己確認にも見えた。必要のために犯罪者や〈異い貌ぼうのものども〉を倒して命を奪うが、必要のない殺生はしないという、神経質なまでの表明をしているのだろう。


    　今エリダナを騒がせるザッハドの使徒という、人による人の連続大量殺人事件もあり、自分とは違うと行為で示しているようだった。


    　そうでないと、この青年は正気を保てないと自覚している。咒式士と普通の人間である切り替えを、意識的に行おこなっている。


    　ガユスは前に進む。


    「虫、といっても蜘蛛は節足動物だが、苦手だったら、また言え。いくらでも払うから」


    「うん」


    　私はガユスの歩みに並ぶ。実は虫や蜘蛛、蛇は苦手でもなんでもない。小さいときは田舎で山野を走り、虫採りをしていたのだ。


    　でも、ガユスがそのたびに気遣ってくれるなら、苦手でないことは黙っていようと思う。


    　左手を伸ばして、歩くガユスの右手を握る。ガユスが驚いたような顔をするが、すぐに隠して平然とした顔で握り返してきた。手をつないで二人は歩道を歩む。


    　幸せな時間。あまりに幸せすぎて、私の胸が痛む。


    　幸せを失うことが怖い。


    　私はあくまで隙すき間まに滑りこんだ女でしかない。アレシエルにクエロ、アナピヤといった深い傷を埋めることはできない。前の恋人さんの代わりにはなれない。でもこの立場を手放したくない。愛している。心から愛している。


    　だからこそ胸が痛む。


    　偉大なるなにか、世界の法則に祈る。


    　私は信じてもいないなにかに祈る。


    　祈りとは全宇宙の物理法則をねじ曲げてまで個人の願いを望む、理不尽さだ。


    　それでも。


    　それでも車がある場所をもう少しだけ遠くに置いてください。少しでもこの二人で歩く時間が長く続いてほしいのです。二人で手をつないで歩む、この時間が欲しいのです。


    　そして私の力だけで及ばないとき、この人を、どうか幸せにしてあげてください。


    　どうか、偉大なるものよ。


    　信じてもいないものに、私は祈る。心から祈る。


    



    



    　車の前で立ち止まるチェレシアは胸の前で手を組みあわせていた。なにかに祈るような様子だった。今まで信仰心があるようには思えなかったから、奇妙に思えた。


    「なにかの信仰を持っていたのか？」


    「なにも信仰していないよ」


    　チェレシアが車に乗りこむ。


    「なにかを祈っていたわけ？」俺も車に乗りこみ、起動させる。「俺が事故をしないように？」


    「そ」


    　チェレシアが助手席で微ほほ笑えむ。


    「信仰なきものが、それでも祈ることが効きそうじゃない？」


    「大丈夫、女性を乗せているときは安全運転だ」


    「分かっている」


    　チェレシアの微笑みが深くなる。よく分からないが、女の笑顔があるならそれでいいだろう。


    　俺は車を発車させる。


    　また血ち塗まみれの仕事が俺を待っている。途中でチェレシアを出勤先に届け、事務所に出ることにした。ギギナというめんどくさい相棒と、エリダナの事件に向かうことになるだろう。


    



    



    　エリダナの街をヴァンが進む。運転席の俺は操縦環ハンドルを握り、車を走らせる。


    　助手席にはまたも巨大な生けるゴミ、別名ギギナが座る。


    「事務所についた早々にハーライルの呼びだしか。我らはまさに使いっ走りだな」


    「どうせ事件の進展はないかと聞かれるだけだろう。電話で言えばいいものを」


    　助手席のギギナは屠と竜りゆう刀とうの刀身を抱え、手元で膝ひざに置いた機関部に大口径咒じゆ弾だんをこめていた。ギギナの横顔の先、車窓からはエリダナの街が見える。


    　チェレシアの代わりにギギナを乗せたと考えると、価値が釣りあわない。ハーライルの呼びだしも不愉快だった。


    　車内では報道番組が流れていた。画面は報道員の渋い顔。三日前のアンヘリオの報道がまだ続いている。失った左手と火傷やけどが治ったのかは知らないが、これだけ顔が出ていてまだ見つからない。ついでにツェベルン龍りゆう皇おう国こくの軍部が造る新兵器に、大陸会議が二度目の警告。


    「エリダナの報道は不幸大会でもやっているのか」


    「惨劇に悲嘆に暮れるエリダナに明るい事件です」


    　俺の言葉に反抗するかのように、報道官が告げた。俺は疑いの目で立体光学映像の報道を眺める。


    「ここはエリダナ孤児院です」画面のなかでは、中年の報道官が笑顔で言葉を続ける。「この孤児院の他に、母子家庭支援団体や乳幼児疾病研究所へ、合計九億七四三五万イェンの寄付が行おこなわれました」


    　俺は軽口を叩たたく。


    「恵まれない子に匹敵するくらい俺は恵まれていない。恵まれないガユスにも寄付すべきだ」


    「私が刃やいばを寄付してやるが？」


    　ギギナの白い手が、大口径咒弾を装そう塡てんされた回転弾倉を回す。機関部に戻して、固定。なにかが不満だったらしく、また回転弾倉を眺める。左手で螺ね子じ回まわしを握り、調整に入る。


    　立体光学映像の報道官は、手を背後の会見会場へ向ける。


    「噂うわさの百ゆ合りの紳士の寄付でしたが、実はその当人が報道陣の前に姿を現すそうです」


    　会場に並ぶ粗末な椅い子すの列に、報道陣が詰めかけていた。音声や映像記録装置を持つ、背広にシャツの男女報道員が一斉に見守っている。画面の端はしには赤毛と巨乳。鼻を横断する雀そば斑かす。


    　アーゼルがいた。あの女記者はどこにでもいる。


    　会場の扉が開き、孤児院の責任者であろう老いた修道女が出てくる。続く女の姿に、俺の目が吸い寄せられる。


    　壇上に立つのは、それほどの美女だった。清せい楚そな白い背広に白いスカート。高い踵かかとの靴のせいもあるが、背の高い女だった。黄金色の長い髪に、緑の宝玉の目。滑らかな頰ほおの間にある天使の鼻び梁りよう、そして薔ば薇らの唇くちびる。


    　美しい女に報道陣がざわめく。警笛。見み惚とれていた俺の車に後続の車が苛いらついたらしい。俺は操縦環ハンドルを回して車線を替え、車を進ませる。目は再び立体光学映像の美女に向けられる。


    「私が百合の紳士の正体です」


    　映像の美女からは鈴が鳴るような声。報道陣の間に、再び波のようなざわめきが起こる。最前列の男が立とうした頭を肩で押さえ、アーゼルが立つ。前に突きだされたのは左手と録音機。


    「百ゆ合りの紳士は、本当は百合の淑しゆく女じよだったということでしょうか？」


    　美女が微ほほ笑えむ。老いた修道女は横でうなずいている。


    「文面が男性的だったから紳士とされていましたが、実際には私が寄付をした存在です。人々の誤解を解くために姿を現したと思ってください」


    　報道陣の間に再び驚きの波が広がる。そして録音機の群れが前に掲げられる。


    「お名前は？　経歴は？」「その莫大な寄付金はどこから出ているのでしょうか？」「孤児院や交通遺児基金、乳幼児疾病研究所や芸術関係だけに寄付する理由はなんでしょうか？」「エリダナに来た目的は？」「現在はエリダナのどこに滞在しているのでしょうか？」「なぜ特定の、子供や学術関係にだけ寄付をされるのでしょうか？」


    　嵐のような問いが報道陣から投げられる。女はすべてを受けとめる。


    「私の名は、そうですね。仮にディエーモとしておきましょう。経歴は申せませんが、私が個人的に持っている資産と人々の寄付から、この活動を行おこなっております」


    　ディエーモの答えに、最前列に陣取ったアーゼルが問いを重ねる。


    「慈善団体からの寄付ということですか？」


    「私とあと一人がいるだけですから、団体と名乗るには値しないでしょう」


    「もう一人とは？」


    「とある有名人ですが、私とその人間が名前を出さないのは、寄付を強要されては困るからだとお考えください」


    　そこで壇上のディエーモが微笑んでみせる。有名人の匿名の寄付という美談は、報道陣も望んでいた。


    「同じ理由で滞在先も言えません。所在を隠すために、関係者の用意した家と小さな部屋を移動しております」


    　美女の謎なぞめいた言い方に、報道陣も喜ぶ。大衆は謎を喜ぶと彼らも知っているのだろう。


    　ディエーモへとアーゼルはさらに前に録音機を突きだす。


    「百合の淑女こと、ディエーモさんに問います」


    　アーゼルの声が挑戦となって向けられる。


    「他の社会的弱者のための寄付、たとえば女性への各種援助、犯罪者の更生や老人や病人の医療費などに興味はないのでしょうか？」


    「あくまで私ともう一人の合同で寄付先を決めておりますが、性別の違いや、弱者や病人であろうと、成人や老人には興味がありません。可能性に寄付をするだけです」


    　冷然とディエーモは言いきる。


    　報道陣が顔を見合わせる。全員を代表するかのように、アーゼルも問いを重ねる。


    「可能性、というと？」


    「可能性が終わり、すでに結果が出たものに、有限の資源を再び配分しても無意味です」


    　穏やかな声の毒の言葉に報道陣が止まる。


    「退屈な結果が出た成人はすでに可能性が消失しました。なにも生みださず、なにもできずに終わった、可能性の残ざん骸がいです」ディエーモは微笑とともに断言する。「ならば、新しい価値を生産する可能性があるもの、新世代や新技術や新芸術にのみ私は寄付をします」


    　席に座る報道陣が顔を見合わせる。個人の価値観だが、独善的なディエーモの論理だった。


    　同時に奇妙な価値観だからこそ、これほどの高額寄付を行おこなえるのかもしれないと思っている顔だった。


    「それはあまりに、偏かたよりすぎていませんか？」


    　アーゼルの問いが特攻していく。


    「このなかに、わざわざ外れたあとの馬券を買う人はおられますか？」


    　壇上のディエーモは静かに返した。氷のような言葉に会場の報道陣が静まる。自分たちのことを外れ馬券だと指摘されたかのような男女の顔が並ぶ。


    「可能性を可能性のままにして終わったのならば、なにも生みださないのならば、その存在は必要ありません。社会の維持に最低限いればいい、単なる消費単位です」


    　ディエーモは続ける。


    「あなたがたもすでに可能性を終えたと自覚できるのなら、資源を可能性に配ってはいかがでしょうか？」


    「可能性を終えたものはさっさと死んで遺産を渡せ、ということですか？」


    「人類の歴史はそもそも継承と連鎖であり、私は早めているだけです」


    　会場には理解できないといった空気が流れる。莫大な寄付をする聖女の美談にしたかった報道陣は、当てが外れて反応に困っている。寄付の善行をしているが、独善的で歪ゆがんだ発想だった。


    「それで、エリダナへはどういう目的で？　寄付ついでに勝手な主張をするために？」


    　アーゼルが食い下がる。


    「可能性の選別に対する配分の適正化と、その思想を広めるためです」


    　美女の微ほほ笑えみで、会場に再び沈黙が広がる。


    　中継を受けた報道局に切り替わり、報道官が「寄付は良いことですね」とまとめて次の事件に画面を変えた。


    　俺は車を進める。助手席のギギナの手は機関部をまた回していた。今度は気に入ったようで、機関部を腰に戻す。


    「エリダナにまた変人が来たな。連続大量殺人に寄付と、行為は正反対だが、頭の螺ね子じの緩ゆるみ具合は同じくらいだ」


    　助手席で腕を組むギギナの横顔には笑み。


    「アンヘリオにディエーモと、次は誰が来る？」


    「もう来なくていい。ギギナにパンハイマにツザンに咒じゆ式しき士したちと、エリダナはすでに異常者と変人が満杯で間にあっている」


    　車を右折させつつ、俺は吐きすてる。前方には警察署の素っ気ないビルの裏手が見える。


    　警察署の裏の駐車場に車を停とめる。俺が降りて、ギギナも続く。表玄関のほうには、また騒ぎ。アンヘリオの応援団と弁護団がまだ騒いでいるらしい。


    　裏口から入って、二階の廊下を通り、自動昇降機エレベーターに乗る。


    　俺とギギナは捜査本部に顔を出す。捜査員の怒号が飛び交う捜査本部の奥で、ハーライルは電話を受けていた。


    「分かっている。長い間留守にしているが、この任務が片付けば帰る。今度こそは本当だ。信じてくれ」


    　特別捜査官のいつもは厳しい横顔に、柔らかさが宿っていた。


    「カライルは元気か？　もう寝たのか。そうか、そうだな。私が送った人形が届いたなら、それは良かった。愛していると伝えてくれ」ハーライルの手は書類に署名していく。「薬？　ああ、あれはいつも飲んでいる。むしろおまえのほうこそ風か邪ぜ声だ。早く寝ろ。ああ、カライルのためにもな」


    　ハーライルが電話を置く。特別捜査官の目が俺を見据える。冷静な特別捜査官の仮面を作ろうとして、止やめた。妻と子供のための夫と父親の顔を俺たちに見せて、なお冷たい態度を取るのも間抜けすぎたのだろう。


    「もういいのか？」


    　俺は問うておく。


    「ああ」とハーライルが不愛想の演技で私生活を断ち切る。


    　捜査本部を見回し、赤い姿がないことに安あん堵どする。


    「パンハイマはいないようだな」


    「君たちとあのご婦人が会えば、前の会議のように、不和と不信を増すだけだからな」


    　ハーライルが懐ふところから瓶びんを出す。赤い蓋ふたを開けて、白い錠剤を四錠ほど掌てのひらに載せる。一気に口に含み、齧かじる。不ま味ずさを堪こらえている表情だった。


    「それは？」


    　時間を埋めるように問うてみた。ハーライルは薬を嚙かむ。


    「妻が作ったお手製の薬だそうだ。最近、薬にうるさくなって、カルシウムにビタミンＢ群が疲労回復にいいとは言っているが」ハーライルが錠剤を嚙み砕き、飲みこむ。「あまり効いているとは思えない。それでも妻が送ってくるものだから飲むだけだ」


    　ハーライルは愛妻家であるようだ。視線を横に振ると、机の上には写真立てがあった。ハーライルと優しい笑顔の妻らしき女性が寄りそっている。二人が抱きかかえているのは、ハーライルに似た目と髪の男の子だった。幸せそうな家族写真だった。


    　勤め人が家族の写真を職場に飾るのは、家族愛からではない。家族を作って愛するくらいには社会に属しているという表明らしい。異常な犯罪者と相対するための精神の綱引きの要素もあるだろうが、それでもハーライルは家族を愛して、職場に写真を飾っていたのだ。


    「進展はあったのか？」


    　俺は手近にあった椅い子すを手で引きよせ、腰を下ろす。椅子が軋きしむ。


    「残念ながら、こちらが聞きたいことだ。今のところ報道されている以上にはなにもない。アンヘリオは現れ、殺し、去る。居場所はまだ摑つかめない」


    　ハーライルが返す。捜査官は書類をまとめ、目頭を指で揉もむ。疲労が溜たまっているのだろう。


    「天下の特別捜査官様が、頼りない返事だな」


    「特別捜査官といっても、実は捜査力があるわけでもない。映画のように華麗に人物像を推測して犯人を絞しぼりこみ、魔ま杖じよう剣けん片手に犯人の隠れ家に勇敢に突入して逮捕、とはいかない」


    　ハーライルが椅い子すを軋きしませる。視線は壁の地図に向けられていた。


    「さらに皇国と同盟の二つの国が自治権を容認する、エリダナという特殊な土地の事情もある」


    　壁には、エリダナ市を示す市街図が広がっていた。エリダナではアンヘリオ以外の殺人事件の情報が増えていた。皇国系住民が多くいる西岸から同盟系住民が多い東岸に渡り、犯罪を示す光点が散らばっている。おそらくほぼすべてがアンヘリオとは関係ないが、市民の不安からの報告でも一々確認しているのだろう。


    「皇国の特別捜査官が同盟側の意思をまったく無視してエリダナで動くことは即外交問題になる。どこにでも政治と社会状況がついてまわるようだな」


    　俺の確認にハーライルは顎あごを引いて肯こう定ていした。


    「基本的に特別捜査官は捜査の現場を主導できない。現地警察の補助のために、犯人像を推測し、情報を渡すだけだ。犯人逮捕は常に現地の警察の地道な捜査」ハーライルの視線が、壁の地図から俺へ向けられる。「もしくはときに攻こう性せい咒じゆ式しき士しの武力を借りて行おこなわれる」


    　俺は無言で肯定の意を表明するに留とどめる。犯罪の最前線は、いつの時代も警官や警察士の担当だ。俺たち攻性咒式士は賞金首を追う単なる武力、頭数合わせにすぎない。


    「今回のような大量及び連続殺人者を捜査するには、警官たちがやってきた犯人像の絞しぼりこみを体系化した行動科学が用いられる」ハーライルが捜査方針を告げていく。「ツェベルン龍りゆう皇おう国こくにおける連続大量殺人のほとんどは、男性が起こす。思春期前期からの性的な妄想が十年から十五年ほど経過して結実し、性的犯罪は被害者と同じ人種の加害者が起こす。そのような経験則の集合が行動科学的な捜査方法だ」


    「俺にしてもその程度の経験則は知っている。行動科学といえば、たしか無秩序型、秩序型、混合型などで犯人を分類していくあれをやっているのか？」


    　確認の言葉に、ハーライルが苦笑する。行動科学の有名な単語だけを並べて理解された気になられても、笑うしかないのだろう。


    「こちらの手の内を説明していこう」ハーライルが教師の顔になる。「古くは精神医学が問診から脳解析学や脳神経学などの客観的診断に変化したように、特別捜査官の捜査手法も変化した」


    　ハーライルが手で机を示す。書類の山、写真の山によって埋めつくされていた。書類には書きこみに付ふ箋せん。膨ぼう大だいな情報量を示していた。


    　ハーライルが手を伸ばす。別の書類を手に取る。


    「まずは情報を集める。犯行現場の物的証拠、証拠の類似性、死体の位置、凶器」さらに別の書類を手に取る。「次に被害者の情報だ。住んでいた場所、年齢に職業、周囲の評判。なにかを恐れていた様子はあったか。健康状態に性格、犯罪歴に家族構成と関係。趣味に社会性。最後に目撃された場所」


    　資料が捲めくられ、俺の前に広げられる。現場の警官や捜査官たちが機械で打った文字に手書きの文字が並ぶ。さらにハーライルの手が資料を積む。資料は俺の確認を待たずに新しい山を作っていく。


    「法医学上の情報も手助けになる。死因、傷、生前や死後に受けた性行為や虐待、検けん屍し報告書の鑑定結果。死亡時刻や死因、使用凶器、負傷し死亡した順序に関する、検屍官の所見や推測も参考になる」


    　膨ぼう大だいな情報の山だった。


    「警察の予備報告書にある、背景情報、警察官による観察、犯行時刻、通報者、現場付近の社会的または経済的な段階。現場付近の犯罪発生率」


    　ハーライルの手が壁を示す。そこには様々な写真が貼られていた。


    「写真も必要だ。上空からの俯ふ瞰かんや現場の写真。被害者の遺体や傷の写真。手に入れられるかぎりの映像が必要とされる」


    　無惨な写真や地形を示す写真を前に、捜査方針が述べられていく。


    「ありとあらゆる、それこそ容疑者の推測情報以外のすべてから判断する。社会階級に学歴、精神疾患の有無。犯人の主要な目的、犠牲者の危険度、犯人側の危険度。犯行の悪化、時間的要素に場所の要素」ハーライルが続けていく。「さらに犯行の評価だ。起こした殺人の類型分類に形態、犯行の再構成、被害者の選別方法と犯行の手順と偽装に動機。犯行現場の類型と、必要な情報はいくらでもある」


    　膨大な情報が集められ、ハーライルの頭ず蓋がいの内部で再構成され、推理されていく。


    「そこで初めて犯人像を考える準備ができる。犯人の出しゆつ自じ、身体的特徴、習慣。犯行前に犯行後の行動。対するにはどういう捜査指針とすればいいか」


    　手が前に伸ばされる。


    「現場の捜査がまた新たな証拠を探しあてる。犯人像の検証。犯行現場、死体遺棄現場との一致。証拠や判断段階との一致。捜査指針と突きあわせて検証する。それら警官や捜査関係者の知恵をまとめたものが、特別捜査官の捜査で、何度も何度も、この一連のことが繰り返される。犯人が逮捕されるまでだ」


    　ハーライルが力強く告げる。特別捜査官の目の端はしには充血した血管。全身には疲労が堆積していた。膨大な資料に目を通し、捜査して確認していくということは、心身を削る作業だ。


    「このような行動科学的な分析の上に、数学的な統計論などを使って、犯人すら理解していない自らの犯罪における法則の割りだし、分析を行おこなう」ハーライルが窓の外、エリダナヘ視線を向ける。「たとえば人種に基づく選別は、無作為抽出に比べても有効性がない。理想的な絞しぼりこみは平方根偏差抽出だ。犯罪者である可能性が平均的な人間より九倍であるものは、絞りこみに引っかかる確率が三倍になる数学的な抽出法を選択している」


    　室内へ視線を戻したハーライルの論が続く。


    「科学捜査も変化し、現場の遺留品からより詳細に犯人を割りだす。職人的な経験を体系的に学問的にまとめていく手法は、あくまで手助けにすぎない」


    　映画や小説のような華麗な推理や意外な逆転もなく、ただ淡々と犯人を追跡していく作業だ。それは俺たち攻こう性せい咒じゆ式しき士しの日常業務も同じだ。


    「今回の事件はどうなんだ？　長年の経験と数学的手法とやらで言えば、アンヘリオを逮捕できそうか？」


    「いつものように逮捕したいと思っている」


    「決意ではなく願望の言葉を翻ほん訳やくすれば、歴戦の捜査官をもってしてもかなり厄介な事態だということか」


    「ガユスよ、君が普段追っている賞金首のなかで、とくに殺人者はどのような理由で、殺人を行おこなった？」


    　ハーライルは俺へ問うてきた。唐突な問いだが、興味深い質問だ。


    「どのようなと言われても、金に恋愛関係に怨えん恨こん、利益に正義や宗教などの信念のためがほとんどだろう」


    「特殊な例としては、警察や我らに殺されるために行おこなう、自殺の裏返しとしての他殺願望のための殺人もあったか」


    　ギギナが事例を足した。だいたいのことは俺とギギナが言った動機で収まる。


    「エリダナを動きまわっている殺人者、使徒は違うと言いたいわけか？」


    　俺に答えるように、ハーライルが重い息を吐く。


    「大量もしくは連続で殺人を起こす快楽殺人者は人類史の[image: ]あけぼの、古代からいた」


    　ハーライルは歴史学の教授のような顔で続けた。


    「古代カガン朝のベジャメル王は、寵ちよう臣しんとたまたま通りがかった妊婦を見て、胎児の性別を当てる賭かけをした。分からないと言った寵臣を嘲あざ笑わらって女の腹を割さいて胎児を確認した。リングシュタットのリーベルグ将軍は、捕ほ虜りよにした五千四百十二人の敵兵の首を庭に敷きつめて、敵国の使者を迎えて震ふるえあがらせた。中世のヘンデリウム王国のミキシウス伯はく爵しやく夫人は、退屈しのぎに領民を邪悪な魔法使いに仕立て上げ、異端審問の断頭台で八十七人を処刑した」


    　特別捜査官は退屈そうに告げた。


    「殺人を好む人間が権力を握る場合に、歴史に残るような大量及び快楽殺人者が生まれた」


    　ハーライルが語ったのは歴史の暗部だった。


    「そのような古代と中世の迷信と魔術的思考から解放された近代だったが、第二次大陸戦争以降の、比較的平和で豊かな現代であっても根絶されることはなかった。むしろ連続大量殺人犯は近代の病ともいえた。どれほど特異に見える犯罪者であっても、古代から人間は大きく変わらない。捜査の場では細かい差異が重要であっても、予想できる範囲にすぎないとも言える」


    「だろうな」


    　人間の犯罪者より〈異い貌ぼうのものども〉の〈長命竜アルター〉や〈大禍つ式アイオーン〉や〈古エきノ巨ル人ム〉たちのほうが、異質な思考をしていた。一方で、人間でもユラヴィカやバモーゾ、ヨシキヨやパンハイマなどの異端が出てくることがある。


    「私がよく捜査対象としている大量及び快楽殺人者は、基本的に孤独だ。各種原因があるが、暴力的傾向があるもの、思春期前期から人間関係に失敗したもの、社会的に困こん窮きゆうしているもの。異常な性的妄想に長く耽たん溺できしていて、実行に移してしまったものがほとんどだ」


    　ハーライルの言葉に、俺は考える。


    「だとすると、アンヘリオに代表される〈ザッハドの使徒〉は奇怪にすぎるな」


    「そのとおりだ」


    　ハーライルの目には陰いん鬱うつさが宿っていた。


    「〈ザッハドの使徒〉どもは、常と違っている。我々が思うような組織的な行動ではないが、一定の規律に従って動いている。指先という自らの手先まで作るものもいる」


    　ハーライルの問いは俺も抱いだいていたものだ。


    「使徒どもを、それなりの犯罪組織と考えられないか？」


    　俺なりの考えを述べてみる。


    「犯罪組織は機能組織だ。目的があって、構成員が共有できる。企業が利益共同体であるように、犯罪組織も利益で結束できる」


    　ハーライルが分析を並べる。


    「先に言ったように、使徒のそれぞれが連続大量殺人者であるかぎり、協力も結束もできない。一連の事態は、無軌道な殺人を行おこないつつも、黒社会の支部や金庫を襲撃して、動機と目的の一貫性がない。片方のためには、片方が足あし枷かせとなる。動機も目的も意味不明だ」


    「異常者は異常者なりに、動機と目的があるのだろうが」


    　続く俺の言葉がない。ギギナも沈黙を守る。一連の事態を見通す論理が出ない。


    　俺はそもそもの疑問に戻る。


    「それで、俺たちを呼んだ理由は？」


    　迷っていたハーライルが口を開く。


    「〈ザッハドの使徒〉のうち、我々特別捜査官と警察は、今までに六人ほど遭遇した。六人すべてが逮捕される前に自殺するか、制圧部隊と戦って死亡した。死体からは身元も帰属も分からないままだった」


    　考えてみれば、俺は使徒のことをほとんど知らない。ハーライルが続ける。


    「かつて一人だけ身元を確認したことがある」


    　俺は身を乗りだす。黙っていたギギナの目にも興味の光が宿る。


    



    



    「アンヘリオ！」


    　男は扉を手で押し開ける。同時に窓から夕暮れがわずかに射しこむ暗い部屋が広がる。男の鼻先をつく鉄と潮の臭い。


    　部屋の奥、窓際でアンヘリオは座っている。窓からの微風に左袖そでが揺れる。男の下には黒い棺ひつぎが横たわる。


    　棺に座すアンヘリオの横手には、鮮血が広がる。


    　壁に手首と足首、脛すねを釘くぎで打ちつけられた男の死体があった。男と背後に続いていた咒じゆ式しき士したちは、部屋の惨状に続ける言葉がない。


    「知っているかね」アンヘリオは平然と続ける。「掌てのひらを釘で打って磔はりつけにすると裂けてしまうのだ。宗教画よりこちらのほうが磔の真相に近い」


    　磔たつ刑けいの男は、両肩近くから斜めに切開され、胸の中央から下へと一直線に切り開かれていた。胃から結腸に小腸が腹部から垂れ下がっている。そして床には、小腸から大腸の端はしが緩ゆるい輪を描いて血の海に浸っている。血やリンパ液の臭気が部屋を満たしている。


    　赤い地獄となった部屋で、アンヘリオは染みひとつない新雪のような純白のシャツを来て、棺に座っていた。


    　アンヘリオが窓際の机に右手を伸ばす。右手は机の上の血ち塗まみれの解かい剖ぼう刀や、肉片がこびりついた金かな鋏ばさみと皿に載った視神経がつながった眼球の間を抜け、指が紅茶の杯はいを握る。


    　死体と臓物の臭気のなかで、アンヘリオは優雅な午後の紅茶を楽しむ紳士となっていた。残酷派の絵画のような、異様な光景だった。


    「まともじゃねえ」


    　攻こう性せい咒式士の一人が、手で口を押さえて部屋から逃げる。アンヘリオは涼しい顔で見送る。閉じられた扉の外から、嘔おう吐との音が響く。


    　室内に残る攻性咒式士たちは、苦い顔をしていた。黒社会は不法経済の専門家、企業体である。組織の武力である攻性咒式士たちも、街の賞金稼ぎや元軍人などで殺しや死体に慣れている。咒式や刃やいばによって相手を[image: ]ねじ伏せることを楽しみ、惨殺死体を作ることが仕事だ。


    　しかし、アンヘリオ自身と男が作った死体という地獄は桁けたが違っていた。目的のためとはいえ、意味と必要がない殺人を繰り返し、なお優雅さと知性を失わないアンヘリオは理解不能な存在だったのだ。


    「てめえ」


    　部屋に入ってきたまま止まっていた、肥満体の男が吐きすてる。アンヘリオの青い目が動き、男と一団を捉とらえる。


    「聞いたことがある声だが、君はなんという名前だったか」


    　杯からの湯気の向こうで、アンヘリオが考えこむ。


    「会うのは初めてだが、俺はゴルカスだ」ゴルカスは吐きすてるように告げた。「おまえを雇やとって、この隠れ家と食料、情報を与えている依頼主だ」


    　棺の上で、アンヘリオは口を歪ゆがめる。


    「そうだった。名前を言うなと指示されたから忘れてしまっていた」


    　アンヘリオは顎あご先で椅い子すを示す。ゴルカスは座らない。立ったままで殺人者と対たい峙じする。背後には攻性咒式士たちを壁としている。


    「俺に連絡もせずにどこに行っていた？」


    「さてね。たまには私も外に出る。殺人作法の九十八で、適度な日光は精神の健康にいい」


    「分かっているのか？　なんのためにおまえを雇やとったと思っている？」


    　ゴルカスがアンヘリオを睨にらみつける。


    「感謝はしているよ。君たちのお陰で隠れ家と土地勘が補えた。さすがの私も、前調べだけで、広大なこのエリダナを縦横無尽には動けない」


    　アンヘリオは微ほほ笑えむ。優雅で気品のある微笑み。ゴルカスの背後に並ぶ攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは緊張していた。我知らず利き手で自らの魔ま杖じよう剣けんや魔杖短剣の柄つかに触れているものが何人かいた。


    　外見は美び貌ぼうの紳士だが、内実は最悪の連続殺人者である。血臭漂う惨状を見てなお、誰も誤解などしない。ゴルカスが唇くちびるを嚙かみしめ、開く。


    「てめえの観光案内をしているわけじゃねえ。てめえを雇ったのは、殺しをさせるためだ。血の祝祭を起こして、エリダナの夜を変えるためだ」


    「目的も知らされず、ただ殺しているだけでね」アンヘリオは詰問を風のように流す。「依頼主のゴルカスがどこの誰で、背景を教えてもらえればもっと効率的に殺せるのだが？」


    「おまえには関係ない。言われたようにエリダナで殺せばいい」


    　ゴルカスの手が振られ、横手を示す。紗しや幕まくの間、窓の先にはエリダナの街が広がっている。アンヘリオは興味なさそうに視線を外に向ける。ゴルカスは苛いら々いらとしている。


    「しかし、おまえはまだ最後の役目を果たしていない。無目的に殺し、拷ごう問もんするだけだ」


    　血走ったゴルカスの目だった。


    「間に何件か私の趣味を挟まないと、連続大量殺人は依頼殺人が目的だと露見するが？」


    　アンヘリオは笑っていた。ゴルカスの怒りが沸ふつ騰とうしていく。ゴルカスは抑えきった。


    「次の指示を待て」


    「そういえば、私が頼んでいた情報は？」


    「あとで送っておく。しばし時間がかかる」


    　踵きびすを返して、ゴルカスと一団が足を踏みならして部屋を出ていく。一行の背後で扉が閉まる。棺ひつぎに座すアンヘリオは薄く笑っているだけだった。


    　床や棺の上には、本が散乱している。エミレオの書たちは、自らを縛る鎖くさりを細かく揺らしていた。本の内圧を示すかのような振動だった。


    「ゴルカスが本当に分からないのは、私の本来の目的のほうだろうがな」


    　笑みが強くなる。背後では解体された死体が沈黙を守っていた。


    



    



    「警察が〈ザッハドの使徒〉を殺したことはあっても、正体を摑つかんだなど聞いたことがないが？」


    　俺は身を乗りだす。ギギナの銀の目にも興味の色。捜査本部では、ハーライルの意外な告白が二人にとって衝撃となって渦を巻いていた。


    　特別捜査官の表情が翳かげる。


    「以前から〈ザッハドの使徒〉と名乗るものたちの殺人が何件か起こっていた。ただ、当時はそれが実在するものなのか、最初の一件に対する組織的な便乗犯なのか判明しなかった。以降、犯行声明などで実在が分かったが、正体は不明のままだった」


    　ハーライルが続ける。


    「皇こう暦れき四七九年、ケキュリコンという男が交通事故で死亡した。居眠り運転となった時速一〇五キロメルトル、一〇トーンの輸送車に激突されれば、咒じゆ式しき技師であっても即死する」


    　強化筋肉や骨格も限界がある。一千トーンの衝撃は耐えられるものではない。


    「ケキュリコンが善良な咒式技師ではないと分かったのは、死後かなりしてからだった。ケキュリコンには親族がすでにいなかったため、自治体が葬式を代行した。そのため自宅競売の手続きはかなり遅れ、役所の事務員が遺品の整理をしていたとき、十冊ほどの日記が見つかった」


    　俺は耳を傾けている。ハーライルは淡々と続ける。


    「十冊ほどの日記の内容を一読した事務員は、即座に知りあいの警察士に相談した。その警察士は気が利いていて、上司に報告した。上司から以前捜査をともにした若き日の私に連絡が来た。そこで〈ザッハドの使徒〉を初めて知った。これは一般には知られていない情報だ」


    「偶然に偶然が重なった情報だな」


    　ギギナが喉のどの奥で唸うなる。それほどの偶然でもなければ、〈ザッハドの使徒〉の実像に迫れなかったのだ。


    「見つかった文書は〈ザッハドの使徒〉の犯行声明の草稿。そして彼が発掘した殺人者である〈指先〉への司令書だった。未解決の事件の記録である日記から捜査が入ると、近くの倉庫にある冷蔵庫に、被害者の女性たちの頭部や、眼球や耳が保管されていた」


    　内心で俺は誓ちかった。猥わい褻せつ映像が詰まった本や記憶素子はなるべく隠そう。電子端末の暗号はさらに強化しよう。


    「咒式技師であるケキュリコンが、〈ザッハドの使徒〉のなかでも〈右手薬指のパティノコス〉だと断定された」


    　俺はさらに身を乗りだして、ハーライルの言葉を聞く。


    「ケキュリコンの電話や電子機器を調べ、彼が作った指先を調査した。暗号解読は困難を極めたが、連絡を取っていた二人の指先の連絡先を摑つかんだ。もちろんケキュリコンの死亡とともに、二人は姿を消していた。両方とも偽の身分で偽の生活を送っていたらしい」


    　ハーライルの展開に俺は椅い子すに戻る。


    「そこですべてが解明されていれば、以降の事件はなかったが、現実は簡単にはいかないな」


    「用心深くなくては、連続大量殺人者などすぐに逮捕される」


    　ギギナが結論を引き取る。


    「そして常の殺人者以上に〈ザッハドの使徒〉は危険だ」


    「アンヘリオが語ったように、〈ザッハドの使徒〉たちのほとんどは、自分の人生や社会にまったく不満や不足がない。憎悪も絶望もない」


    　ハーライルの声には疑問が色濃く滲にじんでいた。


    　目には理解不能といった色があった。


    「しかし、それでなお通常の犯罪者ですら目を背そむけるような凄せい惨さんな殺人を大量に連続で行おこなう。先ほどに挙げた金や怨えん恨こん、愛も名誉も関係ない殺人だ」


    「しかし〈ザッハドの使徒〉という括くくりは現実に成立している」


    　俺は問いを重ねる。


    「そもそもどうやって使徒となるのか」


    「確実になにかの手段で連絡を取りあい、彼らは活動している。そしてなにかを起こそうとしている」


    　顎あごを引いてハーライルが肯定した。なにかを続けようとして、特別捜査官は口を閉じた。


    「……君たちは、引き続き、逮捕に向けて努力してくれ」


    　趣味の悪いネクタイが胸元で揺れた。


    「用件ってそれだけか？」


    　俺の問いに、ハーライルがうなずく。口のなかで別の言葉が用意されたようにも見えるが、続きはない。そこで話は終わった。俺とギギナは捜査本部から追い出されるように去る。


    　二人で警察署の外に出る。不自然さに両者で顔を見合わせる。


    「ハーライルは俺とギギナ、パンハイマに対してなにかを隠しているな」


    「議員の圧力と対抗馬ごときに話す気はないだろう」


    　答えつつギギナが車に乗りこむ。俺も運転席に乗りこむ。


    「最初はなにかを伝えようとした。だが、途中で止やめた」車を起動させながら、俺の口からは疑問が漏もれる。「本当はなにを伝えようとしていたのだ？」


    　ギギナが答えないので、俺が考えるしかない。


    「どっきりで報ほう奨しよう金を渡す、ということではないだろうな」


    「告げるとしたら、さらなる災厄くらいしかないだろう」


    　ギギナのつぶやきとともに、警察署の敷地から車を外に出す。


    「アンヘリオに黒社会の混乱にパンハイマ。これ以上に悪い事態を想像できないけどな」


    「現実は想像の上を行くものだ。とくにガユスの場合はな」


    　車を事務所に戻すと、携帯咒じゆ信しん機きが鳴る。音声を解放する。


    　災厄からの誘いだった。


    



    



    「エリダナ、大変っすね」


    　長身の男が携帯から電子新聞を広げていた。


    「大変だな」


    　男の食卓を挟んだ向かい側の席に、中年男が座っていた。手は肉叉フオークで皿の上の魚介類のパスタを回していた。背の高い男と中年男の腰には、魔ま杖じよう剣けんが下がっている。二人は咒式士だった。


    「これだけ人が殺されたなら、一大事だな。使徒は最悪だ。世界の敵の三十人、今は二八人になったが、それに準じるユラヴィカくらいには大きな賞金首だろうよ」


    「レンデンさん、エリダナでは大事件が連発しているけど、俺たち完全に無関係ですね」


    「そりゃな。ドルトンと俺は咒じゆ式しき士しといっても、七と十一階かい梯ていだからな」


    　中年の咒式士、レンデンはパスタを回しつづける。


    「なんでも、使徒どもはたまに人間や〈異い貌ぼうのものども〉の殺害数を奪いあう、頭のおかしな競技をしているらしい。そんな異常者の相手はパンハイマやラルゴンキンあたりでいい」


    「使徒を倒せるのも、そいつらに率いられた高位の攻こう性せい咒式士だけってことですか？」


    「人数をそろえれば、俺たちだってどうにかなるだろうよ。これでも俺は〈オリエラルの七日間〉の時代から咒式士をやっているからな」


    　レンデンの手が動く。肉叉フオークでパスタを突き刺す。


    「たかが十数人だけでは勝てない。だが、俺たちはムーゲルトやサイデリクス、パンホーベンにカラカム事務所といった連中とも組んでいる。五つも集まれば、そこそこにはなる」


    　そこで弱気になる。


    「そこそこ、で止まるけどな」


    　中年の顔には疲労。男の目はエリダナの街を見る。歩道を行く人々のなかに、魔ま杖じよう剣けんや魔杖短剣を腰に差している姿が混じる。ほとんどは工業用だが、実戦用の魔杖剣を下げた攻性咒式士も見える。


    「エリダナは四大咒式士、今は三人だが、イムホテプが数年も姿を現さない以上、実質ラルゴンキンとパンハイマの二大巨頭制度だ。さらにガーリン七姉妹やロンレル咒式士事務所と、七つの大手事務所が続いている。一年半、もう二年近く前のジオルグの死去で、完全にこれが固定された」


    　パスタを弄いじる手も止まる。


    「先ほどは強がったが、この体制がどうにも変わらない。国や大手企業の護衛や警備、市役所からの大規模討伐も、ほぼこの九つの事務所のどこかが受ける。手が足りないときは、俺たち中小の咒式士事務所が受けるだけになっている」


    　中年男の溜ため息。


    「この体制は変わらない」さらに重い息となっていた。「ラルゴンキンかパンハイマ、七つの大手に入れなければ、咒式士としては苦しい。使いっ走りになる」


    「そうですね」


    　ドルトンも街を見る。


    「黒社会も同じで、三大組織と十一人委員会でほぼ動きがない。中規模組織のハイダーテ一家やリンドブルム同盟に青せい楼ろう社しや、カンダハ・ナハに鵬ほう翼よく会かいですら逆転の機会がない。食いつめて流れてきた咒式士たちにはどうしようもない」


    「どこかで聞いた話っすね」


    「誰でも気づくさ」


    　レンデンが答える。杯はいを掲げて、ドルトンは珈コー琲ヒーを飲む。


    「実際、エリダナには咒じゆ式しき士しが多すぎると思うんですよ。人口比に対して、明らかに多い。数だけならたぶん皇都並みにいると思います」


    「多いよな」


    　レンデンが街に目を向ける。最近は大事件が連発したせいか、さらに攻こう性せい咒式士を見ることが多くなっていた。仕事を求めて地方から咒式士が集まり、治安を悪化させる。


    「咒式士のなかでも、性格や悪行は別にして、パンハイマは頭が働く。多すぎる咒式士に目をつけたところが、あの魔女が魔女たる所以ゆえんだろうよ」


    　苦々しさを込めてレンデンがつぶやく。


    「地下迷宮を抜けた咒式士や移民の咒式士、犯罪者に殺し屋、元軍人や警察士から、腕が立つやつを選んで、パンハイマ流の訓練を施ほどこしている」


    「あの恐怖政治ですね」


    　上司のレンデンの指摘に、ドルトンもうなずく。


    「エリダナの地下迷宮と市街戦を潜くぐり抜けた咒式士は〈異い貌ぼうのものども〉と市街戦の専門家となる。パンハイマは咒式士を財産とみなし、加工して戦地に派遣。民間軍事会社という産業にしてやがる」


    「産業、ですか」


    　大きな話にドルトンの想像がついていかない。


    「南の大陸で、一社で三つの国の鉱山や油田の警備、治安維持や反政府組織の討伐や訓練を請け負っているらしいからな。やり手もやり手だ」


    　レンデンがつぶやく。


    「南の大陸の豊富な鉱山や油田を押さえても、お粗末な咒式武力しか持たない独裁者や暴君どもは、裏切って次の独裁者や暴君になろうとする自らの同類である部下に怯おびえている。そこで政府軍の旧式兵器の銃弾や砲弾に対して、咒式士は圧倒的に優位を誇る」レンデンの言葉は嫌悪感をともなう。「さらに金を払っているかぎり、パンハイマの咒式士は裏切らないからな」


    「あー、そういえばメッケンクラートの旦だん那なの話は聞きました？」


    　レンデンの長い愚ぐ痴ちに、ドルトンがようやく割ってはいる。


    「どの話だ」


    「分かっているでしょうに。メッケンクラートさんがいつも言っているやつですよ」


    　ドルトンの問いにレンデンがうなずく。


    「中小の咒式士事務所を統合しようって話だったか」


    　レンデンが続きを考える。ドルトンは上司の言葉を待つ。長身が前のめりになる。対するレンデンは椅い子すの手て摺すりを握り、背もたれに体重をかける。


    「参加しても悪くはない、とは思う。思うが」


    　レンデンは経営判断に入る。


    「頭あたまがギギナにガユスってのがなぁ」


    「なにか不都合でも？　やっぱ若いからっすか？」


    「結局はそこだ。実力は認める。ミルメオンとクエロが去った今、ギギナがエリダナ随一の剣士ってのは動かない」


    　レンデンの評は、一般的なものだった。


    「そう考えると、三人もエリダナで一番の咒じゆ式しき士しを育てたジオルグってのは、やはり凄すごい咒式士だった」レンデンが懐かしそうにつぶやく。「名門のダラハイド家の七代、事務所の四代目で、実力も部下の育成も抜きんでていた。なにより、ラルゴンキンとパンハイマの間に立ち、両者の絶対的な激突を阻む天てん秤びんの役目を果たしていた」


    　話が逸それたことに気づき、レンデンが戻す。


    「で、おまけと言われていたガユスが、最近そこそこになったことは認める。初春からの大事件に、あいつらが関与していたことを、情報通の咒式士たちは知っている」


    　レンデンは慎重に言葉を選ぶ。


    「だが、やはり若い」


    　中年の男が告げる。


    「能力があって大事件に関わった経験があっても、なお必要なのは、名前と格だ。それらがないと、中規模咒式士事務所の実力派どもは納得しない」


    「じゃあこの話はなしっすか」


    　ドルトンが意気消沈する。自分たちが這はい上がる機会が消えたことに、若い顔に失望が広がっていく。


    「いや、今回の使徒アンヘリオをどう裁くかだ。これが分ぶん水すい嶺れいだろうよ」


    　レンデンが付け加える。


    「これまでの事件は、結局ラルゴンキンの陰に隠れるか、いまいち事態が明白ではない。だが、アンヘリオは違う。これらをどうにかすれば、格も追いつく」


    　そこでレンデンが照れる。


    「ま、これは中規模事務所の所長程度が言う評論だ。口ばっかり達者で実績がたいしてない俺が言うことだ」


    　ドルトンは考えている。


    「難しいっすね」


    「難しい」レンデンが一瞬だけ真ま面じ目めな顔となる。「今さらながら、ジオルグが生きていて、ミルメオンとクエロがいればと思う。三人がいれば、使徒はもっと早く掃そう討とうできる。ミルメオンだけでもいれば、かなり違う」


    「それほどですか？」


    「それほどだよ、ミルメオンってのはな。クエロは天才で努力家だったが、ミルメオンは格がさらに違う。ありゃ神か悪魔だ」


    　レンデンが結論づけ、椅い子すを立つ。


    「ま、俺たちは俺たちで使徒を追おう。見つけて通報するだけで金になる」


    「倒そうと言いましょうよ」


    　上司の弱腰に、ドルトンが腰砕けになる。


    「それは敵をこちらが先に見つけ、先制できた場合にだけ言う。それ以外は全力で逃げる」


    「弱気すぎません？」


    「勝てない戦いはしない。勝てるときだけ行く。その目だけはあると自負している」


    「〈長命竜アルター〉と出会って全速力で逃げたレンデンさんらしいっすね」


    「逃げの、いや死なずのレンデンだからな。撤退戦だけは戦場で鍛きたえられた」


    「負け戦ばっかり出てたってことじゃないですか！」


    「そうとも言う。だからこそ、賭かけ事に乗るときは慎重に場を見極めたい」


    　中年の攻こう性せい咒じゆ式しき士しは現実的な判断を下した。


    



    



    　横手のガラス窓の向こうでは、オリエラル大河が太陽を受けて、黄金の水みな面もを見せていた。大河を逆行して船が行く。上空には鷗かもめが飛ひ翔しようしているが、声はガラスに遮しや断だんされて届かない。


    　俺とギギナは、エリダナ有数の名店、海鳥亭の奥の個室の席に座していた。


    　目の前の円卓には料理が並ぶ。鱸すずきのソユール風は湯気と食欲をそそる香気を放つ。野性味溢あふれる地鶏の塩焼きには、赤ピーマンの酢漬けと鶉うずらの卵が添えられている。水滴が珠たまとなって浮かぶレタスの中央には、茹ゆでられた赤い蟹かにが重ねられている。籠かごに入った焼きたてのパンは、小麦色の熱い肌で黄金色のバターを溶かしている。深皿に山となっているメシャ貝と大にん蒜にくのパスタは、上にかかった刻みパセリが見事な色彩の対比を見せている。


    　料金が他人持ちなら遠慮はしない。薄切り牛肉のバルム風ソース和あえの一切れを肉叉フオークで取り、口に含む。舌の上で肉の野性味とソースの上品な甘さが出会う、って即席美食評論家になりそうなくらい美う味まい。


    　隣のギギナはもっと遠慮しない。握った蟹の鋏はさみを歯で嚙かみ砕き、顔を振って肉を引きだす。


    「まるで鮫さめの食事だな」


    　俺の指摘も気にせず、ギギナは蟹の肉を飲みこむ。唇くちびるから零こぼれた肉にく汁じゆうが淫みだらに見えたのか、食事を運ぶウェイトレスの足が止まっていた。目を潤ませて見み惚とれている。食事風景だけで女を引きよせるという、前代未聞の男だ。


    「ギギナとは違い、俺は鋏と木き槌づちという文明の利器を使う」


    　俺の手は上品に殻からを砕き、蟹の肉を野蛮人のように食い千切る。これは矛盾ではない。赤に包まれた白い肉が口のなかで溶ける。溢れる肉汁。味覚と嗅きゆう覚かくを作った生物進化に敬意を表したい。


    　海鳥亭には、〈大禍つ式アイオーン〉二体との再会があってあまりいい思い出がないのだが、味はやはり格別。夢中で料理を貪むさぼる。ギギナは魚を頭から齧かじり、俺はパスタを平らげる。


    　料理の山の向こうには、俺たちを招待したペトレリカが座す。人気がありすぎて半年から一年前の予約が必要な海鳥亭だが、パンハイマの娘の権力と財力の前には平ひれ伏ふしたのだ。


    　ペトレリカ自身は食事をおざなりにすませ、両手を膝ひざの上に戻した。林りん檎ごの蜂はち蜜みつかけを食べつつ、俺はペトレリカを見つめる。


    　細い鼻び梁りよう、柳の葉のように流麗な眉まゆの下には、紅こう玉ぎよくのように輝く瞳。赤い唇くちびるが微笑を含む。美しい部品が貴族的な輪りん郭かくの顔に収まる。炎のような髪が背中に流れていた。


    　母であるパンハイマに似ているが、父親の血の影響か微妙に違っているようにも見える。パンハイマにあった悪意と憎悪と殺意が表情に含まれないだけで、似ている顔のペトレリカは深窓の令嬢か修道女のような清せい楚そな美しさとなる。


    「で、わざわざ呼びだしてなんの用だ？」


    　鶏の腿もも肉にくを丸齧かじりして話をする気のないギギナに代わり、俺がペトレリカに言葉を投げる。


    「いつものお守りの護衛どもはどうした？　あいつらは君から目を離したら、悪魔よりおっかない魔女に八つ裂きにされるはずでは？」


    　ペトレリカの手がウェイトレスを追いはらう。個室の扉が閉められ、完全防音となる。そこで初めてペトレリカが口を開く。


    「店を中心とした半径三〇メルトル以内に近づいたものは、母親への反逆心ありと報告するとして遠ざけました」


    「そりゃ、複雑だな」


    　俺は窓から屋外席のほうに目を向ける。姿は見えないが、奴ど隷れい頭と咒じゆ式しき士しどもは、ペトレリカから離れればパンハイマに殺される。近づけば偽の報告でパンハイマに殺される。パンハイマの部下にだけはなるものではない。


    「用件は簡単です。母が絶対に言えないことを、娘の私が頼みたく思い、お二人をお呼びたてしました」


    　俺には予想がついている。


    「母のパンハイマが重病であることは内密にしてもらえませんか？」


    　予想どおりだった。それだけに俺とギギナは迷う。パンハイマの重病は俺たちにとって攻める点でしかない。ペトレリカは緋ひ色いろの目に憂ゆう慮りよの赤を混ぜる。


    「母はいずれ死にます。ですが私がアミラガ家を継ぐ実力を持つまでに、母が重病だと広まれば、パンハイマ事務所は崩壊します。母は無惨な死を遂げるでしょう」


    「事務所を解体させれば、圧政を受けていた部下にパンハイマが殺され、アミラガ家の家か督とく相続もならず、俺たちの復ふく讐しゆうは完全な形で遂げられる」


    「あなたがたが師匠のジオルグ氏の仇かたきであると思われる母を倒したい気持ちは分かっているつもりです。私も母が悪逆の徒であることを否定できません」


    　魔女の娘は辛つらい言葉を連ねる。


    「ですが、それでも私は母が殺されたら、殺したものを許さず仇かたきを取りに向かうかと思います」


    　ペトレリカの目には憂慮の色。俺は少し譲歩する。


    「俺の命を救ったペトレリカが、母親であるパンハイマを救いたいと思っていることも分かっている」


    　天てん秤びんは揺れる。いつも揺れている。正しい道は難しい。


    「自分の恩人の意思に反して、なお殺しあいをするなど馬鹿げている。俺は重病を言わないでおきたい」


    　俺の結論は決まった。


    「いつか倒す対象のパンハイマだが、それは俺であって他人ではない」


    「パンハイマへの憎悪と殺意は変わらないし、いつか殺す」


    　ギギナが林りん檎ごのパイを飲みこむ。


    「しかし重病の事実を広げて、パンハイマが部下やどこかの誰かに殺されることも望まない。私から重病の情報が外に出ることもない」


    　ペトレリカが両手で口を覆おおう。


    「ありがとうございます」


    　女は赤い髪に包まれた頭を下げる。戻ってきた目には涙が溜たまっている。ギギナが不思議そうにペトレリカを見る。


    「なぜ涙ぐむ。我々はおまえの母親をいつか殺すと言っているのだぞ？」


    「だって」


    　ペトレリカが鼻声になる。言葉が続かない。


    「それでも、ありがとうございます」


    　再び頭を下げ、ペトレリカは喜びの涙を湛たたえている。パンハイマに似た顔で涙ぐまれると、奇妙な気持ちになる。母親を心配して俺たちを呼びだすなど、普通の人間にしか思えない。


    「そういえば」話題を変えよう。「俺とギギナを呼びだして、君のほうこそパンハイマに対しての立場が悪くならないか？」


    「なるでしょうね」ペトレリカが洟はなを啜すする。「私があなたがた両名に助力を頼んだなどと知れば、母は憤怒するでしょう。それでもあの人を助けたいのです」


    　赤い目には決意。


    「たとえパンハイマと母子でなく他人であっても、私はそうしたと思います」


    　俺は口を開いて、二の句が継げない。どこの誰が、パンハイマに同情し助けようと思うのだろうか。先日俺を救ったことからも分かっていたが、ペトレリカは度を超した善人だ。自らを燃やして他人に与える、聖女の気質を持っている。


    「俺はべつに親切心で会話を続けているわけではない」


    　釘くぎを刺しておこう。


    「ペトレリカが善人であるなら、親切さを演じればパンハイマの情報を引きだせる。重病で死し期きが近いとしても、パンハイマはアンヘリオとほぼ互角に戦えるほどの怪物だ。同時にアンヘリオと戦う戦力でもあるから、今死なれては困る」


    「それを素直に私に言うあなたは、良き人ですよ」


    　ペトレリカが微ほほ笑えんでみせる。女の手が伸びて、果実の蒸留酒の瓶びんを摑つかむ。自らの紅茶の杯に、蒸留酒がそそがれる。杯はいが口に運ばれる。俺が返すのは皮肉しかない。


    「そう思わせるように素直に言っただけだ」


    　ペトレリカは善人だが、こちらの裏の意思も理解してくれる。貴族法典の継承の仕組みを利用してパンハイマをやりこめるくらいの頭脳を持つ。ならばその頭脳に通じるように話せばいいのだ。


    　一連のやりとりで、パンハイマの重病を黙る代わりに、俺たちが望む情報を渡せということも通じるだろう。


    「両者の部分的共闘がなったなら、問題はアンヘリオだ。両者の諍いさかいより、まずはあの怪物をどうするかだ」


    「身元が分からないため、銀行からの預金引き下ろしや車の番号からもたどれませんね」


    　妙な余裕を見せるかのように、ペトレリカが蒸留酒入りの紅茶を啜すすっている。勿もつ体たいぶるのではなく、液体を[image: ]えん下かすることに手間取っている様子だった。


    　気になったが、ギギナが続ける。


    「アンヘリオは人間というより〈異い貌ぼうのものども〉に近い」


    「残念ながら、通常の異常殺人者のように、精神破は綻たんを起こして自殺してくれるようなやつではない。ついでに目的がなににしろ、しばらくエリダナから出ていくとも思えない。俺とギギナ、パンハイマやエリダナの咒じゆ式しき士しの誰かが出会ったとして、どうやって倒すかだ」


    「どれだけの戦力を集中できるかによるな」


    　ギギナが言うように、殺人者相手はめんどくさい。


    「まずは居所を摑つかむことが問題だ」


    「放置していても、アンヘリオはまた現れる」


    　ギギナの意見はもっともだが、偶然に頼るしかない現状は気分が重い。ペトレリカが紅茶の杯はいを円卓に置く。


    「偶然に頼るのはあまりにも無策でしょう。カンダハ・ナハ社の解かい剖ぼう殺人とハイダーテ一家支社、リンドブルム同盟の金庫番殺人と無軌道のように見えて、法則があるとしたら？」


    「どういうことだ？」


    「アンヘリオが本当に異常者なら、カンダハ・ナハ社やハイダーテ一家、リンドブルム同盟を偶然に狙うこともありえるかもしれません。しかし、それではなぜ三つの組織なのか。そしてより多くの支店を持つ、三大組織を襲撃しないのかの説明がつきません」


    「異常者なりに、厄介な敵は分かるだろう。動物と同じだ。連続大量殺人者はあくまで人を殺したいので、自分が殺されたいわけではない」


    　その点はギギナに代表される剣士とアンヘリオに代表される使徒は違う。使徒は命を削りあう戦いを望んでいるのではない。


    「ハーライルも言っていたが、一連の無差別に見えるアンヘリオの連続大量殺人には、なにかの理由がある。ならばその背後を読むことが、居所と次の犯行を突き止める手になる」


    「たまたま見かけた医師や技師やカンダハ・ナハ社の娼しよう婦ふの五人を解かい剖ぼうして殺し、ハイダーテ一家の支社とリンドブルム同盟の金庫番を殺し、また去ったときに俺たちに見つかり、周囲の人間を殺す一貫性とはなんだ？」


    　ギギナの問いがもっともだ。円卓では、ペトレリカが黙って俺たちを見つめている。すでに知っている答えを待つ、教師の目だった。


    「分けて考えるべきか？」俺の思考は飛ぶ。「カンダハ・ナハの娼しよう婦ふなどの解かい剖ぼう殺人はアンヘリオの趣味。ハイダーテ一家の支社とリンドブルム同盟の金庫番殺しは、依頼殺人。つまり両者を争わせることで利益を得る第三者から依頼を受けてアンヘリオが動いた。間に使徒の趣味を挟むことで、警察には異常殺人者が動いているように見え、黒社会には相手側の刺客に見えた」


    「アンヘリオが街や人にまぎれられるといっても、あれだけ目立つ男が見事に逃げすぎている。エリダナに妙な土地勘があることを考えれば、依頼者に匿かくまわれている可能性もあるな」


    「カンダハ・ナハの娼婦を殺し、ハイダーテとリンドブルムを争わせて誰に利益がある？」


    「黒社会の他の組織だ。三者が嚙かみあえば、協力関係にある組織も動く。その動きに乗じる組織も出てくる」


    　可能性が見えてきた。


    「三大組織は安定を望む。ならば、中堅の青せい楼ろう社しやに鵬ほう翼よく会かい、さらには十一人委員会に入りたい新興の三旗会かベオウェル一家のどこか、もしくは共同作戦。深く考えれば、カンダハ・ナハかハイダーテ、さらにはリンドブルムの自作自演かもしれない。それぞれの組織が一枚岩とはかぎらないから、内部抗争の可能性すらある」


    　俺は途中から携帯でヴィネルとナテッロに音声を流していた。察しがいい二人は、競いあって黒社会の情報を調べてくれるだろう。


    「あとは情報待ちだ。それら多くの組織が所有する膨ぼう大だいな建物のどこかに、妙な動きがないか。これはさすがに時間がかかるか」


    「時間がかかりすぎる。次の犯行を待ったほうがいいかもしれぬな」


    　俺も内心ではギギナの意見に賛成している。おそらくアンヘリオは依頼されて殺人を行おこなっているだろう。しかし、その依頼がいつまでもアンヘリオを縛りつけているのだろうか。


    「異常ゆえに依頼を無視し、殺人ごっこに引きずられている可能性がある。街で無差別に殺しを重ねる、本来の使徒に戻ったときが厄介だ」


    「その場合は、雇った組織が始末する可能性もあるので、悪いことばかりではない」


    　俺が結論づけると、ギギナがうなずく。


    「なんにしろ、手が届く範囲に出てくれればいい。あとは私と屠と竜りゆう刀とう、掩えん護ご装置のガユスの咒じゆ式しきで勝つか負けるかだ」


    　ギギナは水差しから水を飲む。ペトレリカとの会談は無駄ではなかった。


    「私はアンヘリオを殺すのではなく、逮捕したいと思っております」


    　ペトレリカが言葉を投げる。


    「彼ですら救いたいと思っています」


    「は？」


    　食卓の反対側で、俺の口からは間抜けな返事が漏もれた。


    「アンヘリオを救いたい？」


    　意味が理解できないが、ペトレリカの顔は真剣だった。緋ひ色いろの目には噓うそ偽いつわりがない。


    「考えてもみてください。連続大量殺人を起こし、人を苦しめて楽しいと思うしかない、彼の思考こそが哀れです」


    「拷問され解かい剖ぼうされ殺された犠牲者たちのほうが哀れだろうが」


    　俺の返答に、ペトレリカは逆らわずにうなずく。


    「もちろん犠牲者の方々の苦しみ、そして失われた命のほうが上です」


    　伏せられたペトレリカの緋色の目には深い悲しみ。


    「ただアンヘリオを殺しても、犠牲者は浮かばれません。彼に甘くしろと言っているのではありません。殺せば、彼は一瞬の肉体の苦痛だけで永遠にこの世を去るだけです。殺した膨ぼう大だいな死者のために、彼に罪を感じる心を取りもどしてもらい、苦しんでもらわねばなりません」


    「それはそうだが」


    　俺は苦笑して、酒杯を傾ける。善人にもほどがある。


    「アンヘリオとは、殺すか殺されるかの死闘になるだろう」


    　当然のようにギギナが告げた。


    「残念ながらそうなるでしょうね」ペトレリカは現実的な予測を肯定した。「ですがもし彼に心を取りもどさせる機会があるなら、私に任せてください。命を懸けてでも救う意味はある」


    　力強い言葉だった。善人気取りではない。それは昨日のペトレリカが実際に俺を救ったことからも分かる。ペトレリカは言ったように行動する。


    　この現代の聖女に、俺は興味が少し出てきた。


    「個人的なことを聞くが、なぜそこまで人を救いたい？　実の母とはいえあのパンハイマにも君は逆らったが、普通はできない」


    「それは」


    　紅茶の杯から口を離し、ペトレリカが黙る。


    「修道院に押しこめられ、十字教でもとくに献身を求められる清貧派にいたことだけが理由ではないだろう？」


    　無遠慮な問いだったが、ペトレリカが口を開く。


    「小さなときから年に一度、母が修道院を、成人以降は皇都の事務所にいる私を訪ねてくれます。暴ぼう虐ぎやくの噂うわさはありましたが、母も私にだけは優しかった。驚くべきことに、母は私に飲酒も喫煙も麻薬も絶対に許しません。実はお酒ですら、今日が初めてなのです」


    　ペトレリカが紅茶の杯はいを掲げてみせる。果実の蒸留酒が入っている紅茶だった。白磁の頰ほおが少し桃色に染まっている。先ほどからの饒じよう舌ぜつも、酒のせいかもしれない。


    「家か宰さいのマラキアさんの弟であるマラキスさんが、私の健康管理をしているのですが、いつも母は彼に私の健康を尋ねていました」


    「パンハイマが娘とはいえ、他人の健康を気遣うのか。平和主義のギギナくらい想像できない」


    　俺の揶や揄ゆに、ギギナ自身がうなずく。皮肉が通じない相棒の精神はたまに信じがたい。ペトレリカは過去を懐かしむように、紅茶の水面を見下ろしていた。


    「母は私のことを犠牲の羊だと言っていました。そして他者のために命を投げだしてでも、やらねばならぬことがあると教えこまれました。私は今では母について懐疑的ですが、あの暴ぼう虐ぎやくも冷酷も、エリダナの治安のための苦肉の策だと思います」


    　目が上げられる。


    「最初の話題に戻るのですが、私の健康を気遣うのも、自身がすでに当時から不治の死病に侵されているからでしょう。そしてアミラガ家の完成形という十三代パンハイマを彷ほう彿ふつとさせる残ざん虐ぎやく行為も、死病ゆえのものかもしれません」


    「パンハイマは、エリダナに登場したときから死病に冒されていたのかもしれない、ということか」考えてみればありえる心理傾向だ。「それでも免罪符にはならない」


    「もちろん死病ゆえに母の蛮行が許されるとは思えません。今はまだ無力ですが、私は母を止め、救いたい」


    　俺は口を噤つぐむ。パンハイマは自分に都合がいい娘になるように、ペトレリカに言い聞かせ、修道院に放りこんだのだろう。しかし、娘は聖女の慈愛とともに、母であっても悪人を許さない聖人の正義感をも持っていた。


    　当然のように今のペトレリカの力では、パンハイマどころか奴ど隷れい頭にも勝てないだろう。


    　しかしアミラガ家の遺伝子は、パンハイマに匹敵する咒じゆ力りよくをペトレリカに与えている。娘はこれから強くなるが、母のパンハイマは老齢とそしてなによりも死病に冒されて弱まる一方である。いくらパンハイマが〈荊棘いばらの女王〉で〈緋ひ色いろの魔女〉として強かろうと、病が進行し、死ぬ寸前まで力を保てるわけがない。いつかは力関係が拮きつ抗こうし逆転する。


    　俺の脳はこの状況になにか引っかかるものがあった。慎重に言葉を選ぶ。


    「パンハイマを救うというが、どうやって？」


    　ペトレリカは俺の直線の視線を受けた。緋色の目には覚悟の色。俺は重ねる。


    「涙とともに、パンハイマの良心に訴えて、説得でもするのか？」


    「私が母を、パンハイマの罪を悔いさせ」唾つばを飲みこむ。「そして討ちます」


    　ペトレリカの言葉と赤い瞳に迷いはなかった。


    　俺の誘導により、ついに言わせることができた。パンハイマは身内に最大級の爆弾を抱え、育ててしまい、俺が利用した。態度には出さないように、俺は続ける。


    「ジオルグの仇かたきを譲ゆずる気はない」


    「それでいいでしょう」ペトレリカは悲しげに告げた。「ですが、もしかしたら、お二人と私が組む可能性もあります」


    　今度はペトレリカから言った。これは本気だ。


    　俺はギギナを見る。ギギナも俺を見た。二人の脳裏には、同時に閃ひらめいたのだ。慎重に言葉を選ぶ必要がある。代表して俺が告げる。


    「反対はしない」


    　俺の言葉に、ペトレリカは顎あごを引いてうなずく。


    　ここらが潮時だろう。感情を出さないことを我慢するにも限界だ。酒杯を円卓に下ろす。


    「ご馳ち走そう様。パンハイマはともかく、君とは敵対しないようにしたいものだ」


    「こちらこそ。感謝の意を表わせない母に代わり、重ねて感謝いたします」


    　ペトレリカが微ほほ笑えむ。俺とギギナは席を立ち、海鳥亭を去る。歩みは早くなる。出入り口を出るころには、完全に早足となっていた。


    「あまり嬉うれしそうに見えては、ペトレリカを監視する奴ど隷れい頭どもに余計な関心を抱かれる」


    　ギギナの言葉で、俺は必死に不愉快そうな顔を作る。言っているギギナも、全力で不愉快そうな顔を作っているが、わずかに興奮の色が見えた。


    「分かっている」


    　二人で速度を落とし、不機嫌そうな足取りにする。俺とギギナは駐車場に向かう。不愉快そうに車に乗る。扉を開けて乗りこむ。ギギナが助手席に乗りこむと、体重で車が揺れる。


    　即座に発車。一刻も早くこの場を離れなければならない。


    



    



    　秋風を呼びこむはずの窓を閉めたまま、エリダナへ車を走らせる。十分ほど走り、充分以上に時間を置いて、さらに周囲を確認。安全確認を終えて、ギギナが口を開く。


    「退屈な礼を言われるか災厄をもたらすだけだと思ったペトレリカとの会談は、予想以上の収穫があったな」


    　ギギナには珍しい性急な勢いの言葉に、俺も同意する。車の速度も上がる。


    「アンヘリオの居場所を示す光明が見えた。なにより、パンハイマが絶対に殺せない後継者のペトレリカと組めるなら、優位にすぎる」


    　俺の声も興奮を隠しきれない。並んで座る二人の顔には、確信があった。俺は力をこめて握っていた拳こぶしの行き場を探す。感情のままに車内で右手を挙げる。


    「ようやくだ。ずっと考えていたことの可能性がようやく出てきた」


    「ジオルグの仇かたきを取る」


    　ギギナも左拳を掲げ、俺の拳に打ちあわせる。車内に響く力強い音。俺の顔には笑みがあった。ギギナの横顔にも獰どう猛もうな笑みが浮かんでいた。


    　普段は敵か味方か分からない両者だが、この一点でだけは争わない。当たり前だ。俺とギギナの師匠、ジオルグは二人にとって恩人だ。


    　ジオルグは、自じ暴ぼう自じ棄きとなり犯罪組織の使いっ走りになって死ぬはずだった俺を救った。ギギナも同じようなものだ。


    　ジオルグの死の原因とされるパンハイマは共通の復ふく讐しゆう対象なのだ。ペトレリカという協力者が出てくれば、倒せる可能性が出る。


    　死にゆくパンハイマと、アミラガ家を継ぐペトレリカなら、奴隷頭や咒じゆ式しき士しどもも、彼女につく。だからこそ今は彼女と俺たちとの共闘の可能性を気づかれてはならない。


    　ペトレリカに抱きついて、再度の口づけを交わしたい気分だ。俺たちにとって彼女は慈愛の聖女ではなく、勝利の女神なのだ。


    　同時に内心でチェレシアに謝っておく。今愛しているのは君だけだ。などと考えるくらい、俺は浮かれている。


    「浮かれるな。まずはアンヘリオだ」


    　ギギナが掲げていた腕を引く。俺も腕を戻す。


    「冷静になれば、ギギナと触れあうなど気持ち悪い。あとで消毒しよう」


    「私が先に言おうとしたことを言うな。糞くそに触れた気分だ」


    　二人を乗せた車は左折。オリエラル大橋に差しかかる。


    「パンハイマはいずれ死ぬにしても、アンヘリオを倒すまでは生きてもらわねば困る」


    　冷静に考えて、死病に冒されているとはいえ咒じゆ力りよくに衰えを見せないパンハイマで、ようやくアンヘリオに互角以下。本人が言うように、命を懸けて四割の勝ち目。俺とギギナだけでアンヘリオに立ち向かえば、勝率は三割を切る。


    　ラルゴンキンがエリダナに不在である以上、どうしてもパンハイマと奴ど隷れいどもの力が必要だ。


    「しかしペトレリカは、パンハイマやアンヘリオに罪を悔いる人の心を取りもどさせると言ったが、理想論だな」


    　ギギナは苦笑する。俺も笑っておく。


    「理想というより妄想だ」


    「アンヘリオに反省や悔かい悟ごの心が存在するとは思えぬな」


    　ギギナの返答に、俺の動きが止まる。車は直進していく。


    　アンヘリオの言動を振り返ると疑念が湧わき起こる。


    「もしかしてだが」俺はギギナに問うてみる。「アンヘリオにとっては、母も父も、兄弟姉妹も、単に生まれたときに側そばにいただけの存在で、学友も道を行く人々も通りすぎるだけの存在で、すべては役に立つか立たないかで判断する機械にしか見えないのかもしれない」


    　言葉を連ねる。


    「人間に対して愛情も共感も一度として感じたことがなく、どこまでも他者。むしろ自分とは違う他者どころではなく、背景画。アンヘリオはその背景画を壊すことにしか快楽を感じない怪物だとしたら？」


    「そんな存在は人間とは言えぬ」


    　助手席のギギナの声も硬い。


    　感情に振りまわされる凡人な俺でなくても、ギギナですら家具に対する愛情や強敵に対する敬意を持つ。異常者に見えるパンハイマですら母子の情がある。他者がいるのだ。


    「報道が大衆に受ける虚こ仮け威おどしのためにつけた異名のとおり、金剛石のような精神をアンヘリオが持つとしたら。その世界観には、自らしか存在しないとしたら」


    　二人の間を俺の声が抜けていく。ギギナが口を開く。


    「隙すきも弱点もない。そんな存在に人間が勝てるのか？」


    　大橋を行く車の窓の左右には、オリエラル大河が広がる。


    



    



    　ツェベルン龍りゆう皇おう国こく。シュブラ州にある黄土色のケイブロン峡谷が蛇行して続く。


    　数百万年の地層の断面の底を、線路が長く長く這はう。


    　谷に合わせて緩ゆるく蛇行する線路の上を、黒く塗られた列車が進む。わずか三両という奇妙な列車だった。


    　先頭は装甲された牽けん引いん車しや、最後尾は兵員車しや輌りよう。小さい窓からは、武装した警察士の群れが見える。


    　内部に向かいあって座る警察士たちは、積せき層そう鎧よろいに兜かぶと。左脇に透明の強化樹脂の盾たてを立て、右手には鎮圧用の制式魔ま杖じよう剣けんではなく、軍事用の戦闘用魔杖剣。輸送中であっても臨戦態勢。


    　高位の咒じゆ式しき犯罪者や〈異い貌ぼうのものども〉を鎮圧し、撃破するために作られた、ツェベルン龍皇国警察が誇る武装警察士の部隊だった。普段は破壊活動組織と戦い、市街地に現れた竜や禍まがつ式しきと戦うときも冗談を言いあう猛も者さだったが、全員が無言で着席している。


    　何分かに一回は、警察士が視線を横に向ける。兜の下の目には、不安と怯おびえの色。


    　目線の先には列車の壁、そして牽引車と兵員車輌の間に挟まれた車輌。


    　中央の輸送車輌は分厚い装甲板に覆おおわれ、窓は側面のどこにもない。出入り口が側面にひとつあるだけだった。


    　装甲輸送車輌を隔へだてる内部に安置されている物体に、警察士たちの注意が引きよせられる。


    「絶対に動くことはなく、危険性もないが、緊張するものだな」


    　全員が緊張感で消しよう耗もうを起こしていることに気づき、指揮官が場を和やわらげようとする。


    「内部にある物体のことを考えれば、核融合炉の真横に座っていることに等しい。俺たちは、かなりの馬鹿者どもだ」


    　指揮官の言葉に何人かが笑う。内心の不安を払うための、乾いた笑いだった。


    　あいかわらず何人かは不安そうな目を中央車輌に向ける。不安の目を、同僚の誰も責められない。


    「なに、俺たちの輸送はすぐに終わる」


    　指揮官が続ける。


    「俺たちは運ぶだけ。災厄の後始末は、ハーライルと副官、変態のシギッゾに押しつけよう」


    　峡谷の底を、三両の列車が抜ける。


    　広がるのは荒野。岩と砂の大地に線路が延びていく。


    　列車の目的地は龍皇国の東の果て、エリウス郡、エリダナだった。

  


  
    



    



    七章　開宴


    



    



    　　　お祭りが来た、お祭りが来た。家を捨ててお祭りに行こう。


    　　　曲馬団は、火吹き女に怖い怪物を呼ぶ魔術師、玉乗りに軽かる業わざ師し。


    　　　楽しいな、楽しいな。お祭りは楽しいな。


    　　　お祭りから帰ると、でも家は消えていたよ。


    
      ロッコ・ムリャーニ「お祭りのあとは」同盟暦九一年

    


    



    



    　エリダナの街を、車が行く。蛇へびと炎の紋章が刻まれた側面を見ただけで、人々が道を空ける。


    　車が停まる。背広の男が側面に回り、扉を開ける。緋ひ色いろの姿。パンハイマが車を降りる。


    「アンヘリオの居場所はまだ分からないのか？」


    「申し訳ありません。街の情報屋や我が社の攻こう性せい咒じゆ式しき士しで動けるものを総動員して捜しておりますが、まだ見つかりません」


    　部下の報告を受けて、街路に立つパンハイマは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。爬は虫ちゆう類るいが笑えば、パンハイマの笑顔になるだろう。


    「我が社は敵が多いため、情報戦には弱いな」


    　魔女の目が周囲を睥へい睨げいする。遠くに避けていた人々が、さらに目を逸そらす。パンハイマに協力するどころか、近寄るものすらいない。


    「これだけ捜しても見つからぬということは、アンヘリオに何者かの協力があることは確実なのですが」


    「遠まわしに妾わらわの権力と金と暴力のために協力するものはいるが、市民の善意の助力はいっさいないと言いたいのか？」パンハイマの下げ駄たがマラキアの背中を蹴ける。「誰かが情報を摑つかんだとしても他に流すことは確実だ。だから金と権力と暴力を活用しているのだ」


    　足を戻しながら、魔女の赤い目には推測の色。


    「アンヘリオの協力者は、おそらくは黒社会の中堅組織のうちのどこかだろう」


    「組織が？」


    　蹴られた痛みに堪えながらも、マラキアの声には驚きの成分。


    「カンダハ・ナハにハイダーテとリンドブルムを争わせ、三大組織の談合で構築された支配の構造を覆くつがえしたいどこかの組織だ。一手足りないがな」


    「〈ザッハドの使徒〉であるアンヘリオが黒社会の依頼を受けると？　あの怪物の行動原理は無軌道で無関係な人殺しのほうが多いですよ」


    「最初や間にアンヘリオの趣味の殺人が混じっているが、最大の受益者が他の中堅組織だ。趣味の殺人のために、捜査本部もエリダナ市民も、黒社会ですら混乱している」


    　魔女が薄笑いを浮かべる。


    「アンヘリオは非合理で理知的な殺人者だ。無意味に見えても、意味がある行動もできる。だとすると、無意味なほうの趣味に合わないのが、三つの組織に対する殺人だ」


    「たしかにいくらアンヘリオが常識外れに強力な攻こう性せい咒じゆ式しき士しで、快楽殺人者であっても、黒社会の支社襲撃はありえないですね」


    「アンヘリオなら気分でやるかもしれない、ということが推測を混乱させた原因だ」


    　パンハイマの顔には笑み。マラキアが慌あわてて携帯を開く。


    「分かりました。その線で探らせてみます」


    「阿あ呆ほうが。すでに調査させている。各組織の上層部は知らないことからすると、部下の暴走だ。それでも数時間のうちに答えが出る」


    　パンハイマは溜ため息。


    「この程度の推測は、すでに最初からできていた。ペトレリカも昨日あたりに気づいているだろう。しかしマラキア、おまえは本当に無能だのう」


    　携帯を切って、マラキアが恐縮する。


    「副官がいないから、妾わらわがすべてをしなければならない」


    　パンハイマが進む。赤い唇くちびるが嚙かみしめられる。


    「あの怪物、アンヘリオは妾でも厄介だ」


    「パンハイマ様と拮きつ抗こうした実力は承知しております。しかし、それほど、ですか？」


    「ああ」


    　パンハイマが続ける。


    「咒じゆ式しきに体術は一級品、エミレオの書という反則的な咒式具。それ以上にあの怪物の精神性が危険だ。理知的に破滅的。混こん沌とんとしていてなお計算高い。背負うものも愛もなく、自らの死もなんとも思ってはおるまい」


    　魔女の横顔には敵意。


    「つまり弱点らしき弱点が見あたらぬ。まさに〈金剛石の殺人者〉だ」


    　マラキアが絶句する。自らの主人が自分に匹敵する相手を見つけることは少ない。


    「むしろ、死病に冒された妾わらわのほうが不利だ。いつ死ぬか分からぬ。早くペトレリカにアミラガ家を継いでもらわねば困る」


    　自らの苦境にもパンハイマは笑う。マラキアは複雑な表情となる。


    「気にするな。おまえにはおまえの仕事がある。大事な仕事がな」


    　珍しくパンハイマが部下を気遣う言葉を投げた。それだけにマラキアの表情は曇る。ありえない気遣いこそ、主人の死病が進行している証拠に思えたのだ。


    「妾にできることは情報を待つことだけ。まずは肉でも食うか」


    　パンハイマが言い捨て、さらに道を進む。マラキアも余計なことを言わずに、主人の赤い髪の背後を追う。人々は道を空けていく。


    　朱塗りの下げ駄たがアスファルトを嚙かんで止まる。


    　パンハイマを避けて開いた路上には、三人の少女が立っていた。


    　そろって桃色の髪に同色の瞳という、ありえない色をしていた。右の少女は髪を頭の左右で結っている。白いフリルがついた黒いドレスに黒いエナメルの靴。


    　中央の少女は、髪飾りに黒い百ゆ合り。黒く長いドレスに黒いエナメルの靴。


    　左の少女は短い髪。白いシャツに黒いネクタイ。黒いスラックスにエナメルの靴。


    「こんにちは」「こんにちは」「こんにちは」


    　三人の挨あい拶さつが唱和される。


    「わたしは三女のヒルデ」


    　頭の左右で髪を結った少女が会釈をする。


    「〈ザッハドの使徒〉で〈右足薬指のペネロテ〉の称号を持っています。三三二人を殺しました」


    「僕は次女のヒルド」


    　短い髪の少女が一礼。襟えり元もとから短いネクタイが下がる。


    「〈ザッハドの使徒〉で〈右足中指のペネロテ〉の称号を持っており、三三四人を殺しているよ」


    「私は長女のヒルダ」


    　黒百合を頭に飾った少女が一礼。


    「ザッハドの使徒で〈右足親指のペネロテ〉の称号を持っていて、三三三人を殺しております。我ら三人はペネロテ、姉妹です」


    「ちょっと待って」ネクタイを揺らして、ヒルドが横を向く。「ヒルダお姉ちゃんはともかく、ヒルデは三三二人も殺していない。三三一人しか殺していない」


    「はぁ？　ヒルドはまた言いがかりをつけるの？」ヒルデが舌を出して反抗する。「わたしは三三二人をしっかりきっちりばっちり殺しました」


    「あなた、ズルして交通事故まで入れているだけじゃないの～？　仮にも連続大量殺人者が、運転下手で女を轢ひき逃げした数まで入れるなんて反則ですよ～」


    　ヒルダが突っこむと、ヒルデが横を向いて頰ほおを膨ふくらませる。


    「いいんです。殺した数には変わりありませんよ～だ。エミレオの書にも表示されています～」


    「じゃあ表示を見せろよ。エミレオの書は噓うそをつかない」


    「嫌です、ヒルドお姉ちゃんには見せません～」


    　ヒルドが詰めよると、ヒルデが顔を背そむける。


    　三人の〈ザッハドの使徒〉の登場に、即座にマラキアは魔ま杖じよう剣けんを掲げて戦闘態勢を取る。三人もの使徒が一度に襲撃してくる最悪の事態に、混乱しつつもマラキアは周囲を探る。目は主人を逃がす活路を街に探していた。


    　街路を行く人々も、パンハイマと使徒との遭遇戦だと気づいた。母親は子供を抱えて逃げる。勤め人は鞄かばんを抱いて路地に逃げこむ。パンハイマと使徒が視界に入らない人々は、一部の人々の逃走に戸惑っている。逆に若い男は逃げる人波に逆らい、飛び跳ねて見物しようとしている。


    　マラキアの目は、逃がすべき主人であるパンハイマを捉とらえる。魔女は現れた敵を静かな目で見ている。爬は虫ちゆう類るいの眼まな差ざしだった。


    「アンヘリオの他に〈ザッハドの使徒〉がエリダナに来ているとはな」


    　日ひ傘がさを傾け、緋ひ色いろの着物の肩に柄が当てられる。自分が犠牲になって活路を開くしかないと、マラキアの視線による無言の撤退の合図。主人であるパンハイマは一顧だにしない。


    「おまえたちが使徒か。珍しいな」


    「ほとんどの殺人者は、歪ゆがんだ性的妄想が十年か十五年も続いて熟成して生まれる。だから少女の連続大量、そして快楽殺人者は珍しい、って言うんでしょう？　平凡で古くさい分析だ」


    　次女のヒルドが笑う。続きを三女のヒルデが引き取る。


    「今は違うのよ、おばさん。オシャレで楽しい最先端の娯楽として殺人があるの」


    　ヒルデの桃色の目がパンハイマを捉とらえる。


    「そこでかわいい私たち、ペネロテ姉妹がなぜ殺人者、そして使徒になったかというと……」


    「アンヘリオの同類、〈ザッハドの使徒〉が三人同時とは、手間が省はぶける」


    　使徒に返事する気などまったく存在せず、暴君の声だけが放たれた。相手の言葉の途中で、パンハイマの朱塗りの下げ駄たが前進する。三人の殺人者は不愉快な顔をし、迎撃態勢を取る。


    「アンヘリオの居場所を知っているとは思えぬが、害虫は殺しておこう」


    　即座に発生した殺意を持って、パンハイマは前に進む。襲われる理由も、自らが殺す理由もない。控えていたマラキアは苦く渋じゆうの表情。戦闘を回避する意志がない主人に続いて進軍する。


    　対するヒルデとヒルドとヒルダの三人も、足並みをそろえて街路を進む。


    　パンハイマの手が魔ま杖じよう刀とうに伸びる。赤く染めた鮫さめ皮がわ巻に赤い柄糸を巻いた美麗な柄つかを、白い五指が握る。ヒルデは魔杖錫しやくを掲げ、ヒルドは魔杖笛てきを唇くちびるに当て、ヒルダは魔杖風ふう琴きんを抱える。一人と三人の魔女たちは、人々が逃げまどう街路を進んでいく。間合いが縮まっていき、双方の殺意で大気が圧縮されていく。


    「死んでもあとで出ないでもらえるかしら」頭の左右の髪の束を揺らして、ヒルデが笑う。「だって、幽霊は怖いもの」


    　パンハイマは下げ駄たを鳴らして進む。


    「それは大いなる勘違いだ」


    　〈荊棘いばらの女王〉は初めて相手の言葉に反応した。


    「生きている妾わらわにこそ恐怖せよ」


    　台詞せりふと同時に業火。魔杖刀から化学錬成系第三階位〈緋竜七咆ハボリユム〉の咒じゆ式しきが発動し、ナパームの炎による七匹の竜が宙を渡る。街路の上空を埋めつくす、巨大な緋ひ色いろの帯となっていた。


    　三人の殺人者は、横に跳ねて炎の七つの帯の直進を回避。高速展開された広範囲咒式を完全に躱かわすことができず、それぞれのドレスの裾すそや袖そでが炎上。着地と同時に転がり、刃やいばで衣装を切って消火。業火は背後のビルの壁面に命中し、炎を散らす。


    　跳ねた緋色の太い帯が三人に向けて落下し、ナパームの炎が炸さく裂れつ。一三〇〇度の橙だいだい色いろと黒の炎が街路に撒まき散らされる。炎の一筋に車が巻きこまれる。高熱でガラスが砕け、車内が炎上。燃料に引火し、爆発。猛火のなかで、骨組みだけになっていく。


    　歩道の消火栓も溶解し、あたりに噴水を撒き散らす。


    　炎の渦と噴水が接触し、熱い水蒸気が生みだされる。炎と水の地獄で、離れて見物していた通行人たちが逃げまどう。


    　髪の毛が燃えて、アスファルトの水たまりに転がる若い男。ジーンズの裾を必死にはたく中年男。蒸気で水みず膨ぶくれに覆おおわれた顔を、焼け爛ただれた手で覆う少年。もはやパンハイマを遠巻きに見ることすら危険だったのだ。


    　炎の海を眺めるパンハイマが後方に下がる。主人に倣って、マラキアも後方跳躍。


    　アスファルトに刺さる黒褐色の板。さらに後退する二人を追うように、黒褐色の板が突き立っていく。


    　パンハイマの緋色の目に、感情が広がっていった。理解不能なものを見た驚きだった。


    　アスファルトに突き立つ板の群れは、街路に壁が乱雑に建てられたようにも見えた。区画整理のように板の縦横に線が入っていた。パンハイマの鼻先を掠かすめるのは甘い香り。


    　板は巨大なチョコレートだった。人間の身長よりも高く体よりも厚い、大邸宅の門の大きさのチョコレートの板がアスファルトに突き立っている。硬度ではなく巨大質量と速度が大地を穿うがち、着弾した部分が瞬時に破砕して粘着剤のようになっての直立だった。


    　ヒルデが桃色の目で笑う。手には安っぽい疑似宝石が嵌はまり、玩具のような桃色をした魔杖錫があった。


    「あららん、せっかく美お味いしいチョコレートをあげたのに食べてくれないんだね」


    　カカオマスに砂糖、ココアバターに練乳、さらにレシチンやバニラ系香料や糖質、植物油脂に甘味料を加えた単なる菓子は、組成を変えられ、大きさは扉の板を超えている。


    　縦横厚さと通常の二十倍もあるチョコレートの板は、通常の一万八千倍の四八〇キログラムル。上空から高速で放たれて直撃すれば、普通の人間なら即死。攻こう性せい咒じゆ式しき士しでも無事ではすまない。


    　ヒルデが魔ま杖じよう錫しやくを振るう。今度は水平に巨大チョコレートの板が放たれる。紡つむいでいた火炎咒式を即座に停止し、パンハイマは横に跳ねる。


    　チョコレートの砲弾が、背後にあった服飾店のガラスに着弾。金属の枠ごとガラスを割り、店の棚を薙なぎ倒して、最後に奥の壁を質量で破砕した。硬化した巨大なチョコレートは破は城じよう槌ついの威力となっている。


    　パンハイマは火炎ではチョコレートが溶解し、熱湯の雨となると判断して逃げたのだ。


    「チョコレートがお嫌いなら、こんなものはいかが？」


    　パンハイマの白い顔に空からの影。見上げずに魔女は後方へ飛ぶ。


    　街灯を折り、路上駐車されていた車を圧あつ搾さくし、巨大質量が落下。路上に横たわるのは大型自動車の大きさを持つ、背の低い三角柱。上面には波打つ白いクリーム、大人が一抱えできるかどうかの巨大な赤い苺いちご。


    　縦横奥行きと、通常の百倍の大きさのケーキが落下したのだ。落下衝撃と自重でケーキ自体がつぶれて、白いクリームを周囲に撒まき散らす。甘い臭気が街路に立ちこめる。


    　爆炎。〈緋竜七咆ハボリユム〉のナパームの猛火が舞って、ケーキとチョコという御お伽とぎ噺ばなしの世界を破砕し、燃やしていく。さらに消火栓が破壊され、水が噴出。


    　アスファルトの上でクリームが溶け崩れる。チョコレートは溶解して流れ、沸ふつ騰とうする汚お泥でいとなって排水溝へと流れていく。消火栓の水が水蒸気となって立ちこめる。


    「巨大であろうと、菓子など児じ戯ぎにすぎぬ」


    　渦巻く炎と蒸気のなかからパンハイマが現れる。魔杖刀が閃ひらめき、三度目の〈緋竜七咆ハボリユム〉の炎。七条の炎が[image: ]ねじりあわされ、巨大な炎の大蛇となってヒルデに襲いかかる。


    　ヒルデは魔杖錫を振るう。三女の前に分厚い半透明の壁が現れ、炎を受ける。凄すさまじい高温によって半透明の壁が蒸気を発し、身を[image: ]よじり、炭化していく。


    　火勢が弱まり、半透明の壁が残る。骨まで焦がすナパームの一三〇〇度の高温も、三メルトルの厚さのゼリーの壁を貫通できなかった。


    「なんだこれらの咒式は!?」


    　逃げつづけて大地に這はうマラキアは叫ぶしかなかった。


    「チョコレートの砲弾にケーキの圧搾機にゼリーの防壁など、聞いたこともない！」


    「この世にはあなたたちの知らない咒式など、数百万種類ある。化学物質や材料、技術は日々増えているからね」


    　炎と、燃えあがる菓子によって異次元となった街路を、ペネロテ姉妹が前進していく。


    「さあ、どうやって殺そうかな。エリダナでのパンハイマの見立て殺人だから、いろいろ考えないとね」


    　三女のヒルデが魔ま杖じよう錫しやくを振るう。パンハイマは火炎を放ちつつ、チョコレートの砲弾を回避。


    　下がったパンハイマの白い頰ほおに鮮血。


    　背後に巨大チョコレートの板の着弾の轟ごう音おんを聞きつつ、赤い目は自らの左手を見据える。


    　五センチメルトルの編み目が白い肘ひじと着物の袖そでに刻まれ、広がっていく。編み目から、目にも鮮やかな赤が溢あふれていく。着物の袖が格子状に分解。同時に切断された左手が落ちていく。


    　落下していく途中で、肘は立方体に分解されていき、地面の上で血とともに弾はじける。緋ひ色いろの傘かさも同じように分割されて散った。


    　魔女の足下ではマラキアが背を丸めて屈かがんでいた。額ひたいには脂汗。横顔は苦痛に苛さいなまれていた。右脚の膝ひざから下がパンハイマと同じように分割され、肉片となっていた。


    　膝の断面は複雑な肉の立方体が入り組むようになっていた。平面の肉から鮮血が零こぼれる。立方体の肉片の前で、マラキアは苦く鳴めいを耐える。足を失った苦痛のためか、男は凄すさまじい耳鳴りに襲われていた。頭痛に嘔おう吐と感かんで男は動けない。


    「腕一本いただき♪」


    　街路の端で、ヒルデが宝石が嵌はまった玩具のような魔杖錫を掲げていた。


    　耳鳴りの間から響く相手の言葉に、マラキアが唇くちびるを嚙かむ。咒じゆ式しき士しとしては十二階かい梯ていという高位であるマラキアであっても、三人の計算に入っていないのだ。


    　魔女たちは、桃色の目で出血するパンハイマを見つめていた。


    「なんだ、あなたでも赤い血を流せるんだ。てっきりアミラガ家がかつて交わったという、禍まがつ式しきの青い血か、〈古エきノ巨ル人ム〉の白銀色の血でも出るかと思った～」


    　長女のヒルダが高らかに笑う。隣では三女のヒルデが手に握る魔杖錫から光点が流れ、空中に漂っていた。


    「チョコレートやケーキにゼリーに騙だまされたと思うけど、あれは楽しい前置き」


    　ヒルデから放たれる光点の群れを、パンハイマの目が即座に分析する。


    　光点は、水滴が付着した極細の糸が陽光を反射したものだった。パンハイマの腕やマラキアの足を切断したのは、化学珪成系第四階位〈珪無絃糸圏ハル・フ〉による炭化珪素のウィスカー繊せん維い。高強度、高弾性で耐熱性の高い複合ウィスカー繊維は単結晶のセラミックス繊維で、引っ張り強度で一〇・二メガパスカルルを誇り、人体など容易に切断する。


    　魔杖錫から放たれた糸はヒルデの技量によって高速で編あまれ、広範囲で相手を包みこむ網となる。不可視の冷酷な網が引き絞しぼられると、相手は骰さい子ころ状の肉片とされる。回避しにくい広範囲攻撃のうえに、網の端に触れただけでも人体を切断するのだ。


    「自分一人で成功したと思うな」


    　街路の反対側に次女のヒルドが立つ。男装の少女は魔杖笛てきを口に当てていた。


    「僕の咒式がなければ、あのパンハイマがヒルデの咒式など喰らうか」笛を口元に掲げたまま、ヒルドが吐きすてる。「それでも利き手の反対を斬きるしかできなかっただろうが」


    「それはヒルドお姉ちゃんの咒式が絶対的なものじゃないからだよ」


    　二人の会話を前にしても、パンハイマは反撃に移れない。魔女の全身には電磁電波系第三階位〈暴魎魔笛タミー・ノ〉の咒じゆ式しきによる圧力がかけられていた。


    　咒式の電磁波によって空気を振動させて発生した音波を集束させ、指向性を持たせる。放射された音波は音の帯となって、狭い範囲に作用し、相手の鼓こ膜まくに強烈な攻撃を加える。同時に二〇と二五キロヘルツルの超周波数を重ね、人の平へい衡こう感覚を司つかさどる内耳に作用する五キロヘルツルという超低周波数も放つ。


    　鼓膜を殴なぐりつけられたかのような衝撃は、平衡感覚の喪失に吐き気、目め眩まいに激しい頭痛を引き起こす。受けたパンハイマは緋ひ色いろの目を不愉快そうに細くしていた。


    　男装のヒルドは魔ま杖じよう笛てきを奏かなでる合間に語る。


    「耳って器官は繊せん細さいでね。音の攻撃に弱い。普通ならそこのマラキアのようにその場に倒れる。あなたですら完全束縛とはいかないまでも、運動能力はかなり落ちているはずだ」


    　パンハイマが動こうとすると、音の衝撃波が強化される。朱塗りの下げ駄たがアスファルトを嚙かんで、動きが抑制される。範囲が絞しぼられた指向性の音波はパンハイマとマラキア以外にはほとんど聞こえない。


    　音の圧力が消えると同時に、床に伏すマラキアの鼻と耳から血が噴出する。


    　部下に駆けよらずに、アスファルトを蹴けってパンハイマは緊急退避。下駄の歯の音も高く、停止。腕の断面から血が大地に滴したたっていく。


    「またも不可視の攻撃か」


    　炎と水蒸気を背景に、街路の中央にヒルダが立っていた。


    「あらら、命中せずね～」


    　長女のヒルダは体の前に魔杖風ふう琴きんを掲げ、左右の指で咒式を紡つむいでいた。


    「でも一瞬だけであっても、咒式範囲に入っていた～」


    　ヒルダの声とともに、パンハイマの緋色の右目から、血けつ涙るいが零こぼれていた。唇くちびるの右端はしから内臓出血の鮮血が溢あふれる。赤い筋は顎あごまで流れ、開いた着物の襟えりの間、白玉のごとき乳房の谷間に滴り濡らす。


    　魔女はヒルダの咒式を判別していた。結界に限定された空間内で発生した波形構造を持つ負の気圧は、正圧持続時間の長さに比例して二乗の長さを持つ。


    　負の一〇気圧という力がかけられると、肺や内臓が破裂して出血。さらには街路で苦しむマラキアのように、眼がん窩かや口、鼻び孔こうや耳孔から血が対外へと吸いだされる。一瞬だけ咒式に捕ほ捉そくされたパンハイマでさえ、肺が破砕された。


    　大地に倒れたマラキアが苦痛のあまり、声をあげようと呼吸をする。息をしながら、男は喉のどを搔かきむしる。低酸素状態のような青白い顔色となっていた。息をしているのに、マラキアは酸素を得られないようだった。


    　咒式による負の気圧によって、結界内部の酸素濃度が低下していた。酸素呼吸をする人体は肺胞で呼気交換を行おこない、肺胞毛細血管から肺胞腔に出る酸素濃度は平均で一六％となっている。一回でも酸素が一六％以下の大気を吸うと、肺胞毛細血管中の酸素が濃度勾こう配ばいによって引きだされる。極端な例だと酸素〇％の負の気圧のなかで呼吸をすれば、体内の一六％の酸素を奪われることになる。


    　血中酸素が低下すると延えん髄ずいの呼吸中枢が反射的に呼吸させ、さらに血中酸素を失わせる。マラキアはすでにアスファルトの上で四肢を痙けい攣れんさせ、死に瀕ひんしていた。


    「よりにもよって、化学錬成系第六階位〈吸血負圧無間圏パパ・ゲーノ〉の咒じゆ式しきか」


    　咒式は、結界により限定された空間内に負の気圧地獄を生み、体組織を破壊する。同時に一呼吸でもすれば死ぬ猛毒の世界を生みだす。


    　数多い毒ガス咒式でも、糜び爛らん剤ざいガスなどの皮ひ膚ふ接触が必要なものは視認が可能で、鋭敏な感覚器官と超反応、高速回避を可能とする攻こう性せい咒式士には命中しにくい。サリンなどの神経系ガスは、不可視であるがゆえに回避されにくいが、吸入しなければ咒式士は大事に至りにくい。


    　双方の毒ガス咒式の欠点を負の気圧で解決する、咒式ならではの大気操作による死の空気であった。


    　路上で痙攣していたマラキアの動きが止まる。内臓及び体組織破裂、重篤な酸素欠乏症で絶命したようだった。


    　部下の死にも、パンハイマは動揺しない。緋ひ色いろの目は、ヒルデの菓子の目くらましと斬ざん糸し、ヒルドの音の拘束咒式、ヒルダの負圧咒式を警戒していた。ヒルデが呑のん気きに笑う。


    「おまけのお陰で死の空間に気づけて幸運ね～」


    「おまえたちもアンヘリオと同じく」パンハイマの目が三人の咒式具を見る。「エミレオの九十九の書を持っているということか」


    「そういうこと～」


    　魔ま杖じよう風ふう琴きんで致死の気圧と酸素欠乏咒式をいつでも放てるよう紡つむぎつつ、長女のヒルダが笑う。背後には半透明の薄青い霧。極度の肥満体の巨人が浮遊していた。


    「有名なパンハイマより、僕たちのほうが強いみたい」


    　短い桃色の髪で、次女のヒルドは笛の演奏に戻る。奏かなでられた複数の超低周波を重ねる瞬間を待つ。周囲には薄緑の狐きつねが緩ゆるやかに回転していた。狐の目には瞳どう孔こうが四つ嵌はまる。


    「もうお姉ちゃんたちは焦あせらないで。ちゃんとお菓子を使って、見立て殺人にしないと」


    　頭の左右の髪の房を揺らし、三女のヒルデが魔杖錫しやくを構える。四方に展開された斬糸から水滴が蒸発し、今度こそ不可視となっていた。少女の肩には丸い毛の塊かたまり。三角の耳に丸まった手足。かわいい体だが、土気色をした老人の顔が嵌っていた。口からは喘ぜん鳴めいが漏もれる。


    　三姉妹が間合いを詰めていく。咒式の有効距離が近くなっていった。歩くヒルダの唇くちびるが酷薄さのままに歪ゆがむ。


    「エミレオの書の〈絶息の巨人エンゴル・ル〉に〈耳食い狐キキチチ〉に〈菓子屋敷のモコポコ〉の三重攻撃の前に、誰が生き残れるのでしょうね～」


    　パンハイマはすでに前方の三人の殺人者を見ていなかった。路上に転がるマラキアの青白い死体も見ていなかった。耳への衝撃や内臓出血も気にせず、女の赤い目は自らの腕の断面を眺めていた。入り組んだ断面から血が噴出し、アスファルトに零こぼれていく。


    　パンハイマは右手の魔ま杖じよう刀とうを振るう。三人の殺人者が警戒して離れる。


    　魔杖刀の先端に、青白いプラズマの炎が生まれる。迷うことなく刃やいばと炎が左手の断面に当てられ、傷口を焼いていく。黒煙と気分が悪くなるような悪臭。同時に肉が焼ける甘い臭気。腕の断面は炭化し、出血は瞬時に停止。表情すら変えないパンハイマの止血だった。


    　離れて包囲する三人の魔女たちは、相手の異様さに攻撃に移れなかった。


    「人間なの、あれ？」


    　呆ぼう然ぜんとした言葉をヒルデの赤い唇くちびるが漏もらしていた。


    「パンハイマが高位使徒に等しい相手だと、最初から分かっていたことだ」


    　ヒルドは唇を嚙かみしめて、魔杖笛てきに集中する。


    「エリダナで開催される祝祭の最善手は、パンハイマを倒して逃げきること～。これなら一回の殺しですむしね～」


    　ヒルダが魔杖風ふう琴きんの鍵けん盤ばんに指を這はわせる。


    「祝祭？」


    　惨状の街路から、パンハイマが問いかける。ヒルダが口に手を当てる。


    「あなたには関係ないこと。我らがここでパンハイマを殺しておけば、すべては終わり～」


    「それでいい」パンハイマが嘲あざ笑わらう。「最近は妾わらわに挑戦してくる愚か者が少ないから、たっぷりと殺してやろう。祝祭やアンヘリオについては、二人を殺し、手足を失って泣き叫ぶ生き残りの一人から聞きだせばいい」


    　魔女の物言いに、三人の少女が止まる。一拍を置いて爆発した。


    「あはははは。さすがパンハイマ。最高の阿あ呆ほうだ」


    　ヒルデが笑う。ヒルドも笑い、ヒルダも笑った。


    　ペネロテ姉妹の攻撃は完かん璧ぺきだった。派手なチョコレートやケーキの咒じゆ式しきにまぎれた不可視の糸は広範囲かつ、一撃必殺。見えない音による拘束咒式は音速かつ防御不能。透明な負の圧力と酸欠咒式は絶対の殺傷力。どのような高位咒式士も姉妹の連撃の前に絶命する。


    　四人の魔女が距離を詰めていく。


    



    



    　簡素な屋台の椅い子すに座り、俺はポロック揚げを齧かじる。


    　屋台の食卓の向かい側では、ギギナもポロック揚げを飲みこんでいた。


    「いつでもどこでも、ギギナはよく食べるな」


    「攻こう性せい咒式士は体と頭脳が資本だ」


    　答えつつ、ギギナはポロック揚げを野菜で包んで飲みこむ。


    　紙杯の水を空けて、息を吐く。ホートンの出店で昼食にしたのだが、事態はたいして進展しない。屋台の奥では、ポロックを揚げているホートンが顔を上げる。


    「楽しくなさそうだな。それでは楽しいホートン占いを……」


    　算そろ盤ばん片手に奥から出てきた顔に紙杯を投げて、奥に戻らせる。


    　胸元で携帯咒じゆ信しん機きが鳴る。


    　俺は携帯の画面を眺める。急いで隣のギギナに携帯の画面を見せる。


    「パンハイマが〈ザッハドの使徒〉と交戦状態に入ったようだ」


    「アンヘリオ以外に〈ザッハドの使徒〉が出現したのか？」


    　ギギナの声は厳しくなる。


    「現在進行形で、パンハイマが三人組の使徒であるペネロテ姉妹、ヒルダとヒルドとヒルデというやつらと交戦中らしい」


    　俺は椅い子すから立ち上がった。ギギナは椅子に座ったままポロック揚げを齧かじっていた。


    「どこへ行く気だ？」ギギナは皿をホートンに向ける。「おかわり。あと十個」


    「なにって、パンハイマの助勢に行かないのか？　おかわりをしている場合ではないだろうが」


    「現場はここから車を全力で飛ばしても三十分はかかる。到着する時点で、どちらかが死んでいる。死体の確認に行く趣味があれば別だが」


    「さすがドラッケン族で、さすがギギナ。パンハイマ並みに冷酷で合理的だ」


    　ギギナの理屈のほうが正しいため、俺は浮いた腰を椅子に戻す。ギギナはホートンから渡された追加のポロック揚げを口に放りこむ。


    「私がパンハイマほど冷酷なら、初対面のときに貴様の首を刎はねている」


    「それはどうもお優しいことで」


    　俺は息を吐く。パンハイマを狙うくらいだから、ペネロテ姉妹も高位咒式士だ。となると大火力と刃やいばが交わされる戦場となる。使徒もパンハイマも互いに互いを殺す以外の決着はない。


    「パンハイマは敵に回すと恐ろしいが、敵の敵としてなら頼りになりすぎる」


    「もちろん味方でも最悪な存在である」ギギナが補足する。「前提として、あの魔女はジオルグ殺害の最有力容疑者だ」


    「それでも今はパンハイマの勝利を願うしかない」


    　エリダナの反対側で起こっている戦闘が気になって、落ちつかない。


    「〈ザッハドの使徒〉がアンヘリオ以外に現れるなど、異常事態だな」


    　俺も食後の珈コー琲ヒーを飲み干し、食事が終わった。携帯で料金を払って、ホートンの店から出る。占いをしたがっていたホートンは無視。


    　ギギナの広い背中が、屠と竜りゆう刀とうとともに進んでいた。俺も車に向かう。並んで歩くと街路に影が伸びていく。通行人もいない寂れた通りだった。紙かみ屑くずを踏んで進む。


    「ペネロテ姉妹とやらはパンハイマに任せて、我らはアンヘリオを捜すか」


    「ヴィネルとナテッロからはまだ情報が来ない。無む闇やみに動いても意味がない」


    　そこで疑問が湧わいてくる。足が止まった。


    「待てよ、そもそもペネロテ姉妹はなぜパンハイマを狙った？」


    　俺の問いにギギナの歩みも止まる。


    「使徒のほうからパンハイマを狙って襲撃した。単に殺人遊びをしたいにしても変だ。第一アンヘリオと三人の殺人者が偶然エリダナに集まるなどありえない」


    「殺人者なら楽な相手か、好みの相手を狙う。パンハイマを狙う意味などなにもない」


    「ならば、なぜだ？」


    　謎なぞが多すぎる。なにひとつ分からない。〈ザッハドの使徒〉の行為はすべてが意味不明だ。


    　ギギナの目に険しい光が宿る。


    　声とともに左腕に激痛。ギギナが俺の襟えり首くびを摑つかんで、引いていた。俺は左手を押さえるより、右手で魔ま杖じよう剣けんを抜いて後退。敵を視認するよりおよその方向に向かって〈爆炸吼アイニ〉を放つ。ギギナの屠と竜りゆう刀とうも放たれる。


    　トリニトロトルエン爆薬が炸さく裂れつし、ビルの裏手を砕く。ギギナの刃やいばも空を斬きるだけ。白煙から逃げる影を追って、さらなる〈爆炸吼アイニ〉の爆裂に爆裂。三発ぶんの空から薬やつ莢きようが地面に落下。


    　激痛が蘇よみがえり、俺は後退。安全距離で立ち止まる。屠竜刀を掲げたギギナは、前で壁となっている。


    　俺とギギナは背中合わせになって周囲を警戒。


    　右目は前に固定し、左目だけで左腕の状態を確認する。


    　ギギナが反射で引っ張ってくれたため胴体狙いの攻撃が腕へのものとなったが、袖そで口ぐちから出ていた左前腕の肉が刃の一撃で消失していた。薄い黄色の魚卵のような脂肪層に、桃色の筋肉が見えた。断面に赤い斑はん点てんが浮かび、血として滲にじむ。防刃繊せん維いでなかったら、腕が切断されていたと考えると、背筋が凍る。


    　床に落ちていた紙かみ屑くずや宣伝の紙が爆風で巻きあがっていた。間から、人影が現れる。立っているのは、栗色の巻き毛に緑の瞳。赤と白が混じる趣味の悪いシャツにジーンズ。そして両手には魔杖剣。


    　問うまでもない。攻撃してくるなら敵だ。今の状況なら、相手の正体も分かっていた。


    　男は左の魔杖刀を口の前に掲げていた。着ている服は、赤と白のシャツではない。白のシャツが血で赤く濡ぬれているのだ。紙片の雨のなか、男の口元が動いていたことに気づいて、俺は恐怖した。敵は俺の肉を咀そ嚼しやくして、いや、食っていやがるのだ。


    　襲撃者は肉を[image: ]えん下か。口元から顎あご、喉元を朱色に染めた笑顔を見せる。


    「じゃーん、おまえの肉」


    　赤い唇くちびるが開かれる。口こう腔こうには、血に濡れた犬歯や門歯が見えた。爽さわやかな青年の顔の部品を使って、人食いの笑みが作られていた。


    「これは驚きだ」


    　味をさらに確認する男の顔には、驚きが広がっていく。目は俺を見ている。


    「ガユス、おまえの肉は予想外に美う味まい。これは」男は記憶を検索しているように目線を左上に動かし、戻す。「そうだ、あのアイディードかフレシアに並ぶ美味さだ」


    　俺は間合いを計る。


    「それだけ異常なら、〈ザッハドの使徒〉ということだな」


    「新聞や報道は〈人食いモーフィース〉と呼ぶ」


    　血で顎あごから下を朱に染めた使徒が答える。モーフィースを脳内検索。記録では四八四人を殺した異常者だ。俺とギギナは間合いを計る。


    「使徒がなぜ俺たちを襲う？」


    「我ら使徒が行う最大の遊ゆう戯ぎ、この祝祭に、おまえも参加している」


    「祝祭？　俺がすでに参加している？　どういうことだ？」


    　問い返してしまって後悔した。


    　モーフィースの赤い唇くちびるを舌が舐なめる。


    「祝祭のための基本の一三〇点と殺人者数のおまけという得点稼ぎもできる。嬉うれしいな」


    「得点？　殺人者数？　殺した人数が多い相手を殺すほど得点が高いということか？」


    「俺は人の肉を食べたい。理由は味が好きだから。それしか食べられないから」


    　俺の問いに、モーフィースは笑う。〈ザッハドの使徒〉とは会話が成立しない。


    「おまえを食わせてもらう」


    　使徒は右手の魔ま杖じよう剣けんを前に掲げ、俺の血に塗まみれた魔杖刀を握る左手を背後に引いていく。少し変則だが、二刀流の構えとしてはありえる範囲だ。祝祭や得点など気になることは多いが、相手から感じる圧力は本物だった。魔杖剣の柄を強く握る。


    「気をつけろギギナ、相手はかなりやるぞ」


    「問題はそんなことではない」


    　屠と竜りゆう刀とうを掲げたギギナが、緩ゆるやかに前進していく。


    「最初の一撃を、我らが見えずに受けたことが問題だ！」


    　強引にギギナが加速し、モーフィースも間合いを詰める。路上で互いの殺傷圏が接触した瞬間、非情の屠竜刀が振り下ろされる。豪壮な一撃を、モーフィースの右手の魔杖剣が受けて、重々しい金属音と火花が散る。


    　ギギナの腕力が勝り、モーフィースの膝ひざが沈む。殺人者は右手で防御に成功して、左手が自由に動く。左手の魔杖刀の反撃に対し、ギギナの手首が翻ひるがえり、横よこ薙なぎの斬ざん撃げき。魔杖刀が跳ね上げられる。今度はギギナの重い追撃。モーフィースが肩口に魔杖剣を掲げて防御。さらに重ねられる突き。轟ごう音おんと火花が散る。俺はギギナの呼吸を読み、剣の嵐の間へ〈矛ベ槍リ射ン〉を放つ。


    　モーフィースの左の魔杖刀が閃ひらめいて、投とう槍そうの群れを防ぐ。前衛剣士特有の咒じゆ式しき無効化で、槍は量子の光に分解される。


    　ギギナが食人者から離れる。開いた空間に俺は〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つ。モーフィースは魔杖剣と魔杖刀を交差させて雷撃を受け止め、百万ボルトルの雷が散乱。見え見えの連係にすぎた。


    　再び間合いを詰めたギギナとモーフィースが刃やいばを振る。鋼の乱舞。ギギナの屠竜刀の嵐が食人者を圧迫していく。


    　ギギナの中段突きを刃で受けて、モーフィースの体が後退。力で開いた隙へ再び〈矛ベ槍リ射ン〉を発動し、槍がモーフィースに殺到。左肩と首筋に着弾し、肉を削っていく。またギギナが前進。俺も咒式を紡つむぎつつ、射線を探して走る。


    　前衛が間合いを詰めて相手の咒式攻撃の発動を不可能にする。さらに後衛が咒式で掩えん護ご、それでも相手が生きているならまた前衛が突撃するという、基本の連係だ。使徒がいくら強くても、手数の差で、いずれ俺たちが勝つ。


    　詰みだと理解したらしく、モーフィースが後退。力で押せると見たギギナが追撃の前進。モーフィースの笑みが、俺の背筋に悪お寒かんを生じさせる。


    「逃げろギギナ！」


    　叫びと同時に、ギギナの右肩から鮮血。ギギナは首を左に曲げて、頸けい動どう脈みやくへの一撃を避けた。


    　続いて俺も前へ体を投げだす。赤毛と、鮮血が散っていた。回転して起き上がりつつ、背後へ〈爆炸吼アイニ〉を放つ。トリニトロトルエンの爆風が路上に吹き荒れる。連続する爆裂が、街灯を破砕。路上駐車した車のガラスを砕き、車体を歪ゆがませる。浮いた車の四つのタイヤがアスファルトに戻り、紙かみ屑くずが宙に舞う。新車は、一撃で車体の骨組みが残るだけの金属の残ざん骸がいになっていた。


    　考えるより、まず敵への牽けん制せいとしての爆裂咒じゆ式しき。点や線や面ではなく、いきなり立体の攻撃で広範囲を制圧する。白煙がたなびく背後に敵の姿はなかった。即座に前に視線を戻す。


    　ギギナがモーフィースの前からの突きを受け、後退してくる場面だった。俺は魔ま杖じよう剣けんから〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つ。雷撃がギギナの頰ほおを掠かすめ、モーフィースの右肩、髪を焦がす。


    　負傷を受けて、互いにかなりの距離を取る。爆風から互いの剣に雷撃で、路上から巻きあがった紙が街路に散乱する。


    　俺とギギナは右へ右へと足を進める。背後も警戒しつつ前も見つつ、動いていく。モーフィースも動き、緩ゆるやかな円運動となる。


    「最初と同じだ。背後から攻撃を受けた。どういうことだ？」


    　ギギナの問いだった。説明しにくいが、見たままを言うしかない。


    「空中から刃やいばが生える瞬間が見えた。ギギナの右背後からだった」


    　自分で言っていて、意味が分からない。


    　それでも俺は見た。背後からの一撃目は、俺の叫びでギギナも致命傷を回避できた。次に俺を同じく死角から狙うのが当然の一手だと、前に逃げた。相手は必殺の一撃になりやすいが動きが大きくて捉とらえにくい頭部ではなく、当てやすい胴体を死角の背中から狙ってきた。死角から来るなら、前に逃げたほうがいいと判断したため、致命傷を避けられた。


    　前方ではモーフィースが動く。爆裂咒式を回避したが、破片が顔から左肩、左腕に刺さり、鮮血を流している。


    　殺人者の上空には、本が浮遊している。本から伸びた数式の鎖くさりに縛られた女が足でモーフィースの体に絡からみついている。両腕はない。首から先、頭部は一冊の本となって、開かれていた。細かい文字が並ぶ見開きに、兎うさぎのように赤い円の目があった。どこからどう見ても〈異い貌ぼうのものども〉だった。


    「アンヘリオと同じ、エミレオの九十九の書か！」


    「〈長き手のランペリン〉と言うらしいな」


    　モーフィースが笑う。ランペリンという〈異貌のものども〉は本の頭を前に倒し、モーフィースに嚙かみつこうとする。牙きばが届きそうになるたびに、数式の鎖が女を引きもどす。


    「これからおまえは首の後ろに手て鉤かぎを刺され、吊り下げられる。次に足に手鉤を刺されて逆さになり、生きているうちに喉のどを切られて、血抜きをされる」


    　殺人者は自らの首筋や両肩の負傷など気にしていない。強烈な妄想によるアドレナリンからの興奮状態が、肉体の痛みを消しているのだ。


    「蒼そう白はくとなったおまえは、喉から足までの皮を剝はがれる。体を戻して、頭部を切り落とされる。電動鋸のこぎりが喉元に入れられる。鎖骨の間から肋ろつ骨こつ、腹筋から下腹部までを両断。機械の刃やいばにとって人など柔らかな肉にすぎず、蒼白の肌に線が刻まれる」


    　敵は捕食者の目で俺を見据えている。


    　俺は自らの負傷を確認。左腕はすでに痛みを訴えている。さらに肩けん胛こう骨こつから後頭部、背中へと斬きられ、抉えぐられた。痛みとともに熱さがあった。あと十数秒で激痛になる。


    「腹ふつ腔こうに開いた穴から、重力に従って血が抜けて蒼白となった胃や肝臓、小腸に大腸が零こぼれる。手を入れて、内臓が搔かき出される。食べられない肺や大腸は捨てられる。残りの内臓の表面に絡からみつく神経や血管、網を剝むいていく。部位ごとに腑ふ分わけする。あとは料理だ」


    　異常者の夢想を無視し、俺とギギナが連動して走る。モーフィースは前衛でもかなり高位だ。この距離からの〈爆炸吼アイニ〉でも多少の負傷は与えられるが、殺傷範囲には捉とらえられない。光速の〈雷霆鞭フユル・フー〉も予測と耐電装備の前に効果が薄い。


    　大型咒じゆ式しきを紡つむぎたいが、背後から攻撃される可能性がある。傷の痛みが発生してきた。


    　渦巻く白煙の向こうで、モーフィースは右手の魔ま杖じよう剣けんを前に掲げ、左手の魔杖刀を背後に引いた構えに戻っていた。爆風による負傷はほぼ回復したようだ。全身装甲された相手にでも爆裂咒式は有効だが、直撃しないかぎり一撃死とはいかない。


    　モーフィースの右の魔杖剣は牽けん制せいととどめを刺すためのものだ。背後に引いて見えにくい魔杖刀が謎なぞの咒式を放ってきている。刃やいばを不可解な方向から飛ばすのだが、いまだに正体が分からない。


    「ランペリンを使って殺せなかったのは、三年ぶりだな」


    　モーフィースは赤い口元で退屈そうにつぶやく。言葉と同時に、ギギナの体が揺らぐ。


    　防ぼう刃じん繊せん維いを裂き、強きよう靱じんな腹筋を貫いて、左脇腹に刃が刺さっていた。屠と竜りゆう刀とうが超反射速度で刃を受けて、さらなる体内への侵入を阻止していた。血とともに刃が引かれていく。宙に散った自らの血を屠竜刀が切断するも、襲ってきた刃そのものは消失。


    　俺は牽制の〈矛ベ槍リ射ン〉を急停止。その場から横転する。


    　今度は脇腹を斬きられた。回転の終わりで、下がってきたギギナと合流。背中合わせで、周囲を警戒。モーフィースは大きく円を描いて動いていく。


    「おまえの肋骨は赤あか葡ぶ萄どう酒しゆと香草で煮込んで、甘みを出す。肋骨の間の肉がまた甘くて美う味まい。肋骨にこびりついた肉をしゃぶるのは、下品だが美お味いしい食べ方だ」


    　独特の構えで間合いを計るモーフィースは、本当に俺を食材として見ていた。味覚で自らの肉体を検分される恐怖。そして間断なく続く激痛。


    「または、玉たま葱ねぎと大にん蒜にくを弱火で炒めて香りを出して、そこに薄く切った肝臓を合わせる。香ばしいし、ビタミンＡのような脂溶性の栄養素を摂取しやすく、そしてビタミンＣのように熱に弱い栄養素もあまり損なわずに摂取できる」


    　モーフィースが俺を見据える。


    「美味であり栄養面も補強できる人肉食に興味が出てきたか？」


    　楽しそうなモーフィースの解説を聞くと、美お味いしそうな肉料理に思えてくる。


    　俺や人肉を使った料理の妄想だと思い出せば、嫌悪感と嘔おう吐と感かんしか湧わかない。俺を食うことを本人に誘うモーフィースの頭脳は、明らかに論理機能が破は綻たんしている。


    「俺は四八四人を殺し、そのすべてを料理し、食べてきた。ほとんどは一口食べるだけで肉質が悪く捨ててきたが、美味な相手である三二人は頭から足の先、眼球まで食べきった」


    　人肉料理人が続けていく。


    「絶世の美女だったアイディードは肉質が柔らかく、太ふと腿ももは最高の味だった。少年合唱団のフレシアは頰ほほ肉にくが美味だった。生きながら脳を啜すすってやったときは」モーフィースが身み震ぶるいした。「可か憐れんな悲鳴の伴奏までついていた。ガユス、おまえは成年男子ながらその二人の至高の味を越える可能性がある肉だ」


    　モーフィースが左手の魔ま杖じよう刀とうを前に掲げる。鋸のこぎりのような刃やいばにはギギナの肉がこびりついている。


    　唇くちびるから赤い舌が伸びる。刃に舌を這はわせて、肉を削そぎとっていく。口に戻され、咀そ嚼しやく。


    「ドラッケンと人間の合あい挽びき肉か。こちらも悪くない」


    　ギギナの横顔に嫌悪感が混じる。モーフィースは、肉の味だけで人間とドラッケン族の父母を持つギギナの血統を見抜いた。舌は一流だろう。病的に一流だ。


    　俺にしても、食人者の発想は想像の限界を超えていた。


    　人間の血には嘔おう吐と作用成分があるとされるという俗説以前に、同族を食うことは大きな禁きん忌きだ。


    　飢き饉きんによる単純な空腹を満たす手段として、または忠誠や体内に対象の力を取りこむ儀式や、憎悪としての食人は古い時代には存在した。現代でも、遭難などの緊急時や異常な嗜し好こうを持つものが行おこなうことがある。生物においても、同族を食うことは蟻ありや白蟻などの社会性動物や魚類や哺ほ乳にゆう類るいでもたまに行おこなわれる行為だ。


    　だが、単に味が好きだからと同族を食うモーフィースは異常だ。すでにモーフィースは人間の捕食者、天敵だった。長話の間に弾倉を交換。無人の街路で、両者が間合いを計る。


    「さて、実食」


    　俺たちは殺人者の呼吸を読んで、前に出る。


    　またもギギナの長身が揺らぐ。同時に屠と竜りゆう刀とうが大地を深く抉えぐり、土塊を撒まき散らす。ギギナは超反応で刃を振るうも、今度は左足の足首から下が消失していた。傷口から大量に出血したが、すぐに恒常咒じゆ式しきで止血。


    　俺の左肩に痛み。魔杖刀の切っ先が左肩を貫通していた。激痛を無視して背後へ〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つ。刃は消え、握っているはずの腕も見えない。


    「どうやって距離を詰めて、死角から斬きりつけてくるのか」


    「推測はあとだ」


    　モーフィースが間合いを詰めてきていた。足を失ったギギナを庇かばうため、俺は〈矛ベ槍リ射ン〉を放つ。七つの投とう槍そうは魔ま杖じよう剣けんが旋回してすべて弾はじき、回避。熟達の咒じゆ式しき剣士にとって、正面からの投槍は落としやすい的にすぎない。


    　モーフィースが後方へ下がる。左手は後方に引かれている。


    「ここだ」


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうが左後方に掲げられ、火花と金属の悲鳴をあげる。巨大な刃やいばを盾たてとし、死角からの攻撃を予想して受け止めていた。


    　ようやく、相手の咒式の正体が見えた。ギギナの左背後上空から、刀の一撃。魔杖刀の柄つかを握るのはモーフィースの左手。肘ひじのあたりで腕は突如として消失。断面の代わりに咒符があった。咒符の表面には複雑な咒印組成式。


    　一秒を百に割る確認から意識を強引に逸そらして、俺は前方に化学鋼成系第四階位〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を放つ。咒式で合成され速度を持されたタングステンカーバイドの砲弾が、モーフィースの剣を掠かすめる。直径一二〇ミリメルトルの滑かつ腔こう砲ほうは、命中しなくてもモーフィースの頰ほおに裂傷を作る。わずかだが、動きを抑制できた。


    　殺人者は次の咒式を回避できないと理解し、横へ大きく跳ねる。距離が離れたところで〈爆ア炸イ吼ニ〉を発動。トリニトロトルエン爆薬が路上に爆裂を撒まき散らす。


    　直撃とは言えないまでも、モーフィースの右足の先を捉とらえた。脛すねが血と肉を散乱させた。


    　白煙を煙幕に俺と片足のギギナが後退する。傷の熱は痛みに変化していた。傷に新たな熱が加わる。ギギナは生体生成系第四階位〈胚モ胎ラ律ツ動ク癒ス〉の咒式を発動していた。未分化胚はい細胞が生成。俺の割れた肩から背中への断面を、肉色の腫しゆ瘍ようが埋めていく。筋肉が癒ゆ着ちやくし、血管がつながれ、白い皮ひ膚ふが覆おおっていく。再生による高い体温のために、大気へと湯気があがる。


    「死角からの攻撃の正体が見えたことで、ようやく推測できた」


    「見たままだ。モーフィースは咒符使い。数法系咒式士だ」


    　ギギナが答える。俺は傷の治ち癒ゆを確認しつつ、相棒の論を続ける。


    「俺にも原理は推測できる。自らの肘から先を咒符で分解し、亜原子に変換。量子的転送で、周囲に撒まいた咒符から発現させる。咒符の特性で、一度設置すればいつでも発動できる。さらに、相手の死角から発動させられる優位性がある」


    「正解正解、大正解」


    　モーフィースが前方の建物の影で笑っていた。傍かたわらではランペリンが揺らめいている。


    「既存の咒式をいくつか組みあわせ、ランペリンの力によって構成した咒式だ。特許はまだ申請していないが、数法式法系第五階位〈喰間躍跳撫手アダ・スー〉とでもしておこうか」


    　声の方向に〈矛ベ槍リ射ン〉を放つ。建物の角を鋼はがねの槍やりが削り、また貫通していく。モーフィースの笑声が広場に響く。俺とギギナもその場を即座に離れて、別の建物の影に移動する。建物の角に咒符から生えた刃の一撃。


    　死角から攻撃されることを避けるために、さらに建物から建物へと遮しや蔽へい物ぶつを探しつつ移動。移動中に〈爆ア炸イ吼ニ〉を放って牽けん制せい。爆煙を抜けてモーフィースが走り、咒じゆ式しきを紡つむぎつづける。


    　互いに激しく移動しながらの市街戦となってきた。


    　少し前に〈大禍つ式アイオーン〉のアムプーラが似たような技を使ってきた。自らを亜原子段階まで分解し、電送することで超高速移動を成し遂げる技だった。


    　しかし、自らの腕だけの転送をしてくるなど、前代未聞の技だった。アムプーラの絶技のような超速度や全身の移動は不可能だが、咒符という出口を相手の背後に設定すれば、正面からではなく、背後や上空などの死角からも攻撃が可能となる。


    　第一、全身の電子転送のように自己の連続性を危うくしないため、人類にも使用が可能だ。


    「剣士が命を削って学び練りあげる剣術は、いかに間合いを詰めて相手に物理力を叩たたきこむかという技術だと言ってもいい」


    　物陰に隠れたギギナの顔には危機感。


    「モーフィースがランペリンを使った咒式は、剣術を根底から覆くつがえす技術だ。振れば、相手の死角から剣が出てくるなど、反則にすぎる」


    　弾倉を交換しつつ、俺は周囲を見回す。街路に不自然なほど多い紙かみ屑くずは、紙の杯はいに広告の紙、冷凍食品のつぶれた箱にガムの包み紙。壁には酒の宣伝の紙に選挙用の政治家の顔写真。車の窓には駐車違反の切符が貼られている。


    　すべてが偽造された咒符である可能性がある。咒符を撒まいておいて疑われない状況と、多方向からの攻撃のためにある程度の広さ。モーフィースは罠を完全に作ってから俺とギギナに仕掛けてきた。


    　殺人者で食人者でもあれば、異常者に決まっている。一方で異常者であることと、頭が働くことは別らしい。俺は魔ま杖じよう剣けんに咒式を紡つむぎ、前方を警戒する。


    「認めたくはないが強敵だ」


    「ある程度は賛成する」


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを肩に担ぐ。残った右足を撓たわめて、姿勢を低くする。切られた左足の断面で大地を踏みつける。目には刃やいばの光。


    「それでもこれは児じ戯ぎだ。遊びにつきあわねばよい」


    「児戯だと？」


    　モーフィースの目に殺意。背後でランペリンを縛る数式の鎖くさりが、強く発光する。


    　進むギギナの足下から紙片が巻き上がる。左足の断面で大地を踏みつけた強引な歩みから加速。前衛系であるはずのモーフィースは迎撃せずに後退。間合いに捉とらえようとしたギギナの動きが急停止。腕が畳まれて、屠竜刀が胸の前に密着するように掲げられていた。心臓の上で、屠竜刀の側面と横からのモーフィースの刃が拮きつ抗こうしていた。


    　火花を散らして刃が離れる。ギギナの追撃より早く腕が量子分解され、咒符へと収納される。俺が追撃の〈爆ア炸イ吼ニ〉を紡つむごうとすると、後方へ跳ねていたギギナの手が俺の襟えりを摑つかんで前へ引き倒す。首筋から後頭部があった空間へ刃が駆けぬける。


    　交差するように放たれたギギナの屠と竜りゆう刀とうは、刃やいばを見失って空を切る。消失した腕はまたモーフィース本人の左腕に戻る。本体は前に飛ひ翔しようしてきていた。右腕の魔ま杖じよう剣けんが振られる。


    　アスファルトが両断され、破片が散乱。俺とギギナは、左右に分かれて、後方へ逃げる。合流して、さらに後退。


    　モーフィースを追って、咒じゆ式しきを発動させないという手は間違いだ。モーフィースの一番の得意手は、相手を死角からの初手で殺すことだ。一方で、そんな小技だけで攻こう性せい咒式士という強力な追っ手をすべて倒せるわけがない。


    　攻性咒式士と戦って勝つ手は、今のギギナに対して行おこなった技だ。初手で殺せない場合、攻性咒式士は当然の思考として本体であるモーフィースを狙いにいく。焦あせって攻撃する攻性咒式士には死角が増え、咒符からの一撃で殺しやすい。


    　よく考えられた咒式と、戦術の構成だった。


    　言葉を交わすことなく、俺とギギナはまた背中合わせになる。違う。俺とギギナは即座に離れる。


    　二人の間の大地にあった紙片から、腕が伸びて刃が旋せん回かい。逃げ遅れた脛すねや太ふと腿ももを掠かすめる。


    　背中合わせに死角を消す、など意味がない。地面に落ちる紙かみ屑くず、空中に舞う紙片に隠された咒符から刃が来る。以前戦った咒符使いの元警察士より厄介だ。


    　俺とギギナは距離を取って、それでも外側を見据える。ギギナが近くにある紙片に刃を振って切断していくが、数が多すぎて無意味だ。


    　紡つむいでいた〈緋竜七咆ハボリユム〉の一いつ閃せん。前方の地面に落ちている紙や咒符をナパームの炎で焼きはらう。さらに炎を全方位三六〇度に向ける。ギギナが頭を下げた上を、炎の奔流が走っていく。モーフィースは飛び退のいて回避。大地に散らばる紙かみ屑くずや書類、壁の広報や壁新聞まで、炎に舐なめられて炎上していく。


    「咒符使いには炎が基本。行くぞギギナ！」


    　相手の咒符を炎上させて安全となった空間へ、ギギナは突進。俺も追う。


    　薄笑いを浮かべて、モーフィースは魔杖剣を振るう。


    　周囲のビルの屋上で炸さく裂れつ音。続いて街路に、俺とギギナの顔や肩、全身に無数の黒い斑はん点てん。二人は急停止。


    　俺たちに落ちる黒い斑点は、街路にも描かれていた。恐ろしい数の影だった。影を作った本体が即座に正体を現す。


    　俺とギギナ、モーフィースの間に、咒符に咒符に咒符、雨のように紙片が落下していく。数千枚どころか数万枚に達する、咒符の雨だった。


    　街路のあちこちに踊る炎に触れても、咒符は焼けない。モーフィースはご丁てい寧ねいに咒符以外の紙屑や広告の紙まで、不燃紙で作って周囲に撒まいていたらしい。本当の紙も混じっているので、さらに判別が不可能。


    「降りそそぐ咒符のほとんどが偽装だ。しかし数百から数千枚は組成式が描かれ、咒式の腕の出口となっているに決まっている！」


    「本物の咒じゆ符ふをどうやって見分ける！」


    　俺とギギナは周囲の紙の雨を凝ぎよう視しする。


    　街路に溢あふれる炎の上昇気流で、咒符は上から下だけではなく、下から上へも、横へも動く。周囲すべてが罠わなに見えて、前に出ることもできない。紙の雨の向こうで、モーフィースの姿も見失った。


    　紙の雨のなかで光。後ろ、と思って刃やいばを放ったら、前後左右上空に地面で発光。


    　周囲に舞う咒符のうち、数十枚が咒式を発動していた。爆裂咒式を放つ隙すきを狙われないように、限界まで待つ。背中に虫の群れが這はうような極大の悪お寒かん。アンヘリオの咒式から受けたものに近い感覚。


    　四方八方に舞う数万のうち百の咒符から、百の腕が伸びていく。百の手に握られた百の刃が煌きらめく。


    



    



    「マズいぞマズい」


    　カンダハ・ナハの支社ビルの一室で、ゴルカスは歩く。舌打ち。進路にあったゴミ箱を蹴ける。内部のゴミが部屋に撒まき散らされる。部下たちは直立不動で、上役の焦あせりを見守っていた。


    「ゴルカスさん、あいつをどうにかしないと」


    　忠心からの言葉を出す咒式剣士の顔が、壁に叩たたきつけられる。鼻先には刃。刀身の向こうにゴルカスの充血した目があった。


    「分かっているんだよ、そんなことは！」


    　叫ぶゴルカスの口の端はに、泡が浮いている。


    　部下に当たり散らすゴルカスの瞳には、恐怖があった。死や痛みへの恐怖ではなく、理解不能な物理現象に対するような、原始の恐怖だった。押さえつけていた部下を離す。怯おびえる部下の鼻から、血が流れていた。


    　ゴルカスは窓辺に背を預ける。一人で立つこともできなくなっていた。


    「アンヘリオは、人の思惑など関係ない。御せると思った俺が甘かった」


    　息が荒い。鼻の穴が切れている部下が息を飲む。また口を開く。


    「では、どうします？　どうしたらいいんです？」


    「それは……」


    　ゴルカスは続けられずに、静寂。部下たちもゴルカスの恐怖を共有していた。静けさに無粋に響くのは足音。


    　執務室の扉が開かれる。ゴルカスや攻こう性せい咒式士たちが、魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手をかけ、戻す。


    　出入り口に立つのは、長身の人影。豪ごう奢しやな金髪に湖のような静かで青い瞳。左半面に火傷やけどを負い、空からの左袖そでが揺れる。


    　話題の中心のアンヘリオだったが、突然すぎる登場に室内の九人の息が途絶していた。全員の顔には特大の疑問符が並んでいた。


    　気にせず、アンヘリオは室内に進む。空の左袖そでが背後に流れる。


    　アンヘリオの背後には直方体の手押し車が進む。上には一冊の本が載せられ、咒じゆ式しきの青い光を撒まき散らしている。


    　荷台の上にある本の傍かたわらに、銀の半球が伏せられていた。アンヘリオの革靴が床を叩たたく音と、ゴムの車輪が床を擦こする音だけが響く。


    　アンヘリオが部屋の中心で立ち止まる。遅れて手押し車も止まる。本からの咒力も静まる。男は窓辺に立つゴルカスへ顔を向ける。


    「今日は殺人作法の六十七にあるように、趣向を変えて私から会いにくることにした」


    「てめえ、どうしてここに、いや」ゴルカスが唾つばを飲む。「どうやってここに入った？　門番がこの上に来る道を閉ざしているはずだが？」


    　ゴルカスの問いに、アンヘリオは答えない。


    「いやいい、おまえに今の状況を説明してやる」


    　ゴルカスの声には怒り。


    「エリダナの黒社会はロワール、ノイエ党、ファルモア剣友会の三大組織が支配している」ゴルカスは苛いらついていた。「さらに我らがカンダハ・ナハ社、青せい楼ろう社しやにリンドルム同盟、ハイダーテ一家に鵬ほう翼よく会かいといった五つの中堅組織が続く」


    　アンヘリオの顔には笑み。


    「なるほど、黒社会のカンダハ・ナハ社が雇い主だったわけか」


    　知っていてわざと驚いている顔だった。


    「ええと、それらを総称してなんだったか」


    「十一人委員会だ」


    「そうそれ、私に報道陣がつけた酷ひどい名前に近いから、失念していた」


    「それが黒社会の一応の意思決定機関だ」ゴルカスが苛いら々いらとして続けた。「エリダナの夜を支配する黒社会は、長い長い抗争と暗殺の応おう酬しゆうから疲ひ弊へいしていた。そこで四年前、互いに一時停戦をし、利益を配分するための話しあいの場を作った」


    「最近では、三旗会という新興組織が勢いを増してきているが、まだこの十一人委員会には入っていない、だったか。しかし、興味がないことは忘れる。殺人作法の五十四、人生でよりよく殺すために必要なことだ」


    　アンヘリオの言葉に激発しそうになったゴルカスは、しかし抑えた。ゴルカスが口を開く。


    「十一人委員会は、頭首の暗殺や組織の崩壊で席が何回か入れ替わった。しかし現在はロワール、ノイエ党、ファルモア剣友会が頭目と副頭目を入れてそれぞれ二票の決定権を持ち、五つの中堅組織は頭目が一票を持つという体制に落ちついた」


    　ゴルカスが吐きすてる。言葉の態度には黒い粘液、タールのような嫌悪感と怒りがあった。眼前の男より、組織の現状のほうが度し難いようだった。


    「だが、どんなマヌケでも分かるように、三大組織が組んでいるかぎり十一票のうちの六票、過半数を取る。民主的に見せかけた三大組織の専制が行おこなわれているわけだ」


    　ゴルカスは憎悪の目となる。


    「現在は、ロワールのグセノン、ノイエ党のメレギエという大物二人が協調路線を取っているため、武闘派であるファルモア剣友会のネイアスも動けずにいる。かといってロワールとノイエ党は仇きゆう敵てきのために組めない。ファルモアも二組織のどちらとも組めない。この笑える三さん竦すくみによって、このエリダナの夜の均衡が保たれている」


    　ゴルカスの顔には怒り。


    「しかし、中堅の五つの組織は、三大組織による支配をよしとしていない。とくに俺は十一人委員会などという茶番を打破したいと、ここ四年ずっと思っていた」


    　ゴルカスの目が、アンヘリオに向けられる。


    「噂うわさに名高い殺人者だったおまえを部下が見つけ、姿を隠した俺が仕事を持ちかけた」


    「夜の街で私に突っかかってきたカンダハ・ナハ社の攻こう性せい咒じゆ式しき士しを殺したことで、奇妙なつながりができたというわけか。殺人作法の八十一にあるように、殺しがとりもつ奇縁だな」


    　アンヘリオは愉快そうにしていた。いつでも楽しそうだった。


    「今となっては、おまえを殺し屋として使えると思ったことを後悔している」ゴルカスは糾きゆう弾だんする。「現状打破に手をこまねいているだけのカンダハ・ナハ社の上層部にすら知らせずに、おまえという劇薬を使うしかなかったが失敗だ」


    　アンヘリオは目を閉じてゴルカスの糾弾を受けている。


    「まずは使徒であるおまえが快楽殺人を行おこなっていることにし、自社の娼しよう婦ふを殺させ、ファルモア剣友会と緩ゆるい連携にあるハイダーテ一家の支社を全滅させ、ロワールと近いリンドブルム同盟の仕し業わざに見せる。リンドブルムの金庫番を殺し、ハイダーテの仕業に見せる、はずだった」


    　ゴルカスの目はアンヘリオを見据える。


    「しかしおまえはパンハイマと戦ってしまった。目め端はしの利くパンハイマはすでに我々に目をつけ、調査の圧力を開始した。さらに本国の上層部が俺を疑い、エリダナ総支配人のトリロッツィが動いたらしい」


    　床に転がるゴミを、ゴルカスの足が踏みつける。


    「俺の査問会が開かれ、死体になるのも時間の問題だ。おまえの処分をどうするかで悩んでいるところだ」


    　ゴルカスの話を、アンヘリオは静かに聞いている。周囲の咒式士が苛いら立だつ。


    「おい、兄貴が聞いているだろうが。答えろよ！」


    「舐なめているのか？　殺すぞ!?」


    　部下たちが吼ほえるが、アンヘリオは泰たい然ぜん自じ若じやくとして反応しない。殺人者が息を吐く。右手を掲げて、美しい腕時計を見る。目が前に戻される。


    「時間だ。ここを出て、いよいよ本来の計画、本来の血の祝祭に戻る」


    　青い目は冷えきっていた。


    



    



    　エリダナ中央北のアゼルバイユ通り。炎上する街角では、巨大なチョコレートが溶解し、黒茶色の濁流となって排水溝へ流れていく。自重で圧あつ壊かいした自動車ほどもあるケーキがアスファルトの上に横たわる。炭化した表面の奥に、半透明のゼリーが見える。消火栓は水みず飛沫しぶきを噴出しつづけ、炎に触れて水蒸気の霧となって街路を霞かすませる。


    　街路にはパンハイマが立つ。緋ひ色いろの着物の左袖そでは格こう子し状の切り口を見せていた。続くべき左腕は肘ひじから先が消失していた。


    　プラズマで焼かれて断面からの出血は止まっている。肉が焦げる甘い匂いが、溶けたチョコレートと焦げたケーキの匂いに足される。


    　パンハイマの前方には、場違いなドレス姿の三人の魔女。ペネロテ姉妹がそれぞれのエミレオの書の咒じゆ式しき具ぐを掲げていた。マラキアは煙けむる路上の隅で倒れ、動かない。


    　パンハイマの足の下げ駄たがアスファルトを擦こする。


    「さて、第二幕の開始ぢゃ」


    　魔女によって魔ま杖じよう刀とうの引き金が絞しぼられる。空から薬やつ莢きようが排出され、またも瞬時に紡つむがれた〈緋竜七咆ハボリユム〉の咒式が発動。


    「今さらトロい炎など喰らうか！」


    　三女のヒルデが桃色の魔杖錫しやくを振るうと同時に、右肩に乗る老人の顔の小動物が吠ほえる。少女の眼前の大地から壁が立ちあがり、ナパームの炎の奔流が表面で吠え猛たける。壁は炎に揺れるゼリーの塊。


    　大規模火炎は効果範囲が広く放射時間が長いが、砲弾や爆裂に比べて貫通力に劣る。ナパームの炎の一三〇〇度では、巨大なゼリーを炭化させ、蒸発させても、貫通できなかった。迂う回かいした熱気だけが三姉妹の頰ほおを叩たたく。


    　熱気に耐えるヒルドの顔が硬直。妹が作ったゼリーの防壁から横へと抜けつつ、ヒルドが魔笛を奏でる。音の砲弾は、音速でパンハイマに向かう。


    　パンハイマの額ひたいに不快感の溝が刻まれ、右手一本で紡つむいでいた化学錬成系第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の組成式が、光の破片となって散る。莫大な咒力集中を感じ、ヒルドが先手を打ったのだ。


    　核融合咒式の超破壊力は、ヒルデのゼリーの壁など紙のように破砕する。しかし、時間がかかるため、前衛がいない場合は発動前に叩きつぶせてしまう。


    　高位咒式の組成式が崩壊した光が、パンハイマの周囲で舞う。


    　さらにヒルドとヒルダが距離を詰めるも、パンハイマは次なる咒式を紡ぐ。二人が急速停止。再び瞬時に紡がれたゼリーの壁が屹きつ立りつ。吼え猛る膨ぼう大だいな火炎を、防壁が遮しや断だんする。


    　半透明の壁の裏側に光。厚さ数メルトルのゼリーが炭化し、融解。そして眩まばゆい光。粘体の壁を貫いた白い炎は、次女のヒルドの腹部に着弾。傷口から白い炎が噴出し、ヒルドの口から絶叫があがる。


    「ヒルドっ!?」


    「まさかゼリーの壁が破られるなんて！」


    　ヒルデとヒルダが次女に駆けよる。


    　酸化還元剤を六八・七％、硝酸バリウムを二九・〇％、硫黄を二・〇％、爆薬を包んで物理特性を改良する樹脂を〇・三％ほど混合された燃料を炸さく裂れつさせる。燃焼に酸素を必要としないために、水中でも燃える業火だった。


    　爆裂咒じゆ式しきと違って化学錬成系第四階位〈白閃哭叫榴弾マルコ・シア〉の咒式は、狭い範囲に二二〇四度の超高熱を発生させ、鉄骨をも溶解させる。中位咒式のために発動も早い。


    　外から炙あぶるのではなく、命中した箇所の皮ひ膚ふと肉から骨までを炎で穴を穿うがつ。内臓から焼かれる地獄の苦痛と負傷で、男装のヒルドが獣のように吠ほえる。火炎は内部から全身に広がり、服や皮膚を焦がして炎上。姉と妹も次女の体に触れることができない。


    　それでも前に進んだ三女ヒルデの右足に、白い炎が着弾。少女の右足が吹き飛ぶ。〈白マ閃ル哭コ叫榴シ弾ア〉の咒式による二二〇四度の炎は、瞬時に足を骨まで炭化させ、自重を支えきれなかったのだ。


    　悲鳴とともに少女が転がる。片足の断面を両手で押さえて、転げまわる。足を失った痛みに、高音の悲鳴をあげつづける。桃色の両目からは涙が零こぼれ、鼻水と涎よだれを垂らす。次女と三女が大地に伏した。長女のヒルダは妹たちを守るように、パンハイマと対たい峙じする。


    「あははははははははははは」晴れやかにパンハイマが笑っていた。「殺人者どもでも腹や足を燃やされたら痛いのか。痛くて泣くのか。これは笑える」


    「てめえ、ごろす。ぜったいごろす。あたしとヒルドを燃やしやがって！」


    　地を這はうヒルデが見上げる。殺意が凝固したような目だった。


    「三人でもう一度行くよ！　三人の連係攻撃は無敵だ！」


    　体勢を立て直したヒルダが必死の声。もはや間延びした声を出している余裕など消し飛んでいた。腹部から炎を噴出させたままヒルドが立ちあがり、苦痛の顔で魔ま杖じよう笛てきに唇くちびるを当てる。足を炎上させられたヒルデが桃色の玩具のような魔杖錫しやくを構える。姉妹が咒式を紡つむぐ。


    　左腕を失ったパンハイマはただ立つだけ。後衛咒式士の常として、距離を取ったまま遠隔咒式を紡ぐ姿勢。


    　ヒルドが前傾姿勢で疾走。ヒルデが姉の背に続く。ヒルドは体を折り曲げた姿勢から魔杖笛を吹く。咒弾が消費され、音の砲弾はパンハイマに向かう。炎の壁が立ちふさがり、指向性の音波が揺らめく。ヒルダは魔杖風ふう琴きんの鍵盤に這わせた指を止めて急停止。


    「こっこだぁ！　不可視の糸に切り刻まれて死ね！」


    　三女のヒルデが魔杖錫を振るうと、不可視の糸が四方に放たれる。


    　パンハイマの眼前の空中で白い光。燃え落ちた炭化珪素のウィスカー繊せん維いが、燃え滓かすとなって地上に降っていく。化学錬成系第四階位〈白マ閃ル哭コ叫榴シ弾ア〉の咒式がパンハイマの周囲、同時に二つ発動していた。白い炎の結界が斬糸を燃やし、膨ぼう張ちようした大気を押し退のけていった。


    　絡からみあう白い炎が炸裂。白い帯となって三姉妹に襲いかかる。ゼリーの壁を構築するも、即座に炎上。


    　ヒルデは魔杖錫を盾たてにするも左肩から腕を焼かれる。骨まで達する高熱に悲鳴があがる。ヒルダは魔ま杖じよう風ふう琴きんが鎧よろい代わりとなり、直撃を避けられた。それでも服や桃色の髪が炎上。二人はそれぞれ魔杖短剣を腰や背中の鞘さやから引きぬき、燃える桃色の髪や服を切り裂く。


    　前衛となっていたヒルドにまたも炎が直撃。白い炎のなかで燃え、アスファルトの上で転がりまわる。


    　痛みに涙を零こぼすヒルデは、大地でのたうつ。自慢の長髪を切ったヒルダが、焼け焦げた姿のまま見上げる。


    「なぜ我らの連係が敗れた!?」


    　前方にはパンハイマの緋ひ色いろの姿。街路に溢あふれる炎の上昇気流に煽あおられて、真紅の髪が戦旗となってはためく。


    「おまえたちは頭が悪い」


    　冷徹な声が炎上する街路に流れる。


    「長女の負の気圧咒じゆ式しきと次女の音波咒式は相性が悪い。大気を減らして減圧する咒式は、空気を振動させる音波咒式をほぼ無効化させる。だから二人の咒式は同時発動できない。発動をずらすしかないなら、もっとも速度に優れる音速の次女の攻撃が先行する」


    　姉妹の上に、魔女の宣告が降りおろされていく。


    「拘束程度の音波咒式が完全に発動すれば、減圧咒式は無意味と判断。音波咒式を有効利用する斬糸咒式に攻撃の順番を譲った。会話を聞いていると、ヒルダとやらは長女で妹二人の調整役となっていたため、妹たちの技を無意味にしてまで自らの攻撃を放てなかった。咒式の順番が分かっていれば、一対三ではなく、一対一が三つ。いくらでも対処できる」


    　ヒルダは唇くちびるを嚙かみしめる。


    　パンハイマの目は、大地で喘ぜん鳴めいを発する末妹のヒルデを見据える。


    「チョコレートやケーキなどの威力に劣った派手な咒式がまず分かりやすい。炎で何度か消火栓を破砕しておいたのは、派手な咒式に隠れて放たれるであろう不可視の咒式を警戒してのことだ」


    　パンハイマの口調は飽きを感じさせる。


    「水滴のついた糸となれば、腕は取られても致命傷は避けられた。次に不可視の糸の攻撃が来ても、順番が分かっているので、全方位に張り巡らせた高熱の炎で焼いてやればいい」


    　魔女の指摘に、ヒルデの頰ほおから血の気が失せる。桃色の目は、恐怖の色でパンハイマを見上げる。周囲には炎と水蒸気。


    　通常の順番なら、たとえパンハイマであろうとも三人ならば確実に殺せた。


    　初手からパンハイマは相手の手の内を読めるように動き、姉妹は反撃しやすい手順で攻撃させられるように誘導され、壊かい滅めつ状態に陥おちいった。


    　パンハイマの強大な咒式は脅威だが、使徒が恐怖するものではない。なにより戦闘中に自分たちの心理を読みつくされたということが恐怖だった。


    「人間技ではない」


    　ヒルダの唇からは怯おびえの声。見下ろすパンハイマは魔杖刀を肩に担ぐ。


    「おまえたちは、同じ使徒であるアンヘリオに遠く及ばぬな」


    　敵を目の前にしても思考が続く。


    「いや、それにしても差がありすぎる」パンハイマの緋ひ色いろの目に分析の光が宿る。「一連の攻撃はすべてが遠距離からの攻撃で、打撃を行おこない壁となる前衛が欠けている。そのような咒じゆ式しき士しの構成では、それぞれ三百人以上を殺す途中でどこかの賞金稼ぎに殺される」


    　パンハイマの声に、ヒルドとヒルダの体が震ふるえる。魔女は二人の様子を見て唇くちびるを歪ゆがめる。


    「最初に長女が『ペネロテ、姉妹』と名乗った。遠慮無くペネロテ三姉妹と言うべきだが迷ったのだ。二つの事実を重ねると」パンハイマの赤い舌は、獲物を前にした毒蛇のようになっていた。「おまえたちは三姉妹ではなく、元々は四姉妹以上だったということだろうな」


    　魔女の指摘でヒルデとヒルダが硬直する。雷に打たれたような硬直だった。


    「そうか、おまえたち自身が四人目を殺したのか」


    　緋色の女の声に、ヒルデとヒルダは心の底から恐怖していた。残酷に人を殺してきた無敵の魔女たちだったが、パンハイマの前では赤児のようなものだった。力ではなく頭脳でもない。精神の桁けたが違っていた。


    　パンハイマが進む。右手が美しい魔ま杖じよう刀とう〈緋ひ斑まだら〉を掲げる。波打つ華麗な刃紋が炎の赤を映す。


    　炎上する街路でヒルダは動けない。ヒルデも動けない。


    「私たち四人は、一人の本体である人間と、遺伝子の複製体である三人として四人で生まれた」


    　長女のヒルダが虚うつろな目でつぶやく。


    「誰が本体で誰が複製体であるかは分からない。メトレーヤの研究者たちは教えてくれなかった。教えられたのは、本体ではない三人の複製体には遺伝子的な時限装置がついているということだけ」


    　言葉は続く。


    「ある日突然、複製体は毒素が体中に回って死ぬということだった。助かるのは本体一人だけ。複製体は本体を殺して、遺伝子的時限爆弾を解除するしか助かる手段がない」


    　進むパンハイマの咒式の間合いに入っても、姉妹は動けない。魔杖刀の切っ先には火炎咒式。


    「研究者たちは私たちの苦悩と互いへの疑心暗鬼を知って楽しんでいた。そのために作った」


    　ヒルダの舌は止まらない。目前に迫った死に対し、思考停止に陥おちいったのだ。


    「だから、誰が本物で誰が複製体かで争ってきた。争いが激しくなりすぎたとき、末妹のヒルヅを殺してしまった。末妹だけに本物に思えてしまったから、音で耳を壊し、糸で切り刻み、気圧で内臓を破壊して殺した」


    　饒じよう舌ぜつな独白が続く。


    「だけど時限装置が止まったかどうかも分からない。最初から時限装置などないかもしれない。本物などおらず、全員が複製体なのかもしれない。私たちは互いに疑いながら、それでも離れられずに生きてきた。誰が本物かという問いかけを禁じた私たちの不安を癒いやすものは、殺しだけ。他人が死ぬ瞬間だけ、私たちは運命の奴ど隷れいではなく支配者になれた」


    「おまえの自分語りは殺してから死体に聞いてやる」


    　理不尽な言葉とともに、パンハイマの魔ま杖じよう刀とうが高く掲げられる。路地の傍かたわらの炎を抜ける人影。腹部から炎を噴出させた次女のヒルドの突撃。髪や服は焼け、顔は火傷やけどで爛ただれていた。


    　反転した刃やいばから、パンハイマの炎が噴出。


    　ナパームに背を燃やされながら、ヒルドが炎の下を潜って低空体当たりを繰りだす。次女はパンハイマの脚に手足を絡からめていく。完全に拘束するが、魔女は倒れない。


    「ヒルデ、ヒルダ、今だ！」


    　ヒルドの唇くちびるが叫ぶ。〈緋ひ色いろの魔女〉は不思議そうな目で、自らの脚に絡みつくヒルドを見下ろしていた。


    「なんだそれ？」


    　右手の指先だけで魔杖刀を反転。柄つかを逆さに握り、刃を垂直に落とす。刃はヒルドの鎖骨から肺、心臓の横を掠かすめて、腹部に達する。即死の一撃にヒルドの体は痙けい攣れん。唇からは苦く鳴めいと鮮血が噴出する。ヒルドの拘束は外れず、パンハイマの血色の唇には笑み。


    「ぐ～るぐ～る♪　優しいパンハイマが、アホの次女の腸を優しく搔かきまわす～♪」


    　魔女は刃を体内で動かし、ヒルドの内臓を抉えぐる。左肺から心臓が刻まれるが、ヒルドの手足は離れない。絶叫をあげたら手足が離れるため、唇を嚙かみしめて鮮血が零こぼれる。咒じゆ式しき士し特有の超生命力以上に、執念だった。


    　不愉快そうにパンハイマが右脚を振る。両腕で絡みついたヒルドは離れない。右手は刃でヒルドを突き刺し、左手も切断されて消失しているために、パンハイマは動けない。


    「早、はやぐ」ヒルドの瞳どう孔こうが激しく痙攣する。「時間がなひひっ！」


    　ヒルドの叫びがあっても、ヒルダとヒルデは重傷と精神失調で動けない。


    　刃を刺していたパンハイマの赤い目には退屈の色。


    「飽きた。もう死ね」


    　ヒルドの鎖骨から光。体内に突き刺されていた魔杖刀の切っ先で、ナパームの炎が発生。内臓を焼きつくす業火は、腹部と鎖骨の傷口から噴出。口や鼻からも炎が漏もれる。腕や足、顔の毛穴からも小さな炎が零れる。絶叫を吐きだすべき舌も炎に炙あぶられていく。溢あふれた炎が髪の毛や睫まつ毛げに着火し、燃えていった。体内と体外から同時に焼かれる地獄の激痛で、ヒルドの目が裏返る。全身が断だん末まつ魔まの痙攣を起こすが、それでもヒルドの手足はパンハイマから離れない。


    　熱で白濁したヒルドの右目と無事な左目は、パンハイマではなく瀕ひん死しのヒルデとヒルダを見据えていた。


    「たどえ疑い、殺ぢあった仲であっても」血を零すヒルドの唇が微ほほ笑えみを象かたどる。「ヒルダ、姉さんにヒルデ、今まで楽ぢかっだよ」


    「ちょ、ヒルド、なにを!?」


    　地に這はうヒルデが叫ぶ。視力を残すヒルドの左目が、パンハイマを見上げる。


    「ここ、の密着、咒式、で」炎上する顔が動いていく。「脳、まで溶けて死ね！」


    　左肩口に固定していた魔杖笛に、燃える唇が添えられる。魔笛が咒式を発動。指向性の超低周波が重ねあわされ、密着距離からパンハイマに襲いかかる。凄すさまじい大音量。すでに音というより大気の大地震。衝撃波となった音は、共鳴ではなく単純な圧力でパンハイマの後方にあったビルのガラスを砕く。街路にあった白煙が舞い、水蒸気が吹き散らされる。


    　ヒルデとヒルダがいる場所まで余波の爆音が届き、消えていく。熱風が吹き荒れ、一帯に白煙が漂う。


    　姉のヒルダは硬直。妹のヒルデの桃色の目から、透明の涙が流れる。白い頰ほおを伝い、顎あごにまで到達する。


    「ヒルド」


    　アスファルトをヒルデが這はう。


    「ヒルドおおおおお」


    　白煙の間から、赤い影。赤い服、赤い下げ駄た、赤い作りの魔ま杖じよう刀とう。そして赤い髪をなびかせた赤い女の目。


    　パンハイマが無造作に歩を進める。着物に焼け焦げや音波によるほつれがあったが、肉体はほぼ無傷だった。


    　地に這うヒルデとヒルダの桃色の目には驚きよう愕がく。


    「そんなバカな」粘つく舌が現実を拒否する。「あれほどの音量の中心地にいれば死ぬか、動けないはず。鼓膜が破裂し、中枢神経が破壊される。脳が損傷を受ける」


    　悠然と進むパンハイマの周囲には揺らめき。恐るべき高温の対流が行おこなわれている。女の足下に倒れているのは、完全に炭化したヒルドの死体だった。


    　パンハイマの周囲の揺らめきが急速に赤さを帯びていく。数千度のプラズマが羽を作り、足を作り、嘴くちばしを作る。プラズマの翼が街路に広げられる。


    　プラズマの鳳ほう凰おうが、パンハイマの背後で翼を広げた。一動作で熱波が周囲に放たれ、蒸気が散らされていく。


    　周囲にいる人間も炭化するほどの高熱だが、パンハイマは平然としていた。顔や腕の白い肌に火ひ膨ぶくれができていくが気にもしない。


    　指向性音波の振動は、より強力に大気を膨ぼう張ちようさせる高熱のプラズマ対流によって散らされたのだ。


    「最初から、私たちの攻撃は無意味だった、のね」


    　ヒルデは地に手を突き立てた姿勢のままだった。長女であるヒルダは呆ぼう然ぜんとしていた。


    「おまえたちは、かなり弱くて愚かで笑えた」


    　熱風の中心地でパンハイマは左足を掲げ、炭化したヒルドの死体に下駄の先を引っかける。無造作に前に振る。炭化して、それでも数十キログラムルの死体が放物線を描いて空中を渡る。


    　ヒルドの死体は、三女ヒルデと長女ヒルダの前に落下。炭素の塊となった手足が砕けて折れ、首も割れる。割れ砕けた断面は赤黒い肉。粘液のような黒い血が零こぼれて、大地にコールタールのような血ち溜だまりを広げていく。熱によってすぐに固体になっていった。


    　ヒルデの白い手が伸びて、焼け焦げた姉の頭部に触れる。持ち上げて胸に抱く。美しい少女だったヒルドは、プラズマの直撃を受けて焼け爛ただれた炭素の塊となっている。黒い顔に収まる眼球は蒸発し、眼がん窩かで沸ふつ騰とうしていた。鼻は脂肪が溶け崩れて無惨な穴となっている。


    　姉の頭部を抱きしめるヒルデの目からは涙が止まらない。ヒルダは動けない。


    「ヒルド、ヒルド、ごめんなさい」


    　体を真っ二つにされるような激痛を受けているかのように、ヒルデが泣きわめく。


    　パンハイマの炎の目が殺人者を見据える。赤い唇くちびるが歪ゆがむ。


    「あははははははははははははは」


    　惨劇の路上で、一人パンハイマは笑う。心から楽しそうに笑っていた。


    〈荊棘いばらの女王〉は右手を掲げる。魔ま杖じよう刀とう。青白い刀身に従い、火か炎えん鳥ちようが前傾姿勢。熱量が大気を膨ぼう張ちようさせ、パンハイマと鳥の姿を歪ませる。秋にあるまじき陽かげ炎ろうだった。


    「悪魔め」


    　姉の死体を抱くヒルデの涙。眼前に迫るパンハイマの攻勢に対し、もはやなにもできない。ただ睨にらみつけるだけだった。使徒と呼ばれるほどの殺人者も、パンハイマの前では哀れな犠牲者でしかなかった。


    「いいや、妾わらわは人である。人だけがこのように人を殺せる」


    　パンハイマの右手が閃ひらめく。火炎鳥が翼を大きく広げ、飛びたつ。


    「くっそおおおおおおおおおっ！」


    「ヒルデ、糸の結界！」


    　ヒルダの叫びでヒルデは糸の壁を展開。ヒルダ自身の手は咒じゆ式しきを紡つむいでいた。負の圧力咒式はパンハイマではなく、垂直に放たれていた。負の圧力が破砕していたのは垂直方向で二十メルトル、ビルの屋上の給水塔。


    　パンハイマと姉妹の間に、給水槽から放たれた水が滝となって落ちる。膨ぼう大だいな水量が大地に落下し、濁流となって四方に跳ねる。水の波は濤とうの前で、火炎鳥は急停止。空気を摑つかむプラズマの羽が、跳ねる瀑ばく布ふに触れる。


    　途端に爆発。一八グラムルの水は熱せられると標準状態で二二・四リルトルの水蒸気となる。その膨張率は温度によって差はあるが、一七〇〇から一八〇〇倍。


    　プラズマの翼に触れた水は、小規模な水蒸気爆発を起こしていた。高温の水蒸気が波濤となり、路上駐車されていた車を弾き飛ばし、ビルの窓や看板を破砕。レストランの屋外席の日ひ傘がさや、椅い子すをも吹き飛ばしていった。


    　濛もう々もうと煙けむる水蒸気。三七三度から四〇〇度に達する高温の霧が晴れていく。


    　自らが起こした爆風によって後方上空に吹き飛ばされた火炎鳥が、翼をはためかせて水蒸気を追いやっていく。街路に降下していく炎の塊。


    　街路は水蒸気爆発によって、惨状となっていた。転がる車や落下した看板。まるで爆心地だった。


    　給水タンクから吐きだされる水はプラズマの余熱で熱湯となり、アスファルトを浸していく。


    　火炎鳥はさらに降下。着地点は水蒸気爆発のなかで立つパンハイマの左肩。高温の爪によって着物や髪の毛が焦こげて肉が焼けるが、パンハイマは気にしない。


    　赤い目には不満の色。炎上し水浸しとなった街路には、ペネロテ姉妹のヒルデとヒルダの姿が消えていた。


    「逃げられたか」


    　パンハイマは魔ま杖じよう刀とうを緩ゆるく旋せん回かいさせ、腰の鞘さやに戻す。優雅な動きの右手で額ひたいにかかった緋ひ色いろの髪を払う。火か炎えん鳥ちようが甲高く叫ぶ。右手が伸びて、鳥の頭を摑つかむ。プラズマの高熱で五指が焼け焦げることも構わず、鳥の頭部を握りつぶす。


    　炎の脳のう漿しようや左右の翼、胴体に足や尾羽が四方に弾はじけ、即座に青白い光に量子分解される。炎と光の破片が降りそそぎ、アスファルトに触れる寸前で消えていった。


    「最近はよく敵に逃げられる。妾わらわも老いたのだろう」


    　ひとつの命を握りつぶしたパンハイマの目には喜悦。


    「次は少し気合いの入った殺人者になっておるだろうよ。できればアンヘリオ並みの狂気を宿しておいてほしいものぢゃ」


    　殺人者のなかの殺人者、〈ザッハドの使徒〉を相手にして、パンハイマはまだ楽しんでいた。


    　魔女は水蒸気のなかを歩いていく。着物の左袖そで口ぐちが揺れ、炭化した腕の断面が見えた。


    　歩みつづける下げ駄たの音が、濡ぬれた大気に重く響く。遠くからは救急車と警察車しや輌りようの警報。ようやく公的機関が現場に近づいていた。


    　パンハイマの足が止まる。炎と水の街路には死体が転がっている。最初の攻防で絶命したマラキアだった。右足を失い、耳からは血を流し、酸素欠乏症の青白い頰ほおと顔。目は濁ったガラス玉のようだった。唇くちびるからは赤紫の舌が出ていた。無惨な死体だった。


    　パンハイマが右脚を上げる。着物の間から白い太ふと腿ももが覗のぞき、白い膝ひざ頭がしら、脛すねに足が続く。最終地点の下駄が、死体を蹴けりあげる。


    　吹き飛んだ死体が転がっていく。死体の右手が街灯の根本を摑つかみ、左の靴裏がアスファルトを踏みしめる。四足獣の姿勢で、マラキアが停止していた。


    「ひろ、いれす、パンハイマひゃま」硬直していた舌が動きだす。「静きゃに、死なせることすらさせてくれないなんて」


    　蘇そ生せいした部下に対し、パンハイマは侮ぶ蔑べつの目。


    「主人の危機に対しても仮死状態で逃げおって」


    「パンハイマ様こそ、私を使って気圧咒じゆ式しきを感知させようとしたではないですか」マラキアが立ち上がる。左足一本で均衡が取れず、よろめく。「足を刻まれるのは凄すごく痛いし、鼓こ膜まくや中枢神経の破砕は身み悶もだえします。ついでに、内臓破裂に酸欠ってかなり苦しいんですよ？」


    　男の目は周囲を探す。肉片となった自らの右足を発見する。仕方なく左足一本で跳ねていく。


    「それはおまえの役目だ。妾の盾たてとなり死ぬために、おまえは生かされている」


    「どこがどう危機でした？　楽勝で圧勝ではないですか？」


    　右足だった肉片の前で、マラキアは左膝ひざを畳む。右足の膝の断面を肉片に触れさせる。断面から神経繊せん維いが伸びていくと、肉片からも神経繊維が伸びる。繊維同士が触れあうと、次に骨や血管が同じように分かたれた相手を探し、見つけると接合。筋肉繊せん維いが[image: ]ねじりながら骨に沿って上昇していき、下ってきた繊維と交じりあっていく。


    　脂肪の粒が泡立つように筋肉の表面を這はっていき、最後に皮ひ膚ふが覆おおっていく。


    　完全に右足が再生。背広や靴下や靴は再生しないため、裸足はだしだった。マラキアが足を振って調子を確かめ、満足したようにアスファルトに下ろす。


    「足が汚れますな」


    　マラキアの治ち癒ゆを見ていたパンハイマが呆あきれ顔となっていた。


    「二十数年前におまえが口答えをしたときは、頭部ごと脳を破壊した。十五年前には全身を切り刻み、数百の肉片にした。十年前には竜に食わせてみた。五年前は火炎咒じゆ式しきで全身の骨まで炭化させた。他にも数百回は殺している」


    　緋ひ色いろの目は一番古い部下、そして唯一生き残った部下を眺める。


    「それでも翌日にはいつもの顔で事務所に出勤してきた。不死身にもほどがあるぞ」


    「弟のマラキスも含め、一族がそういう咒式を施ほどこされた体質なんですよ」


    　マラキアが笑顔で答える。パンハイマが記憶を探る。


    「おまえの故郷はバッハルバ大光国で、キュリオ家の血筋だったか。奇怪な一族だ」


    「それでもパンハイマ様のほうが怖いですよ」


    　マラキアが肩を竦すくめる。首筋の産うぶ毛げが総毛立っていた。


    「頭を破壊されたときは、パンハイマ様はお子様に授乳しながらでしたし、どうやったら死ぬのかと私を骨まで燃やしたときも、あなたは食事しながらでしたからね。濃硫酸の海につけられたときなんか、欠伸あくびしていましたよ。生きながら挽ひき肉機に入れられる経験はもう思い出すだけで最悪ですが、挽き肉にされながらパンハイマ様に『どのあたりで死んだか教えりゃれ？』と笑顔で聞かれたときは、本気で死にたかったですよ」


    　マラキアの体が震ふるえる。死から蘇生しても飽かずに殺す、永えい劫ごうの殺人。罪悪感のない拷ごう問もん。パンハイマの遊びの責め苦と、心のなさは、不死身のマラキアですら怯おびえるほどのものだった。むしろ不死身であるからこそ恐ろしかった。


    　恐怖する部下に対し、パンハイマは微ほほ笑えむ。童女のような、そして春の日射しのような無邪気な笑みだった。


    「あのときは楽しかったのぅ」


    　主人の言葉に、マラキアは心の底からこの場にいることを後悔した。


    　警報の音を背景に、パンハイマが歩きだす。警察の事情聴取を受ける気などない。マラキアは主人の背中を追う。途中で切断され、短くなったパンハイマの左腕の破片を拾っておく。あとでつなげるために、忘れるとまた殺されることを恐れたのだ。


    　パンハイマは初めて疲労した息を吐く。


    「今回は勝ったが、やはりアンヘリオ、その付近の高位使徒が問題であろう。ペネロテ姉妹が来たなら、他の使徒も来ているはずだ」


    「他の使徒ですか」主人の腕を抱えたまま、マラキアの表情が曇る。「異常者どもが増えれば、エリダナは大混乱になります。それこそ春先の禍まがつ式しきや〈古エきノ巨ル人ム〉どもの襲来に匹敵する災厄です」


    　男の絶望の表情を置き去りにし、パンハイマが無人の街路を進む。


    「なにより、ペネロテ姉妹が言った祝祭という言葉も気になる」


    「祝祭ですか。呪いのような〈ザッハドの使徒〉が、なにを祝うのでしょうか？」


    　パンハイマの背中に、マラキアが問う。


    「さあな。愉快なものではあるまい」


    　言葉に反して、赤い瞳どう孔こうには喜悦が宿っていた。背後には腕と肉片を抱えたマラキアが沈痛な面おも持もちで付き従う。


    　警察車しや輌りようの警報音が近づく。パンハイマの赤い唇くちびるから、蛭ひるのような舌が伸びる。上唇くちびるを舐なめて戻る。


    「人を殺したら腹が減った。肉を食いにいくぞ」


    　なにごともなかったかのように、片腕のパンハイマはレストランへと向かう。


    



    



    　雪のように降りしきる咒じゆ符ふから、百もの腕による百もの刃やいばが放たれる。


    「噓うそだろ、これええええええええええええええっ！」


    　反射的に俺が大地に屈かがむと、頭上を横切るギギナの屠と竜りゆう刀とうの一いつ閃せん。全方位のある程度の咒符を破砕。これは相手の詰みの手で、強引に動かねば死ぬ。膝ひざをついた姿勢の俺は〈爆ア炸イ吼ニ〉を発動。


    　俺とギギナの体に爆裂による衝撃波。自分たちを有効範囲に巻きこみつつ、周囲を吹き飛ばす。烈風が屑くず籠かごを破砕し、紙屑を巻き上がらせ、咒符の雨を散らす。


    　爆裂に鉄片を混ぜない爆風によって、俺とギギナは後方へ吹き飛ばされていた。ギギナは爆風で回転しながら着地。俺は単に転がって、勢いで起き上がる。ギギナの唇には血が滲にじむ。


    「かつて対戦した忍者がやった急速離脱というわけか。感謝せねばなるまい」


    「ただし、おそろしく健康に悪い」


    　二人は全身に打撲と裂傷。耳は生体強化系咒式の〈閉耳ヘイア〉で閉じて鼓こ膜まくを守り、口を開いておいたので肺や内臓を損傷することはない。それでも肩や耳、腕の一部が衝撃波で裂けて出血していた。爆風の回避による打撲は、百の斬ざん撃げきを喰らうより軽傷だ。


    「数法式法系第六階位〈喰間躍跳百撫手アダス・ミース〉とでも名付けようか。百の斬撃を多方向から繰りだす。一回は回避できても、さて死なずに何度回避できる？」


    　前方には、モーフィースと爆風に散らされた数千の紙片と、百の咒符から伸びた百の腕と、手に握られた百の刃が見えた。


    　刃を避けて、俺とギギナは街路を走っていく。モーフィースも追ってくる。


    「百の刃は厄介だ」


    「身に染みて分かっている」


    　腕の一本を量子化させて飛ばしてくるだけでも厄介だが、情報として分解し発現する腕と刃やいばを、百もの咒じゆ符ふで複写してきたのだ。百の腕と刃は、元となる左腕と同じ動作を行おこなうが、咒符が空気中で不規則な動きをするため、軌道はすべて違ってくる。


    　かつて〈古エきノ巨ル人ム〉のヒヘイデス・スは恒常的に腕を十数本に増やしたが、一瞬とはいえ百の攻撃は回避しにくすぎる。


    　街路に降りしきる咒符の雨はむしろ目くらまし。すでに配置されていた咒符も忘れてはいけない。敵はありとあらゆる死角から、一度に百もの刃で斬きりつけてくる。


    　走りながら、ギギナの白い犬歯が唇くちびるを嚙かみしめる。


    「我らは完全に圧倒されている」


    　追ってくるモーフィースの左腕がまた消えていた。周囲から転移してくる刃をギギナが屠と竜りゆう刀とうで弾はじくが、肩や脇腹から鮮血が散る。


    　同時に百もの刃は、たとえギギナであろうと避けられない。爆破での急速移動を行おこなおうとして、俺はその場を飛び退のく。足下の紙かみ屑くずから腕が伸びていた。刃はまたも左脛すねを掠かすめる。


    　ギギナと俺はまた走る。ギギナは左足を失って移動力が落ち、右肩と左脇から出血している。


    「次はどちらかが死ぬ」


    　ギギナという盾たてと刃が機能しなくなっているなら、次の襲撃で死ぬしかない。


    「勝算はある」


    　再びの刃を予測して転がり、起きあがるのと同時に、俺は再びの〈緋竜七咆ハボリユム〉を発動。眩まばゆい光が街路を照らす。ナパーム火炎を周囲に散布。猛烈な火炎が赤く唸うなる。油煙が目と鼻に染みるが無視。


    　炎の渦が周囲を赤く染める。赤と黒の炎のなかで、紙片が舞う。炎のなかで黒く焦こげて、散る。偽装の単なる紙を焼き、不燃紙と同じく燃えない咒符に絞しぼりこむ。


    「不燃紙のほうが多いから、無意味だね」


    　モーフィースは咒式を発動し、咒符から腕と刃を生みだす。百本の腕が俺たちに向かって百振りの刃を振り下ろす。


    　俺たちから遠く離れた空間、上空で刃が振られていた。


    　モーフィースが硬直する。炎の目的は燃やすことではない。


    　炎によって生まれた熱は、空気を暖めて膨ぼう張ちようさせる。熱波は、空中に舞う咒符を俺たちから遠くへ追いはらう。遠く離れた場所で発動すれば、間合いに入ってこない。そして咒符は空気に舞うほど軽くても、実体化した腕と刃は重い。重力に引かれて大地へ落下する。


    　モーフィースが事態を理解して咒式を停止。咒符で飛ばしていた左腕を戻す。


    　ギギナはすでに間合いを詰めていた。鬼相となったモーフィースは、距離を取るために急速後退していく。本の頭のランペリンが奇声をあげて浮遊している。


    　街路から、四つ角の中央にある広場へ二つの颶ぐ風ふうが走っていく。俺も二人のあとを追って広場の石畳に足を踏み入れる。すでに激闘の音で人々が逃げさって、無人の広場。


    　足で石畳を割って、モーフィースが急停止。反転し迎撃姿勢。ギギナはさらに加速する。モーフィースの必殺の罠わなの領域から離れ、紙吹雪が薄れていた。


    「おまえたちの肉を食わせろ！」


    　双方が間合いに踏みこんだ。屠と竜りゆう刀とうが一いつ閃せん。魔ま杖じよう剣けんが迎撃。


    　銀の破片。


    　魔杖剣が砕け、モーフィースの右腕は肘ひじから消失していた。


    　今になって折れた魔杖剣の断面が大地に落下。次に右肘、右手と広場の石畳に落ちていく。切断された腕の断面からは鮮血。食人者の背後で、本の頭を持つランペリンが金切り声をあげる。


    　モーフィースの右腕の断面からはさらに激しい流血。滝のように零こぼれる血液は、咒じゆ符ふを貼って瞬時に生体系咒式による止血で停止。


    　モーフィースはギギナの間合いの内側へ前進。右手の断面でギギナの顎あごを狙う。顔を振って回避するも、断面から迸ほとばしった血が目を覆おおう。


    　一瞬ギギナの視界が塞ふさがれる。それだけで充分。モーフィースの狙いは俺だった。


    　奇襲を受けたギギナが膝ひざを突きつつ、屠竜刀に遠心力を乗せて旋回。巨大な刃やいばが左から右へと疾走。モーフィースの膝から下の両足が切断される。勢いのまま、殺人者の体が前に倒れる。


    　俺の左下後方に舞う咒符からモーフィースの魔杖刀が伸びていた。切っ先は左膝を貫いていたが、切っ先が目指す心臓の手前、服の表面で、縦にした魔杖剣の側面が受け止めていた。しばらく力が拮きつ抗こうし、切っ先と剣が軋きしむ。刃が押されて服に触れる。


    　そこが限界だった。唐突にモーフィースの腕は量子散乱。


    　ギギナに両足を斬きられたモーフィースが大地で前転。回転の終点では、咒符から自分へと左手と魔杖刀が戻っていた。


    「まだ」


    　モーフィースが左手の魔杖刀を石畳に突き立て、前転からの転倒を防ぐ。腕一本で上半身を起こす。


    「まだ食い足りない！」


    　俺の前方に、口から下を血ち塗まみれにした食人鬼の顔が見えた。モーフィースが大地から跳ねる前に、俺は〈矛ベ槍リ射ン〉の咒式を放つ。唯一の支えである左前腕、肘、上腕に投とう槍そうが着弾。筋肉と骨が破砕され、気力ではなく物理的支えを失ったモーフィースの体が崩れ落ちる。


    　こちらも弾切れ。俺は魔杖剣から弾倉を抜いて、新しい弾倉を叩たたきこむ。遊底を引く手が止まる。


    「まだまだまだまだ」


    　左右の足に右手、そして左手と、四肢を失ったモーフィースは、大地を這はう。どこに向かうかと思えば、首を起こす。石畳の隙すき間まに突き立った自らの魔杖刀の柄つかを横向きの口に咥くわえる。


    「さあ、おへにおまへはをふわへろ！」


    　桃色の舌先を魔杖刀の引き金に絡からめる。刀身の先端に、咒印組成式の朧おぼろな光が灯ともされる。


    　使える体の部分が舌だけであっても、モーフィースは殺しあいを、人を食うことを望んでいた。


    　俺の背筋を恐怖が貫く。ギギナにしても、刃の追撃を放てずに広場で膝ひざをついていた。


    〈ザッハドの使徒〉は連続大量殺人者だ。異常者だとは思っていたが、異常の桁けたが違う。もはや俺と同じ人類、同じ生物とは思えない。


    　唇くちびるを嚙かむ。俺は冷静に魔ま杖じよう剣けんの遊底を引いて、初弾を薬室に送りこむ。モーフィースが膝ひざから上、太ふと腿ももだけで跳躍。俺へと襲来。咥くわえた魔杖刀には数法系の転移咒じゆ式しき。


    　俺は焦あせることなく引き金を引く。〈矛ベ槍リ射ン〉が発動。放たれた七本の投とう槍そうがモーフィースの右鎖骨、左上腕、右胸に左腹部、左腰骨、右太腿、左膝の七か所に着弾。空中という逃げ場のない場所で投槍を受け、四肢を失った胴体は背後へ飛ばされる。口から魔杖刀が抜け、仰向けに落下。


    　先の左手を引き千切った三本に、追加の七本の槍やりが墓標のように突き立った手足と胸板の向こうに、モーフィースの顎あごの裏が見える。


    　顎が上がってくる。口元を血に染めたモーフィースが顔を上げてきた。


    　四肢を切断され、全身を十本の槍で貫通されて、なおモーフィースは生きている。内臓や致命の部分に攻撃が命中していないが、激痛と失血で動けないはずだ。体を起こして、前に倒れる。


    　モーフィースは四肢を失い、胴体の蠕ぜん動どうだけで俺へと這はってくる。手足や全身の傷から流れた血が、石畳に続く。


    　地を這う食人者の上で、エミレオの書が展開していた。手を持たない本の頭部のランペリンが、青い舌を閃ひらめかせて無音で哄こう笑しようしていた。〈異い貌ぼうのものども〉にとっては、持ち主のモーフィースの瀕ひん死しの状態が愉快らしい。


    　地を這って進むモーフィースの口が開いた。赤い口こう腔こうが広がる。人の肉を喰らう、悪鬼の口だった。


    「おまえ、を食う！」


    　モーフィースの言葉が紡つむがれると同時に、上から下へと垂直の一撃。モーフィースの背骨をギギナの左足の断面が踏み砕いていた。


    　モーフィースは背骨から肋ろつ骨こつ、肺を全損。口からは内臓出血の鮮血。鮮血の口が叫ぼうとするも、ギギナの左足は、切断された恨みを晴らすかのように、食人者の肺から空気を完全に押し出していく。


    　苦痛に跳ねあがった四肢と、槍に串くし刺ざしにされた全身が激しく動く。


    「殺すな」


    　俺の叫びで、モーフィースの短くなった手足が落下した。動きは完全に止まる。エミレオの書から燐りん光こうが消失して大地に落ちる。ランペリンが本の頭部を振り、喉のどを仰のけ反らせて絶叫。


    　数列の鎖くさりが異界の美女を拘束し、引きもどしていく。女が開かれた本に吸引され、顔だけが抵抗する。開かれた本の顔が抵抗しても、強引に吸収。本が閉じられ、アスファルトの上に転がる。


    　横顔を血に染めたギギナが、殺人者から足を退どかす。横顔には疲労の色が濃く刻まれていた。左足の断面で踏んだため、負傷の上に激痛もあるだろう。正気の行動ではない。


    　俺はギギナに問う。


    「殺したのか？」


    「残念ながら、殺してはいない」


    　鮮血の大地で、モーフィースは行動不能となっていた。四肢を失い、十本の槍やりで体を貫かれ、さらに肋ろつ骨こつと背骨、呼吸機能を破砕され、ようやく行動を停止した。


    　俺は右膝ひざをつく。左膝は動かない。息を吐く。全身の傷と疲労が重みとなっていた。


    　さすがの殺人者も、生物学に逆らってまで活動はできない。


    　しかし、この戦いの意味は大きい。俺は横目で地に伏すモーフィースを確認する。一連の事件で初めて〈ザッハドの使徒〉を生かして捕獲できたのだ。


    　携帯を取りだして、特別捜査本部のハーライルを呼びだす。相手の問いは無視する。必要なのは一言。


    「〈ザッハドの使徒〉を捕らえた」


    「なんだと！」


    　ハーライルの驚きの叫びを無視し、俺はその場に倒れる。遅れて携帯を握った右手も大地に落ちる。


    　各種咒じゆ式しきで石畳が熱い。周囲にはまだいくつかの紙吹雪と咒符が舞っていた。


    



    



    　エリダナの裏路地。アスファルトに濡ぬれた点が続く。


    　水の終点では、全身が濡れたヒルデが路地の壁に背を預ける。頭の左右にある桃色の髪から、水が滴したたる。黒いドレスは焦こげ、白いフリルは煤すすで汚れていた。顔には苦痛の色。ドレスの裾すそから伸びた右足は、炭化して砕けていた。


    　隣にはヒルダ。同じように惨みじめな敗者の姿。桃色の長髪は無惨に切断され、火傷やけどが半身を覆おおっていた。足を投げだして、路地の壁に背を預けている。


    　三女のヒルデの右手が上がり、建物の裏壁を叩たたく。


    「ヒルドが死んじゃった」


    　拳こぶしの下から、壁のモルタルの破片が落ちる。


    「ヒルドが死んじゃった」


    　桃色の目は充血し、透明な涙が零こぼれる。


    「だけど」


    　長女のヒルダの言葉が路地に放たれた。


    「ヒルドが死んでも時限装置が解除されたかどうか分からない。これは、ヒルドはヒルヅと同じ複製体ということ。残るヒルデか私かどちらかが本物ってことよね～？」


    　ヒルダは笑っていた。


    　泣いていたヒルデの顔に変化。唇くちびるが歪ゆがみ、笑みとなっていく。


    「そうね」


    　生存と自分が本体である可能性が高まったことに、心からの笑み。


    「そうだよね。死んだのは複製体。マヌケなできそこないの複製体」


    　心なき殺人者、〈ザッハドの使徒〉の姉妹は、喉のどを反らせて笑いあっていた。


    　楽しそうに、心から楽しそうに笑っていた。


    



    



    「本来、の計画、本来の血の祝祭だと？」


    　ゴルカスには、アンヘリオの宣言の意味が分からない。室内には緊張が満ちていく。


    　アンヘリオが窓の外を見て、視線を戻した。銀の棚に手をついて、気安い態度となる。


    「すでにエリダナ各地で、他の使徒による祝祭が開催されているだろうな」


    　アンヘリオの態度に、室内の人間の憎悪が再着火。黒社会の咒じゆ式しき士しと支社長という、武闘集団の感情が沸ふつ騰とうしていく。何人かが腰の魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手をかける。


    　一団の中央で、ゴルカスは歯を鳴らす。アンヘリオに指先を突きつける。


    「おまえは頭のおかしな殺人者だろうが。計画などあるわけがない。それこそ電波を受信しての天命や運命か？」


    　ゴルカスが続ける。黒社会の組織の支社長の怒声は、部屋を揺らす。


    「おまえを一千万イェンという大金を投じて雇った意味が分かっているのか？」


    「一千万イェン、ね」


    　全員に囲まれたアンヘリオが薄く笑い、懐ふところに右手を入れる。ゴルカスと背後の護衛たちが一気に緊張。攻こう性せい咒式士たちが魔杖剣の柄の引き金に指をかけ、懐ふところの魔杖短剣を握る。爪先が間合いを計る。


    　戻ってきたアンヘリオの右手が握っていたのは、一枚の紙片。昔ながらの小切手だった。


    「これのことだったか」


    　小切手には、一千万イェンという高額が記されていた。攻性咒式士たちの目に羨せん望ぼうと欲望の色があった。


    「不要だ」


    　アンヘリオの右手が紙を振る。腰の帯に下げられた本の一冊が青い光を放つ。咒式の赤い炎が噴出。火炎の舌に舐なめられ、小切手が燃える。男は優雅に手首を捻ひねって燃える紙片を投げる。


    「おまっ」


    　護衛の一人が慌あわてて拾おうとするも、すでに小切手は焼失。床に膝ひざをつく攻性咒式士の手の先で灰となって、小切手だったものは床に散った。


    　カンダハ・ナハ社の攻性咒式士たちには、アンヘリオの行動が理解不能だった。全員が男の異常な行動に戸惑っていた。


    　エリダナでは銀貨一枚で殺人が起こる。一千万イェンという人間数人が一年生きられるほどの大金を、無意味な炭素の破片にする理由を、誰も理解できない。全員が硬直していた。


    「おまえたちは目が悪い」


    　アンヘリオは微笑している。いつもの鮫さめのような笑みではなく、無理解を嘆く哲人の笑みだった。


    「私が着る背広は、最高の職人が仕立てたもので、一着で四百万イェン」男の手が背広の生地を示してみせる。「袖そでの飾り釦ボタンは黒くろ[image: ]さん瑚ごの細工で四百万イェン。靴は三百万イェン。シャツで五十万イェン」次に残った右手を掲げてみせる。「腕時計は七都市同盟の一級職人が一年かけて一個だけ作る八千万イェンの品。指輪は五百年前のテミビア王朝のゲレ王が持っていたもので、二億イェンといった経済的価値以上に歴史的価値は計り知れない」


    　アンヘリオが自らの衣服と宝飾品を解説する。ゴルカスと攻こう性せい咒じゆ式しき士したちは、口を開いたまま解説を聞くしかなかった。


    「私は数百億イェンの資産を持ち、不動産と金融収入だけで、年間十億イェンを超える収入がある」アンヘリオが右手で髪を搔かき上げる。焼けた左半面が現れ、青い瞳がゴルカスと攻性咒式士たち、そして室内を睥へい睨げいする。「その私が一千万イェンの小銭でおまえたちに従って動いていたと、本気で信じていたのか？　たかが金ごときのために私が？　笑わせるな」


    　傲ごう慢まんな声が室内を圧する。


    「では、なぜだ」


    　魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手をかけつつ、ゴルカスの口は疑問を重ねる。


    「なぜ我らと組んだ」


    「最初からおまえたちと組んだ気はない。私は案内役としておまえたちを使っただけだ。本当の血の祝祭が始まった以上、もう用はない」


    　ゴルカスは息を吐く。


    「今になって母親が言ったことを思い出すよ」支社長の目には哀れみがあった。「一度嚙かみ癖ぐせがついた犬は直らない。だから殺すしかない」


    　ゴルカスは足先で間合いを詰めていく。


    「おまえのような怪物を引きこんだ俺の失敗だ。怪物はトリロッツィが来る前に処分する。それですべてはなかったことになる！」


    　目は充血。手は腰の魔杖剣の柄に伸びる。


    「そのカンダハ・ナハのエリダナ総支配人であるトリロッツィは、今ここにいる」


    　アンヘリオが右手を伸ばす。手押し車の側面が開かれる。室内の全員の目が大きく広がる。


    　転がり出たのは、一抱えあるほどの大きさの立方体。ガラスの箱だった。アンヘリオがガラスの箱に足をかける。赤い箱だった。


    　内部ではなにかが蠢うごめく。ガラス箱の内部で右の瞳がゴルカスを見つめた。左目は左側面に位置していた。


    「なんだこれは」


    　不気味な物体に、ゴルカスの声にも怯おびえの成分が混ざる。アンヘリオの右足が、赤いガラスの箱をさらに踏みにじる。


    「生体変化系第五階位〈魑魅筺生贄牢ボク・スス〉の咒じゆ式しきだ。人体から皮ひ膚ふと手足、肉と骨格を排除し、呼吸器系に消化器系、循環器系に泌尿器系、内分泌系に脳と神経系だけを箱に収めていく」


    　アンヘリオは実に楽しそうに解説する。


    「計算すると、直立しなければならない臓器などの都合を考えても、一片四〇センチメルトルの正六面体に綺麗に収まる。生きた人体標本を作る咒式だ」


    　立方体の内部に、気管に肺。食道や胃。胃からの結けつ腸ちようが渦を巻いて、回かい腸ちようが畳まれている。ガラス面に押しつけられた心臓が脈動を繰り返す。


    　立方体の直線に合わせて、内臓が綺麗に詰められていた。内分泌液が隙すき間まを埋めている。ゴルカスが見ていると、平面に押しつけられた目から涙が零こぼれ、体液と混じる。


    　正面のガラス面の内部では、唇くちびるが開閉していた。口こう輪りん筋きんが四方に動いて言葉を紡つむいでいる。トリロッツィだった立方体内部の唇の動きを読むと「殺してくれ」と言っていた。


    「ぬあああああああああああああ」


    　気合いと怯おびえとともにゴルカスが抜ばつ刀とう。振りぬかれるべき右腕は、肘ひじから先が消失していた。骨と筋肉と腱けんが、半円形に切りとられていた。魔ま杖じよう剣けんを握った右手は、突如として現れた獅し子しの口のなかにあった。黄金の波は濤とうの終点は、アンヘリオの右手に続いていた。


    「てめ、え」


    　出血と激痛を堪こらえて、ゴルカスが後退する。周囲の咒式士たちは臨戦態勢に入っていた。


    「分がっている、のか！」右手の断面からの出血を手で押さえ、ゴルカスが叫ぶ。「ここはカンダハ・ナハ、のエリダナにおけ、る拠点のひとつだ。攻こう性せい咒式士が三十四人はいる、んだぞ!?」


    「だから？」


    　アンヘリオが右手から伸びた獅子を戻す。獅子の顎あごにはゴルカスの腕が咥くわえられたままだった。血がコンクリ床に染みを作る。


    「トリロッツィを殺したということは、六十三人の咒式士が詰めるエリダナ本社はすでに私が全滅させてきたと考えられないのかね？」


    　アンヘリオは構えも取らず、悠然と立つ。右手の獅子が床に足をついたまま、ゴルカスの腕を咀そ嚼しやくしていく。


    　室内で、カンダハ・ナハ社の攻性咒式士たちが、包囲網を作っていく。鈍にび色いろの刃と恐怖のアドレナリンが溢あふれた顔が並んでいく。アンヘリオが右手を掲げる。獅子の顔がゴルカスたちに向けられる。


    「三大組織の本拠地か、ラルゴンキンやパンハイマ社の真まっ直ただ中なかでもないかぎり、私がなにを恐れる？　予言するが、おまえたちは私に触れることもできないままに死ぬ」


    　アンヘリオに攻性咒式士たちが咒式を放つも、遅い。アンヘリオの右腕からは黄金の奔ほん流りゆう、肘から先が消えた左腕の断面からは黒い波は濤とうが放たれていた。雷と投とう槍そう、爆裂が黄金と黒の螺ら旋せんに激突し、弾はじかれる。


    　護衛たちの体に獅し子しの牙きばが突き立ち、食い千切られる。毒蛇の群れの五種類の毒で全身を赤黒く、または青黒くして絶命していく。


    　床で痙けい攣れんするゴルカスの顔を、アンヘリオの革靴が踏む。


    　鼻骨が折られる痛みを手で退のけようとした瞬間、アンヘリオの足に力が入る。


    「待て、待ってくれ、俺は」


    　ゴルカスの哀願は無視され、鼻骨どころか頭ず蓋がい骨こつまで粉砕。頭部が半分の厚みとなる。脳も完全に破砕されていく。無事な左手が天井に向けて掲げられ、アンヘリオの足を摑つかもうとして力を失う。地面に落下して投げだされる。


    　赤い血と脳のう漿しようが、革靴の裏から床へと広がっていく。ゴルカスはあっけなく肉の塊となっていた。


    　アンヘリオが足を上げて前に進む。床に血のついた足跡を連ねていく。


    　周囲で掲げられる魔ま杖じよう剣けんの向きが変わる。魔杖剣を握る咒じゆ式しき士したちの体の向きも反転していた。


    「怪物だ！」


    「助けてくれ！」


    　カンダハ・ナハ社の攻こう性せい咒式士たちが、通路を逃げていく。逃げようとした攻性咒式士の背中に、獅子の前肢が振られる。苦痛に叫ぶ頭部を、別の獅子の顎あごが捉とらえ、食い千切る。獅子の暴ぼう虐ぎやくの間を蛇へびが迸はしる。


    　血と臓物で彩られた廊下を、アンヘリオは悠然と進んでいく。逃げていく攻性咒式士たちの最後尾に蛇が追いつき、引きたおす。絶叫をあげる同僚を振り返ることなく、咒式士たちが逃げていく。


    　アンヘリオの端正な横顔には微ほほ笑えみがあった。鮫さめのような目には殺さつ戮りくの喜び。


    「殺人作法の七十九。出された料理のように、犠牲者はすべて殺しつくすべし」


    　通路の奥では、生き残った攻性咒式士たちが咒式で金属の盾たてを重ねていく。盾の間には絶望と恐怖にかられた顔。


    　構築された陣地から魔杖剣が伸びる。砲弾咒式が放たれるも、アンヘリオが顔を動かす。通路の背後に着弾し、壁を破砕。轟ごう音おんと白煙が廊下に吹き荒れる。


    　アンヘリオは揺るがない。投とう槍そうや雷撃が貫く白煙のなかで、残忍な笑みだけが浮いていた。周囲には左右の腕から生まれた獅子と大蛇の群れ。


    「おまえたちの葬式のための弔ちよう鐘しようだ、と言えば詩的にすぎるか」


    　手には咒式の組成式。青白い光はアンヘリオの背後に流れていく。背後に浮遊するのは、エミレオの七つの書物。咒式の指示によって、書物の封印が解かれていく。頁の間から組成式が生まれ、封じられたものたちが実体化していった。


    「さぁ、本来の計画を開始しよう。他の使徒に負けないように、血の祝祭を開始しよう」


    　ビルの内部に、悲鳴と絶叫が溢あふれた。

  


  
    



    



    八章　夜が来る。真っ黒な夜が来る


    



    



    　命とは、性交によって感染した悪性の病気である。


    　死とは、その治ち療りようではあるが、失礼なことにほとんどの人間が感謝しない。


    
      イェム・アダー「死と使徒」皇こう暦れき四八二年

    


    



    



    　エリダナ中央病院。Ｂ棟の四〇二号室。


    　俺とギギナは病室に立っていた。ギギナは白い壁に背を預けている。俺は相棒の横に立っていた。治ち癒ゆ咒じゆ式しきで完治はしているが、左肩には治療用の咒符と包帯。ジーンズの下の左膝ひざにも包帯が巻かれていて、傷が痛む。ギギナも左足に同じように包帯を巻いている。


    　横には緋ひ色いろの着物姿のパンハイマが立っている。〈荊棘いばらの女王〉の左袖そでから見える手は、包帯に覆おおわれていた。


    「ペネロテ姉妹に腕を取られたそうだな」


    　俺が指摘すると、自らの左腕を苦々しそうにパンハイマが眺める。


    「最近はよく妾わらわの腕を持っていかれる」


    　使徒三人を相手に圧勝したパンハイマの、どこが死病に冒されて弱っているのかが謎なぞだ。


    「我々が使徒どもと遊んでいたのと同時期に、黒社会の中堅組織、カンダハ・ナハ社が壊滅させられた」


    　パンハイマが告げる。


    「おそらくアンヘリオを雇やとっていたのは、カンダハ・ナハ社ぢゃろうな。あの怪物を匿かくまって情報も与えていたため、見つかりにくかった。功を焦あせった一派がアンヘリオを使って、硬直化したエリダナの黒社会の制度を混乱させ、より上位に行こうとした」


    　パンハイマの目には愚者を嘲ちよう笑しようする赤。


    「が、いわば飼い犬に手ではなく、全身を食い破られて死んだ。支社どころか本社まで陥落とはお笑いぐさだ。使徒は猛獣がかわいく見えるほどの最悪の殺人者で、黒社会の中堅組織で最弱のカンダハ・ナハ社ごときが制御できると勘違いしたことが、組織全体の命脈を絶った」


    　魔女が俺とギギナを見る。


    「使徒は制御などできない。使徒が従うのはザッハドの命令だけだ」


    　パンハイマが試すように告げた。


    「アンヘリオは祝祭とやらに参加するために、用済みとなったカンダハ・ナハ社との関係を切ってきたのぢゃろうな」


    「祝祭という単語をモーフィースからも聞いたがなんなのだ？　人殺しが仲良くエリダナで連続大量殺人を行おこなうのか？　ついでに俺たちを狙う理由が分からない」


    　俺が問う。ギギナも同じ疑問を抱いているだろう。


    「それは本人に聞くがよい」


    　パンハイマの緋ひ色いろの目が前に戻る。俺とギギナも魔女に倣ならう。


    　病室の中央には、棺ひつぎのような円筒形が斜めに安置されている。滑らかな樹脂と金属の表面が蛍光灯を反射している。側面にはいくつもの機械が設置されている。機械から伸びた数十もの管が、円筒形の装置につながれていた。


    　機器の傍かたわらで調整している医師の話によると、円筒の棺は最新の咒じゆ式しき治ち癒ゆ装置だそうだ。


    　小さな覗のぞき窓から見えるのは〈人食いモーフィース〉の顔だった。


    　内部では、切断されたモーフィースの四肢が咒式でつなげられている。折れた肋ろつ骨こつに肺も修復されている。高位治癒咒式は瞬時に肉体を修復するが、神経や内臓などの繊せん細さいな器官の完全回復には時間をかけたほうがいい。俺の肩や膝ひざ、全身の負傷も同じことだ。


    　室内の医療装置の原理は昔からあるもので、地上における空気は酸素濃度が二一％で約一気圧の状態である。対して、装置は内部の気圧を徐々に上げていき、水深一〇メルトルに近い二気圧にして、洗浄された空気を送りこむ。十倍から二十倍の酸素で体内の溶解型酸素量を増やし、人体の治癒効率を上げている。さらに装置内部には各種の咒式が働き、治癒していく。


    　円筒形の咒式治癒装置による治療は、血流障害や内出血や腫はれや一酸化炭素中毒や各種ガス中毒に急性末まつ梢しよう血管障害、重傷の火傷やけどや凍とう傷しよう、さらには中度以上の血管断裂をともなう、手足の切断の回復にも効果がある。その他にも脳のう梗こう塞そくや頭部外傷、腸ちよう閉へい塞そくや細胞の活性化や急性の脊せき髄ずい損傷患者などにも対応しており、効果に節操がない。


    　俺にしてもギギナの咒じゆ式しきで治ち療りようされたあとに、ツザンの繊せん細さいな専門の治ち癒ゆ咒式を受けるようにしている。


    　俺に爆裂咒式を喰らわされ、三つの槍やりに左腕を千切られ、続いて七つの槍やりを全身に突き立てられ、さらにギギナに両足と右腕を切断され、内臓や脊髄まで踏みつぶされたモーフィースは死ぬ寸前。生かすなら集中治療が必要とされる。


    「つか、俺よりいい治療を受けていやがるな」


    「ガユスは無価値だと常々私が言っているだろう。人間の最底辺である殺人者よりガユスが無価値だという、公的機関からの品質保証書が出て、自説が証明された」


    「おまえ、本当に死ね。悪の権ごん化げであるギギナの無惨な死は勧善懲悪の物語として、全国の小学校の道徳の教科書に載せるべきだな。ついでに肖像写真に髭ひげを書かれて、やはり死ね」


    　俺の言葉を聞き流して、ギギナの目が横に向けられる。


    「動けない殺人者相手に厳重なことだ」


    　部屋の隅には二人の警察士が監視に立っていた。俺の背後にある出入り口にも二人の警察士が立っている。ギギナの揶や揄ゆにも反論せずに直立不動で警備をしている。


    「仕方がないのだ」


    　開けはなたれていた出入り口からハーライルが姿を現した。


    「モーフィースが入院していることが分かれば、憎悪と殺意に燃える遺族と、金に目が眩くらんだ賞金稼ぎが押しよせてくる」捜査官の目は円筒に向けられる。「皮肉なことに、殺人者を守るために厳重な警備をしなくてはならない」


    　ハーライルが苦笑している。警察署の前にいたアンヘリオや使徒の応援や弁護団が来れば、もはや収拾はつかないだろう。


    　ギギナは納得していない。円筒の内部のモーフィースを冷たい目で見ている。


    「あの場で殺すべきだったな」


    「俺としてもモーフィースの逮捕で賞金首を換金したい」


    「被害者の遺族がかけた賞金も欲しいなら、モーフィースが犯行のすべてを吐くまで待て」


    　法的にまだ手続きが難しいのだろうが、早く金をくれが俺の本音だ。


    　特別捜査官の横顔には、殺人者への憎悪を押し殺す緊張があった。


    「殺してやりたいが、法の裁きを受けさせる。皇国には死刑もあるし、仮出所なしの終身刑もある。死んだほうがいいとすら思わせてやる」


    　円筒形の治癒装置の前に用意されていた簡易椅い子すに、ハーライルが腰を下ろす。治癒装置の横で調整する医師が顔を上げる。


    「尋問は十分以内で。それ以上は患者の生命が保証できません」


    「分かっている。生きた〈ザッハドの使徒〉に尋問できる機会を、私は誰よりも待ち望んでいたのだ。殺してでも生かして吐かせる」


    　鬼気迫るハーライルの顔に押され、医師と看護士は不満そうに外に出る。ハーライルが病院の素っ気ない椅い子すの上で脚を組む。目は円筒の内部で液体に浮遊するモーフィースに向けられる。殺人者の目は天井を見ていた。ハーライルは手にしていた資料を出す。


    「使徒の中でも胃袋を司り〈カンドーラの食人鬼〉と通称される〈人食いモーフィース〉よ。最初の問いとして、おまえは誰だ？」


    　ハーライルの右手の指が資料を弾はじく。


    「かつて出会った使徒のように、身分証明書の類たぐいはいっさい所持していない。指紋登録はどこにもない。歯医者や犯罪歴の記録に遺伝子からもたどれない。経歴不明で、おまえがどこの誰かがまったく分からない。おまえはどこの誰だ」


    　特別捜査官の問いに、モーフィースの目が現実に戻る。氷のような目だった。


    「身元を消すくらいのことができなくて、〈ザッハドの使徒〉になれるわけがない」


    　殺人者が初めて口を開いた。返答というより確認だった。俺は一歩前に出る。


    「そもそも、〈ザッハドの使徒〉とはなんだ？」


    　ハーライルの背後から、俺自身の問いを混ぜる。特別捜査官は椅い子すに座って相手が口を開く瞬間を待つ。


    「俺は」


    　円筒という棺ひつぎのなかで、モーフィースが口を開く。


    「俺は元々どこにでもいる咒じゆ式しき技術者だった。数法系の咒符による工事用咒式の開発を行おこなっていた」


    　モーフィースの目は冬のガラス窓のように曇っていた。内面に宿る陰湿な感情が、凝結しているかのようだった。


    「最初の殺人は好きな女を殺したことだ。たしかガレネイだかガレネエだったか、そんな名前の女だった」


    「なぜ殺した？」


    　間が空かないように、自然にハーライルが問いを混ぜる。犯罪者の自分語りなど興味はないが、すでに捜査官は尋じん問もんに入っていたのだ。最初の被害者の名前から身元がたどれる可能性もある。俺とギギナは邪魔にならないように黙る。


    　モーフィースは虚うつろな目で続ける。


    「殺したかったから殺した。殺したあとに、まだ体温が残る死体を後ろから犯していたら、肩や尻の肉が気になった。勢いあまって尻や太ふと腿ももの肉を齧かじった。思いついて、焼いて食べてみた」


    　モーフィースは当然のように言った。舌した舐なめずりする舌と犬歯が唇くちびるの外に出ていた。食欲が意識を鮮明にさせていくようだった。


    「一口で愛情や性的興奮など吹き飛んだ」モーフィースの顔、いや口には、過去の凄すさまじい興奮が反はん芻すうされていた。「人間の血には嘔おう吐と作用成分があって食べにくいはずだが、俺の精神や体質というか味覚は人肉を最高の食事だとした。人の好き嫌いはいろいろあるが、俺にとって愛した女の肉は天上の甘かん露ろにも思えた」


    　棺ひつぎの内部の殺人者は、俺たちを見据えた。


    「翌日に死体の残りをまた食おうと思いつつ、普通の朝食を取った。卵に燻くん製せい肉を合わせたものだったが、豚肉を一口飲みこんだだけで嘔おう吐とした。床でのたうち、凄すさまじい嘔吐で胃液まで吐いた。それ以降も何度か試したが、もう鳥や豚や牛、魚や貝が食べられなくなった」


    　モーフィースの異常な告白が続く。


    　食人者の目は空中を彷さま徨よう。


    「もはや俺は人肉以外の肉を食べられない。肉に必須栄養素があるわけではないが、俺は人肉を食うしかなかった」


    　モーフィースは哀しげに語った。


    「だけど人肉はどこでも買えない。残念なことに『美お味いしい人肉をくださいな』と言って『今日はいい人肉が入った。新鮮なツェベルン人の十三歳女子、一〇〇グラムル九十九イェンとお得だよ』と返してくれる店はどこにも存在しない」


    　食人者の目には悲哀の色が宿る。俺たちはモーフィースの過去をたどらされていた。脳や精神の誤作動というより、人がここまで歪ゆがみえることこそ理解不能だ。


    「だから俺は自力で調達することにした。何十人か食べてみて分かったことは、味の順番は、だいたいにおいて女児、若い女、男児、若い男。あとは中年、年寄りの順番だった」


    　食人者の評価など聞きたくないが、ハーライルはモーフィースの饒じよう舌ぜつを止める気配はない。


    「幸い親の資産とそれまでの仕事で働く必要はなくなっていたので、あとは自分を維持することに集中できた。生涯の目標である食事のための殺人を継続した。料理教室に通って日々料理を研究して、腕は職業料理人にも匹敵するまでになった」


    　モーフィースは続ける。


    「俺は人を食べないと生きていけないのだが、食人という行為はもう遺族の怒りが半端ではなくてね。警察に逮捕されて収監されるなんて許せないと、遺族が共同して俺の命に賞金をかけ、遺族や雇われた賞金目当ての攻こう性せい咒じゆ式しき士しが追跡してきた」


    　殺人犯の苦労話になってきた。モーフィースは自らの奇妙な反省を反はん芻すうしていた。


    「俺は最初の追っ手に負傷しながらも勝ったが、すぐに気づいた。弱いままだといずれ俺は追っ手に殺されると。だから、咒式を勉強しなおして、身元を偽って攻性咒式士になって実戦経験も積んだ。こう見えて、事務所に所属していて腕利き攻性咒式士だったこともある。食人者の俺が、なんと正義と法の味方として賞金首を捕まえていたよ」


    「攻性咒式士のなかに賞金首や犯罪者が紛まぎれこむことは、多々あるが」


    　ハーライルに改めて言われると苦い。〈異い貌ぼうのものども〉と戦うための力は、犯罪にも有効なのだ。パンハイマ事務所を見ればよく分かる。だからこそ警察が攻性咒式士を嫌う理由となる。俺とギギナにしても、それぞれの罪状のためにハーライルに利用されている。


    「強くなって良かったことは、攻性咒式士も獲物に考えられるようになったことだった。精神的なものだろうが、より強い攻性咒式士はより肉の味が良い。高位咒式士を食うと失神しそうな美う味まさだった」


    　意外な味の法則をモーフィースが明らかにする。


    「必然的に到達者と呼ばれる十三階かい梯ていの咒じゆ式しき士しを食べることも視野に入ってくる。そのために俺は鍛たん錬れんを積んだ。攻こう性せい咒式士として賞金首や〈異い貌ぼうのものども〉と戦い、一方で殺人者として夜ごと獲物を狙って食った。いわば二倍の経験値があるから、俺は強くなった。それこそ俺自身が到達者になるくらいに」


    　ハーライルの横で、補佐官がモーフィースの発言を端末に入力していく。モーフィースによる殺人の新たな犠牲者を捜さねばならなくなったのだ。


    　俺はギギナを横目で確認。ギギナも俺を見ていた。


    「人の強さの道はそれぞれだが」


    「食欲から人の道を誤り、攻性咒式士の道を究きわめる殺人者か。さすがに初めて聞く」


    　普段から犯罪者を相手にしている俺とギギナにしても、モーフィースの精神構造は異常だった。四半世紀以上を犯罪者を相手にして過ごしたハーライルであっても、苦い顔をしている。


    　アンヘリオは天才型だったが、モーフィースは到達者階級に達するほどの歴戦の攻性咒式士だった。互いの手の内を封じあう、攻性咒式士らしい戦いでようやく勝利できた相手だ。


    　治ち癒ゆ装置の内部から、モーフィースの緑の目が横に動く。俺とギギナを見据えている。部屋にいるすべての人間を睥へい睨げいする、王者の目のようだった。


    「一口ごとに快楽に感電する体験を、おまえたちは知らないだろう。生物の喜びは舌にしかない。他のすべては勘違いと代用の噓うそだ」


    　モーフィースの言葉が胃に響く。


    「殺人は俺の人生のすべてを破壊した。愛も友情も安らぎもない。地位と名誉と財産も減る一方だ。だが、人を食う経験を、素晴らしい経験ができたことを後悔しない。できないのだ」


    　モーフィースは喜悦の声で告げた。


    「我ら使徒はただ漫然と殺すだけの殺人者とは一線を画す」治癒装置の内部で、モーフィースがつぶやく。「殺人の数と質で精査され、連絡が来て使徒だと認定される。そこからは狂王ザッハドに捧ささげられる、殺人のための殺人を行おこなうのだ」


    「連絡？」


    　ハーライルの問いにモーフィースは答えない。細部について語る気がないらしい。


    　俺は傍かたわらのギギナに推測を向けることにした。


    「監獄にいるザッハドが個々の殺人犯の位置を知るわけがない。どこかの誰かが調査し、使徒に任命している、ということか？」


    「そういえばザッハドが使徒たちについて公式に認めているという発言を出したことがないな」


    　ギギナが指摘した事実は、室内の全員の抱いだく疑問をさらに深める。


    「モーフィースの言葉が事実だとすると、ますます意味不明だ」


    　全員の疑問を代表しておく。


    「任命するものは、それぞれの殺人犯の正体と居場所を知っていることになる」俺はハーライルを眺める。「全国に支部を持ち、八〇万人の捜査員を抱える龍りゆう皇おう国こく警察より優秀ということだ。しかし、そんな全知の存在がありえるのか？」


    　モーフィースは円筒の棺ひつぎの内部で笑う。


    「ザッハド王なら可能だ」


    　殺人者との会話は進んで戻って、謎なぞめいた言葉を発して苛いら々いらとする。ハーライルは落ちついている。殺人者との対話は非論理的で整合性がなくて当たり前なのだろう。


    　ハーライルが問いを混ぜていく。


    「エミレオだかエミュレリオの書はどこで手に入れた？」


    「〈ザッハドの使徒〉と認定されたときに贈られた。エミレオの書が、俺にさらなる力を与えた」


    「そうだ、エミレオだかエミュレリオの書だ」俺はハーライルに向きなおる。「ランペリンとかいうあの〈異い貌ぼうのものども〉を操る書は、現在どこだ？　警察が回収したところを見ていないが」


    「消えた。どこにも見つからなかった」


    　ハーライルからパンハイマへ視線を移す。


    「ペネロテ姉妹のうち、倒したヒルドの書は？」


    「焼いたと思って放置していた。警察の現場検証で見つかっていないなら、モーフィースの場合と同じように消えたのぢゃろうよ」


    　パンハイマがこともなげに答える。


    「ボラーやクインジーといった強大にすぎる〈異貌のものども〉を封じる書が、安易に他者の手に入るとは思えない」退屈な予想が出てくる。「おそらく使用する使徒が敗れるか死ぬと、自動的に移動する自律思考と咒じゆ式しきが組みこまれていたのだろう」


    　捜査官の目は、殺人者を物体のように眺めている。ハーライルはザッハドと使徒の言葉を信じていない。モーフィースも真実だと肯定しない。


    「祝祭とはなんだ？　人を殺して得点化してなにがある？　なぜパンハイマ、ガユスとギギナを狙った？」


    　俺にとって最大の問いを、ようやくハーライルが切り出す。モーフィースは笑う。牙きばのような歯が見える。


    「俺は祝祭と言うから参加しただけだ。人殺しどもが腕を競うというだけで楽しいじゃないか」


    　人じん格かく破は綻たん者しやの破綻しきった言葉だった。


    「エリダナに来ている使徒は、アンヘリオにペネロテ姉妹の残り二人、モーフィース。他に来ているのか、これで終わりか？」


    　重ねたハーライルの問いに、俺は気づかされた。横のギギナも同じだった。〈ザッハドの使徒〉がすべて出そろったとは誰も宣言していない。


    　過去の苦い記憶も蘇よみがえる。エリダナに〈古エきノ巨ル人ム〉どもが襲来したとき、最初ですべて終わりだと思ったがために、市内の中堅咒式士事務所がいくつも壊滅し、数十人の生命が失われ、ラルゴンキン事務所と俺たちは敗退した。ゾレイゾ・ゾたちに仲間の葬送と火急の用がなければ、俺たちは死んでいた。


    「答えろ、このくだらない祝祭には使徒が何人来ている」


    　俺の声がハーライルの問いを重ねていた。


    「アンヘリオや他の使徒の居場所はどこだ？」


    　円筒の内部は沈黙。液体の内部に浮力でたゆたうモーフィースの唇くちびるは閉じられていた。


    「教えると思うか？」


    　俺の唇が嚙かみしめられる。颯さつ爽そうと横を進む人影。今まで問いを発さなかったパンハイマが前に進んでいき、ハーライルの横を抜けた。〈緋ひ色いろの魔女〉の下げ駄たは、モーフィースを収めた円筒の治療器を蹴けりつける。体に加わる激痛で殺人者が呻うめく。


    「知らないわけがあるか」


    　パンハイマの脚はさらに旋回し、機械から生命維持装置へ伸びる管を蹴ける。接続していた金具が外れ、治ち癒ゆ咒じゆ式しきが停止。酸素供給が絶たれ、モーフィースが苦しむ。


    「教えろ屑くず」


    　さらにパンハイマの下駄が円筒を蹴り、激しく揺らす。機械は警報を鳴らしつづけている。


    「開催者は、祝祭の優勝賞品と参加者名簿くらい伝えてくるはずぢゃ。なんらかの利益なくして、おまえらのような最低最悪の殺人者が動くものか」魔女が蹴りを放ちつづける。「そして他の参加者である使徒どもの得点を知らせるための携帯電話への連絡だか、手紙だかがあるはずだ。他の参加者の得点を知らせて競わせるぢゃろうが」


    　パンハイマの声と蹴りにモーフィースが絶叫。揺れる円筒の内部で手足を振りたくっている。警報はモーフィースの悲鳴の代理のように叫ぶ。ハーライルは止めない。


    　パンハイマの行為は拷ごう問もんだ。分かっていても有効な問いかけだ。特別捜査官が黙っている以上、俺とギギナも動かない。


    「答えろ、死ぬことが怖くなくても、痛いことは怖いぢゃろう？　酸欠には耐えられないぢゃろう？」


    　パンハイマの下駄は円筒を蹴りつづける。揺れる水中でモーフィースは喉のどを手で押さえている。酸欠の苦しさは耐えがたい。


    　咒式士、とくに前衛系は常人の数倍から数十倍もの長さで耐えられるが、酸素供給装置が必要なほど生体機能が落ちた重傷者の状態では、たいして変わらない。常人と同じように数分で視界が真っ赤に染まり、さらに酸欠で真っ黒になり、凄すさまじい苦しみに襲われる。モーフィースも苦しみ藻も搔がく。


    「てめえ、必ず食い殺しっ」とモーフィースはもはや言葉も紡つむげない。ハーライルの手が酸素供給装置をつなげる。


    　モーフィースが呼吸を繰り返す。貪むさぼるように酸素を飲みこむ。


    　再び口を開いた瞬間、パンハイマの脚がまた酸素供給の管を蹴る。再びモーフィースが苦しむ。酸素と思って呼吸をしてさらに酷い酸欠状態に陥おちいったのだ。絶望から苦痛はより一層の激しさとなる。


    　ハーライルはパンハイマの拷問を止めない。凶暴な民間咒式士の蛮行ということにして、拷問まがいの尋じん問もんをしたいのだ。ハーライルには、犯罪者の人権より市民の命を選ぶ非情さがある。そうでなくては特別捜査官になどなれないのだろう。


    　モーフィースが苦しみ、口から舌を出して、存在しない酸素を求める。またハーライルが酸素供給の管をつなげる。モーフィースが胸を上下させて呼吸する。充血した目には怒りと苦痛。


    　三度上げられたパンハイマの足をハーライルが制止する。モーフィースがようやく口を開く。


    「使徒に、エミレオの書が告げるのだ」荒い息の間で言った。「祝祭の開催日時と場所をな」


    「エミレオの書が通信装置となっていたのか」


    　となると、モーフィースとペネロテ姉妹のヒルドの書を見失ったことが痛い。


    「言ってやろうか」荒い息とともに、食人者の言葉が吐かれる。「おまえたちがより深く絶望するために」


    　ようやくモーフィースの呼吸が戻る。


    「エミレオの書からは、祭司が開催する祝祭に十三人の使徒が参加するとだけ伝えられた。このエリダナで、使徒たちが殺した数を競い、ザッハド王の遺産を求めて競うのだ」


    　俺の息が止まる。ハーライルの横顔は険しさを増していた。


    「じゅっ」


    　ようやく俺の口から声が出る。


    「十三人だと」


    　言葉に出して確認したくなかった。ギギナやパンハイマの横顔にも険しい表情が浮かぶ。


    「アンヘリオ一人に到達者三人でようやく引き分け、モーフィースは俺とギギナでようやく捕獲した。ペネロテ姉妹はパンハイマでさえ腕を失い、二人を逃のがした」


    　視界が暗くなるほどの絶望。


    「それがあと最低でも八人、来るのか」


    　ハーライルがつぶやく。特別捜査官であっても、一度に十三人もの殺人者、使徒を相手にしたことはないはずだ。常識外れの事態に、全員が黙りこんでしまった。警護の捜査官四人も暗い表情となっていた。


    　使徒どもが口にした祝祭の得点の意味も、ようやく分かってきた。殺した人数とおそらく強さが得点を決めるのだろう。


    「これは特別捜査官や警察、エリダナの咒じゆ式しき士しより、軍隊が必要な事態ではないか？」


    　俺の冗談めかした提案に誰も笑わない。ギギナとパンハイマだけが背後で笑っている。


    「生き残りも含めれば、残り十一人の殺人者か。おもしろい」


    「パンハイマを入れておけ。私はおまえも使徒ではないかと思っている」


    　淫いん猥わいな笑みをパンハイマが見せれば、ギギナは敵意の笑み。両者の思考は理解したくもない。使徒とこの二人の違いが分からなくなってきた。


    「そうだ、その使徒どもがなぜ俺とギギナを狙う」


    　最初の疑問に戻る。


    「対象が殺した数も点数になるなら、パンハイマや戦争経験があるギギナはともかく、咒式士として数年しか活動していない俺は、使徒ほど大量に殺していない。なぜ狙うほどの得点となる？　おまえは俺を祝祭の参加者といった。どういうことだ？」疑問は次々と湧わく。「祝祭の勝者が手に入れる、ザッハドの遺産とはなんだ？」


    　ギギナは倒した相手など数えていないだろうが、俺は罪を数えている。


    　円筒形の生命維持装置の内部から、モーフィースが俺を見つめる。


    「おまえはすでに参加者として登録されている」


    　モーフィースは楽しそうに笑う。


    「俺は〈ザッハドの使徒〉にも祝祭にも、ザッハドの遺産にも興味がない。興味があるのは」


    　食人殺人者の狂気に再点火された。


    「肉だ。肉だけがすべてだ。これだけの使徒が集まるなら、死が増産され、俺も肉を食いやすい。大量に殺して冷凍保存しておこうと思ったのさ」


    　パンハイマが円筒を蹴けろうと、酸素の供給を止めようと変わらない。酸欠に咳せきこみながら哄こう笑しようしつづける。


    「肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉！」


    　病室に医師と看護士が突入してくる。「患者を殺す気か！」と叫ぶ二人を、出入り口で警察士が左右から止める。パンハイマは鼻を鳴らして「軟弱」と吐きすてるだけ。


    　ハーライルが小さく息を吐き「これで最初の尋じん問もんは終わりだ」と立ちあがる。警察士の制止から解放された医師と看護士が進み、モーフィースの蘇そ生せい作業に入る。円筒内部の殺人者はまだ叫んでいた。


    　すでに医師が限界だと告げた時間を過ぎて、パンハイマの拷ごう問もんに殺されかけても、モーフィースは俺たちになにかを話すつもりはなかった。最後は事実から主張になっていた。話すとしても、長い時間をかけて信用を得て、司法取引などが起こる場合だけだろう。


    　ハーライルは殺人者の病室を後にする。俺とギギナも背広の背中に続く。殺人者の答えと理性のなさに飽きたらしく、パンハイマも清潔な病室から廊下に出る。


    「俺はまた自由になる。祝祭を無視してでも、おまえたちだけは許さない」


    　背後からの声が廊下に溢あふれる。首だけで振りかえると、円筒形の治ち癒ゆ装置の内部で、モーフィースの表情が反転していた。俺たちに向けて口を開き、犬歯を見せる。


    「今度こそおまえたちを食ってやる」


    「反省の余地なしだな」


    「仕方がない。人肉しか食えないんだ」


    　再びモーフィースの哀惜の声。俺は騙だまされない。


    「他人の命を侵害してまで、おまえの嗜し好こうを通す義理はない。肉が食えないなら、野菜を食って栄養剤を飲んで、点滴をしろ」


    　俺は冷たく切り捨てる。ギギナとともに、廊下を進む。


    　廊下では制服姿の警察士と背広の特別捜査官が侍はべっていた。ハーライルに並ぶ。双方の目には、使徒が集団で来る事態への絶望感が漂っていた。


    　廊下の先から、特別捜査官がハーライルに向かってきた。


    「ハーライル捜査官、これが捜査本部に」


    　立ち止まった捜査官が手紙を差しだす。ハーライルが受けとり、封を開ける。横に立つ俺にも見えた。意味不明な焼却炉の写真だった。ハーライルによると、毎回違う封筒のため、受けとって開けるしかないのだ。手がこんだ嫌がらせだ。


    「おまえを焼却炉に送ってやるということか」


    「私は異常者に大人気だな」


    　ハーライルは病院の廊下にあるゴミ箱に写真を捨てる。特別捜査官は殺人者の他にも奇妙な性癖の人間も相手にしないとならないらしい。俺も周囲に異常者が集まりやすいが、ハーライルはその比ではない。ザッハドを逮捕したため、皇国や同盟、大陸中の異常者から注目されている。


    　聞きたくもないが、生きのびるために俺たちにも聞いておくことが出てきた。


    「十三人の〈ザッハドの使徒〉が来ると言っていたが、どの使徒が来ると予測する？」


    「おそらくだが、現在においてエリダナの近辺、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟で活発に動いている主立った使徒どもだろう」


    　ハーライルは立ち止まって考えこむ。


    「使徒のなかで考えられる大物で、このエリダナから数百キロメルトル以内で最近の殺人が確認されているものは、〈死天使エウニピエデ〉に〈慈愛のジン・グエン〉に〈射手ベルタザル〉」ハーライルの記憶が引きだされていく。「〈愚者のウブシュシュ〉と〈見えずのメレニボス〉と〈無限のクフネル〉。さらには〈拳けん豪ごうカジフチ〉あたりだろうな」


    　述べられた名前は、俺でも知っている使徒どもだった。ギギナが息を吐く。


    「最終的にはどれくらい集まるか分からぬな」


    「ウコウト大陸で地続きの神聖イージェスやバッハルバ大光国、後アブソリエル公国から来るかもしれぬ」ハーライルの目には憎悪。「〈ザッハドの使徒〉は、十字光輪、光翼教の聖使徒になぞらえて、主なもので四十八人いるらしいが、警察や特別捜査官は半分も捕ほ捉そくできていない」


    　特別捜査官の言葉には無力感が滲にじみ出ていた。危険極まる咒じゆ式しき具ぐ、エミレオの九十九の書のうち、ほとんどを〈ザッハドの使徒〉が手に入れていることになる。アンヘリオにいたっては、一人で七冊も所有していた。


    「それでも今回で主立った使徒が十数人も逮捕できるなら、〈ザッハドの使徒〉は大きく弱まる。エリダナでの祝祭は大きな危機でもあるが、普段は潜伏している使徒をまとめて逮捕できる二度とない好機でもある」


    　ハーライルが歩みを再開する。


    「こちらはモーフィースの告白を精査して、さらに他の使徒や祝祭、または祝祭の祭司やザッハドの遺産とやらの情報を引きだす。そちらは引きつづき最大の難敵であるアンヘリオを追ってくれ」


    　俺はうなずく。


    「すでにエリダナと世界のどこにも逃げ場はない。理由はいまだにまったく不明だが、俺も祝祭における標的らしい」


    　苦々しいが、俺はもうこの一連の事件から逃のがれられない。


    「互いに命だけは大事にしよう」


    　ハーライルの意外な言葉に、俺とギギナは顔を見合わせる。特別捜査官のハーライルは、パンハイマを押さえるための道具として俺たちを使った。が、一方で家族を大事にし、人間らしいところもある。巻きこんだ形となったことを考えていないわけでもないのだ。


    　自分の優しさを恥じるように、ハーライルは背中を向けて廊下を進む。捜査官や警察士が続いていく。


    　捜査官たちの横顔には誇り高さがあった。


    　単に大事な職務であるだけではない。人間としての愛情や優しさを損なわず、なお人のなかの敵に立ち向かう男だからこそ、彼らも従うのだ。


    　足が止まる。ハーライルの顔が反転し、俺とギギナを見据える。待っていても特別捜査官は口を開かない。


    「なんだ？」


    　ギギナが無遠慮に問う。俺も言葉を添えておく。


    「俺は用事があるんだが？」


    「いや、なんでもない」


    　物語だと確実に悪いことを隠しているような態度で、ハーライルが体を翻ひるがえす。前にも同じことがあった。


    　部下を引きつれてハーライルは廊下を歩いていく。背中に答えはない。


    



    



    　昼下がりのネレス通りには、人々が歩き、車が行き交う。


    　エリダナにアンヘリオが現れ、使徒が死を量産しようと、エリダナという巨大都市の一部分にすぎず、経済活動は停滞しない。


    　表通りに面したビルのガラスの回転扉が回り、女が足を踏みだす。白金の髪が陽光に透ける。ネレス通りに出ようとして、ジヴーニャは目め眩まいがしたかのように、足元がふらついた。ビルの横の看板に手をついて体を支える。


    　全身が倦けん怠たい感かんに襲われていた。凝こっていた左肩を回す。


    「有給のあとだからといって、二日間がんばりすぎたか」


    　歩いていた背広の男が振り返り、ジヴーニャは振りまわした手を止める。尖とがった耳を桜色に染めて、その場から足早に立ち去る。


    　人の流れに混じって、ジヴーニャは歩んでいく。ふらつきはすでになく、アスファルトを踏みつけるような歩みだった。


    　歩みのように、女の内心は嵐のように乱れていた。日々をすぎても、愛と憎悪が吹き荒れている。


    　足のふらつきも仕事に打ちこんだためではなく、精神的な疲労と不眠からだった。


    　友に支えられ、自分は完全に立ちなおったとして切っかけとなった同僚を許そうと思えば、二日前のようにかつての恋人の残したシャツを見ただけで少女のように泣いてしまう。今度こそ完全に立ちなおったと思って出社すれば、同僚女性の結婚祝いの話があって、トイレへ逃げて個室で涙を堪こらえる。仕事に打ちこんで忘れようとすれば、結局逃げでしかなく、ほとんど進まず失敗が多くなる。


    「弱すぎる」


    　歩みつつ、ジヴーニャは唇くちびるを嚙かみしめる。たかが恋愛にここまで自分が左右されるなど、想像できなかった。社会や自分にはもっと大事な問題があるはずなのに、考えられない。


    　人並みに何度か別れを経験していても、今回の別れはさらに哀しみと痛みが深かった。


    　別れてからのジヴーニャは常に胃が重い。人の死が関わったことが、二人の過去が、さらに哀しみと痛みを深くしていた。別れの瞬間を思い出してしまって、また心臓が痛む。歩みが緩ゆるまり、やがて止まる。


    　心臓の痛みに耐えかねてジヴーニャは歩道の隅に移動する。ビルの壁面に手をついて、下を向く。


    　別れの痛みは独特で、比ひ[image: ]ゆではなく物理的に胸が痛む。


    　ジヴーニャが知る一説によると、心の痛みは、身体的な痛みを感じる脳の二つの領域にも作用する。友人からの仲間はずれやデートでの待ちぼうけを受けると、足を短剣で刺されることと同じ痛みがあるらしい。そして失恋の痛みは骨折の激痛に匹敵するそうだ。


    　ジヴーニャの心臓は、引き裂かれるような痛みを訴えつづけている。脳が心臓に電気信号を伝えホルモン調整で痛みを感じさせているのだと合理的に納得させようとしても、痛みは治まらない。


    　痛みに耐えていると、若い男が心配そうな顔で声をかけてきた。下心ありの心配ではあるだろうが、ジヴーニャは笑顔を無理矢理作って「大丈夫です」と返し、丁てい寧ねいに追いはらう。ここまでの痛みであっても、まだ外見を取り繕う自分の社会性がさらに痛みを増す。


    　女の顔はまた俯うつむく。痛みは治まらない。別れた恋人も同じ痛みを感じているのだろうか。そして自分がその痛みを引き起こしたことに、さらに後悔と痛みが増す。新たな痛みに、唇くちびるからは呻うめき声が漏もれる。


    　新しい男で痛みを塗りつぶす、という平凡な解決はジヴーニャの選択肢にはなかった。


    　別れてから毎日、朝起きたときから昼も夜も、発作のように戻りたい、泣きわめいて謝罪をして戻りたいと思う瞬間が何度も訪れた。別れたら女は男のことなど忘れるというが、愛しあった二人が両者で無理矢理引き裂いた場合は当てはまらないらしい。


    　恥や外聞を捨てて戻ろうと決心するたびに、ジヴーニャの脳裏にはアナピヤやウォルロットの面影が、クロエに告げられた会ったこともないアレシエルの亡霊が、さらに自らの砕けた心が止める。戻れば、相手も自分もまた苦しむ。苦しむだけでなく死ぬかもしれない。


    「弱すぎる」


    　ジヴーニャは再び繰り返す。それでも強くなる方法が、痛みを治める方法が分からなかった。


    　後方からの轟ごう音おんに、ジヴーニャが振り返る。


    　視線の先では、音源らしき路地から爆煙が通りに噴出する。煙に巻きこまれた通行人が口元を押さえて白煙から逃のがれ、視界を塞ふさがれた車道の車が急停止。事故にはならなくても、悲鳴と警笛と怒号が道に溢あふれる。


    　哀しみや痛みより危険に際して生体反応が優先し、ジヴーニャは事態を見つめていた。


    　白煙から数人の男たちが抜けでる。男たちは魔ま杖じよう剣けんと軽けい装そう鎧よろいで武装していた。顔には極限の恐怖と焦あせり。目は白煙の奥、路地に向けつつ、路上を後退していく。


    　周囲の人々はなにが起こったのかと見ているものと、逃げていくもので大混乱になっていた。


    「そんなバカな！」


    　白煙を切り裂いて飛ひ翔しようした槍やりの群れが、叫んだ男の胸板に着弾。衝撃で背を反らして男が倒れる。傍かたわらの男の額ひたいにも槍が刺さり、首が横に折れる。膝ひざをアスファルトにつき、前に倒れる。二人の血が、アスファルトの上に広がっていく。


    　突然の惨劇に人々は逃げるべきか救助すべきかで迷っていた。


    「どうしてだ、我がケンベル団は、高位咒じゆ式しき士しをそろえた武装強盗団だぞ？　何人も殺してきた無敵の軍団だろう？」


    　最後の一人、団を束ねるケンベルは、逃げることもできず、車道で魔杖剣を構えている。


    「どうしてそれが、こんなにあっさりと殺される！」


    　白煙の間から、革靴が踏みだされる。さらに靴。続々と人影が続く。仮面に全身甲かつ冑ちゆう、ドレスに包帯と、異形の一団がエリダナの大通りに姿を現していった。


    　魔杖剣を掲げるケンベルは、震ふるえていた。


    　異形の群れの最後に現れたのは、緋ひ色いろの髪の女だった。


    「パンハイマ事務所の前で、無敵も不死もない」


    　炎の目には凶悪犯罪者への嫌悪があった。


    



    



    　夕方が近いエリダナの街を、車が走る。


    　車内の立体光学映像では報道が流れる。


    　カンダハ・ナハ社の壊滅の様子が映っていた。本社ビルが炎上している映像だった。


    　次の支社の映像は、敷地を囲む鉄栅の先端に、見張りを含めた三十七人の咒式士の死体が串くし刺ざしにされている場面。惨劇のために大きく画像処理をされていた。


    　鉄栅を伝わって大地に滴したたる血で、支社は血の池に沈んでいるように見えた。


    　報道員によると、支社長のゴルカスが死体で、本社の長おさであるトリロッツィが生きたまま内臓だけでガラス箱に閉じこめられた姿で発見。後者は、搬送先の病院で死んだ。


    　使徒を追っていたものなら容易に推理できるが、これでアンヘリオを匿かくまっていたのはカンダハ・ナハ社の支社だと確定した。


    　そしてアンヘリオの凄すさまじさが分かる報道だった。パンハイマが予想していたように、黒社会の中堅組織程度の武力や制御力では、アンヘリオを制御できなかった。おそらくアンヘリオも最初からカンダハ・ナハを踏み台にするつもりだったのだろう。


    　考えれば、ハイダーテの支社とリンドブルムの金庫番、両組織の襲撃部隊、さらにカンダハ・ナハ社。アンヘリオはすでにエリダナで百人以上を殺している。


    　アンヘリオと使徒の生き残り、さらにこれから来訪する十数人の使徒を相手にすることに、俺は暗い気分になる。ラルゴンキンが遠征で不在のエリダナで、特別捜査官と警察の警察士部隊だけでは不安だが、一方で強力とはいっても、パンハイマと一党が対使徒捜査と討伐の主戦力という事実も懸念材料だ。


    　問題は他にも山積みだった。俺が自殺幇ほう助じよをした難病のアルリアンの老人のことは怖くて調べられない。使徒を真ま似ねしたのか、目玉を抉えぐり、舌を切りとる通り魔はまだ逮捕されていない。


    　パンハイマを倒すためにペトレリカと手を組む可能性は明るい材料だが、時期は不明。


    　そういえば、俺が狙われる理由をモーフィースに聞きそびれたままだ。次に回復したときのハーライルの尋問に任せるしかない。


    　駐車場に車を停とめて、マンションの自動昇降機エレベーターで上昇。自宅の鍵を開けて、静かに扉を開ける。廊下を進み、居間を見る。午後の赤みを帯びはじめた陽光が室内を照らす。


    　背中を向いた応接椅い子すの前で、立体光学映像の報道が流れていた。車中で俺が見ていたのと同じ局だった。


    「ガユス？」


    　俺が足を進めると、居間の応接椅子い　すに座っていた人影の肩が跳ねる。チェレシアは今まで眠っていたらしく、目を擦こすりながら立ちあがる。俺は向かってくる熱い体を抱き止める。


    「今日は宝飾店も休みだったか」


    　魔ま杖じよう剣けんを外して、出入り口の棚に置く。


    「報道で見たから」報道を目線で示す。「仕事をまた全部休んで朝からあなたを待っていたの」


    　傍かたわらのチェレシアが手を伸ばし、包帯に覆おおわれた俺の体に指先を這はわせる。


    「食人の使徒に受けた負傷は大丈夫？」


    「負傷は咒じゆ式しき治ち療りようでだいたいは治った」


    　俺は上着を脱ぎつつ女の横を進んで、応接椅子に腰を下ろす。椅子の背に体が沈む。上着を背後の棚に投げておく。立体光学映像を切って、チェレシアも横に座る。気まずい沈黙。


    　女の黒い瞳が俺を見ていた。まだ不安の色があった。


    「だいたいで大丈夫なの？」


    　チェレシアに心配をかけたくなかったので強がっておく。


    「細かい部分を自し然ぜん治ち癒ゆ待ちするだけだから、大丈夫だよ」


    　肩を引きよせて、額ひたいに軽く口づけ。離しても、チェレシアの瞳にあった心配の色は消えない。


    「心配のしすぎだよ。咒式士は丈夫が取り柄え」


    　俺は右腕を掲げて力ちから瘤こぶを作ってみせる。あまり出ないので、戻して椅い子すに深く身を沈める。


    　使徒に狙われていることを、チェレシアに言おうかどうか迷った。言えば余計な心配をかけることになる。この段階で、彼女にはかなり心身の負担がある。言わなければ、ジヴーニャのときと同じく、いずれ相手の心を砕くことになる。迷いがまた痛みとなったのだ。


    　今は言えない。俺の臆おく病びようさと言えばそこまでだが、自分が狙われていることを告げても余計な心配をかけるだけだ。


    「大丈夫だって」痛みを顔に出さないようにし、相手の言葉を誤解したような態度を取る。俺の左手はチェレシアの肩を越えて、襟えりから胸元に差し入れられていく。「ほら、俺の元気は全力全開で支障なし」


    「ふざけないように」


    　チェレシアの手は柔らかな肉に触る俺の手を叩たたく。撃退されて、俺の左手は戻る。


    「本当に心配なの」


    「そうだな」


    　誤ご魔ま化かしは通用しない。アナピヤと、そしてジヴーニャのことはまだ俺の胸の痛みとなって残っている。心の負債だけが積みあがっていく。


    　最近の痛みを呼び水に、過去のすべてが押しよせる。俺は上半身を垂直に立てておくことができなかった。応接椅子の背に体を預ける。顔は天井を向いていた。見るべきものはない。


    「どうしたの？　突然弱体化してない？」


    「いつもの後悔だ」


    　俺は息を吐く。頭の内部は苦痛と後悔で溢あふれそうだ。繰り返し繰り返し、苦痛は襲いかかる。


    　場面転換とともに体の傷が治る漫画のように、心も治ってほしい。人間の心は弱く、自由にならない。咒じゆ式しきで脳内物質を調整した日もあるが、一時の安定剤以上にはならなかった。


    　俺を見る黒い目には憂い。


    「まだ傷が癒いえないんだね」


    「すまない」


    　思わず腕を伸ばして、チェレシアを肩ごと抱きよせる。少しだけ苦痛が和やわらぐ。


    「いいよ。人間はすぐには切り替わらない。時間を」チェレシアが言葉を選ぶ。「時間をかけましょう」


    　チェレシアは、まだ俺の心がジヴーニャに向いていることを理解している。それでも指摘せずに黙っていてくれた。俺はチェレシアに甘えすぎている。だからこそ、胸に渦巻く疑問が方向を変えて口を衝ついて出る。


    「前にも聞いて流されたけど、なぜ俺なんかと？」


    　言った瞬間後悔した俺に、チェレシアが呆あきれたような顔となった。俺の傍かたわらで首を左右に振って処置なしといった風情だ。俺を疑問の目で見ている。


    「あなたって、自分のことをつまらないくだらない人間と思っているのね」


    　指摘されて、俺は黙りこむ。まさにその通りだからだ。


    「俺は」


    　チェレシアの顔には怒りすらあったが、俺は踏みこむ。


    「俺が強めの咒じゆ式しき士しだから好きになったのか？　女と別れたばかりで同情したのか、客から守ったことで愛情と勘違いしたのか？」


    「またあなたは」女の表情は怒りから呆あきれになった。「分かった。そういう人なんだよね。すっごくめんどくさい」


    　チェレシアの黒い目には、優しい夜の色があった。太陽のような明るさはないが、人々を優しく包む夜の色だった。


    「周囲の人々が態度で示してきたはずなのに、分かっていない」


    　チェレシアの右手が伸びる。


    「あなたは相手から好意を示されると拒こばめない。自分も相手も不幸にすると分かっていても、流されてしまう」


    　返す言葉がない。自らの左膝ひざを摑つかむ俺の左手に、女が左手を重ねる。


    「一言嫌だって言えばいいけど、その言葉が出せない。それは優しさではなく流されやすさだから、少し気をつけたほうがいいよ？」


    　女は心配顔になっていた。俺もチェレシアを失いたくない。


    「気をつけます」


    「だから私みたいな性悪女がつけこめるので、優しさってことにもしてあげる」


    　重ねられたチェレシアの手を握り返す。


    「そうね」チェレシアは考える。「もちろんあなたが言うように、男に顔や体、地位や名声、富や力があればいいけど、それだけではないと思う」


    　チェレシアの目は愛いとおしさを宿していた。


    「個人的な意見だけど、普通の女は、男の強さ、富や名声を愛しているわけではないと思う。それらは利用する対象としか思えない。だから女が本当に愛しているのは付属品ではない男自身、その弱さだけ」


    　眼は俺を見ていた。


    「弱さなら、まぁ俺の右に出るやつもいないな」


    「そういうあなたの冗談は滑りぎみだけど、それが私には楽しい」


    「滑り芸人扱いかよ」


    「拗すねないの」


    　チェレシアが微ほほ笑えむ。重ねられた手は温かい。


    「平凡だけど、そこがいいの。過去の思い出から苦手な虫や蜘く蛛もでも、相手のために払ってくれる、そんな平凡さが」


    「そんなことあったか？」


    　俺は覚えていない。したような気もするが、細かいことを覚えていない。チェレシアは数えるように続ける。


    「強くない人がするからこそ、勇気と優しさの意味があるの。不安になるほどの弱さだけど、でも女を安心させようと必死に喋しやべってくれる。それが嬉うれしい」


    　俺は息を吐く。


    「勇気と優しさといっても、俺は軽口と悪あく罵ばと皮肉で、その場の空気を悪くするほうだと思うけどな」


    「はいはい、自じ嘲ちようして慰なぐさめてくれるのを待っているわけね。お姉さんがお世話してあげますよ」


    　さすが年上。的確な指摘だった。だが、チェレシアの目は俺を見ていた。黒く濡ぬれた瞳は直線で俺を見ていた。


    「言っておくけど、それは違う」


    　声から冗談が消えた。そしてチェレシアの目は、いつか見た眼まな差ざしだった。


    「黙っているより、話してくれるほうがいい。そして、男が目指すような英雄の勇ましい行動や賢者や聖人の賢く高貴な言葉はかっこいいし酔えるけど、それだけ。そこで終わり」


    　チェレシアは言葉を続ける。


    「だって勇ましくも高貴でもない私たちは、やっぱり英雄にも賢者にも聖人にもなれない。弱くて愚おろかで負けるだけの、そんな男の子の滑りぎみの冗談をまぶした小さな優しさと勇気が、私には必要なの。それを持たない男は、少なくとも私は愛せない」


    　チェレシアは自らの豊かな胸に手を当てる。


    「あなたを好きになった女性たちも同じだと思う。弱さと愚かさで失敗して負けようと、あなたは滑りぎみの冗談からの小さな優しさと勇気で、けっして黙ろうとはしなかった」


    　黒い目には愛と告白があった。


    「憧れや羨せん望ぼうは抱いだけても、女は聖人の気高さを愛せない。賢者の知恵や、英雄の強さですら愛せない。人間を、人だけを愛するの」


    　いつか見た眼まな差ざしの正体が分かった。チェレシアの顔に、またもアレシエルに、クエロに、ジヴーニャに、アナピヤが重なる。俺が愛する女性は似ている。俺を愛してくれる女性も似ている。誰もが人を深く愛する女性だった。


    「そう、人だけ。他の女は知らない。だけど、私はあなたの人らしさだけを愛する。強くない人の優しさと勇気、その弱さだけを愛する」


    　俺は黙っていた。顔を上げて、女を見つめる。


    　今気づいた。チェレシアは綺麗だ。弱くて愚かで間違いばかりで、だからこそ綺麗だった。俺が好きだった、愛した女たちは綺麗だったのだ。


    「チェレシア」


    　俺は微ほほ笑えむ。


    「なんというか、ありがとう」


    「はい、あなたの良きお姉さん役はここで終わり」


    　自分の主張に照れたように、チェレシアが俺に抱きついてくる。


    「今度は私のお兄さんになって」


    　俺は両手でチェレシアを抱きしめる。胸元に女が鼻を埋うずめてくる。俺は黒髪に右手を差し入れ、撫なでる。俺の胸のなかでチェレシアは目を閉じ、撫でるに任せていた。俺より一歳年上で夜の世界を生きていた女が、無防備な少女のようにも見えた。だから全力で甘えさせる。


    　チェレシアは疲れていたようで、唇くちびるから欠伸あくびが出る。瞼まぶたが伏せられた。


    「だから強い咒じゆ式しき士しを演じすぎて、勇気を出しすぎて、英雄にならないで。賢者の賢かしこさや、聖人の高潔さで行動しないで。死んだあなたは愛せない。抱きしめられない」


    　チェレシアが小さく言った。


    「英雄にも賢者にも聖人にもならない。死にもしない」


    　俺はうなずく。どこまでも、俺は人でしかなかった。死にたくも殺したくもない。


    　連想で、人を殺し、殺される、自らの世界が見えてくる。


    　殺人者は人を殺すことで、人のなかで生きることを止やめる。殺人者も感動の涙を流し、愛しているとつぶやく。それは内心で他人を人間と、殺してもいい人間以下のものと分けているからだ。


    　法律の範囲であろうと、人殺しである俺にも近い部分があるから分かってしまう。


    　だが、使徒はさらに徹底していて人でなくなっている。愛するものや家族が死んでも哀しむことはない。愛していても殺す。彼らの愛も友情も、結局は殺したいという思考に塗りつぶされてしまう。それを哀れだとは思わない。思ってなどやらない。


    　だとしたら、かつてギギナと俺が考えたように、感情という弱点がないアンヘリオにどう立ち向かえばいいのだろうか。


    　俺が視線を下ろすと、すでに胸元でチェレシアは寝ていた。黒髪の間の寝顔は安らかだった。


    　チェレシアは事件に巻きこまれるたびに、寝ずに待っている。これでは彼女のほうが持たない。常識外の正義感を持った愛深きジヴーニャですら砕けた。チェレシアもいつか砕けてしまう。俺自身もいずれ砕けてしまうのかもしれない。


    　俺の不安を遮さえぎるように、携帯咒信機が鳴る。即座に音を切って、チェレシアの頭の下に手を差し入れ、椅い子すに静かに預ける。足を反対側に上げる。


    　毛布をかけて、居間から出る。


    　居間から離れて、携帯をつなげる。チェレシアを起こさないように、小さくつぶやく。


    「誰だ？　小声で言え」


    「ハーライルだ」


    　相手の声は堂々と響く。この大事な瞬間を壊した特別捜査官に、軽く殺意を抱いだく。


    



    



    「助け、て」


    　血ち塗まみれの男が歩く。


    　両脚には太ふと腿ももから脛すねにいくつもの咒式の槍やりが貫通し、穂先から鮮血を滴したたらせている。背中の肉は爆裂咒式によって大きく爆はぜて、脊せき髄ずいまで露出している。腹部には獣の牙きばによって穿うがたれた穴が数十個も並び、血を吐きだしている。一歩進むたびに全身からの出血がアスファルトに流れ、血の軌跡が描かれる。


    「俺、パンハイマ、に降伏す、る。逮捕、してく、れ」


    　男の両手が前に伸ばされる。右手は焼け焦こげて、手首から先が消失していた。断面は赤黒い炭化する寸前の塊かたまりとなっていた。左手は凍りついた肉の棒となっている。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの強きよう靱じんな生命力が、男を死なせていない。


    「お願い、死にたく、ない」


    　苦痛の拒否と生への執着のように伸ばされた指のない手の先には、女が立っていた。ペトレリカの緋ひ色いろの目には苦く渋じゆう。


    「ケンベル、もうあなたは……」


    　女の宣告にも、男はさらに手を伸ばして助けを求める。


    「死に、たくな、い」


    「そのとおり。まぁだ死なせない」


    　男の声とともに、ケンベルの両手に断線。落下した右手は炭の塊となって砕け、左手は赤黒い氷の砕片となった。男の身長が縮む。


    　両膝ひざで切断され、断面で着地していた。四肢を切断される苦痛に男が絶叫する。


    　大地に這はって悲鳴をあげるケンベルの背後では、男女が嗤わらっていた。


    　背中から突きだした棒の先に仮面が掲げられている男は、カン・ドゥンだった。本人と同じように、上空の仮面と背中を覆おおう大型仮面も嗤っている。両手に握った魔ま杖じよう剣けんからは、血が滴したたっている。


    　フリルがついた赤と青のドレスを着た、少女のような老婆のジョゼフィーガとジョゼフィーグは互いに寄りそっている。皺しわが刻まれた老婆二人は含み笑いをしている。二人が捧げ持っているのは、咒式士の男女の無念の首。


    　黒い長髪の間で、目と唇くちびるを糸で縫ぬわれた女、ヒビギヒが無表情に立っている。包帯で包まれた体を揺らす。痙けい攣れんのように見えるが、女なりの笑いなのだろう。


    　全身甲かつ冑ちゆう姿すがたのガスコフは両刃の斧おのを担いでいる。斧の先には、人間の手足が勲くん章しようのように飾られて、血を降らせていた。


    「パンハイマの奴ど隷れい頭たちから逃のがれようなど、甘いことだ」


    　カン・ドゥンが薄笑いを浮かべる。傍かたわらではガスコフが斧の柄えを肩に当てる。人間の手足が揺れる。


    「賞金首の凶悪犯罪者、ケンベル団とやらがこの程度か」


    　四肢を失ったケンベルを見下ろすガスコフの声は、残念そうだった。


    「十八人もいて、我ら五人の前に一分も持たない」


    「パンハイマ事務所の前に一分持っただけでも凄すごいよ」「凄いよ」


    　双子の老婆が陰惨な二重唱をあげる。目と唇を綴じられたヒビギヒはまだ痙攣していた。


    　残忍な攻性咒式士たちの眼前で、四肢を失った男は絶叫とともにアスファルトの上をのたうち回る。手足の断面から鮮血が撒まき散らされる。傷口が大地に触れた痛みで、また叫ぶ。延々と続く地獄だった。


    　パンハイマ綜合警備保障が起こす惨劇に、路上からは人影が絶えていた。ビルの窓や建物の陰から遠巻きに見ている通行人も目を背ける。


    「なんだ？　パンハイマ綜合警備保障に文句でもあるのか？」ガスコフの目には侮ぶ蔑べつ。「あるなら電子の上で文句を言っておけ。あとで調べて犯罪者に仕立てあげて殺しにいくからよ」


    　遠巻きにしていた人間は一言も発しない。パンハイマ綜合警備保障事務所にとっては、冤えん罪ざいで相手を殺して正当化するなど簡単なことなのだ。


    　パンハイマと部下には、見るな触るな近寄るな。それがエリダナの市民の共通認識だった。


    「なにも言えずにできない無能どもが」


    　カン・ドゥンの目が再び男に戻る。左右の同僚に目線を向ける。


    「哀れなケンベルが死ぬまで何分かかるか、賭かけるか？　俺はケンベルの頑丈さを見込んで九分と見た」


    　カン・ドゥンが提案すると、老婆と女、巨漢が大笑いをする。


    「八分、八分」と双子の老婆が叫んで、二人で手を取りあい、その場で輪になって踊る。


    　目と口を縫ぬわれたヒビギヒが両手を掲げて、包帯に包まれた指で七分と示す。


    「出血からして七分半。これだけの苦痛での七分半は地獄だろうな」とガスコフが兜かぶとを震ふるわせて笑う。


    　パンハイマ事務所の面々の前で、ケンベルは激痛に転げまわっていた。凶悪犯罪者は、苦痛に泣きわめく子供となっていた。仮面を背負ったカン・ドゥンが足を進め、男の傍かたわらに屈かがむ。


    「がんばれよ。最低でも七分からの勝負だ」


    　ケンベルは口を開く。口からは血ち泡あわが零こぼれる。


    「殺ぢて、もう、嫌。もう生きだぐ、ない」


    「死にたくないに生きたくない。どちらなんだよ」


    　カン・ドゥンの突っこみに、パンハイマ事務所の面々がまた心なく笑う。心の底から他人の苦痛と恐怖が楽しいのだ。


    　嘲ちよう笑しようのなか、激痛に苛さいなまれつつもケンベルは這はっていく。


    「殺ぢで」


    　救いを前方に求める。先には、棒のように立つペトレリカがいた。ケンベルは全身の苦痛で激しく痙けい攣れんしていた。まだまだ死ねない。遠巻きに見ている人々は動かない。


    　ペトレリカは目を閉じ、開いた。


    「楽にしてあげます」


    　諦あきらめとともに魔ま杖じよう剣けんを抜き、刃やいばが反転。


    　切っ先とケンベルの間に、人影。女が立って、ペトレリカの切っ先を遮さえぎっていた。


    　ペトレリカは動けない。パンハイマの一団も動けない。まさかエリダナで自分たちの前に立ちふさがる存在がいるとは思えず、完全に不意を突かれたのだ。


    　立つのは、耳からしてアルリアン系の女性。白金の髪に緑の瞳。


    「まだ助かります。もし命を救いたいと思うなら諦あきらめないで！」


    　両手を大きく左右に広げて、女は叫ぶ。遠くでパンハイマの一団の暴ぼう虐ぎやくを見ていた人々が、女の行動に息を飲む。


    　女は両手を広げたまま、ペトレリカの慈悲の刃の前から一歩も引かない。背後では地を這はうケンベルが荒い息を吐いている。爆ぜた背中と四肢からの出血が止まらない。立ちふさがる女は背後に声を投げる。


    「大丈夫、咒じゆ式しき治療をすれば助かります！」


    　再び緑の目は前に向けられる。


    「もうあなたたちの勝ちです。殺すまでは必要ない。逮捕して、罰は司法に任せるべきです！」


    　全身甲かつ冑ちゆうのガスコフが大おお斧おのを担いで一歩を踏みこむ。アスファルトに亀裂が走る。兜かぶとの下からは凶悪な目が見える。


    「あーあ、美人だがかわいそうに。死んだ凶悪犯の最後のあがきで巻きこまれて死ぬことになるとはね」


    　ガスコフの言葉は、死にゆくケンベルが女を殺したことにするという、パンハイマ事務所の手口を示した脅おどしだった。傍かたわらで、仮面を背負うカン・ドゥンが嘲ちよう笑しようする。


    「勇気が溢あふれすぎるお嬢さんだが、お名前は？」


    「ジヴーニャです」


    　正直に名乗る勇気に、カン・ドゥンは首を小さく左右に振った。


    「惜しい女性だが、墓ぼ碑ひ銘めいにはその名と蛮勇という死因を刻んでおく」


    「いいえ」


    　凜りんとしたジヴーニャの顔には自信。カン・ドゥンが相手の意図を測りかねていると、街路の間から、警察と救急車が鳴らす警報の音が響く。パンハイマの一団の顔に不愉快さが表われる。全員の目が、立ちふさがる女にそそがれる。


    「なるほど」


    　カン・ドゥンが感心した声を出し、ジヴーニャを見つめる。


    「先に警察と救急車に連絡し、到着の時期を見計らって制止に飛びこんだ。たしかに凶悪犯罪者であっても、無力化された状態であると分かれば、警察は我らの処刑の制止に入るしかない」


    　禿とく頭とうの男の目には冷静さがあった。


    「蛮勇ではなく、計算された行動と言うべきだったな。失礼した」


    「カン・ドゥン、今すぐ殺せば間にあう」「殺せば間にあう」


    　ジョゼフィーガとジョゼフィーグが不吉に歌う。包帯のヒビギヒは黙って咒式を紡つむいでいる。


    　カン・ドゥンが唇くちびるを歪ゆがめる。魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手をかける。ジヴーニャはそれでも両手を広げたまま動かない。


    「撤退です」


    　ペトレリカが刃やいばを鞘さやに戻し、背中を見せる。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの面々は不満そうな顔を並べる。ガスコフが兜かぶとを揺らして前に出る。


    「ペトレリカ嬢、俺たちの賭かけを台無しにしないでもらいたいが？」


    「撤退です！」


    　ペトレリカの白い頰ほおが青ざめていた。舌打ちをしてガスコフが引く。大小の仮面を背負うカン・ドゥンはあっさりと身を翻ひるがえす。老女の双子は、薄笑いとともに持っていた首を投げすてる。転がった頭部の横を抜け、包帯女は無言で一団に続く。


    　反抗などいっさいない。ペトレリカの不興を買うことは、母親であるパンハイマの怒りを受けることになる。攻性咒式士たちの絶対恐怖対象であるパンハイマの娘に対しては、腫はれ物を触るような態度になる。


    　進むペトレリカが足を止め、背後を振り向く。


    　同じく立ち止まるパンハイマの咒式士たちの背後で、ジヴーニャの体が崩れる。その場に尻を落とした。どれほど策があろうが、パンハイマの一団に立ちふさがるということは、死ぬ覚悟が必要なほどの恐怖があるに決まっていた。


    　恐怖から解放されて安あん堵どしたジヴーニャの顔に、緊張感。尻をついたまま体を反転。腰が抜けたまま大地を這はって、転がるケンベルに向かう。


    　自分の背広の上着を脱いで、四肢を失って血の海に沈むケンベルに屈かがみこむ。


    「ええと、とりあえずここから！」


    　断たれた足の上、左太ふと腿ももを上着の右袖そでで縛る。ケンベルの悲鳴に「大丈夫、必ず助かる」と女は声をかける。瀕ひん死しのケンベルの出血が女の白いシャツを赤に染める。次に右太腿を上着の左袖で縛っていく。ケンベルの口からは、一段と高い悲鳴があがる。


    　遠くの人の輪ではパンハイマの一党が消えた瞬間、携帯で写真を撮影する若者がいた。しかし、人の列から何人かが走りだす。


    「右腕の止血は私の上着で！」


    「俺は止血と治ち癒ゆ咒式の心得がある！」


    　倒れるケンベルの傍かたわらに中年男と青年がそれぞれ膝ひざをつき、止血を開始する。中年の女性が「手と足を心臓より高い場所にしたほうがいいんじゃない？」と手探りで補助する。血ち塗まみれのジヴーニャは驚いていたが、さらに止血を行おこなう。


    　ジヴーニャはスカートから咒符を引きだす。


    「痛いけど我慢してね！」


    　咒符をケンベルの左足の断面に貼る。殺菌消毒液を生む汎用咒式が発動し、肉の断面が泡立つ音と、男の絶叫が重なる。暴れる体を周囲の三人が押さえて、ジヴーニャが咒符を残り三つの手足の断面や背中の傷に貼っていく。


    「大丈夫！　助かる！」


    　ジヴーニャはさらに鎮痛剤を生む咒符を貼る。瀕死のケンベルが弱まっていく苦痛のなかで目を開ける。


    「なぜ？」震ふるえる唇くちびるが言葉を紡つむぐ。「なぜ人殺しの俺、を、パンハイマに、逆らって、まで？」


    「罪は罪。だけど、私はもう誰も死なせない」


    　抗生物質を生む咒じゆ符ふを貼るジヴーニャの声は震ふるえていた。


    「もう死なせない」声が大きくなっていく。「そうよ、アナピヤもウォルロットも死なせたくなかった！　あの人も死なせたくなかった！　ずっといっしょにいたかった！」


    　周囲で救急活動にあたっていた三人は、固有名詞と支離滅裂な言葉を理解できなかった。困惑顔で女を見ている。


    　そこでジヴーニャは首を振る。


    「ごめんなさい。個人的な事情です。治ち療りようを続けましょう。そちらの手を上げて」


    　冷静な目に戻り、中年男が上げたケンベルの足に巻いた袖そでをさらにきつく縛る。


    「あなたを助ける理由は」ジヴーニャの手はケンベルに治療咒符を貼っていく。「助けられる人の命を見捨てたなら、私たちは殺人者と同じになる。今エリダナで死を撒まき散らす使徒たちと同じになる。私は人でありたい。だから勝手に自己満足で助ける」


    　手は咒符を貼りおえた。


    「それだけ！」


    　ジヴーニャの言葉に、三人の救助者は力強くうなずいた。協力して止血と治ち癒ゆを続けていき、全員が血に塗まみれていく。


    　足音。先に駆けつけた三人に続き、また別の若い男が救助の輪に加わる。ケンベルを支えつつ、ジヴーニャの横顔に目を向ける。


    「惚ほれるぜ、ねーさん」


    「これ、必要じゃない？」


    　さらに若い女性が水の入った瓶びんを持って駆けつけてきた。


    　ジヴーニャに触発され、エリダナの人々は必死に凶悪犯を助けようとしていた。


    　人々の環わの中央、止血されるケンベルの目が閉じられる。


    　目からは痛みのためではない涙が零こぼれ、頰ほおを伝う。


    「こっちだ、早く早く！」


    　先導する老人の声で、路地から救急車が現れた。徐行して人の輪の傍かたわらで急停止。後部扉が開き、二人の救急救命士が飛び出る。医療用魔ま杖じよう剣けんと救急箱を抱えて、ケンベルとジヴーニャに向かう。ジヴーニャは「私は止血の返り血です！　倒れている人を早く！」と叫び、救命士を誘導する。


    　遅れて警察車しや輌りようが飛びこんでくる。扉を開けた警察士はパンハイマに関わることに緊張していたが、現場を見た途端、機敏に動く。負傷の様子を確認して、周囲の交通整理に向かう。


    　遠くに見える光景が急に眩まぶしくなったかのように、ペトレリカは目を逸そらす。赤い髪が残像となって揺れた。


    　美しい顔には、苦痛があった。再び足をエリダナの街へ進める。


    　パンハイマの攻こう性せい咒式士たちは、不平を押し殺して、上司の娘のあとに続く。


    「あの程度の獲物、単に暇ひまつぶしだ」


    　仮面を揺らしつつ、カン・ドゥンが口を開く。


    「できるなら、パンハイマ様が言われていた〈ザッハドの使徒〉どもが本命だな」


    「アンヘリオとやらは、かなり強いらしい。なにしろパンハイマ様と引き分けたのだからね」


    　ジョゼフィーガが告げ、ジョゼフィーグが続ける。


    「パンハイマ様の力に我々奴ど隷れい頭たちが数人ほど加われば、あっさりと終わるだろうよ」


    「副官のマラキアでは、助力にもならなかったらしいからな」


    　ガスコフが結論づけると、返り血に染まった衣装と顔で、パンハイマ事務所の殺人者たちが笑声をあげる。遠巻きに見ている人々にとっては、地獄の悪鬼の行列だった。


    　緩ゆるい海辺の坂道を下り、ペトレリカが黒く長い車の前の前に到着する。禿とく頭とうのカン・ドゥンが先回りし、炎と蛇へびの紋章が描かれた扉を開け、恭うやうやしく待つ。禿頭には青い刺いれ青ずみと汗。不興を買うまいとする緊張感があった。


    　車と開けはなたれた扉の傍かたわらを、ペトレリカが通り過ぎる。


    「嬢、どこへ？」


    　カン・ドゥンが疑問の声を投げかける。ペトレリカの姿は車の先、エリダナの海辺に多い坂に向かっていた。道の先には、住宅の屋根の群れ、そしてルルガナ内海を見下ろす岬と公園が見えた。


    「一人にしてくださいませ」


    　ペトレリカの背中は、カン・ドゥンの詮せん索さくを拒否していた。


    「しかし、ペトレリカ嬢。あなたを一人にしては、我々がパンハイマ様のお怒りを買うことに」


    　カン・ドゥンの目には怯おびえがあった。ガスコフにジョゼフィーガにジョゼフィーグの老姉妹も同じ怯えに支配されている。ヒビギヒも体を震ふるわせて、怯えていた。先ほどまで残虐のかぎりを尽くしていた攻性咒式士たちが、子猫のようになっていた。


    「私の言葉はパンハイマの言葉です。ついてくるなら、母に命令違反だと報告します」


    　ペトレリカが進んでいく。


    　ただの一言で、凶暴無比な殺人者たちがその場から一歩も動けなかった。


    　ペトレリカは孤独に海への坂を歩いていく。


    「私はなんだ」


    　赤い唇くちびるが激情にわななく。


    「私の正義は口先だけだ。なにもできない。なにもしていない」


    　緋ひ色いろの目には哀しみがあった。怒りがあった。


    「無力な一般人の女性ですら立ち向かったというのに、市民も動いたというのに、この私はなんだ！」


    　手は拳こぶしとなって握りしめられていた。それでも拳は振りあげられることもなかった。


    　孤独な女は、緩い坂を下っていく。


    



    



    　エリダナ北西部の境界付近に車を向ける。運転する俺は不満顔だ。


    「ハーライルも、用があるなら病院のときに言えよな。二度手間になる」


    「緊急と言われれば仕方あるまい」


    　法的に審査されると弱い、ということが俺とギギナを飼い犬として扱わせている。


    　赤や青の屋根の連なりの先に、灰色の壁がそびえている。高さ一〇から五〇メルトル、厚さ五から三〇メルトルと様々だ。沿岸部を除くエリダナの三方を断続的に囲む岩の壁が、市の外と内を分け、断絶している。


    　視界を塞ふさぐ壁を右にしながら、乱雑な建物の間を車が進んでいく。


    「大昔に〈古エきノ巨ル人ム〉と、彼らに率いられた巨人たちが造った壁か」運転しながら、俺の唇くちびるが独白する。「いつ見ても邪魔だな」


    　ギギナが興味もなさそうに答える。


    「彼らの一大都市がエリダナにあった証拠とされるが、学者でも諸説があって確定していない」


    「なんらかの原因で巨人たちが去ったあと、オリエラル大河の付近に古代の人類たちが来訪した。文明の[image: ]あけぼの段階だった人類諸族にとっては、巨人が造った壁は驚異の技術だっただろうな」


    　どこまでも続く壁を眺める。これほど巨大な壁が、実は単純に石を積み上げて造られたものではなかった。


    　陽光に照らされて輝く滑らかな表面で分かるように、高熱で溶解した岩や金属が精製された壁だった。分子組成すら変化しているらしい。


    　壁の内部は様々な装置や古き巨人たちの通路があって、人類が利用して城壁とした。戦争時代には監視台や塔、銃眼や銃座が設置され、鉄壁の城塞となり、現代では壁に空いた各所の穴に門を作り線路を通して使用されている。


    　壁は俺たちの眼前にそびえ、〈古エきノ巨ル人ム〉たちの偉大な力を示している。ゾレイゾ・ゾに率いられた〈古エきノ巨ル人ム〉たちとその強大な力を思い出し、視線を前に戻す。


    　灰色の壁に設えられた門が見えてきた。エリダナを囲む壁に大きくは四つ、続く大きさで七つ、中程度のものは二十三、小は数十ほど門がある。東西の国家をつなぐ貿易都市としての利便性を上げるために壁を撤廃しようという意見もあるが、皇国や同盟の共同管理であるため防御壁が必要だという意見も根強い。


    　また、城壁の存在が人やものの出入りを管理できるという利点もある。〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉事件では、門に配備された検問で兵器の流出入の一部を阻止できた。ズオ・ルーはその裏をかいてきたが、壁ひとつにいろいろな歴史がある。


    　建物を左折して、直角に壁へと向かう。無人の建物の連なりの向こうに、北北東の壁にある門が見えてきた。


    「エリダナ第十三番門か」


    　ギギナの声が車内に響く。第十三番門は、壁に空いた大穴を利用し、強化コンクリと鉄骨で補強した小さな門だが、それでも複線の線路が通って伸びている。


    「公的機関の専用門と線路で、エリダナに向かう外の線路からわざわざ路線が引かれている門だが」ギギナの横顔にも疑問の色。「ハーライルがなぜ我らをここに呼びつける？」


    「さあな。使徒どもに業を煮やして、新兵器でも持ってくるのかもしれないな」


    　皇国の新兵器の報道から連想した発言だが、ギギナは笑いもしない。


    「殺人犯どもを相手に兵器を使ってどうする」


    「悪人ころーす砲じゃないか。謎なぞの原理で〈ザッハドの使徒〉のような悪人だけを殺す。発動するとギギナも死ぬ」


    「なにがなんでも、いつでもどこでも私を殺したいらしいな」


    「長いつきあいだが、今気づいたのかよ。遅。だから死ね」


    　二人とも投げやりな会話になっていた。


    　壁を抜けると、停留所の敷地が広がる。複線の線路の途中にある停留所の周囲には、分かりやすい白と青の警察車しや輌りようはなく、兵員輸送用の濃緑色の車が停車していた。周囲にはエリダナの警察士が魔ま杖じよう剣けんを掲げて警戒している。さらに数台の黒塗りの車輌が集まっていた。


    　俺は操縦環ハンドルを右に切る。敷地の隅にヴァンを停めて外に出る。武装した警察士が溢あふれていた敷地の奥には、装甲輸送車まで鎮座していた。


    「本気で新型咒じゆ式しき弾だん頭とうでも輸送するつもりか？」


    　ギギナの言葉で、俺はなぜ呼ばれたのか薄々予想できてきた。おそらく同じくらい危険なものが輸送される。


    　車輌の周りには、群ぐん青じよう色の制服を着こんで、魔杖剣を腰に差した警察士。黒や紺色の背広の特別捜査官たちが慌あわただしく行き交っていた。前に進もうとすると、巨漢の警察士に制止される。


    「ここから先は封鎖されている」


    「ベイリックのアホは、俺たちのことを警察士全員に周知徹底させる気がねえのかよ」


    　手間がかかって疲れる俺に対し、ギギナは欠伸あくびをしている。退屈なのだろう。視線を横に動かすと、車輌と警察士たちの壁の先、停留所には、秋でも芥子色の短外套姿のベイリックが立っていた。傍らには、紺色の背広のハーライル捜査官が壁のようにそびえていた。横顔は険しい巌のようだった。


    　ついでどころか、二人を従える主人のようにパンハイマが立っている。赤い髪が微風になびき、海底の刺胞動物の触手のように見えた。横に立つマラキアが傘かさを掲げて、主人に降りそそぐ日光を遮さえぎっていた。


    　ベイリックが俺たちに気づいた。手を振って通らせる指示が出て、巨漢の警察士がようやく道を空ける。攻こう性せい咒式士の扱いは良いものではない。


    　車輌と人の波の間を抜けて、俺とギギナはコンクリの階段を上っていく。停留所の上に到達する。立ったままのベイリックとハーライルの横に並ぶ。


    　パンハイマは俺たちを見て、興味を抱いだく価値すらないかのようにまた前に緋ひ色いろの目を戻す。俺も仇敵のパンハイマを無視する。周囲を見ても娘のペトレリカの姿はない。


    　俺は薄々予想しつつも問う。


    「わざわざエリダナの端はしに呼びだしてなんの用だ？」


    「こんな場所に、使徒による連続大量殺人事件の手がかりでもあるのか？」


    　ギギナが質問を重ねるも、ハーライルは答えない。隣に立つベイリックも、特別捜査官が答えないかぎりは、なにも言えない様子だった。


    　パンハイマは黙して語らず。俺とギギナだけが疎外されていると感じた。


    「黙っているなら帰るが？」


    　俺が問うと同時に遠くから音が響く。重々しい低音。


    「私がエリダナに派遣された理由は、使徒による連続殺人事件のため、だけではない」


    　軋きしるような音を貫くように、ハーライルの声が停留所に響く。


    「二十三年前にエリダナで七件の殺人が起こった」


    　声は事実だけを並べていく。


    「俗に〈オリエラルの七日間〉と呼ばれる未解決事件だ。知っているか？」


    「先代所長であるジオルグと話した記憶がある」


    　ギギナが答える。


    「たしか腕利きの攻こう性せい咒じゆ式しき士しが、毎日一人殺されたとかいう事件だったか？」ギギナが思い出していく。「当時のエリダナでも高名な咒式士だったヒレインや捜査していたサビュロイも殺され、犯人は相当の強さを持つものだと噂うわさされたらしい」


    　ギギナは俺よりエリダナに長くいるだけに、街の過去には詳しい。


    「オリエラル大河の両岸で起こり、皇国と同盟双方を巻きこんだ連続殺人だったが、七人が殺されてその後は完全に途絶えた。犯人は不明のまま未解決となった大事件だ。それがいったいなんだと……」


    　ギギナが記憶から引きだしていき、止まる。


    「君たちには話すかどうかずっと迷っていたが、使徒が大量に来襲する以上、話しておかなければならないと決断した」


    　ハーライルの目は直線で前方を見据えていた。


    「私の一番の任務は、あれを迎え、護送することだ」


    　捜査官の視線の先を探る。複線の線路の先、エリダナの城壁に開いた穴の闇から、音が響いてきていた。闇を切り裂く光。続いて闇から抜ける黒。


    　線路を進む三両の黒い列車。線路と車輪が擦こすれ、悲鳴と火花を散らして停車していく。


    　先頭車しや輌りようは牽けん引いん車しやだった。窓から見える内部には、甲かつ冑ちゆうと兜かぶと、盾たてと魔ま杖じよう剣けんで武装した咒化警察士が詰めている。最後尾の車輌に並ぶ窓にも、武装した一団が見えていた。中央の車輌は輸送車輌だった。窓がなく、分厚い装甲板で覆おおわれていた。前後の車輌とは行き来もできないようになっている。


    　車輌の側面から物音。側面にだけ作られた出入り口が開いていく。甲冑を着こんで透明の強化樹脂の盾を構えた警察士を引きつれ、紺色の背広姿の男が降りてくる。


    　ハーライルが官僚のような風ふう貌ぼうの男を迎える。二人の特別捜査官は再会の挨あい拶さつも笑顔もなく、書類を交わしていく。ハーライルが書類に署名し、男が下がる。輸送車しや輌りようの扉の左右に、重武装の警察士が立つ。背広の男がうながすと、扉が開く。


    　闇やみ色いろの内部から、秋のエリダナへと冷気が溢あふれる。流れた水蒸気は、王侯が歩く絨じゆう毯たんのように停留所を這はって広がっていく。


    　左右の警察士が金属製の板を抱えて扉へと向かう。扉から停留所へと傾斜路が設置されていく。次に、別の警察士が横手からやってくる。二人は大おお鉤かぎを握っていた。


    　扉へ向かい、内部へと鉤を引っかける。屈強な咒じゆ式しき士し二人が腰を入れて引くと、車内から輸送物がようやく姿を現す。


    　冷気をまとって現れたのは、金属の棺ひつぎだった。二メルトルほどの縦の長辺と八〇センチの横幅を持つ長方形の形状は、棺と形容するしかない。青銅色の表面には冷気で薄氷が張っていた。エリダナの外気に触れた氷が割れ、剝はく落らく。列車と停留所の上で散って、儚はかなく溶けた。棺の四方には、都合四個の樽たるのような咒式装置。


    　棺の顔が収まる場所には、覗のぞき窓が設置されている。霜に覆おおわれて内部は暗い闇でしかない。


    　停留所に棺が現れる前から、俺の全身を悪お寒かんが貫いていた。額ひたいが重い。後頭部には麻ま痺ひのような症状。ギギナの右手が腰の左へと動く。大理石の手は、屠と竜りゆう刀とうの柄つかを握っていた。


    　ギギナと俺はすでに理解していた。棺から放たれる圧力に反応して、俺の体調が悪化していた。同じように、ギギナの体は反射的に臨戦態勢に入っていた。パンハイマを窺うかがうと、魔女も緋ひ色いろの目を見開いて棺を凝視していた。


    　直立した棺の下に、機械が設置され、全体に冷気を循環させている。下に設えられた台座に大鉤が引っかけられ、警察士が引っ張っている。過大な重量を支える金属の車輪が坂を下っていく。金属と金属が擦れて軋きしむ音とともに、棺が移動する。前に二人、背後に二人と合計四人の警察士が棺を運んでいく。


    　重さのために棺が止まる。迎えた特別捜査官やエリダナの警察士たちの目は、棺から離れない。


    　ハーライルが棺に近づき、立ち止まる。手が伸びて棺の表面に向かう。冷却された棺の表面に、特別捜査官の指が触れる。五指が憎悪を込めて摑つかむ。


    「ようやくご到着か、ザッハド」


    　ハーライルが名前を発したことで、周囲に緊張が走る。十数人の武装警察士に十人のエリダナの警察士に、八人の特別捜査官。俺にギギナ、そしてパンハイマと、この場にいる全員が不吉な名前を受けとった。


    　俺は奥歯を嚙かんで衝撃に耐える。予想どおりの事態だった。


    「返事はないか。当たり前だ」ハーライルが独白する。「貴様ほどの危険な存在を、目覚めたまま移動などさせるものか」


    　棺の周囲にある装置が咒力の光を散乱させる。凄すさまじい圧力が棺に向けられていた。


    「都合四つの咒式結界と、特別捜査官たちがおまえを縛る六十四の拘束咒式は、たとえ〈長命竜アルター〉や〈古エきノ巨ル人ム〉でも封じこめる。ザッハドであっても指一本動かせまい」


    　知覚眼鏡クルークブリレに表示されるのは、強力な四つの咒式発動停止結界。四方の咒式が互いに補いあい、内部の人物の咒じゆ式しき発動を防ぐ。もしひとつが破れても、残りの三つが即座に補い、再構築する仕様となっている。


    　知覚眼鏡クルークブリレで分析すると、内部には禁止を含む拘束咒式があった。毒、麻ま痺ひ耐性無効、冷気熱気耐性無効。咒式階かい梯てい低減、思考制限。心拍及び生命活動の制限咒式。神経毒に麻痺毒の注入咒式。視覚と聴覚、味覚と触覚を遮しや断だんする咒式。左右の腕と足にそれぞれ四つの拘束咒式。


    　厳重どころか、過剰の上に過剰を重ねた拘束咒式だった。思考と精神に干渉する禁止咒式が平然と使われている。内部の人間は常に思考に割りこまれ、なにも見えず聞こえず、触覚もなく動けもしない。


    　水蒸気が棺ひつぎから巻き起こる。


    「できるなら、このまま目覚めなければいい。おまえには地獄の最下層、氷結地獄での永遠の責め苦こそがふさわしい」


    　棺が移動を再開し、ハーライルの手から離れる。四人の警察士が死刑執行人のように、棺を運んでいく。武装の程度は違っていても、周囲の三十人近いエリダナの警察士たちは、棺を警護するために集まっているのだ。


    　警戒のために周囲を見ているべき目のいくつかは、やはり棺に引きよせられていた。ザッハドは姿を現さなくても、超重力の穴、特異点のように周囲の人間の注視を集めていた。


    　棺が停留所の上に運ばれていく。運ぶ四人の警察士がまるで王座を引く奴ど隷れいのように思えるのは、圧力の差だ。


    　棺は悠然と動く。停留所から地面へと設置された金属の坂を下りていく。大地に降りた棺が、さらに水平移動。敷地に響くタイヤが大地を軋きしませる音。装甲車しや輌りようがゆっくりと後退し、停止。背後の扉が開き、坂が下ろされる。


    　突然、棺の車輪が止まった。耳を貫く警告音。棺に液体窒素を循環させる機械が、警告音を発していたのだ。即座に周囲の警察士たちが盾を構え、魔ま杖じよう剣けんを突きだす。


    「どうなっている！」


    　ハーライルの怒号で、傍かたわらにいた技師が動く。棺に駆けよって、警察士とともに点検をしていく。


    「どうやら循環装置が故障したようです！」


    　泣きだしそうな顔と声で、技師が告げた。腰が引けている技師を、ハーライルが摑つかみ、前に押し出す。


    「急いで修理しろ！」


    　拒否したそうな技師を、ハーライルはさらに押し出す。同時に特別捜査官の右手は懐ふところに差しこまれている。


    　技師が修理に向かうと、棺の周囲には十数人もの警察士が包囲網を作っていた。掲げられた魔杖剣の切っ先には爆裂や雷撃、砲弾咒式が紡つむがれている。警告や捕縛のための咒式ではなく、殺害のための咒式だった。ザッハドは拘束が外れれば即殺害が許されている殺人者だった。


    　棺が止まった場所は、俺とギギナの前だった。恐怖ゆえの好奇心から一歩横に動いてみる。警察士の包囲網の向こうに、覗のぞき窓が見えた。


    　息が止まる。俺の隣のギギナも同じだった。


    　覗き穴から、目が見えた。無表情な灰色の目が外を、俺を見ていた。


    　それだけで俺は動けない。視界全体に広がるような巨大な目だった。竜の目に硬直や麻ま痺ひ効果があるとされるように、ザッハドの目は俺たちを射すくめた。棺を見ていた警察士たちも、俺と同じように硬直していた。覗き窓から見えるのは、ザッハドの年老いた目だった。


    「知っているか？」


    　液体窒ちつ素そに満たされた棺の内部から、声が響いた。静かな老人の、老哲人のような深い声だった。そして深海の底から聞こえるような、死者の声でもあった。


    「拘束咒じゆ式しきの一部が綻ほころんでいる！」


    　先ほどの機械の故障が原因だろう。ハーライルや特別捜査官たちが急いで拘束咒式を紡ぎなおす。あまりにも大量の咒式を制御していたため、再構築に手間取る。


    「知っているか？　幽霊など存在しないし、あの世も存在しない」


    　響くザッハドの声に、俺たちは耳を傾けていた。視覚と聴覚の拘束が緩ゆるんでいた。


    「なぜなら私は人を殺した。飽きるほど多くの人々を殺してきた」


    　自らの実験報告を告げる研究者の声でザッハドが言葉を並べる。


    「しかし、被害者の誰一人として幽霊となって現れないし、呪のろいもしない。私は生きて、死者はいつまでも死んだまま。世界はそれだけなのだ」


    　ザッハドの冷酷な言葉に、周囲の誰もが動けなかった。声は途切れても、まだ耳に残っている。


    　俺の唇くちびるが動いた。舌が操られたように動いた。


    「なぜ」


    　舌は止まらない。問うてみたいとすら思わずに唇が問うた。


    「なぜおまえは人を殺す。そこまで人を殺す」


    　この場にいる、そしてウコウト大陸に生きる全員の問いだろう。誰もが長年にわたって抱いだいてきて、ついに答えが得られなかった問いだ。


    　棺のザッハドの灰色の目は俺を見ていない。俺を通してエリダナを見ているようにも見えた。


    「嵐になぜ吹き荒れるかと問い、雷になぜ吼ほえ猛たけると問うか？　問う汝なんじは翻ほん弄ろうされる蝶ちようか散る花か？」


    　意味不明の言葉だった。俺の右足が一歩前に出る。そして左足が前に。


    「瞳を見るな、声を聞くな！」


    　ハーライルが視界に割りこみ、声が耳を貫いた。ようやく俺の歩みが止まる。ハーライルの手が伸びて、棺の覗き窓を閉じる。ザッハドの瞳が隠れていく。


    　呪縛のような視線が消失し、俺は息を吐く。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを握っていた手を開いていた。一歩も動いていなかったのは見事だが、疲労しているようだ。


    　マラキアの傘かさを受けたパンハイマは、無言で見物していた。唇には笑み。


    　ハーライルが確認し、棺ひつぎの修理が終了した。技師が慌あわてて離れ、再び棺の搬送が開始される。


    「あとはシギッゾ捜査官が作った監獄まで届けて、用件がすむまで封じこめる」


    　ハーライルが俺たちの横手に並ぶ。険しい目は、装甲輸送車の後部に搬入されていく棺を見据えていた。


    　棺の向きが変えられ、装甲輸送車の荷台に設置された。鎖くさりが四方からかけられ、荷台に固定される。周囲には重武装の警察士が座り、棺を監視する。


    　後部の装甲が下ろされていく。溜ため息のような音とともに、装甲車の後部が完全に閉じられた。


    　駆動音とともに、黒塗りの車が先導して敷地を出ていく。続いて兵員輸送車、ザッハドの棺を収めた装甲輸送車。後に二台目の兵員輸送車、黒塗りの車が連なっていく。国賓待遇の警備にも見えた。


    　敷地から建物の間の街路へと、装甲輸送車が消え、後続の車しや輌りようも消えていった。周囲の他の人員も撤収していく。坂を回収した警察士たちが車輌に戻っていく。特別捜査官たちも黒塗りの車に乗っていく。


    　指示を出しおえて、ハーライルが息を吐く。


    　俺はハーライルを眺める。特別捜査官は、さすがに襟えり元もとを締める趣味の悪いネクタイの結び目を手で緩ゆるめていた。


    「あれがザッハドだ」


    「あれがザッハドか」


    　向かいあっただけで、俺は精神を削られていた。ザッハドは、俺たちが逮捕して倒してきた殺人者とは違う。


    「ザッハドの監獄を見張っていて、今までで監視員の三人が自殺し、一人が消息不明。一人が乱射事件を起こして、咒じゆ式しきで射殺されている」


    　ハーライルは不愉快そうに告げた。


    「原因がザッハドの意図的な言動だと発覚してからは、直接の警備を禁止した。監視映像からも音を消した」


    　ザッハドが強大な攻こう性せい咒式士であるだけではない。ザッハドより恐ろしい力を持つ攻性咒式士は存在する。


    　しかし、ザッハドの目と言葉を交わしただけで、真っ黒な内面の一端を感じた。


    「上う手まく言葉で言えないが」舌が絡からまる。「あれは喋しやべって動く一個の地獄だ」


    　俺の独白が停留所に響いた。


    　残暑の熱気より心的圧力で冷や汗を搔いていた。俺は頭を軽く振って、悪夢の残ざん滓しを追いはらう。帰り支度を始めているハーライルを見据える。


    「あんな怪物をどこに収監する？　エリダナの警察署や刑務所には皇都ほどの規模のものはない。〈ザッハドの使徒〉や指先、狂信者たちに襲撃されるぞ？」


    「言うと思うか？」


    　ハーライルが静かに返す。一人優雅に日ひ傘がさの下にいるパンハイマが問いを続ける。


    「ならば、情報が漏もれる危険性を越えてまで、妾わらわと無能どもをこの場に呼んだ理由が分からないのぢゃが？」


    　停留所に積もる敵意と沈黙。待っているとハーライルが口を開く。


    「最近になってザッハドの旅行記録が発見され、当時のエリダナに滞在していたことが分かった。照合すると、ザッハドが先のオリエラルの七日間事件に関与した可能性が出てきた」


    　ハーライルが続ける。


    「私と捜査官が永久監獄のなかのザッハドに問うと、否定しなかった。もちろんいつものように謎なぞめいた答えしか返さなかったがな」


    　捜査官は険しい目をしていた。当時の報道や何冊かの研究書を俺も見ていた。ザッハドの言葉は独特の感覚であるため、誰にも真意が理解できない。同時に謎解きをしたがる素人が後を絶たず、ザッハドを特別な殺人者にしてしまっている。


    「先ほどのエリダナでの過去の事件の話だが、可能性から詰めるしかないが、ザッハドが真犯人であることはほぼ確定だ。そこでザッハドを現地へ移送して、七件の殺人の真偽を確認できたなら、また起訴する。本人の言を解析すると、エリダナでは七人ではなく十三人を殺していたらしい」


    「未発見の被害者があと六人もいるのか」


    「今後の尋問で、ザッハドからなるべく多くの犠牲者の情報を引きだす。残念だがまだ死刑にはできない」


    　ハーライルの苦い声。ザッハドの事件は時間と空間にまだまだ広がっている。隣では、ギギナが疑問の表情を浮かべる。


    「よりにもよってこの移送の時期に合わせて、エリダナで〈ザッハドの使徒〉が動いている」


    　ハーライルの言葉で、俺は一連の事態を連結させていくことができた。


    「つまり、そういうことか」


    　人為的に起こることは偶然ではない。ハーライルは俺の内心の推測を予想したようで、うなずいてみせる。


    「おまえが考えている予想を、私もしている。ザッハド移送の情報は、すでに漏もれていると考えるべきだ」


    「だろうな」俺は続ける。「〈ザッハドの使徒〉どもは、祝祭と称して王に供物を捧げるように殺人を続けていく。祝祭の賞品がザッハドの遺産というのなら、優勝者に手渡す必要がある。使徒はザッハドを解放するために動いている可能性が高い」


    「事情はどうでもいい」


    　ギギナの唇くちびるには不敵な笑み。


    　ハーライルが何度か俺たちをどうでもいいことで呼びだして、誤ご魔ま化かすような用だけ告げて解放したのは、ザッハドの護送を伝えようかどうか迷ったのだ。今回の新たな使徒たちの襲来と情報漏もれから、ようやく俺たちに伝えることにしたのだろう。情報の共有で捜査陣と俺たち咒じゆ式しき士しが協力しなければ、使徒どもに立ち向かえないという現実的な判断に傾いたのだ。


    「絶対に阻止する」


    　ハーライルの期待に応えるように、俺は断言する。


    「ふざけたお祭り騒ぎは、俺たちが阻止する」


    　殺人は物語で多く使われる題材で、人類は同族殺しを娯楽にしてきた。しかし、現実に起こった場合は憎むべき犯罪にすぎない。


    　個人的にも、真剣に使徒に立ち向かわなければならない理由がある。


    　理由はいまだ不明だが、俺はすでに使徒たちの標的だ。祝祭における点数として狙われているなら、使徒を倒すことは俺の至上命題だ。


    　エリダナの外に逃げたなら、一生使徒に追われる恐ろしさを抱えることになる。チェレシアもこれ以上俺のことを心配すれば、いずれ砕ける。ジヴーニャと同じように砕けてしまう。


    　逃げ道はない。このエリダナで決着をつけねばならない。


    「アンヘリオは強大で、モーフィースも凄すさまじい使い手だった。そのような使徒が大量に来るなら、久しぶりの強敵で楽しめるだろう」


    　隣に立つギギナも顎あごを引いてうなずく。ギギナにとっては、残酷で異常な使徒も、ユラヴィカやウォルロット、ヤナン・ガランやゾレイゾ・ゾのような強敵の戦いとなるようだ。


    　ザッハドの来訪と使徒の襲来で、ようやく捜査陣と咒式士が足並みをそろえた。


    　俺たちの団結を余所に、パンハイマが欠伸あくびをした。


    「蟻ありんこどもの決意は勇ましいのう」唇くちびるからは毒の言葉。「決意でどうにかなるなら、世界中の誰もが勇者で、事件などすべて解決ぢゃ」


    　パンハイマの嘲ちよう弄ろうに、マラキアが頭を下げて肯定する。


    　捜査官と俺、動機は違うがギギナが団結しようと、パンハイマだけは違った。〈荊棘いばらの女王〉とその一党は、どこまでも独立独歩の戦闘集団でありつづける。


    　パンハイマの炎の目は、エリダナの街へ向けられていた。


    「人間性も束縛もないアンヘリオを、使徒を、誰がどうやって倒せるのか」


    　俺はギギナを見る。ギギナの目には戦意。


    　使徒の襲来とザッハドの護送は大きな危機だが、同時に二度とない好機だ。俺とギギナは、ペトレリカという鬼札を手に入れた。


    　アンヘリオと使徒を倒す最中に、パンハイマをも倒す。


    　停留所には、それぞれの思惑が渦巻く。


    



    



    　夕方の日が、穏やかな波が延々と繰り返されるルルガナ内海を照らす。茜あかね色いろの鱗うろこが連なるような海に、トロップ岬が突きでる。


    　岩の先端には手て摺すりが設置されている。錆さびた手摺を摑つかむ、女の姿があった。赤い髪が海風によって後方へ散らされ乱れる。


    　緋ひ色いろのペトレリカの目は、深い憂愁の色を帯びていた。


    「耐えられない」


    　唇くちびるからは苦痛の声が漏もれる。


    「パンハイマ綜合警備保障は、すでに法の庇ひ護ごを得た最悪の犯罪者集団になっている。使徒だ。合法的な使徒の集団だ」


    　絞しぼりだすような声だった。


    「私は止められない。母の権威を借りているだけの私には止められない。元凶は、その母であるパンハイマだというのに」


    　手摺を握る手が震ふるえる。普通の人間であればパンハイマと一派の所行には耐えられない。ペトレリカは常人を超える正義感と潔癖さを持っていた。彼女がエリダナに戻ってからは、絶えず罪悪感に苛さいなまれていた。昼夜問わずに続く激痛となっていた。


    「悪を見つつも、私は無力だ」


    　左手が胸元に挙げられる。首から下がった繊せん細さいな鎖くさりの先には、十字教でも、清貧派の片翼十字印が下がっており、指先が触れる。


    　ペトレリカの脳裏には、母、パンハイマの重病のことがあった。魔女の口から溢あふれる鮮血の色。本人は頑かたくなに語ることを拒否しているが、〈荊棘いばらの女王〉は近い将来、確実に死ぬ。もってあと数年、いや一年以内。


    　今は忠実に見える奴ど隷れい頭、部下たちであっても、暴君が死ねば枷かせを外された獣の群れとなる。ラルゴンキン事務所とエリダナ最強を競うパンハイマ事務所は、危うい均衡の上に成り立っている。


    「私には、パンハイマ事務所の凶暴で強力な咒じゆ式しき士したちを御せる腕前と支配力がない。今はまだできない」


    　ペトレリカの胸中には不安。修道院を出てからは、皇都の支社で有力者と会談し、折衝することがほとんどで、実戦をほぼ経験していない。しかもマラキアの弟である、マラキスという家宰がほとんどの業務を行っていた。


    「ガユスさんに乗せられたような気もするけど、決心は固まってしまった」女は小さく首を振る。「いいえ、母との再会のときから、決まっていた」


    　自分の言葉に怯おびえるように、五指は十字印を握る。


    「母を救うには」


    　ペトレリカが迷う。ようやく言葉が続けられた。


    「倒すしかない」


    　時間の経過による死病で死なせるには、あまりにも罪業が深すぎた。できるなら娘である自らの手で償わせなければならない。パンハイマを倒すことと、アミラガ家とパンハイマ事務所の掌握は同時になる。暴ぼう虐ぎやくのパンハイマ綜合警備保障を、まともな咒式士事務所に戻す。南方大陸で起こしている戦争商売も止やめさせる。


    「神よ、母と私を救いたまえ」


    　目を閉じてペトレリカが祈る。無力な彼女は、もはや神に祈るしかなかった。


    「神に祈る暇ひまがあれば、自分を心配したほうがいい」


    　背後からの声に、ペトレリカは目を開いて振り向く。


    　左袖そでが海風に揺れる。背広姿の男だった。海浜公園に立つ金髪の下の青い目は、氷の温度でペトレリカを見据えていた。風が吹き、左半面の火傷やけどが見えた。


    「失礼。先に用事をすませていたものでね」


    「ああ、例の殺人者、アンヘリオか」


    　興味もなさそうにペトレリカがつぶやく。手はすでに十字印から離れていた。


    　殺人者と魔女の娘が、海浜公園で対たい峙じする。


    「母パンハイマに敗れて逃げだしたあと、私と母を間違って襲撃してきた」女の目には聡明さがあった。「わけではなさそうですね」


    　夕日の岬で、アンヘリオは歩を進める。


    「残念だが、違う」


    　氷の目は、ペトレリカを直線で見据えていた。


    「パンハイマから受けた火傷やけどの支払いを受けとっていない」アンヘリオは微ほほ笑えみとともに進む。「だから殺人作法の十八に則のつとり、傷の代価の支払いを求める」


    　さらに進む。


    「笑えますね」


    　ペトレリカは魔ま杖じよう剣けんに手をかけていた。


    「近くにパンハイマの攻こう性せい咒じゆ式しき士したちがいるから、私が咒式を使えば三十秒で駆けつけます」


    　白い手には殺気が宿る。


    「そしてパンハイマではなく娘なら勝てると思っているところが、実に愚かだ」


    　抜刀と同時に紡つむがれていた咒式が発動。化学錬成系第三階位〈緋竜七咆ハボリユム〉のナパームの猛火がアンヘリオに襲来。背広が炎上。岬に炎が散り咲く。


    　復讐者は燃える背広を残し、前傾姿勢で猛火の下を潜り、直線の突進。


    　ペトレリカは魔杖剣を返して構えていた。猛火を囮おとりとし、最初から斬ざん撃げきを狙っていたのだ。


    　放たれた白銀の切っ先はアンヘリオの喉のど元もとを狙う猛もう禽きんとなる。達人の一刀は男の喉に刺さり貫く手前で、右手に弾はじかれた。


    　そのまま右手が伸びて、ペトレリカの喉を摑つかむ。五指は白い肌にめり込む。


    「君は私とパンハイマを過小評価している」


    　ペトレリカは一瞬で吊り上げられる。気管が圧あつ搾さくされ、頸けい動どう脈みやくが締められる。このままの体勢では、いかに攻性咒式士であろうと十数秒で失神する。振られるべきペトレリカの刃やいばは足下へ落ちる。大地の上で無力な音を立てた。


    　ペトレリカの喉のどがさらに締めつけられ、視界が暗くなる。脳に血液と酸素が行かずに失神数秒前だった。女の足が跳ねる。見事な蹴けりはしかしアンヘリオの左膝ひざで簡単に止められる。


    「咒力はある。頭の回転も悪くない。体も最高のものだ。それは認めよう」


    　アンヘリオの目は肉を検分する目だった。


    「最高の経験を積んだ三年後なら、その体の才能だけで一流の咒じゆ式しき士しになれただろう。だが性能のいい頭に宿る思考や経験が皆無だ」


    　アンヘリオの分析の間もペトレリカは動けない。


    「エミレオの書を使うのは、よほどの相手だけだ。残念ながら今のおまえ程度には、まったく必要ない」


    　アンヘリオは退屈そうに言った。釣り上げられたペトレリカの顔から血の気が引いていく。


    　絶対的な力の差があった。三十秒も必要ない。ただの五秒で捕まえられ、十秒で失神しようとしていた。


    「さあ、予告どおりに捕まえた。支払いを受けよ」


    　アンヘリオの右手に咒式の光。ペトレリカの首を吊り上げる五指が膨ぼう張ちよう。生体変化系第五階位〈乱散它蛇髑牙アズタ・ロス〉の咒式により、指がそれぞれ大蛇となり、女の全身を拘束。それぞれの鎌首がペトレリカに向かってもたげられる。牙きばからは五種の猛毒が滴したたる。


    　アンヘリオが掲げた失った左手に咒式の光。黄金の毛皮の濁流。生体変化系第五階位〈五咆獅子猛牙プール・ソーン〉によって五頭の獅し子しの群れが生まれ、前肢で宙を搔かく。反転した獅子の頭部がペトレリカに迫る。牙の間からは唾だ液えきと唸うなり声。


    　五匹の毒牙と五頭の牙が、ペトレリカに迫る。左右の手から魔獣を生んだアンヘリオは、青い目でペトレリカを見据える。


    「さようならペトレリカ。戦場で愛と救いを述べる、精神だけはおもしろい女だった」


    「そんな、私が、こ、んな場所、で」


    　ペトレリカは嘆きの言葉を漏もらす。


    「な、にもでき、ないま、まに」


    　叫ぶペトレリカに、毒蛇と獅子の群れが襲いかかる。


    「待て」


    　アンヘリオの声で、五匹と五頭の群れが止まる。空中で蛇へびが体を揺らし、獅子が唸り声をあげる。アンヘリオは思案顔となっていた。唇くちびるには笑み。


    「殺人作法の八十三を考えると、この女には別の楽しい使い道がある」


    



    



    　エリダナ南西部。


    　オリエラル大河を一望する海浜公園にも、夕暮れの赤が落ちていた。


    　家族連れに、帰宅する勤め人や学生たちと、公園には人々が行き交う。


    　板張りの遊歩道の上で、奇妙な人影が踊る。全身を起毛が覆おおって、頭からは二つの引き延ばされた二等辺三角形が揺れる。耳だった。戯画化された白い兎うさぎの姿で人影が踊る。


    　公園で兎の着ぐるみが踊っていた。顔に嵌はまるのは、少女のような童子のような顔。兎のように赤い瞳。


    　兎うさぎの頭部を支える着ぐるみの首には襟えりが、腕には袖そでだけがつけられ、白い兎の着ぐるみが踊るたびに、各所につけられた鈴が鳴る。


    　公園を通る通行人は奇妙なものを見るような目をしていたが、誰も声をかけるわけでもなく通り過ぎていく。店や遊園地の宣伝の一環なのだろうとそれぞれが納得してしまって過ぎさっていった。


    　白い兎の着ぐるみは、公園を跳ねていく。踊る兎の着ぐるみがおもしろいらしく、子供たちだけが笑い声を上げながら、兎の着ぐるみを追う。


    「なにもかもがこの愚者ウブシュシュの掌てのひらの上」


    　兎の着ぐるみの右手が持つのは杖つえ。杖の先にも大きな鈴が連なっている。衣装と耳の鈴に杖の鈴が鳴り響き、騒々しい。左手は紐ひもの束を握っている。上空に伸びた紐は、青や赤や黄色の十数個の風船を従えている。子供たちが手を伸ばすも、白い兎が跳ねて摑つかめない。


    　風船を引きつれた兎の歩みを子供たちが追う。兎は跳ねて、遊歩道から突堤へと向かう。


    「僕が開催した祝祭には、アンヘリオや使徒たちが集うこととなった」


    　突堤の中央に着地した兎の頭が右を向く。左半面は理知的な声で告げ、鈴が鳴る。


    「ボクが開催した祝祭だ。でもアンヘリオは招待していない。あいつ嫌い。大嫌いぃ」


    　兎頭が左を向く。右半面は瞳どう孔こうが定まらず、鈴が鳴る。


    「僕が思うに、アンヘリオだけは油断がならない。あいつはなににも縛られない。この祝祭を壊すものだ」


    「ボクもそれに賛成ぃ。賛成の反対の賛成ぃひひひひ～」


    　左右に顔が目まぐるしく動き、討論が重ねられる。顔が正面に戻る。右耳が折れる。


    「不運幸運、幸運不運」


    　楽しそうに笑う兎は、突堤の中央で鈴の音とともに踊る。背後には、小さな展望台とオリエラル大河が広がる。子供たちは楽しそうに兎の周囲で踊る。


    　兎の非対称な笑みが止まる。着ぐるみの左手から紐が飛んでいく。紐につながる赤に青、黄色に緑といった風船が空に放たれていった。子供たちが空を見上げて風に流れる風船を追っていく。展望台から遊歩道へと子供たちが走っていく。


    　路上に取り残されるように、展望台の前に一人兎の着ぐるみが立つ。愚者ウブシュシュの歩みは止まっていた。


    「さすがにこれ以上は接近できないか」


    　突堤の根元に、孤影が立つ。黒と白の猟犬に挟まれ、くすんだ緑色の外がい套とう。同色の鹿撃ち帽を被る巌のような老人の顔。左肩には小さな赤犬が乗って、欠伸あくびをしている。老人は腰を落としてすでに臨戦態勢。


    「使徒で、額を司つかさどる〈愚者のウブシュシュ〉だな」


    　太い雪のような眉の下に、猟師の目があった。


    「七三二人殺しの、使徒の大物。各地で行おこなわれる使徒の遊ゆう戯ぎの主催者。エミレオの書を撒まき散らす、もっともザッハドに近いもの」


    「あれあれ、ボクと」着ぐるみから出た顔が右を向く。「僕に問いかける君は誰だね？」


    　話すたびに顔を動かす白い兎うさぎの着ぐるみの問い。老人の両手が背後に回っていく。


    「儂わしはロレンゾ・ホルヘイゾ」


    　背後に回していた手が前に出される。


    　左右の手に握られたのは、使い込まれた狩猟用魔ま杖じよう剣けん。二つの銀の切っ先は兎の着ぐるみに向けられる。


    　展望台が立つ突堤が戦場となった。公園からは人々が逃げさっていく。風船を追っていた子供の手を母親が摑つかんで走る。仕事帰りの背広の男も逃げる。午後の出会いに使っていた学生服の男女も先を争って逃げだす。


    　無人の突堤に双剣のロレンゾが歩みを進める。兎の着ぐるみは、オリエラル大河と鉄栅を背景にし、逃げ道はない。


    「ボクでも知っているよ。あのロレンゾたんか」


    　白い兎の着ぐるみが、顔の左右で違う笑みを浮かべる。


    「そしてザッハド王を捕まえたけどぉ、余生でアンヘリオに息子と孫を殺されたかわいそうな老人だいひひひひ」


    　兎の着ぐるみがその場で跳ねる。体の各所や杖つえの鈴が鳴る。顔が右を向く。


    「僕が知っているかぎり表には出ないけど、ロレンゾはこの数年で使徒を四人殺し、指先を九名殺している。特別捜査官と警察からも背を向けた、使徒を狩る猟師ロレンゾ」


    「殺人者の殺人者。ボクから見ても矛盾して論理崩壊しているよね」


    　今度は左に向いた兎の着ぐるみが首を左に傾ける。


    「あれあれ、そういえばなんでボクと」顔が動く。「僕の居場所が分かったの？」


    　逃げ道を塞ふさぐように、ロレンゾは展望台を目指し、突堤を進む。


    「わざわざおまえを探していたわけではない。儂の生涯の怨敵であるアンヘリオを捜していたのだが」老人の左右で黒白の猟犬が進む。「おまえたち使徒は血の臭いがしすぎて、犬どもが見つけてしまった」


    　黒と白の犬は喉のどの奥から唸うなり声を出して、主人に続く。歩くロレンゾの左肩の赤犬も、前方を見据えている。


    　老人の目から憎悪と殺意が零れ、夕暮れの海浜公園の大気が変質する。


    「アンヘリオは殺す。使徒は殺す」


    　左右の魔杖剣を構えたまま、ロレンゾの歩みが止まる。間合いが詰まり、ロレンゾが右に動いていく。相手の利き手の反対側に回ろうとする戦法の基本が展開する。


    「ここエリダナで続く連続大量殺人が、使徒の祝祭とやらであるなら、儂がまとめて殺して止める」


    　兎の着ぐるみは左に跳ねて、相手の左側に回っていく。オリエラル大河に突きだした突堤で、両者は緩ゆるやかな円運動を描く。間合いを計る使徒と使徒の猟人。


    「祝祭の最後にはこの僕、ウブシュシュが勝つ。そのように最初から仕組んだ」


    「うん、誰も勝てない。ボクも知っている。ウブシュシュとウブシュシュが持つエミレオの書には勝てないひぃ」


    　理知と狂気を等分に、ウブシュシュが微ほほ笑えむ。動きとともに兎うさぎの耳が折れて、鈴を鳴らす。


    　白い兎の着ぐるみが杖つえを構える。鈴が鳴る。


    「ウブシュシュのために」


    「すべてはザッハドのためにひぃひひ」


    　対するロレンゾが足を踏みこむ。交差した双剣には咒じゆ式しきの燐りん光こうが灯ともる。


    「違うな。儂わしに見つかったことがおまえの敗因だ」


    　夕暮れから夜へと変わっていく公園で、使徒と使徒狩りのロレンゾの対たい峙じが臨界に達する。双方が直線で走る。


    　展望台に轟とどろく剣と獣の唸うなり声。


    　轟ごう音おん。展望台から噴きあがる巨大な逆さの大だい瀑ばく布ふ。爆風で公園の植木が揺れ、鳩たちが慌あわてて飛び立っていく。避難していく人々の足が、さらに速まる。


    　水柱が重力に引かれて反転し、公園とオリエラル大河に雨となって降りそそぐ。水蒸気がオリエラル大河の西岸に立ちこめる。


    　水煙の間に、公園から突きだした突堤と、小さな展望台が見える。展望台は根本から崩れていた。突堤のコンクリの断面が見え、折れた鉄筋が飛びだしている。瓦が礫れきが崩れ、落下していく。前方では、オリエラル大河へと展望台ごと突堤が沈んでいく。


    　傾いていく展望台の手て摺すりを摑つかみ、老人が立つ。黒犬と白犬が手摺の上から老人の上着を嚙かんで、転倒を防いでいた。赤い犬はロレンゾの外がい套とうに爪を立ててしがみついていた。


    　ロレンゾの前方、展望台を支える岬の先端はオリエラル大河に沈んでいた。川かわ面もに、白い兎の着ぐるみが浮かぶ。


    　着ぐるみの胴体は、巨獣の一撃を受けたかのように両断されていた。下半身はすでに水面に泡を立てて、足から沈んでいる。断面からは千切れた小腸が水中に揺れる。


    　上半身は水面にまだ浮かんでいた。兎の耳は水を吸って水面に垂れている。根元では、左右で違う笑みを浮かべたままの顔。


    「そんなバカな」


    　空を向いた青い唇くちびるが、言葉とともに鮮血を零こぼした。


    「このボクが、使徒の祭司、がこんな、あっさりやられ、るなんて」


    「僕こそ、が」


    　白い額ひたいに鋼槍が突き立つ。老人の魔ま杖じよう剣けんから空から薬やつ莢きようが落ちる。愚者の赤い目から光が消える。顔と着ぐるみの間に水が入り、浮力が消える。愚者ウブシュシュは水中に沈んでいく。


    　展望台の先端もついに沈下を開始。ロレンゾは手摺を蹴けって、公園に着地。黒い犬と白い犬も続く。濡ぬれているのが不快らしく、体を振って水を払う。小さな赤犬もロレンゾの左肩で体を震ふるわせる。


    　顔から水を浴びたロレンゾが目を細くする。振り返った目は、沈んでいく展望台と、水面下で串くし刺ざしにされた使徒の死体を見つめる。


    「だから言っただろうが。儂わしと出会えば使徒は死ぬ」


    　皺しわが縦横に走る顔に嵌はまる目には、冷たい光。使徒の死体は深く沈下し、すでに見えない。


    「祝祭は儂が引きとる」


    　体を切り返し、老人は公園を進む。二頭の犬が続く。ロレンゾの横顔には苛か烈れつな意志。白しら髭ひげの下の唇くちびるが嚙かみしめられる。


    「使徒が殺す祝祭は、今から儂が定めた使徒を殺す祝祭となる」


    　押し出すように、宣言が放たれる。


    　歩むロレンゾの靴から滴したたる水が足跡となって、遊歩道に続く。二頭の犬も続く。公園の植木の間に老人と犬たちが向かい、やがて緑の間に姿が消えた。


    　破壊された突堤と、海浜公園の上に、夕暮れの赤から夜の群ぐん青じよう色が落ちていく。


    　太陽の時間が終わり、長い長いエリダナの夜が始まろうとしていた。


    



    



    
      To be continued.

    

  


  
    付録
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    　あとがきっぽい


    



    　私は常々本文を不必要だと主張しておりますが、さらにあとがきにいたっては蛇足で不必要の極みだと思っております。


    　そんなあとがき反対主義者のあとがきが、なぜか今ここにある不思議。大自然の神秘です違います。


    　担当氏に「今回はあとがきを書かなくて大丈夫です」と言われて安心していたら、発刊間近に「やはり必要です」という奇襲。


    　もちろん私はこれでもいい年した職業作家ですので、嫌なことでもぐっと堪えて笑顔で「嫌です」と答えると、担当氏の「嫌です、からの～？」というまさかの返し。


    　私自身はベヘ顔（ベヘリットのような顔の業界用語）でこれを書いています。


    　まるで銀河の中心部で宇宙怪獣群を倒して、一万二千年後にノリコと戻ったら、地球すべての街灯で描かれた「モドッテクルナ」の文字を見る気分です違います。


    



    　第一、人類を苦しめてきた旧世界の負の遺産であるあとがきが、二十一世紀にまだ残っていることは哀しむべきことです。


    　あとがきは有害です。まずあとがきを書いたり、読んだりした人はいつか100％死ぬので人体に有害です。二番目の有害さは、もう有害さを考えるのがめんどくさくなったことです。四番目の有害さは、もう有害さの総数を数えられなくなることです。


    　ノーモアあとがき、人類はあとがきという悲劇を忘れてはなりません。そうです、あとがきは人類を滅ぼすのです。


    　理論的には、あとがきを書く→中略→人類滅亡。完璧な三段論法にアリストテレスも座尿。なるほど！　意味が分からぬ。


    



    　全国こども電話相談室に「（頭が）小学生男子なんですが、今度出る本のあとがきを書きたくないんですが、どうしたらいいでしょうか？」と相談したら「そういうめんどくさい人は、アガサ博士に蝶ネクタイ型自爆装置を作ってもらってください」と言われるという噓のようなエピソードですが、これがなんと本当にあった噓。


    



    　あとがきもガムテープで止めときゃなんとかなりませんか。ならないんですかそうですか。こんなあとがきは土下座をして謝罪をすべきですが、googleで土下座を英語に翻訳してみたら、Kneeling down on the groundと出て、翻訳に苦しむアメリカ人おっさんのケツ顎あごが幻視できました。


    



    　いかにあとがきを書きたくないかを主張しているうちに、なんだか埋まりました。


    　どう考えても間に合わない本を出せた奇跡を、協力者各位に感謝いたします。


    　それではまたどこかで。


    　

  


  
    浅井ラボ


    Labo Asai


    



    最近考えた勘違い：近距離パワー型の幽波紋かなと思ったら、水子の霊。


    最近知ったショックなこと：クリスチャンネームは聖人からしかつけられないので、私が考えたオリジナル聖人、小児性愛者の守護者ガチペドは使えない。


    最近気づいたこと：海外版ではここで言っていることがまったく意味不明。
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